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海 人 草 の 純 効 成分 と サン ト 
ニン ミ を 最も 効果 的 に 配合 し 、 


最高 度 の 率 を る 


多年 の 研究 と 最新 の 技術 が うん だ 馬 虫 薬 マ ク 

ニン SS は 、 そ の 高い 駆虫 率 が 多数 の 臨床 実験 

で 実証 され 、 そ の 上 副作用 が な く 、 の みや す 

い 虫 下 し と し て 好評 を えて いま す 。 

マク ニン ら S は 、 夜 ね る まえ か 、 ま た は 朝 お き 
て すぐ の むだ け で 、 下 剤 を の まな く て も 、 確 
実に 回 虫 を と る と こと が で きま す 。 


団体 用 お よび 学童 用 マク ニン S は 、 
で 、 高い 駆虫 を も ち 、 配 布 に 
便利 な の で 集団 昧 虫 に 最適 で す 。 

価格 も 特に 低 な の で 、 学 、 工場 
会 詩人 等 で 非常 な 好評 を えて いま す 。 
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34 年 10 月 (1959)〕 


静岡 県 下 に お ける いわ ゆる 野犬 の 寄生 映 虫 


静岡 大 学 教育 学部 保健 教室 


野 政 望 月 


久 河野 針 


静岡 県 衛生 研究 所 
(昭和 33 年 7 月 15 日 受領 ) 


1956 年 か ら 1957 年 に わた り , 静岡 県 下 19 ヶ 所 の 保健 所 
か ら 集 め ら れ た いわ ゆる 野犬 192 頭 を 誠 検 し て その 寄生 
端 虫 を 調査 し た 。 本 研究 の 第 1 報 で は その 概況 を の べ , 
第 2 ~ 3 報 に わた つて 寄生 線 虫 , 第 4 報 に お いて 寄生 吸 
虫 を 詳 述 し た 。 本 報 に お いて は 今回 の 調査 で 認め られ た 
5 種 の 条 虫 に つい て それ ら の 寄生 率 , 寄生 部 位 。 犬 の 年 
齢 と の 関係 な ど に つい て 報告 し , 全編 の 完結 と し た 。 

払 条 虫 (Dipylidium caninum Railliet, 1892) 

該 条 虫 は 犬 に 最も 多い 条 虫 で あり ,。 また 既往 諸家 の 
すべ て が 可 成 り 高 率 に 発見 し て いる (第 1 報 の 第 1 表 参 
照 )。 筆者 ちの 今回 の 調査 に と お いて る も 192 頭 の 野犬 中 88 頭 
(45.7%) の 寄生 犬 を 認め た が , と これ は 犬 釣 虫 の 84.9 
に 次 いで 第 2 位 の 高 率 で あつ た 。 第 1 図 に は 瓜 実 条 虫 の 
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Number of the 


| 

20 40 
Number of the worm 


Fig.1 Histogram of the number of worm 
of Dipylidium caninum in each dog. 


寄生 虫 体 数 の ヒス ト グ ラ ム を 示し た が ,。 と これ に よ ょ つて み 
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sites of dogs in Shizuoka Prefecture. Cestodes (*Hy- 
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ch Laboratory) 


る と 他 の 寄生 虫 と 同様 に 1 匹 寄 生 例 が 最も 多 か つ た 。 然 
し 80 匹 以上 の 多数 寄生 例 も 4 例 に お よび , 最高 は 107 匹 
に 達し , 寄生 虫 体 総数 1,189 匹 で , 被 寄 生 犬 1 頭 あたり 
の 平均 虫 体 数 は 18.5 匹 で あつ た 。 以 上 の 寄生 率 お よび 寄 
生 濃 度 を 地域 的 に 観察 し た が 県 下 各 地域 に ほとん どー 人様 
に 分 布 し て お り , 県 を 東部 , 中 部 , 西部 の 三 地 区 に 分 け 
て 観察 し て も 全く 有意 の 差 を 認め えな か つた 。 更 に 寄生 
率 と 季節 と の 関係 を も 検討 し て みた が , 夏季 に 生 々 寄生 
率 の 低い 傾向 が 認め られ た の み で あつ た 。 


次 に 182 の 野犬 に ついて, その 年 齢 , 性別 と 実 条 
と の 関係 を 検討 し た (第 1 表 参 照 )〉。 犬 の 年 齢 と 寄生 素 


Table 1 Relation of infection rate of Dipylidium 
caninum to age and sex of dogs 


Number of worms 
in each dog 


Age of No. of No. of 
dogs Ave- 


0gs 
dogs examd. infect. Min. Max. Total 


rage 
lage 43 21 48.8 1-107 503 24.0 
2 53 2%4 45.3. 4=32 22 10,5 
4 26 13 50.0 1-38 133 10.1 
5and 9 5 55.5 2-2 59 11.8 

more than 5 
Total 182 84 46.2 1-107 1105 13.3 


(r=—0.16) 


Sex of dogs 


Male 91 1-98 446 10.3 
Female 91 1-107 659 16.1 


(x°=0.88 Pr>0.50) 


お よび 寄生 強度 と の 相関 係数 を 算出 する と , r ニ ー0.16 
で , すなわち 殆 ん ど 相 関 関係 は 認め られ な か つた 。 さ ら 
に 年 齢 と の 関係 で は x»* 三 0.88 で ほとん ど 差 が 認め られ な 
か つた 。 な 人 ほ 182 頭 に つい て さら に 貝 体 の 寄生 部 位 を み 
る と , 十二指腸 部 2 匹 , 空腸 部 8302 匹 , 腸 部 780 , 
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大 腸 部 1 匹 の 比率 に な り , すなわち 約 7 割 は 小腸 下部 , (1954), 古賀 (1952) ら と 筆者 あら の 所 見 は ほ ゞ 一 致し , 

約 3 割 は 小腸 上 部 に 寄生 し て お り , 十二指腸 部 お よび 大 また 交 便 検 相 で は 極 め て 検出 し に く いと と も 吉川 ら 

腸 部 に は 極め て 稀 で あつ た 。 (1988), 安藤 ・ 小 堀 (1926 う ), ら に ょ より 報告 され て いる 
173 頭 の 野犬 ヒ に っ つい て は 特に 検便 も あわ せ 実 施し た が 点 と ほ さ 一 致し た 所 見 で あつ た 。 

83 頭 の 被 寄 生 犬 に も , また 残り の 90 頭 の 非 寄生 犬 に も , 肥 務 条 虫 (Taenia taeniaeformis Stevenson & Stiles, 

実 条 虫 の 特有 な は 全く 発見 され な か つた (第 1 報 1905) ; 

の 第 4 表 参 照 )。 192 頭 の 野犬 中 18 頭 (6.8 2 うに 肥 争 条 虫 が 認め られ , 


瓜 実 条 虫 は 犬 の 寄生 虫 の 報告 で は 必ず 記載 され る 程 我 その お の お の の 詳細 を 一 括 し て 第 2 表 に あげ た 。 地 域 的 
が 国 で は 一 般 的 で あり . また それ だ け に その 寄生 率 と 各 に は 県 東部 の 下田 , 三島 , 沼津 地区 , お よび 県 西部 の ニ 
種 条 件 と の 関係 を 論じ た 報告 も 多い 。 季節 と の 関係 に つ 伺 , 三ヶ日 地区 に や や ゃ 集積 し , 県 中 部 に は きわ め て 稀 で 
いて は 豊田 (1928) に ょ る と 春 43.8 2, 夏 52.8 %, 秋 あつ た 。 季節 と の 関係 は 明か で な か つた 。 

76.82, 冬 53.0 巡 と し て いる が それ 程 著しい 傾向 を 示し 野犬 の 年 齢 と の 関係 , 性 別 と の 関係 に も 閉 る し い 傾 向 
て いる と は 思 は れ な い 。 箇 者 ら の 今回 の 調査 で は 春 46.7 を 認め る に 至ら な か つた が , 各 寄 生 犬 の 寄生 虫 体 数 に は 
9%, 夏 27.1, 秋 52.726, 冬 55.0% の ご と き 結 果 で あつ た 相当 の 変化 が 認め られ た 。 すなわち 貝 体 数 1 匹 寄生 5 
が , と の 両者 を あわ せ 考 える な らむ ず し ろ 顕 著 な 傾向 が 認 例 , 4 匹 寄 生 3 例 , 5 匹 寄 生 1 例 , 12 匹 寄生 1 例 で , 催 
め ら れ な いと 結論 する こと が で きる 。 犬 の 年 齢 と の 関係 の 8 例 は を それぞれ 83 匹 , 112 匹 , 265 匹 の ご とく 極め て 
で は 吉川 ら (1938) は 無関係 と し , 戸 張 (1988) は 成 大 多数 で あつ た 。 265 匹 の 寄生 例 で は その 虫 体 は 口腔 を 除 
に 多い と 結論 し て いる が , 筆者 らち の 場合 は 吉川 ら の 所 見 く 他 の 消化 管 の 全域 , すなわち 食道 , 胃 , 小腸 , 大 腸 の 各 
と 同様 に ほとん ど 相 関 関 係 を 認め る に いた ら な か つた 。 所 に 充満 し て いた 。 と の 様 な 例 は 勿論 きわ め て 稀 で あら 
虫 体 の 寄生 数 に つい て は 吉川 ら (1938) は 無数 , 戸 張 う が , 他 の 寄生 犬 に お いて は 虫 体 の 寄生 部 位 は 大 部 分 が 
(1988) は 数 十 匹 を それ ぞ れ 最多 例 と し て いる が 筆者 ら 小腸 内 に 限ら れ , 上 述 の 265 匹 の 寄生 例 を 除外 し て 他 の 
の 最多 107 匹 寄生 例 を も 加え る と 一 般 に 多数 寄生 の 可能 12 頭 を 合計 し て みみ る と , 胃 内 4 匹 , 十二指腸 76 匹 , 容 腸 
性 の 存在 も 考え られ る 。 虫 体 の 寄生 部 位 に つい て は 徳 毛 138 匹 , 廻 腸 13 匹 , 大 腸 1 匹 と いう 状態 で あつ た 。 瓜 実 


Table 2 Details of the dog cases infected with Taenia taeniaeformis 


No. of Habitat Stool 


No. Locality Date Age Sex worms of worm examination 
1 Shimoda 10, Apr. 4 4 Jejunum 
3 4 4 we 
4 8 4 Jejunum 

Duodenum 
5 4 $ 112 Jejunum 
Ileum 
6 Mishima 7, Mar. 4 ] 1 Jejunum 
Numazu 23, Aug. 4 g Colon 
8 Haibara 7, Feb. | g 1 Jejunum — 
9 Futamata 11, July 5 — 
Ali areas of 
10 3 265 canal 
[Duodenum 
11 2 8 Jejunum 
Stomach 
12 Mikkabi 13, June ? ? 83 {Duodenum J 
Jejunum 


13 ? 1 Jejunum 


(1959)] 


昭和 34 年 10 月 


条 虫 が 小腸 下部 に 多い の に 対し て , 肥 逢 条 虫 は 小腸 上 部 
に 多い 傾向 を 示 し て いた 。 

寄生 体 数 と 内 の 虫 陽性 と の 関係 を みる と , 
生 犬 18 頭 の うち 5 匹 以 下 の 条 虫 を も つて いる 9 頭 に は 貝 
陰性 で , 12 匹 以上 の 条 を も つ 4 に の み 陽性 
で あぁ つた 。 ま た 虫 卵 の み の 疑 陽性 例 は 本 条 虫 で は 認め ら 
れ な か つた 。 

肥 務 条 虫 は 諸家 の 報告 中 で は 僅か に 岡部 ら (1952) の 
佐賀 県 に お ける 18.82% を みる の み で , 犬 に は 比較 的 少 い 


Table 3 Details of the dog cases infected with Diphyllobothrium mansont 
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諸家 の 報告 の いづ れ に も マン ツン ン 裂 頭 条 虫 が 記録 され 
て お り (第 1 報 の 第 1 表 参 照 ), 殆 ん ど 全 国 的 な 分 布 を 示 
し て いる が , その 寄生 率 は 比較 的 少く , また 寄生 虫 体 数 
も 吉川 ら (1938), 戸 張 (1988) に よれ ば ちの 場合 と 
同様 に 1 ~ 3 匹 程度 で ある 。 豊田 (1928)〕 は 本 条 虫 は 春 
夏 に 寄生 率 が 高 か つ た と 報じ て いる が その 資料 こと に よれ ば 
有意 差 が ある と は 思わ れず , その 点 更 に 検討 され る べき 
で あら 3 う 3。 

(Taenia pisiformis Bloch, 1780) 


No. Locality Date Age 


“ 


Stool 
examination 


No. of Habitat 


worms of worms 


1 Shimoda 10, Apr. 4 g l Ileum 
2 g 0 
3 4 8 0 
4 Shuzenji 21, Feb. $ g 3 Ileum — 
5 ) 3 $ 0 
7 2 0 
8 Fujinomiya 13, Sept. 2 8 1 Colon — 
9 Shimizu 26, July 4 g 3 Ileum — 
10 Shizuoka 13, Dec. $ Ileum — 
11 Shimada 24, Jan. i g 0 十 
12 Kakegawa 15, Nov. 1 9 1 Ileum — 
13 3 g Ileum — 


も の と 考え られ る が , 筆者 らち の 今回 の 調査 に みる 如く , 
1 頭 の 犬 に 265 匹 も 寄生 する 場合 も ある と と は 注目 され 
や ゃ う 。 お そら くそ の 犬 は 前 類 を 特に 捕食 する 習性 が 強 か 
つた と と に よる と 考え られ る 。 

マン ン 頭 条 CD ゆ hyllobothrium mansoni Joye- 
ux, 1927) 

本 条 虫 の 虫 体 が 確実 に 認め られ た 野犬 は 192 頭 中 7 頭 
(3.6 26) を 算 し た が , さら に 貝 卵 の み 発 見 され て つい 
に 虫 体 の 認め られ な い 野 犬 が 6 頭 も 存在 し た 。 第 3 表 に 
は す な わ す 合計 18 頭 を ら 列 し た が , 虫 卵 の み の も の 疑 陽 
性 6 例 の 原因 と に つい て は 全く 不明 で あつ た 。 該 条 虫 で は 
て その 寄生 体 数 が 常に 1 ~ 8 少数 で あり , 実 条 
ゃ 肥 預 条 虫 の 如き 多数 寄生 例 は 全く 認め られ な か つた 。 
さら に また その 寄生 部 位 は 殆ど 廻 腸 部 すなわち 小腸 下部 
に 局 限 さ れ , 大 腸 部 に 発見 され た の は た さ ゞ 1 匹 の み で あ 
つた 。 

該 条 虫 の 地理 的 , 季節 的 分 布 , 野犬 の 年 齢 性 別 と の 関 
係 な ば ど に ついては, 寄生 例 数 が 少 い た め , いづ れ に も 特 
別 の 傾向 は 認め られ な か つた 。 


Fig.2 Scolex of Mesocestoides litteratus 
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Table 4 Review of the conditions of each parasites 


Main Correlation Correlation 


Infection Number of worm 

Ancylostoma caninum 84.9 & 1-213 (25.6) Jejunum —0.34 3.3 
Dipylidium caninum 45.7 % 1-107 (13.5) Ileum ーー0.16 0.9 
Dirofilaria immitis 36.4% 1- 67 (13.1) Ventricle 十 0.70 0 
Trichuris vulpis 31.7 % 1-500 (27.7) Caecum 十 0.50 0.4 
Metagonimus spp. 23.3 %& 1-320 (20.4) Intestine 十 0.05 2.0 
Toxocara canis 6.8 % 1-48 ( 6.3) Jejunum ーー0.76 0.6 
Taenia taeniaeformis 6.8 & 1-265 (38.0) Jejunum 
Paragonimus westermani 5.2% 2- 12 ( 5.7) Lung 
Diphyllobothrium mansoni 3.6 1—--3- (-2.3) Ileum 
Spirocerca sanguinolenta 1.6 & 4- 13 {,8.3) Esophagus 
Pseudohete rophyes continua major 0.5% 8 Intestine . 

Taenia pisiformis 0.5% 1 Jejunum 
Mesocestoides litte ratus 0.5% 64 Jejunum 


Table 5 182 頭 の 野犬 の 品種 と 寄生 端 虫 と の 関係 


系 統 別 合計 


の 種類 別 


検査 犬 総数 182 64 6 5 3 2 2 1 i 1 
Ancylostoma caninum 154 135 6 5 2 2 2 1 
Dipylidium caninum 85 70 3 4 2 1 2 1 1 1 
Dirofilaria immitis 66 60 2 1 1 1 1 
Trichuris vulpis 60 54 2 1 1 
Metagonimus spp. 42 38 1 1 $ 
Toxocara canis 12 11 1 
Taenia taeniaeformis 11 11 
Paragonimus westermanii 10 8 
Diphyllobothritum mansons 7 
Spirocerca sanguinolenta 3 
Pseudoheterophyes continua major 1 1 


本 条 虫 は 192 頭 の 野犬 中 , 1 頭 (0.5 %) に 認め た の 記 の 種類 と 一応 同 定 さ れ た も の で , と と に 厚く 謝意 を 表 
み で あつ た 。 すなわち 三ヶ日 保健 所 管内 か ら 6 月 18 日 に する 。 古賀 氏 (1952) が 福岡 の 野犬 か ら 本 種 と の 近似 種 
1 頭 の 野犬 の 空腸 部 に お いて 僅 カ 1 匹 の 条 虫 を 検出 で ある 狐 中 (Mesocestoides lineatus Goeze, 1782》 
し た 。 第 1 報 の 第 1 表 に も 掲げ た ど ごとく, 本 条 虫 を 報告 を 報告 し て いる が , それ と は 失 丸 の 数 , 体 の 大 き さ な ど 
し た の は 戸 張 氏 1988) の 東京 に お ける 1.0%, 古賀 氏 で 明か に 別種 で あり , すなわち 本 和 人 条 虫 は 我が国 の 野犬 か 
(1952) の 柱 岡 に お ける 2.0%, 岡野 氏 (1957) の 京都 ら の 報告 と し て 最初 の も の で あら う 。.- 本 人 条 虫 の 形態 に つ 
に お ける 4.7 な ど で あ る が , 一 般 に 犬 に は 少 い 種類 で いて は 沢田 氏 に より 改め て 詳細 に 報告 され る 予定 で あ . 
ある と 考え られ る 。 る (第 2 図 参照 ) 。 ; 

Mesoceséoides litteratus Batsch, 1786 

本 条 虫 は 三ケ日 保健 所 管内 の 1 野犬 の 空腸 部 に お いて 全 錯 の 総 皇 
6 月 13 日 検出 され , 約 64 匹 の 虫 体 が 得 ら れ た が , いづ れ 以上 で 192 頭 の 野犬 に 寄生 せる 14 種 類 の 寄生 敵 虫 を 謗 
も 未熟 虫 体 で 成熟 片 節 を 欠き その 同定 が で き な か つた 。 明 し た が , 各 寄 生 虫 の 主 な る 所 見 を まとめ て 第 4 表 に 基 
幸い 奈良 大 学 の 沢田 勇 教授 に その 鑑定 を 依頼 し た 結果 表 し た 。 


{ 
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寄生 率 に つい て みる な ら ば , 静岡 県 の 野犬 で 最も 多い 
寄生 虫 は 犬 銘 虫 で , 瓜 実 条 虫 , 犬 糸 状 虫 , 犬 球 虫 な どこ 
れ に 続い て 居る 。 和 寄生 虫 価 数 と つい て は , いづ れ の 種類 
の 寄生 虫 で も 最低 は ほ く 1 匹 で , ポア ン ン 型 分 布 を 示し 
な が ら 貝 体 数 が 増加 し て いる 。 最多 数 の 寄生 例 は 犬 凌 虫 
の 500 匹 , スタ ゴ = ム 吸 虫 の 820 , 肥 虫 の 
265 匹 , 犬 釣 虫 の 213 匹 , 瓜 実 条 虫 の 107 匹 な ど に み ら れ 
た 。 各 寄生 虫 の 主要 寄生 部 位 に つい て は その 統計 値 に も 
と づい て 最も 多い 部 位 を 1 ヵ所 あげ た の み で ある が , 犬 
, 犬 回 虫 , 肥 虫 な ど が 空腸 部 すなわち 小腸 上 
部 に 多い に 反し , 瓜 実 条 虫 , マン ン ン 裂 頭 条 虫 な ど は 如 
腸 部 。 すなわち 小腸 下部 に 多い 傾向 を 示し た 。 も ちろ ん 
紫 細 に みれ ば 消化 管 の 殆 ん ど 全 域 に み ら れ る も の も あつ 
た が , それ ら に つい て は 寄生 虫 の 各 項 目 に 説明 し て こ お い 
野犬 の 年 齢 と 寄生 率 と の 関係 に つい て は 比較 的 寄生 率 
の た か い 数 種 に つい て の み 観 察し えた に すぎ な か つた が 
それ ら の 相関 係数 を 算出 し て 表示 し た 。 負 の 相関 , す な 
わ ち 若年 犬 程 寄生 率 , 寄生 濃度 の 高い 種類 と し て 犬 回 
虫 , 犬 釣 虫 が み ら れ , 正 の 相関 , すなわち 老年 犬 ほど 高 
率 な 種類 と し て 犬 糸 状 虫 , 犬 縮 虫 を あげ る と と が 出来 
た 。 実 条 、 メ タゴ = ム ス な ど で は 殆 ん ど 相 関 が 
認め られ ず , また その 他 の 種類 で は 寄生 例 数 が 少 い た め 
に 結論 は 得 ら れ な か つた 。 

野犬 の 性 別 と 寄生 率 と の 関係 に つい て は お の お の の 種 
に つい て 々 検定 を 認 み た が , それ ら の 値 は 0~3.3 で 
% に お ぉ ける 有意 水準 の 8.8 と 及ぼ ば ず , 結論 的 に は 野犬 
の 性 別に よる 寄生 率 の 差 は いづ れ の 種類 に も 認め られ な 
か つた 。 ま た 野犬 の 品種 系 統 別 と 寄生 率 と の 関係 を 第 5 
表 に あげ た 。 各 種類 の 寄生 虫 毎 に 検定 を お こなつ た が 
いづ れ に も 有意 差 は 認め られ な か つた 。 す な ね わ ち 特定 の 
品種 の 犬 に 特定 の 種類 の 寄生 虫 が 多い と いう 傾向 は 全く 
認め られ な か つた 。 勿論 今回 検査 し た 182 頭 の 犬 の 中 に 
純系 と 思 は れる 様 な 品種 が 全く 居 な か つた と と は 第 1 報 
に 既 述 し た 通り で ある 。 

季節 と の 関係 に つい て は 犬 釣 虫 と 犬 縮 虫 が と も に 冬期 
に 生 々 寄生 率 及 び 寄 生 濃 度 が 低下 する 傾向 が 認め られ た 
が , これ は た さく 単に 統計 上 に 認め られ た の み で あり , そ 
の 真相 に つい て は 今後 の 研究 と め ゆだね る 。 


要 約 


1. 払 実 条 虫 は 45.72 の 寄生 率 を 示し , 寄生 虫 体 数 は 
1 ~107 匹 で 野犬 一 頭 平均 13.5 匹 の 寄生 状況 で あつ た 。 


寄生 部 位 は 腸 部 に 多く , また 検便 で は いづ れる も 
発見 で き な か つた 。 和 野犬 の 年 齢 性 別 , 或いは 季節 的 地域 
的 な 分 布 な ど に つい て は いづ れる も 特定 の 傾向 は 認め られ 


肥 虫 は 6.8 認め られ . 寄生 部 位 は 主 に 
腸 部 , 最高 の 寄生 虫 体 数 は 265 匹 に 達する も の も あつ 
た 。 貝 卵 は 多数 寄生 虫 の 4 頭 に の み 陽 性 で あり , また 虫 
卵 の 疑 陽 性 例 は な か つた 。 

マン ソ ン 裂 頭 条 虫 は 虫 体 数 が 1 ~ 3 匹 の 少 教 で , 
確実 と 虫 体 の 認め られ た も の 7 頭 3.6 2), 虫 卵 の & み の 
疑 陽性 が 6 頭 (3.1 2%) で あぁ つた 。 

条 お よび Mesocestoides ltteratus は お の お 
の 1 例 づ っ つ 検出 され , 野犬 か ら 認 め ら れ た 条 虫 は 合計 5 


全 偏 の 総括 と し て 野犬 の 年 齢 性 別 品種 別 寄 生 部 位 
な ど に つい て 言及 した 。 
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Summary 


Parasitic helminth of 192 dogs in Shizuoka Pre- 
fecture was examined by autopsy in the period from 
1956 to 1957. In the present paper, the results of 
detailed observations on five species of cestodes with 
a brief conclusion of all reports of this investigation 
was reported. 

The species of cestodes found and the per cent 
of incidence of each were as follows : Dipylidium 
caninum, 45.7%:; Taenia taeniaeformis, 6.8% : 
Diphyllobothrium mansoni, 3.6% ; Taenia pisifor- 
mis, 0.5% ; anad Mesocestoides litteratus, 0.5 %. 

Dipylidium caninum, which showed the highest 
per cent of incidence among the cestodes, showed 
-also that a comparatively large number of worm 
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dwelt in each dog, from 1 to 107 worms were 
detected mainly at the lower part of intestine of 
dog. No clear correlation was observed between the 
infection rate and the factors such as dog age, dog 
sex, seasonal or geographical distributions. 

The number of worm of Taenia taeniaeformis in 
each dog was from 1 to 265, and the main habitat 
of them was, on the contrary to Dipylidium caninum, 
the upper part of intestine of dog. 

Seven cases out of 192 dogs were proved to be 
infected with Diphyllobothrium mansoni, and a few 
worms, one or three, were usually observed in each 
infected dog. Each one case of Taenia pisiformis 
and Mesocestoides ltteratus was obtained among 
192 dogs in Shizuoka Prefecture, 
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数 種 薬剤 の Trichomonas vaginalis の 
メチ レン 青 脱色 能 に 及ば す 影 響 


慶応 義 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 松林 久吉 教授 ) 
(昭和 34 年 2 月 16 日 受領 ) 


近 時 Trichomonas vaginalis (以下 TV と 略す ) の 純 
容易 に 行 は れる 様 に な り そ の 代 機構 は 次 解明 
され つつ ある 。 

糖 質 代 謝 に 関し て は Trussell Johnson (1941) の 報 
告 以来 グリ コー ゲン 等 が TV の 増殖 重要 な 
事 が 分 り , 見 (1956) は Thunberg の メチ レン 青 脱色 
反応 法 に より , 塚原 (1957) は Warburg の 検 圧 法 に よ 


_ つ て TV の 糖類 酸化 と TCA cycle が 関与 する 事 を 示唆 


し た 。 TV に メチ レン 青 脱色 能 の ある 事 は 松元 (1955) 
る 報告 し て いる 。 

著者 (1957) は TV の 薬剤 耐性 を 検討 し た 時 に 使用 し レ 
た バ ミ ジ ン ,.. メチ ナン , アク , 
マイ シン は 伺 れ も 試験 管 由 に お いて TV の 増殖 抑制 作用 
を 有する 事 を 認め た の で , 本 実験 に お いて は 之 等 4 剤 及 
び 酵 素 る モノ 度 マロ ン 酸 の 2 剤 の TV の メ 
チレ ン 青 脱色 能 に 及ば す 影 響 を 検討 し て その 作用 機 序 の 
一 端 を 明らか に せん と し た 。 


実験 材料 及び 方 法 


本 実験 は 浅見 (1957) の 報告 に 基 い て Thunberg 管 に 
よる メチ レン 青 脱色 反応 法 に より 各種 薬剤 の T V の 脱水 
素 酵 素 作 用 の 阻害 の 有無 を 見 た も の で ある 。 

供 試 TV は チ ス ティ ンプ イ ョ ン 血 清 培地 で 200 代 以上 
継 代 し た B 株 で ある 。 

被 検 薬剤 は カル バ ミ ジ ン 末 (三共 ), 塩酸 エ メチ ン 注 射 
液 (40mg/cc 武田 う , アク ロマ イシ ン 末 (Lot. No. 4761 
ゴ 08 日 本 レダ リー), トリ コマ ャ イシン 末 (LL 912, 83050 
ujmg 藤沢 ) の 他 , 脱水 素 阻 害 剤 た る マロ ン 酸 , モノ 決 

SUMIO IWAI : Effects of several kinds of remedies 

upon the methylene blue decolorization activity in 


Trichomonas vaginalis (Department of Parasitology, 
School of Medicine, Keio University) 


度 醍 酸 の 6 種 で ある 。 

メチ レン 青 は M/4,000 の 保存 溶液 を 作り 実験 の 都度 
Krebs-Ringer 緩 衛 液 (pH 6.0) で M/40,000 に 
し て 使用 し た 。 

Thunberg 管 の 主 客 に は 各 薬 剤 の 所 要 量 を 添加 し た 
Krebs-Ringer 酸 緩衝 液 2.0cc と M/40,000 メ チレ ン 青 
溶液 2.0cc を 入れ 側室 に は 24 時 間 培 養 虫 体 を 減 菌 Ringer 
氏 液 で 3 回 沈 洗 , per cc 600 X10* の 体 を 合 様 
に 調製 し た TV 懸 濁 液 1.0cc を 入れ た 。 

セッ ト し た Thunberg 管 は 真空 ボ ポンプ で 5 分間 排気 
し て 完全 に 真空 に し た 後 , 8 で C の 恒温 槽 に 10 分 間 入 れ て 
温度 を 平 箇 さ せ , 手早く 内 容 を 主 室 に 混和 し レ し, 直後 , 15 
分 , 80 分 , 60 分 後に 光電 比 色 計 で 色素 濃度 を 盲 管 と 比較 
し て 測定 し , 最後 に 各 管 に 一 刀 失 の Sod. hydrosulfite を 
漆 加 し た 時 の 読み を 100 脱 色 の Extinction と し た 。 


成 


カル バ ミ ジ ン : 第 1 及び 2 表 の 如く 0.5mg/cc 以上 で 
は 脱水 素 酵素 作用 は 完全 に 阻害 され , 0.1mg/cc で は 僅 
か に 阻害 され , 0.05mg/cc 以下 で は 影 細 が 無 か つ た 。 


第 1 素 カル バ ミ ジ ン に よる 影響 I 


各 時 間 に 於 ける Extinction 
0’ 15’ 30’ 60’ 


1.0mg 0,35 0.35 0.35 0.35 
0.1mg 0.35 0.32 0.27 0.07 
0.0lmg 0.38 0.33 0.26 0.02 
control 0.33 0.26 0.02 


/cc 


塩酸 エメ チン : 第 3 及び 第 4 表 の 如く 1,000 /cce の 高 
濃度 に お いて も 阻害 の 傾向 は 認め られ な か つた 。 

トリ コマ イシ ン : 第 5 及び 第 6 表 の 如く 0.001 r/cc 
か ら 100 y/cc 迄 の 間 で 阻害 傾向 は 認め られ ず , む を きしろ 
濃度 が 高く な る に つれ て 脱色 反応 は 促進 し た 。 
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表 カル ミ ジン に ょ よる 影響 II 


各 時 間 に 於 ける Extinction 


濃度 
0’ 15’ 30’ 60’ 
| 0.5mg 0.38 0.38 0.38 0.38 
; 0.05mg 0.38 0.33 0.27 0.08 


control 0.38 0.33 927 0.09 


第 3 表 塩酸 = メチ テン に ょ る 影響 I 


各 時 間 に 於 ける Extinction 


濃 /cc 
15’ 60’ 


‘1,0007 042 0.36 0.20 0.01 
205y 040 0:36 1.020 


control 0.20 6.01 
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れ 濃 度 が 低く な る に つれ て 阻害 度 も 小 と な り 0.125 mg/ 
cc で も 沿 お 多少 阻害 傾向 を 示し て いる 。 

耐性 株 の 成績 は 第 8 表 の 通り で あぁ る 。 こ の 場合 耐性 株 
と は 云 へ 0.5 mgl/cc 濃度 の 培地 内 の 増殖 は 弱く 600x 
10* の 虫 体 を 集め る 事 は 困難 で あつ た た め , 先 の 耐性 実 
験 の 時 に 一 度 正常 培地 に 戻し て も 耐性 は 数 代 維 持 さ れ た 
の を 認め た の で と と で も 一 度 0.125mg/cc 濃度 の 培地 に 
お いて 増殖 させ た 虫 体 を 集め て 実験 に 使用 し た が 表 の 如 
く 第 7 表 と 比較 し て 阻害 度 に お いて 差 が 認め られ な か つ 


。 


第 7 表 アタ クロ ョ マイシン に ょ る 影響 ( 原 株 ) 


各 時 間 に 於 ける Extinction 
30’ 60’ 


/cc 


第 4 表 塩酸 = メチ ン に ょ る 影響 II 


各 時 間 に 於 ける Extinction 


濃度 


0’ 15’ 60’ 


25Y 0.40 0.35 0.24 
2.5Y 0.40 0.36 0.25 0.04 


control 0.40 0.35 0.25 0.03 


0.25Y 0.40 0.35 0.24 0.05" 


第 5 表 トリ り リコ ュ マイ シン に よる 影響 I 


各 時 間 に 於 ける Extinction 


60’ 
100Yy 0.26 0.02 0 0 
10y 0.41 0.22 0.02 0 
1.07 0.41 0.36 0.21 0 


control 0.41 0.37 0.28 0.08 


第 6 表 トリ ュ コマ イシ ン に よる 影響 II 


1.0mg 0.40 0.40 0.40 
0.5mg 0.38 0.37 0.35 0.33 
0.25mg 0.38 96 0.18 
0.125mg 0.39 0.36 0.32 0.15 
control 0.38 0.35 0.30 0.10 


第 8 表 アタ クタ ョ マイ シン に ょ る 影響 (0.5mg 耐性 株 ) 


各 時 間 に 於 ける Extinction 


15’ 30’ 


1.0mg 0.37 0.37 0.37 0.37 
0.5mg 0.37 0.36 0.35 0.32 
0.25mg 0.38 0.37 0.35 0.30 
0.125mg 0.37 0.34 0.30 0.23 
control 0.38 0.36 0.31 0.12 


マロン 酸 : 第 9 表 の 如く 100 y/cc 以上 で 完全 に 阻 害 
され 10 ?/cc で は 阻害 傾向 は 認め られ な か つた 。 


第 9 表 マ ョ ン 酸 に ょ る 影響 


各 時 間 に 於 ける Extinction 


濃度 /cc 

0’ 15’ 30’ 60’ 
0.39 0.32 0.06 
0.01Y 0.39 0.34 0.24 0.06 
0.001Y 0.39 0.32 0.23 0.05 
control 0.38 0.32 0.22 0.05 


各 時 間 に 於 ける Extinction 


0’ 30’ 60 


1,000Y 0.34 0.34 0.34 0.34 
100Y 0.34 0.34 0.34 0.34 
10Y 0.34 0.26 0.13 0.02 
control 0.34 0.26 9.13 0.02 


同 条 件 下 で 阻害 の 割合 を 比較 し た 。 


アァ アクロ マイ シン : 原 株 及び 0.5mg/cc 耐性 株 に お いて 


原 株 に お いて は 第 7 表 の 如く 1 mg/cc で 完全 に 陽 害 さ 


モノ 度 : 第 10 表 の 如く 1,000 r/cc で 完全 に 
害さ れ 100 y/ce 以下 で は 阻害 傾向 は 認め られ な か つ 
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第 10 表 モノ ョ ー ド 醍 酸 に ょ る 影響 


各 時 間 に 於 ける Extinction 
15’ 


/cc 


1,000Y 0.38 
100Y 0.39 
10Y 0.38 
control 0.37 


総括 及び 考 接 


本 実験 に と より カル バ ミ ジ ン は TV の 脱水 素 酵素 系 を 阻 
害する 事 を 認め た が , 松元 (1955) は 同 剤 が TV の 好 気 
的 糖 消 費 を 抑制 し 叉 抗生 剤 に と 比 し て は 弱い が TV の 呼 踊 
を 抑制 する 事 を 認め て いる 。 二宮 ・ 銘 置 (1952) は TV 
の 呼吸 が 応 剤 に と 抑制 れる 事 を 報告 し てい 
る 。 高木 ・ 小 沢 (1957)〉 に ょ れ ば 同 剤 の 作用 機 序 は 原虫 
の 必須 酵素 の 8S 耳 基 と As と が 結合 する た め に 発現 する 
と 考 へ られ て いる 。 平山 (1954) に よれ ば TCA cycle 
に 関す る 脱水 素 酵素 に SHH 基 の 存在 す る 事 が 分 つて い 


以上 の 事実 は 本 実験 成績 を 裏付け る も の と し て 興味 あ 
る 事 で ある 。 

塩酸 ニ = メチ ン の 詳細 な 作用 機 序 を 論じ た 凛 献 は 見 当ら 
な い が 本 実験 か ら 見 て 少な く と も 脱水 素 酵 素 系 を 阻害 レ 
な い 事 は 確か と 思 は れる 。 

叉 著者 は トリ コマ イシン で は 脱水 素 酵素 系 を 阻害 し な 
い 成 績 を 得 た が , 松元 (1955) は TV の 呼吸 を 阻害 する 
事 を 認め , 伊藤 ・ 塚 原 (1956) は 糖類 酸化 を 阻害 する 事 を 
認め , 焦 性 ブドウ 酸 酸化 が 阻害 され る 事 か ら 同 剤 の 阻害 
機転 と し て 性 プ ド 酸 と オキ ザ の 縮合 の 抑制 を 
考 へ て いる が 他 の TCA cycle の 中 の リン ゴ ご 酸 一 オキ ザ 
ド 楓 酸 の 反応 過程 は 阻害 し な か つた と 報告 し て いる 。 捧 
様 な 区 々 の 成績 が 現 は れ て いる 原因 と し て , 製品 と な つ 
た トリ コマ イシ ン に 附 随 し て いる 抗 ト リコ モー ナス 物質 
以外 の 物質 の 存在 が 考 へ られ る 。 

アァ アクロ マイ シン は 脱水 素 酸素 系 を 阻害 する 事 を 認め た 
が , 本 剤 と 化学 構造 の 類似 する オー レオ マイ シン , テラ 
マイ シン に 就 い て は 水野 (1955) に よれ ば 細菌 に お い 
て , 蛋白 合成 の 阻害 , グル タ ミ ン 酸 ジー ダ の 酸化 の 阻 
止 , , C: カル ボン 酸 及 び 焦 性 ブドウ 酸 の 代謝 の 
害 , リボ フラ ビン の 摂取 の 阻害 な ど が 報告 され て お り 直 
下 (1958) に と よれ ば アク ロマ イシ ン に お いて も 同上 種々 
の 説 が あり 作用 本 態 は 不明 だ が 最近 で は 2 価 の 金属 イオ 
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ン (Mg, Fe, Al 等 ) に よ ょ り 抗 菌 力 が 阻害 され る と 云う 
報告 が ある 。 

叉 同 剤 と お いて は 本 実験 で は 原 株 と 耐性 株 と の 間 に 
脱水 素 酵素 系 の 阻害 に 差 が 認め られ な か つた 事 は 浅見 
(1957) の 示 て いる 如く , TV に お いて は TCA 
cycle が それ 程 重 要 で は な い 事 を 思 は せる も の で ある 。 

マ ャ ロン 酸 , モノ 活 度 醍 酸 は 共に 脱水 素 酵素 系 を 阻害 す 
る 事 を 認め た が 前 者 に お いて は 塚原 (1957〉 が TV の 酸 
素 消費 が 閉 減 する 事 を 認め て お り 又 は 又 略 々 特異 的 と = 
ハク 酸 脱 水素 酵素 を 阻 害 する 事 が 知ら れん て いる 事 か ら ぁ も 
考 へ られ る も の で ある 。 後者 は 8S 了 反 応 剤 と し て 知ら れ 
て ぉ り 二 宮 ・ 銘 置 (1952) は 之 が TV の 酸素 消費 を 著 明 
に 抑制 する 事 を 報告 し , 塚原 (1957) も 同 剤 が グル コー 
ス 酸 化 を 阻害 する 事 を 報告 し て いる 。 

本 実験 は TV の 脱水 素 酵素 一 般 に 就 い て 行 つ た も の で 
あり 個々 の 脱水 素 酵素 に 就 い て は 今後 の 検討 を 期待 する 
も の で ある 。 


Thunberg の メチ レン 青 脱色 反応 法 を 用 いて カル バ ミ 
ジン メ チン , ドサ リサコ マイ マン , アク ロマ ャ 
マロ ン 酸 及び モノ 湊 度 醍 酸 の TV の メチ レン 青 脱色 能 に 
及ば さす 影 響 を 検討 し た 。 

1) カル パ ミ ジ ン , アク ロマ イシ ン は 脱水 素 酵素 系 を 
阻害 する 事 を 認め た 。 

2) 塩酸 エメ チン , トリ コマ イシ ン は 全く 阻害 を 示さ 
な か つた 。 

83) 酸 , モノ 度 酸 は 強く 阻害 する 事 を 認め 
た 。 

4) アク ロマ イシ ン は 原 株 と 耐性 株 と で は 阻害 に お い 
て 差 が 認め られ な か つた 事 か ら TCA cycle が TV に は 
それ 程 重要 な 代謝 路 で な い 事 が 考 へ られ る 。 

稿 を 終る に 当り 終始 御 朋 念 な る 御 指 導 を 賜わり 御 校 閲 
下 き つと 松林 教授 並び に 浅 見 助教 授 に 深く 感謝 致し ま 
す 。 
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て , 新潟 医 誌 , 71(5), 418-425. 


Sumary 


The author investigated the inhibitory effect of 
several kinds of remedies and chemical compounds 
upon the methylene blue decolorization activity of 
Trichomonas vaginalis, Methylene blue decolorization 
activity was evaluated by modified Thunberg’s 
method. The composition of the reaction system was 
as follows: two ml of Krebs-Ringer phosphaate buf- 
fer containing adequate concentration of the drugs 
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tested as well as two ml of M/40,000 methylen blue 
in the tube, and 600X10* of washed bacteria-free T, 
vaginalis in the side arm. Reading of decolorization 
was made in every 15 minutes using electric photo- 
meter. 

Carbarsone inhibited the decolorization activity of 
the organism almost completely in concentration of 
more than 0.5 mg/ml, and no inhibitory effect was 
recognized in 0.05 mg/ml. Emetine hydrochloride 
showed no inhibitory effect even in concentration of 
as much as 1,000Y/ml. Trichomycin also did not 
show inhibitory effect in concentration of 0.001Y/ml 
to 100y/ml, and on the contrary slight acceleration 
was recognized in higher concentrations. In the case 
of tetracycline inhibitory activity was compared with 
that of the strain which acquired a resistance to te- 
tracycline in concentration of 0.5 mg/ml. there was no 
difference between both strains, showing complete in- 
hibition in 1.0 mg/ml. Malonate and monoiodoacetate 
completely inhibited the decolorization in concentration 
of 100Y/ml and 1,000y/ml respectively. 


昭和 34 年 10 月 (1959] 


Larva migrans に 関す る 研究 
(3) 犬 の ミミ ズ 体 内 に け 4 に つい て 


俊 


国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 
(昭和 34 年 2 月 20 日 受領 ) 


従来 , 犬 (0xocara canis) の 実験 に あ た つ 

て は , 実験 動物 と し て 犬 科 動物 を 除き 殆ど が 家 歯 類 , 特 
に マ ャ ウス が 用 いら れ て き て お り , 他 種 の 動物 , まし て 無 
容 推 動物 を 用 いた も の は な い よう に 思 は れる 。Sprent 
(1956) は , これ と 近 の 猫 CToxocara cat?) の life 
history の 追求 に あ た つ て , 無 容 推 動物 で ある ミミ ズ , 
ゴキ プリ, カプ トム シ 幼 虫 、 ワ ラジ ムシ 等 に , その 飼育 
器 に 虫 卵 を 撤 布 する こと に ょ っ つて 採 食 せしめ , 4 週間 後 
に と れ 等 の うち ミミ ズ お よび ゴキ ブリ の 筋肉 中 に 第 2 期 
幼虫 を 見 出し た とこ と を 簡単 に 報じ て いる 。 し か る に 同氏 
の 犬 銅 虫 の life history に つい て の 同様 の 論文 (1958) 
に は と の ょ うな 無 容 推 動物 を 用 いて の 記載 は な く , 犬 短 
虫 が 果して これ ら の 動物 体内 に お いて 角 化 する や 否や は 
明らか に され て いな い 。 

犬 虫 は , somatic type の migration を 行う で , 
その 固有 宿主 で ある 犬 に お ける 感染 の 主 道 は 胎盤 感染 
て で て, 例 へ ば マウ ス の 如く その 体内 に 長く 第 2 期 幼 虫 を 
保留 する 動物 は , unnecessary な paratenic host で ある 
と いわ れ て いる 。 若 犬 が , 猫 と 同様 と これ ら 
類 以 外 の こと に 無 推 動物 体内 で も 第 
2 期 幼 虫 が 見 出さ れる な ら ば , その paratenic host の 範 
購 が 拡大 され る 可能 性 を 示 め すこ と と と な り , と の 種 の 興 
虫 の 関連 する 諸 現 象 ( 例 へ ば larva migrans) の 解明 に 
何ら か の 知見 を 加え 得る も の と 考え , 差し 当り 採集 ・ 飼 
育 の 容易 な ミミ ズ を 用 いて 身 化 実験 を 行 つ た 。 


材料 お よび 方 法 


I (1) 犬 銅 虫 卵 は 駆虫 に より , 或 は 仔犬 の 解剖 に よ 
り 得 た 成熟 肉 虫 の 子宮 か ら 採 集 し , 1 % フ ォ ル マリ ン 水 


TosnHio ISHII: Studies on larva migrans. (3) Hat- 
chability of Toxocara canis in the earthworm (De- 
partment of Parasitology, National Institute of Heal- 
th, Tokyo) 


を 用 いて 80 で 瓦 培養 し た も の で ある 。 実験 に は 大 量 の 
虫 卵 を 用 いた の で 卵 令 は 30 日 以上 の も の を 混 じ て 使用 レ 
た 。 又 除 看 白 膜 は 行 は ず 投 与 , 或 は 撤 布 し た 。 

(2) ミミ ズ は フツ ウミ ミズ (Phkeretima 属 ) を 使用 
し た 。 ま た ミミ ズ の 採集 と 同時 に 棲息 地 の 土 壌 を 落葉 ・ 
雑草 と と も に 採取 し , 自然 感染 ・ 混 合 感 染 を 出来 る だ け 
防ぐ た め よ く 焼 き , これ を 径 15cm, 高 さ 20cm の ガラ ス 
製 円 筒 容器 に 約 り 程度 入れ , と の 中 に ミミ ズ を 5 ~6 匹 
放 飼 し た 。 責 後 は 時 々 水道 水 を 噴霧 し て 湿潤 を 保 た し め 
た が 飼料 の 投与 や 飼育 士 の 交換 は 行 は な か つた 。 

I (i) 虫 卵 の 投与 は 次 の 二 方 法 に よ つ た 。 す な は ち 
その 一 は 間接 法 と も いう べき 方法 で , 虫 卵 の 相当 大 量 
( 径 約 6 cm の 円 形 瓦 に 厚 さ 1 mm 程度 の 疹 抹 培 養 の 半 
量 〉 を 上 記 の 飼育 士 上 に 撤 布 し て ミミ ズ の 自然 摂 食 に ま 
つ 方 法 で あり , 他 は 直接 法 で , ミミ ズ の 口腔 或 は 咽頭 ま 
で 白金 耳 を 以 て 直接 挿入 する 方 法 で ある 。 

(2) 観察 は , 間接 法 に よる 貝 卵 撤 布 群 は 3 週 後 , 直 
法 に よる 挿 入 投与 は ミミ ズ の 死亡 の た め 2~ 3 
日 後に 解剖 し , 内 部 臓器 と 体 壁 の 筋 組織 と に 分 け , 夫々 
生鮮 圧 平 標本 に ょ り 感 染 幼 虫 を 検索 し た 。 

( 附 ) 直接 挿入 投与 群 の ミミ ズ は , 同時 に 排便 中 の 幼 
虫 お よび 虫 卵 の 排出 状況 を 調べ る た め , 虫 卵 投与 後 は 寒 
天 中 に 飼育 し た 。 8 ~ 5 寒天 を 径 約 12cm, 高 さ 約 6 cm 
の 腰 高 シャ レー に 約 4 cm の 高 さ に 入れ , 固化 後 こ れ を 
携 捧 挫 細 し て 泥 土 状 に し , ミミ ズ を 一 匹 づ つ 放 飼 し , 毎 
日 飼養 器 を 交換 すれ ば , よく その 消化 管内 容 (土砂 ) を 
に 置換 する こと が 出来 る 。 に すれ ば 前 日 の 排 
出 物 の 確認 は 容易 で ある 。 双 ミミ ズ の 組織 切片 作製 に あ 
た つて は , 従来 濡らし た 濾紙 上 に 飼育 し て 消化 管 の 内 容 
を 排出 せしめ る 方 法 が と られ て いた が , 寒天 に よる 置換 
は , と の 場合 の より 適当 な 方 法 で ある と 思 は れ た 。 


成績 お よび 者 接 
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第 1 表 検出 成績 
C 備考 ( 虫 卵 投 与 法 ) 


oO 


ミミ ズ か ら の 幼虫 検出 成績 は , 第 1 表 に 示 め す 如 く 貝 
卵 撤 布 群 で 犬 貞 虫 の 第 2 期 幼 虫 を 夫々 50, 
し た 。 と の 知 は 6 匹 の ミミ ズ を 同一 容器 に 入れ 同時 に 
に は 2 匹 を 除い て 全て 死 減 し て い 
た た め , 他 の も の の 検査 は 不能 で あつ た も の で ある 。 条 
様 に 高い 死亡 率 を みた 原因 が , 感染 に と よる も の か , 或 は 飼 
育 条 件 な ど 他 の 原因 に よる も の か は 
調査 し な か つた の で 不明 で ある 。 と の た め 供 試 ミ ミ 
が , 検 出し た の 形態 , 対照 群 
に は 同種 の 幼虫 が 全く 見 られ な か つた こと と , 実験 群 か ら 
185 と いう 大 数 を 検出 し た こと な どか ら ,。 ミミ 
こ 昨 化 感染 が 行 は れ た も の と 考え る 。 


, 群 の 死亡 率 を 


少数 に 過ぎ る 憎 は あつ た 


の 体内 で 


ズ 体 内 の 幼虫 分 布 
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体内 に お ける 分 布 は , 第 2 表 に 示 め す 如 く 内 部 臓器 
( 主 に 消化 管 壁 ) と 体 壁 の 筋 層 と の 間 に 差 は 見 られ な い 
が , 体 前 半 部 と 後半 部 で は 後半 部 に 多く 分 布 し , し か も 
体 前 半 部 で は 中 央 に , すなわち 後方 に 近い 処 に 限ら れ て 
分 布 し , ミミ ズ 全 体 に つい て 
と に な る 。 こ と の 分 布 状 態 は 他 の 自然 感染 を し て 
いた 線 幼 上 虫 に つい て も 言え る こと で ある 。 

検出 され た 犬 虫 は 全て 第 2 期 で あつ た ( 図 
1, 写真 2~6)。 と これら の 幼虫 は 感染 時 の 幼虫 (写真 1 
: 同一 起 原 の 虫 卵 よ り の 圧 出 幼虫 ) と 比較 し て 成長 は 見 
,。 また 見 る べき 形態 的 変化 も な く , paratenic host 
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と 見 人 芝 さ れ て いる マウ ス へ 投与 され た 場合 と 同様 の 態 諾 
を 示 め し て いる 。 マ ウス で は と の 場合 , 第 2 ・ 第 3 次 の 
感染 が 成立 し , 且つ と の 間 に 全 く 発 育 を みる と こと な 旨 浴 
に 第 2 期 幼 虫 の 状態 に 留 ま つ て いた (石井 , 1959)。 震 

2 期 幼 虫 が と の よう な 感染 能 を 常に もつ も の で ある な 放 
ざ , 今回 ミミ ズ に 見 られ た あふ さら に 他 の 
host 又は final host へ の 感染 が 可能 な も の と 考 へ 5 
な く は な い 。 

犬 お 他 の 線 幼 虫 も る 全て 特に 加 温 する 
な く 組織 内 で 正常 と 思わ れる 活 運動 を し め し で 
な 。 

と の 実験 は 20C を 下らない 密 温 (平均 28C) で 行 は 始 
た も の で ある が , 最高 温度 (27C) も 恒温 動物 の 体 洗 
よう な 高温 で は 勿論 い 。 な 温度 で も し , 
温 動 物体 も 化す る こと か ら す れ ば , 少く も 犬 
の 時 の 温度 は , 相当 に 巾 の 広い 範囲 を も つも の 
うと と が 出来 よう 。 

直接 挿入 投与 で は は 見 られ な か つた 。 ミミ 
対し て の な 投与 は 機械 的 な 無理 が ぁ る 様 で , 
誠 時 に 消化 管内 容 に 出血 を 見 た も の が あつ た 。 し か し 
の 場合 で も , 虫 卵 が 充分 通過 し 得 た 2 昼夜 は 生存 し る 9 
た の で ある か ら , 角 化 , 感染 の 機会 は 持ち 得 た も の と 大 
は れる 。 今 , 感染 の み ら れ た 間接 投与 の 場合 
条件 の 差 を 挙げ て みる と , (1) 腸 内 容 物 の 相違 , C3 
虫 卵 と の 接触 時 間 の 差 , この た め の 同 一 虫 卵 の 反復 援 職 
の 可否 , (3 に お か れ た た め の ミ ミズ 側 の 
か の 差 , 例 へ ば 腸 の 運動 , 消化 液 の 分 泌 等 へ お よ ょ ば ほす 護 
, 等 が ある と 思 は れる 。 (1) は 主として 物理 的 
用 を , (2) は それ の 反復 を , (3 う は 主として 化学 間 
な 作用 を 意味 する が , 何れ に も せ ょ 寒天 に よる 貝 卵 疲 箇 
の 影響 と 思 は れ , と この 点 の 検討 は 今後 の 問題 と し て 残 者 
れ て いる 。 な お , と の 直接 投与 群 は 投与 翌日 に 排 燈 引当 
いて 観察 を 行 つ た が , その 中 に 貝 卵 を 多数 みとめ (a 
場合 も 計数 は 行 は な か つた ), 消化 管 を 通過 し た と * 生 
確認 し 得 た が , は みとめ な か つた 。 
な お 全て の ミミ ズ に 他 種 の 線 幼 虫 が 見 られ た (第 本 
表 )。 と れ ら は 生 区 踊 に ょ る 雌雄 判別 の まだ 出来 た ない 
度 の 発育 度 を し めす 幼虫 期 の も の ば か り で 上 成虫 は 全 * 
る と と が 出来 な か つた 。 今回 は 犬 の 化 の 
め , と れ ら の 同定 に つい て は 別 の 機会 に 行い た い が , 
幼虫 と の 比較 を の み 単に 記す 。 
A (写真 7 : 図 2) は 一 見 の 第 3 期 幼 に 
し て いる が , 頭 の 形状 は むし ろ に 近く , 
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0 
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虫 の それ の よう な 條 腹 の 非 対 象 人 性 が な く , 食道 末 部 の 構 
造 は 比較 的 簡単 で あり (Mosgovoy (1950) は と の 部 の 構 
造 に より Toxocara 属 を Anisakoidea : Anisakinae に 
盆 類 し て いる ), 又 尾 部 は や や 細 き に 過ぎ る よう で ある 。 
食道 球 が 大 きい 点 , 尾部 が 細 過 ぎる 点 な ど あ る が , 形態 
的 に は 環 虫 科 に 近 縁 な も の と も 考 へ られ の で 更に 詳細 な 
検討 を 重ね る つも り で いる 。 し か し , 形態 的 に と, また 数 
的 に 犬 興 虫 泡 虫 が 第 3 期 幼 虫 ま で 成長 発育 し た と は 考 へ 
られ な い 。 

B (写真 8。 図 3) お よび C (写真 9, 図 4 う は 一 見 
し て 全く 別種 の も の で ある こと が わか り , 今回 は とこ とれ に 
ふれ な い (Nichols, 1956 a,b ; Schacher, 1957; Sprent 
1958)。 

な お 豚 吊 虫 を 用 いて 同様 の 実験 を 行 つ た が , 現在 の と 
と ろ 感 染 に 成功 し て いな い 。 


要 約 
フッ ウミ ミズ を , 犬 興 虫 卵 を 撤 布 し た 土壌 で 飼育 し た 
処 , 3 週 後 と その 内 部 臓器 ( 主 に 消化 管 離 ) お よび 体 壁 
の 筋 層 か ら 同 処 虫 の 第 2 期 幼虫 を 検出 し 得 た 。 す な わ 
ち , 犬 は 無 動物 ご ある ミミ ズ に お いて ぁ も 
し , その 体内 で ほ く さく マウ ス 体 内 に お ける と 同様 の 態度 
を し めす と と を と め た 。 
を 終る に 当り , 終始 御 な 御 指導 と 御 校 頂き 
まし を た 予 研 寄 生 虫 部 長 小宮 義 考 博 士 に 深 其 の 謝意 を 表し 
ます 
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Summary 


Embryonated eggs of canine ascaris (Toxocara 
canis) were placed on the moist earth containing 
earthworms (Pheretima). After a period of 3 weeks 
the earthworms were removed, and their tissues were 
searched for larvae. Many second-stage larvae of T, 
canis were recovered from the tissues of earthworms. 
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トキ ソプラ スマ に 関す る 研究 
(1) 実験 マタ ス の の 検討 * 
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実験 動物 に は , 本 来 そ の 実験 目的 に し た が つて 最も 適 
当 な 一 定 種 の 動物 が 採択 され る わけ で ある が , と れ を 同 
ー 種 の 範囲 と 限 つ て も , その 病原 体 に 対す る 感受 性 ゃ 病 
理 等 の 面 で 質 的 乃至 は 量 的 に か な り 異 つた いく つか の 動 
物 の 型 が み ら れ る と と が 少く な い 。 と の 場合 。 か か る 特 
性 を 人 為 的 に 高度 に 分 化 さ せ , 高い 遺伝 子 均一 性 を も つ 
に いた らし め た 場合 に, この 一 群 の 動物 お よび その 子孫 
に 対し て われ われ は と れ を 系 統 動 物 Cstrain) と 呼ん で 
いる 。 

現在 この 動物 の 系 統 化 の 規模 は , その 吉 要 度 か らし レ 
て , 最も 普通 に と 用 いら れる マウ ス に 最大 で ご ある が , 近年 
その 感受 性 の 面 と と も に 高度 な 実験 精度 の 要請 と に ょ よ 
り ,。 と くに 遺伝 , 体質 , 癌 等 の 研究 領域 や 細菌 , ウイ ィ イー 
ルス 学研 究 の 一 部 で は , 既に これ ら の 用 途 が 個々 に 確立 
され 実際 こも 大 巾 に 使用 され つつ ある (安東 他 , 1956)。 

一 方 , 寄生 虫 の 研究 領域 で は , 従来 動物 の 系 統 の 問題 
を と くに 扱っ つた 報告 は 殆ど みあ た ら な か つた が , 最近 
薄く 系 統 動 物 に つい て の 概念 の 確立 , 普及 と に と も な い 
2。 8 の と これ に 関す る 報告 を みる よう に な り , た と えば 
Plasmodium berghei (Greenberg et 1957) や Echi.- 
nococcus multilocularis (山下 他 , 1958) で は , これ に 
用 いる マウ ス の 系 統 差 に と により ャ ウス の 感受 性 乃至 は 病理 
学 的 所 見 に か な り い ち ぢ る し い 差 異 が 観察 され うる と と 
が 指摘 され る に いた つて いる 。 

著者 あら は , トキ ソプラ スマ を 用 いて の 一 由 の 動物 実験 
を 進め ん と する に あたり , まず 適度 の 感受 性 と 高い 容 定 
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性 を し めす 系 統 マ ウス の 撰 択 が 必要 で ある と 考 へ , 以下 
の 基礎 実験 を 実施 し た 。 
実験 材 

1。 キ ンプ スマ : 使用 トキ ン プラタ スマ 株 は , 
常松 博士 より 分 与 さ れ た 以 耳 株 で , 実験 時 まで の と れ の 
継 代 は dd 系 マウ ス の 腹腔 内 接種 に と に よ つ て 行わ れ , 実験 
に は その 第 1,228 代目 の も の を 用 いた 。 

2. 供 試 マウ ス の 系 統 : 予 研 獣 疫 部 より 提供 を うけ た 
dd/Y, gpc, C57BL/ 6, CFW の 4 系 統 を 用 いた 。 と れ 
ら の 系 統 マ ウス は , いずれ も 目下 予 研 獣 疫 部 繁殖 室 に お 
いて は ほ さ 量産 の 段階 に ある それ で ある た め , 入手 が 林 
め て 容易 で あつ た と と の ほか に , それ ぞ れ 以下 に 述べ る 
よう な 特性 を 有する と こと と が 判明 し て いる 系 統 で あつ た の 
で , 先ず これ ら の マ ャ ウス を 用 いて みた 。 す な ね わ ち dd/Y 
と gpc の 2 系統 は , その 生産 数 が 極め て 大 で ある と と 
も に , 一 般 研究 用 並び と 一 般 検 定 用 と し て 最も 普通 に 用 
いら れ て いる も の で あり , C57BL/6 は 結核 菌 に 対し て 
と くに 高い 感受 性 を 有 し , 現在 結核 研究 用 と し て 広く 利 
用 され て いる マウ ス で あり , また C FW に つい て は , イイ 
ンマ フマル エン ザ A ウ イー ルス に 最も 敏感 な 系 統 と され て い 
る 。 以 上 の 系 統 の うち C57BL/ 6 は 黒色 系 に 属し レ , 他 3 
系 は 全て 白色 系 に 属す 。 

使用 マウ ス は 各 も すべ て 生後 4 ~5 週 の に 
統一 し , 実験 群 各 系 に つき 10 匹 宛 (但し CFW の み は 9 
), 対 群 5 宛 と し た 。 

実験 方 法 

1. 接種 虫 体 数 : 虫 体 接種 後 マ ウス が 外 死 する に いた 
る まで の と れ の 生存 日 数 の 比較 に と は, 一応 6 日 前 後 の 日 
数 が 好都合 で ある と 考え られ た の で , 接種 後 6 日 前 後 で 
と れ を うる 体 数 を dd 系 マウ ス に つい て 予 め 


* 本 研究 は 文部 省 科学 研究 費 の 補助 に ょ つて 行わ れ た . 
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め た 結果 , ほ ゞ 12 万 っ 内外 で ある こと と が 判明 し た の で 
本 実験 で は 接種 虫 体 数 を 約 12 万 っ と し た が , より 少数 さ 
体 接 種 時 に お ける 成績 の 差異 を も 考慮 し て と これ の リ ; 量 す 
な わ ち 2.4 万 コ 接 種実 験 を 併 試し た 。 

2. 接種 方 法 : 滅菌 生理 食塩 水 (0.85 %2) 2.0 ml を 
注射 器 を 用 いて 感染 マウ ス の 腹腔 内 に 注入 し , 直ちに ピ 
スト ン を 逆 に 引い て 得 た 腹水 稀釈 液 2.0 ml を 貝 体 浮 
原 液 と し , これ を 減 菌 生 理 食塩 水 で 100 倍 お よび 500 
倍 に 稀 稚 し , マウ ス 1 配当 り の 接種 液 量 中 に を それぞれ 上 
記 の 貝 数 ( 約 12 万 っ , 約 2.4 万 =) を 合 か よう に 調整 し 
を 。 接種 液 量 は 諸家 の それ に し た が い , 含有 貝 体 数 に 関 
係 な くす べ て 0.3 ml と し , と これ を 各 系 マウ ス の 腹腔 内 
に 接種 し た 。 マ ウス え の 接 種 は 各 系 統 と も 上 記 の 各 貝 体 
炒 接種 事例 に つき 5 (但し CFW, 12 万 事例 
の みみ 4 匹 ) と し , 虫 体 浮遊 液 の 作製 お ょ び 同 接種 は 可 及 
に 実施 し た 。 

3. 観察 事項 と その 方 法 : 観 祭 の 時 間 間隔 は 12 時 間 と 
し , 全 種 マ ウス が する まま し た 
観 宗 項 目 は 以下 の 4 項 と し た が , と く に 木 実 験 で は 前 
8 項 に つい て の 成績 の 安定 性 が 重視 され た 。 

i) 貝 体 接 種 後 死 ま で の マウ ス の 生存 日 数 , 
直後 に お ける マウ ス の 腹水 量 近 ) 同 腹水 中 の 虫 体 数 iv) 
マウ ス の 所 見 。 

マ ャ ウス の 腹水 量 に つい て は , 逆 死 後 12 時 間 以 内 ) 注 
に つ て され 得 た 上 腹 水量 を も つて 便宜 上 時 腹 
水量 と 見 仔 し , 同 腹 水中 の 虫 体 数 の 算定 は , 採取 腹水 を 
さら に 一 定量 の 生理 食塩 水 に より 笑 物 し , と の 稀釈 腹水 
液 の 単位 量 に つき トー マ 血 球 計算 盤 に よ つ て 虫 数 の 算定 
を 行い , これ より 採取 全 腹 水中 の 含有 虫 体 数 を 概算 し 求 
対照 : 体 接 種 に 対す る 対照 は , 各 系 も 5 
匹 宛 の マウ ス を 使用 し , 減 菌 生理 食塩 水 0.3 ml # 
腹腔 内 に 注入 し , 体 接種 群 と 同一 の 
て 同様 の 観察 を 行 つ た 。 

5. 観 宏 期間 中 の マウ ス の 飼育 管理 
各 系 マウ ス に つき , 同 - 実験 条件 の マ ウス 各 5 匹 宛 を 
そ て それぞれ 1 この 飼育 箱 (ケー ジ ) に 収 る , と これ ら マ ウス 
の 飼育 環境 条件 は , 予 研 獣 疫 部 繁殖 客 に お ける マウ ス 調 
成 時 の 管理 状態 と 同一 と し た 。 すなわち , 飼育 室内 の 気 


温 は マウ ス の 飼育 に 最適 と され て いる 18~20°C 前 後 の 温 


度 と な る ろ る 如く 調節 し , マウ ス の ケー ジ の 敷 は 3 日 ご と 
を あつ て と りか え , 排 物 に と よる ケー ジ の 染 
と 有害 昆虫 の 発生 を 防い だ 。 ま た 飼料 は マウ ス の 生育 に 
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必要 な すべ て の 米 養 素 が 適当 と 配合 され て いる 固 型 飼料 
(オリ エン タル NMF, マウ ス 用 ) を 全 マ ウス 
に あて , 飼料 自体 と た よる マウ ス 問 の 成績 の 携 乱 を 防止 レ 


た - 


実験 成績 


対照 マウ ス は 各 系 統 の も の と も すべ て 観察 期間 中 は も 
ちろ ん , 1 カ月 後に お いて を も 何 ら 異 常 な く 正 常 の 体重 増 
加 と 活 浴 な 運動 を し めし た 。 と これ に 反 し 虫 体 接種 マウ ス 
は , 全 例 と も 外 死 前 日 乃至 前 前 日 より 食 思 及び 飲 思 の 減 

同時 に 被 毛 粗 を な か に は 著 明 な 腹部 の 
es て くる も の が み ら れ た 。 

1 貝 体 接 種 各 系 マウ ス の 生存 日 数 

a) 貝 体 数 12 万 = 接種 群 

各 系 マウ ス に つき , その 平均 生存 日 数 を みる と , 第 1 
表 に し めす よう に dd/Y 5.6 日 , gpc 5.6 日 , C57 BL/6 

6.1 日 , CFW 5.9 日 で , いずれ も ほ ゞ 近接 し た 成績 を 
し , 各 系 統 間 に 有意 差 は みとめ られ な か つた (危険 
05)。 

し か し 各 系 統 内 に お ける 個々 < マ ウス の し めし た 生存 日 
数 の ば ら つ き (標準 偏差 s の 絶対 値 を 以 て し めす こと と に 
する ) を みる と , その 程度 は CFW.(s 三 0.42) お よび 
gpc (s 三 0.49) の 2 系 続 に 比較 的 小さ く , し た が つて 比 
較 的 つ 3 され た の に 対し て , dd/Y 系 マ 
ウス (s 三 1.89) で は か な り 大 き な ば ら つ き 傾 向 が し め 


第 1 表 虫 体 接種 各 系 マウ ス の 生存 日 数 


接種 トキ ッ 接種 後 の マ ウス 生存 日 数 
< 
( ) dd/Y C57 BL/6 CFW 
1 5.0 5.5 6.5 
2 7.0 5.5 6.0 5.5 
12x10* 3 6.5 5.5 5.5 6.0 
4 3.0 6.5 6.5 5.5 
5 6.0 5.5 


機 準 1.39 0.49 0.58 0.42 


7. 5 7.0 EY 7.5 
2 7.5 6.5 10.0 8.0 
3 7.5 7:0 7.5 7.5 
2.4x10! 4 6.5 7.0 7.5 
5 7.5 6.5 8.5 8.5 


標準 偏差 土 0.24 二 1.07 土 0.40 
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され た 。 

b) 体 数 2.4 万 接種 

平均 生存 日 数 は dd/Y 6.2H, gpc 6.7 日 , C57 BL/ 6 
8.1 日 , CFW 7.8 日 で , C57 BL/ 6 に や ゃ やや 延長 傾向 が 


み ら れ る よう で は ある が , 他 3 者 と の 差 は 有意 で ない 
(危険 率 0.05)。 

各 系 マウ ス の し めし た 生存 日 数 の ば ら つ き に つい て は 
gpc に 最小 値 (s 三 0.24) が し め さ れ , dd/Y (s==2.59), 
C5rBL/ 6 (s 三 1.0 の に 大 な る 傾向 が し め さ れ た (第 1 
表 )。 

な お 両 虫 体 数 接種 時 に つき , dd/Y 系 マウ ス に と り わ 
け 大 き な 成 績 の 変動 が し め さ れ た の は , 生存 日 数 3 日 事 
例 万 コ 接 種 時 ) と 1 日 事例 (2.4 万 = 接種 時 ) の 存 
在 し た こと が その 原因 で ある が , と これ ら の 短 時 日 死亡 事 
に っ て は 後に も 触れ る 。 

2.。 貝 体 接 種 各 系 マウ ス の 採取 腹水 量 

a) 体 数 12 万 っ 接種 

各 系 つき , その 採取 腹水 平 均 を みる と , 第 2 表 
に し めす よう に , dd/Y 0.53ml, gpc 0.63ml, C57BL/ 6 
0.18ml, CFW0.89ml で CFW お よび gpc に 比較 的 
大 で C 57 BL/ 6 に 最小 で あつ た 。 

ーー 方 腹水 量 に た に つき, その 各 系 続 内 に お ける ば ら つ き を 
みる と , C57BL/6 gpc (s 0.806 に 比較 
的 小さ く 。 し た が つて 安定 性 が し め さ れ た 。 


b) 体 数 2.4 万 接種 


第 2 表 皿 体 接種 各 系 マウ ゥ ス の 採取 腹水 量 
採 腹 (ml) 


gpc C57 BL/6 CFW 
0.45 


接種 トキ ン 
プラ スマ 数 No. 


(概算 ) dd/Y 


0.76 
2 0.00 0.80 0.25 0.60 
12x10' 3 1.00 0.60 0.20 1.60 
4 0.00 " 0.20 0.05 0.90 
5 0.90 0.45 0.00 er 


1.10 0.40 


平均 0.53 0.63 0.18 0.89 
士 0.441 土 0.306 士 0.143 土 0.442 


0.75 1.00 0.35 0.60 

2 0.30 0.50 0.55 0.65 
2.4x10* 3 0.68 1.05 0.42 0.80 
4 0.00 1.00 0.65 1.10 


5 0.35 1.00 0.00 0.60 


0.273 土 0.206 0.223 0.190 
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平均 腹水 量 は dd/Y 0.42ml, gpc 0.91 ml, C57BL/ 6 
0.389mL, CFW 0.75ml で , 12 万 っ 体 接種 時 と 同様 gpc, 
CFW の 232 系統 と 大 で C57BL/6 に 最小 値 が し め さ れ 
た 。 ま た その ば ら つ き の 程 度 は C FW (s=0.190 ), gpc 
(s 二 0.206) に 小さ か つた 。 

な お 注目 すべ き は , dd/Y, C57BL/6 の 2 系 統 に あつ 

は , 全く 腹水 採取 の 不可 能 で あつ た 事例 が 両 虫 体 数 接 
種 時 を 通じ て 各 83, 2 例 づ つ に み ら れ た と と で あり , とこ 
の うち の 2 例 は 前 述 の dd/Y 系 マウ ス の 短 時 日 外 死 例 と 
一 致す る が , 他 の 3 例 に つい て は , その 生存 日 数 が ほ く 
普通 で あつ た も の に 属し て いた 。 

3.。 採取 腹水 中 の 虫 体 数 

a) 体 数 12 万 っ 接種 群 

平均 虫 体 数 は 第 3 表 に みる よう に , dd/Y 8,954 万 , 
gpc 7,026 万 。 C57BL/6 8,228 万 。 CFW 4,726 万 
で , dd/Y お よび gpe に 比較 的 多数 の 虫 体 が みとめ られ 
た 。 し か し その うち dd/Y で は , 極め て 少数 の 虫 体 を し 
か みとめ えな か つた 事例 が 2 例 (うち 1 例 は 前 述 3 日 系 
死 例 た 一致, 他 の 1 例 は 生存 日 数 7 旦 マ ウス 〉) あつ た た 
め 著 し い 成 績 の 不安 定性 が し め さ れ た 。 


第 3 表 採取 腹水 中 の 貝 体 数 


接種 トキ ッ 採取 腹水 中 の 虫 体 数 (x10% 
プラ スマ 数 No. 
( 邊 dd/Y ©.57 BL/6 CFW 
11604 8190 “4107 3036 
十 10184 3689 4626 
12x10* 21940 4140 4320 6210 


250 3024 3447 5031 
10978 9591 552 


3223 4726 
15900 16188 3869 2214 


= 


<) 


平 


1 
2 6518 12303 11129 4964 
2.4x10* 3 11169 9028 6960 5358 
4 3 6280 2537 3383 
5 1725 15600 5815 3096 
演 7063 1 1880 6062 380: 3 


表 中 十 印 は 腹腔 洗 の 沈 に つき , と れ の 
塗 染色 標本 た に た ょ り 初 あて 貝 体 を 発見 せる も の を 
示し ,。 上 記 集 計 の 際 は 便宜 上 虫 体 数 ゼ = と し て 
あつ か つつ 


体 数 2.4 万 コ 種 
平均 虫 体 数 は dd/Y 7,063 万 , 
57BL/ 6 6,062 万 。 CFW 8,808 万 で , 


gpc 1 億 1880 万 , C 
12 万 = 接種 時 
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と 同様 gpc と dd/Y に 大 き な 値 が し レ し め さ れ た が , 本 接 
種 時 に あつ て る ゃ を も dd/Y は その 1 例 (生存 日 数 1 日 事例 ) 
に お いて 極め て 少数 検出 例 が み ら れ た 。 
4 マウ ス の 誠 所 見 
虫 体 接 種 マ ウス は 比 死 後 す べ て と れ を 解剖 に 付 し , 各 
賊 器 こつ いて 肉眼 的 観察 を 行 つ た が , 各 系 統 マ ウス 間 に 
は と くに みみ と むず べき 差異 は な か つた 。 を と で いま 共通 的 
に 履 ら れ た 一 般 誠 検 所 見 を 略記 すれ ば 次 の よう で ある 。 
すなわち 例 マ ウス に 殆 ん ど 例外 な くみ みとめ られ た 著 明 な 
変化 は , 肝臓 の ・ 張 , 臓 の お よび 肝 , 
の 周囲 組織 と の 癒 苦 で , と くに 目立つ た 病変 と し て 肝 , 
の 腹部 臓器 の 表面 に 灰 白色 の 様 沈着 物 を みた 
が , これ は トキ ソプラ スマ の マウ ス 有 上 腹腔 内 接種 時 に お 
る 同 マ ウス 腹腔 内 に お ける 病変 の 主体 が 線維 素性 汎 腹膜 
炎 で ある と と を し めす も の で あら 5 う 5。 tsc 
も 着物 は つね に 無数 の トキ ソプラ スマ 貝 体 を 包 蔵 し て 
た 。 脳 , 消化 管 , 腎臓 等 に は 概して 著 変 を みず , ie 
変 の 充血 を みた 。 ま た 肺 臓 に は , 一 部 マウ ス で 出血 を 来 
し た 例 も み ら れ た が , と くに 特異 的 , 顕著 と は 云い 得 な 
い 程 度 の る の で あり , 心臓 , 筋肉 , 皮下 組織 等 に は 変化 
が みみ られ な か つた 。 尚 條 これ ら の 臓器 の 組織 学 的 所 見 に 
て は 現在 検索 中 で あり , 後 の 機会 に 述べ る 予定 で あ 


考察 お よび 総括 


上 記 各 項 の 成績 に も と ず き , 各 系 マウ ス に つい て , とこ 
れ otro es rh こと , 採取 腹水 量 と 同 腹 水 
中 の 貝 体 数 が 大 且つ 安定 で ある と と と いう ぅ 実際 的 観点 よ 
り 比較 , 考察 し これ を 総括 すれ ば 下記 の 如く で ある 。 す 
な わ ち , まず 接種 後 の マ ウス 生存 日 数 に つい て は , 総 じ 
て 各 系 統 問 に いち ぢ る し い 差 異 は みち られ な か つた の で あ 
る が , その 安定 性 に つい て は , 両 虫 体 数 接種 群 と も , 


gpc と CFW の 2 系統 に や や 高き 傾向 が み ら れ , また 採 
取 腹 水量 に つい て も , 両 虫 体 数 接種 時 と も gpc と CFW 


の 2 系 統 に と , これ の 増加 傾向 と 安定 性 が つよ くみ と め ら 


し か し こと の gpc と CFW の 両者 に つい て , その 採取 
pc は CFW よ り も 圧倒 的 に 多く (1.5 ~3 倍 ) 且つ 比 
vee いい 安定 性 が し め さ れ た の で , 以上 の 諸点 を 総合 す 
る と , 少く と も 今回 著者 ちら が 入手 し えた 4 系統 の マウ ス 
中 で は gpc 系 マウ ス が 最適 で ある と 考え る と こと が で き 
る 。 が 同時 に gpc は , その 出産 素 , 平均 産 仔 数 , 平均 
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離乳 仔 数 お よび 離乳 事 が 極め て 高く し た が つて その 擬 
殖 率 が 大 で ある 等 の 利点 は , これ の 供給 等 の 実際 応 用 面 
に - で の 便宜 を 与え る も の で も ある 。 

さて 著者 ら の 以上 の 実験 で dd/Y 系 マウ ス に , 生存 日 
数 , 採取 腹水 量 , 同 腹 水中 虫 体 数 と いち ぢ る し い 上 成績 の 
不安 定性 が し め さ れ た こと は 先 き と も 述べ た と お り で あ 
る が , と の 点 に つい て いま トキ ンプ ラス マ 以 外 の 病原 体 
に よる それ に つき 献 的 考察 を 試み る に , 滝沢 ちら (1958) 
は dd 系 マウ ス (dd/D) と CF 系 マウ ス (CFW と 同様 
Carworth Farm 由来 の も る ので, CFW と 殆 ん ど 同 一 の 
系 続 と 見 館 し て 取扱 つて よい と 考え られ る も の ) の 2 系 
マ ウス に を 皮下 お よび 静脈 内 に 接種 し , 感 
銘 死 の 態度 を 比較 する と , LDs;。 に つい て は 両者 殆 ん ど 
差異 が な い に も か か わら ず , dd/D 糸 マ ウス の 方 が CF 
系 マウ ス よ り も を 若干 不 整 一 な 成績 を し めす と 述べ て お 
り , また 染谷 (1956) に よれ ば , 牛 型 結核 菌 接種 時 の 生 
存 日 数 は dd 系 マウ ス に 大 き な 変 動 を し めす も の が 話 々 
みみ られ る と され , いずれ に も せよ , dd 系 マウ ス に 感受 
性 の 不安 定 度 が 比較 的 高く みとめ られ る 傾向 に つい て は 
一 致す る よう に も 考え られ る が , 断定 は 避け た い 。 な ほぼ ほ 
dd/Y 系 マウ ス で , 本 実験 に お いて 接種 後 1 日 , 3 日 負 
死 例 が み ら れ た と と で ある が , と これ ら の マウ ス が その 腹 
水量 , 同 腹 水中 の 虫 数 と も に 極め て 僅 小 で あつ た と と 
と に より ,。 その 和光 因 に 若干 疑 議 が な いわ け で は な い が , 
し か し 本 系 続 マ ウス の 対照 群 5 匹 は すべ て 何ら 異常 な く 
生存 し た と こと を も 考え 併せ る な ら ぽ , トキ ソプラ ズ スマ 人 以 
外 の 要因 に こと れ を 上 帰し うる と する 保証 も 必ず し も な いよ 

うに も 考え られ る の で , と こと で は むし ろか か る 例 を も 含 
て 。 ょ り 実 か ら た 。 

より も 一 剛 好 適 な マウ ス が 存在 する か も し れ 始 と いう こと 
に ゆず り た い 。 ま た 今回 の 著者 らち の 実験 目的 と 異 つ た 目 
的 (て た と えば マウ ス の 免疫 力 等 ) で 系 統 差 を 検討 する 場 
合 に は , 以上 と は 別個 の 結論 が 引き 出さ れ う る こと も 考 
えら れる 。 

な ほ , また 本 実験 で は , その 直接 の 目的 が まず マ ャ ウス 
の 系 続 間 の 感受 性 の 差異 を 検討 し , トキ ソプラ スマ の 接 
種実 験 や これ の 継 代 の た め の 最 適 な マウ ス 材 料 を 援 択 す 
る と と に あつ た の で , 供 試 マ ウス は すべ て 生後 ほ ゞ 同一 
週 合 の も の を 揃え , 性 も 一 定 (%)》 と し て 行 つ た の で あ 
る が , 同一 系 統 マウ ス 内 で は さら に マウ ス の 週 令 , 性 
別 , 体重 その他 の 因子 に よ つ て 若干 の 相 異 を 来 す こと も 
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考え られ る の で , これ ら の 要因 に つい て の 検討 を ひき つ 
づい て 行う 予定 で ある 。 

最後 に マウ ス の 系 統 に よる 感受 性 の 差異 を トキ ソプラ 
スマ 以外 の 寄生 虫 に つい て 諸家 の 報告 を 参照 すれ ば , そ 
の 分 類 位置 上 トキ ソン プラ スマ に 比較 的 近 で ある と 考え 
られ て いる マラ リヤ 原虫 CPlasmodium berghei) で は , 
マウ ス の 系 統 間 に か な り 著 し い 感受 性 の 差 が み ら れ , 
Swiss 系 マ ウス に 感受 性 高く , STR 系 に 低い と いう 
(Greenberg et al, 1957)。 ま た Echinococcus multilo- 
cularis で て も, マウス の 系 統 に よる 感受 性 差 が みとめ ら 
れ , dd, C57BL/6, CFW 等 の 系 統 マ ウス 体内 で は 。, 
上 明らか に AKR, dba 系 マウ ス 内 より も る 包 虫 の 発育 が 遅 
延 し , く 出 現す る こと と が 指摘 
され て いる (山下 他 , 1958)。 


結語 

トキ ソプラ スマ の 控 種 実験 に 使用 する マウ ス に つい 
て , その 最適 の 系 統 を 検討 , 撰 択 する 日 的 を 以 て 比較 的 
竹 易 に 入手 で きた dd/Y, gpc, C57BL/6, CFW の 4 
系 統 マ ウス を 用 いて 実験 し , 下記 の 結論 を えた 、 

虫 体 数 12 万 コ , 2.4 亡 コ の 両 虫 数 接種 時 と も , 4 系 マ 
ウス 中 , gpc に 生存 日 数 , 腹水 早 , 採取 腹水 中 の 虫 体 数 
、 安定 性 が し され , 且つ 上 , 同 
数 と も , その 著しい 増加 が られ た の で , gpc 系 マウ ス 
が 統 で ある と 考え られ る 。 


稿 を 終る に の ぞ み , 系 統 マ ウス の 提供 を 賜 つ た 予 研 獣 
疫 部 長 今泉 博士 と 同 部 内 の 関係 各位 お よび RH 株 を 分 
与 さ れ た 伝 研 常 松 博士 に 対し て 深 其 な る 謝意 を 表す る る も 
の で ある 。 な 本 研究 の 要旨 は 第 28 回 日 本 寄生 貝 学会 


総会 4959) に い て 発表 し た 
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Summary 


Mice of 4 strains ; dd/Y, gpc, C57BL/6 and CFW 
were examined after inoculation with Toxoplasma 
gondii for their survival times, the dosis of animal 
peritoneal exudates and the counts of parasites in the 
exudates, and the results obtained were as follows : 

Both gpc and CFW mice had higher stability in 
results than the other strains. Between gpc and 
CFW, however, there appeared to be higher counts 
of parasites in gpc than those in CFW. From the 
above results, it was concluded that gpc was the 
most favourable one for the inoculation of Toxoplasma 
Londii among the 4 strains of mice. 
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昭和 34 年 10 月 (1959)] 


マン ソン 頭 条 虫 に 


関す る 研究 


(2) Plerocercoid の 組織 化学 的 研究 


高 橋 


昭和 医科 大 学生 物 学 教室 
(昭和 34 年 3 月 8 上 日 受領 ) 


マン ツメ ン 裂 頭 条 虫 に は 固有 の 宿主 特異 性 が ある 。 即ち 
Plerocercoid を 第 2 中 間 宿 主 に 経口 投与 する と , 消化 管 
評 を 宰 通 し , 再び 皮下 , 筋肉 , 結合 織 内 に 到 り Plerocer- 
coid の 段階 を 保持 する 。 また 終 宿主 消化 管内 に お いて 
一 定時 間 滞在 し , 成 条 虫 え の 分 化 の 過程 を 進行 が 
る も の を , 再び 第 2 中 間 宿 主 皮 下 に 挿入 する こと に 
を の - "0 Plerocercoid に 復元 する 。 と の Ne 

ち 5 し た 。 こ れ ら の 問題 を 組織 化学 的 に 検 

ty と は 寄生 の 陳 要 な 要因 で ある 宿主 特異 性 の 究明 

いり が 得 ら れる と 思わ れる 。 

- お ける 代謝 像 の 変動 を 組織 化学 的 に 検索 
する 試み は , 従来 多く な され て いる 。 特 に 線 虫 類 , 吸虫 
類 に お いて は 広範 な 研究 が み ら れ , 条 虫 類 と に お いて も, 
, Rogers (1947), 山尾 (1952 , 松下 (1957), Eras- 
mus( 1957) ら の 報告 が 見 られ る 。 

著者 は 以上 の 観点 か ら マ ンジ ン 裂 頭 条 虫 の Plerocer- 
coid の 代謝 像 の 変動 を , 最も 重要 と 考え られ る 糖 質 , 
核酸 , Phosphatase の 分 布 を 組織 化学 的 に 選 求 し , 考察 
を 試み た の で , と と に 報告 する 。 


材料 並び に 方 法 


材料 は マウ ス に Procercoid を 与え て えら れ た Plero- 
cercoid を 使用 し た 。 前 報 に お いて 人 行 なつ た Plerocer- 
coid を マウ ス に 経口 投与 し て 消化 管 壁 か ら 脱 出す る 際 の 
Plerocercoid, 並び に 終 宿 主 に 一 定時 間 滞 在 し た 幼 条 虫 体 
を マウ ス 有 皮下 に 挿入 し て えら れ た 復元 Plerocercoid, 更 
に こと れ と 比較 する た め に , 終 宿 主 滞在 時 間 別 の 幼 条 虫 を 
使用 し た 。 

固定 は 下記 の 組織 化学 的 染色 の 目的 に 応じ て 行い , パ 


TAKEO TAKAHASHI: Studies on Diphylloboth- 
rium mansont (2) Histochemical studies on plerocer- 
coid (Department of Biology, Showa Medical School, 
Tokyo) 


ラフ ィ ン 包 埋 に よる 連続 切片 と し て , 各種 染色 を 行 つ て 
比較 観察 し た 。 

C1) 糖 質 反応 

Gendre 液 及び Carnoy 六 固 定 。 Lillie 氏 の 多糖 類 染 
色 と 嘩 液 消化 試験 に と よる Glycogen の 検出 を 行 な つ た 。 

(2) 核酸 CDNA 及び RNA) 染色 

Zenker 液 及び Carnay 液 固 定 。 Feulgen 核酸 反応 及 
び Methylgreen-pyronine 染色 (Kurnick, 1955) を 行 な 
つた 。 

(8) Acid phosphatase 

冷 無水 アル コー ル 及 び 冷 アセ トン 固定 後 , 武内 ・ 田 上 
法 , 及び Gomori 法 を 行 な つ た 。 

(4) Alkaline phosphatase 

准 ア セト ン 及 び 冷 アセ トン 無水 アル コー 等 量 液 固定 
後 , Gomori 改良 法 に より 検出 し た 。 

(5) 対照 標本 

Haematoxylin-Eosin 染色 , Delafield の Haematoxylirt 
単 染 色 , 及び Weigert の iron-Haematoxylin 染色 。 


A. 正常 Plerocercoid の 結果 

Plerocercoid は 最 外 層 が 角 皮 層 , その 下 に 基底 膜 , 体 
壁 筋 層 ( 輪 走 , 縦走 ), 皮 下 細 胞 層 が あり 体 肉 組織 に 連 な 
る 。 体 肉 細胞 は 原形 質 突 起 を 出し 綱目 状 を な し , その 間 
に 石灰 小 体 ま た は 石灰 小 体 原 細胞 , 遊走 細胞 等 を 容れ , 
体 肉 筋 と し て 縦走 , 背 腹 , 横 走 の 各 筋 繊維 が 発達 し , 給 
走 筋 は 束 状 を な し 体 壁 の 生 内 側 に お いて , 体 壁 に そっ つて 
輪状 に 配列 し , 虫 体 を 中 心 部 (middle layer) と 辺 緑 部 
Crim layer) に わけ る 。 縦走 筋 は 最も よく 発 坦 し , 背 腹 
筋 こ れ に つぎ, 横 走 筋 は 極め て 繊細 に し て , 体 肉 間 を 横 
走 す る 。 

C1) 質 

皮下 細胞 は 小 粒状 , 体 肉 組織 に は 粒状 及び 
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の 陽性 反応 物質 が あり , 嘩 液 消 化 試験 で 消失 レ た 。 貝 体 
前 部 及び 虫 体 後 部 。 中 心 部 及び 辺 縁 部 と お ける 分 布 の 
差 は 認め られ な い 。 角 皮 層 , 基底 膜 , 及び 筋 繊維 に は 
Lillie 氏 法 陽性 , 且つ 嘩 液 試 験 で 消失 レ し な い 多糖 類 が 認 
め ら れる (PL I, Fig. 1—5)。 

(2) 核酸 (DNA 及び RNA) 

DNA は 皮下 細胞 層 及 び 体 肉 細胞 に 密 に 認め られ , 遊 
走 細胞 は 粗 の 分 布 を 示し た 。 RNA は 皮下 細胞 層 に 濃密 
に 認め られ , 体 肉 組織 で は 辺 縁 部 より 中 心 部 が 密 で あ 
り , 体 肉 細胞 の 核 周辺 に 密 に 分 布 す る の が 観 祭 され る 。 
虫 体 前 部 及び 後部 に お ける 差 は 認め ら れ な い (PL I, 
Fig. 6€—8$8 )。 

(3) Alkaline phosphatase 

角 皮 層 及 び 基 底 膜 に 強い 陽性 反応 を 示し , 皮下 細胞 層 
及び 体 壁 筋 層 の 順 で 陽性 低下 し , 体 肉 組織 , 体 肉 筋 繊維 
は 陰性 反応 を 示し た 。 ま た , 虫 体 前 部 は 後部 より や ゃ 高 
い 陽 性 を 示し た (Pl. I, Fig. 9 一 10)。 

(4) Acid phosphatase 

Alkaline phcsphatase に くら べ 陽 性 度 低 く , 角 皮 層 及 
び 基 底 膜 は や や 強い 陽性 を 量 し , 皮下 幼 層 は 軽度 の 陽 
性 反応 を 示し , 体 肉 組織 に は 認め られ な い 。 貝 体 前 部 は 
後部 より 陽性 度 高 い 反 応 を 示し た (Pl. I , Fig.11 一 12)。 

B. Plerocercoid を マウス に 経口 投与 し て 消化 管 壁 を 
字 通 , 脱出 する 際 の 組織 化学 的 検索 

糖 質 , 核酸 の 分 布 状 態 は 正常 の Pleroceroid と 同様 の 
反応 を 示し (PL I, Fig. 18 一 14), 著 明 な 差 は 認め られ 
な い 。Alkaline phosphase は 正常 虫 体 に くら べ , 陽性 度 
低く , 角 皮 悦 及 び 基 底 膜 は 中 等 度 の 陽性 反応 を 示し , 皮 
下 細 胞 層 に は 認め られ な い (PL I , Fig. 15—16)。 acid 
phospatase に つい て は 差 が 認め ら れ な い (PL I, Fig. 
17)。 

C. 終 宿 主 に 一 定時 間 滞 在 し た 幼 条 虫 を マウ ス 皮 下 に 
挿入 し て えら れ た 復元 Plerocercoid の 組織 化学 的 検索 

糖 質 の 分 布 , 嘩 液 試験 , 核 酸 の 分 布 共に , 正常 の Plero- 
cercoid と 全く 同様 で , 差 を 認め る こと こと が 出来 な か つ 

D. 終 宿主 滞在 時 間 別 の 幼 条 虫 の 組織 化学 的 検索 

上 述 の 復元 Plerocercoid を 更に 追求 する た め に , 一 
定 の 終 宿 主 帯 在 時 間 の 幼 条 虫 か ら 成 条 虫 に 到 る まで の 組 
寺 化 学 的 所 見 は 以下 の 如く で ある 。 

即ち Plerocercoid を 犬 に 経口 投与 し , 4 時間, 24 時 
間 , 48 時 間 , 144 時 間 及 び 15 日 後 の 虫 体 に っ き 糖 質 , 校 


酸 及 び phosphatase の 分 布 を 観察 し た 。 
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(1) 糖 質 

+ ょ 時 間 に お いて 既に Plerocercoid の 分 布 と 異 り , 皮 
下 細 胞 層 は 陽性 度 低 く , 辺 縁 部 に は 殆ど 認め られ な い 。 
中 心 部 に 征 粒 状 及 び 塊状 の 陽性 物質 が 認め られ (PL I, 
Fig. 18), 嘩 試験 で 消失 し た 。 角 層 基底 膜 , 体 
筋 , 及び 体 肉 筋 繊維 に は Lillie 氏 法 陽性 , 且つ 嘩 液 試 
験 で 消失 し レ な い 多 糖類 が 認め られ る こと と は _ Plerocercoid 
の 場合 と 同様 で ある 。24 時 間 で は 更に その 傾向 が 強く 
(PL I , Fig. 19), 48 時 間 に 到 り , 頭 部 互 状 に 対応 し て 
糖 質 の 分 布 も を 示し た (PL I, Fig. 20)。144 時 間 
で は , 体 節 構 造 明瞭 となり, 中心 部 を 縦走 する 2 ヶ所 , 
中 心 部 と 辺 縁 部 の 境界 即ち , 体 肉 縦走 筋 束 に 沿 つ て , 著 
明 な 分 布 を 示し , 他 の 場所 は 小 矯 料 状 の 粗 な 分 布 が 認め 
られ た (PLI, Fig. 21)。15 日 後 の 成 体 に お いて は 強度 
の 陽性 反応 を 量 す る 塊状 の 糖 質 が , 中 心 部 に 密 に , 辺 縁 
部 に 粗 に 分 布 す る (PL I , Fig.22 一 28)。 

(2) 述 

4 時 間 の 皮下 細胞 層 及 び 体 肉 細 胞 に お ける 述 は Plero- 
cercoid (に くら べ , 約 2~3 倍 大 きく , Feulgen 反応 も 
秘 で ある 。RNA は 虫 体 中 心 部 に 密 に , 辺 縁 部 に 粗 の 分 
布 を 示す (PL I , Fig. 24 一 25)。 24 時 間 で は , 核 は 幾 分 
小さ く な る が , Plerocercoid より は 大 きく , DNA は 皮 
下 細 胞 層 及び 中心 部 細胞 に 密 に , 辺 緑 部 細胞 に 粗 に 分 布 
し (PLI, Fig.26 一 27), 48 時 間 に お いて , 更に 明瞭 と 
な る 。RNA に は 皮下 細胞 層 及 び 中 心 部 細胞 に 密 に 分 布 す 
る (PL.I, Fig.28—29)。 144 時 間 で は , 皮下 細胞 層 , 及 
び 中 心 部 を 縦走 する 一 束 の 細 胞 知 と , 体 節 の 左右 を 結ぶ 
細胞 群 , 及 びそ の 背 腹 を 走る 細胞 群 と に 密 に 分 布 し , 組 織 
の 分 化 を 明 瞭 に 示し て いる (PL I , Fig.30 一 81)。 成 条 
虫 に お いて は , DNA は 皮下 細胞 層 並 に 生殖 腺 周 辺 に 密 
に , 体 肉 組織 は 粗 に と, RNA は 辺 緑 部 , 体 肉 縦走 筋 及び 生 
殖 腺 周辺 に 密 に 著 明 な 分 布 を 示す (PL TH, Fig.32 一 88)。 

(838) phosphatase 

Alkaline phosphatase は , 4 時 間 , 24 時 間 ,48 時 間 , 基 
に 角 皮 層 及 び , 基底 膜 に 強 陽性 を 示し , 皮下 細胞 層 , 及 
び 体 壁 筋 層 は 中 等 度 の 陽性 を 示す が , 体 肉 組織 及び 体 肉 
筋 繊 維 は 陰性 を 示し た 。 ま た 時 間 の 経過 と 共に 陽性 度 の 
低下 が 認め られ た 。15 日 後 の 成 条 虫 頭 部 は 陰性 を 示し た 
が , 体 節 の 角 皮 は 弱 陽 性 , 角 皮 下 細 胞 層 は 強 陽性 を 示 レ 
た (PL.I, Fig.34 36)。 

Acid phosphatase は 4 時間 で Alkaline phosphatase 
に くら べべ 陽性 度 低 く , 角 皮 層 , 皮下 細胞 層 は 陽性 を 量 す 
る も , 体 肉 組織 は 陰性 を 示し た 。24 時 間 に お いて は ALI- 
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kaline phosphatase と 同 程 度 の 陽性 を 示し レ , 48 時 間 に お 
いて は , 頭 部 ょ り 争 部 以下 に 強い 陽性 が 見 られ , 時 間 経 
過 と 共に 陽性 度 が 上 昇 し た 。 ま た 15 日 後 の 成 条 虫 頭 部 に 
お いて は 陰性 を 示す も , 争 部 は 角 皮 層 及 び 皮 下 細 胞 層 共 
に 陽性 を 示し た が , 48 時 間 よ り は 陽性 度 低 下 し た 。 し か 
し 体 節 に は 強い 陽性 が 見 られ た (PL I , Fig. 87 一 40)。 


考 接 


マン メソ ン 裂 頭 条 虫 の 宿主 特異 性 究明 の 方 法 と し て , 前 
報 に お いて その 発育 過程 を 検討 し た 。 つ くい て と れ ら の 
代謝 像 の 変化 を 組織 化学 的 に 検索 し , 上 述 の 如き 成績 が 
えら れ た 。 

即ち , Plerocercoid の 組織 化学 的 検索 に お いて は , 代 
謝 系 物質 の 最も 重要 と 考え られ る 糖 質 , 核酸 , Phospha- 
tase に つい て 調べ , 糖 質 で は 主として glycogen が 皮下 
細胞 層 , 体 肉 組織 に 存在 し , DN A 及び RNA も 同様 
の 分 布 を 認め た 。Phosphatase は アル カリ 性 は 角 有 皮膚, 
基底 皮下 細胞 , 体 筋 層 に 認め られ , 酸性 は , ア 
ルカ リ 性 に く ら べ や や 陽性 度 低 い が 同様 の 分 布 を 示 レ 
た 。 と これ を 成体 と 比較 する と 角 皮 層 に は 酸性 が 多く , 皮 
下 細 胞 層 に は アル カリ 性 が 多い 。 成 条 虫 に つい て は , 
Rogers (1947) が 拡張 条 虫 に つい て 認め て 以来 , 山尾 
(1952) が 数 種 の 人 条 虫 に つい て , 松下 (1957) は 2, 3 
の 条 虫 に つい て , Erasmus (1957) は pisiformis に 
つい て 報告 し て いる 成績 と 略 一 致す る 。 し か し Erasmus 
(1957) は Cysticercus に つい て 生化 学 的 に は phospha- 
tase は 認め ちら れる が 組織 化学 的 に は 認め られ な いと 報 
告 し て いる が , マン ジン 烈 頭 条 虫 plerocercoid に お い 
て は 組織 化学 的 に 認め られ た 。 

つぎ に Plerocercoid を マツ ウ ス に 経口 投与 し て 骨 壁 及 
び 十 二 指 腸 壁 を 宰 通 し , 腹腔 に 出る 場合 は , 糖 質 及 び 述 
酸 の 分 布 に 差 が 認め られ な い 。 し か し Alkaline phos- 
phatase の 陽性 度 は 低下 し て いる 。 松下 1957) は 和 休 貝 類 
に お いて は 栄養 吸収 作用 は acid phosphatase が 主役 を 
な し , Alkaline phosphatase が 之 に 参与 し , 栄養 の 貯蔵 
分 解 , 合成 に は Alkaline phosphatase が 主 と し て 作用 
し , acid phosphatase は 軽度 に 関 己 す る と 考察 し て い 
る 。Erasmus (1957) は Cysticercus に お いて は Acid 
phosphatase が 主役 を 演じ , 成虫 に お いて は Alkaline 
phosphatase が 主役 を に な うと 報告 し て いる 。 山 尾 (1950) 
は の 中 腸 上 細 胞 と , 動物 の 腸 上 の 吸収 細胞 
と 同様 の 分 布 を 示す と こと か ら 両 者 共通 の 機能 を 推察 し て 
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いる 。 消化 器 系 の な い Plerocercoid 及び 成人 条 虫 に お いて 
栄養 上 吸収 は , 体 表 に お いて な さき され, と に Phosphatase 
が 関 履 し て いる と と は あき ら か で あり , 角 皮 層 及 び 皮 下 
細胞 層 に 認め られ た こと と は 意義 ある と と で ある 。 

つぎ に 終 宿主 消化 管 か ら 第 2 中 間 宿 主 で ある マウ ス 皮 
下 に 挿入 し て 出来 る 復元 Plerocercoid は , 正 常 の Plero- 
cercoid と 組織 学 的 及び 組織 化学 的 に 全く 差 を 認め な か 
つた 。 と れ を 更に 究明 する た め に 終 宿主 内 滞在 時 間 に よ ょ 
る 貝 体 の 変化 を 組織 化学 的 に 検討 する 必要 が ある 。 特 に 
代謝 系 の 変化 を みる た め に 糖 質 , 核酸 。 Phosphatase の 
分 布 を 調べ た 。 即ち , 48 時 間 に お いて は 殆ど 完全 に 吸 潮 
分 化 完成 し , 糖 質 の 分 布 に お いて は , 4 時 間 に し て 既に 
Plerocercoid と 異 り , Plerocercoid は 辺 縁 部 と 中 心 部 に 
お ぉ ける 分 布 の 差 は 認め られ な い が , 4 時 間 に お いて 辺 緑 
部 に 殆ど 認め られ な い 。 中心 部 に 多く 分 布 し , 時 間 の 経 
過 と 共に 顕著 と な り , 48 時 間 に お いて 耳 状 の 分 布 を 示 
し , 内 部 構造 の 分 化 を 示し て いる 。 核酸 の 分 布 を みる に 
虫 体 の 核 は 4 時間 にし て Plerocercoid の 約 2 , 8 倍 の 大 
き さ に な り DNA る も 多量 と な る 。 時 間 経 過 と 共に 小さ く 
な り 皮 下 細 胞 層 に 密 に な る 。Brachet (1950) は DNA- 
P の turnover の な 組織 で は Alkaline phospha- 
tase の 活性 が 強い と 報告 し て いる 。 皮下 細胞 層 に は 。, 
酸 , アル カリ 両 phosphatase が 認め られ る と と と 考え 合 
せる と , か な り 急 速 な 増殖 が な され て いる と 思わ れる 。 
それ は 祥 , 細胞 増殖 や 新陳代謝 に 関係 する RNA が , 皮 
下 細 胞 層 , 体 部 中 心 部 に 多く 認め られ る こと と か ら る も 考え 
られ る 。 し か し , Phosphatase に お いて は , 酸 , アル カリ 
共に Plerocercoid と その 活性 に お いて な 認め ら 
れ な い が , アル カリ 性 は , 4 時間, 24 時 間 , 48 時 間 と 時 
間 経 過 に つれ て 活性 低下 し , 逆 に 酸性 は 時 間 経 過 と 共に 
活性 上 昇 し て いる と と は , 成 条 虫 へ の 体 構造 , 及び 機能 
変化 を 伴 つ た 分 化 の 過程 を 示し て いる 。Erasmus (1957) 
は TT pisiformis の phosphatase に つい て 組織 化学 的 に 
検索 し その 頭 部 に は 酸 , アル カリ 両 型 基 に 陰性 で あり , 
成熟 体 節 に は 多量 に 存在 し , 発生 時 間 の 経過 と 共に 代 講 
の 主体 は 体 節 に 移行 し , 同時 に 酵素 活性 の pH 域 の 変化 
を 伴う こと を 報告 し て いる 。 成 条 虫 に お いて は 頭 部 は 陰 
性 , 預 部 は 酸性 を 認め , 体 節 は 両 型 と も 陽性 で ある と と 
か ら , 48 時 間 ま で は , 分 化 の 過程 を , か な り 急 速 に 進行 
し つつ ある も の の , 未だ 体 構成 の 組替え が 完全 ご で なく, 
外部 陣 境 を 変え る こと に ょ より, 再び 分 化 の 方 向 を 替え , 
Plerocercoid に 復元 する も の と 思わ れる 。 し か し 酸性 , 
アル カリ 性 Phosphatase の 活性 が 上 昇 , また は 低下 する 
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と と は , Erasmus の pH 域 の 変化 と 云う 観点 か ら すれ 
ば 生活 陣 完 成 を 通じ て の 相対 的 量 の 変化 と 思わ れる 。 し 
か し 48 時 間 以 内 に お いて も 挿入 時 の まま の 形態 で 生存 す 
る も の , 及び 崩壊 慌 収 され る も の の ある と と は , 同一 落 
在 時 間 内 に お いて も 尚 。 分 化 の 程度 に 差 が ある も の と 考 
えら れる 。 し か も 非 固 有 終 宿 主 の 非 固 有 寄 生 部 位 で あり 
な が ら 滞 在 時 間 192 時 間 に お いて 尚 , 頭 部 か ら 1cm で 
切断 し た 挿入 時 の 形態 の まき , 10 日 余り 生存 を 続け る も 
の の ある と と は , 代謝 面 か ら 興 味 あ る こと で ある 。 と こと これ 
は 成体 頭 部 は Phosphatase 陰性 を 示す が , 争 部 に は Acid 
phosphatase が 認め られ る こと か ら , 多少 の 代謝 は 行なわ 
れる が , 物質 の 分 解 , 合成 機能 は 殆ど 低下 し , 挿入 時 の 
形態 の まま , な ん ら の 分 化 も 示さ ず 単 に 生命 を 維持 する 
だ け に 終っ た 結果 で ある と 思わ れる 。 以 上 の 事実 を 考え 
合わ せる と , マン ツン ン 裂 頭 条 虫 の Plerocercoid に お いて 
は Alkaline phosphatase が 主役 を に な う も の と 思わ れ 
る 。 こと これ は 栄養 吸収 機能 より 分解 合成 機能 が 顕著 で あ 
り , 発育 より , 感染 能力 完成 え の 一 面 で は な いか と 思 

され る 。 Glycogen が 貝 体 の 主要 器 管 で ある 生殖 器 系 臓 
器 や 腸管 等 の 支柱 組織 で ある 網状 織 内 に 極め て 豊富 に 分 

し て いる と と は 沢田 (1925), 山口 (1955) が 日 本 住 血 
吸虫 に つい て , 吉村 ら 1958) は 肺 吸 虫 に つい て 報告 
て いる 。 Plerocercoid に お いて も 体 肉 組織 に 濃密 に 認め 
られ , Glycogen の 貯蔵 部 位 と な つて いる 。 と この と と は 
成 条 虫 に お いて 更に 明 上 骸 と な る 。 と れ は 当然 虫 体 の 主要 
な ェ エネ ルギー 源 と な る と 思わ れる 。 

Plerocercoid の 所 請 頭 部 と 体 部 と お ける 組織 化学 的 な 
差 は , Phosphatase に お いて 体 前 部 が 体 後部 より や ゃ や 強 
い 陽 性 を 示す 以外 に は 殆ど 差 が 認め らち られ な い 。 従 つ て 外 
部 形態 的 に も 組織 化学 的 に も 所 調 頭 部 を 明確 に 区 別 し え 
な か つた 。 し か る に と の Plerocercoid は け 終 宿主 消化 管 
内 に お いて は , 投与 され る 成熟 Plerocercoid の 大 小 に 
拘ら ず , 約 0.5mm 内 外 の 功 虫 体 と な る 。 Plerocercoid 
の いづ れ の 部 分 が 残さ れる の か , 恐らく 体 前 部 の 所 調 頭 
部 の 一 部 ご あろ うと 推測 され る が , と の 究明 は , 宿主 特 
塁 性 に つなが る 重要 な こと で ある の で , 更に 追求 を 試み 
よう と 考え て いる 。 

要 約 

マン メジ ン 裂 頭 条 虫 の 宿主 特異 性 研究 の ひと つと し て , 
Plerocercoid の 糖 質 , 核酸 , Phosphatase を 組織 化学 的 
に 追求 し , 概略 次 の 如き 結果 を 得 た 。 

1. Plerocercoid の 皮下 細胞 層 , 体 肉 組織 に は Glyco- 
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gen が 之 い だ され , 又 角 皮 層 , 基底 膜 , 筋 繊維 に は Gly- 
cogen 以外 の 糖 質 が 認め られ た 。 核酸 は 皮下 細胞 層 及 
び 体 肉 組 織 に 多く 見 出 だ さ れ た 。 Phosphatase は アル カ 
リ 性 , 酸性 両 型 と も , 角 皮 層 , 基底 膜 , 皮下 細胞 層 に み 
い だ さ れ た 。 

2.。 終 宿 主 消化 管 か ら 第 2 中 間 宿 主 皮 下 に 挿入 し て え 
られ た 復元 Plerocercoid は , 正常 の Plerocercoid と 経 
織 化 学 的 に は 何等 差異 を 示さ な か つた 。 

3. Plerocercoid が マウ ス の 消化 管 を 宰 通 し て 腹腔 に 
由 る と き に は , Alkaline phosphatase の 陽性 度 が 低下 し レ 
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4. 終 宿 主 消 化 管 由 に お ける Plerocercoid は 次 第 に 
分 化し て 幼 条 虫 と な り , 組織 化学 的 に 差異 を 示し た 。 肥 
ち 糖 質 の 分 布 は 辺 縁 部 に くらべ 中 心 部 に 多く , 酸 は 』 
下 細 胞 層 及び 中 心 部 に 多く みい だ され た 。Phosphatase 
は アル カリ 性 , 酸性 両 型 と も 角 皮 層 , 皮下 細胞 層 に 認め 
られ た 。 酸 性 Phosphatase は 虫 令 が 進む に つれ , 角 皮 
層 の 陽性 度 高 く な り , 成 条 虫 で は 角 皮 層 に 強く みい だ さ 
れ た 。 アル カリ 性 Phosphatase は 逆 に 低下 の 傾向 を 示 
し , 条 の 角 層 は 性 を 示し た 。 

稿 を 終る に あたり 御 指導 , 御 校 い を 昭和 医科 
学 医 動物 学 教 和 授 に 厚く 感謝 いた し ます . 

叉 本 論 は , 昭和 33 年 5 月 第 27 回 日 本 寄生 
学会 総会 に お いて 発表 し た . 
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Summary 


The present paper reports of the histochemical 
studies in the distribution of glycogen, nucleic acid, 
and phosphatases in the plerocercoid larvae of D, 
mansont, 

The results obtained are as follows : 

l. A lot of glycogen were found in the subcuti- 
cular cells and parenchyma, polysaccharides except 


glycogen in the cuticle and muscle fibres, nucleic 
acid particularly in the subcuticular cells and paren- 
chyma, of the plerocercoid larvae. Both alkaline 
and acid phosphatases were detected much more in 
the cuticle and subcuticular cells than in any other 
parts of the larvae. 

2. When the young tapeworms were put into 
the hypoderm of their secondary host, they changed 
themselves into the plerocercoid larvae, which turned 
out to be quite the same as the ordinary ones from 
the histochemical viewpoint. 

3. When the plerocercoid larvae escaped into the 
peritonaeal cavity through the digestive organs of a 
mouse, their alkaline phosphatase activity declined. 

4. When the plerocercoid larvae in the intestines 
of their final host grew up into the young tapeworms, 
we saw that far more glycogen was found in the 
middle layers of the young tapeworm than in the 
rim layers of it. Nucleic acid was abundantly located 
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in the subcuticular cells and middle layers, both: 
alkaline and acid phohphatases in the cuticle and 
subcuticular cells, of the young tapeworm. The acid 
phosphatase of the cuticle of the young tapeworm 
became more and more active as the worm grew, 
and in the case of an adult worm, the activity of 
the acid phosphatase was much higher in the cuticle 
than in any other parts of the worm. On the other 
hand, the alkaline phosphatase of a young tapeworm 
tended to weaken in its activity, and in the case of 
an adult worm, it was clearly seen to be less in the- 
cuticle of the worm. 


Explanation of Plates 
Plate [I. 


Fig. 1 Distribution of glycogen in the transverse sec- 
tions of plerocercoid. PAS. stain. X50 
Fig. 2 Distribution of glycogen in the logitudinal 
sections of Plerocercoid. PAS. stain. X50 
Fig. 3 Glycogen granules in the parenchyma of ple- 
rocercoid. PAS. stain. Xx200 
Fig. 4 Salivary test for glycogen. Xx200 
Fig. 5 Transverse sections of plerocercoid. Iron Ha.- 
emato. stain. X200 
Fig. 6 Feulgen nucleal reaction in the transverse se- 
ctions of plerocercoid. X200 
Fig. 7 Control of the case in Fig. 6. Xx200 
Fig. 8 Distribution of nucleic acid in the transverse: 
sections of plerocercoid. Methylgreen-pyronine 
stain. X200 
Fig. 9 Alkaline phosphatase activity in the longitudi- 
nal sections of plerocercoid. X200 
Fig. 10 Control of the case in Fig. 9. Haemato. stain 
x200 
Fig. 11 Acid phosphatase activity in the transverse 
sections of plerocercoid. x200 
Fig. 12 Control of the case in Fig. 11. Haemato stain 
x200 
Fig. 13 Feulgen nuclear reaction of plerocercoid esca- 
ping from mouse intestines. X50 
Fig. 14 Distribution of glycogen in the transverse se- 
ctions of plerocercoid, escaping from mouse in- 
testines. X50 
Fig. 15 Alkaline phosphatase activity in the plerocer- 
coid escaping from mouse intestines. X200 
Fig. 16 Control of the case in Fig. 15. x200 
Fig. 17 Acid phosphatase activity in the plerocerocid 
escaping from mouse intestines. X50 
Figs. 18-23 Distribution of glycogen in the trans- 
verse sections of young and adult tapeworms. 
Fig. 18 Tapeworm, 4 hours old. x100 
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Fig. 19 Tapeworm, 24 hours old. x50 
Fig. 20 Tapeworm, 48 hours old. x200 


Plate II. 


Fig. 21 “Tapeworm, 144 hours old. Xx100 

Fig. 22 Tapeworm, 15 days old. x50 

Fig. 23 Control of the case in Fig. 22. Xx50 

Figs. 24-33 Distribution of nucleic acid in the trans- 
verse and logitudinal sections of young and adu- 
lt tapeworms. 

Fig. 24 Tapeworm, 4 hours old. Transverse sections. 
Feulgen reaction. X200 

Fig. 25 Tapeworm, 4 hours old. Transverse sections. 
Methylgreen-pyronine stain. X200 

Fig. 26 Tapeworm, 24 hours old. Longitudinal sec- 
tions. Feulgen reaction. X100 

Fig. 27 Tapeworm, 24 hours old. Longitudinal sec- 
tions. Methylgreen-pyronine. stain. X200 

Fig. 28 Tapeworm, 48 hours old. Transverse sec- 
tions. Methylgreen-pyronine stain. X200 

Fig. 29 Tapeworm, 48 hours old. Transverse secti- 
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ons. Feulgen reaction. X200 

Fig. 30 Tapeworm, 144 hours old. Transverse 3 
ions. Feulgen reaction. X100 

Fig. 31 Tapeworm, 144 houas old. Longitudina 
ctions. Methylgreen-pyronine stain. X100 

Fig. 32 Tapeworm, 15 days old. Transverse 
Feulgen reaction. X200 

Fig. 33 Tapeworm, 15 days old. Transverse sg 
tions. Methylgreen-pyronine stain. X200 

Figs. 34-36 Alkaline phosphatase in the 
sections of young tapeworms. 

Fig. 34 Tapeworm, 4 hours old. x200 

Fig. 35 Tapeworm, 24 hours old. x200 

Fig. 36 Tapeworm, 48 hours old. x400 

Figs. 37-40 Acid phosphatase in the transverse 
tions of young tapeworms. 

Fig. 37 Tapeworm, 4 hours old. x200 

Fig. 38 Tapeworm, 24 hours old. x200 

Fig. 39 Tapeworm, 48 hours old. x200 

Fig. 40 Tapeworm, 15 days old. x100 
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寄生 映 虫 類 を wm vitro で 飼育 し よう と する 試み は , 既 
に 多く の 人 孝 に よ つ て な され て いる が , 何れ も 満足 すべ 
き 結 果 を 但 た も の は な い 。 然 し 寄生 虫 の 代謝 生理 を 知る 
た め に は , 競 vgro で の 実験 を 必要 と する 。 条 虫 類 に お 
ける 体外 飼育 の 実験 は , Smyth (1949) が Ligwula intes- 
tinals で 血清 を 用 いて ある 程度 の 成功 を 収め て いる に 
過ぎ な い 。 

著者 あ は マ ン ツ ソン ン 烈 頭 条 虫 の Plerocercoid を 各種 の 
medium の 中 で 飼育 する 実験 を 行い それぞれ に お ける 
飼育 条件 を 検討 し た の で , と と に その 成績 を 報告 する 。 


材料 及び 方 法 


Plerocercoid は 実験 室 に お いて Cyclops に 感染 させ て 
得 た Procercoid を ,。 マウ ス 腹 腔 に 注射 し , 30 日 か ら 45 
日 を 経過 し た も の を , 出来 る だ け 無 菌 的 に と り 出 し た 。 

飼育 容器 は 寒天 培地 の 場合 は , 雑菌 の 混入 を 防止 し , 
観 窪 に 好都合 の た め , 直径 8 cm, 高 さ 1cm, 口径 1 cm, 
容量 約 10cc の カー レル 瓶 を 用 い , 開口 部 は 二 重 ゴ ム 栓 叉 
は 綿 栓 (パラ フラ ィ ン 紙 で 包む) う を 施し た 。 液体 培地 の 場合 
は , 内 径 18mm の 硬質 試験 管 に 綿 栓 を 施し て 使用 し た 。 
と れ ら の 器具 類 は すべ て 化学 的 , 微生物 学 的 に 清浄 に 保 
た 。 

飼 育 に 用 いた 血清 は 人 及び 犬 か ら 分 離し , 脱 繊 血 及 
び 血 覇 は 犬 か ら 採 つた 。 叉 総合 アミ ノ 酸 製剤 と し て の 
glucopolytamin (以下 gp と 略す う ) を 用 い , 各 飼育 液 の 笑 
恋 に は , 0.9 食塩 水 を 使用 し た 。 又 観 察 に 好都合 な と 
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と と , Plerocercoid の 寄生 部 位 で ある 皮下 織 又 は 筋肉 に 
似 た を 与え る た め に , 上 記 液 夫々, 寒天 を 
えた も の を 使用 し た 。 寒天 は 0.9 食塩 水 で 調製 し た 
(以後 飼育 液 に 寒天 を 加え た も の を 寒天 培地 と 称す う )。 

液体 培地 及び 寒天 培地 を , それ ぞ れ 各 容 器 に 10cc 宛 分 
注 し , マウ ス か ら 無 菌 的 に ことり 出し た 虫 体 を , 減 菌 生理 
食塩 水 で 3 回 洗 し , その 後 , 生理 食塩 水 に ペ シ 
リン を , 5000 u/cc 加え た 液 で , 1 時 間 づ つ 2 回 洗 浴 し 
て , 飼育 を 開始 し た 。 

ペ = シ リン 加 生 理 食塩 水 に お ける 1 週間 後 の 虫 体 の 
状態 は , 5,000 u/cc 群 が 虫 体 を 完全 に 保ち , 50, 500, 
10,000 u/cc 群 は , 虫 体 の 一 部 崩壊 又は 死 の 結果 を 得 た 
の で , 体 の 洗 に は 5,000 ulcc の ペ = シ リン を 使用 
し た 。 パ ペラ フィ ン 紙 で 包ん だ 綿 栓 と , 二 重 ゴ ム 栓 の 生存 
期間 に 及ぼ さす 影 響 は , 両者 間 に 差 を 認め な か つた の で , 
減 菌 操作 の 点 か ら 綿 栓 が 有利 で も ある の で 以後 の 実験 に 
は 綿 栓 を 使用 し た 。 

観察 は Plerocercoid 独特 の 変形 伸縮 運動 を 指標 と し 。 
低温 域 実験 群 の 場合 , 或 は 運動 微弱 な 場合 は , 徐々 に 加 
温 し て 運動 を 観 祭 し , な ほ 不 動 の 場合 は 死 と 判定 し た 。 

虫 体 Glycogen 量 の 測定 は Carroll et az (1956) の 
Anthrone 法 に よ つ て 定量 し , 組織 化学 的 に と は, Lillie 
氏 法 及び 貴 液 消化 試験 を 用 いて 検索 し た 。 


実験 成績 


1. 飼育 液 更新 と 不 換 に ょ る 生存 状態 

飼育 液 を 3 日 毎 に 更新 する 場合 と , 否 の 場合 と お ける 
結果 は Fig. 1 に 示し て ある 。 両者 間 の 生存 率 及 び 虫 体 . 
の 状態 に つい て は 顕著 な 差 が 認め られ な か つた の で , 以 
後 の 実験 は 飼育 液 を 更新 し な いで 行 つ た 。 

2.。 生理 的 に お ける 生存 状態 
虫 体 の 洗 浴 , 及び 飼育 族 の 調製 に 必要 な 生理 的 塩類 深 
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Fig. 1 Comparison of number of worms survived 


in changed and unchanged media 
Temperature : 20°C Worms: 35 days in mice 


Wo, larvae Survival} 
mediue 5 10 15 survived rete(%) 


Cocke's 
Sol. 4 26.7 


om u 


Fig.2 Comparison of number of worms survived 
in various kinds of saline solutions 


Temperature : 30°C Worms: 45 days in mice 


溢 内 に お ける 貝 体 の 生存 期間 を 比較 し た 結果 は Fig. 2 
に 示し て ある 。 残存 虫 体 数 が 当初 の 約 り 。 に な る 15 日 
則 の 生存 率 を 比較 し て る と , 0.65 食 旋 水 が 最も 低 
く ,。 つい で Locke 液 が 26.7%2 を 示し , Tyrode 液 , Ri- 
nger 液 , 0.8 食 塩水 は 40.0 で 差 が な く , 0.9 食 
塩水 は 60.0 で 景 も る 良好 ご あつ た 。 基礎 飼育 太 と し て 
は , な る べく 単純 な も の の 方 が , 解析 に 便 な の で , 以後 
の 実験 の 基礎 飼育 液 と し て 0.9 食 上 才 水 を 用 いる こと に 
た 。 

83. 寒天 培地 の 結果 

液体 中 の Plerocercoid は 互 に か ら み 合い , 多数 の 虫 体 
の 場合 は 遇 集 し , 惜 も 菊花 状 を 呈す る の で , 観察 に 不便 
で ある 。 し か る に 寒天 培地 内 で は 寄生 部 位 で ある 皮下 織 
及び 筋肉 内 と 同様 の , 個々 自由 な 行動 を と る の で 観 侍 に 
好都合 で ある 。 先 づ 寒 天 の 0.5, 1:0, 1.5, 2.0% 各 濃 
度 に お ける 生存 状態 を 検討 し た 結果 (Fig. 3 ), 0. 人 
塩水 に 1 % 和 寒天 を 加え た 場合 (以後 生食 寒天 と 称す 
最も 生存 長く , の 状態 は 伸長 する る も の 。 
艇 行 状 の も の , 渦巻 くも の 等 宿主 体内 に お ける 状態 と 非 
常に よく 似 た 行動 を 示し た 。 2.0 は 硬度 の た めか , 
0 きく , 頭 部 と 体 部 が 離 断 す る も の 多く , 

2 は 軟 か 過ぎ , 観察 に 不便 で あつ た 。 こ と の 生食 寒天 
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Fig.3 Effect of the concentration of saline agar 


medium on number of worms survived 


Temperature : 30°C Worms : 42 days in mice 


と , 生理 的 食塩 水 と の 比較 は Fig. 4 に みる 如く , 両者 
の 生存 期間 に は 差 が 認め られ な か つた 。 従 つて , 以後 の 
基礎 飼育 液 は 前 記 の 0.9 食 塩水 と , 生食 寒天 と を 使用 


に 


5 2 rate 
Saline 
30.0 
1% 40.0 


Fig. 4 Comparison of number of worms survived 


in saline solution and saline agar medium 
Temperature : 30°C Worms : 42 days in mice 


One group 10 worms 


4. 飼育 虫 体 に 及ぼ す 温 度 の 影響 
Plerocercoid の 宿主 は 無 尾 両 横 類 か ら 哨 乳 類 に 及ぶ の 
6 食塩 水 を 用 いて 観察 し た (Table 1)。 各 温度 に お 
Se 存 日 数 を 比較 する と , 20°C が 831 日 で 最高 を 示 
し ,10°C,80°C, #C, の 順に 低下 し た 。 但し 10C 
以下 の 群 で は 殆ど 不動 の 状態 で ある の で 40°C の 温湯 内 で 
徐々 に 加 温 sani た 。 又 20°C 以 上 で も 飼育 日 数 の 経 
過 に 伴い 運動 微弱 と な つた 場合 は , 同様 に 加 温 し て 観 餅 
し た 。 各 温度 に a 飼育 後 6 日 ま て 
は , 各 温 度 群 と も , 虫 体 完 全 に 保 た れ , 10C 以 下 は 多 と 
動か ず , 20 80°C, 37°C 
と 上 昇 す る に 従い , 非常 に 活 浴 な 伸縮 運動 を 展開 する 。 
837C は 運動 微 な り , 翌日 虫 体 し 死亡 し た 。 30C 
は 9 日 で 虫 体 頭 部 と 体 部 離 断 し , 体 部 は その 後 崩壊 する 
$, 頭 部 は 運動 を 続け , 14 日 後に 運動 微弱 と な つた 。 30 
は 19 日 まで は 体 完全 に 保 た れ , 20 日 で 虫 体 
崩壊 する も , な 28 日 まで 運動 を 続け , 次 第 に 微弱 と 2 


Days 

De Survivel 

ye Conc. 5 10 15 

serus 80.0 
1.0 
| sasne 
eolution 10.0 
5% 
0.65 
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Table 1. Effect of temperature on worms during incubation 
15 
Ag AY 
4 Ae AY 
10 Ae Ae Ae AgB 
20 Aa Be Be Be BY 
30 Ae Be Ca Dy 
Ae Bae Dy 
i Medium: 0.9% NaCl sol. Worms: 35 dapys in mice 
後 の Abbreviations 
使用 A: Normal a«: Normal movement under warm condition 
B: Partly collapse of the body BAB, Decayed movement under warm condition 
C: Scolex separated from the body Yy: Discontinuation of movement under warm 
rvival D: Collapse of worm condition 
«: Normal movement 
30.0 
a つた 。 低温 域 は , 虫 体 の 崩壊 殆ど 示さ ず , 7 日 まで は 僅 繊 血 , 5 2 犬 血 条 , 2522 gp が 各 和 群 の 最高 を 示し , 犬 血 
か の 加 唱 で 角 舌 に 反応 し て 運動 し , それ 以後 は 次 第 に 反 系 群 を 除い た 他 の 和 群 は , 対照 群 を 上 回 つて いる 。 又 人 及 
に 応 時 間 が 延長 され た 。 高温 域 は 虫 体 の 末端 の 崩壊 , 又は び 犬 の 血清 間 に は 差 が 認め られ な い 。25 人 血清 40 日 , 
* 頭 部 と 体 部 の 離 断 が み ら れ , 低温 域 で は それ が み ら れ な 5 2% 犬 脱 繊 血 87 日, 25 gp 50 日 の 各 飼 育 虫 価 を それ ぞ 
か つた が , と の 貝 体 の 状態 と , 生存 期間 と は , 特に 関係 れ 終 宿主 で ある 犬 に 経口 投与 し た 結果 感染 成立 し , 成 条 
が み ら れ な か つた 。 虫 を 得 た 。 即ち 感染 能力 は 体外 飼育 に よ ょ つて 失わ れ な か 
5. 各種 飼育 液 に お ける 生存 期間 a 
各種 血液 成分 即ち , 人 血清 , 犬 血清 , 犬 脱 繊 血 , 犬 血 6. 各種 寒天 培地 に お ける 生存 期間 
X ふ の 息 及 び 総 合 ア ミノ 酸 製 剤 の gp に お ける 比較 を , 各 和 群 の 最 1 a Nt pe に お ける 生存 状態 を Table 
必 を , 低 と 最高 の 生存 期間 で Table 2 に 示し た 。 食 育 液 の 濃度 8 及び Fig.5 に 示し た 。 飼 育 10 日 後に お ける 生存 率 は , 
お に 関し て は , 高 濃度 群 が 比較 的 生存 期間 短く , 25% 以 下 犬 血清 寒天 , お いて 83.4%2 を 示 


を 示 の 和 群 が や や 良好 で あつ た 。 各種 飼育 液 間 に は , 顕著 な 差 し て 大 差 な く , 対照 群 の 生食 寒天 22.8%% の 約 2 倍 を 示し 
L106 が 認め ちら れ な い が , 25%2 人 血清 , 25% 犬 血清 , 5 2% 犬 脱 た 。 肉汁 , 肝 汁 は , 各 濃 庶 と る 生存 日 数 短く , 良好 な 隈 
内 て 


Table 2. Comparison of survival duration of worms in various kinds of culture solutions 


経 
て 観 Concentration (%) 
日 ま て 5 10 25 50 100 
は 殆ど min max rt 
gr0 Human serum 17—26 15—33 40* 22—25 18—24 
Dog defibrinous 29—37* 20—25 8—26 9—21 16—21 
22—24 . 16—18 12—24...20—22 ..15—19 
。 80C Glucopolytamin 12—20 11—16 45—50* 33—36 8—15 
た 。 _ (0.9 % NaCl sol.) 
端 一 各 Temperature : 28°C Worms: 32 days in mice 
弱 と 4 * Oral administration into dogs 
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Table 3. 


Number of worms survived in different agar culture media 
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Concentration 


of medium 


Culture in days 


Total 


Dog serum 


Dog defibrinous 


Meat extract 


Liver extract 


Saline agar NaCl 0.9 3 1 


3 


NaCl 0.9 


Saline sol. 


Wesn 
survival 


eng 
(in days) 


Cone. 15 23 3 
g 23.3 
> 
2.5 11.7 
| | 18.35 
15.3 
8 |a.s 


Fig.5 Days of survival of worms in different kin- 
ds of agar culture media 

One, group 3 worms. Temperature : 25°C. Worms : 
33 days in mice. 
境 と は いえ な か つた 。 次 に 1.02%%, 2.522 各 種 濃度 に お 
ける 脱 繊 血 寒天 と gp 寒天 に お ける 生存 日 数 は Fig.5 に 
みる 如く , 12 gp 寒天 の 82 日 生存 の 1 例 を 除い て 大 差 
な く , 平均 17 日 前 後 の 生存 日 数 を 示し た が , gp 群 が や 
や 良好 な 成績 と いえ る 。 

7。 glucopolytamin 寒天 に よ る 生存 日 数 

1 寒天 に gp を 5 か ら 8022 加 えた 各 gp 寒天 に お 
ける 生存 日 数 は Fig. 6 に 示す 如く , その 平均 生存 日 数 
は 202% 群 が 最も 長く 21.0 日 の 結果 を 得 た 。 次 いで 25%, 
5 2%, 102%, 302%6 の 順に 短縮 を 示し た 。 と れ と 同様 の 培 


Temperature : 28°C Worms: 35 days in mice 


(32 ) 


One group 3 worms 


Fig.6 Days of survival of worms in agar medium 
in the presence of glucopolytamin 
Worms : 30 days in mice. Temperature 28°C, One 


group, 50or 3 worms. 


地 を 注射 用 アシ プル に 封入 し た 場合 の 平均 生存 日 数 は 30 
926, 20% 群 に お いて は カー レル の 場合 と 差 が 認め られ 
な い が , 10%, 5 % 群 は 約 2 倍 の 生存 日 数 を 示 し た 。 

8. 血清 及び gp を 用 いて の 各 温 度 に お ける 生存 状態 
上 述 の 各 実 験 結果 か ら 飼 育た に 良好 な 成績 を 示し た 25% 
血清 (Ss), 25 血清 寒天 (Sa), gp (Gps), 
gp 寒天 (Gpa) に お ける 温度 別 の 生存 状態 は Table 4 
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Table 4. Effects of temperature and medium 


on the survival duration of worms 


Medium 


Temp. 
C Sa Gpa Gps 


max. 
{in days) 45 
mean 38.5 


relative 
value 


max., 


( mean 


reative 
value 


max., 


20 ‘mean 


| 
relative 
\value 


| max. 
mean 
30 

relative 


value 


max. 


15.0 25.0 


relative 2.7 4.6: 


value 


Worms: 35 days in mice 
Abbreviations 


: Oral administration into dogs 
:25% dog serum+1% agar 
:25% dog serum 

:20% glucopolytamin+1% agar 
:25% glucopolytamin 

:0.9% saline solution 


及び Table 5 に 示し て ある 。 と れ ら 各 群 の 平均 生存 日 
数 を みる に , 10°C Ss 群 が 最も 長く 61.8 日 の 結果 を 示 し レ 
た 。 但し と の 場合 , 65 日 目 で 飼育 を 中 止 し て , 犬 に 経口 
投 司 し た の で , 実際 に は 平均 生存 日 数 は 更に 延長 され る 
笛 で ある 。 同様 に 10C Sa 群 も 60 日 目 で 中 止 し て 犬 に 投 
与 し た 。 と の 2 頭 の 犬 は , 14 日 後 の 誠 検 に お いて 体長 約 
40 cm の 成 条 虫 を 夫々 5 条 づ つ 得 て , 感染 成立 し , 発育 す 
る の を 観察 し た 。 各 温度 城 に お ける gp 群 と 血清 群 と の 
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比較 で は , 何れ の 温度 域 に お いて も 血清 群 が や ゃ 良好 な 
成績 を 示し , 検定 の 結果 。 24,007 } 有 
意 差 が 認め られ る 。 又 寒天 群 と 液体 群 で は 液体 群 が や や 
良好 で {F。 三 22,16>F*(0.05) う } 有意 差 が 認め られ た 。 
と れ ら を 対照 の 食塩 水 群 に 較べ る と , 平均 生存 日 数 に お 
いて 1.1 倍 か ら 4.6 倍 の 延長 を 示し た 。 

と の と き の 貝 体 の 状態 を 三 群 に 分 け て 観察 し た 結果 は 
Table5 に 示し て ある 。 即 ち 虫 体 の 形態 が , 飼育 開始 時 
と 変り な いも の (A), 虫 体 の 一 部 が 膨潤 双 は 崩壊 を 示す 
も の (B), 虫 床 の 頭 部 と 体 部 が 離 断 す る も の (C), の 8 
種 に 分 け て みる と , 高温 度 域 は A っ >C と いう 変化 が 多 
く , 低温 度 域 で は A っ B と いう 傾向 が み ら れ た 。 し か し レ 
と の 虫 体 の 外形 的 変化 と , 生存 日 数 と の 聞 に は , 特別 な 
関係 は 認め られ な か つた 。 

9. 飼育 虫 体内 glycogen 量 の 変化 

2522 血 清 (Ss〉, 25% 血 清 寒 天 (Sa), 25% gp (Gps), 
202 gp 寒天 (Gpa) を 培地 と し , 対 周 と し て 0.9 食 
塩水 (Cs), 及び 生食 寒天 (Ca) を 使用 し て , 1 週間 毎 
に , 虫 体内 の glycogen 量 を 測定 し , 虫 体 組織 ! g 中 に 


ke 


ゃ 
© 
T 


0 1 Zz 3 4 
Weexs 


Glycogen in mg 
© 


Fig. 7 Glycogen contents of worms 
Abbreviations, as same as Table 4. Temperature : 20°C 
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Table 5. Effects of culture solution and temperature on the behaviour of worms. 
Culture in days 
Temp. - - 
_°C Medium 5 10 90 2%5 6065 
A A A AB AB AB AB AS 
Cont 
A A A ATA AB AB 
| Gps A AB AB AB AB AB B B 
\ Cont. A A AB AB 
Sa AB.AB AB BG.BC BC BC BC 
| Ss A AB DC BE BC BE BE BE BEE 
20 Gpa ABC. BC BC BC BE BE 
| Gps A AB BC BC BE 
Cont A A A AB BC BC 
| Ss AB BE SBS B SB BC 
30 Gpa AC ABC ABC BC BC BC 
Gps A BC BC BC BC BE 
\ Cont A ABC BC 
Ss 
Gps 
、 Cont. A BC 
Abbreviations 
A: Normal B: Partly swelled or collapsed worm 


C: Scolex separated from the the body 


含ま れる glycogen 量 を mg で 表わし た 結果 は Fig. 7 
に 示し て ある 。 

飼育 開始 直前 の glycogen 含量 は 平均 68.2mg を 示し レ 
各 と も 飼育 時 経過 と 共に し た 。 各 培地 間 に は 
著 な 差 は 認め られ な か つた が 第 1 週 に お ける Ss 群 は 33 
9% 減少 を 示し て いる の に , 対 駒 の Ca 群 は 60% と 約 2 倍 
近く 六 量 し て いる 。 て その 後 減 量 の 速度 は や や ゃ 低下 し 4 週 
後に は Ss 群 ,。Ca 群 そ れ ぞ れ 当 初 量 の 70%, 80 % の 減 
量 を 示し た 。 叉 液体 群 と 寒天 群 で は 減量 の 速度 に 差異 が 
あり , 前 者 は 1 週 ま で は その 速 度 大 きく , 1 週 以後 は 略 
等 し い 速 度 で 減量 する の に , 後者 は 2 週 ま で 急速 な 速度 
で 減量 し , それ 以後 は , ゆる や か な 遠 度 で 減量 し た 。 し 


( 34 ) 


か し 何れ の も 4 は 当初 量 の 約 か ら 量 に 減量 

10. 飼育 虫 体 内 glyycogen の 組織 化学 的 検索 

飼育 開始 直前 の Plerocercoid 体内 glycogen の 分 布 は 
以下 の 如く , 即ち 皮下 細胞 層 に は 小 題 粒状 , Parenchyma 
に は 頼 粒状 及び 塊状 , 筋 繊維 に は 微小 粒状 の glycogen 
が 存在 し , 特に Parenchyma に は 多量 の glycogen が 分 
布 し て いる (photo. 1 , 2 う 。 1 週間 後 の Parenchyma 
に は 塊状 glycogen の 分 布 少 く な り , 題 粒状 の 和 分布 が み 
られ , 2 週間 後 (photo. 3 , 4)〉 に は , 更に と と の 傾向 が 
閉 明 と な つて , 小 逢 粒 状 glycogen が 粗 に 分 布 す る 。 に と 
の 現象 は 虫 体 辺 緑 部 か らち 中 心 部 に 向 つ て 起 る 。 し か し 筋 


) 
\ 
3 
て 
H 
} : 
か 
何 
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紋 維 東 内 の 微小 粒状 glycogen に は 変化 が られ な か つ 
た 。4 週間 後に は (photo. 5,。 6, 7, 8), glycogen の 
大 半 は 消失 する も た なほ , Parenchyma に 小 逢 粒 状 の gly- 
cogen が , か な り 認 め ら れる 。 筋 繊維 束 内 の glycogen 
は 飼育 開始 時 と 同様 で 大 差 を 示さ な か つた 。 各 培地 間 に 
お ける 貝 価 glycogen の 組織 化学 的 分 布 及 び 経 時 的 変化 
は 認め らち られ な か つた 。 

叉 角 皮 層 及 び 筋 繊維 に は glycogen 以外 の 多糖 類 が 存 
在 し , これ は 飼育 日 数 の 経過 に は 影響 され な いで 残存 し 


考 接 


マン ソン 烈 頭 条 虫 Plerocercoid の 体外 飼育 の 条件 を 
検討 し た 結果 は 以上 の 如く で ある 。 

即ち 血清 が 最も 良く , つい で gp, 脱 繊 血 等 で あり , 温 
度 は 10C~20°C が 好 結 果 で ある こと と が 明らか に な つた 。 
飼育 液 を 更新 する 場合 と 不 換 の 場合 と で は , 貝 体 の 生存 
状態 に 差 が 認め られ な か つた の で , 飼育 訪 を 更新 する と 
と な し に 飼育 を 続け た 。 即 ち 飼 育 夏 は 60 日 余 更 新 し な い 
で も な さき, 飼育 開始 時 と 色調 , 透明 度 に 変化 を 認め な か 
つた 。 と れ は 体外 飼育 の た め 代 謝 が 低下 し た か , 或 は 虫 
体 の 代謝 率 が 小さ いか の どちら か が 考え られ る 。 本 実験 
に 使用 し た 虫 令 80~45 日 の 虫 体 は , 宿主 体内 で は 未だ 成 
長 過程 に ある の で 代謝 率 が 極度 に 小さ いと は 考え られ な 
い 。 人 従 つて 体外 雷 境 の た め の 低 下 と 考え られ る 。 こ と の 観 
各 か ら は 更に 改善 の 余地 が ある と 思わ れる 。 

Smyth (1949) は Ligula intestinalis 0) Plerocercoid 
を 用 い , 1 日 中 飼育 液 を 更新 し 続け , ある 例 は 産 九 す る 
に 至 つ た 。 然し と の Plerocercoid は , 既に 形 能 学 的 に 
生 器官 その 他 が 化し て お り マン ツメ ン 頭 条 虫 の 
く 末 分 化 の Plerocercoid の 場合 と は , 全く 条件 が 異 つ 
て いる が , 飼育 液 の 更新 が 良 結果 を もたらす と と は 否定 
出来 な い 。 伊 藤 ら 1955) は 日 本 住 血 吸虫 の 体外 飼育 で 
飼育 液 更新 上 不 換 例 で 大 差 な い が , 更新 例 に や ゃ や ゃ 良い 成 
: 績 を 認め て いる 。 medium の 他 の 条件 の 改善 と 共に , 
medium の 更新 を 行なう ろ 積 り で ある 。 

液体 培地 で は 虫 体 の 観 宗 に 都合 悪く , 振動 な どの 機械 


: 的 刺 載 も 多い 。 こ と れ を 改善 する た め に 寒天 培地 を 使用 し 


た 。 そ の 結果 , 虫 体 は 液体 培地 の と き に は 全く 見 られ な 
か つた 渦巻 き 状 , 或いは 蛇行 状 の 行動 を 示し た 。 と れ は 


宿主 体内 に お ける 行動 と 全く 同様 で あり , 皮下 双 は 筋肉 


が て の 棲 息 部 位 で ある と と と 考え 合わ せる と , か な り 良 


な と いえ る 。 加 うる に こと れ は , 体 を 観察 する の 
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に 好都合 で あつ た 。 又 液体 培地 と の 比較 で は , 生理 食塩 
水 と 生食 寒天 と で は 両者 の 生存 状態 に 差 が み ら れ な い 
が , 血清 , gp 使用 例 に お いて は 寒天 群 が , 生存 日 数 に 
つい て は や ゃ つ た 。 と この と と は 群 , 生食 天 
で は medium か ら 殆 ど 物質 摂取 を 行わ な い の で 両者 間 
に 差 が な く , 血清 或 は gp の 場合 は , 多少 と も 摂取 が な 
さき され, その と き 実 天 培地 は 行動 の 自由 が 多少 束縛 され る 
が , 液体 培地 で は それ が な く , 且つ 一 様 に 分 布 す る た め 
に 反 取 し 易い た め に 両者 聞 に と 差 を 生じ た の で は な いか と 
思わ れる 。 こ の 観点 か ら 寒 天 培 地 へ の 物 を 考 る 
と と に より 更に 良 結果 が 得 ら れる と と と 思わ れる 。 

Plerocercoid の 宿主 は 無 尾 両 類 ら 類 に る の 
で , 生存 の 温度 域 , 及び は な か な り 広 範囲 が 予想 
され た 。 し か し 実験 の 結果 , 各種 の 生理 的 塩類 護 に お い 
て は , 顕著 な 差 は みる られ な か つた が な お 生存 日 数 に は 差 
が あり , 塩水 で は 0.9% 群 が 最も 良好 で , 生理 食 
塩水 で ある 0.6522 群 は 最も 悪 か つ た 。 又 温度 域 は 10°C か 
ら 20°C が 最も 好適 域 で ある 。 こ と これ は , 生体 外 に お いて は , 
酵素 系 が 充分 働き 得 ず , 代謝 の 収支 に 不 均衡 を 生ずる た 
め , 生体 内 で は 棲 息 し 得る 環境 で も , 体外 で は 生存 し 難 
く な る と 考え る と , 低 湖 透 圧 域 , 低温 度 域 , 高温 度 域 
お いて , 何れ も 生存 日 数 が 短い こと は 首 表 出 来る 。 体 外 
飼育 の 虫 体 の 状態 は 崩壊 又は 膨潤 , 切断 , 不変 等 の 外形 
変化 が み ら れ る が , 明白 に 成長 を 示し た も の は 認め られ 
な か つた 。 か か る 外形 変化 の 起 る 原因 は 単に 温度 , 飼育 
液 の 差 の み に 限 ら ず , 宿主 か ら 摘 出し て 飼育 容器 に 入れ 
る 過程 に お ける 外傷 な どの 機械 的 要因 , 又は 代謝 の 低下 
に ょ る 体 細胞 の 老化 な ど が , 影響 す る も の と 思わ れる 
が , こと これ は 更に 追求 する 考え で ある 。 然し と の と と と 
虫 体 の 生存 期間 と は 特に 明白 な 関係 が 認め られ な いこ と と 
か ら , 外形 変化 が , 致命 的 因子 と は な ら な い 。 特 に 終 宿 
主 へ の 感染 能力 と に つい て は , 貝 体 の 外形 変化 の 如何 を 問 
は ず , 又 育 液 の 種差 の 影響 も なく, 犬 日 , 人 
血清 40 日 , gp 50 日 , 犬 血清 寒天 60 日 , 犬 血清 65 日 飼育 
の Plerocercoid を 終 宿 主 で ある 犬 に 経口 投与 し た 結果 , 
何れ も 感染 成立 し , 投与 し た Plerocercoid の 数 だ け の 
成 条 虫 を 得 た 。 こ れ は , Plerocercoid の 体外 飼育 に お い 
て , 2 ヶ月 余 は , 感染 能力 を 保持 出来 る こと を 立証 し た 
も の で 甚だ 興味 ある と こと で ある 。 

血清 は 飼育 液 と し て 最も 良い 成績 を 示し た が , 一 方 人 
工 合成 飼養 液 調製 へ の 最初 の 手 砂 り と し て gp を 使用 レ 
た 結果 , 血清 群 と 有意 差 が ある と は いえ , Table 2, 4 
に みる 如く , 40~50 日 の 生存 を 示し た と と は , 血清 に 代 
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る 飼育 液 と し て 注目 に 価 す る 。 し か し Fig. 6 に み ら れ る 
ァ ン プル に 封入 し た 場合 と カー レル 瓶 の 場合 の 濃度 差 に 
よ ょ る 生存 期間 の 差異 に ついては, その 原因 は 不明 で ある 
が , 或いは 好 気 , 嫌気 と 云う 観点 か ら 更 に 追求 すべ きこ とこ 
と と 考え られ る 。 

飼育 虫 体 の 体内 glycogen 量 の 変化 は , 液体 培地 と 寒 
天 培 地 と で 減量 の 速度 に 差異 が あり , 前 者 が 1 週間 で 急 
速 に 減量 し , 後者 が 2 週間 を 要 し て いる と と は , 主 と し レ 
て 宣 動 量 の 差 に よる も の と 思わ れる 。 し か し レ 両 群 と も 4 
週 後 と は, 当初 の り :~ リ : 量 に 減量 し て いる 。 と これ は 宿主 
体内 に お ける ょ り も , 体外 飼育 の 方 が より 活 浴 な 運動 が 
行わ れ も て いる 結果 培地 か ら の 物質 摂取 は ご どく 少量 か , 或 
は 殆ど な い に も 拘ら ず , 運動 量 は 各種 の 刺 埋 が 増大 し て 
いる の で 体内 glycogen の 消費 が 著 明 と な る と 考え られ 
る 。 こ と れ は 組織 化学 的 結果 か ら も 裏付け され る 。 即 ち 当 
初 Parenchyma に 多量 に 存在 し た glycogen は 飼育 日 数 
の 経過 と 共に 菩 減 し , 4 週 後 に は Parenchyma の gly- 
cogen は 大 半 が 消失 し て いる 。 と れ は Smyth (1949) が 
Ligula intestinalis で , Winona ef al. (1956) が Gy- 
aecotyla adunca を 用 いて 得 た 結果 と 一 致し て いる 。 松 
下 ら (1957), Erasmus (1957a) ら は 条 虫 類 の Phospha- 
tase の 研究 か ら そ れ が 栄養 の 吸収 , 分 解 , 合成 に 関与 
し て いる と 考察 し , Read (1950), Erasmus (1957b) ら 
に よ ょ つて 条 虫 類 の Embden-Myerhof の 解 糖 径 路 が 指摘 
され て いる が , と これ ら の と と か ら 飼 育 虫 体 の 解 糖 径 路 に 
つい て の 究明 は 更に 今後 に 残さ れ た 問題 で ある 。 


要 約 


マン ン 烈 頭 条 虫 の Plerocercoid を vztro で 
し た 結果 , 次 の こと を 明か に し 得 た 。 

1. 塩類 溶液 内 の 生存 率 は 0.9 食 塩水 が 最も 良い 成 
績 を 示し , Tyrode 液 , Ringer 液 , 0.82 食 塩水 の 間 に 
は 差 が な く , Locke 液 が 之 に 次 ぎ , 0.65 食 塩水 内 で は 
最も 低 か つ た 。 

2.。 飼育 温度 と し て は 0°C か ら 387°C の 範囲 内 で は , 10 
へ ~20°C が 最良 の 結果 を 示し た 。 

8. 飼育 液 は , 血清 , 脱 繊 血 血 glucopolytamin 
を 用 い , それ ら の うち 血清 が 最も 良く , 10C に お いて 最 
長 65 日 の 結果 を 得 た 。 つ いで gp が 良好 な 成績 を 示し た 。 

4. 飼育 液 と 1 寒天 を 加え た 寒天 培地 内 で は 液体 培 
地 に 較べ 生存 期間 や ゃ 短い が , 虫 体 は 宿主 体内 と 同様 な 
行動 を 示 し, 良好 な 結果 を 得 た 。 

5.。 飼育 日 数 87, 40, 50, 60, 65 日 の 虫 体 を 終 宿主 
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( 犬 )〉 に 経口 投与 し た 結果 , 感染 成立 し , それ ぞ れ 成 矢 
虫 を 得 た 。 即ち 体外 飼育 で 最長 65 日 間 感 染 能 力 を 保持 護 
得 た 。 

6.。 体内 glycogen 量 は 飼育 開始 と 共に し , 
週間 後に は 当初 の 約 り :~ リ り : 量 と な つた 。 

7。 組織 化学 的 に は , Parenchyma に 多量 に 存在 し 立 
Glycogen は 飼育 日 数 の 経過 と 共に た が , 筋 
内 の glycogen に は 変化 が み ら れ な か つた 。 


稿 を 終る に 臨み , 御 指導 御 校 関 を 賜 わ つ た 昭和 医 衝 
大 学 医 動 物 学 教 和雄 教授 に 深く 感謝 いた し ます . 
た 御 協力 を 糞 い た 同 教室 杉浦 健一 氏 に 感謝 いた し ます 。 
な 3 生物 教室 井 君 の 御 助力 に 御礼 申し 上 げ 

本 論 要旨 昭和 34 年 4 月 第 28 回 日 本 寄生 
会 総会 に 於 いて 発表 し た . 
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Summary 


Plerocercoid larvae of Diphyllcbothrium mansont 
were cultured in various kinds of media in vitro. 

The results obtained were as follows : 

(1) These larvae were cultivated in various 
kinds of saline solutions : 0.9 per cent NaCl solution, 
Tyrode’s solution, Ringer’s solution, 0.8 per cent 
NaCl solution, Locke’s solution, and 0.65 per cent 
NaCl solution. The worms in 0.9 per cent NaCl 
solution survived longer than those in any other kinds 
of saline solutions. Tyrode’s solution, Ringer’s 
solution and 0.8 per cent NaCl solution did not 
differ in their ability to maintain worm survival. 
The worms in Locke’s solution remained alive 
shorter than did in all the solutions described above, 
with the exception of 0.65 per cent NaCl solution. 

(2) The temperature was meintained between 
0°C and 37°C. The temperature from 10°C to 
20°C was suitable for their survival 7 vitro. 

(3) When culture media containing serum, 
defibrinous blood, blood plasma or glucopolytamin 
were used, serum was superior to defibrinous blood, 
to blood plasma and to glucopolytamin. At a 
temperature of 10°C, the larvae cultured in medium 
containg serum lived as long as 65 days, end thosc 


Expléanation of photographs 
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in glucopolytamin survived as long as 50 days. 

(4) Wormscultivated in 1 per cent agar medium 
survived slightly shorter than those in liquid culture. 
In this case, however, the behaviour of the parasite 
approximated their behaviour mm vwo, so it was 
considered that this 7n vifro system was one of the 
suitable condition for their survival. 

(5) After durations of 37, 40, 50, 60 and 65 
days from the beginning of culture tn vitro, the 
plerocercoids were infected dogs by the oral adminis- 
tration. These worms were capable of bringing 
about the normal development and of reaching their 
adult form as usual. From this fact, it was further 
considered that worms still possessed the ability to 
grow in their hosts even after a duration of 65 days 
mn vitro. 

(6) Glycogen content of worms cultured in vitro 
gradually decreased and attained a level of about 
1/4 to 1/5 as compared to the initial level after 4 
weeks of cultivation. 

(7) Histochemical examinations revealed that 
great quantities of glycogen in parenchyma region of 
worms gradually decreased, the quantity being pro- 
portional to the duration of cultivation. Glycogen 
content in muscle region, however, did not decreased. 


Transverse sections of an non-cultured plerccercoid showing quantities of glycogen 


localized mainly in the parenchyma region. PAS staining x400 


The same as photo. 1. x800 


3-4. Cultured in serum for 2 weeks. photo. 3 : X200, photo. 4 : x400 
5-6. Cultured in serum for 4 weeks. photo. 5 : x400, photo. 6 : x800 


Cultured in saline solution for 4 weeks. photo. 7 : 


x400, photo. 8 : x800 
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自律 神経 平衡 状態 より 見 た 釣 虫 症 の 解析 に つい て ⑫②) 


国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 
(昭和 34 年 3 月 8 日 受領 ) 


まえ が き 


前 報 に 引続き Wenger 沖 中 氏 法 に 依り 因子 分 析 を 行 
っ て , 自律 神経 平衡 状態 より 釣 虫 症 の 臨床 的 解析 を 試み 
た 。 今回 の 調査 は 夏季 及び 冬季 集団 検診 時 に と これ を 行 つ 
た 。 調査 項目 及び 調査 方 法 は 第 一 報 と 全く 同様 で ある が 
季節 が 異 る の が 特徴 で ある 。 


調査 材料 及び 調査 条件 


東京 都 南 多 摩 郡 町 田 市 忠生 部 落 住民 男女 の 20~70 歳 の 
者 を 測定 対象 と し た 。 釣 虫 (て アメ リカ 釣 虫 ) 単独 寄生 者 
及び 対照 と し て 非 感 染 者 健康 男女 を 調査 対象 と し , 自律 
神経 平衡 異常 を 考 へ られ る 合併 症 , 感 置 , 高血圧 , 胃腸 
快 害 其他 を 有する 者 を 除外 し た 。 夏 季 調 査 は 昭和 32 年 8 
月 29 日 ~9 月 3 日 で , 午前 10 時 ~12 時 及び 18 時 へ 16 時 
室温 は 21'C~29"C, 対象 は Carrier 88 名 の み に つ い 
て 行 つ た 。 冬季 集団 は 昭和 33 年 1 月 20 日 ~23 日 に 調査 
し , 測定 時 間 は 前 回 同様 で , 密 温 は 11'C~20°C, 測定 対 
人 象 は Carrier 27 名 , Control 89 名 で 上 記 同 一 地区 住民 に 
つい て 行っ た 。 

血色 素 量 測定 , 自覚 症状 問診 , 駆虫 及び 排出 され た 虫 

HIsAKO KUBOTA : Clinical analysis of hookworm 

disease regarding the balance of autonomic nervous 


system (2) (Department of Parasitology, National 
Institute of Health, Tokyo) 


種 , 虫 数 の 鑑別 等 第 一 報 と 全く 同一 方 法 に 依り 行っ つた 。 


冬季 集団 検診 群 


1. 臨床 検査 成績 一 覧 表 

第 1 表 は 冬季 集団 を 構成 する Control, Carrier の 性 別 
年 齢 別 及び 血色 素 量 の 分 布 表 で ある 。 こ と の 様 な 集団 に つ 
いて 検診 を 行 つ た 。 こ と この 人 人 達 の 自覚 症状 出現 率 (実数 ) 
は 第 2 表 に 示し た 。 

2.。 因子 分 析 の た め の 整 理 成績 

各 機 能 検査 の 測定 値 は 次 の 様 に 補正 し 規格 化し た 。 即 
ち 最 大 血圧 , 最小 血圧 , 心 盾 間隔 は 夫々 年 齢 補正 を 必要 
と し た の で , 各々 の 回 帰 方 程 不 に より 補正 を 行 つ た 。 手 
堂 及 び 前 腕 皮 膚 電気 抵抗 値 , 及び 最大 血圧 の 測定 値 の 分 
布 は 対数 で 正規 型 分 布 を する と こと を 確 め た の で , と れ 等 
各 測 定 値 の 対数 を と つて 整理 し た 。 規格 化 後 , 各 測 定 値 
の 相互 間 の 相関 係数 を 求め , これ より 相関 行列 第 3 表 を 
得 た 。 とれ を 前 回 同様 に 重心 解 に より 因子 分 析 を 行っ 
た 。 第 4 表 は 以上 に ょ り 得 た 8g-Weight 及び Fi, Fz, Fs 
で ある 。 

838. 個人 因子 得点 と 症状 を 支配 する 諸 要 因 と の 関係 

上 記 の 方 法 で 得 ら れ た 個人 因子 得点 の 分 布 ヒ スト グラ 

ム を 作 つ て 見 る と , 第 1 図 の 如く で あつ た 。 Control, 
Carrier 別に 総数 及 $ に つい て 図示 し た 。 集 団 全体 と 
し て , 副交感 側 へ の 偏り が 見 られ た 。 


第 1 表 冬季 集団 舌 成 を な す Control, Carrier の 年 齢 及び 血色 素 量 に 関す る 人 数 


Carrier Control 


$ 


Control 


Carrier 


血色 素 量 


$ 
—12 g/dl 4 
12—13 gl/el 
13—14gldl "34 
14—15 g/dl 
15 g/dl— 3 


| 
| | 
] 
19 一 30 4 15 4 5 24 
31 一 40 5 4 4 
41 一 50 5 14 1 
51 一 60 虐 2 3 9 9 1 11 1 A 
61 一 70 4 1 6 0 6 1 
( 39 ) 
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第 2 表 冬季 集団 に 於 け る 自覚 症状 出現 率 


自覚 腹 及 痛 味 え 邪 
+ 24 22 33 22. 5 39 29 15 
8 65 5.68 "4 89 199 67 56 67 69 84 50 60 74 
第 3 表 測定 値 相 互 間 の 相関 係数 第 4 表 Fi: 及び 8B-Weight 
1 2 3 4 5 6 F; 8B- Weight 
( 手 0.019 0.020 —0.132 —0.046 0.092 0.184 0.23 
2 —0_ 179 2 
(前 腕 ) 0.111 0.078 0.435 0.178 (前 腕 ) —0.45 
3 3 
( 下 混 ) 0.201 0.109 0.444 ( —0.076 —0.29 
4 
(最大 血圧 ) 0.638 —0.344 (最大 血圧 ) —0,679 
5 a 9 5 
(最小 血圧 ) (最小 ) 0:852 一 1.11 
$ 6 
( 必 提 
30 | 感染 虫 数 と 個人 因子 得点 と の 関係 は 第 2 図 の 如く で あぁ 
る 。 冬季 集団 は 第 1 表 の よう に , 釣 虫 感染 者 (て アメ リカ 
a 負 虫 ) 27 名 , Control 89 名 か ら 成り , 個人 排出 虫 数 は 
a 100 令 以内 で あつ た 。 と の 感染 虫 数 と 因子 得点 と の 相関 
は 認め られ な か つた 。 
血色 素 量 と 個人 因子 得点 も 第 3 図 の 如く 相関 が 見 られ 
| な か つた 。Control, Carrier 及び 8 別に 検討 し て 見 て 
20 
. V 
10 
© 
003 1:0.1.5 20 2:5 30 
第 1 図 個人 因子 得点 ヒス ト グ ダラム (1958. 1 月 ) 
Control 1 10 2 i100 200 
上 段 一 総数 , 中 段 一 8, 下段 一 * 
g 三 士 1.0217 総数 116 例 第 2 図 個人 因子 得点 と 虫 数 (1958.1 月 ) 
x= 0.7822 Carrier 27 例 © Control x Carrier 


( 40 ) 


何 
2 
図 
E 
| 


昭和 34 年 10 月 (1959)〕 


V 
.0 
3 
2.0 
1.0 
10 13 15 16 w 


第 3 図 個人 因子 得点 と 血色 素 量 (1958.1 月 ) 


Carrier x Contlro 
100 27 p< 0.05 | 
50 1 
% 2 1 
160 
26 18 
0 
6 8 
% 1 1 


0.5 1.0 vV 0.5 1.0 \V 


第 4 図 因子 得点 と 自覚 症状 1 (1958.1 月 ) 
3 群 の 数 字 は 例 数 を 示す ・ 一 ・ Control の 傾向 


何れ も 血色 素 量 と は 相関 が 認め られ な か つた 。 

4. 個人 因子 得点 と 自覚 症状 に つい て は 第 4, 5, 6 
図 に 図示 する 如き 結果 で あつ た 。 

表 腹 部 痛 : 交感 優越 群 で の 症状 出現 素 は 18.2% で あつ 


(41) 


100 
23 
50 
10 
% 
19 
1 
% 
100 が い 22 31 
23 16 21 
50 
a 8 11 
4 2 
% 
<o, 
18 23 
19 
50 14 
6 10 
6 
3 


S 0.5 1.0 ST os5 1.0 \V 
第 5 図 因子 得点 と 自覚 症状 2 


3 22 32 
% 2 1 1 

50 
% 3 2 2 1 


S 0.5 1.0 V 0.5 \V 
第 6 図 因子 得点 と 自覚 状 3 


た が , 副交感 側 へ 菩 次 増加 の 傾向 を 示し , 平均 値 を 含 書 
中 央 の 因子 得点 群 で は 29.2%, 副交感 優越 群 で は 834.4% 
の 出現 率 を 見 た 。 検定 に 依 i り P < く 0.05 で 副交感 優越 に 出 
現し 易い 症状 で ある と と が 証明 され た 。 

: 交感 例 の 出現 が 一 見 し て 感 り 高 く , 
交感 側 の 症状 出現 が 12.1 2%, 副交感 側 で 8.1 を 示し レ 
た 。 検定 の 結果 は P く 0.2 で 有意 で な い が , 交感 優越 の 
に 出現 し 易い 症状 の 様 に 思わ れる 。 

液 が 多い : 交感 側 の 出現 12.12 で ある が , 
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側 で は 83.1% が 出現 し た 。 検定 に より P< く 0.2 で 有意 で 以下 の 検査 成績 は , 昭和 832 年 8 月 29 日 より 9 月 3 日 記 
な い が , 交感 側 に 出現 容易 な 症状 の 様 に 思わ れる 。 の 期間 , 前 報 の 如く 都 下 南 多摩 郡 町 田 市 忠生 部 落 の 住民 


息切れ : 交感 優越 側 の 症状 出現 率 は 12.1%, 副交感 優 男女 88 名 (アメ リカ 多 虫 感染 者 の み を 含む 〉 に つい て で て 行 
越 本 で は 25 2 の 出現 が あつ た 。 検定 の 結果 >0.1 で 有 つた 調査 と ょ る 。 検診 時 の 室温 21C~29°C。 第 5 表 は 夏 
意 と は 言い きれ な い が , 副交感 優越 の 共に 出現 し 易い 症 季 集 団 を 構成 する Carrier の 年 齢 別人 員 及 び 性 別 と , そ 


状 で ある と 思わ れる 。 の 血色 素 量 を 示し , 第 6 表 は 各自 覚 症状 を 分 類 し , それ 
上 記 症 状 の 他 に , 個人 因子 得点 が 交感 側 に 偏り を 示し ら の 出現 率 の 有無 に より 表示 し て ある 。 

た に 出現 度 の 多い 症状 は , 動 口 , 風邪 引 2.。 因子 分 析 の た め の 実 験 成績 

き 易 い , 億 怠 , 肩 疾 等 で て あつ た 。 と れ 等 は 何れ も 有意 差 各 機 能 検 査 の 中 , 最大 血圧 , 手掌 及び 前 腕 直 流 皮 膚 電 


は 認め られ な か つた 。 一方, 副交感 優越 群 に 発現 類 度 の 気 抵抗 の 各 項 目 は , 他 の 集団 調査 に お ける 如く 測定 値 の 
多い 症状 で 有意 性 が 認め られ な か つた も の は , 便秘 , 発 分 布 は 対数 で 正規 型 分 布 を な し た か ら , 前 記 各 項目 の 害 


汗 で あつ た 。 定 値 の 対数 を 用 いた 。 そ を し て 各 機 能 検 査 測定 値 の 年 齢 , 

小 括 (冬季 集団 ) 温度 , 時 間 に つい て の 補正 を 行 つ た 。 年 齢 補正 に 関し 

感染 虫 数 と 個人 因子 得点 と は 相関 が 認め らち られ な か て , 最大 血 庄 , 最小 血圧 が 補正 を 必要 と し , 時 間 及 び 温 

。 感 染 濃 度 は , 秋季 検診 時 と 同じ く Carrier は 何れ 度 に つい て は 各 殴 目 は 何れ も 補正 を 必要 と し な か つた 。 

も NNR oR 第 7 表 は 各 機 能 検査 の 測定 値 の 補正 , 規格 化し た 後 の 條 
2) 血色 素 量 と 個人 因子 得点 も 相関 が 認め られ な か つ 第 7 表 測定 値 相互 間 の 相関 係数 


。 Control, Carrier $9 別に 観察 し て , 検討 し た が 相 

関 * 認 め ら れ な か つた 。 
3) 神 経 衡 状態 と 自覚 症状 に つい て は , 上 腹部 —0.016 _0.050 —0.196 —0.041 0.173 
痛 及び 腹痛 が P く 0.05, が P<0.1 で , 副交感 優 2 —0.193 0.011 0.016 0.056 
の 群 に 出現 し 易い 症状 で ある と と が 証明 され た 。 腕 
( 下 温 ) 


2 3 o 5 6 


0.156 0.093 —0.250 


4 
で ある 様 に 思わ れる 。 最大 血圧 ) 0.052 —0.214 
夏季 集団 検診 —0.280 
1. 臨床 検査 成績 ( 心 振 間 隔 ) 
第 5 表 夏季 集団 の 年 齢 及び 血色 素 に 関す る 人 数 量 に つい て の , 相互 間 の 相関 係数 の 相関 行列 を 示し た 。 と 
F れ を 重心 解 に より 因子 分 析 を 行っ つて 因子 負荷 を 得 , その 
血色 素 量 1 因子 を 自律 神経 因子 と し て 用 いて , 以後 順次 に 計算 
15 gldl 8 9 , て gB-Weight を 得 た (第 8 表 )。 
a i 3. 個人 因子 得点 と 症状 を 支配 する 諸 要 因 と の 関係 
i ” 13—14 gldl 8 13 個人 因子 得点 分 布 ヒ スト グラ ム : と の 集団 が Carrier 
ra ee 10 10 の み の 構 成 ど ある が 検定 し て 正規 型 と 考え うる 。 集団 例 
隊 に ei 体 と し て 交感 側 へ の 偏り が 見 られ た (第 7 図 )。 
6 表 夏季 集団 の 自覚 出現 
呼吸 全身 及び 新 代 
部 腹 一 下 便 流 動 頭 肩 せ か 易 
現 味 中 い 


2 ま 5 23 21 19 9 9 
80 87 83 65 67 76 67 69 79 79 


( 42 ) 
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第 8 表 Fi, Fz, Fs 及び 8B-Weight 


F; Fs; B- Weight 
0-100 0.737 0.789 0.606 
) 0:216 0.227 6.011 0.664 
0:326  —0.171 —0.322 0.465 


§ 

2 

S -3.5 \V 
第 7 図 個人 因子 得点 ヒス え スト グ ダグ ダラム (1957.8 月 ) 


88 例 g 三 士 1.0895 x ニー0.5556 
上 段 一 総数 。 中 段 一 8, 下段 一 * 


悪 染 漠 度 と 個人 因子 得点 : 第 8 図 と の 関係 は , 前 報 の 
秋季 集団 及び 前 述 の 冬季 集団 と 同様 に , 相関 関係 は 認め 
られ な か つた 。 夏季 集団 総数 及び 8, 別に 検討 し て 何 
れる も 相関 が 認め ちら れ な か つた 。 
血色 素 量 と 個人 因子 得点 と の 関係 : 集団 総数 と お いて 
P<0.05 で 逆 相 関 を 認め た (第 9 図 )。 

4.。 個人 因子 得点 と 自覚 症状 に つい て 
第 10, 11 図 に 図示 する 如き 結果 を 得 た 。 前 報 の 如く , 
図 の 縦 軸 に 症状 出現 率 を で 表し , 横 軸 に 因子 得点 を 示 
し て , 個人 因子 得点 か ら 全 例 を 3 群 (交感 側 , 中 央 群 , 
副交感 側 ) に 分 け て 症状 出現 の 有無 を 示し , 別に 症例 を 


( 43 ) 
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第 8 図 個人 因子 得点 と EPG(1957.3 月 ) 
A::® 
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第 9 図 個人 因子 得点 と 血色 素 量 (1957.8 月 ) 
48 


数 字 で 記入 し た 。 

胃 腹 部 痛 : 上 腹部 痛 及 び 腹 痛 一 般 を 一 括 し て 胃 腹 部 
と し て 示し た 。 胃 腹部 痛 の 症状 出現 率 は 交感 側 よ ょ り 副 交 
感 側 へ 増加 を 示し , 検定 の 結果 , P く 0.01 で 副交感 優越 
に 出現 し 易い 症状 で ある と と が 認め られ た 。 

: 交感 側 の 症状 出現 は 2822, 副交感 側 に 因子 得 
点 が 偏る と 13.5% の 出現 に 減少 し て いる 。 検定 に より , 
P <0.2 で 有意 で は な い が , 交感 側 に 出現 し 易い 症状 の 
様 に 思わ れる 。 

肩 : 交感 優越 群 で は 17.52%% の 症状 出現 が ある が , 
交感 側 に 傾く と に つれ て 出現 は 蘭 減 し て 副交感 優越 に 7 %% 
の 出現 率 と な つて いる 。 検定 に 作り P< く <0.2 で 有意 で な 
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第 10 図 因子 得点 と 自覚 症状 1 (1957.8 月 ) 


3 群 の 数 字 は 例 数 を 示す 
28 
100 27 | 
50 
1 1 
者 - ロロ 
10 T dh 25 24 24 25 
5 5 5 6 
S V 


-1.5 6.5 \V 
第 11 図 因子 得点 と 自覚 症状 2 (1957.8 月 ) 
い が 交 感 側 に 出現 し 易い 症状 で ある 様 に 思わ れる 。 
交感 側 , 又は 副交感 側 へ の 出現 に 有意 性 の 認め られ な 
か つた 症状 は , 交感 側 に 出現 類 度 の 多 か つ た も の と し 
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て , 動 , 息切れ , 口 , せつ か ち 等 あり , 副交感 
に 出現 が 多 か つ た 症状 は , 便秘 , , , 下痢 , 失 
神 , 熱中 し 易い , 去 りつ ぽい , 等 で あつ な た 。 
小 括 (夏季 集団 ) 
1) 感染 濃度 と 個人 因子 得点 は 相関 が 認め られ な か っ 


2 血色 素 量 と 個人 因子 得点 に つい て は , 総数 と におい 
て P < く 0.05 で 逆 相 関 を 認め た 。 

8) 自律 神経 平衡 状態 と 自覚 症状 に つい て は , 胃 部 腹 
部 痛 は P く 0.01 で 副交感 優越 に 際 し て 出現 し 易い 症状 と 
し て 有意 性 が 認め られ た 。 び 肩 は P く 0.2 で 交 
感 優越 に 際 し て 出現 容易 な 症状 で ある 様 に 思わ れる 。 


名 季 集 団 の Control 群 , Carrier 群 に 
於 ける 症状 出現 率 


冬季 集団 内 の Control 群 , Carrier つい て 自覚 
状 の 出現 率 を 比較 し て 見 る と , 感 置 , 失神 , 肢 晶 , 嘩 訪 
が 多い , 位 宮 , 舌苔 の 各 症 状 は , Carrier 群 に 多く 見 ら 
れ た 。 

前 報 の 秋季 集団 及び 冬季 集団 の Carrier 群 (7 名) の 
自覚 症状 出現 と 自律 神経 平衡 状態 と の 関係 を 集計 総括 す 
る と Control 群 の 傾向 と 大 体 似 て いる (第 9 表 )。 と の 


第 9 表 Carrier に 於 ける 症状 と 因子 得点 


( 例 数 合計 47 例 ) 

で の 結果 rr 

動 5.20 > 3 的 


判定 は 何れ も ゃ 有意 で な い (Xx? テス ト ) 


中 , 肩 は 反対 の 結果 が 出 た 。 し か し 何れ も 検定 
で 有意 差 が ある と いえ な い 変 化 で ある 。 消極 的 で ある 
が , Control で 認め られ た 結果 を その まま Carrier で 認 
め て も よい よう に 思わ れる 。 
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第 10 表 各 季 集団 の 血清 氏 量 ,Ca 量 及び 個人 因子 得点 


秋季 
Kmg% Camg 個人 因子 得点 平均 値 及び 範囲 (6 例 ) 
交感 神経 優越 側 ww 9.95 ー0.84 (一 1.28~ 一 0.13) 
副交感 神経 優越 側 17.8 9.94 十 0.74 ( 十 0.14~ 十 1.68) 
冬季 
Kmg% Camg% 個人 因子 得点 平均 値 及 び 範 囲 (12 例 ) 
交感 神経 優越 側 18.3 10.35 十 0.04 (一 0.57~ 十 0.68) 
副交感 神経 優越 側 19.5 9.43 十 2.11 ( 寺 0.97~ 二 2.74) 


秋季 及び 人 冬季 集団 に 於 ける 血 注 K 量 , Ca 
と 因子 得点 に つい て 


秋季 集団 及 び 冬季 集団 に つい て , 無 作為 抽出 法 に 依 
り 若 干 名 の 血清 選 量 及び Ca 量 の 測定 を 行 つ た 。 前 報 
の 如く , 日 立 光電 比 色 計 EP 0 一 8 型 を 使用 し , Ca は 
Phosphate 法 ( , は Cobaltinitrite 法 ( 
藤 , 1952) に 依り 定量 し た 。 少 数 例 の た め Carrier に 関 
し て は 決定 的 な 結果 は 得 ら れ な か つた 。 集団 的 に 見 て 冬 
季 集 団 に お いて は 秋季 に 比 し て 血清 下 量 は 高 濃 度 を 示し レ 
た (第 10 表 )。 日 本 人 血液 成分 の 季節 的 変動 に つい て 従 
来 の 文献 で は 夏季 に 比 し 冬季 に 血清 直 量 の 増加 が 認め ら 
れる が (原島 ,1956 ), 秋季 と 冬季 の Ca, 下 量 を 集団 別に 検 
定 し て 見 て , 有意 差 は 認め られ な か つた 。 自律 神経 平 箕 
状態 か ら , 秋季 集団 は 集団 的 に 交感 副交感 何れ へ も 偏り 
を 示さ な か つた が , 秋季 集団 内 の Ca, 下 量 は 個人 因子 
得点 と の 相関 が 認め られ な か つた 。 冬季 集団 内 で の 血清 
K 量 は 交感 側 に 減少 の 傾向 が 見 られ た が , 検定 し て 見 て 
相関 は 認め られ な か つた 。 


考 接 


私 の 検査 対象 は 都 下 一 農村 内 の 住民 な の で , 地域 的 差 
暴 , 生活 水準 , 農耕 方 法 と 対象 等 は すべ て 同一 と 考え て 
よい 。 又 検 査 対 象 抽出 方 法 は , 秋季 集団 と 冬季 集団 は 無 
作為 抽出 と 考え て よい が , 夏季 集団 は 釣 虫 感染 者 だ け の 
集団 で あつ た 。 し か し 秋季 及び 冬季 集団 の 結果 が 示す 
ょ うに 軽 感染 者 が 主 で ある 私 達 の 対象 で は , 釣 虫 感染 が 
直ちに 自律 神経 平衡 を 連続 的 に 左右 する と いう 証拠 は な 
く , 因子 得点 に 関し て は 全く 非 感 染 者 集団 に 溶け こん で 
お り 差 が な いと と が 分 つた の で , 夏季 集団 も 因子 分 析 に 
関し て は 無 作 為 抽出 と 考え て よい で あろ 5 う 。 実際 に 因子 
得点 條 布 は , 秋季 , 冬季 , 夏季 共に 正規 型 と 考え られ る 


盆 布 を 示し た 。 そ と で こと の 成績 を 線 合 し て 論 及 し て みよ 

1) 個人 因子 得点 布 は 秋季 冬季 正規 型 ご, 
季 集 団 の 平均 値 は 略 中 央 値 を 示し , 冬季 集団 は 副交感 側 
に , 夏季 集団 は 交感 側 に 少し づれ て いる 。 と これ は 自律 神 
経 平衡 の 生理 的 移動 を 表す も の で あら う 。 秋 , 冬 の 集団 
で 釣 虫 感染 者 と し て の 特徴 は 認め られ な か つた 。 

2) 者 の 個人 因子 得点 と 感染 濃度 と の 関係 
は , 秋季 , 冬季 , 夏季 を 通し て 相関 を 求め 得 ら れ な か つ 
た 。 石崎 ら (1955) の 報告 で は , 消化 器 症 状 は 感染 虫 数 
と 正 相関 が あり , と の と と か ら 一 交感 神経 優越 状態 の 存 ・ 
在 が 予想 され る が , 私 の 結果 は これ を 否定 し た 。 と これ は 
一 時 的 副交感 神経 刺 載 状態 の 発現 と , 恒久 的 な 平衡 と は 
別 で あっ て, 軽 に あつ て は 恒久 的 に 平 左右 す 
る まで に 到 ら な いこ と と を 示す も の で あろ 5 う 。 勿 論 前 者 の 
発現 に つい て は 後述 する 

3) 個人 因子 得点 と 血色 素 量 と の 関係 は , 秋季 集団 用 
び 冬 季 集 団 共 に 相関 が な か つた が , 釣 虫 感染 者 の み を 対 
人 象 と し た 夏季 集団 に お いて は 逆 相 関 が 認 め ら れ た 。 即ち 
香 面 側 の 人 で は 副交感 優越 が 多 か つ た 。 と れ は 秋季 , 条 
季 集 団 の 大 部 分 で ある 非 感染 者 は 自身 他 の 原因 で 筆 血 を 
起 し て も それ は 自律 神経 平衡 と は 無関係 ご ある の に , 鋼 
虫 感染 者 ご は 相関 が ある と と を 示す も の で , と の 結果 を 
採用 する こと を 許せ ば 次 の 推論 が 可能 で あろ う 。 

虫 感染 で を 起 し た 人 , 即ち 釣 虫 と 人 体 の 防衛 反 
応 の パラ ンス の や ぶれ た 人 で は 一 交感 神経 優越 に なり 易 

れ は 虫 数 と は 関係 が な い の で , 恐らく 釣 虫 に 対す 
る 人 体 の 防衛 反応 の 相対 的 大 小 と よる も の で あろ 3 う 。 

4) 個人 因子 得点 と 症状 出現 素 の 関係 は , 鍋 虫 非 感 染 
者 CControl 群 ) と 釣 虫 感染 者 の 間 に 大 き な 差 異 は な く 
略 同 傾向 で あり , 症状 発現 と 自律 神経 手 衡 と の 間 に 密 
接 な 関係 を 予想 出来 る 。 そ し て 釣 虫 症 に 出 易い 症状 の 大 
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部 分 が 副交感 側 優越 に 出 易い 症状 で ある と こと を 考え 合 
せ , 叉 前 項 の よう に 夏季 群 の 成績 ご 委 血 群 が 副交感 神経 
優越 だ と する と , 多 虫 症 の 症状 を 自律 神経 平衡 に 結び つ 
け て 考え て も よさ そう で ある 。 更 に 釣 虫 症 に 出 易 い 症状 
(石崎 ちら, 1959) の 大 部 分 は 副交感 神経 優越 に 出 易く , 
前 項 の ょ うに 釣 虫 各 血 を 起 し た 人 で は 因子 得点 が 副交感 
側 優越 で ある と する と , 釣 虫 症状 は 釣 虫 寄生 に 対す る 人 
体 防 衛 反 応 の 結果 起 つ た 一 時 的 或 は 連続 的 の 自律 神経 異 
常 (副交感 側 優越 ) に 基く も の で ある と 結論 づけ られ ょ よ 

5) 自律 神経 平衡 と 関係 あり と 考え られ る 血清 Ca 及 
び 下 定量 で は 相関 は 認め られ な か つた 。 


結 


Wenger 沖 中 氏 法 に 依り , 夏季 , 秋季 (195) 及び 冬 
季 (1958) に 釣 虫 感染 者 (て アメ リカ 釣 虫 ) の み の 集 団 及 
び 釣 虫 感 染 者 を 合集 団 に つい て 因子 分 析 を 行 つ て 次 の 
結果 が 得 ら れ た 。 

1) 秋季 集団 (感染 率 及び 冬季 集団 (感染 
23.322) の 両 集団 に 就 い て , 自覚 症状 の 検討 を 行 つ た 
果 , 腹部 症状 . 殊 に 上 腹部 , 腹痛 は 副交感 神経 優越 に 
相関 あり , 秋季 集団 で は P く 0.025 へ ~0.01 で , 冬季 集団 
で は P< く 0.05 で 同じ く 胃痛 及 び 星 痛 が 副交感 神経 優越 に 
有意 を 認め た 。 と れ 等 の 症状 が 釣 虫 症 に 出 易 い 症 状 で あ 
る と と か ら , 多 虫 症状 の 解析 に あたり 自律 神経 支配 と の 
関 購 か ら , 副交感 神経 優越 が 想像 され た 。 を し て と れ を 
釣 虫 感染 者 の み を 含む 集団 に つい て , 夏季 集団 検診 に こよ 
り 確 め た 所 , 上 腹部 痛 及 び 腹 痛 は PP く 0.01 で 副交感 神経 
優越 に 有意 が 認め られ た 。 以 上 の と と か ら , 釣 虫 症 の 消 
化 器 症状 は 副交感 神経 優 起 に と にょ よる も の で は な いか と 思わ 
。 

な お 有意 性 は 証明 出来 な い が , 明らか に 交感 又は 副 交 
感 側 の 一 方 に 多く 出現 し た 症状 を 上 記 3 回 の 集団 検診 を 
通し て 選び 出す と , 副交感 側 で は 息切れ , 汗 か き , 肩 
で あり , 交感 側 で は 嘩 液 が 多い , 肩 
で ある 。 又 , 肩 妊 は 両方 に 見 られ た 。 

2) 因子 得点 と 血色 素 量 と の 関係 は , 非 感 染 者 を 8022 
前 後 含ん だ 釣 虫 感染 者 の 集団 で ある 秋季 及び 冬季 集団 は 
何れ も 相関 は 認め らち ら れず, と れ 等 を 男女 別に 検討 し て も 
相関 は 見 られ な か つた 。 釣 虫 感染 者 の み を 含む 夏季 集団 
の 場合 は 総数 に つい て P <0.05 で 逆 相 関 が 見 られ た 。 各 
血 側 に 副交感 優越 が 観 人 さ れ た 。 

3) 個人 因子 得点 と 感染 虫 数 (又は 感染 濃度 〉 と は 何 
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れ の 集団 に お いて も 相関 は 認め られ な か つた 。 
4) 無 作為 抽出 に 依る 若干 例 の 秋季 及び 冬季 集団 の 癌 
清志 量 , Ca 量 は 個人 因子 得点 と 相関 が 認め られ な か っ 


{~o 


5) 釣 虫 症状 の 大 部 分 は , 釣 虫 寄生 に 対す る 石崎 の 所 
講 人 体 防衛 反応 の 結果 で ある 副交感 神経 優越 に 基く も の 
で ある と 思わ れる 。 

終り に 校 つた 部長 小宮 義孝 博士 , 終始 御 指導 
並び に 御 校 を た 石崎 達 士 , 種々 御 援助 を 願 つ 
久 津 見 晴彦 先生 , 鈴木 了 司 先生 , 寄生 虫 部 諾 先生 方 た 厚 
《 感謝 致し ます . 

本 報告 の 要 堅 の 一 部 は 第 28 回 日 本 寄生 貝 学会 総会 に 
発表 し た . 
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Summary 


As reported in the previous paper, the factor 
analysis of autonomic nervous system by using 
Wenger’s method was carried out more two groups 
in the same district , one of them was composed of 
88 hookworm carriers (Necator americanus) and its 
survey was held in August of 1957, the other was 
composed of 27 same carriers and 89 of non infected 
persons and its survey in January of 1948. 

Conclusion was done combining with previous 
results. 

l. There were no differences between individual 
scores and hookworm numbers inhabited, or individual 
scores and hemoglobin content in blood in both of 
carrier group and non infected control group with 
regard to the surveies of October or January. But, 
in summer group which was composed only of car- 
riers, individual scores were nigatively correlatad to 
the hemoglobin contents in blood; i.e. parasympa- 
thicotonia was easily occured by anemic person. 

2. The mean values of individual scores of factor 
analysis in these three groups were slightly different 
in each : it was shifted to sympathetic side in sum- 
mer, and to parasympathetic side in winter, Hook- 
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worm carriers were distributed equally to control 
group, and no difference was observed. 

3. According to the analysis of signs and symptoms 
with regard to the individual score of factor, those 
of stomach or digestive tractus were easily occurred 
on the person of parasympathetic predominance. 
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This trend was just the same in both of carrier 
and non infected person, so that such hypothesis 
may be possible that hookworm carrier with anemia 
may have more symptoms than those without anemia, 
and those symptoms may be mainly related with pa- 
rasympathetic predominance. 


お 知 ら 
最近 小生 の と ころ え フ ラン ス の RR. Ph. Dollfus か ら 
手紙 で 日 本 の 寄生 虫 学者 で 同氏 と 別冊 を 交換 し た い 向 き 
に は 喜ん で 応ずる か ら と の 由 が あり まし た 。 同氏 の 住所 
は 下 の と お り で すか ら , 和 件 希 望 の 方 は 直接 申込 ん で 下さ 
い 。 予 研 寄生 虫 部 小 宮 義孝 
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57. Rue Cuvier, Paris-Vr. 
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御 知 ら もせ 
第 18 回 東日本 支部 大 会 ( 於 新潟 ) の 大 会 記事 (講演 
要覧 ) の 残部 が 学会 編集 係 に あり ます の で , 和 件 希望 の 方 
は 申出 下さ い 。 代金 は 送料 共 100 円 で す 。 


8 巻 3 号 (学会 記事 号 ) 正 誤 表 
p. 406 右 段 下 よ り 8 行 目 
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まえ が き 

Hewitt, et al.(1947), 及び Santiago-Stevenson, et al 
(1947) 以来 , diethylcarbamazine (Hetrazan, Supatonin) 
の 抗 糸状 虫 剤 と し て の 効力 に 関す る 報告 は 多く , その 人 
夫 糸 状 虫 症 に 対す る 治療 効果 は 極め て 高く 評価 され て い 
る 。 こ と の 薬剤 の 作用 で 特に 注目 され る の は , 抗 仔 虫 作用 
で , 他 の 抗 状 虫 剤 に 比 し , 治療 に ょ つて か に 末 
血 中 より 仔 虫 の 減少 > も し く は 消失 を 来 す の が 特徴 で あ 
る 。 こ と の 事 と 共に , さら に 興味 ある 現象 は , 本 剤 の 末 村 
の の 一 的 な 出 作用 で と の 現象 は 


の 昼間 診断 に 好 ん で 応用 され て きた 。 
ひる が えつ て , 仔 虫 i と 記す ) の 定期 出現 性 
機 作 に つい て は , 古く か ! の 研究 者 に より , いろ い 


ろ な 説明 が 求め られ て きた が , まだ 明確 な 解答 が 得 ら れ 
な い の が 現状 で ある 。diethylcarbamazine の mf 誘 出 作 
用 あぁ るい は 治療 に ょ る 速やか な 消失 効果 は , この 定期 出 
現 性 機 作 の 一 端 を 明らか に する 有力 な 手がかり と も 考え 
られ , 各種 研究 に 応用 され て いる 。 

Hawking, et al (1950) は Litomosozdes carini を 用 い 
Hetrazan の 作用 が Opsonin 様 の 効果 を mf に 与え る も 
の で あろ うぅ と の 成績 を 発表 し て いる 。 他 方 , 材 屋 ら (1958) 
は 人 糸 状 虫 症 で mf は Supatonin 含有 面 か ら の 本 能 的 輝 
埋 を 示す も の で あろ うと の 見 解 を 報告 し て いる の は 興味 

深い 事 で ある 。 犬 糸 状 虫 Dirofilaria immiztis は 患 犬 の 
入手 の 容易 さか ら ゃ も 実験 的 糸状 虫 症 の 研究 と し ば し ば 使 
用 され る が , すでに 大 石 ・ 久 米 (1954, 1958) の 詳細 な 


研究 と ょ よ つて も Supatonin の 誘 出 及び 消失 効果 は 明らか 


TosHlo NAKABAYASHI: On the increase or de- 
crease of microfilaria of dog filaria, Dirofilaria 
mmitis, by diethylcarbamazine (Depatrment of Para- 
sitology, Research Institute for Microbial Diseases, 


Osaka University) 


犬 虫 irofilaria immiztis の 対す る 
diethylcarbamazine の 誘 出 及 び 消 失 作 用 に つい て 


徴 生 物 病 研究 所 寄生 虫 原虫 学部 
(昭和 34 年 3 月 12 日 受領 ) 
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で ある 。 著 者 も また 犬 糸 状 虫 に つい 
ethyl-carbamyl-4-methylpiperazine citrate) 及び Hetra- 
zan ( 誕 ) ( 同 hydrochloride) の 作用 を 検討 する 機会 を 
号 た の で , これ ら 薬 剤 の それ ぞ れ 1 回 投与 後に と 及 ばす 未 
の mf の 変 動 , 及び 内 臓 肝臓 内 の mf 数 を 
検査 し , その 成績 を 報告 する 事 と し た 。 


実験 材料 及び 方 法 
供 試 : は No.1, 体重 7kg, , No.2, 
5.5 kg, No. 3 , 10 kg, 雄 , の 各 雑 種 成 犬 で , と これ 
ら は あら か じ め 末 醒 血 中 の mf 数 を 調べ , 研究 に 供し え 
る 事 を 確 め た も の で ある 。 同一 犬 は 薬剤 投 手 の 間隔 を 少 
く と も $10 日 以上 に し , 薬剤 の 影響 が 次 回 に 及ぶ 事 を 可 及 


的 る 事 と 
実験 施行 時 刻 : 犬 状 末 中 に 出現 
する が , : 明 ら か に 定期 性 を 示す 事 は よく 知ら れ て いる 


検査 の 結果 お よそ 午前 9 時 より 午後 0 時 頃 に 
値 を 示し , 深夜 に 最高 数 に 達する 様 で あつ た 。 
は 成績 の 統一 的 解 秋 と 比較 検討 に 誤り を 来 き ない 様 , 可 

及 的 同一 時 刻 に 施行 する 事 と し , mf 数 の 増加 期 の ほ ゞ 
中 間 で ある 午後 2 時 乃至 6 時 の 間 を 選ん だ 。 

薬剤 投与 : 薬剤 は kane, 及び Hetrazan 共 純 末 を 
使用 し , 経口 投与 の 場合 は 蒸溜 水 に , 皮下 注射 の 場合 は 
生理 的 食塩 水 に それ ぞ た 。 投与 後 10~20 
分 後に 吸 吐 を 来 す 事 が あり , 増量 に し た が い 皮 下 注 射 を 


mf : : 薬剤 投与 後 の 採血 は 初期 の 約 
と 5 以後 は 10~15 分 間隔 で 行い , 


スパ トニ = ニン は 共に クタ ェ ン 酸 塩 
で ある が , 本 実験 に 使用 し た へ トラ ザン は 塩酸 塩 の 
も の で あつ た 。 し た が つて , 本 交 中 の へ トラ ザン に 
関し て は 塩酸 塩 と 理解 され た い . 


本 研究 に は 文部 省 科研 費 の 補助 を 受け た 
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1 時 間 乃 至 2 時 間 観 察し た 。 採血 は 普通 両 耳 の 背面 を 
完全 に 脱毛 し , 注射 針 で 耳 菜 小 静脈 を 宰 刺 し , 自然 流出 
の 村 料 と し た 。 採取 は Sahli's hemometer 用 の ピ 
ペッ ト を 用 い , 直接 耳 茶 か ら 20cmm の 血液 を 吸 取 り , 
直ちに スラ イド グラ ス に 吹出 し て 厚 層 標本 と し た 。 標本 
は 自然 乾燥 後 , 蒸溜 水 で 再 燥 後 メタ ノー 固 
定 , ギ ふ ザ 染 色 を 行い , 人 金 視 野中 の mf 数 を 計算 し た 。 

Supatonin の 血 中 濃度 測定 : Supatinin 50mg/kg, 100 
mg/kg 皮下 注射 の 時 の み 投 与 直 後 か ら 適 当 な 時 間 舞 に 静 
脈 血 を 採取 し その 血 中 濃度 を 測定 し た 。 測定 法 は Lub- 
ran (1950) 及び 片 峰 (1955), 藤巻 (1955, 1956) の 報告 
を 参照 し 第 1 表 の 様 に し て diethylcarbamazine base を 
定量 し た 。 


実験 成績 


患 犬 の 単位 末 構 血 中 の mf 数 は 例え 同一 時 刻 を 選ん で 
ぁ , 日 に より 相当 の 違い が 生じ る も の の 様 で あつ た が , 

同一 日 の 観察 時 間 中 の 変動 は お お よそ 規則 的 な も ぁ も の と 思 
われ た 。 すなわち , 比較 的 少数 の 場合 で も , 急増 し た 
り ,。 また 逆 に 多数 の も の が OE る 様 な 事 は ほ と 
ん め , 実験 成績 の mf 数 は 
すべ て 薬剤 投与 前 の 値 を 100 と し ., 以後 の 数 を パー セン 
ト で 表現 し た 。 な お , 薬剤 投与 に 先立つ 数 日 の 間 に , 投 


第 1 表 血液 中 の diethylcarbamazine base 定量 法 
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ゞ 同じ 時 刻 を 選ん で mf 炒 の 算定 を 行い , て れ 


A. Supatonin (1-diethylcarbamyl-4-methylpiperazine 
citrate) 実験 

供 試 犬 No.i , 体重 7 kg, (1) 10mg/kg, 230mgl/ 
kg 各 経 口 投与 , C2) 10 mg/kg, 30 mg/kg 各 皮 下 注 射 , 
(C3) 50mg/kg 皮下 注射 , C4) う 100 mg/kg 皮下 注射 の 
各 成 績 を 図示 すれ ば 第 1 図 , (1 う (2) 及び 第 2 図 。 
(3 と な る 。 

各 実 験 例 共 対照 mf 2 は 常に 100 前 後 約 25% の 範囲 に 


300 


260 — 
— 


30 60 120 150 30 690 20 150 180 


第 1 図 Supatonin 投与 後 の mf 動 
(1) 10mg/kg, 20mg/kg 経 (2) 10mg/kg, 30mg/kg 皮 
投 下 注 


lml, 3.8 ク タク ェ ン 酸 ッ ター ダ 十 4 ml 液 供 試 血 液 
血 3 ml ml, 30 ml, ethylen-dichloride (E.D.C.) 
大 型 心 中 で 約 5 分 間 手 動 振 


, 5,000 r.p.m., 10 分 


底部 ) E.D.C. 無 色 明 , 固 型 層 を 
し て 注射 器 で 吸引 , 東洋 No. 4 で , 
3 ml, E.D.C. 層 液 1 ml, 0.05 〆, pH 7.0, 
B.T.B., 小 型 沈 管 中 で 約 3 分 間 手 動 振 


(中 部 ) 薄い 固 型 層 


沈 2,000 r.p.m. 5 分 


(上 部 ) 混濁 血清 選 
( ) 


(下層 ) E.D.C. 液 ( 黄 乃 至 青 色 ) 
東 裕 濾紙 No. 4 で 濾過 
2 ml, 濾液 +2 ml, N, NaOH 
小型 遠心 で 2 乃至 3 分 間 手 動 振 


2,000 r.p.m. 5 分 


( ) 


{ 
(上 層 ) 黄 乃 至 青 色 の 水 液 
Coleman 
(波長 620 mz) で 測定 


計算 試料 の 読み x10 


(下層 ) neg: E.D.C. 液 層 


=xg/ml 


対照 (10 gg/ml, 水 ) の 読み 
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| ぞ れ の 対照 と し た 。 
] 
. 
180 
160 
140 | 
1204 / 
40 
し 6 
は 
} 
(上 ) 
に 
| | 


A 

Sok 

6oll 

40 

20 
30 
20 

30 60  %0 150 60 130 
( 分 ) 


図 Supatonin 投与 後 の mf 動 
(3) 50mg/kg 皮下 注射 (4) 100mg/kg 皮下 注 区 


止ま つた 。 た くし て (4) で は 1 時 間 30 分 後に 140 有 に 達 
し , 以後 上 昇 の 傾向 を 示し た 。 
(1) 10mg/kg, 20mg/kg 各 経 口 投与 。 前 者 の 投与 時 
刻 は 午後 2 時 17 分 後者 の それ は 午後 2 時 10 分 で , 100 
22 mf 数 は 前 者 175/20 cu. mm, 後者 212/20 cu.mm, 対 
228/20cu. mm で あつ た 。 共 , Supatonin 投与 5 分 
後 か ら mf 数 が 増加 し , 10 mg/kg で は 15 分 後に 最高 値 
3800.6 に 達 し 以後 中 40 分 後 か ら は 対照 と 大 差 な く 
経過 し た 。20 mg/kg で は 5 分 後に 最高 256.1 で 25 分 
後 か ら は 著 変 な く 移 動 し た 。 と の 場合 10 mg/kg 投与 の 
方 が mf が 高く , か つ 増 加 時 間 も 長 期 に 及 ん だ 事 は 注 
目 さ れ た 。20mg/kg 投与 時 に 患 犬 の 踊 吐 が 見 られ た が , 
と れ は 投与 30 分 後 の 事 で あり ,。 これ に よる 影響 と 直ちに 
考え る 事 は 困難 で あろ 3 う 。 

(2) 10mg/kg, 30 mg/kg 各 皮 下 注 射 , Supatonin 投 
与 時 刻 及 び 10022 mf 数 は それ ぞ れ 前 者 が 午後 2 時 80 分 
sce 後者 が 午後 2 時 20 分 , 826/20cu.mm, 対照 

0022 mf 数 は 480/20cu.mm で ある 。10mg/kg 投与 で は 
3 pat り 増加 , dd 対照 値 と 等 し く , この間 15 分 後 
の 149 が 最高 で あつ た 。 20 分 以後 は 約 80 分 間 程 逆 に 
mf 数 の 減少 を cdi g その 後 は 著 変 な く 
移行 し た 。80mg/kg で は 1 分 後 及 び 10 分 後に 118.8 2 
と な つた が , 以後 は むし ろ 低 値 を 示す 様 で あつ た 。 し た 
が つて , 10mg/kg で は 僅か で あぁ る が 一 過 性 の 増 数 を 認 

め た に 反し , 30mg/kg で は , mf 数 の 変動 は 著 明 で な い 
結果 と な つた 。 

(3) 50mg/kg 皮下 注射 , 投与 時 刻 , 午後 2 時 80 分 , 
10022 mf 数 は 4 条 9/20cu.mm, 対照 は 430/20cu.mm で あ 
る 。 投与 2 分 後 か ら 2 時 間 30 分 の 全 観 祭 時 間 中 , mf 数 
は 著しく 減少 し , その 間 の 最低 値 は 5 分 後 の 24.6 で あ 
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つた 。30 分 後 64.8 2 と 一 時 的 回 復 の 様子 が 見 られ た が , 
その 後 は 再び 低 値 に 止ま つた 。 故に 50mg/kg 皮下 注射 
で は 明らか に mf の か ら の ある い は 逐 作 用 
を 認め る 事 が 出来 た 。 な お , Supatonin の 血 中 濃度 は 5 
分 後 て .94 ng/ml を 最高 に 以後 次 第 に 減少 し ; 2 時間 後 
まで 証明 する 事 が で きた が , その 後 は 検査 を 施行 し な か 
つた 。 投与 直後 の mf 数 の 著 明 な 減少 と , Supatonin 語 
中 濃度 の 急増 は 互 に 関連 する 様 で 注目 され た 。 

(4) 100 mg/kg 皮下 注射 , 投与 時 刻 , 午後 2 時 40 
分 , 10022 mf 数 552/20cu.mm, 対照 , 479/20cu.mm で 
ある 。 投与 後 1, 83, 5 分 と mf は 激減 し , 10 分 後 よ り 
2 時 間 後 ま で 20~80 の 低 値 を 維持 し , 著 明 な 消失 効果 
を 観察 し 得 た 。Supatonin 血 中 濃度 は 投与 後 50 分 まで 増 
加 し , 以後 は 痢 減 し た 。50 分 値 は 36.4zg/ml で あつ た 。 

な お , 本 実験 は 投与 前 に 手術 的 に 肝 小 片 を 採取 し , さ 
ら に 実験 後 患 犬 を 必殺 し , 内 臓 切片 を 採取 し た が , その 
成績 は 後に 記す 事 と する 。 族 に , 本 実験 の 対照 時 , 投 
与 時 共 , 午後 2 時 に ェ ー テ ル 麻 酔 を 施行 し , 覚醒 後に 行 
つた も の で ある 。 

B. Hetrazan (1-diethylcarbamyl-4-methylpiperazine 
hydrochloride) 実験 

(1) 供 試 犬 No. 2, 体重 5.5 kg, 雌 , 1 mg/kg, 5 
mg/kg, 10 mg/kg, 20 mg/kg それ ぞ れ 皮下 注射 を 施行 し 
た 。 成績 は 第 3 図 , (1 う に 示す 。 


240 5 4g 


0 


第 3 Hetrazan 投与 後 の mf 
(1) 1 mg/kg, 5 mg/kg, 10 (2) 10mgl/kg, 20 
mg/kg, 20mg/kg 皮下 注射 mg/kg 皮下 注射 
Hetrazan の 投与 時 刻 は 前 2 者 が 午後 5 時 25 分 , 以下 
同 35 分 , 15 分 で , 100% mf 数 は 442/20cu.mm, 580/20 
cu.mm, 690/20cu.mm, 686/20cu.mm で , 対照 は 595/20 
cu.mm で あつ た 。 
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が 見 られ , その 最高 値 は 前 者 で 10 分 後 18022, 後者 で 2 
で あつ た 。 な お 後者 で は 以後 分 減少 の 気 
本 を 示し つつ 経過 し た 。 10 mg/kg で は 変動 は 閉 明 で な 
く , 何れ か と 言え ば 幾 分 減少 の 傾向 を 維持 し た が , その 
値 は 強調 する に 当ら な い 。20 mg/kg で は 明らか に 減少 
し , 15 分 後 の 83.72% を 最低 と し て 終始 減少 を 示し た 。 し 
た が つて 5 mg/kg 以下 で は mf の 誘 出 を , 20 mg/kg で 
は 消失 効果 を 観察 し , 10 mg/kg で は 著 明 な 変動 を 示さ 
か つた と 言 よう 

(2) 供 試 犬 No. 3 , 体重 10kg, 雄 , 10 mg/kg, 20 
mg/kg 皮下 注射 の 各 実 験 成績 を 示す と 第 3 図 (2 う と 
な る 。Hetrazan 投与 時 刻 及 び 100 % mf 数 は 前 者 午後 
2 時 40 分 , 57/20cu.mm, 後者 午後 2 時 35 分 ,80/20cu.mm 
対照 は 46/20cu.mm で あつ た 。 

本 実験 は 前 の 実験 で 10mg/kg 皮下 注射 の 場合 の mf 数 
の 変動 が 不鮮明 の 為 , 再 検討 の 意味 で 施行 し た も の で あ 
る 。 10mg/kg 投与 で は 5 分 後 188 %, 80 分 後 181 に 
達し , その 間 , 及び 以後 に 若干 減少 が 認め られ た も の 
の , 明瞭 な 誘 出 作用 を 観察 で きた 。 他 方 , 20mg/kg で は 
25 分 後に 152.82 と 増加 し た も の の 以後 閉 変 な く , 対照 
に 比べ mf 数 の 変化 は 著 明 な も の と は 考え られ な か つ 
た 。 お そら く は , より 大 量 で は か えつ て 駆 脆 作用 を 発揮 
する も の か も し れ な い 。 

C. Supatonin 100 mg/kg 皮下 注射 の 前 後に お ける 内 
臓 に 肝臓 mf 数 の 検査 

供 試 大 No.1 の 100 mg/kg 皮下 注射 時 に 投与 前 の 肝 
小片 投与 2 時 間 後 で mf が 19.8% の 時 期 に 肝 , 肺 , 
脳 , 心筋 の 各 小 を それ ぞ れ ェ ー テ ル 麻 下 に 
採取 し た 。 各 臓器 は 型 の 如く 切片 標本 と し , へ マト キシ 
リン , エ オ ジン 染色 を 行い 検 鏡 し た 。 各 標本 は 100 視 野 
(200 倍 拡大 顕微 鏡 の 対 眼 レン ズ 内 に 和 抑 形 の 黒 枠 を 挿 

し レ , 100 視 野 の 標本 面積 を 約 10 mm? に な る 様 調整 
た ) 中 の mf 数 を 各 6 回 づつ 計算 し, その 平均 値 を 邊 
出し た 。 成績 は 第 2 表 に 示し た が , Supatonin 投与 後 の 
各 臓 器 中 の mf 数 は 肝 , 肺 , 堅 , 腸 , 脳 , 心筋 の 順 と な 
り 肝 及び 肺 内 mf 数 は 他 臓 器 に 比 し , は る か に 多数 で あ 
つた 。 肝 内 mf 数 は Supatonin 投与 前 に 対し 投与 2 時 
間 後に は 約 2.4 倍 に 増加 し た 。 


考 


虫 mf の 末 中 へ の 出 ある い は 消失 作用 
に つい て は , すでに 大 石 ・ 久 米 (1954, 1958) の 報告 が 


1 mg/kg, 5 mg/kg 皮下 注射 で は 投与 後 短期 間 の 増 数 
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第 2 表 Sp. 100 mg/kg 皮下 注射 前 後 の 


臓器 中 の mf 数 
Sp. 注 100 視野 (10 mm?*) 中 の mf 数 
の 前後 
肝 2 時 間 後 6 8 59 62°52 59 55.2 
肺 14.29 43 2 
脳 
心筋 5 7 4.5 


ある 。 そ の 成績 で は 経口 1 回 投与 の 作用 と し て , 50 mg/ 
kg 以上 で 減少 , 35mg/kg 以下 で は 誘 出 の 各 効 果 が 著 明 
で ある 事 が 示さ れ て いる 。 今回 の 著者 に ょ る 実験 成績 で 
も , Supatonin に つい て は , お よそ それ と 類似 の 結果 を 
得 た も の と 言え よう 。 す な わ ち , 10mg/kg, 20mg/kg 各 
経口 投与 10 mg/kg 皮下 注射 で は 何れ も 誘 出 作用 が 見 
られ , 80mg/kg 皮下 注射 で は 著 変 な く , 50mg/kg, 100 
mg/kg 皮下 注射 で は 共に 著 明 な 消失 作用 が 示さ れ た 。 大 
石 ら は 30mg/kg, 35mg/kg 経口 投与 で 誘 出 を 認め た に 反 
し , 本 成績 で は 30mg/kg 皮下 注射 で その 作用 を 認め る 
に は 至ら な か つた の は 相違 点 と 考え られ た 。 ま た 大 石 ら 
に よれ ば 50 mg/kg 経口 投与 で , 投与 直後 1 時 的 mf 数 
の 増加 , し か る 後 急減 の 変動 を 示し た が , 著者 の 成績 で 
は 同 量 の 皮下 注射 で 直 ち 減 少 の 一 途 を た どる も の と な つ 
た 。 と れ ら の 相違 は 薬剤 投与 法 あ る い は 投与 時 刻 と よる 
も の か も 知れ な い が , な お 吟味 すべ き 事 で あろ う 。 

Supatonin (1-diethylcarbamyl-4-methylpiperazine cit- 
rate) に よる 成績 と 比 し , Hetrazan ( 同 hydrochloride) 
を 用 いた 成績 で は 誘 出 と 消失 両 効果 の 移行 薬剤 量 が , 後 
者 が 前 者 より 少量 で , 供 試 犬 No. 2 で は 10 mg/kg, 同 
No. 3 で は 20mg/kg で ほ く mf 数 の 変化 が 生じ な い 結 果 
と な つた 。 と れ は タク ェ ン 酸 塩 と 塩酸 老 と し て の 両 薬 剤 の 
分 子 量 か ら , 用 いた 薬剤 量 を 換算 する と , 塩酸 塩 20mg 
は ク エン ほ さ 88mg に 相当 する , 塩酸 少量 
で 同じ 効果 を 期待 で きる 事 は 一 応 説明 し 得る 。 し か し な 
が ら 患 犬 No. 2 及び No. 8 の 差異 は 明確 ご なく, 患 犬 の 
個体 差 を 考え ね ば な ら ぬ か も し れ な い 。 

誘 出 mf 数 は 供 試 大 No.1 の 20 mg/kg 経口 投与 時 の 
3002%% が 最高 で , また 最高 増 多 時 刻 は ほとん ど 5 ~15 分 
後 の 間 に あり , 誘 出 維 持 時 間 は 15 分 乃至 1 時 間 で ぁ つ 
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た 。 と の 点 , 最 増 多数 値 が 数 倍 か ら 20 倍 以上 に 達し , 維 
持 時 間 も 長 い 大 石 ら の 成績 と は 違 つ た も の と な つた 。 
mf 消失 効果 は 投与 直後 か ら 減 少 が 著しく , 数 分 以内 
に 殆 ん ど 最 少 値 に 達し , 以後 観察 時 間 中 (1~ 2 時間) 
減少 値 を 維持 し た 。Supatonin 50mg/kg, 100mg/kg 皮下 
注射 時 の 血 中 濃度 は 投与 5 分 後 か ら 1 時 間 位 は 高い 血 中 
濃度 を 示し , 以後 減少 する 様 で , mf 数 の 急減 少 と 血 中 
濃度 の 速 か な 増加 と は 互 に 関連 する も の と 考え られ た 。 
Supatonin 100mg/kg 皮下 注射 前 後 の 内 臓 内 mf 数 に 
つい て は , 投与 前 で は 肝臓 の み の 採 取 に 止ま つた 為 , 詳 
細 な 研究 を 行い 得 な か つた が , 投与 2 時 間 後 の 肝 内 mf 
数 は 投与 前 の 約 2.4 倍 と な つた 。Hawking, et al.(1950) 
の Litomosoides carinii に よる 成績 で は Hetrazan 投与 
後 肝 内 mf 数 は 著しく 増加 し , さら に 病理 組織 学 的 知見 
を 加え て Hetrazan の Opsonin 様 作 用 説 の 論拠 と し た 。 
材 屋 ら (1957, 1958) の 人 糸 状 虫 症 に 関す る 詳細 な 報告 
で は , mf の 集積 部 は も つば ぱら 肺 毛 細管 中 で , 肝 そ の 他 
の 上 腹部 臓器 内 mf 数 の 変動 は , 末 構 血管 中 の を それ と 行動 
を 共に する も の で ある と 人 述べ, また, Supatonin 含有 血 
より mf は 本 逃 営む も の で 誘 出 も 自然 turnus 
と 同じ く 肺 中 mf の 末 構 血 へ の 移動 で ある が その 本 態 は 
同じ と は 考え られ な いと し て いる 。 久 米 (1956) は 犬 糸 
状 虫 で も 肺 内 に mf が 集積 する 事 を 報告 し て いる 。 か か 
る 観点 か ら 薬 剤 作用 に ょ る mf 数 の 変動 と 自然 定期 出現 
性 に こよ ょ る mf 数 の 変化 と は , 当然 同一 機 序 に 基く も の と 
考え る 事 は 難 か し い が , 宿主 , mf 相互 関係 に お いて の 
み 理 解 し 得る mf の 態度 に 関し て , この 種 薬剤 の 演じ る 
効果 は 多く の 手がかり を 提出 する も の と 思わ れる 。 


結 論 


犬 状 虫 Diroflaria immitis の 末 の mf に 対 
する diethylcarbamazine の 誘 出 及び 消失 作用 を 検討 し , 
次 の 結論 を 得 た 。 

1. Supatonin (1l-diethylcarbamyl-4-methylpiperazine 
citrate) 投与 で は , 経口 投与 , 皮下 注射 共 20mg/kg 以下 
で は 明らか な mf の 誘 出 を , 50mg/kg 以上 で は 著 明 な 消 
失効 果 を 観察 し 得 た 。 80mg/kg 皮下 注射 で は 明瞭 な mf 
数 の 変化 を 示 ま な か つた 。 

2. Hetrazan (1-diethylcarbamyl-4-methylpiperazine 
hydrochloride) の 皮下 注射 で は 誘 出 と 消失 両 作 用 の 移行 
点 は , 1 例 で は 10mg/kg, 他 例 は 20mg/kg。 すなわち , 
と の 薬剤 量 で は mf 数 の 明 ら な 変動 は 示さ れ な か つた 。 
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8. 誘 出 効果 は 投与 後 5 ~10 分 後に 最高 値 に 達し , 以 
後 約 1 時 間 持 続 す る 。 消 失効 果 は 直後 か ら 顕 閉 で , 2 時 
間 以 上 維持 され た 。 と の 消失 作用 は 薬剤 の 血 中 濃度 の 急 
速 な 上 昇 と 相関 的 で あつ た 。 

4.。 Supatonin 100mg/kg 皮下 注射 2 時間 後 の 肝 内 mf 
数 は 投与 前 の 約 2.4 倍 を 示し た 。 ま た , 投与 2 時 間 後 の 
内 臓 中 の mf 数 は , 単位 面積 当り 肝臓 に 最も 多く , 以下 
肺 , 堅 。 有 , 脳 , 心筋 の 順 で あつ た 。 


本 論文 要旨 は 第 11 回 日 本 寄生 虫 学会 西 日 本 支部 大 会 
(昭和 30 年 , 米子 ) に 所 い て 発表 し た . 

御 指 導 , 御 校 関 を 項 い た 森下 意 教 授 及 び 御 協力 を 頂い 
た 大 阪 府 立 大 学 農 学部 野田 亮二 助教 授 に 深謝 する 。Sup- 
atonin は 田辺 製薬 株 式 会 社 か ら 供 され た 。 附 し て 謝 意 
を 表す る . 
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Summary 


The effects of diethylcarbamazine on microfilaria of 
Dirofilaria immitis were investigated by counting the 
numbers of microfilariae (mf. ) in peripheral blood of the 
infected dogs after the oral or subcutaneous adminis- 
tration of Supatonin (1-diethylcarbamyl-4-methylpi- 
perazine citrate) or Hetrazan (hydrochloride of the 
same). With pipette of Sahli’s hemometer, 20 cmm 
of peripheral blood was directly taken and made into 
the thick dropped preparate stained by Giemsa’s 
solution. All microfilaria in the preparates were 
counted out and the numbers after drug administration 
were shown in percentage basing the number just 
before administration as 100. In two cases of 
Supatonin its concentration in serum were messured 
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according to the modified method (Katamine and 
Fujimaki) of Lubran’s one. 

Results obtained were summarized as follows : 

l. In the cases of Supatonin the obvious increase 
ofmf% in the oral or subcutaneous administration 
of 20 mg/kg or less and the marked decrease in the 
subcutaneous injection of 50 mg/kg or more were 
observed. In 30mg/kg of subcutaneous route no 
remarkable change was shown. 

2. In the cases of Hetrazan the turning points ot 
increase and decrease, i. e., the drug amounts in 
which no remarkable change in mf count was found, 
were 10 mg/kg in one case and 20 mg/kg in another. 

3. The effect of increase rises up to maximum 
after five to ten minutes and was. maintained for 
about one hour. The effect of decrease was conspicu- 
ous over two hours from immediately after admini- 
stration and relative to the rapid rising up of Supato- 
nin concentration in blood. 

4. The mf number in liver two hours after subcuta- 
neous injection of Supatonin 100 mg/kg was about 
2.4.times as many as of before. The mf numbers 
in a certain area (100 fields) of several organs two 
hours after administration were the most in liver and 
less in order in lung, kidney, spleen, brain and 
heart muscle. 
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農村 に お ける 症 と 和 血 と の 関係 
(3) 銘 虫 非 感染 者 の 血色 素 量 一 特に 鉄 掘 取 を 中 心 と し て 


野 
国立 予防 衛生 研究 所 寄生 貝 部 埼玉 県 本 庄 保健 所 


(昭和 34 年 3 月 12 日 受領 ) 


は し が き 


(Necator americanus, Ancylostoma duodenale) 
感染 に より, その 宿主 で ある 人 体 の 受け る 障害 は いろ い 
ろ あ る が , 主要 な も の の 一 つ は , 血色 素 量 の 低下 で あ 
る 。 一方, 釣 虫 感染 の 場 と いう 点 か ら み る と ,。 わが 国 の 
農村 は , 比較 上 釣 虫 感染 者 の 多い 地区 で ある 。 し か も こと 
れ ら 感染 者 の 大 部 分 は , 軽 感 染 者 で あつ て (小宮 
1953), い わ ゆ る 多 虫 Carrier と 呼ば れ , 自覚 症状 に 逐 し 
く (石崎 達 , 1957), 日 常に 業務 に 従事 し て いる も の が 少 
な く な い 。 し た が つて , これら の 人 < は , 特別 な 事 請 が な 
い 限 り , 医師 の 診察 を 受け る と こと な し に 生活 し て いる 。 
と の こと と 自体 人 久 衆 衛生 上 大 き な 問 題 で ある 。 さ ら に , 
農民 が , 全身 怠 , , 動 等 な ん ら か の 症状 を 訴え 
て 医師 の 診察 を 受け , それ ら の 誕 状 が , 血色 素 量 の 低下 
に よる も の と 診断 され る こと が ある 。 と こと の 場合 。 受診 者 
が 釣 虫 感染 者 で ある 限り , その 血色 素 量 の 低下 が , 釣 虫 
寄生 と の 関連 と し て の み 考慮 , 処理 され る 傾向 が あぁ つ 
た 。 し か し 農民 に は , 釣 虫 感染 以前 に , 既に 血色 素 量 の 
低下 が み ら れ る も の が 少な く な い ( 荻 野 ,1958)。 そこ と で, 
と の 農民 の 釣 虫 感染 以前 の 血色 素 量 低下 を きた す 原 因 に 
つい て 追及 を 行っ つた 。 既 に 報告 し た 通り (荻野 , 1959), 
網状 赤血球 数 , 睡眠 時 間 , 労働 時 間 , 疲労 度 , 体格 指 
数 , 妊娠 回 数 , 出 性 疾患 , 神経 痛 , 便秘 習性 等 は , い 
ずれ も 単独 で は , 上 記 血 色素 量 低下 の 主因 で ある と は 断 
定 し 得 な か つた 。 そこ とび で 今回 は , 鉄 摂取 を 中 心 と し て , 
血色 素 量 と の 関係 を 調査 考 究 し た 。 


YosHIO OGINO: The relation between anemia and 
ancylostomfasis in the rural area (3) Hemoglobin 
contents in blood of non-infected cases in view point 
of iron intake (Department of Parasitology, National 
Institute of Health, Tokyo, Honjo Health Center, 
Saitama Prefecture) 
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調査 対象 項目 お よび 方 法 
1. 調査 対象 
埼玉 県 本 庄 市 仁 手 地区 住民 の うち, 満 20 歳 以上 60 歳 未 
満 の 釣 虫 非 感 染 者 の 男子 16 名 , 女子 15 名 , 合計 81 名 に つ 
いて 調査 を 行 つ た 。 各 頃 目 の 調 査 日 時 は 第 1 表 の 通り で 
ある 。 な お 当地 は 純 農 耕地 区 で , 調査 対象 者 は 全部 農民 


で ある 。 
4 第 1 表 調査 項目 と 調査 日 時 
調 査 項 自 調 査 日 時 
1957, 12; 
血 色 素 量 1958. 8 25 
1957. 12. 2~9 
1958, 8. 25~30 
鉄 摂 取 量 26~28 
カル シウム 量 2 
飲料 水 鉄 量 
2.。 調査 方 法 


1) 検便 : 衛生 検査 指針 に る も と づい て , 直接 塗 抹 標 本 
8 枚 , 食塩 水 浮 標本 1 枚 に つい て , 虫 卵 検出 を 
行 つ た 。 

2) 血色 素 量 : Sahli 氏 法 に 準じ て 採取 し , 塩酸 へ マ 
チン と し た 血液 を , 光電 光度 計 に て 計測 し (波長 470 
mu) , あら か じ め 基 礎 実 験 で 得 た 換算 表 に より , 血色 素 
量 を 算出 し た 。 

3) 血清 鉄 量 : 鳥居 氏 鉄 定量 法 に ょ り , 血清 鉄 量 を 測 
定 し た 。 

4) 鉄 摂取 量 : 溶 養 実 態 調査 (国民 栄養 の 現状 , 1958) 


( 
: 
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の 要領 に も と づい て , 水 を 除い た 飲食 物 摂取 量 を 連続 3 
日 間 調 査 し , 日 本 食品 昼 準 成分 表 に こよ ょ つて , 鉄 摂取 量 を 
算出 し た 。 な お 調査 日 は , 当地 方 の いわ ゆる 「 も の 日 」 
を さけ (この 日 特別 に 料理 を つく り 飲 食 に は 供する 風習 
が ある ), 通常 の 摂 食 状態 を 調査 する よう に し た 。 

5) カル シウム 反 量 : 鉄 摂取 量 調 査 と 同様 の 方 法 で 
調査 し た 。 

6) 蛋白 質 摂取 量 お よび 摂取 熱量 : 鉄 摂取 量 調査 と 同 
様 の 方 法 で 調査 し た 後 , その 成績 を 男女 別 年 齢 別 労作 別 
換算 率 < 国民 栄養 の 現状 , 1958) に より 成人 換算 を 行っ つ 

7) 飲料 水 含有 鉄 量 : 被 調査 者 が 飲料 水 と し て 常用 し 
て いる 水 を , 衛生 検査 指針 VM に も と づい て 検査 し , その 
含有 鉄 量 を 求め た 。 

成 

血色 素 量 は 前 後 3 回 調査 を 行っ た が , 鉄 ・ カ ル シ ウ スム 
・ 看 白質 ・ 熱 量 の 摂取 量 お よび 鉄 料 水 含 有 鉄 量 は , 第 2 
回 目 の 血 色素 量 調査 と 相 前 後 し て 調査 を 行 つ た の で , と 
の 血色 素 量 と の 相関 を し ら べ た 。 
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第 1 図 鉄 摂取 量 と 血色 素 量 


1. 鉄 摂取 量 と 血色 素 量 

1 日 の 鉄 摂取 量 は , 男子 平均 9.95 土 8.36mg, 女子 平均 
10.46 土 1.92mg, 男女 平均 10.20 士 2.75mg, で あつ た 。 
叉 血色 素 量 は , 男子 平均 12.0 土 1.45g/dl, 女子 平均 10.7 士 
1.42g/dl, で あつ た 。 鉄 摂取 量 と 血色 素 量 と の 間 に 相 関 
係 あ り と する 険 みる と , 男子 で は 20 下 (ts 三 
1.948) (第 1 図 ), 女子 で は 8302% 以 下 (ts ニー 1.267) 
っ た 。 

2。 カル シウム 反 量 と 血色 素 量 

1 日 カル シウム 摂取 量 は , 男子 平均 296.3 土 119.49mg, 
女子 平均 232.7 土 71.54mg, で あつ た 。 上 記 血 色素 量 と 
カル シウム 摂取 量 と の 間 に 相関 々 係る あり と する 憩 険 率 
は , 男子 で は 20% 以 下 (ts 三 1.808) (第 2 図 う , 女子 で 
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第 2 カル シウム 摂取 量 と 血色 素 量 

は 90% 以 下 と は な ら な か つた (ts 三 0.035)。 

8. 蛋白 質 摂取 量 と 血色 素 量 

1 日 蛋白 摂取 量 は , 男子 平均 55.6 士 16.12g, 女子 平 
均 59.4 土 14.25 g で あつ た 。 上 記 血 色素 量 と 蛋白 質 摂 取 
量 と の 間 に 相 関 々 係 あ り と する 危険 索 は , 男子 で は 60% 
以下 (ts 三 0.684 う 、 女子 で は 20%% 以 下 (ts ニー 0.622) 
で あつ 

4. 摂取 熱量 と 血色 素 量 


ppm 


cn 


有 鉄 量 


血色 素 5 10 15 
第 3 図 飲料 水 含有 鉄 量 と 血色 素 量 


1 日 摂取 熱量 は , 男子 平均 2,155 土 410.5Cal. 女子 平 
均 2,094 土 287.8Cal. で あつ た 。 上 記 血 色素 量 と 摂取 替 
量 と の 間 に 相 関 々 係 あ り と する 危険 索 は , 男子 で は "0 
以下 で ts ニー 0.510), 女子 で は "0 以下 (ts 三 0.508) で 
あつ た 。 

5.。 飲料 水 含有 鉄 量 と 血色 素 量 

飲料 水 含有 鉄 量 は , 男子 家庭 平均 8.72 土 1.905ppm, 
女子 家庭 平均 8.38 士 2.494ppm, で あつ た 。 上 記 血 色素 
量 と 飲料 水 含 有 鉄 量 と の 間 に 相 関係 あり と する 危険 率 
は , 男子 で は 20% 以 下 (ts 三 1.902) (第 8 回 う , 女子 で 
は 202% 以 下 (ts ニー 1.683) で あつ た 。 

6. 血清 鉄 量 と 鉄 摂取 量 

血清 鉄 量 は , 男子 平均 128.0 士 41.71 yd, 女子 平均 
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第 4 図 鉄剤 与 に た よる 血色 素 量 の 


117.2 土 46.96y/dl で あつ た 。 1 日 鉄 摂取 量 は 上 記 の ど 
と く , 男子 平均 9.95 土 8.86mg, 女子 平均 10.46 土 1.92 
mg で あつ た 。 血清 鉄 量 と 鉄 摂取 量 と の 間 に 相 関係 あ 
り と する 危険 は , 男子 で は 以下 (ts: 三 0.556), 女 
子 で は 802 以 下 (ts 三 0.818) で あつ た 。 

7。 鉄剤 投与 に と よる 血色 素 量 の 変動 

鉄剤 (1 錠 中 鉄 6.9mg 含有 ) を 連続 1 ヵ月 間 1 人 合 
計 800 錠 を 投与 し , その 前 後に と に お ける 血色 素 量 の 変動 を 
調査 し た (第 4 図 )。 男女 17 名 全員 と も 血色 素 量 の 増加 
が 認め られ た 。 すなわち , 男子 で は 平均 5.29 士 1.82g/dl, 
女子 で は 平均 8.14 土 2.71g/dl の 増加 が 認め られ た 。 鉄剤 
投与 に と に より 血色 素 量 の 増加 が あつ た と する 憩 険 率 は , 男 
子女 子 と も それ ぞ れ 5 以下 で あつ た (ts8 三 2.562, 
= 2.7289 。 

8.。 鉄剤 非 投与 の 際 の 血色 素 量 の 変動 

同一 人 に つい て , 第 1 回 血色 素 量 と 第 2 回 血色 素 量 と 
を 比較 し た 。 男 子 で は 平均 0.41 士 1.54g/dl, 女 子 で は 平均 
1.01 土 1.57g/dl の 変動 が 認め られ , 平均 値 て は 男子 女子 
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と も 軽度 の 増加 が 認め られ た 。 
考 接 と 総括 


近 時 わが 国 に お いて も , 農村 地区 住民 の 保健 衛生 に っ 
いて 関心 が 高まる と と も に , と これ に 関す る 研究 が 行わ れ 
て きた (柳沢 。 1952; 日 本 農村 医学 会 , 1955) 。 し か し 
て , 多 虫 感染 に 関す る 問題 も , 農村 地区 住民 の 保健 衛生 
上 大 き な 課 題 の ーー つ で ある 。 釣 虫 卵 保 有 率 を みる と , 絡 
馬 県 の 40.89 (柳沢 , 1952), 宮城 県 の 40%, 富山 県 の 
5022 ( 材 屋 , 1959) 等 の 報告 が ある 。 こ と これ ら の 点 か ら 考 
えて も , 釣 虫 の 農民 に 対す る 淫 浸 状況 は , 決し て 低い も 
の と は 云え な い 。 又 農村 人 口 8,500 万 人 中 1,000 万 人 が 
に 感染 し て お り , その 和 例 中 大 半 が 釣 血 で 
ある 地方 も 少な く な いと 云わ れ て いる ( 覆 屋 , 1959)。 し レ 
か し 委 血 と いう と と を 主眼 に 考え て みる と , 一 般 に は 委 
血 は さほど 重 息 な 疾病 と は 考え らち られ て いな い (中 尾 , 19 
58 う 。 双 これ ら の 釣 虫 感染 者 は , 自覚 症状 も 少な いた め , 
よほど の と と が な い 限 り , 自ら 医師 の 診断 を 受け る と と 
は 少な い (小宮 義 ,19583 う 。 を それ に も 拘ら ず , これ ら の 人 
々 を 一 般 健康 診断 の 枠 で 調査 レ し て みる と , いろ いろ の 擬 
状 が 見 出さ れる と と も 少な く な い (石崎 達 ら ,1955)。 と 
の こと と 自体 が 既に 公衆 衛生 上 大 き な 問 題 で ある 。 一 方 
な ん ら か の 理由 で 農民 が 医師 の 診断 を 受け た 際 , 各 血 状 
態 に ちあ る こと を 発見 され , 同様 に と これら の 人 < 々 が 釣 虫 劉 
保有 者 で ある 場合 。 その 和 血 の 原因 を 直ちに 釣 虫 感染 に 
よる も の と 考え て 了 う 傾向 が あつ た と と も 否定 で き な 
い 。 し か レー 表 農 民 に つい て , その 血色 素 量 を 測定 し て 
みる と , 釣 虫 卵 非 保有 者 に お いて , 既に 各 血 し て いる も 
の が 可 成 り 見 出さ れ た (荻野 ,1958 う 。 ま た 多数 の 実際 の 
労働 者 に つい て , 血液 モグ ロビ ン 量 を 測 つ て みる と , 
長い 労働 時 間 の 下 で 毎日 就労 レ し て いる 労働 集団 ほど , へ 
モグ ロビ ン 量 の 平均 水準 が 低く , 各 血 傾向 の 者 が 高 率 に 
み ら れ る よう に な る と いう 報告 (斉藤 , 1958) も ある 。 
一 般 農 民 は 労働 量 の 面 か ら み る と , 比較 的 労働 量 の 多い 
階級 に 属す る と 考え られ , 前 段 の 事実 は 上 記 の 報告 と 相 
反し な い 。 そ こと で こと この 多 感染 以前 の 農 血 に 目 
し て , その 原因 探究 を 目的 と し て 種々 の 調査 研究 を 行う 
た 。 既に 報告 し た 通り (荻野 ,。 1959), 睡眠 時 間 , 出血 性 
疾患 の 有無 , 動物 性 蛋白 質 摂取 状況 , 妊娠 回 数 , 便秘 習 
性 , 神経 痛 の 有無 (以上 問診 調査 による), 綱 状 赤血球 
数 , 疲労 度 , 体格 指 落 (以上 測定 調査 に よる 〉) に つい 
て , 血色 素 量 と の 関係 を 調査 し た が , いずれ も 本 筆 血 の 
主因 と は 云い 切れ な か つた 。 
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そこ と で 今回 は , 鉄 摂取 状況 を 中 心 と し て , 血色 素 量 と 
の 関係 等 を し レ し ら べ て みた 。 筆 血 の 大 部 分 は 鉄 欠乏 性 に ょ 
る と 云わ れ . (中 尾 , 1958), 当然 鉄 出納 の 血色 素 量 に 及ば 
す 影 細 は 無視 で き な い 。 1 日 の 鉄 摂取 量 は 平均 10mg と 
云わ れ て いる が ( 覆 屋 , 1958), 著者 の 調査 で も 性 別に よ 
る 多少 の 差異 は 認め られ た が , ほ 同様 の 結果 で あつ た 。 
し レ か し 個々 に みる と , 最低 1 日 男子 4.8mg, 女子 4.4 
mg の 例 も あり , 日 本 人 に も 鉄 摂取 量 の 十分 で な い 人 が 
ぁ る の で は な いか と 推察 され る と いう 説 (石崎 有 , 1958) 
と も 符合 する よう な 結果 と 云え る 。 鉄 摂取 量 と 血色 素 量 
と の 関係 を みる と , 男子 に 比較 的 強い 相関 傾向 が 認め ら 
れ , これ の み が 原 因 と は 云い 得 な い に し て も , 鉄 摂取 量 
が 血色 素 量 に 影響 する と いう こと と が 考え られ る 。 こ と これ に 
反し , 女子 で は 鉄 摂取 量 の 増加 に 伴い 血色 素 量 の 増加 が 
あぁ る と は 云い 得 な か っ つた 。 と れ は 女子 で は 月 経 , 妊娠 , 
授乳 等 の 血色 素 量 の 変動 に 影響 を 及ぼ し 得る 因子 が 男子 
ょ より も 多い た め , 今回 の 調査 で は 上 記 の 如き 結果 に な つ 
た か も 知れ な い 。 双 これ ら の 人 < 々 が 平常 餅 用 し て いる 水 
の 含有 鉄 量 と の 関係 を みる と , 男子 で は 両者 の 間 に 相 関 
の 傾向 が 認め られ た が (危険 率 20 迷 以下 ), 女子 で は 両者 
の 間 に 相 関 が あ る と は 云え な か つた 。 と これ も 上 記 鉄 摂取 
量 に つい て は 同様 な こと も 考え られ ょ よう 3 。 鉄 摂取 量 と の 
間 に は , 男子 女子 と も に 相関 あり と は 云え な か つた 。 と 
れ は 鉄 摂取 量 の 及ば す 影 響 が , 少なくとも 男子 の 場合 , 
清 鉄 量 に 対し て より 血色 素 量 に 対し て の 方 が より 大 きい 
旋 か も 知れ な い 。 カ ル シ ウ ム 摂 取 量 と 血色 素 量 と の 関係 
を みる と , 男子 で は 両者 の 間 に 相 関 傾 向 が 認め られ た 
(危険 率 20% 以 下 う 。 酸 や フイ チン 酸 そ の 他 鉄 と 化合 し 
や すい 有機 酸 を 多く と る と と は , 鉄 の 吸収 を 悪く し , カ 
ル シ ウ ム が 豊富 と あれ ば その 加 影 響 は 少な く な る と 云わ 
れ て いる (石崎 有 , 1958 う 。 と この 説 か ら 考 えて も ,。 上 記 
の 結果 は 当然 と 云え よう 。 蛋白 質 摂取 量 は 前 回 に は 問診 
に より 動物 性 重 白 質 の み を 調査 し , 今回 は 栄養 実態 調査 
に より 全 蛋 白質 摂取 量 を 調査 し た 。 し た が つて 和 蛋白 質 摂 
取 量 に 関し て は , 今回 の 方 が 前 回 より も 詳細 に 把 哲 し 得 
た と も 考え られ る が , 血色 素 量 と の 関係 に お いて は 大 基 
が 認め られ な か つた 。 摂取 熱量 と 血色 素 量 と の 関係 も , 
男子 女子 と る 両者 の 間 に 相 関 あ り と は 云い 得 な か つた 。 
血色 素 量 の 変動 に つい て みる と , 鉄剤 投与 に と にょ る 本 筆 
血 の 訴 復 は 極め て 著 明 , 全 例 に お いて 血色 素 量 の 増加 が 
認め られ た (1 ヵ月 平均 増加 率 は 男子 46.25 %, 女 字 
28.50%)。 これ に 反し で! 鉄剤 非 投 与 の 場合 の 血色 素 量 
の 変動 は , 個々 に は 多少 の 増減 が あつ た が , 平均 の 増加 
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は 極め て 少な か つた (1 ヵ月 平均 増加 率 は 男子 0.87%, 
女子 0.962%)。 この 点 か らし て , 本 筆 血 は 帰納 的 に その 
大 部 分 が 鉄 欠 逐 性 食 血 で あろ うと 推定 され る 。 食餌 性 の 
鉄 欠 乏 症 の み ら れ る の は 普通 に は 乳幼児 期 に 限ら れ , 成 
人 期 の 鉄 欠 は 胃 , 十二指腸 潰瘍 , 釣 虫 症 その 他 
種々 の 原因 に ょ る 慢性 の 失 折 に と よる も の が 多い と いう ぅ 説 
(石崎 有 , 1958) も ある 。 し か し 著者 の 調査 し た 範囲 で 
は , 農村 地区 住民 の 釣 虫 非 感 染 者 に お いて , 慢 性 の 失血 
の 血色 素 量 と の 間 に 相 関 が あ る と 云え な か つた し , 又 と 
れ ら 多 虫 非 感染 者 の 中 に 委 血 し て いる も の が が 相当 程度 存 
在 し て いた が (男子 12.5g/dl 以下 の も の 44.7 %%, 女子 
11.5g/dl 以下 の も の 80.0%), 女 子 に お ける 月 経 を 除い て 
は , 慢性 失 庫 の 病歴 を 有する も の が それ 程 高 率 に 存在 す 
る と いう こと と も 考え られ な い 。 少 なく と を 今回 の 調査 を 
含め て 現在 守 著者 の 調査 し た 範囲 内 で は , 上 記 の と と が 
云い 得 た 。 レ し か し こと の と と は , 鉄 久之 性 委 血 の 原因 に は 
慢性 失 血 が ある と いう 説 (中 尾 , 1958) を 否定 する も の 
と は な ら な い 。 

更に 調査 を 行 つ た も の の 中 , 特に 血色 素 量 の 低かっ た 
も の お ょ び 高 か つた も の に つい て , 個々 に みる と 次 の 災 
く で あつ た 。 すなわち 男子 の 場合 , 血色 素 量 の 最も 低 か 
つた 例 (10.0 g/dI) で は , カル シウム 量 は 所 要 量 
(日 本 食品 標準 成分 表 , 1954) の 23.22 て , 且つ 生活 程 
度 (国見 ,。 1955) は 「 下 」 で あつ た 。 又 他 の 1 例 (11.8 
gldl) で は , 鉄 摂取 量 , 蛋白 質 摂取 量 は 夫々 所 要 量 の 48 
26, 51.82% で あつ た 。 と れ に 対し 血色 素 量 の 最も 高かっ 
た 例 (14.8g/d) で は , 鉄 摂取 量 , 蛋白 質 摂取 量 は 夫々 
所 要 量 の 16226,95.426 で あっ た 。 一 方 女子 の 場合 , 血色 
素 量 の 最も 低 か つ た 例 ( 9.2g/dI) で は , カル シウム 毛 
取 量 は 所 要 量 の 24.5% で , 且つ 生活 程度 は 「 下 」 で あつ 
た 。 又 他 の 1 例 (10.9g/dl) で は , 鼻血 お よび 月 経過 多 
が 認め られ た 。 と これ に 対し 血色 素 量 の 最も 高 か つ た 例 
(14.0g/dl) で は , 鉄 摂取 量 は 所 要 量 の 102 で , 上 且つ 
飲料 水 含 有 鉄 量 は 0.09ppm で 全 調 査 例 中 最 も 高 か つ た 。 
いずれ に し て も 農村 地区 住民 は , 釣 虫 に 感染 する 以前 
に 既に 血色 素 量 が 低下 し て いる も の が 相当 高 率 に 存在 す 
る 。 そし て 今回 の 調査 事例 を 含め て 諸 報 告 や , 鉄剤 に よ 
く 反 応 す る 等 の 点 か ら 考 えて , 本 委 血 の 大 部 分 が 鉄 欠 芝 
性 筆 血 で あろ うと 推定 し 得る 。 し か し て この 鉄 欠乏 の 原 
因 と し て は , 飲料 水 も 含め て の 鉄 摂取 状況 を は じ め と し 
て , その 吸収 に 関係 する 胃液 状態 , ビタ ミン C, カル シ 
ウム 等 の 諸 因 子 や , 鉄 貯蔵 状況 等 が 考え られ る 。 た だ し 
鉄剤 投与 に よる 血色 素 量 の 増加 状況 か ら み て , 鉄 動員 障 
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害 ゃ 鉄 利 用 障害 が ある と は こと の 場合 考え られ 難い 。 更 に 
生体 に お ける 血色 素 量 調 整 上 機能 低下 の 原因 と な り 得 る 
と 考え られ る 労働 , 諸 種 の 疾患 , 便秘 習性 等 に 加え て 層 
性 失血 等 いろ いろ の 因子 が 相 俊 つ て, 相対 的 に 鉄 損失 が 
その 補給 を 潜 坊 する 結果 か か る 委 血 を 惹起 する の で は な 
いか と 考え る 。 を し て この 状態 に ある も の が , 釣 虫 感染 
に より さら に 血色 素 量 が 低下 し た 場合 が 釣 虫 症 患者 で あ 
る と 考え る 。 し た が つて 今 ま で の 調査 研究 の 結果 か ら , 
農村 地区 住民 の 釣 虫 卵 保 有 者 に 委 血 を 認め た と し て も , 
その は 勿論 , 従来 多 性 と 云わ れ て いる も の 
も , その 委 血 の 原因 は 単に 釣 虫 感染 の み に よ る も の と は 
云い 得 な い 。 双 この 場合 これ ら の 人 々 に つい て 釣 虫 駆虫 
を 行 つ た の み で は , 多 虫 感染 自体 に も と づく 鉄 損失 は 除 
去 し うろ る と し て も , その 背後 に は 依然 と し て 釣 虫 感染 以 
前 の 「 一 般 的 鉄 損失 一 鉄 補給 の 不足 」 に も と づく 和 血 が 
残る こと は 当然 考え られ る 。 し た が つて こと の 点 は 農耕 地 
区 住民 の 血色 素 量 に つい て 考え る 場合 , 今後 常に 考 睦 す 
べき 点 で ある と 同時 に , 治療 に 際 し て も 鉄 補給 が 根本 的 
に 重要 な る こと まで 考え て お か ね ば な ら な い 。 

以上 の 結果 か ら 次 の こと が 云え る 。 

1. 農村 地区 住民 は , 釣 虫 感染 以前 に 既に 各 血 を し て 
いる も の が 相当 高 率 に ある 。 

2.。 その 和 の 大 部 分 は , 鉄 欠 で ある 。 


農村 地区 住民 で は , 釣 虫 感染 以前 に 既に 筆 血 し て いる 
も の が 相当 高 率 に ある 。 こ の 各 血 の 原因 に つい て , 前 回 
に 続い て , 今回 は 鉄 摂取 状況 を 中 心 と し て , 男子 16 名 。, 
女子 15 名 に つい て 調査 を 行 つ た 。 そ の 結果 は 次 の 如く で 
ある 。 

1) 血色 素 量 と の 間 に 相 関 傾向 の 認め られ た も の は , 
鉄 摂取 量 , 飲料 水 含有 鉄 量 。 カル シウム 摂取 量 (いずれ 
も 男子 ) で ぁ つ た 。 

上 記 8 項目 の 女子 お よび 超 白 質 摂 取 量 , 摂取 熱量 は , 
いずれ も 血色 素 量 と の 間 に 相 関 あ り と は 云え な か つた 。 

3) 非 寄生 性 委 鉄剤 投与 に と よる は 極め て 
著しく , これ に 反し て 鉄剤 非 投与 の 場合 は 血色 素 量 の 増 
加 は 著 明 で な か つた 。 こ の 点 か ら 本 筆 血 は , 大 部 分 鉄 欠 
で ある うと 考え る 。 

し た が つて , 農民 釣 虫 卵 保 有 者 に 委 血 の ある こと と を 飲 
見 し て も ,。 その 委 血 は 単に 釣 虫 感染 障害 に よる の み で な 
く 。 そ の 背後 に 釣 虫 感染 以前 の 鉄 欠 逐 性 筆 血 が 存在 し 得 
る と と を 考え て お く 必 要 が ある 。 
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稿 を 終る に あぁ た つて 御 指導 いた だ いた 予 研 寄生 虫 部 長 
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モノ メチ ル ・ エー テル に よる 一 価 鉄 の 新 比 色 定 量 
法 , 日 本 化学 誌 , 76(3) , 333-336. 一 23) 柳沢 利 喜 
雑 (1952) : 農村 の 保健 指導 , 第 1 版 , 医学 書院 , 東 
京 一 24) 柳沢 利 雄 (1954) : 公衆 学 上 ょ り 
た る 釣 虫 Carrier の 問題 , 千葉 医学 誌 , 30(4), 329- 
346. 一 25) 柳沢 利 喜 雄 (1956) : 公衆 術 生 ょ りみ た 
る 問題 , 寄生 虫 誌 , 9(3, 4) , 13-32. 


Summary 


A certain part of the people in rural area of Japan 
infested with no hookworm was found in anemic 
condition. 

The present survey was conducted to elucidate 
whether there exists a certain correlation between 
thier anemia and food, especially iron intake. 

Results obatined were as follows : 

1) Limits of confidence of the correlation between 
hemoglobin concentration and other items were as fol- 
lows : 
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Items Limit of confidence 
Iron 80 
Calcium 80 
Iron in water for drink 80% 

No correlation were found between protein and 
calorie taken and hemoglobin concentration. 

2) It was remarkable that the increasment of 
hemoglobin value was observed with the administration 
of iron tablets given per o0s. 

With the administration of iron 6.9mg daily through 
a month the increasment of hemoglobin value were 
observed as follows : 


Sex Mean 
Man 5.29 土 1.32 g/dl 
Woman 3.14 土 2.72 gl/dl 


No remakable increasement of hemoglobin was reco- 
gnized when no iron was given. 


(59 ) 
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メタ アル デ ヒ ド , , 化合 物 な ど 
の 日 本 住 血 吸虫 中 間 和 宿主 ミ ヤ イ リガ 1 に 対す 
る 殺 中 効力 の 比較 研究 


佐 々 学 


子 


東京 大 学 伝染 病 研究 所 寄生 虫 研究 部 


正 和 


東亜 農薬 株 式 会 社 研究 所 
(昭和 34 年 3 月 16 日 ) 


日 本 住 血 吸 虫 症 の 予防 に は その 流行 地 に 棲 息 す る 中 間 

宿主 ミヤ イリ ガイ Oncomelania spp. の 駆除 が 肝要 で 
あり , と この た め 匠 国 で も 古く は 生石灰 撤 布 , 近年 に は 石 
灰 窒素 。 さら に PCP ナ トリ ウム (Sadium pentachloro- 
phenate) な ど が 広汎 に 使用 され て 来 た 。 また 最近 に 多 
(1954), 小宮 ら (1958 う , は 克 酸 石灰 が 顕著 な ミ ャ イ 
リガ イ 殺 只 作用 の ある と と を 報じ て いる 。 諸 種 薬剤 の 
実験 室内 に お ける 効力 試験 に つい て も McMullen(1952) 
が 約 5,800 種 の 化合 物 に つい て の スク リー= ン グ テ ス ト 
を 行い , P CP ほか 十 数 種 の 有効 な 化合 物 を 見 出し て 
いる 。 殺 員 効 力 試 験 法 に つい て も 小宮 ら (1958), 保阪 
(1959) な どの 新しい 改良 法 が 報告 され た 。 

他 面 に お いて , 筆者 の うち , 佐々 は 小川 ら の 協力 を え 
て 1943 年 より 諸 種 の 無機 砥 素 化合 物 の 麗 幼 虫 に 対す る 殺 
虫 効力 の 比較 試験 を 行い , これら の うち と くに 克 石 
灰 が 殺虫 作用 すぐ れ て , し か る 安価 に 大 量 生 産 レ し ろう る 
と と を 認め , と これ を さら に 加工 し て 浮 注 性 亜 克 酸 石灰 
及び 沈降 性 亜 砥 酸 石 灰 を 製造 する と こと に 成功 し , 前 者 は 
Anopheles 類 の 殺虫 剤 と し て , 後者 は と くに ヤブ カ 類 の 
殺虫 剤 と し て 1944 年 より 東亜 農薬 横浜 工場 で 大 量 生 産 さ 
れ て 実用 に 供 さ れ た 。 と の 研究 の 一 部 は 佐々 (1947) に 


SASA*, AKIKO MIURA*, & MASAKA- 
ZU OGAWA**. Comparative studies on the toxi- 
city of metaaldehyde, various arsenates and arsenites 
on Oncomelgnia nosobhora, the intermediate host 
of Schistosoma japoicum (*Deprtment of Parasi- 
tology, Institute for Infectious Diseases, University of 
Tokyo,** Lab. of Toa-Noyaku Co. Lt.) 


より 報告 され た 。 そ の 後 本 剤 は 殺 削 剤 と し て も 利用 され 
て いる 。 と こと の 研究 に 使用 し た 亜 砥 酸 石 灰 剤 は 当時 佐々 ょ 
9 石井 信太 郎 に ミヤ イリ ガイ 殺 上 実験 の 材料 と し て 供与 
され た が , その 結果 に つい て は 明らか に され て いな い 。 
筆者 は , 中 国 大 陸 び に お いて 酸 石 灰 の 具 
作用 が 注目 され 始め た 機会 に , さき の 麗 幼 虫 殺 虫 試験 と 
同じ ょ うな 見 地 か ら 諸 種 克 素 化合 物 の ミヤ イリ ガイ に 対 
する 効力 の 再 検討 を 行い , 併せ て と の 目的 に 有望 な 有機 
化合 物 に つい て る ゃ も 実験 を 行 つ た の で , その 成績 を こと に 
報告 する 。 
種 化合 物 の ネツ タイ シマ カ 幼 
に 対す る 効力 の 比較 
と の 実験 は 当時 佐々 が 保存 し て いた フイ リッ ピン 系 ネ 
ッ タ イシ マカ Aedes (Linnaeus, 1758) の 幼 
を 用 い , 19438 年 に 行 つ た も の で ある が , 今回 の 実験 成績 
と 関連 が 深い の で こと と に 引用 する 。 殺 虫 試験 法 に つい て 
は あら か じ め 基 礎 実 験 を 加え た 結果 , 本 剤 の よう な 非 水 
inti こつ いて は , その 純 品 ( 原 体 ) を 供 試 し て 水 
な いし 面積 あたり の 撤 布 量 に 対す る 死亡 率 を みる 方 法 
ala 応じ た 効力 の 比較 が 行い 難く , を きしろ 原 体 を 
他 の 不 活性 な 粉末 で 種々 な 濃度 に 稀釈 し た も の を 一 定量 
づつ っ 混和 する 方 法 が 鋭敏 に 効力 差 を 示す こと を 見 出し , 
た の で その 方 法 で 実験 を し た も の で ある 。 
es 実験 室内 で 飼育 し た ネッ タイ シマ カ の 終 令 
( の 1~2 日 前 の も の ) 50 匹 づつ を 表面 積 約 50 
cm?, 容積 500cc の ビー カー に 清水 800cc 入れ た も の に 


本 研究 は 伝 研 寄 生 虫 研究 部 「 人 畜 病 害 軟 体 動物 の 研究 」 第 1 報 , その 経費 の 一 部 は 東亜 農薬 株 式 会 社 が 分 担 し た . 
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第 1 表 克 素 化合 物 の ネッ タイ シマ カ 幼 虫 に 対す る 殺虫 作用 (佐々 , 1947 ょ りう) 


価 化合 物 原 剤 2.5 0.5 04 三 価 化合 原 剤 2.5%% 0.5% 0.1 
Ca 50 46 0 克 Ca 50 50 50 26 
ll Mg 50 43 12 0 4 Mg 50 50 47 19 
# Zn 50 44 8 0 4 Zn 50 50 50 18 
un Pb 50 43 $3 0 Pb 50 50 45 20 
# Eu 50 46 8 0 2 Cu 50 50 50 8 43 
/ Ba 50 47 6 0 2 Ba 50 50 48 5 
i Al 47 28 0 0 4 Al 50 42 31 0 
nm Fe 32 0 0 0 Fe 50 39 10 0 
克 
50 28 0 0 
化 素 50 50 50 41 
As:Ss; 50 50 50 24 


各 50 匹 使用 , 58 時 間 後 の 死亡 数 、 各 薬 剤 を みか オ リン で 表記 の 濃 席 に 稀釈 し , その 40 mg 


を 表面 積 50 平方 cm, 水量 500 cc の ビー カー に 入れ を た 後 , 幼虫 50 匹 づ っ 放し た . 


放し , 各 薬 物 を As:O。 又は AszO。 含量 を 基準 に し て 
土 で 40 倍 , 220 倍 , 1,000 倍 に た も の を 40mg 
づつ 撤 布 混和 し て 48 時 間 目 の 死亡 率 を し ら べ た 。 

実験 結果 : (1 第 1 表 に 示す よう に , 各 金 属 の 克 酸 塩 , 
亜 底 酸 塩 類 の 効力 比較 で は , 一 般 に 後者 の 方 が 前 者 より 
殺虫 効果 が 大 きく , ま た 金属 別に は 銅 , 石灰 , 亜鉛 な どの 
塩類 が 克 , と も 強 , 鉄 , AI, な ど は あ 
つた 。As:0。 は 案外 に 弱 As:Ss は 強 あつ た 。 

(2) 克 石灰 は , As:O。 と Ca (OH) を 水中 で 煮 
沸 し て 作ら れる が , 煮沸 以前 の も の は Asz:O』 の 形 で あ 
る た め に 弱 姓 で , 煮沸 時 間 が 20 分 に 達 す れ ば 最大 の 効果 


を 示す 化合 物 を 作り うる と と を 認め た (デー タ 略 う 。 

また As:O。 と Ca(OH) , の 混合 割合 a :b を 変え た 10 
種 の 化合 物 (a:b を 0:10, 1 : 9 から 10 :0 まで と し レ 
た も の ) の 効力 比較 で は , 凡そ 6 : 4 の と と ろ に 最大 の 
毒性 が 認め られ た 。 

(8) 石灰 の 製造 過程 に おい て, と Ca 
(OH) ,: を 水中 で 加熱 する さい に , 1 の 割 に 石鹸 を 加え 
る と 水面 浮 導 性 の 粉剤 が えら れ , Anopheles 幼虫 駆除 に 
適する こと を 見 出し た 。 石鹸 を 加え な い 製 品 は 沈降 性 で 
ヤブ カ 幼 虫 駆除 に 適する 。 

以上 の 研究 は すでに 1943 年 に 完了 し た が , 当時 軍事 上 


第 2 表 供 試 し た ・ 塩 類 の 分 成績 


全 As:0; 含量 As:0s; 含量 
CaHAsO, 63.84 55.75 1 CaHAsO; 60.30 45.21 3 
CaH, (AsO,) 2 71.39 50.62 Cas (AsO;) 2 68.24 75.63 — 
Ca; (AsO,) 2 57.74 43.81 Meg: (AsO;) 2 54.03 51.32 1 
Mgs (AsO,) » 64.23 33.90 18 Zn(AsOs;) 2 62.05 49.38 4 
Zn; (AsO,) 48.49 40.55 5 Mns (AsO;) 44.75 42.90 1 
Mn; (AsO,) 2 11 Mn; (AsO;) 2 48.17 33.25 10 
Cus; (AsO,) 49.05 39.97 5 Cus (AsOs;) 45.33 31.76 10 
Ba; (AsO,) 2 33.31 30.63 3 Bas (AsO;) 30.07 39.04 — 
NasAsO, 32.2% 8 NasAsOs; 51.54 32.14 6 
AlAsO, 69.26 4 AlAsO; 65.98 46.89 3 
FeAsO, 59.00 40.73 4 FeAsO; 55.34 35.56 5 
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の 要求 に より 六 表 され ず , 1944 年 に 両 製 品 が 東亜 農薬 横 
浜 工場 で 製 産 され て と くに 南方 地域 で 実用 され , 一 部 は 
戦後 国内 で も 駆 除 に 使用 され た 。 本 剤 は へ 
や ネズ ミ に も 猛 考 で あつ て , と の 性 質 を 利用 し た 製品 も 
市 販 さ ミ され た 。 いづ れ に せよ ょ よ , 悪 酸 を 石灰 と 一 定 条 件 で 
化合 させ る とこ と に より , その 吾 性 が 数 倍増 強し , 甚だ 安 
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2 枚 の スラ イド に は さん で つぶ し ,。 グリ ノー 顕微 鏡 下 で 
収縮 運動 を 示し た も の は 生 。 そう で な いも の を 死 と 記録 
し た 。 

1 回 の 実験 は 各種 の 薬剤 ご と に いわ ゆる 8 倍 と び の 階 
段 稀釈 法 , (]/10 の n 乗 の 階段 稀釈 ) で 通常 5 種 ず っ 
の 薬剤 を 供 試 し . その 度 に 同数 の 内 を 用 いた 対照 ( 無 書 


価 な 召 剤 が 製造 し うる と こと は 理論 的 に も 


興味 深い 。 第 3 表 ャ イリ ガイ 中 試験 成績 
ミヤ イリ ガイ に 対す る 
試 材料 : 貞 は すべ て 山梨 県 の 流行 
CaHAsO, 25/40 7/10 32/40 18/20 10/10 
CaH, (AsO/) 2 15/40 30/40 8/10 10/10 
Cas (AsO 8/40 5/10 21/40 8/10 8/10 
供 さ れ た も で ある 。 薬剤 は 市 販 試 0/10 2/10 7/10 7/10 7/10 
より 出発 し , 東亜 農薬 研究 所 に お いて 合 Zn,(AsO: 0/10 0/10 0/10 0/10 5/10 
成 な いし 加工 し た 。 そ を の 組成 は 第 2 表 に Mn; (AsO』 0/10 0/10 2/10 2/10 3/10 
示す 通り で ある 。 Cus (AsO,) 2 3/30 4/30 6/30 6/10 9/10 
実験 方 法 : さき の ヤブ プ カ 幼 虫 に 対す る Bas (AsO) 2 1/30 8/30 14/30 
効力 試験 法 と 同様 な 考え 方 に も と づい AlAsO: 0/10 0/10 0/10 0/10 3/10 
て , と これら 食 効力 差 が 鋭 示さ れ FeAsO 0/10 0/10 0/10 0/10 0/10 
また その 結果 が 実地 に 適応 する よう , 次 NasAsO:, 11/40 17/40 31/40 10/10 10/10 
の ょ うな 方 法 を 試み た 。 メタ アル デ ヒ ド 原 体 23/30 27/30 _30/30 
薬剤 は いづ れ も 沈 降 性 で ある た め に , 7 15% 粉剤 2/30 6/30 27/30 29/30 30/30 
と れ を 3 に 所 要 量 を 水 和 9/20 20/20 
た も の を 加え て 乳鉢 で よく 麻 し 
te CaHAsO; 3/30 8/30 49/60 28/30 30/30 10/10 10/10 
cm の 円 形 開 紙上 に 直径 約 8 cm (面積 約 CaH,(AsO): 26/30 28/30 30/30 10/10 10/10 
50cm?) の 円 形 の 範囲 に な る べく 平等 に Ca;(As:02) 18/30 28/30 30/30 10/10 10/10 
貼 布 し , その 中 央 に あら か じ め 水 中 で 活 0) Mg: (AsO,)2 21/60 32/60 38/60 7/10 85/10 
沈 に 運動 し て いる と こと を た し か め た ミヤ Zn;(AsO』) 2 0/30 3/30 9/30 6/10 
イリ ガイ の ( 雌 は せ ず ) を 80 Mn;(AsO』)2 0/30 12/30 10/10 
匹 ( 時 に より 10 な いし 20 匹 ) ず つ 放 し た 。 Cu (AsO!) 2 5/30 19/30 26/30 10/10 10/10 
と れ を 25°C の 恒温 器 内 に 48 時 間 お いた Bias: (AsO』) 2 6/30 11/30 19/30 9/10 10/10 
後 、 結 果 の 判定 を 行っ た 。 AlAsO: 0/30 0/30 9/30 10/10 10/19 
判定 の さい に は , まず 上 貝 が 原 位 量 よ り FeAsO: 4/30 6/30 8/30 9/10 WN 
どの 程度 移動 し て いる か を 記録 し た 。 薬 。 NasAsO: 15/30 25/30 30/30 10/10 
よ つ て は ほとん ど 原 位置 の まま 
4/30 12/30 21/30 10/10 
H,As:O; 27/30 29/30 30/30 10/10 10/10 
いる も の も あつ た 。 生死 の 判定 は 小宮 ・ A 3/30 8/30 25/30 10/10 10/10 
保阪 (1948) の 方 法 に 準じ まず 上 を ドッ ン 
り 出 し て 80°C の 水 を 入れ た シャ ヤー レ に 放 50 必 粉 剤 0/30 2/30 2/30 
て を た も の は いる 0/30 4/30 9/30 


判定 し た 。 運動 の み ら れ な か つた も の は 
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の 涯 粉 溶液 を あたえ た も の ) を も うけ た が , 全 実 験 を 通 Probit 


じ て 対 照 群 に 死 貞 は 1 匹 も 認め られ な か つた 。 同じ 薬剤 q 
に つい て 2 回 の 実験 を 行 つ た 群 も ある が , と これ ら を 合計 


し た 成績 を 表示 する と , 第 3 表 の よう に な る 。 

実験 結果 : 供 試 薬剤 の 種類 に 比べ て , 供 試 上 数 が 充分 
で な か つた た め に , 効力 の 接近 し た 化合 物 の 間 に 有 意義 
を 指摘 し えな い 部 面 も る あつ た が , スク リー= 
と し て は 碗 分 な 成績 が えら れ , 次 の よう な 一 般 傾向 は 認 


め え た も の と 考え る 。 


1. 一 般 に 克 酸 塩類 て 5 価 砥 素 化合 物 〕 は 同じ 金属 の 
塩類 C3 価 素 化 合 物 ) より が 低い 。 


ング テス ト 


wn 


2. 金属 の 種類 と よ つ て 克 な いし 酸 類 の 間 に 003 ol 03 to 30 
召 性 の 差 が あつ て , 両者 と も 水溶 性 の Na 塩 が 最も 強く 第 1 図 各種 薬剤 の 濃 席 と ミヤ イリ ガイ 死亡 率 プ ョ 
水 に な いし 非 の 塩類 の うち で は 虫 の 場合 ビッ ト の 関係 


と 似 て 石灰 塩 , 銅 塩 が 比較 的 強 書 で あり , 
8 価 の Fe, Al 塩類 は 弱毒 の 傾向 が み ら 

8. 供 試し た 克 , 酸 の 石灰 塩 の う 
ち 酸 性 塩 の 方 が 塩基 性 塩 よ り 効力 が 強い よ 
うに 考え られ る ( 克 酸 石 氷 に つい て は 小宮 
ら の 所 見 に 一 致し た ) 。 

4.。 砥 素 化合 物 以 外 の 供 試 薬剤 の うち , 
メタ アル デ ヒ ド が 強い 殺 具 作用 を 示し , 石 
灰 素 , PCP-Na, 克 石灰 , 酸 石灰 
の 効力 順位 の さら に 上 位 を 示し た 。 と れ は 
第 1 図 に も 示す 通り で ある 。 メ タ ア ル デ ヒ 
ド は 原 体 より 15% 粉 剤 な いし 50 水 和 剤 の 
方 が ずつ と 効力 が 強 か つ た が , と これ は 拓 粉 
液 中 の 分 散 度 が 後者 の 方 が 著 明 に 良好 で あ 
つた た め と 推定 され る 。 


マウ ス に 対す る 


人 対す る の 推定 と , その 反面 殺 
削 剤 と し て の 効力 を し ら べ る 目的 で , と と 
に 供 試し た 主要 薬剤 の マウ ス に 対す る 経口 
毒性 を 比較 し た 。 

実験 方 法 : 体重 約 15 g の DD 系 マウ ス を 
半日 空腹 に し た 上 で , 供 試薬 剤 を 乳鉢 を 用 
い 所 定 濃度 に 3 2% に 浮 
せ た ぁ も の (PCP-Na は 水溶 液 と し て ) 0.5 
cc を ツベルクリン 注射 徐 と に 先 を 丸く し た 注 
射 針 を つけ た も の を 用 い , マウ ス の 胃 内 に 
強制 投与 し , 48 時 間 ま で の 死亡 数 を しらべ 


第 4 表 メタ アル デ ヒ ド 等 の マウ ス に 対す る 王 性 試験 
A. 投薬 量 と マウ ゥ ス 死 亡 状 況 (48 時 間 後 , 体重 15 g) 


投与 量 mg 30 10 3 1 GE 概算 


LD 
薬 量 mg/kg 体 量 2,000 670 200 67 20 6.7 a 
石灰 4/4 9/9 13/13 6/9 0/4 18 
PCP-Na 5/5 5/5 4/5 1/5 


メタ アル デ ヒ ド 5/5 5/5 5/5 0/5 0/5 


4/5 と は 5 頭 中 4 頭 死 亡 を 示す . 
B. 投薬 量 と マウス の 致死 時 間 の 関係 


18 48 
2 分 3 分 5 分 10 分 30 分 60 分 中 間 時 間 時 間 計 
10 mg 2 2 1 5 
3 mg 1 3 1 5 
RF l mg 2 2 4 
0.3 mg 1 1 
30 mg 3 2 8 
メタ 10 mg 1 3 1 5 
アル デ 3 mg 1 3 5 
1 mg 0 
0.3 mg 0 
供 試 数 5 頭 中 各 時 間 以 内 に 死亡 し た 数 を 示す . 
C. x ぇ x タ ア ル デ ヒ ド の マウ スネ 致死 量 の 測定 
投与 薬 量 l mg 2 mg 4 mg 8 mg 
mg/kg 換算 値 50 100 200 400 
死亡 数 / 供 試 数 0/5 0/5 2/5 5/5 


体重 20g の DD 系 マウ ウス を 用 い , 各 量 の 薬剤 を 2 溶液 0.5cc に 
含有 させ た も の を 胃 ジ ヅ ジン デ で 投与 し た . 生死 は 48 時 間 後 判定 し た . 
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た 。 亜 克 酸 石灰 の 成績 は 佐々 ・ 三 浦 の 1951 年 の 実験 結果 
で ある 。 メ ヌメ タ ア ル デ ヒ ド に つい て は 体重 約 20g の DD 系 
マウ ス を 用 い 毒 性 実験 を くり か え し た 。 

実験 結果 : 第 4 表 に 示す よう に , メタ アル デ ヒ ド が 最 
は 200mg/kg 前 後 で あり , ほ さ DDT ゃ も 
リ シン デン と 同 程度 と 推定 され た 。P CP は と れ ょ り ず つ 
と 強 LDs。 は 67mg と 20mg の 間 , 克 は さ 
ら に 強 ある 。 


考 


1. 実験 方 法 に つい て 。 実験 室内 で 非 水 溶性 の 食 如 の 
効力 比較 を 行う さい に , それ らち の 純 品 ( 原 剤 ) を その ま 
ま 使 つっ て, 一定 面 積 あ た り の 撤 布 量 を 種々 に 変え て 死亡 
率 を 比較 する 方 法 は 少く も 政 幼 虫 の 場合 に は 不適 当 で , 
と と に 示し た 非 活性 粉末 に ょ る 稀釈 法 の 方 が 実地 に 即 し 
た 結果 が えら れる 。 前 法 に よれ ば , た と えば 亜 克 酸 石灰 
と 砥 酸 石 灰 の 効力 差 さ え 人 ほとん ど 現 れ な い が , 後 法 で は 
数 倍 の 差 が られ , 自然 陣 境 に お ける 野外 試験 の 成績 と 
平行 する 。 食 書 の 効力 は , 対象 の 動物 が どれ だ け の 量 の 
薬剤 を 食べ る か に ょ つて 示さ れる が , 麗 幼 虫 に 対し て は 
撤 布 量 を か えて を も 援 食 量 は ほとん ど 違 わな い の で , を し 
ろ 摂 食物 中 の 薬剤 の 濃度 の 方 が 問題 と な る 。 

ミヤ イリ ガイ に つい て も 同じ 見 地 か ら , 薬剤 を 清水 で 
な く , 漫 粉 溶液 に 濃度 を か えて 浮 放 さ せ た ぁ の で 比較 し 
た 。 と れ は , その 摂 食物 中 に お ける 濃度 を か えて , 効果 
を は つき り 凶 較 す る 目的 と 共に , 薬剤 の 沈降 速度 を 遅く 
し ょ うと 考え た た めで ある 。 砥 素 剤 の か 多く は 比重 が 高く 
非 水深 性 で ある た め に , 清水 に 浮 湊 させ て 扱う と 濃度 が 
不安 定 で ある 。 

我々 の 実験 成績 を 単位 面積 あたり の 撤 布 量 に 換算 し 
て , ! 酸 石 灰 に つい て 小宮 ・ 保 阪 (1958) の 実験 成績 と 
比較 する と , 我々 の 結果 の 方 が 内 の 死亡 率 が 低く , 薬剤 
の 効果 が 弱く 現れ た の は , 稀釈 液 に 内 の 食物 と な る 泌 粉 
を 加え た た めで あぁ ろう 。 

2。 各種 克 酸 剤 の 得失 に つい て 。 ミ ヤ イ リガ イ に 対す 
る 実験 室内 の 歌 性 試験 成績 で は , 麗 幼 虫 の 場合 と 似 て , 
一 般 に 亜 砥 酸 塩 の 方 が 克 酸 塩 よ り 強 姓 で あり , 金属 と 
し て は Na, Ca, Cu な どの 塩 が 有効 で あつ た 。 こ と の 試験 
成績 が 直 ち 野 外 に お ける 色々 な 自然 条件 で の 効力 の 優 
劣 を 示す か どう か は , 次 期 の 野外 実験 の 結果 を みな けれ 
ば 断定 し えな い 。 

と の 成績 か ら あ えて 実用 性 を 推察 する と , まず 金属 の 
種類 と に ついては, 他 の も の に 比 し て 石灰 が は る か に 安価 
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で あり , 効果 も 高い の で , 他 種 の 金属 塩 を 採用 すべ き 根 
拠 は ば は ない 。 ま た Na 塩 は 水深 性 で ある か ら , 実地 使用 に 
は 便利 な 面 も ある が , 人 店 や 植物 に 対す る 危険 も 大 きい 
と 思わ れる 。 

酸 塩 と 克 で は , 後者 の 方 が 強 , し か ぁ も 
造 工程 が ずつ と 簡略 で ある た め 価 格 も 安い 。 中 で も 亜 太 
酸 石灰 は , 単に 亜 克 酸 と 石灰 を 原料 と し , と これ を 水中 で 
加熱 する だ け で 製造 し うる の で , 最も 安価 に 大 量 製 産 し 
うる と こと は いう まで も な い 。 従 つ て ミヤ イリ ガイ に 対 事 
る 効果 だ け を 考え れ ば , 克 より 克 石灰 の 
方 が 効力 , 価格 の 両面 と も 有利 で ある 。 

し か し , 従来 の 実験 成績 と て らし て も , と れ ら 無機 克 
素 化 合 物 は , 殺虫 作用 の 強い る も の ほど 人 吉 や 植物 に 対す 
る 毒性 も 著しい の で , 実用 性 の 判断 に は この 点 を も 考慮 
する 必要 が ある 。 な お , P CP など と つ て , 
灰 が 実用 量 で は 魚類 に は 安全 で ある と こと は すでに 1943 年 
に た し レ し かめ られ て いる 。 

3.。 メタ アル デ ヒ ド に つい て 。 本 剤 は 特異 な 臭 を る っ 
白色 の 粉末 で , 概ね 4 分 子 の アセ ト ア ル デ ヒ ド が 陣 状 に 
縮合 し た る ぁ の と 推定 され , 融点 246C, 昇華 点 112C, 

に 不溶 で ある 。 古 く か ら 固 形 燃料 と し て 使用 され 我国 
で る も 登山 者 用 の 携帯 燃料 と し て 市 販 さ れ て 来 た が , ヨー 
ビッ パ で 偶然 経験 的 に カタ ッ ふ ムリ や ナメ クジ に 誘引 性 と 
毒性 が ある と と が 認め られ , か な り 以 前 か ら 上 農業 方 面 に 
は こと れ ら の 害虫 の 駆除 剤 と し て , 多く は 在 酸 石灰 と 混用 
し て 用 いら れ た も の で ある 。 ミ ヤ イ リガ イ が と こと れ ら と 同 
類 で ある と と か ら , 我々 は は じ め て 本 剤 を 試験 し て みた 
と ころ , と の 実験 方 法 に 関す る 限り で は , PCP ゃ 砥 酸 
石灰 , 石灰 窒素 より 効力 が 大 きく ,。 マウ ツウ ス に 対す る 毒性 
は 酸 石 や PCP よ ょ より 低く 。 し か も ナメ クジ の 場合 
と 同様 に 誘引 性 も ある と 推定 され る 結果 を えた 。 メ タ ア 
ル デ ヒ ド を ミヤ イリ ガイ 駅 除 に 供 試 し た の は 本 研究 が 最 
初 で あろ う 。 


まとめ 


1) 我々 は 山梨 県 産 の ミヤ イリ ガイ を 材料 に 用 い , 泊 
粉 供 試薬 を 種々 な 濃度 で 浮 させ た も の を 

に 流し て と これ に 対す る 致死 作用 を 比較 する と いう 方 法 
で , 塩類 , 酸 塩 類 , PCP, 石灰 。 メ スタア 
ル デ ヒ ド な どの 殺 中 効果 を し ら べ た 。 

2) その 結果 , 砥 素 化合 物 で は 。 さき に ネッ タイ シマ 
カカ 幼虫 の 殺虫 効果 に み ら れ た と 同様 に , 一 般 に 克 酸 塩類 
ょ り 塩 類 の 方 が 中 効果 が 強く 両者 と も Na; 


34 年 10 月 (1959)】 


Ca, Cu な どの 塩類 が 比較 的 強 姓 で , Fe, Al な どの 塩 は 
弱 され た 。 

8) 供 試し た その 他 の 化合 物 の うち ,。 と くに メタ アル 
デ ヒ ド が 殺 上 中 効果 に すぐ れ , 従来 か ら ミ ヤ イ リガ イ 駆除 
に 用 いら れ て いた 石灰 , PCP-Na, 石灰 な ど ょ 
役 量 で 有効 で あり マウ ス に 対す る も と れ ら ょ より 
低く 。 ミ ヤ イ リガ イ 誘 引 性 も ある と 推定 され た 。 

4) 以上 の 実験 は すべ て シヤ ー レ 内 で 行わ れ た も の 
で , 必ず し も 野外 の 色々 な 自然 条件 で の 殺 員 効果 と 平行 
し な いか も し れ な い 。 し か し , 以上 の 結果 か ら あ えて ミ 
ャ イリ ガイ 駅 除 薬 剤 と し て の 実用 性 の 推定 を 行う と , 克 
素 剤 の うち で は 亜 砥 酸 石灰 が 効力 と 価格 の 両面 か ら 最 も 


有望 で ぁ り , 人 畜 や 植物 に 対す る 安全 性 を 考慮 に 入れ た 


と き に は , メタ アル デ ヒ ド が 新 に 有望 な 物質 と し て 指摘 


れ 
な お , メタ アル デ ヒ ド を ミヤ イリ ガイ 駆除 実験 に 供 試 
し た の は 本 研究 が は じ め て で , さら に その 化学 構造 と 殺 
内 効 力 の 関係 , 使用 形態 な ど に つい て 検討 を 加え % え つつ あ 


o 


本 研究 に 御 協 力 を えた 山梨 県 武藤 予防 課長 , 小笠 原 保 
健 所 佐々 木 孝 所 長 ち の 方 々 , な ら び に 研究 上 御 助 言 を 王 
えら れ た 予 研 小 宮 義 孝博 士 , 尾上 哲之 助 昼 士 ら に 深謝 す 
る 。 


引用 文献 


1) 保阪 幸男 (1959) : ミヤ ャ イリ ガイ 実験 室内 
効果 判定 の 検討 (1) 寄生 虫 学 雑誌 ,8(1), 102-107. 一 
2) 小宮 ・ 保 阪 幸男 (1958) : 克 石灰 の 殺 効果 
に つい て , 寄 生 虫 学 雑誌 , 7(5), 540-544. 一 3) Me- 
Mullen, D. B. et al (1951) : The use of mollusca- 
cide in the control of Oncomelania nosophora, an 
intermediate host of Schistosoma japonicum. Amer. 
J. Trop. Med., 31, 593-604. —4) Nolan, M. O. et 
al. (1953) : Results of laboratory screening tests of 
chemical compounds for molluscicidal activity. I. 
Phenols and related compounds, Amer. J. Trop. 
Med. & Hyg., 2: 716-752. —5) Oliver, L. (1955) : 


(65 ) 


713 


Natural history and control of the snails that tra- 
nsmit the schistosomes of man., Amer. J. Trop. Med. 
& Hyg., 4(3), 415-441. 一 6) 佐々 学 (1947) : 克 素 
化合 に 酸 石 の 殺虫 作用 に 殺 作用 , 医 
学 と 生物 学 , 10(5) : 281-284. 一 7) 交 徳 隆 (1954) : 
化学 螺 在 予防 血 吸 病 上 的 地位 , 中 華 雑 誌 2, 
81-94. 


Summary 


l. Laboratory experiments to compare the toxicity 
of various orgainc and inorganic chemicals were made 
by using specimens of Oncomelania nosophora col- 
lected at Yamanashi Prefecture. Compounds tested 
included metaaldehydes, arsenates and arsenites of 
various metals together with the previously known 
anti-oncomelania chemicals like sodium pentachloro- 
phenate, calcium cyanmide and calcium arsenate. 

2. As was reported by Sasa (1947) on the toxicity 
of arsenites and arsenates on larvae of Aedes aegypiti, 
that on Oncomelania also differed greatly by chemical 
formulae; the arsenite was usually several times 
more toxic than the arsenate of the same metal ; in 
both arsenites and arsenates, the toxicity reflected 
the kind of metals compounded, Na-, Ca- and Cu-salt 
were relatively effective and trivalent metals like Fe 
and Al gave rise to less toxic salts. 

3. Among the other chemicals tested here, meta- 
aldehyde was most interesting in that it was one of 
the most effective substances on Oncomelania, and 
less toxic to mice than the previously known chemi- 
cals in this field, whose LD;s being on about the 
same level as lindane. It also seemed to act as the 
attractant to the snail. 

4. The above experiments were made exclusively 
in the laboratories and may not reflect the practical 
value in field trials. However, the results suggest 
that metaaldehyde would be a safer and more etf- 
fective anti-oncomelania substance than the previously 
known ones. Among the arsenic compounds, calcium 
arsenite would also be of practical value as the least 
expensive measure in areas where the toxic effects to 
mammals and plants can be ignored. 
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感染 の 実験 疫学 的 研究 
ッ ス 集 団 に 対す る Syphacia obvelata ( 腸 ) 感染 の 場合 


林 生 佐藤 孝 


佐藤 金 作 高田 徳 


東京 大 学 伝染 病 研究 所 寄生 虫 研究 部 (部 長 佐々 学 教授 ) 
(昭和 34 年 4 月 7 日 受領 ) 


人 に お ける 各種 尋 虫 感染 の 年 齢 分 布 は ), それ ぞ れ の 種 
類 に ょ つて 特有 の 型 を 示す 。 既 に 佐々 ・ 林 ら (1958) の 
告 し た 如く , 回 虫 , 凌 虫 等 は 若年 層 に 寄 虫 謙 の 山 が あ 

り , 以後 年 齢 の 増す と と も に 低下 する , いわ や ゆる 「 へ 」 
の 字 型 を 示し , ツ ビ = 釣 虫 , アメ リカ 多 虫 等 は 青 壮年 に 
な つて 増加 し , 年 齢 と と も に ます ます 寄生 率 が 高まる 場 
合 が 多い 。 ま た 林 ら (1957, 1958) の 報じ た 如く , 時 虫 
寄生 は , 5 ~9 歳 台 に 最高 の 山 が あり ,80~40 才 台 で 一 時 
や や 増加 する ほか は , 年 令 と と も に 次 第 に 低下 する 型 を 
示す こと が 多い よう で ある 。 と これら は , 当然 , 各種 類 の 特 
有 な 生活 史 や 感染 経路 に も と づく 面 が あろ う が , と の 他 
に 宿主 の 側 の 感受 性 の 変化 等 も 考慮 され ね ば ぼ ば ならない 。 

マウ ス に お いて は , 主要 な 寄生 虫 で ある , Syphacia 
0bvelata ( 腸 虫 ), Aspzculuris tetraptera ( 
暁 虫 ), 5ymenolepis nana (ナナ 条 虫 ) の 3 種 に つい て 
週 に 感染 状況 を 調べ た と こと ろ , Asph. tetra. Hym. 
nana の 2 種類 は , 3 週 内 ら 週 で の 調査 範囲 で 
は , いづ れ も 週 内 の 増す と と も に 寄生 率 が 高まる の に 比 
し , Syph。 obv. は 4 週 齢 に 寄生 率 の 山 が あり , 人 の 暁 

に ょ よく 似 た 「 へ 」 の 字 型 を 示し た (高田 , 1958)。 

と の 「 へ 」 の 字 型 の 年 齢 分 布 の 成因 を 追求 する 為 , マ 
ウス に お ける Syph.。 obv. の 感染 を 対象 に し , 週 賠 別 の 
感受 性 の 差 , 一 度 寄 生 を 受け た 後 の 獲 得 免 疫 の 有無 等 を 
検討 し た の で , 本 編 に 報告 する 。 

材料 及び 実験 方 法 

Syph. 06v. 無 寄 生 の マウ ス 集 団 を つく る 為 , 購入 し 

た 市 販 マ ウス を Piperazine hydrate (田辺 製品 : ミキ シ 


SHIGEO HAYASHI, Kojl SATO, KINSAKU SATO, 
& ATSNORI TAKADA: Experimental epidemi- 
ology of helminthic infections. Observations on the 
infestation of albino mouse colonies with Syphacia 
obvelata (nematode : Oxyuridae) (Department of 
Parasitology, Institute for Infections Diseases, Uni- 
versity of Tokyo) 
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ン シ ロ ッ プ ) の 3 水溶 , 給水 よる 長期 連続 投 
与 で 充分 駆虫 を 行い , 無 寄 生 と な つた も の を , 実験 室内 
の 厳重 な 管理 の も と で 飼育 繁殖 せしめ , と これ の F, を 2 周 


齢 か ら 9 週 内 ま で 合計 100 匹 を 得 た 。 


実 1 (Sepa. に お いて は , と これ ら を 直径 14cm 
高 さ 17cm の ガラ ス 製 チリ ン デ ル に , 8 な いし 4 匹 の 割 
に 配分 し て 飼育 し , 各 チ リン デル に 1 匹 宛 の Syphacia 
寄生 マウ ス を 移入 し , 一 斎 感染 を 起 さ し め た 。 感 染 源 ャ 
ウス は 6 日間 同居 せしめ て 後 除 去 し た 。 寄生 マウ ス 移 和 
の 日 より 10 日 目 か ら 。 セロ ファ ン テ ー プ 法 に よる 検 肛 を 
連日 行い , 全 集団 に お ける 肛 囲 卵 陽 転 の 状況 を 観察 し た 。 

実験 3 (Sepa. 聞 2 うに お いて は , 実験 1 に お ける 100 
匹 の マウ ス が 全部 寄生 を 受け た と と を 確か め た 後 , 直 ち 
に 上 記 Piperazine 剤 に よる 駆虫 を 施し , 完全 に 全集 団 
が 陰 転 し た と こと を , 連日 検 記 で た し か め て , 6 週間 後に 
再び Syphacia 寄生 ャ マウス を 6 日 間 移 入 同居 せしめ て , 
再 感染 の 起り 中 合 を 調べ た 。 

別に 無 寄生 の 状態 で 飼育 し た 2 週 5 
週 , 14 週 内 マウ ス 合計 107 匹 の 集団 は , 実験 3 
(Pool 間 1 うと し て , 第 1 表 に 示し た 木製 大 型 ケ ー ジ に 
と め て 飼育 し , Syphacia 寄生 マウ ス 10 匹 を 移入 , 同様 
連日 検 記 を 施行 し て 感染 状況 を 観察 し た 。 と の 実験 で 
は , Syphacia 寄生 マウ ス は 移入 後 , 観察 終了 時 まで 同 
居 を 続け た 。 な お いづ れ の 実験 に お いて も , 被 検 マ ウス 
の どれ か さく 肛 囲 卵 陽性 に な つて か ら 最 大 10 日 以内 に 観察 
が 終了 し て いる か ら , 連鎖 感染 の 現象 は 見 られ な い 。 既 
ち 単 一 虹 赴 の 場合 の モデ ル と し て 設定 し た も の で ある 。 

実験 

上 記 3 実験 に と お ける 三 つ の マウ ス 集 団 で , 感染 源 の 寄 
生 マ ウス を 移入 し て 後日 別 の 肛 囲 卵 陽 転 状 況 を , 各 周 答 
別 , 性 別に 表示 し た の が , 第 2,。 8, 4 表 で ある 。 いづ 
れ の 実験 に お いて も , 感染 の 発現 状況 は , 雌雄 の 間 で 殆 
ん ど 差 異 を 認め な い 。 
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第 1 表 Syphacia obvelata 無 寄 生 の マウ ッ ウス 集団 に 感染 マウ ス を 移入 し た と き の 


寄生 マウ ス 発 現状 況 た 関す る 実験 
月 3/IV~17/V ’58 12/IV~31/V ’58 22/IX~7/X '58 
使用 マウ ス 市 マ ウス の F, を 無 Sepa の マウ ス を 市 ウス の F。 を 無 
寄生 虫 飼 育 し た も ゃ の Piperazine hydrate で 寄生 虫 飼 育 し た も ゃ の 
完全 駆虫 し た も ゃ の 
同上 週 令 2W~9 W 8 W~15 W 2 W~14 W 
飼育 容器 チリ ン デ ル チリ ン デ ル 大 型 ケ ー ジ 
同 大 きき 径 14 cm, 高 17 cm 同 左 129x62x17 cms 
1 チリ ン デ ル 1 チリ ン デ ル 
移入 寄生 マウ スネ 各 チ リン デル 1 各 チ リン デル 1 10 ($) 
寄生 マウ ス の 接触 期間 6 日 間 6 日 間 連続 接触 
平均 陽 転 日 (x 12.31 日 目 13.82 日 目 12.94 日 目 
陽 転 日 標準 偏差 (s) 9,;77 2.042 1.159 
11.75 日 12.65 日 目 12.25 日 目 
0.232 0.708 0.435 
定 差 図法 に ょ る 推定 虹 赴 日 9.18 日 目 10.3 日 目 9.75 日 目 
定 差 図法 に ょ る 平均 潜伏 期間 2.57 日 2.35 fH 2.50 日 


第 1 図 マウ ス の 週 陽 転 率 曲 線 Sepa 1 
OO——O3W ハム ーーA ム 4W 
ロー- ロ Aー—A ム 7W 
8W メー-x9W 

雌雄 を 合計 し た 人 各 週 齢 別 の 日 別 発現 状況 を , 昧 積 の か 

た ち で , 第 1, 2, 8 図 に 夫々 図示 し た 。 

表 及 び 図 に 見 られ る ど ご とく, 実験 1 に お いて は , 感染 

源 移入 後 , 約 12 日 目 に 陽 転 の 山 が 見 られ , し か も 幼 若 な 


マウ ワ ス に 比較 し て , 老齢 に な る に つれ て 生 々 発現 が 遅れ る 


る ょ うな 印象 を 受け る 。 し か る に 実験 2 に お いて は , 後 
述 の 如く , 集団 全体 と し て は , 発現 の 山 が 13 日 目 か ら 14 
日 目 の 問 に ずれ て は いる が , 老齢 の も の に 比 し て , より 
右 い 集団 で むし ろ 発 現 が 遅れ て いる 。 ま た 実験 3 に お い 


て は , 飼育 環境 が 異な り , また 移入 感染 源 と な る マウ ス 
の , 集団 に 対す る 比率 が 異な る 関係 も あつ て , 発現 の 山 
が ほ く 13 日 目 に と な つて いる が , 2 週 内 5 週 比 し , 
著しく 老齢 の 14 週 に お いて も , 発現 の 状況 が 
く 同 一 で ある と と が 注目 され る 。 

また 各 実 験 を 通じ て , 2 週 ら 14 週 わた る 著 
く 広 範囲 の 週 骨 の マウ ス が , ひと し く 100% に 感染 を 受 
けた と と は 興味 深い 。 

即ち 自然 集団 の 場合 と 異な り , 無 寄 生 の 状態 で 飼育 さる 
れ た 実験 集団 で は , 感染 の 成功 率 , 日 別 発現 状況 等 種々 
の 観点 か ら , 広い 範囲 の 週 齢 間 に 感 受 性 の 差 を 認め る こと こ 
と が 出来 な か つた 。 従 つて 自然 集団 に お ける 「 へ ]」 の 字 
型 の 週 齢 分 布 の 成因 と し て , 週 幅 の 差 に も と づく いも わ も ゆめ 
る 自然 免疫 を 想定 する こと は 出来 な い 。 

次 に 実験 2 に お ける 集団 は , 他 の 集団 と 異な り , 一 度 
寄生 を 受け た こと の ある も の の 再 感 染 の 場合 で ある 。 と こと 
れ が 実験 1 と 比較 し て 発現 の 山 が , 表 1 に 示し た 如く 明 
ら か に 遅れ て いる と と , また 陽 転 日 の バラ ッ キ が 著しく 
大 きく な つて いる と と が 注目 され る 。 と の 集団 は , 実験 

に 比 し 全体 に 約 6 週 内 老 齢 化し て いる が , と の 程度 の 
週 幅 の ちがい で 感受 性 の 差 を 来 た さ な いと と は 既に 述べ 
た 如く で ある か ら , と の 差 は 明らか に 初 感染 群 と の 相 暴 
と 判断 され る 。 
即ち マツ ウス に 対す る Syphacia の 感染 に お いて は , あ 
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第 2 図 


マウ ス の 週 陽 転 率 昧 曲線 Sepa 2 
る O-—O9W ム ムーム 10W ロー- ロ lliW 
A ム 13W 14W メーー X15W 
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第 2 表 腸 集 団 感 染 実 成績 (Sepa 
No. 週 齢 雌雄 別 10 日 目 11 日 目 12 日 目 13 日 目 14 日 目 15 日 目 
$8 0 0 6 (75.0) 2 (25.0 
1 2 W 7 0 6 (85.6) 
計 15 0 0 12 (80.0) 3 (20.0) 
0 2 (100.0) 
2 3 W | 10 0 0 3 (30.0) 7 (70.0) 
計 12 0 2 (16.6) 3 (25.0) 7 (58.4) 
912 0 3 (25.0) 8 (66.7 1 (8.3) 
3 4 WwW 9 0 3 (33.3) 6 (66.7) 
計 21 0 6 (28.6) 14 (66.7) "8 
5 0 1 (20.0) 3 (60.0) 1 (20.0) 
4 5 W 1。 3 0 0 3 (100.0) 
計 8 0 1 (12.5) 6 (75.0) 1 (12.5) 
$ 6 0 0 5333 3 (50.0) 0 1 (16.7) 
5 6 W | 7 0 0 3 (42.9) 4 (57.1) 
! 計 13 0 0 5. (38.5) 7 (53.8) 0 
ek) 0 0 4 (57.1) 3 (42.9) 
6 7W 1: 6 0 0 5 (83.3) 1 (16.7) 
計 13 0 0 9 (69.3) 4 (30.4) 
0 0 4 (57.1) 2 (28.6) 17 
7 8 W 1 3 0 0 0 2 (66.7) 1 (33.3) 
計 10 0 0 4 (40.0 4 (40.0) 2 (20.0) 
を 0 0 1 (50.0 1 (50.0) 
8 9 W R 6 0 0 2 (33:3 3 (50.0) 1 (16.7) 
計 8 0 0 3 (37.5) 4 (50.0) 1 (12.5) 
a 8 49 0 6 (12.2 28 (57.1 13 (26.5) 1 (2.0) ¥ (2:0) 
51 0 3 (5.9) 28 (54.9) 18 (35.3) 2(3:9) 

総計 100 0 9 (9.0) 56 (56.0) 31 (31.0) 3 (3.0) 1 (1.0) 

果 積 100 0 9 (9.0) 65 (65.0) 96 (96.0) 99 (99.0) 100 (100.0) 
| i る 程度 の 獲得 免疫 の 現象 が 想定 され る 。 
る 従 つて 絶え ず 再 感染 に さら され る 自然 集 

団 に お いて は , 老齢 に な る に つれ て 寄生 
+ 率 が 低下 し て , 寄生 率 の 週 齢 分 布 が 『「 へ ] 

の 字 型 に と なり 得 る も の と 思わ れる 。 人 に 
お ける 暁 虫 感染 や あるいは, 回 虫 , 

等 の 寄生 に お いて も 同様 の こと が あり 得 
BE る も の と 考え る 。 

な お , 第 4 図 に 各 実 験 集団 に お ける 雌 

別 マウ ス の Syphacia 感染 日 別 発現 状 


況 を , 棒状 グラ フン で 示し た 。 これ ら は , い 
づれ も や や ゃ 急激 な 上 昇 と , 次 いで ゆる や 
か な 下降 を 示し , 対数 正規 型 に 極め て 良 


T T 


T T 
ibeB 


第 3 図 マウ タウ ス の 週 別 陽 転 率 曲線 (Pool 1) 
O——O5W ーーA ム 14W 


和 34 年 10 月 (1959) 
第 3 表 勝 虫 集団 感染 実験 成績 (Sepa 
No. 週 雌雄 別 10 日 目 11 有 12 日 目 13 日 14 日 15 日 目 16 18 19 目 20 日 目 
8 6 0 0 1(16.7) 0 1(16.7) 3 (50.0) 0 0 0 1(16.7) 
1 8W 1: 6 0 0 3(50.0) 2(33.3) 0 0 0 0 0 0 1(16.7) 
計 12 0 0 4(33.3) 2(16.7).1(8.3) .3(25:0 0 0 0 0(8.3) 1(8.3) 
0 0 0 0 0 1 (100.0) 
2 9W 1: 7 0(14.3) 0 1(14.3) 1(14.3) 0 1(14.3) 0 0 0 3(42.8) 
8 11 0 0 2(18:2) 2(18.23 
3 10 W て 7 も 0 0 4(57.1) 2(28.6) 0 (14.3) 
5-0 0 1(20.0) 2(40.0) 1(20.0) 1(20.0) 
4 11 W 0 2(66.7) 0 1i(33.3) 
$ 5 0 0 4(80.0) 1(20.0) 
5 12 W 0 3(42.9) 2(28.6) 1(14.3) 0 1(14.3) 
計 12 0 0 7(58.3) 3(25.0) 1(8.3) 0 1 (8.3) 
0 0 1(14.3) 
6 13 W 2 も 0 2(100.0) 
計 9 0 0 3(33.3) 5(55.6) 0 i111) 
生生 0 1(14.3) 3(42.9) 1(14.3) 1(14.3) 0 0 0 1(14.3) 
7 14 W 1。 2 0 0 0 1 (50.0) 1(50.0) 
計 0 0 1) 4(44:4) 222.2 1(11.1) 
2 8 0 0 0 1(50.0) 1(50.0) 
8 15 W 1: 6 0 0 1(16.7) 4(66.7) 0 1(16.7) 
きっ 0 0 1(12.5) 4(50.0) 1(12.5) 2(25.0) 
計 6 44 0 0 10(22.7)13 (29.5) 5(11.4) 9(20.5) 2(4.5) 2(4.5) 1(2.3) 2(4. 5) 
12(30.0) 14 (35.0) 5(12.5) 2(5.0) 2(5.2) 0 0 
総 計 0 2 .9 22 (26.2) 27 (32.1) 10 (11.9) 11(13.1) 4(4.8) 2(2.4) 1(1.2) 5(6.0) 1(1.2) 
積 I1G.2 (27.4) 50 (59.5) 60 (71..4) 71 (84.5) 75 (89.3) 77 (91.6) 78 (92.8) 83(98 .8)84(100.0) 
一 致 を 示し た 。 つて 増山 (1949), 杉山 ・ 内 (1956) 
oR . 等 の 時 示し た 定 差 図 に た あら わす と , 第 5 図 に 示し た 如く , 
sh きれ いな 直線 が 画 か れる 。Sartwell (1950) は と の 分 布 
を の 個体 と 見 な し 平山 (1955), 杉山 ら 
は と これ か ら とら 平均 潜伏 期 , 従 つて を 推定 する と と 
4 を 考え た が , われ われ が 今回 示し た , 劇 赴 日 を 決め て 実 
験 的 感染 を 起 し た 集団 で は , 第 5 図示 し た 如く , 定 差 図 
法 で 平均 潜伏 期 が いづ れ も ほ さ 2.5 日 に 近い 一 定 し た 値 
が 得 ら れ た 。 と れ は 卵 を 経口 的 に 摂取 し て か ら 虫 体 が 成 


, 再び 肛 囲 に 産 見 られ る まで に 10 数 日 を 要する 
と と か ら 考 えて , 著しく 実情 と 合わ な いも の で ある 。 対 
数 正規 型 を 利用 し て 潜伏 期 を 推定 する こと は , 場合 に よ 
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第 4 表 盲腸 里 集団 感染 実験 成績 (Pool 
No. 別 10 目 11 目 12 日 目 13 日 目 14 日 目 15 目 16 
11 0 0 A4(36:4) 1911) "9027:3) 2(182- | 
3.3 208.29 10.1 
1 e236 0 2(7.7) 10(38.5) 8(30.8) 4(15.4) 0 2(7.7) 
2 W 計 37 0 2(5.4) 14(37.8) 9(24.3) 7(18.9) 2(5.4) 3 (8.1) 
1(6.7) 9(60.0) 2(13.3) 23.3) 1(6.7 
15/VIII—27/VIII 
2 0 1(3.2) 11(35.5) 13(41.9) 309.7) 2(6.5) 1(3.2) 
SW 計 46 0 2(4.3) 20(43.5) 15(32.6) 5(10.9) 3(6.5) 1(2.92) 
0 0 0 0 0 0 
0 8(33.3) 9(37.5) 5(20.8) 1(4.2) 1(4.2) 
14 W 計 24 0 0 8(33.3) 9(37.5) 5(20.8) 1(4.2) 1(4.2) 
26 0 1(3.8) 13(50.0) 3(11.5) 519.2) 3(11.5) 103.8) 
計 9 81 0 3(3.7) 29(35.8) 30(37.0) 12(14.8) 3(3.7) 4(4.9) 
総 計 107 0 4(3.7) 42(39.3) 33(30.8) 17(15.9) 6(5.6) 5(4.7) 
積 107 0 4(3.7) 46(43.0) 79(73.8) 96(89.7)102(95.3) 107 (100.0) 
(t+h) 
Sepa#1 Sepa#2 
131 
5 4 
30 
| 
101 
Sepa #2 x カ 
9.18 日 目 10.3 日 目 
平均 潜伏 期 11.75-9.18 平均 潜伏 期 12.65-10.3: 
| =2.57 日 =2.35 日 
Pool #1 
Pool #1 
| 平均 潜伏 期 12.25-9.75。 
| | =2.50 
=0.435 
4 図 腸 集団 感染 実験 日 別 陽 転 
つて は 危険 を 伴う と と を 思わ せる 実例 で ある と 考え る 。 EN 


結論 


Syphacia obvelata 無 寄生 の マウ ス 株 , 2 週 


第 5 図 
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定 差 図法 に ょ る 虹 , 平均 伏 期 


陽 転 日 , 標準 偏差 の 推定 


34 年 10 月 1959)】 


実験 的 に 一 感染 を 起 さ せ 
各 週 と も 100% に 寄生 を 受け る 。 

2.。 また マウ ス の , 週 潜伏 期 や 陽 転 日 の 
條 散 か ら み みて も , 感受 性 の 差異 を 認め な か つた 。 従 つて 
性 別 , 週 内 別 に よる 自然 免疫 を 考え る と こと は 出来 な い 。 

8. 既往 に 寄生 を 受け た と こと の ある 集団 で は , 同様 実 

ert: ッ キ が 著 明 に 大 きく な る 。 従 つて ある 
名 度 の 獲得 免疫 が 存在 する と こと が 想定 され た 。 こ と これ は 人 
peti ss 回 虫 , 鞭 虫 等 の 感染 の 年 齢 分 布 に お け 
る , いわ ゆる 「 へ 」 の 字 型 の 成因 を 解明 する 手 掛 り に な 
る と 考え られ る 。 

4. 連鎖 感染 を 含ま な い , 単 一 蝶 直 に よる マウ ス 集 団 
に 対す る Syphacia obvelata の 実験 的 感染 に お いて は , 
肛 囲 卵 陽 転 を 目標 と し た 日 別 発現 曲線 は , 対数 正規 分 布 
を 示す 。 

5. 対数 正規 型 を 利用 し て , 定 差 図 法 に よる 平均 潜伏 
期 , 虹 赴 日 の 推定 は , 著しく 実情 と あわ な い 値 が 得 ら 
\。 同 推定 法 に 対す る 疑 意 を 抱か し め た 。 


終り に , 終始 御 指導 菱 控 を 賜 わ つ た 当 研 究 部 部 長 佐 々 
学 教授 に 厚く 感謝 の 意 を 捧げ る. 
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Summary 


Age distributions of the incidences of the infection 
with various common intestinal helminths among the 
general human populations have been gradually 
clarified by the authors, their colaborators and many 
other workers. While the incidences of hookworm 
infection either of Ancylostoma duodenale or of 
Necator americanus increase with the increase in 
age, the age distribution patterns of the infection 
with Ascaris lumbricoides, Trichuris trichiura and 
Enterobius vermicularis are characteristic having a 
peak of maximum incidence rate at younger age 
classes, thence the decrease of incidences with the 
increase in age. On the other hand, the three main 
parasites of albino mice, such as Syphacia obvelata, 
Aspiculuris tetraptera and Hymenolepis nana were 
studied by the authors on the age distributions of 
their incidences among natural populations in breeding 
places. As previously reported by one of the authors, 
the incidences of Asp, tetr,. and Hym. nana increase 
gradually with the increase in age of mice, however, 
the incidence of Syph. obv. has an age distribution 
similar to those of human Ascariasis, Trichuriasis 
and Enterobiasis. 

The main object of the present report is to elucidate 
the factors relating with the substantiation of such 
an chatacteristic age distribution pattern as those of 
Ascariasis, Trichuriasis or Enterobiasis, observing the 
experimental incidences of the infection with Syphacia 
obvelata among albino mice as one of experimental 
models. Among various factors such as special life 
cycles, infection modes of each parasite and suscepti- 
bility of hosts, the susceptibility to the infection of 
the parasite among mice was studied concerning with 
the difference among various week age groups and 
between the first and second infection. 

The observations were made on the incidence 
curves among mice of various week age which had 
been reared in parasite-free conditions in a large 
rearing cage, then exposed to the contact with a 
given number of infected mice. Since the day of 
experimental exposure the population was examined 
with cellophan adhesive tape perianal swabs everyday. 
The tests were continued untill all the members of 
the population came to be positive of the parasite 
eggs. Similar experiments were carried out two 
times, and another experiment was made with the 
population of mice which had been previously infected 
and then treated with piperazine hydrate to expell 
all the parasites. 

The results of the experiments revealed that no 
recognizable differences of susceptibility among mice 
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of various week age ranging from 2 weeks to 15 
weeks of old. The mice of all age groups were 
infected completely showing no remarkable discre- 
pancies of incubation periods (average 12-13 days) 
and variances of incubation period among various 
age classes. On the other hand, comparing with the 
incidence curves among first infection, that of the 
second infection group demonstrated a remarkable 
difference, showing a longer incubation period and a 
strikingly large variance of incubation periods. A 
fact might suggest there exist a slight acquired 
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immunity to some extent. 

Additionally, the incidence curves in all experi- 
ments were demonstrated to fit well to the logarith- 
mic normal distribution as suggested by Sartwell 
(1950) in various infectious diseases. However, the 
estimation of average incubation periods or the the 
day of exposure on the basis of the definite differences 
diagram method introduced by T. Hirayama or by 
K. Horiuchi and H. Sugiyama did not give satis- 
factory results. 


| 
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ペトリ ・ シ ャ ー レ に ょ る Oncomelania 
の か ん た ん な 飼育 法 


国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 
(昭和 34 年 4 月 14 日 受領 ) 


日 本 吸 虫 (Schzstosoma japonicum) の 撲 た め 
と は その 媒介 者 た る Oncomelania を 撲滅 する こと が 早 
道 で ある と いう と と は , 今 で は 定説 と な つて いる 。 し か 
し Oncomelania の 撲 減 の た め の 其 礎 知 識 と し て の それ 
の 生態 学 的 と くに 個体 生態 学 的 な 研究 の た め に は , 同 只 
の 飼育 が 必要 で ある 。 

Oncomelania の 飼育 た 関し て は 古く は 杉浦 (1983) の 
植木 鉢 を 利用 し た 飼育 法 が あり , また Vogel (1948) の 
大 型 水槽 飼育 法 が ある 。 と れ ら の 飼育 法 は Oncomelania 
を 多数 する に は 良い が , た と えば その な 
どの 状態 の 生態 的 研究 , その 交配 試験 な どの よう な 場合 
に あつ て は , 以上 の よう な 和 群集 的 飼育 法 を 利用 する と こと 
は 困難 ご ある 。 上 貝 体 の 個々 体 に つい て の 細密 な 定期 的 な 
観察 を 容易 な らし め る た め に は , どう し て も 少数 の 中 を 
か な り に 限局 され た 場所 に お いて , か つ 観 察 を 妨げ る よ 
うな 複雑 な 環境 条件 を で きる だ け 少 くし て 飼育 する こと と 
が 必要 で ある 。 

以上 の 目的 の た め に 著者 あら は, ここ と 数 年 間 Oncome- 
lania の ペトリ ・ シ ャ ー レ に よる か ん た ん な 飼育 法 の 研 
究 に 従事 し て きた 。 が , か よう な 構想 は ), ひと し さく On- 
comelania の 研究 に 志す 人 々 の 関心 の 的 と も な る らし く 
さい きん , Sandground ら (1955) も また , ペトリ ・ シ ャ 
ー レ を 利用 し て の Oncomelania の 飼育 法 を 発表 し て い 
る 。 こ の 際 氏 ら が 用 いた 飼料 は , 粉ミルク , 小雪 粉 お よ 
び レ ター ス の 葉 の 粉末 を Sodium alginate ( に か 
し た も の を 濾紙 に 薄く 疹 布 し て 与え て いる 。 が, 私 た ち 
は , Oncomelania の 自然 娠 境 に お ける 主たる 食餌 が 遼 

*YOSHITAKA KOMIYA, *KUNIKO KOJIMA, *TsU- 

TOMU KOYAMA: A simple rearing technic of 

Oncomelania with Petri dish. (Department of Para- 

sitology, National Institute of Health, Tokyo.) 

( 許 ) 各種 の 藻類 , 特に Macrocystis pyrifera か ら 

つた ゲラ チン 質 で , アイ スク リー の 製造 , 

物 の の りつ け な ど に 用 いら れる と いう 。 
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を 主 と す る 注 類 で ある と と (小宮 ら , 1959) に 着目 し レ , 
Oncomelania 飼育 壌 に 時 々 培養 し た お よび 米粉 を 
添加 する と こと に より , その ペトリ ・ シ ャ ー レ に よる か ん 
た ん な 飼育 法 に 成功 し た 。 以 下 は , Oncomelania の 飼育 
条件 に 関す る 若干 の 考察 と 右 の か ん た ん な 飼育 法 の 紹介 
を 兼ね た 報告 で あぁ る 。 


Oncomelania の 飼育 の 条件 


Oncomelania の 飼育 を 可能 な らし め る た め に は , 生物 
学 的 に 見 て , その 生存 謀 境 諸 条 件 が Oncomelania の 生 
活 に 不利 な る が ど ご と き を 避け る と こと, 云い か えれ ば その 
諸 条 件 を し て 好適 な る よう に 設定 する こと が 必要 で あ 
る 。 

いま か よう な 翼 境 諸 条 件 を 解析 し て みみ る の に , その 理 
学 的 条件 と し て は , 1 温度 , 2 う 光 , 8) 湿り 気 な いし レ 水 , 
4 土壌 の 存否 な いし その 構成 な ど が , 化学 的 条件 と し て 
は , 5) 塩 分 , 6) pH お よび の 有機 分 に よる 規 境 汚染 状態 
な ど が 考え られ , また 生物 学 的 条件 と し て は 8) そ の 栄養 
物 の 充分 な る 存在 お よび 9 上記 の と の 関連 に お いて , 
排 洪 物 , 食物 残 湾 の 存在 に よる 翼 境 汚染 状態 が 考え られ 

。 また 上 記 8 う お よび 9) と の 関連 お よび 上 貝 の 酸素 消費 量 
と も 関連 し て 棲息 面積 対 個体 数 密度 の 関係 等 も 考慮 を 要 
する 問題 で ある 。 で , 以下 , か ん た ん に , 上 掲 の 諸 条 件 
に つい て 考察 を 加え て お く こ と と と する 。 

(1) 気温 

ミヤ イリ ガイ の 自然 棲 息 欄 境 に お ける 最低 気温 は , た 
と えば 山梨 県 の それ に お いて は , 1958 年 度 に お いて 平均 
ー 7 'C で ある 。 一 方 私 た ちの 実験 室内 に あつ て 同 由 は 気 
温 約 10C あ た り で へ タ を 開い て 運動 を 開始 する が , 40°C 
に な る と 運動 不能 の も の が 生じ て くる ( 安 羅 岡 , 1959, 未 
発表 )。 また 経験 的 に 気温 80C 以 上 た に な る と その 行動 が 
より 緩慢 と な る (小宮 ら , 1958) こと が 知ら れ て いる 。 
し た が つて , その 飼育 た に 当 つ て は , 気温 は 大 約 10~30°C 
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の 間 に 保 ち う れ ば 差 表 え な さそ う で ある 。 

自然 に お ける ミヤ イリ ガイ の は , 同 


と と を 示し て くれ る 。 し か し か よう な 現象 は 必ず し も 日 
光 に 対す る 反応 と いう だ け で な く , 土壌 の 湿り 気 の 如 何 
と を も 関連 し て いる よう で も ある 。 川本 (1954 う は 実験 的 
に ミヤ イリ ガイ は 直射 日 光 を きけ て 暗 所 に 集 る と し て い 
る が , この 場合 同 貞 の か か る 行動 は 光線 その も の の 影 状 
な の か , それ と も それ に 混在 する 四 射 熱 お よび その 効果 
と し て の 同 中 の 保有 水分 の 減少 と よる も の な の か は , 必 
ず し も 明か で な い 。 一 方 過度 の 紫外 線 照 射 を 受け る と 中 
形 が 生ずる (Wong, L. W. et al., 1956) と の 報告 も あ 
る 。 が , いづ れ に も せよ ょ , 日 光 の 散 光 照射 下 に お ける 程 
度 な ら ば , 飼育 上 は ま づ 差 表 え な さそ う で ある , と いう 
予感 は 成立 する 。 

3) 湿り 気 な いし 水分 

ミヤ イリ ガイ は 鈴 呼 吸 生 物 で ご ある 。 が , と これ は 稚内 時 

。 主として 上 に 棲息 て いる 。 と の 場合 呼吸 は , 
れ て いる 。 事実 活動 し 
つつ ある 同 只 を 検 し て みる と , その 骨 と 身体 と の 間隙 に 
は 相当 量 の 水分 を 保有 し て いる 。 

一 方 同 内 の 運動 時 , 特に その 援 食 時 に お いて は , その 
品 庶 部 を 誓う ある 程度 以上 の 水 膜 の 存在 が 必要 で ある 
(小宮 ら , 1958)。 

以上 の と こと か ら 見 る と , 同 員 に と つて は , 少く と も そ 
の 体 表 を 牧 う ある 程度 の 水 膜 の 存在 が その 活動 上 必要 な 
こと と が 分 る 。 し た が つて 飼育 時 に お いて も , その 水 膜 の 
存在 な いし 補給 に 便 た る べき 國 境 設定 が 必要 な と と が 考 
えら れる 。 

4) 土壌 

ミヤ イリ ガ ィ 棲息 地 の 土 質 に つい て は , 従来 いく た び 
か 各 人 に ょ つて 論じ られ て は いる が , その 化学 的 属性 は 
あと で ふれ る と し て ,。 その 理学 的 属性 に 関し て 云え ば , 
て の 含水 量 も 重要 で は ある が , と くに その 粒子 の 大 き さ 
が 問題 に な る よう で ある 。 既 記 の ょ うに ミヤ イリ ガイ 
は , その 棲息 陣 境 に お いて は た え ず その 土壌 を 摂 食 し レ つ 
つ あ ぁ あり, 後述 の よう に 土壌 中 に 混在 する 太 類 な ど を そ 
の 主たる 栄養 物 と し て 利用 し て いる と 考え られ る 。 こ と の 
限り に お いて は , その 粒子 の 大 き さ が その 摂 食 を 妨げ る 
程度 の 大 き さ に 均一 化 し て いる と こと は 不利 で ある 。 ま 
た , その 産 卵 時 その 卵 塊 を 包む な ため に る も 微細 な 土質 の 存 
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在 は 必要 で ある 。 か よう な 見 地 か ら す れ ば , その 飼育 土 
質 は , その 構成 分 子 が 均一 に 大 に 過ぎ な い 限 り , 粘 質 か 
ら 砂 質 に いた る まで の 土壌 た なら ば 差 到 え な い , と 考え ら 
れる 。 た くさ し こそ の 栄養 状態 を 考慮 する と き は , 同時 に 土 
を 具備 し" て こい る こと が 必要 で あろ 3 う 。 

5) 塩分 

ミヤ イリ ガイ の 棲息 地 に お ける 各種 塩分 の これ に お よ ょ よ 
ば す 影 響 に つい て は , 売 分 調べ られ て いな い 。 が , 飼育 
上 は 特に 有害 な それ (例え ば 銅 塩 〕 の 混在 が な けれ ば , 
それ で 良さ そう で ある 。 

6) pH 

ミヤ イリ ガイ の pH に 対す る 適応 彼 囲 は 比較 的 広 し 
安 縮 岡 (1959, 未 発表 ) に ょ れ ば , 同 内 は 水中 浸漬 後 6 
時 間 で , その pH が 4 ~ 9 の 範囲 内 に あつ て は , その こと 
と ど ご と く が へ タ を 開き 活動 を 開始 する 。 ま た 筆者 ちら ( 小 
宮 ら , 1958) の 試験 結果 で , 同 内 が 順調 な 摂 食 行動 を 行 


う , た し か め られ て い 
る 。 
7) 有機 物 に よる 


ミヤ イリ ガイ の 自然 棲息 に お ける 水質 は 清 は 
る も の が 多く , 有機 物 に 基 染 さ 
れ て いる 事例 は 認め られ な い 。 一 方 有機 物 に ょ り 其 だ し 
く きれ た 水質 に は 藻類 。 な ど が し が た 
いと と を 考え 合せ る と , 水質 の ある 程度 以上 の 有機 物 に 
ょ る 汚染 は , 同上 只 に と つて 不利 で ある と 考え られ る 。 
8) 栄養 物 の 存在 

ミヤ イリ ガイ は その 自然 本 息 地 に あつ て は , た え ず 摂 
食 行 動 を 行い , その 棲息 土壌 の 微細 な る 粒子 な ど を 体内 
に と うり 入れ つつ ある (小宮 ら , 1957 う 。 と の 際 と り 入 れ ら 
れ た 土 販 : お よび その 他 の 大 部 分 の も の ( 不 消 化物 質 ) 
は , ず 叉 排出 され つつ ある 。 同 員 の 食料 と し て は 。, 
に は 米粉 な どの よう な 擬 粉 買 も 充分 食料 た りう る が ,。 自 
然 和 棲息 陣 境 に あつ て は , その 主たる 栄養 物 は , 土壌 中 に 
含有 され る 太 類 , 次 いで 緑藻類 な ど で あ る と 考え られ 
る て 小宮 ら , 1959)。 

9) 排 物 , 食物 残 湾 の 存在 に と よる 汚染 

飼育 に あつ て 特に 注意 すべ き は , 飼育 の 排 
物質 お よび 供与 飼料 の 残 湾 な ど に ょ る その 
汚染 が , 価 育 員 に 及ぼ ばす 不利 な 影響 の 存在 と いう と と で 
ある 。 が, と の と と は , 一 つ に は 一 定 面 積 と に 対す る 個体 
密度 を 加減 する こと と , 飼料 の 過度 の 投与 を 避け る と と 
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と に ょ り , ある 程度 まで 避け 得 ら れる 。 生 者 ちら は , ・ 
ょ り , と の 点 に 調整 を 加え て いる 。 こ の 場 合 汚染 と よる 
ム 土壌 を 全く 新しい も の と 交換 する の も 一 法 で ある 。 
10) 面積 対 個体 密度 

上 記 の 特に 8 うお よび 9) と の 関係 に お いて , 飼育 環境 に 

お ける 個体 密度 の 如何 は 重要 で ある 。 和 密度 が 大 に 失 す れ 
ば ぱそ の 飼育 は 阻害 され る 。 筆者 ちら は , 飼育 容器 と し て 
ふつ うろ う の 中 型 ペ トリ ・ シ ヤー レ (内 径 約 9 cm, 高 さ 約 2 
cm) を 利用 し 来 つ て いる が , この 場合 経験 的 に と , 1 シヤ 
ー レ 内 成員 8 ~10 以 内 な ら ば , その 管理 が 適切 な ら ば , 
その 成長 お よび 増殖 は 円 滑 に 行 は れる よう で ある 。 

この 場合 注意 すべ き は , 飼育 シヤ ー レ の 玉 は 具 の は い 
中 し を 防止 する 意味 で は 勿論 で ある が , 水分 蒸発 を 防止 
し , 外界 か ら の 欧 雑 物 の 混入 を 防ぐ た め に も , か づつ 操作 
上 か ら も , これ を か ぶせ て お いた 方 が 便利 で ある 。 し か 
し こと の と と は - 方 具 の 呼吸 を 阻害 する 懸念 も ある 。 が , 
同 員 の 80C に お ける 呼吸 量 を 測定 し た 結果 (柳沢 ・ 小 宮 , 
1959, 未 発表 ) に よれ ば , ( ~8mm) 1 個 
体 の 0 消費 量 は 1 時 間 平 均 約 4.0~4.5 mm' で ある 。 
いま 10 個 体 と すれ ば その O 消 費 量 は 40~45mm? と な り , 
ー 方 筆者 ちら の 中 型 シ ヤー レ の 飼育 環境 に お いて 業 を か ぶ 
せ た 場 合 の 気 積 は な 約 50cc。 と の 中 に 合 ま れる O; 量 は 気 
圧 Y60 mmHg の も と に あつ て は , 50 Xx0.21 cc す な わ 
ち 10,500 mms と な り , か り に 同 員 10 コ の 所 要 酸 素 消費 
量 が 毎時 50mm3 と し て も , その 半量 を 消費 する た め に は 
約 105 時 間 , 約 4 日 以上 を 要する こと と と な る 。 然るに 実 
際 上 は 多少 の 自然 換気 は 期待 し うる し , また その 翼 境 内 
に 存在 する 藻類 の 応 酸 同 化 作用 の 結果 生ずる 酸素 量 の 多 
少 の 増大 を も 期待 し うる で あろ う 。 さ ら に その 管理 その 
他 の 必要 上 時 々 著 を 開く と こと が ある の で , 実際 上 に a 
を 閉 ぢ お て お ぉ いて る 呼吸 の 阻害 は 上 は 無 さ そう 
ある 。 事実 また , 実験 的 に か な gaint ts 
ち た まま に し て お いて , 飼育 上 悪影響 は 認め らち られ て いな 


飼育 の 方 法 


1) 容器 

容器 と し て は , ふつ う 中 型 の マト リ ・ シ ヤー レ (内径 
約 9cm, 高 さ 2 cm) を 用 いる (勿論 大 型 の も の を 用 い 
て も えな いう)。 と れ を ま づ 清光 し , そ の に その 
ーー 端 を 高 さ 約 1 ecm, その 反対 側 を 約 4~5 mm と な る ょ よ 
う に 壌 土 を 斜面 に 敷き , 壌 土 の 高 い 方 の 端 が や や 露出 す 
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第 1 図 飼育 シャ ー レ 内 の 土壌 と 水 


る 程度 に 常 水 ( 井 水 また は 波 み お き 水 道 水 ) を 流す (第 
1 図 a) これ は 又 第 1 図 c の よう に シャ ヤー し レ の 一 角 に 池 
を 作る よう に し て も , また 同 b の よ ょ うに 壌 士 の し き 方 を 
平面 に と し て も 良い が , 終 面 に し た 方 が 便利 で て ある 。 た さく 
し 特に 稚 具 ( 約 3 mm 以下 ) の み の 飼 育 の 場合 と は 同 b 
の よう な 土壌 の 平面 の も の の 方 が 電 く お そ れ が な く て 良 


2) 個体 数 

さ は 1 つの シヤ ャ ヤー レ に 8 ~10 個 体 ま では, ふだん は シヤ ー 
内 の み ( 約 3 mm 以下 )〉 の 場合 の 最多 個体 数 に 関し て は 
未だ 実験 し た に こと は な い が , 経験 的 に は 成 具 の 2 倍 ぐ ら 
い の 個 体 数 まき で は , まず 安全 と 思 は れる 。 

8) 飼料 

土壌 十 水 お よび その 中 に 混在 し て いた 在 藻 類 が 自然 に 
駐 殖 し て ゆく よう に 環境 条件 が 設定 され て いる 場合 に 
は , 特別 の 飼料 を 与え な く と も , 呉 は その 環境 内 で 飲 


図 1 トリ ・ シ ヤー レ に よる 
ミヤ イリ ガイ 飼育 状況 


する 。 し か ! し 常 ? に か な ら ず し も そ は し いか かない 


の で , 飼料 と し て , Knop で 培養 し た 類 を 液 
中 に 平等 に 混和 レ た も の を 平等 に 週 1 ~ 2 回 の 割合 で 撤 
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布 す る 。 同時 に 少量 の 米粉 を 撤 布 する 。 
Knop 改変 液 ぐ ) 処 - 方 は 次 の ご と 4 で ある 。 


水 150 ce 
10 % Ca(NO:;)» 10 ce 

5 KNO; 混合 後 で 100 
MgSO, 5 cc 倍 に 稀釈 a 液 
5% KR:;FO, 

0.1% FeCl; 0.06cc 

1% み b 液 


a 液 99.7 に 対し b 液 0.8 の 容量 比 で 混合 する 。 

4) 管理 

日 光 の 直射 を さけ た 散 光 下 に お く 。 著 は 閉 ぢ て お く 。 
その 方 が 飼育 内 の 水分 を 防ぎ また 外部 か ちら の 
爽 雑 物 の 混入 を 防ぐ の に も 都合 が ょ い 。 ま た 既 述 の よう 
に と れ が た め 上 中 の 生存 お よび 発育 は 阻害 され な いよ う で 
ある 。 育 条件 の 設定 が 適切 で な い 場 合 に は シ 


図 2 ペトリ ・ シ ヤー レ に よる ミヤ イリ ガイ の 
飼育 (矢印 は ミヤ イリ ガイ ) 
ヤー の 壁面 と に は い 上 る 傾向 が ある 。 は い 上 つた 場合 そ 
の まま に し て お く と 特に 稚 具 は 死亡 し 易い か ら 往 意 を 要 
する 。 
飼育 土壌 中 に 線 虫 類 が 繁殖 し た 場合 に は , それ に ょ る 
Sts - 不 利 な 影響 を 与え る よう で ある 。 
う し た 場合 こ に は 飼 育 土壌 を 新 に 全部 と りか える 方 が 良 
い 。 
飼料 又は 老 開 物 で 飼育 妙 境 の 表土 が 汚染 され た 場合 に 
は , 新 に 乾燥 壌 士 を 薄く 一 面 に 撤 布 する と 良い 。 ま た と 
の 際 土 料 を 全く 取り か えて し まつ て も 良い 。 
要 約 
筆者 らち は 日 本 住 血 吸虫 の 媒介 者 た る 巻 員 Oncomelania 
の 人 工 飼 育 条件 を 吟味 し , その ペトリ ・ シ ヤー レ に よる 
簡単 な 飼育 法 を 考案 し た 。 
容器 と し て は ふつ う の 中 型 ペ トリ ・ シ ヤー レ を 用 い , 


〔 寄 生 虫 学 雑誌 ・ 第 8 巻 ・ 第 5 后 


その 面 に 壌 を に し しき, 常 水 を 加え て 終 の 大 半 
が 水中 に 没 す る よう に な し , と れ を 飼育 陣 境 と する 。 1 
シヤ ー レ 内 の 成 具 個体 数 は 約 8 ~10 ぐら いま で と する 。 
と し て は 改変 Knop 氏 液 で 培養 し た ( 
し て Naviculaceae) お よび 米粉 を 1 週 1~ 2 回 の 割合 
文 
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Summary 


Breeding conditions of Oncomelania spp. , the vector 
snail of Schistosoma japonicum, were examined and 
a simple technic of their rearing was devised. Asa 
container ordinary Petri dish of ca. 9 cm in diameter 
was applied. Its bottom was covered slopewise with 
soil and was filled with water as the major part of 
the soil surface was covered with the latter. The 
adequate number of snail specimens rearing in it was 
8-10. As feeding materials diatoms cultured with 
modified Knop’s solution and fine rice powder were 
supplied once or twice a week. 
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昭和 34 年 10 月 (1959)] 


肺 骸 虫 症 の 治療 に 関す る 実験 的 研究 


2) 犬 に け 卵 の 内 排出 状況 
か ら み た 各種 治療 法 の 検討 


国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 
(昭和 34 年 4 月 20 日 受領 ) 


まえ が き 


肺 吸虫 症 の 治療 に 塩酸 エメ チン を 最初 に 使用 し た の は 
池田 正 質 (1915) で , 氏 は 4 例 の 本 症 患者 に 塩酸 エニ メ チ 
ン 単 独 療法 を 行い , 1 ヵ月 乃至 8 カ月 の 観察 で 8 
例 に 再発 を みな か つた と と か ら 本 療法 の 有効 な こと を 推 
た 。 それ 以来 , 今日 に 至る まで , 多数 諸 より 本 

療法 に 対す る 追試 検討 が 試み ぁ られ る と 共に , その 他 の 薬 
剤 と し て , 素 剤 
ビオ ドー ル , Methyleneviolet, N : lodin 等 の 薬物 が 本 症 
患者 及び 実験 動物 に 試み あら れ た が , 塩酸 エメ チン 以外 は 
i べき 効果 は 得 ら れ な か つた 。 そ の 結果 現今 に 至る も 
各種 治療 剤 中 塩酸 ェ エメ チン の み が , 沿 本 症 に 対す る 。 唯 
ー の 効果 的 薬剤 と し て 知ら れ , 一 般 に 広く 用 いら れ て い 
。 然し 本 剤 に 対し て も 種々 の 批判 が あぁ あり, 必ず し ゃ 満 
き ぁ の と は 云え な い 。 た と えば , 疾病 の 新旧 , 本 
股 与 量 , 或 は 投与 期間 の 長短 に ょ つて , 著しく その 
な 
じ た 成績 も 少く な い (安藤 , 1917 ; 森安 1917 ; 今井 , 
1918 ; 田代 , 1918 ; 他 う 。 

上 記 の 塩酸 エメ チン 単独 治療 の 欠点 を 補 う も の と し 
て , 塩酸 ニ = メ チン と プロ ント ジー ル の 併用 療法 が , 横川 
ら (1989) に より 提唱 され ,。 一 般 に 広く 承認 され て いる 
法 る 。10 日 間 14 日 間 の 期間 は 
す べき 効果 を 得る こと は 困難 と 云わ れん て いる (小宮 ・ 
横川 宗 ら , 1953)。 
最近 中 国 で 
chin) が 極め て 有効 で ある と 報告 し て いる が , 編 が 国 に 


TAKEsHI SUGURO : The experimental studies on 
the therapy of Paragonimiasis (2) (Department of 
Parasitology, National Institute of Health, Tokyo) 


お ける 追試 例 で は , 2 週間 乃至 3 週間 の 治療 期間 で は 人 金 
く 無 効 で あり , それ 以上 の 長期 の 治療 は , 副作用 の 点 か 
ら み て 困難 で は な いか と 云わ れ て いる (北本 ・ 頂 川 ら ,- 
1958)。 

以上 の 如く た と え 一 の 薬剤 を 用 いた 
の 実験 者 に より 著しく 異 っ た 成績 が 報告 され て いる が , 
と れ は , 
共に , その 薬用 量 , 治療 期間 , 病歴 の 新旧 , 感染 の 軽重 
或いは その 効果 判定 の 規準 の 相違 等 に よ つ て , 著しく そ 
の 効果 が 左右 され る た め と 考え られ る 。 そ を こと で 著者 は 出 
来る 限り 以上 の 諸 条 件 を 一 定 に し た 上 で , 肺 吸 虫 感染 犬 
に ょ よる 治療 実験 を 試み た 。 特 に 効果 判定 規準 に 関し て は 
と れ 諸 実験 が 主 主として , の 見 及び 
虫 体 の 生死 に 重点 が お か れ て いた の に 反し , 人 体 治療 で 
は , と これ ら の 判定 規準 に と に よる こと は 全く 不可 能 で , 専ら 
虫 卵 の 消長 に 重点 が お か れ て いる 。 本 実験 で は 主として 
人 体 治療 の 場合 と 同じ く , 検便 内 に 排出 され る 貝 卵 数 
(E.P.D.) の 消長 に 重点 見 お き , これ に 誠 見 所 見 及び 虫 
体 の 生死 を 参考 と し て 効果 の 判定 を 生み 

治療 法 と し て は , 従来 の 塩酸 = メチ ン 単 独 治療 法 , 塩 
酸 ニ メチ ン と サル フ ア 剤 併用 療治 , レ ゾ ヒ ン (Resochin) 
治療 法 の 他 , 新しい 治療 法 と し て 。 ア テ ブ リン (Atab- 
rine) 治療 法 及 び , 超短波 治療 法 を も 行い , その 効果 を 
比較 検討 し た 。 


実験 材料 及び 実験 方 法 


実験 た 供し た 犬 の 飼育 法 , 肺 吸虫 感染 方 法 及び , 

D. 算定 法 に 関し て は , 第 1 編 に お いて 詳 述 し ss 
編 で は 省略 する 。 

1) 治療 に 用 いた 薬品 及び 器械 

塩酸 エニ メチ ン : 武田 の 4 塩酸 ニ = メ チン 注 射 液 


本 研究 の 一 部 は 文部 省 科学 研究 費 の 補助 を 得 た 記し て 許す 。 小宮 義孝 記 . 
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第 1 表 各種 薬剤 に ょ る 治療 


動 メリ 
タ ア 
ル 始 染 
テ メ チン 19 15 っ = 355 注 4% 4.5 ce 
療 群 (Emeti- 
注 メチ ン 4%28,0cc 
ズル ファ ミ 内 A 
, 筋 注 メチ ン 4%2,7cc 
注 エメ チン 4%4,5cc 
15g 
筋 注 メチ ン 4%4,5cc 
筋 注 エメ チン 4%12,9cc 
7 15 = 425 日 注 5% 3 cc 
ヒン 
治療 12 92902 225 日 汗 5% 3 cc 
(Resochin, 15 18= 195 注 
Chloroguine) 
39 10= 155 日 内 服 8.562g 
18 25= 336 筋 注 メチ ン 4%4.05cc 
服 1.375g 
注 エメ チン 4%3.4 ce 
用 治療 群 筋 注 エメ チン 45.85cc 
21 15 っ = 313 日 内 上 服 32.6g 
ン 洗 療 22 15 っ っ 182 日 内 11.5g 
(Atabrine) 
31 15= 215 日 内 服 14.2g 
300 Wat 2,550 分 
444 日 10 Amp 10x13cm 
VI 超短波 照 波長 6m 胸部 照射 
群 300 Wat 3,600 分 
6 705 10 Amp 10X13cm 
胸部 照射 


波長 6m 


治 療 

1 の 投与 
回 数 
0.5cc 16 回 
0.5cc 8 回 
0.3cc 9 回 
0.3cc 15 回 
0.1ce (0 129 
0.1cc 113 回 
(20 
1 

62.5~125mg 

(10.5~21.5 108 回 
__mg/kg) 
0 
100 
(25.0~50mgfkg) 
30 分 85 回 
30 分 ~40 分 95 回 
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法 並 びに 効果 に て 


治 療 治療 開始 後 の 卵 (EP.D,) 
期 間 観察 期間 及び 転 帰 治 療 前 治 療 中 ~ 治 療 後 見 吾 数 
59 日 61 日 中 119,000~170,000 40,000~60,000 11 
31 日 79 日 中 死 150,000~215,000 40,000~60,000 10 
11 13 日 中 100,000~150,000 激減 する ゃ 直ちに 死亡 14 
16 日 21 日 140,000~200,000 
8E 10 日 170,000~180,000 16 
269 日 397 薬 殺 90,000~130,000 30,000~2,800 0 完 
270 404 日 100,000~130,000 28,000~1,500 0 完 治療 
既 死 烈 な 作 150,000~160,000 12 
死 190,000~200,000 14 
死 140,000~160,000 14 
185 日 199 日 中 死 75,000~100,000 57,000~ 大 ) 4,000 7 々 著 明 
77 日 89 日 死 4 
127 日 - 6 和 著 
164 日 164 日 和 著 明 
242 日 日 中 死 124,000~187,000 10,000~550 5 
114 123,000~103,000 65,000~30,000 12 
50 日 53 日 ” 105,000~140,000 55,000 12 
652 10,000~4,000 
2 日 薬 殺 100,000~160,000 急激 に 減少 増加 の 傾向 な し 著 明 
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[回 
9 回 
5 回 | 
5 回 
回 
0 回 
5 回 
5 回 
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サル フ ア 剤 : 第 一 の サル フラ アダ イヤ ジン 末 

クロ ロキ ン : Bayer 製 の Resochin 錠剤 (0.25 g) 
及び 5 2 注射 液 

アテ ブリ ン : Abott 製 の Atabrine 錠剤 ( 0.1g) 
超短波 治療 器 : 高倉 製 の 波長 6 m, 800 ワ ッ ト 10 ア ム 
ペア , 極 板 は 10 X18cm 

2) 効果 判定 規準 

一 定数 の 肺 吸虫 セ 
ル ア (10 コ ~20 コ っ) を 経口 的 と 投与 し た 犬 で は , 肺 
edi 芝 便 内 に 始め て 出現 し て か ら , 44 日 乃至 90 
日 (平均 66 日 土 10 日 ) を 経過 する と き は , 1 日 の 装 便 内 
に 排出 され る 貝 卵 総数 即ち E.P.D. の 変動 は 殆 ん ど な く 
貼 安 定 状態 を 示し , し か も こと の 安定 期 は 1 年 乃至 2 年 の 
長期 に 百 つ て 持続 する こと を 明か に し た 。 そこ と で , こと の 
E.P.D. の 安定 期 に 治療 を 行い , 治療 前 , 治療 中 及び 治 
療 後 の E.P.D. の 変動 状況 を 連続 観察 すれ ば , その 薬剤 
の 貝 体 産卵 能力 に 及ぼ す 影 響 を 知る こと が 可能 で , ひい 
て は 薬剤 効果 判定 の 一 つの 規 爺 と な る と 考え た 。 と の 場 
合 虫 体 の 産卵 能力 と 虫 体 の 生命 力 と の 間 に 直 接 関 係 が あ 
死後 の 誠 所 見 か ら 
SAEED な 関係 の ある と こと が 認め ら 
し る 。 従 つて 本 編 で は 主として 治療 中 及び 治療 後 の E. 
の 減少 の 時 期 及 びそ の 


減少 率 , 減少 速度 等 か ら 効 果 判 定 を 行 つ た 。 尚 貝 体 の 生 
死 は 87C に 加 温 し た タイ ロー ド 液 中 で の 運動 の 有無 に 

8) 治療 法 及 びそ の 例 数 

① 塩 酸 エ メチ ン 単 独 治療 群 2 頭 

塩 酸 モ エメ チン と サル フ ア 併用 治 て 頭 

⑬ レ ゾ ヒ ン 単 独 治療 群 4 頭 

④⑨ レ ゾ ヒ ン と 塩酸 エニ メ チン 併用 治療 群 8 頭 

3 頭 

⑥ 超 短波 照射 治療 2 頭 


eectspeeed て 行 つ た が , 注射 の 場合 は , 銀 部 
の 筋肉 内 に 注射 し , 内 服 の 場合 は 口 を 大 きく 開か せ , 錠 
剤 を 口腔 内 奥深 く 投 入 し 忠 下 を 確認 し た 。 投 与 量 及び そ 
の 他 の 詳細 は 実験 成績 の 各 項 に お いて 述べ る こと と す 
レゾ ヒン 治療 の 
場合 適当 な 投与 量 を 決定 する た め に 多数 の 感染 犬 を 用 い 


実験 成績 と 考察 
各種 治療 群 毎 に , その 治療 法 , 薬剤 投与 量 。 治療 期 
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間 , 観察 期間 , E.P.D. の 変動 状況 及び 割 見 所 見 等 に っ 
き 総 括 し た も の が 第 一 0 以下 は 各 治 療 群 毎 に 
その 成績 を 述べ る と 共に 各 和 群 昌 に 考察 を 加え て みた いと 
・ 塩酸 ェ エニ メ チン の 単独 治療 群 
1) 塩酸 エメ チン の 普通 量 隔 日 使用 群 
実験 No. 19 
塩酸 エメ チン 1 回 量 0.15cc C 0.8mg/kg) 
4.5cc (30 回 筋 注 ) 
治療 前 体重 7.5kg 
死亡 時 体重 6.0kg( 治 療 開 始 後 61 日 ) 
本 例 で は 肺 吸虫 メカ セル カリ ア を 15 ケ 投与 後 , 855 日 
月 か ら 治 療 を 開始 し た 。 即ち 4 多 塩 酸 モ エメ チン 0.15cc 移 
(即ち 4 2 塩酸 エメ チン 1 cc を ご 10 倍 に 


し その 1.5cc 宛 筋肉 に 日 に 830 回 注射 し た , 10 
急激 に 食 し , 体重 の 減少 も 


閉 明 と な つた が , 注射 を 続行 し た 所 30 回 目 の 注射 を 行っ 
た 翌々 日 ,。 即ち 治療 開始 後 61 日 目 に 玩 亡 し た 

治療 前 , 治療 中 の , .P.E の 変動 状況 第 1 1 
治療 前 の EE.P.D が 10 万 以上 で あつ た も の が , 注射 15 回 
目 頃 か ら の 減少 が 目立ち 終 に は 以下 の 4 万 前 
後に 少し た が , 死亡 の た めそ の の は 観察 出来 
な か っ た 

に より , 右 肺 4 っ, 左 肺 3 = 計 7 この の 中 
究 杏 1 ケ ) か ら 11 隻 の 虫 体 が 見 出さ れ た が , 何れ も 生存 
し て お り 死 減 虫 体 な 見 出さ れ な か つた 。 

実験 犬 No. 25 


塩酸 エニ メ チン 1 回 量 0.15cc C0.64mg/kg) 


全量 4.6cc (81 回 隔 日 筋 注 ) 

治療 前 体重 9.6kg 

和 死亡 時 体重 6.5kg で 治療 開始 後 79 
日 〕 

本 例 で は 肺 吸虫 メタ セル カリ ア 15 = 投与 後 187 日 目 か 
ら 治 療 を 開始 し た 。 前 例 と 同じ く 塩 酸 モ エメ チン 0.15cc 宛 
(0.64 mg/kg) を 隔 日 に 銀 部 筋肉 内 に 注射 し た 。 本 例 で 
も 10 回 目 の 注 射 綱 か ら , Cs 体重 の 減少 が 目 立 
つた が , 81 回 の 注射 を 行 つ た 。 そ の 結果 は 最終 注射 後 18 
日 目 即 ち 治 療 開始 後 79 日 目 に 死亡 し た 。 

本 例 で は 第 1 図 に 示し た 如く , 治療 前 の , E.P.D. は 
15 万 以上 で あつ た の が , 注射 回 数 の 増加 と 共に ,10 回 目 の 
注射 の 頃 か ら 減少 し 旦 4 万 近く し た が , そ 
の 後 し ば らく は 多少 増加 の 傾向 さえ み ら れ た 。 然 し 死 亡 
前 に は , 更に 2 万 前 後に 減少 し た 。 死亡 時 の 体重 は 6.5 
kg で , 治療 前 の 体 事 に 比べ る と 8.1kg 民 少 し て いた 。 
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第 1 図 テ メ チ ン と サル ファ 治療 例 


見 に より 右 肺 っ, 左 肺 3 っ 計 6 この 空 
ケ ヶ ) か ら 10 隻 の 虫 体 が 検出 され た が , 何れ も 生存 し て お 
り 死 減 虫 体 は 見 出さ れ な か つた 。 

考察 : 以上 2 例 の 実験 で は , 治療 中 の E.P.D. の 減少 は 
か な り 緩 除 で , 10 回目 の 注射 の 頃 か ら 藻 くそ の 減少 が 著 
は 至ら な か つた 。 本 例 に 用 いた 塩酸 エメ チン の 注射 量 は 
No. 19 実 では 0.8mg/kg No. 25 実験 で は 0.64 
mg/lkg で , これ は , 人 肺 吸虫 症 に 使用 する 量 (体重 55kg 
の 成人 に 1 日 量 40mg) 略 ば 匹敵 する 量 で 決し て 少 い と 
は 云 へ な い 。 を れ に も か ゝ わら ず , 死 減 虫 体 が 見 出さ れ 
な か つた が , これ は 了 日 に 注射 し た た めか , 或 は 治療 回 数 
の 不足 に よる も の か 明らか で は な い 。 然 し その 中 天 作 用 
の 激 列 な る こと を 考え る と , と これ 以上 の 治療 期間 の 延長 
或 は 連日 投与 は 不可 能 と 考え られ る 。 然し .P.D の か 
な り の 減少 が , 注射 10 回 目 頃 か ら 認 め ら れ た と と を 考え 
る と , 決し て 無効 と の み は 考 えら れ な い 。 従 つて 塩酸 エ 
メチ ン の 中 書 作 用 を , 最少 限 に 喰 止 め 且 つ 治 療 効果 を 増 
す 為 に は , 短期 間 の 連日 注射 を 行い , 中 毒 症状 が 現われ 


の と 考え られ る 。 
塩酸 = メチ ン と サル フ ア 併用 治療 
1) 塩酸 ニ = メチ ン 大 量 使 用 和 群 
実験 犬 No. 2 
塩酸 エニ メチ ン 1 回 量 0.5cc (2.52mg/kg) 
金 量 5.5cc (11 回 連日 〕 
サル プア ダイ ヤジ ン 
人 量 11.0g (11 回 連日 
治療 前 体 8 kg 
時 体 5.5kg 
(治療 開始 後 13 日 ) 
実験 No. 5 
塩酸 そ = メチ ン 1 回 量 0.5 ( 2.0mg/kg) 
量 8cc C16 回 連用 ) 
サル フ ア ダ イヤ ジン jj 日 量 1.0g 
人 量 16.0g 16 回 連日 
体重 10kg 
死亡 時 7kg 
(治療 開始 後 21 日 ) 
実験 大 No. 8 
塩酸 ニ = メチ ン 1 回 量 0.5cc ( 2.l1mg/kg) 
全 量 4.0cc (8 回 連用 ) 


た ら , ち に , 治療 を 中 止 し その 回 復 を まつ て , 短 量 8.0g (8 回 連用 ) 


宛 の 筋 注 を 4 頭 の 感染 犬 に と 用 いた が , と の 場合 は , 何れ 
も 7 回 乃至 16 回 の 注射 で 中 毒 死 を 来 し , 誠 見 の 結果 , 死 
減 虫 体 は 見 出さ れ な か つた 。 と の と と は 矢 張 り 前 記 の , 

短期 間 の 反復 治療 が 望ま し いと と を 充分 示 し て いる も 


(治療 開始 後 10 日 ) 

本 実験 で は 実験 犬 No. 2。 No. 5 及び No. 8 に は 何 
れ を も 塩酸 エチ メン 0.5cc 宛 の 筋 注 と 同時 に ダイ アジ ン 
1.0 g の 内 服 を 連日 試み た 。 塩酸 ェ エメ チン の 量 は 2.0 
mg へ ~ 2.5mg/kg で , これ は 略 ば 人 に 使用 する 普通 量 の 
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8 倍 に 相当 する , 従 つ て 
10 分 後に は 甚 し 
は 急激 に 減退 し , 衰弱 ! 

治療 開始 後 13 日 目 に , 

8 実験 大 で は 10 日 目 と , 
と し た 。 前 見 時 の 所 見 で 
死 減 虫 体 出さ れ な 2 
ある 所 見 は , に 

射 に より , D. が , 
治療 前 の E.P.D. の 
チン に は , 抑制 


め ら れ た 


2) = メチ ン 中 
実験 No..84 
塩酸 ニ = メチ ン 1 回 量 

全 量 
タダ イヤ ジン 1 日 © 量 
治療 前 
死亡 時 


実験 犬 No. 37 
塩酸 エニ メチ ン 1 回 量 
ム 
に 
1 日 量 
治療 前 
死亡 時 


本 実験 で は , 塩酸 エメ 


れ は 1.2mg へ ~ 1.6mg/kg で 普通 量 の , 


。 No. 2 実験 犬 で は , 
No. hai は 21 日 目 に , No. 
, 中 を お 


中 作 用 は 著 


>* 著 明 と な 


何れ も 短 期間 内 に 
も , 検出 虫 体 は 何れ も 生存 し 


っ た 。 然 し 本 実験 で 極め て 興味 


て , 2~3 回 の 塩酸 ニ = メチ ン 注 


殆 ん ど 直 線 的 に 急激 に 下 向 し レ 
以下 だ と で 
する 作用 が 極め て 強い 


ヽ いこ て と が 


{使用 群 


0.3cc 1.6mg/kg) 
2.7cc (9 回 ) 
1.08 
9.0g (9 回 連用 ) 
体重 て 7.5kg 
体重 5.5kg 
(治療 開始 後 19 日 目 ) 


0.3cc 1.2mg/kg) 
.5cc (15 回 連用 ) 
1.0g 
15.0g (15 回 連用 ) 
体重 10kg 
体重 7.5kg 
(治療 開始 後 20 日 目 ) 


塩酸 メ 


き 


チン の 量 を 0.8cc と し た が , こと こ 


2 倍 量 に 


当 す る 。 こ の 場合 で も 塩酸 エメ チン に よる 中 毒 症状 は か 
も 注射 4 回 目 頃 か ら 著 し く 裏 
の 徴候 が 現 は れ , No. 34 犬 で は 9 回 , No. 37 犬 で は 
15 回 の 注射 を 行 つ た が , 前 者 で は 治療 中 止 後 10 日 目 , 後 
。 死後 の 誠 見 所 見 で は , No. 34 


な り 激 し く 。 何れ の 例 で 


者 で は 6 日 目 に 死亡 し た 


犬 で は , 15 ご の メタ セル カ 


肺 = 計 6 この 貝 
減 虫 体 は 見 出さ れ な か 
タ セ ルカ リヤ 投与 に 対し レ , 
虫 松 が 見 出さ れ た が , 
な か っ つた 。E. P. D. は 本 


れる も 最初 の 数 回 の 注射 で , 


認め られ た 。 
8) 塩酸 ニ メ チ ン 普 通 


リヤ 投与 に 対し 右 肺 3 =, 左 
ら 10 隻 の 生存 虫 体 が 見 出さ れ , 死 


つっ で は の メ 


右 肺 4 =, 左 肺 1 = 計 5 この 


生存 虫 体 は 4 隻 見 出さ れ た に すぎ 


実験 で も , 前 実験 と 同じ く , 何 


量 使用 長期 治療 群 


直線 的 に 島 激 に 下 向 す る の が 
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0.1cc (0.64mg/kg) 
量 12.9cc C 129 回 連日 ) 
日 量 1.0g 
2 量 129g (129 回 連日 ) 
治療 前 体重 て.5kg 
Tkg 
(治療 開始 後 397 日 ) 
実験 No. 36 
塩酸 エメ チン 1 回 量 0.lcc「0.6mg/kg) 
全 量 11.3cc 118 回 隔 日 ) 
全 量 118g (118 回 隔 ) 
治療 前 体重 8kg 
死亡 時 体重 て.5kg 
( 薬 殺 ) 
(治療 開始 後 404 日 ) 
な 塩酸 エメ チン の 1 回 注射 量 を 0.1cc 隔 日 注 
射 と し た が , これ は , 0.6~0.64mg/kg で 人 に 使用 する 普 
より 生 少な い が 匹 る 量 で ある 。 こ の 場合 
は 隔 日 の 注射 で は 殆ど 中 粛 症 状 は 認め られ ず , 長期 間 に 
責 る 連続 治療 中 及び , 治療 中 止 後 も か な り 長 期 に 豆 っ て 
E.P. D. の 変動 状況 を , 観察 する こと が 出来 た 。 即ち 実 
験 No. 33 で は , メタ セル カリ ヤ 15 後 240 目 


本 実験 で 【 


か ら 治 療 を 開始 し た が , 第 2 図 の 如く , 数 回 の 注射 で 
E.P.D. は 急激 に 直線 的 に 下 向 を 示し , 5 回 目 の 注 射 後 


に は , 治療 前 の EE.P.D. の リ 』 以下 の 2 万 台 を 示す に 
fio その 後 も E. P. D. に は 多少 の 変動 は み ら れ た 
, 注射 回 数 の 増加 と 共に 潤 次 下 向 を 示し , 80 回 目 の 注 
ps E.P.D. は , 5,000 以下 迄 に 減少 し た 。 その後 
多少 の 増加 は 認め られ た が 注射 回 数 100 回 を こす に 至る 
頃 に は E.PD. は 常に 1 万 以下 に 示し , それ 以上 の 増 
加 は 認め られ な か つた 。 そ を とこ と で 129 回 目 の 注射 を 以 て 治 
療 を 終了 レ し , 治療 後 る も E.P. D. の 観察 を 行 つ た 所 , そ 
の 後 も , E.P.D. は 益々 減少 し , 遂に 虫 卵 を 検出 し 得 な 
な つた の で , 治療 終了 後 128 日 目 (治療 開始 後 897 日) 
薬 殺 し 着 見 し た , 害 見 の 結果 は , 肉眼 的 に は 肺 の 表面 人 
れ の 部 に も 貝 可 の 存在 が 認め られ な い 程 完全 に 治 乱 し , 
両側 の 肺 の 数 ヵ所 に 僅か に 小豆 大 の 硬 結 を 触れ る の み で 
その 部 に 割 を 入れ る と , 黒 編 色 の 砂粒 状 の 塊 が 見 出さ れ 
と れ は , 検 鏡 に より 虫 卵 塊 で ある と と が 判っ つた 。 有 恐らく 
は 虫 体 の 死滅 後 変化 し た 結果 と 考え られ る 。 と これ 以外 に 
は 生存 虫 体 は 一 隻 も 見 出さ れ な か つた 。 恐らく 長期 治療 
こよ り 完 全治 癒し レ した も の と 認め られ た 。 
実験 大 No. 36 に お いて も 第 三 図 の 如く , 注射 開始 直 
後 か ら E.P.D. は 急激 に 直線 的 に 下降 を 示し , 12 回 目 の 
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注射 時 即ち 治療 第 28 日 目 に は , 治療 前 の 正 .P.D. の リリ; 以 
下 の 2 万 前 後に 各 減 少 が 認め られ た 。 その 後 多 少 の 変動 
は 認め られ た が , 蘭 次 更に 下降 し , 治療 第 78 日 目 即 ち 389 
用 公 40 回 目 の 注射 時 に は 2,000 近く 競 減 少し た 。51 回 目 
の 注射 を 終っ て 衰 弱 の た め 一 上 且 治 療 を 中 止 し E.P.D. の 
変動 を 観察 し た が , 基 の 後 も EP.D. ず 明 な 増加 は 認 
め ら れず , 常に 治療 前 の E.P.D. の の 1 万 以 
下 を 動揺 し て いた 。 346 日 間 の 休止 後 再び 治療 を し た 
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が , その 後 る も , 治療 中 止 期間 と 同じ ょ うに EE.P.D. は 
1 万 前 後 を 示し , 著しい 動揺 は 認め られ な か つた 。 

そこ と で 更に 62 回 の 注射 を 行い , と これ を 以 て ( 総 注射 回 
数 は 118 回 ) 治療 を 中 止 し た が その 後 も E.P.D. は 減少 
し , 遂に は 虫 卵 の 検出 が 困難 と な つた の で , 治療 終了 後 
134 日 目 (治療 開始 後 404 日 目 〕 に 薬 殺 訓 見 し た 。 そ の 
結果 は 前 の No. 83 実験 と 同じ く , 貝 可 は 完全 に 消失 し , 
卵 み で , 完全 治癒 と 判定 され た 。 
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考察 : 塩酸 エメ チン と サル フ マ ア 剤 の 併用 治療 に お いて 
始め て 完全 治癒 と 考え られ る 2 例 を 得 た 。 

と の 2 例 に お いて も , 塩酸 エメ チン 0.1cc の 員 日 注射 
と ダイ ヤジ ン の 内 服 を それ ぞ れ 129 回 及び 118 回 , 治 
期間 に する と 270 日 と 云う , 長期 間 を 融 し た 。 状 か も , 
誠 見 迄 に は 更に No. 36 で は 134 日 , No. 33 で は 129 日 
間 の 観察 期間 を お いた た め に , 湖 見 時 に は 貝 井 は 完全 に 
消失 し , 虫 体 の 死 減 片 すら 認め られ ず , 由 卵 塊 の み が 見 
出さ れ た 。 従 つて 貝 体 死 減 の 時 期 に つい て は 明らか に 
得 な か つた 。 仮に 治療 開始 後 E.P.D. が 治療 前 の E.P.D. 

の リ 。 以下 に 減少 し , その 状態 が その ま > 保 た を れ て いる 
時 期 を 以 て , 一 応 有 効 量 と 判定 すれ ば 50 乃 至 60 回 の 注射 


る 。 れ は 治療 期 に すれ ば カ月 要 と 


想像 以上 に 長期 間 を 要する も の と 云 は ね ば な ら な い 。 然 
し こと の 点 に 関し て は , 既に ェ メ チン と サル フ ア 剤 に よ 
人 体 治療 の 際 で も 2 週間 前 後 の 治療 で は 不 充分 で , で 
る 限り 長期 に 下 つ て 反復 治療 する こと が 必要 と され て い 
る と と か ら も 理解 され る (小宮 ら , 1952 ; 宮川 , 1951 ; 
千 馬 , 1952 ; 杉浦 , 1952 ; 宮川 , 1957 ; 田中 , 1941)。 

尚 先 の 塩酸 モエ メチ ン 単 独 治 療法 で は No. 19 及 び No. 
25 実 験 犬 に 1 回 量 0.15cc 宛 隔 日 と それ ぞ れ 30 回 及 831 回 の 
注射 を 行 つ た が , 何れ も E.P.D. は , 治療 前 の E.P.D. 

の 以下 は 減少 が み ら れず, 死後 の 誠 で る 死 減 
体 は 一 隻 も 見 出さ れ な か つた と と と 比較 する と ,。 エメ チ 
ン 単 独 治療 に 比 し て , サル フ マ ア 剤 併用 治療 法 の 方 が や ゝ 
まさ つて いる 如く に も 考え られ る 
然し この 場合 塩酸 チン の 単独 治 は 治 
数 が 少 い の で , 明らか な こと と は 云え な い 。 尚 塩酸 エニ メチ 
ン 単 独 治 療 に 比 し て , 併用 療法 で は E.P.D. の 減少 が ょ 
り 急 激 に お こそ る 様 に 思わ れる 。 併用 療法 の 場合 の サル フ 
ア 剤 の 効果 に 関し て は , 横川 ら (1987) は サル フ マ ア 剤 が 
宿主 の 抗体 産生 機能 を 高め , 塩酸 = メチ ン の 殺虫 作用 と 
相 侯 つ っ つて, その 効果 を 促進 する も の で あろ うと 想像 し た 
が が, 宮川 ら は サル フ ア 剤 に より 塩酸 エメ チン の 血 中 濃度 
が 高め あら れる た めで ある と と を 実験 的 に 明らか に し て い 
る 。 

尚 本 実験 に お いて 甚だ 興味 ある こと は , 塩酸 エメ チン 
と サル フ ア 剤 の 併用 治療 を 100 回 以上 に 百 つ て 行 つ た に 
も か か わら ず , 殆 ん ど 何 等 の 副作用 を 認め な か つた こと と 
で ある 。 即ち 塩酸 エメ チン 単独 治療 の No. 19 及 び No. 
25 実 験 犬 で は 1 回 の 注射 量 は それ ぞ れ 0.64mg/kg 及び 
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0.8mg/kg で , 併用 治療 群 の No. 33 及び No. 36 実験 

犬 の 0.6mg 及び 0.64mg と 殆 ん ど 差 が な か つた に も か 
か わら ず , 前 者 の 場合 何れ も 中 書 症 状 が 激しく 8380 回 及 31 
の 注射 で 中 を 来たし た が , 後者 で は 中 症状 は 
ど 認 め ら れ な か つた と と で ある 。 

と れ は 例 数 が 少 い た め 沿 は つき り し た と と は 云え な い 
が , 或 は サル フ マ ア 剤 が ェ メ チン の 中 歌 作用 を 減弱 し て い 
る か の 如く で , 宮川 ら (1956) の サル フ ア 剤 が 塩酸 ェ メ 
チン の 舌 中 濃度 を 高め る 作用 が ある と する 説 と 一 見 $ じ 
ゆん する か の 如く 思わ れる が こと の 点 に 関し て は 更に 追求 
し て みた い 。 

レゾ ヒン 単独 治療 

1) レゾ ヒン 注射 治療 群 

Chung ら (1954) に よれ ば , レゾ ヒン は 人 体 治 療 の 
場合 1 日 の 投与 量 は 0.75~ 1.0 g で 1 回 投与 量 0.25 g 
と 云 つ て いる 。 著者 は 未だ 犬 に レゾ ヒン を 用 いた と と は 
な い の で 試み に , 5 3 cc No. 7, No.12 及 
び No. 15 の 実験 犬 の 有 参 部 筋肉 内 に 注射 し て みた 。 こ と れ 
は 15~20mg/kg に 当り 略 ば 人 体 治 療 の 1 日 量 に 匹敵 す 
だ て 尾 を 股 の 凌 に は さ み , 落 付 き な く 動き 廻る が , 

時 期 に は 視神経 が お か され る た めか , a 
る よう で ある 。 に この 様 な 状態 が 5 ~10 分 つづ いた 後 後肢 
は 麻痺 し , 歩行 不能 と な り , それ と 同時 に 激烈 な 強直 性 
の 療 繧 発作 が お こり, 5 ~10 分 後に は 死亡 し て し まっ 
た 。 レ ゾ ヒ ン の 毒性 の 強い こと を 始め て 知り ,。 注射 に ょ 
る 治療 は 断念 し た 。 
2) レゾ ヒン 錠剤 (普通 量 ) 内 服 治療 群 
実験 犬 No. 39 
レゾ ヒン 1 日 量 0.0625~ 0.125 g 
(10.5~21.5mg/kg) 
全 量 8.562g ( 108 回 内 服 ) 
治療 前 体重 8kg 
死亡 時 体重 6.6kg 
(治療 開始 後 199 日 ) 

本 例 で は 1 日 量 0.0625 g (リリ 錠 う 乃至 0.125 g 
錠 )〕 宛 , 中 毒 症状 の 発現 に 気 を つけ な が ら , 連日 或いは 
隔 日 に 内 服 さ せ 計 108 回 の 内 服 , 治療 期間 に し て 188 日 
間 の 観察 を 行っ た 。 そ の 結果 は 第 4 図 に 示し た 如く , 治 
療 開 始 後 間もなく , E.P.D. は 減少 し は じ め , 治療 開始 
し て か ら 45 日 目 頃 に 始め て EP.D. は 治療 前 の EP.D. 

の J。 程度 に まで 減少 し た 。 と と ろ が こと の 時 に は , 宿主 
の 食油 減退 し , 衰弱 が 著 し か つ た の で , これ まで の 1 日 
投与 0.125 g を 半減 し た 。 を の 結果 は 今 ま で の E.P.D. 


< 


[kg) 


9 日) 


は 
188 
始 
P.D. 
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と の が せま く , 吸虫 症 の 治療 
と し て は レゾ ヒン 単独 に て は そ を それ程 期 
待 は も て な い の で は な か ろう か 。 

VM. レゾ ヒン と 塩酸 モエ メチ ン の 俳 用 


/ 
\ \ 治療 
/ 
\ / 塩酸 エメ チン 1 回 0.1cc 
/ 
[ 金 
| C34 回 ) 
| レン セン 1 日 量 0.125g 
(13.9mg/k) 


量 11.875g 


第 4 図 レジ ヒン 単 例 


の 下降 は 止ま きり むし ろ 増 加 の 傾向 が み ら れ た の で , 体力 
の 回 を まつ て 再び も と の と 急激 に は 
ドド 降 し た が , これ に 伴い 中 帯 症状 が 再び 強く な つて 来 
た 。 そこ で 再度 レゾ ヒン を リ : に 減量 する と 中 下 症 状 は 
軽く な つた が , E.P. D. の 変動 が 大 きく な つた 。 以 上 の 
関係 は 第 4 図 に 示 め の され て いる 。 治療 開始 後 199 日 目 選 
死亡 し , その 湖 見 た より , 10 コ の メタ セル カリ ア 投 与 に 
対し 右 肺 結節 4 中空 ご, 
て 計 の 体 が 見 出さ れ た が ぁ 生存 し て お り , 
体 は 一 見 出さ れ な か つた 。 

考察 : レゾ ヒン は 犬 た 対し て は 極め て 事 性 強く , 注射 
の 場合 に は , 5 2 注射 液 を 8 cc 筋 注 し た の み で すべ て 30 
分 以内 に 中 を 来たし た 。 こ これ は 人 に 用 いる 合 の 
ば 1 日 量 に 当る 。 

内 服 の 場合 で る 1 日 リリ 2 錠 C21.5 mg/kg) OC 
E.P.D. の 減少 は 著 明 で ある が , 者 性 強く 連続 使用 に は 
堪え な い 。 と の 21.5mg/kg は 人 の 場合 に 換算 する と 55 
kg の 体 し て 1.18 g となり,Chung ら の 云う 1 日 よ 
り 。 は 本 症 患 者 に 1 回 1 1 日 8 錠 0.75 
g& の 内 服 4 . 数 日 間 試 みた 所 。 内 服 4 日 目 に 動眼 神経 の 麻 
を 来 し た 例 を 経験 し て いる の で 本 剤 使用 に 当っ て は 充 
分 注意 する 必要 が ある 。 本 実験 で 錠 10.5mg/kg) 
内 服 で は , 中 状 は 著しく 軽減 され て いる が , 
の 点 か ら うと EL.P.D. の が られ る の み 
て で て, 減少 の 傾向 は それ 程 著 し レ し く な か つた 。 こ と の 薬用 量 で 
は 虫 体 に 及ぼす 影 響 は 充分 と 云え な いよ ょ うに 思わ れる 。 
従っ て レゾ ヒン は 塩酸 モメ チン 以上 に , 薬効 量 と , 中 事 
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0 i00 50 0 350 治療 前 体重 6 kg 


死亡 時 体重 6.5kg 
沼 開始 後 
実験 犬 No. 18 
塩酸 メチ ン 1 回 量 0.15cce 0.8mg/kg) 
量 4.05cc (27 回 隔 日 う 


EY 1 日 量 0.125g (19.2mg/kg) 
量 7.375g (59 回 連日 は 
隔 日 う 


治療 前 体重 8.5kg 
死亡 時 体重 5.5kg 
(治療 開始 後 
実験 犬 No. 24 
塩酸 ニ = メ チン 1 回 量 0.15cc (0.7mg/kg) 


量 5.85cc (39 回 
レゾ ヒン 1 日 量 0.125g (16.6mg/kg) 
全 量 12.50g (100 回 連日 な 


日 
治療 前 7.5kg 
死亡 時 体 5.5kg 
(治療 開始 後 164 
本 実験 で は , No. 20, No. 18, 及び No. 24 の 8 頭 
の 実験 大 に 上 記 の 如き 要 メチ ン 注 射 と レゾ ヒ 
ン 内 服 の 億 用 治療 を 試み た の で その 上 成績 を 以下 に 述べ 


え 


No. 20 の 実験 犬 で ば は, 第 5 図 に 示し た 如く , EP.D. 
減少 は 最初 の 数 回 の 治療 に より 多少 認め られ た が , その 
後 は EE.P.D. の 動 か な り 激 し く , 中 状 発現 の た 
め 塩 酸 ェ エメ チン は 384 回 の 注射 を 以 て 中 止 し , それ 以後 は 
レゾ ヒン の 内 服 の み を つづ けた が , この 場合 も 中 書 組 状 
が 次 第 に 著 明 と な つた の で 最初 か ら は 95 日 の 内 服 を 以 っ 
て 治療 を 終 つ た 。 レ ゾ ヒ ン 単 独 治 療 で は E.P.D. の 動 控 
は りか り 激しく , 治療 前 の EE.P.D. の 近く 
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レジ ヒン と ェ エメ チ テン 併用 治療 例 (1) 


実験 大 No. 24 で は , No. 18 と 同じ く , 塩酸 ェ エメ チ 


れ 以下 に は 減少 し な か つた 。 治療 終了 後 
161 日 に 死亡 た 
タ セ ルカ リア 15 ご 投与 に 対し 


レゾ ヒン 125mg の 併用 で ある が , 第 6 図 に 
E.P.D. は 治療 前 の の リリ 。 前 
中 事 症状 発現 の た め 塩酸 モエ メチ ン の 注射 


を 中 止 レゾ ヒン の 内 服 の み を 行う と , EP.D. は 動 
tb eit : 示 し た 。 体力 回 復 を 待つ て 塩酸 ェ メ 


: 開 始 す る と 正 .P.D. は 再 て kK 減少 を 示し た 基 


と , EP.D. の 
動 加 の 傾向 が 再び 認め られ た 。 死後 の 見 
り メ スタ セル カリ に 対し 。 は 6 ご 認め ら 
考察 : 本 実験 の 結果 , 興味 ある 点 は , 塩酸 ェ エメ チン と 


ン の の し た が , それ で も は 其 
く な り レ ゾ ヒ ン 単 独 治 療 8 日 日 , ーー 目 に 死 
し た 。 見 の 結果 メタ セ 


11 見 出さ れ た 


ェ メ チン と レ ヒン 治療 


レゾ ヒン の 俳 用 治療 で は , 最初 は E.P.D. 
は ゆる や か で は ある が な が 次 し て いく が 
塩酸 エメ チン の 注射 を 中 止 し , レゾ ヒン の 
み の 治 療 に な る と , E.P.D. 大 き ざ 
ェ エメ チン の 注射 を 再び 始め る と E.P.D. は 
再び 減少 する と 云う 事 で ある 。 こ れ は 恐 ち 
く 塩 酸 モ エメ チン と レゾ ヒン で は 貝 体 の 産 秘 
能 に 対し , 前 者 は 抑制 es 者 は 促進 的 作 
用 を 示 め すま も の と 想像 され る 。 こ の と と は 
塩酸 エメ チン 及び レゾ ヒン OR 
に も すぐ に 認め られ た 所 で ある 。 従 つ で 
その 効果 は 認め られ な か つた が , 湖 見 時 に 
は , 全 例 た に お いて か な り 認 め ら れ た 
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の ” ria 0.3 g 宛 57 日 間 連 用 中 は , E.P.D. の 著 明 な 減少 は み ら 
れ な か つた が , 中 書 症 状 発現 の た め 8 日 休 薬 し た 後 0.2 

この 場合 は 塩酸 メチ ン と サル フ ア 併用 の 場合 & 宛 の 内 服 を 始め た と ころ, は 以下 に 

と な り , 両 種 剤 の 中 用 も それ ぞ れ の も の が 少し た の で , 0. 1 た 所 , の 減少 の 


2 られ る の で , 本 併用 療法 に つい て は , 更 許 は 弱 ま つ た が , それ で も 蘭 次 減少 し E.P.D. は 1,000 
る 必要 が ある 以 ド に 記 戒 少し た 。 然し この 時 に は 宿主 の 衰 兄 が か な り 
ァ テ ブリ ン 単 独 oa 激しく な つた の で , 服薬 を 中 止 し た 所 。 66 日 間 の 間 に 
実験 No. 21 の の 近く に 加 し た 。 見 に より, メ 
アテ タ セ ルカ リア 15 投与 に 対し , 虫 5 ご 見 出さ れ た が 
体 は 5 見 出さ れ た に すぎ な か つた 。 
8 9 で は , 第 8 図 の 如く は じ & 
死亡 時 体重 4.8kg 日 間 投 与 し た 間 に E.P.D. は 急激 に 減少 し は じ め た が 
( 治 始 後 383 日) 中 状 発現 の た め 0. E.P.D. は 
実験 犬 No. 31 々 増加 し を と を が, 0.3 g の 内 服 20 日 頃 か 急激 に 減少 
テ ブリン る の が 認め られ た 。 然し この と 再び 
エメ ゴチ DUME 8 > な っ つっ た の 日 間 の し た 然し 和 1 
後記 治 着 前 体重 8 kg 主 の 回 復 は み ら れ ず 10 日 後に 死亡 し た 。 誠 見 と より メタ 
死亡 時 体重 7?kg セル カリ ア 15 し , を の 中 か ら 132 
(治療 開始 後 53 日) の 生存 体 が 見 出さ れ た 。 
犬 No. 21 で は 初め の 57 日 間 は 0.3 g 宛 , 次 の 87 2) アテ ブリ 増 
日 間 は 0.2g 宛 , 更に 次 の 81 日 間 は 0.1g 宛 計 175 日 間 実験 犬 No. 22 
内服 治 試み た アテ プリ ン 1 回 量 0.1~ 0.2g(10.5~21.1mg) 
D. の 量 11.5g C66 日 間 連 用 ) 
実験 犬 No.3 は , 次 の 382 
験 犬 No.31 8 日間 は 0.4 g 宛 , 次 の 32 治療 前 9.5kg 
日 間 は , 更に 次 の 10 日 間 は 0. 2g 50 日 間 死亡 時 体重 7 kg 
服 治療 を 試み た 。 ( 治 開始 後 114 日 
この 結果 ,。 No. 21 実験 犬 ど は , 第 7 図 の 如く 初め の 実験 びな は, は じ め の 17 日 上 日 は 0.1g 宛 , その 次 の 49 
チマ 
大き で 
し 塩酸 
は 
進 作 
の 
従 つて 
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ァ テ ブリ ン は 元 来 は マラ リア の 治療 
は 予防 薬 と し て 専ら 用 いら れ て いた も の で 
ある が 本 薬 の は 皮膚 に 黄色 の を 来 
現今 で は レゾ ヒン (クロ ロキ 
ン ) 或いは その 他 の 薬剤 が これ に 代り 使 且 
され て いる 。 然し 本 薬 は マラ リヤ 以外 に も 

えば デア ル ゲ ア 症 の 治療 に , 或いは 条 貝 
類 の 駆虫 に も 広く 用 いら れ て いる 。 又 横 
川 ら (1956, 1957) は 最近 肺 吸虫 療 
の vitro に お ける 効力 試験 の 結果 , ア 
テ ブ リン は 塩酸 エメ チン 及び レゾ ヒン ら と 
同様 に 肺 吸虫 効 虫 に 対し 極め て 強い 殺虫 作 
用 の ある こと と を 明らか に し た が , 著者 の 実 
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第 8 図 アテ プリン 単独 治療 


間 は 0.2g 内 服 治療 し た 。 その 結果 は 第 図 に 
示し た 如く , 0. は の 減少 は 
殆 ん ど 認 め ら か つた 。 0.2g 宛 に 増量 し て か ら も , 始 
め の 20 日 間 は 殆 ん ど E.P.D. dei: en 
この 後に 至り 潤 次 減少 の 傾向 が み ら れ た 。 然し それ に 任 
い 中 事 症 状 も か な り 著 明 と な つて 来 た の で , 0.2g 宛 の 
内 服 49 日 間 を 以 っ て (最初 か ら 66 日 間 治 療 ) 治療 を 中 下 
し た が , 34 日 後に 死亡 し た 。 彰 見 に より メタ セル カリ ア 
- 対 し 虫 7 =, 内 1 は 生存 虫 体 は 
2 出さ れ た 。 


考察 : 以上 の 38 例 の 実験 の うち , 実験 犬 No. 21 の 成 
績 は , アテ ブリ ン 療 法 で か な り 有 効 な こと を 示し て い 
が , 他 の 実験 犬 No. 22, 及び No. 31 ・ 
効果 は 認め られ な か つた 。 こ と これ は 恐らく アテ ブリ ン 投 与 
旦 及 び 投 与 期 間 の 相 異 た よる も の と 考え られ る 。 即 ち 前 
者 で は 175 日 間 に 百 り ア テ ブ リン 総量 82.6 g に 達し て い 

が , 後者 の 2 例 で は ,。 その 半ば に も 充 た な い 。 類 か も 
No. 21 で も は じ め の 57 日 間 の 治療 期間 中 に は 0. $8 移 と 
云う 大量 の 内 服 に も か ゝ わら ず E.P.D. に は 苑 ん ど 変 化 
は み ら れ な» es も 内 服 を つく ける と た 2 = 
え ア テ ブ リン 内 服 量 じ て の 減少 が み ら 
て いる こと と か ら 。 アテ ブリ ン は たとえ 少 量 で も 長期 間 に 
EN り 持 約 に 上 服 用 する こと と が 必要 と 考え られ る 。 本 実験 
0.2g 以上 場合 に は , か な り 激 し い 中 
状 が 認め られ た が , と これ は 人 体 治 療 の 場合 に 換算 する と 
1.0g 以上 と な り , この 量 は 到 旗 連用 に 耐え られ る 量 で 
は な い 。 従 つ て 今後 は 0.1g, 或いは それ 以下 の 少量 の 

長期 間 持続 治療 に つい て の 実験 が 必要 で あろ 3 う 。 


は は 。 その 


な か - 2 た が , 
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や 験 で も アテ ブリ ン は 今後 更に その 使用 法 を 
する と と に より , 吸虫 の 治療 薬 と 


し て 用 いら れる 可能 性 の ある こと が 示 され た も の と 唱 


実験 No. 4 
波 照 射 時 間 1 回 30 分 
2,550 分 (30m 85) 
治療 前 6kg 
転 
(治療 152 ) 
験 No. 6 
超短波 照射 時 間 1 回 30 分 ~40 分 
8,600 分 
(80m x20 : 40m メ x75) 
治療 前 体 .5kg 
見 時 体 9.5kg 
転 薬 S. 83, 12,2 
(治療 開始 後 652 


治 は 製 の る を 使用 し た が , 300 ワ 
ト ,。 10 アンペア , 波長 6 m で , 極 板 は 10 X138cm の も の 
を 2 枚 つくり, 時 に は これ を 両側 胸部 に に あて, 


野 を 被 う よう に し た 。 
実験 No. 4 では, 152 日 間 に 毎 日 は に 80 分 
宛 の 照 射 を 85 回 行 つ た 。 その 結果 は 第 9 図 に 示し た 如く 
治療 開始 後 か ら は 次 減 示し 80 回 の 
時 に は E.P.D. は 治療 前 の を それ の 以下 に な つた 。 
し 85 回 日 の 照射 後 本 実験 大 は 夜間 突然 犬 小屋 か ら 脱 走 レ 
行方 不明 と な つた の で その 後 の 詳 し い 観 祭 を 行う 事 が 出 
< な か つた の は 残念 で る つた 。 
実験 犬 No. 6 で は , 始め て 20 日 は 30 分 宛 , その 後 は 
40 分 宛 75 日 間 に 互 り , 達 日 照射 治療 を 行 つ た 。 そ の 結果 
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5 昭和 34 年 10 月 (1959)】 


は 第 8 図 の 如く , E.P.D. は 治療 開始 後 か ら 益 次 減少 し 


い 

ーー 0 は じ め ,25 回 の 照射 を 終 つ っ た と ころ に は , 治療 前 の E.P.D. 
の と な つた 。 そ の 後 も 照射 を 続け た 所 EPD. 
i ci に の 日 々 の 変動 な, か な り 激 し か つた が 矢 張 り 菩 次 減少 す 
用 Co に る 傾向 が 認め られ た 。95 日 間 の 照射 を 以 っ て , 一 応 治療 
に も < を 中 止 し , 観察 を 続け た 。 そ を の 結果 甚だ 興味 ある こと は 
治療 中 止 後 も E.P.D. は の 傾向 を 示し , 治療 中 止 後 
270 日 は E.P.D. は 治療 前 の それ の 以下 に 
し た 。 そこ と で 薬 殺 誠 し た 所 メタ セル カリ ア 15 ヶ 感染 


に 対し 虫 肺 ご, 左 肺 2 っ あり その 中 左 肺 に 
1 = で , 両側 虫 格 より, 計 6 隻 の 生存 虫 体 を 見 出し た 。 

考察 : 寄生 虫 症 の 超短波 治療 に 関し て は , 松尾 1910) 
は 症 及 び 交 症 に 超短波 照射 を 行い る 程度 の 効果 
を お さめ た と いう 報告, 或いは 貸 田 (1941) は マラ リヤ 
原虫 の 法 と し て 或いは 治療 に 超短波 照射 を 行 
つて , 無効 だ っ た と 云う 報告 が ある に すぎ な い 。 百瀬 
(1953) は 肺 吸虫 成虫 を 生理 食塩 水 に と 生か し , こ と これ に 超 短 
波 を 央 射 する と 40~45 分 間 で 死 減 する が , これ は , 超 短 
波 照 射 に ょ る 水温 の 上 昇 の た めで あつ た と 報告 し て い 
る 。 然 し 超短波 照射 の 作用 機転 に つい て は 未だ 不明 の 点 


6 m.) 


500 


550 


450 
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' u が 少な く な い 。 
/ 半 著者 の 実験 は , 僅か 2 例 で ある が , 超短波 照射 に ょ 
< mn り ,。 EP.D. が 減少 する こと を 認め た こと は 興味 深い 。 
超短波 の 体 の 産卵 能 に 抑制 的 に 作用 す 
* } 3 る た めで あろ うか ,。 こと これが, 熱 の 発生 に も と づく も の 
た 0;= こ か ,。 或いは その 他 の 理由 に よる か は 明らか で な い 。 未だ 
75) " 1 例 の み の 見 成績 の 結果 で ある の で 明らか な こと と は 
° 2 3 | えな い が , 超短波 照射 に よる 画 作 用 は 殆ど み ら れ な い の * 
< ご, 本 療 は 他 の 治療 法 と の に も 応用 性 は 広い と 考 
日) えら れる 。 今後 更に 追求 し て みた い 。 
著者 は 肺 吸虫 感染 犬 を 用 いて , 種々 の 治療 法 を 実施 


へ し , その 際 , 感染 濃度 。 感染 後 より 治療 開始 の 時 間 そ の 
80 分 て 地 他 を 出来 る 限 り 一 定 に し , 双 効果 判定 の 規準 も 。 主 と し 
如く て 内 に 排出 され る 卵 E.P.D. の 変動 状況 に ょ 

a っ つた 。 そ の 結果 は , 各種 治療 法 の 虫 体 に 及ぼ す 作 用 機転 
| その 他 に つき 2~ 8 の 興味 ある 所 見 を 得 た 。 肺 
走 し で 症 の 治療 に 当っ つて は , 如何 に すぐ れ た 薬剤 を 用 いた と し 
が 出 1 て も , 2 週間 乃至 8 週間 と 云う 比較 的 短期 間 の 治療 で は 
虫 体 に 対し , 致命 的 影響 を 与え る こと は 殆ど 不可 能 で 


100 


後 は ある 思わ れ た 。 た と えば 塩酸 エメ チン と サル フラ ア 
EP) の 用 療法 で も , 少量 投与 の 長期 間 持続 投与 3 ヵ月 ~ 6 
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> 
作 
の 実 
法 を 
と 
と 


カ月 を 行う か , 短期 間 の 治療 を 反復 行う こと が 必要 で あ 
塩酸 エメ チン と サル フ ア 剤 の 併用 療法 で は 塩酸 エニ メチ 
ン 単 独 治 療 に 比較 し て , E.P.D. の 急激 な 減少 を 来 す とこ 
と が , 明らか と な つた 。 双 レゾ ヒン は , 酸 ニ メ チ ン が 
虫 体 の 産卵 能 を 抑制 する 作用 を 有する の に 反し て , むき し 
ろ 促 進 的 に 作用 する よう に 思わ れ た 。 従 つて レゾ ヒン と 
塩酸 エメ チン と の 併用 治療 で は , E.P.D. の 変動 が 大 き 
く , .P.D. の みか ら は 効果 判定 の 困難 な 場合 が み ら れ 
た が , 誠 見 に より その 有効 な こと が 認め られ た 。 然し こと 
の 場合 は 中 吾 症状 は , か な り 激 し い の で 注意 を 要する 。 

界 者 は アテ ブリ ン を 初め て 肺 吸 虫 症 の 治療 に 用 いた 
が , 約 8 ヵ月 に 長期 の 治療 は , の 著しい 
少 を 来 し , 誠 見 に よ つ て も その 有効 な こと が 認め られ 
た 。 然 し 8 ヵ月 間 の 治療 で も 尚 充 分 で は な い 。 ア テ ブ リ 
ン は 塩酸 エニ メチ ン と 同じ く 虫 体 の 産卵 能 を 抑制 する 作 
用 を 有する も の > 如く で ある 。 又 超短波 照射 治療 も 初め 
て 用 いた が , 超短波 照射 は , 虫 体 に 対し 産卵 能 を 抑制 す 
る 作用 を 有 し 約 8 ヵ月 に 豆 る 照 射 で は , 正 .P.D. の 閉 し 
い 減 少 が 認め られ た 。 然 し 沿 と の 期間 で は 充分 と は 云え 
な い 様 で ある 。 

以上 要する に 人 各種 の 治療 を 試み , 新治 療法 と し て 試み 
る べき も の も 見 出さ れ た が , 何れ の 場合 も , 宿主 に 中 事 
症状 が あら われ な い 限 り , 長期 間 に 豆 る 治療 の 必要 な こ 
と が 明か と な つた 。 た と えば 塩酸 メチ ン と サル フ ア 剤 
の 併用 療法 で きえ 100 回 以上 の 治療 を 行 つ た も の に の 
完全 治癒 が 認め られ た くけ で あつ た 。 

oan 条件 の も と に , 同一 の 効果 判定 規準 に 
。 種々 の 治療 法 を 比較 検討 し た 結果 次 の 点 を 明らか 

1) 塩酸 ニ メ チ ン の 単独 治療 で は , 犬 に お いて は 中 事 
症状 著しく 0.64~ 0.8mg/kg の 量 で も , 隔 日 注射 で は 30 
回 前 後 の 注射 で 中 下 死 を 来 し た 。 こ の 間 E.P.D. の 減少 
は か な り 著 明 だ つた が 貝 体 の 死滅 を 来 す に は 至ら な か つ 
29) 塩酸 エメ チン と サル フ ア 剤 の 併用 治療 の 場合 は , 
塩酸 モエ メチ ンジ 0.6~0.64mg/kg の 量 で は , 100 回 以上 の 
隔 日 注射 に 耐え , 中 下 症 状 は それ 程 閉 し く な か つた 。 こ と 
の 場合 に は 死 減 虫 体 も 原形 を の と さき 程 吸収 され て お 


完全 治癒 が 認め ら た 。 
8) レゾ ヒン 治療 で は, レゾ ヒン は 犬 た 対し て は 極め 
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て 強く , 5 注射 液 8 cc (15~20mg/kg) の 筋 で 

は , すべ て 注射 後 80 分 以内 に 中 下 死 を 来 し た 。 1 日 量 

62.5~ 125mg ( 105~21mg/kg) の 内 服 で は , 114 回 の 

長期 間 の 内 服 に 耐え , 見 時 の 生存 虫 体 少な く 

少 有 効 と 思わ れ た 。 レ ゾ ヒ ン は , 虫 体 の 産卵 能 に 対し 促 

り 激 し 
に と が と な つた 

se- レゾ ヒン と エメ チン の 併用 治療 で は , 塩酸 ェ ニ メ チ 
ン 0.1cc。 レゾ ヒン 125mg を 用 いる と 中 状 が し 
く , 長期 の 填 用 に は 堪え な い 。 本 治療 誠 見 か ら は , 或 る 
程度 有効 な こと が 認め られ た 。 

5) 
服 を 連用 し , 175 回 に 互 っ つた も の で は , 有効 と 認め た が 
は , の 減少 は 認め られ 
た が , 虫 体 が 死滅 する 迄 に は 至ら な か つた 。 ア テ ブ リン 
治療 の 場合 は 中 毒 症状 の 発現 し な い 限 り 更 に 長期 の 治 
が 必要 と 思わ れ た 。 

6) 超短波 治療 で は , 1 日 30 分 ~40 分 の 央 射 を 95 回 に 
て 続け た も の で は , E.P.D. は 減少 し 照射 を 中 
止 し て か ら も 正 .P.D. は 減少 し 増加 の 傾向 は み ら れ な か 
つた 。 湖 見 所 見 か ら も 有効 な こと が 証明 され た の で 本 療 
法 は 今後 更に 検討 すべ き 価 値 あ る も の と 思わ れる 


終り に 臨み 終始 御 息 切な る 御 指導 御 校 関 を 賜 つ た 小 党 
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実施 に 当り 終 始 な 御 助 言 と 御 援助 を た 千葉 大 学 
医学 部 寄生 学 教 川 宗 教授 及び 国立 公衆 院 大 
因 博士 に 厚く 感謝 致し ます 
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Summary 


Comparative studies on the therapeutic effect of 
several chemicals and ultra-short waves on experi- 
mental paragonimiasis in dogs were carried out and 
the results obtained were as follows : 

(1) By injecting emetine hydrochloride into 
the vein at 0.64-0.8 mg/kg every other day for 
30 times, the dogs died from serious side effect. 
During the period, the E.P.D. decreased markedly, 
but no worms were found dead. 

(2) In the dogs receiving emetine hydrochloride 
at 0.6-0.64 mg/kg in combination with sulfadiazine 
'every other day for more than 100 times, the worms 
were eliminated completely. 

Resochin showed high toxicity against the animals. 
All the dogs died within 30 minutes after injecting 
Resochin into the muscle in single dose of 15-20 
mgl/kg. When Resochin was administered to the 
dogs at 105-21 mg/kg for 114 times, however, no 
dogs were found dead. It seems that Resochin causes 
the increase of the E.P.D.. 

(4) Combination of 0.1 cc of emetine and 125 mg 
of Resochin produced side effect in the dogs, but 
the only therapeutic effect was recognized. 

(5) In the dogs administering Atabrine at 0.1- 
0.3g daily for 175 times, the therapeutic effect was 
recognized. This therapy should be made for a long 
term, so long as no side effects are recognized. 

(6) By irradiating ultra-short waves for 30-40 
minutes daily for 95 times, the E.P.D. was decreased 
gradually and such a tendency still continued after 
the irradiation. This therapy seems to be worthy of 


notice, 


1 量 
促 
チ 
) 内 
れ 
に 
: 中 
学 
メ 
ェ 
シ 
候 
い 
肺 

ト 
ト 
チ 

) 
(91 ) 


李 


の ガラ ス 管 内 挙動 に お ょ ば ばす 
pH の 影響 に つい て 


寄 生 学 雑誌 ・ 和 8 巻 ・ 第 5 


葉 


大 阪 大 学 微生物 病 研 究 所 寄生 虫 原虫 学部 (部 長 森下 薫 教 授 ) 


まえ が き 


伏見 らち (1958 a,b) は , 遇 虫 の ガラ ス 管 内 の 挙動 と , そ 
れ に お よ ば す サ ント = ン の 影響 を , 腸 内 pH と し て , 
も つと も 頻度 の 高い 約 6.5 の 1 2 食塩 水中 で 観察 し て き 
た 。 小林 ら (1951) の Locke 改変 液 の 場合 も ,。 pH は 同 

で ある 。 

し か し な が ら , 遇 虫 は , 広い pH の 変動 城 を も つ 腸 内 
の みな ら ず , 胃 に も 寄生 する も の で ある か ら , その ガラ 
いて 観察 を 行う 必要 が ある 。 と の こと と は , ガラ ス 管 内 の 
券 動 に お よ ぼ ほす 薬物 の 影響 を みる 場合 に も , 是非 必要 な 
こと で る 

どの 範囲 の pH を 考慮 に 容れ れ ば よい か と いう と と に 
つい て は , 次 の よう に 考え た 。 すなわち , 伏見 (1956) 
の 引用 し た Karr et al. (1955) に よれ ば , 廻 腸 以 上 の 腸 
内 pH は, 最小 2.6, 最大 7.9 で あり , 胃 の pH は , 3 
~ 5 の 範囲 と 考え られ る 。 従 つ て , 生理 的 条件 より すれ 
ば , pH の 3 ~ 8 の 間 を 考慮 すれ ば よい こと と と な る が , 
対照 の 意味 も 加え て , と この 範囲 の 両側 の pH 2 と 10 と に 
つい て る も 検討 し て みる と と と し た 。 


そ と で , 今回 は , pH の 2, 4, 6.5。8, 10 の 5 種 


の 条件 に つい て , 環 虫 の 挙動 を 比較 観 祭 す る こと と し た 
の で ある 。 

と うい う 観 察 の 結果 , 相当 明確 な 結論 が 得 ら れ た ょ よう 
に 思わ れる と と も に , 伏見 ら (1958 a,b, 1959) の 二 三 
の 推定 が , より 確実 な も の に な つた と 考え られ る の で , 

と に 報告 する こと と す 
LEE OKYOB : On the behaviour of Ascaris lembri- 
coides from swine in a glass tube under the influe- 
nce of the various values of pH (Department of 
Parasitology, Research Institute for Microbial Disea- 
ses, Osaka University) 


(昭和 .34 年 5 月 6 日 受領 ) 


観察 方 法 


伏見 ら (1958 a,b) の 条件 と 殆 ん ど 同 じ 方 法 に ょ っ 
た 。 すなわち , 次 の 通り で ある 。 

1) ガラ ス 管 の 径 その 他 は , 伏見 ら (1958 a) と 同様 
で ある 。 

2) 液 温 は , 88 0.5 

3) 伏見 ら (1958 a) と 同様 な 条件 の も と に , プ タ 
押 虫 を 用 いた 。 標本 の 偏り を さけ る た め , 1 日 の 使用 虫 
数 を 少く し た と と と は 同様 で ある が , た く , 今回 は , そ 
れ ら の 虫 を ,。 まず , 対照 で ある pH 6.5 の 食塩 水中 に 入 
れ て , その 源 動 を 観察, 記載 し , つい で , 供 試 pH の 食 
塩水 中 に 入れ , 挙動 を 観 察 。 記載 し た 。 たく し, pH 2 
の 場合 は , 今 ま で 通り に , 虫 を 二分 し て , 両 条 件 の 観 容 
を 行 つ た 。 

は , 20~80 cm の に 限定 し た 。 

5) 運動 様式 の 分 類 も , 大 体 , 伏見 ら (1958 a,b) と 
司 様 で ある 。 

6) 所 定 pH の 調整 に は , 緩衝 液 は 用 い ず , 酸性 側 は 
塩酸 に より , アル カリ 性 側 は , pH 8 は 応 酸 水素 ナ ト リ 
ウム ふろ, pH 10 は ナトリウム に つた 。 液 を 用 い 
な か つた の は , 等 疹 透 圧 緩衝 液 を 用 いる と , 関 犬 イオ ン 
の 種類 や 量 が , 1 食塩 水 の 場合 と す つ か り 変 っ て くる 
の で , そう いう イオ ン の 種類 や 量 に よる 影 畠 を あら た め 
て 考え ね ば な ら ぬ と いう と と と , 生理 的 条件 に も 近く な 
いと いう と と の た めで ある 。 

誤差 は あぁ りう る 。 

?) 観察 時 間 は , 原則 と し て , 30 分 間 と 定め た 。 
8) 液 は , 一 更新 し た 。 


観察 成績 
第 1 表 の 通り で ある 。 
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第 1 表 映 虫 の 各種 運動 様式 の 出現 と 飼養 液 pH と の 関係 


pH2 有 pH6.5 pH4 有 pH6.5 pH8 有 有 pH6.5 pH10 有 pH6.5 
運 動 意 一 意 意 意 
例 数 65 49 65 70 70 70 70 
前 進 波動 58 89.3 > 5 10.2 812.3 一 1015.4 13 18.6> 7 10.0 3245.7 > 4 5.7 
前 9 13.8 > 0 0 1 1.5— 0 0 
後方 波動 18 27.7 <31 63.2 42 64,6 一 4975.4 34 48.6 一 30 42.9 3448.6 < 5274.3 
方 向 秦 換 59 90.7 > 27 55.1 40 61.5- 4569.3 44 62.9 —37 52.9 4868.6 — 4361.4 
波 22 33.9 一 10 20.4 7 10.7 一 7 
も っ れれ 59 91.8 >27 55.1 .38 58.5 一 3960.0 36 55.7 一 37 52.9 4260.0 > 35 50.0 
静止 伸展 15 23.1 一 16 32.6 12 18.5 一 1218.5 22 31.4 一 31 44.3 5 7.1 一 1927.2 
7 10.0 4 5.7 4°5:7 3 


各 運 動 様式 の 出現 百分率 の 信頼 限界 は , 記載 し レ て な い 
が , その 理由 は , 本 観 祭 の 目的 が , 各 試 験 条件 の pH 下 
に お ける 挙動 を , 対照 で ある pH 6.5 の 場合 と 比較 する 


- と で あり , pH 2 の 場合 を 除き , 各 pH 下 に お ける も 
の と , 対照 で ある pH EE も の と は , 同一 処 虫 
を 用 いた か ら で あ る 。 

1) pH 2 の 場合 

第 1 表 を 一 見 し て わか る よう に , pH 6.5 の 場合 と 金 
、 異 り , も つれ 及び 方 向 変換 が 見 られ , 前 進 虫 , 連続 前 
も 対 り 著 し く 多 い 。 

後方 波 も , 対照 ょ 9 減少 し て いる が が,。 その 大 部 分 は , 
虫 を 液 に 入れ た 存 後 に 見 られ る も の で あり , pH 2 の 液 
中 で は , 後方 波 は , 殆 ん ど 見 られ な いも の と 考え て よ 


4 


各種 運動 様式 の 発現 素 が , 上 記 の 通り で ある が , その 
質 的 面 を is と 。 次 の よう で ある s 
も つれ は , pH 6.5 yt > 内 も の に 較べ , 非常 に は げ 

,。 遇 線 形 。 わら び 形 。 縄 を な つた よう な 形 の も の な 
ど が 多く 見 られ る 。 

方 向 変換 も , pH 6.5 に 較べ て , 回 数 が 多く , 行動 も 


c— 


玉 続 前 進 は , 5 ~ 6 回 づつ っ け て 行う も の が 多く , 停止 
止 伸展 , oo 字 波 等 の 発現 率 に は , pH 6.5 の 場合 と 
静止 伸展 も , 伸展 と いう 字 
= わな い , も つれ た まま 静止 する も の が 多く , oc 字 波 
も , 活 , 回 も くり か えす 。 
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要する に , pH 2 では, 後方 波 が 前 進 波 に か わり , し 
か も , その 発現 率 が 非常 に 大 きく な り , 前 進 的 傾向 が 極 
て 大 きく , 運動 が 全般 的 はげしく , する か の 
うに , メチ ャ クチ ャ に も つれ た り , 方 向 変 換 , oo 字 波 を 
品 す る と いえ る 。 

日 後に は , 虫 は 死亡 する 。 

2) pH 4 の 場合 

各種 運動 の 発現 補 か ら も , その 質 か ら も , pH 6.5 の 
場合 と の 差異 は , みとめ られ な いよ う で ある 。 一 日 後に 
も も, 虫 は 充分 生き て いる 

8) pH 8 の 場合 

各種 運動 の 発現 率 に は , pH 6.5 の 場合 と , 差異 は 郊 
ん ど 見 られ な い が ,。 た ゞ , 後方 波 が 少々 を ギ ゴ マチ ナイ ょ よう 
に 見 える と と と , 前 進 波 と 前 方 へ の 移動 と が , 少々 増加 
し て いる と と が 異 つ て いる 。 

4) pH10 の 場合 

後方 波 が 減少 し , 前 進 波 と 前 方 へ の 移動 な ら び に 
れ が 増加 し て いる 。 と こと 
後に 見 られ た も の で あり , すぐ 前 進 波 に 変っ て いる 。 は 
じ め か ら 前 進 波 を 示し た 虫 は 殆 ん ど な い 。 

要する に , pH 10 で は , pH 2 の 場合 ほど 顕著 で は な 
い が , を それ と 同様 な 傾向 を 示し て いる と いえ ょ よう 。 


考察 と 結論 


以上 の 成績 A 次 の よう に いえ る で あろ 3 う 3。 
いし , pH 8 で は , pH 6.5 に 較べ , 少し 落 異 が で て き 


- 
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て いる よう で ある か ら , pH 3 あま りか ら , pH 8 た ら 
ず ま で の の 間 で は , ガラ ス 管 内 , 静止 水中 の プ タ 遇 虫 の 
運動 は ) ノー マル で あつ て , 差異 が み ら れ な いと いえ る 
あろ ち う 。 

と の 知見 に つい て , 面白 いと と は , きえ お き に も の べ 
た , Karr ら に よ ょ つて 正しく 害 定 され た 腸管 内 pH と の 
細 係 で ある 。 すなわち ,。 ヒト の 場合 に は , Karr ら に ょ よ 
れ ば , 廻 腸 以 上 で は 空腹 計 の pH は 2.64~7.8 で あり , 

6.5 前 後 が 多く , 食物 摂取 時 の それ は , 3.6~7.9 で あ 
る 。 すなわち , 岬 虫 の 寄生 部 位 の pH は は , 3 ぐら ちい から 
8 た らち ず ま で の 問 に ある と いう こと と に な る 。 

プ ブタ は , 草食 性 に 近い 雑食 性 の 足 乳 動物 ご あり , 完全 
な 家畜 で ある か ら , その 腸 内 pH は , ヒト に 近い も の と 
見 な し うる で あろ 3。 Ny ヒト の 場合 の 値 が , プ タ に 
も 適用 で きる も の と すれ ば , 寄生 部 位 の pH 域内 で は , 
事 虫 の 運動 は , pH 6 5 の 場合 と と 差異 は み ら れ な いと い 

うこ と に な る 。 つ まり , 上 映 虫 は , 寄生 部 位 の pH に , うぅ 
まく 適応 し レ し て いる と いう と と が で きる 。 逆 と, 寄生 部 位 
の pH 域内 で は , 畑 虫 の 運動 は , pH 6.5 の 場合 と 変ら 
な いと いう 前 提 に た て ば , ブタ の 腸 内 pH は , と ヒト の 場 
合 と 変ら ちな いと いう こと が で 0 

と の pH 域内 で の , 遇 虫 の ガラ ス 管 内 の 静止 水中 に お 
け る 運動 は , 伏見 ら (1958 a) も の べ て いる よ ょ うに , 後 
方 波動 と 方 向 変換 と を 主 と よ と し, これ に も つれ を 伴う 。 ノ 
ン ビ リ し た 運動 で あぁ あり, 「 春 の 海 , ひね も す ノ タリ ノ タ 
リ か な 」 と いう 感じ の も の で ある 。 

pH が , この 域 よ り も 酸性 側 , アル カリ 性 財 に か た む 
け ば , まず , 備 方 波動 が 前 進 波 動 に 変り , 前 進 傾向 が 著 
し く な り ,。 も つれ が は げ し く な る よう に な る 。 pH 10 で 
は , pH 2 より も , こう いう 傾向 は 弱い が , お そら く , 
pH が 11 以 上 に も な れ ば , こう いう 傾向 な 強く な る で あ 


) ガ 


空 時 で は , 4~5 で あ 
に 寄生 する と こと は , pH の 面 か ら は , 全く 無理 が な いと 
いえ 酸 症 , 無 酸 症 の 場合 に は そう" あ 


る 。 


こう いう 乱 見 に より , 伏見 ら (1958 a,b) の の べた , 
負 虫 の が ガラス 管内 静止 水中 の ノー マル な 運動 に つい て の 
見 解 が , より 明確 に な つた も の と 考え られ る 。 ま た , 薬 
物 の 環 虫 運 動 に 及ぼ す 影響 を 見 る 場合 その 薬物 液 の 


pH が 4 た らち ず か ら 8 た らち ら ず まで の 間 で あれ ば , そこ に 
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で て くる 上 環 虫 の 挙動 変化 は , pH の せい で は な く , 六 
物 自体 の 作用 で ある と と も , あき ら か に な つた わけ で あ 
る 。 
ガラ ス 管 内 の 環 虫 の 前 進 運動 に つい て の 考察 
伏見 ら (1958 a, b) は , 遇 虫 の ガラ ス 管 内 静止 水中 
に お ける 著 明 な 前 進 運 動 は , 異常 な 運動 で あや る と の べた 
交 と の と と に つい て , 今回 の 知見 を も 併せ 考え , さら 

に くわ し く 考 察し て る とこ と と する 。 

ね る よう な 運動 に と により, 一挙 に 相当 な 距離 を 前 進 す る と 
と も あり , は げ し いも つれ や 回 転 運動 に より , 之 る みる 
前 進 し て し まう こと こと も ある か ら , 前 進 運 動 いう も の の 
定義 を 明確 に し て お く 必 要 が ある 。 

すなわち , こと で いう 前 進 運 動 と は , 前 進 波 に より , 
前 方 へ 移動 する と こと で ある と する 

て , まず 描く と と が 
り , 第 二 に , その 前 進 波 が 力 強 く て , ある 期間 つ 
遇 虫 が 実際 に 前 方 へ 移動 する 必要 が ある 。 

実際 こ に , 虫 の 運動 を 見 る と , 前 進 波 が 相当 多く の 虫 に 
あら われ た 場合 に 。 その 中 の ある 部 分 が ,。 前 方 へ 一 定 距 
離 を 進み みみ, その 中 の 少数 が , いわ ゆる 前 進 上 下 と な り , そ 
の 中 の 一 部 が 達 続 前 進 下 と な る と いう 場合 が 多い 。 す な 
わ ちち, 前進 波 の 発現 率 が 非常 に 大 きく な ら な いと , いい 
か えれ ば , 波 の 発現 が 非常 に 小さ く な ら な い 
前 進 虫 や 迫 続 前 進 虫 は , 目立つ ほど の 率 に は な ら な い 。 

ガラ ス 管 内 静止 水中 の 貞 虫 の 正常 な 運動 こ 考え られ 
る , 838C, pH 6.5 の 1 食塩 水中 の 運動 で は , 氏 方 波 
が 50~70 ほ ど に 出現 し , 前 進 波 は , せい ぜ ぃ 
通 は 10~152 ほ ど で あ り , 進 前 3 5%% 
以下 と 考え て よい 。 

これ が 。 p 2 とか, あるいは,。 いう よろ 
条件 下 に お か れる と , 後方 波 の 出現 率 が 減少 し , 前 進 波 
の 出現 率 が 増大 し , 移動 の 事 が ふえ , 前 進 虫 , 連続 前 進 
虫 の 出現 率 が 増大 する 。 

と と ろ が 一 方 。 頭 端 切除 虫 の 38C, pH 6.5 下 に お け 
る 運動 も , 上 述 の 場合 atk し レ , 前 進 波 , 和 動 , 
前 進 虫 , 連続 前 進 虫 の 出現 率 が 大 きく , 後方 波 が 少 い 。 
こと こく, と の 場合 は , 上 述 の 場合 と くら べ , 出現 率 が 李 敵 
また 小さ い 。 人 波 は 全く 8 いし レ か 
出現 し な い 。 

また , サン ト = ン (se) の 第 中 期 で は , 伏見 ら 
(1958 b) の 100 例 に つい て の 値 に よれ ば , 前 進 波 が 57 
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26, 方 波 が 14%, 前 進 が 連続 前 進 が 9 で 
っ て , 上 人 述 の 各 ケ ー ス と 同様 な 傾向 に あぁ る 。 


ぁ つ と る , と これ ら の 各 ケ ー ス に は , それ ぞ れ 相違 点 も 
あぁ る の で あぁ つて, pH 2 ある い は 10, 及び 82°C の 瘍 合 の 


運動 は , 力強く , 緊張 感 に と に とみ, 頭 端 切除 虫 や サン ト = 
ン 第 講 期 の 場合 の 運動 は , 無力 的 で ある 。 また, 前 者 の 
場合 で も , pH 2 で は , 方 向 変換 が 増大 し , 82C で は 
少し て お り , 後者 の 場合 は , 両 ケ ー ス と も , 方 向 変換 は 
減少 し て いる 。 また , も つれ は , いずれ の 場合 も , 88 
C, pH 6.5 の 場合 と 同等 以上 に あら われ る 。 

と と ろ で , 伏見 ら (1958 a,b) も くわ し く の さて いる 
よ ょ うに, これら の 各 ケ ー ス の うち , pH 2,- 10, ある い 
は 82"C の 場合 は , 頭 部 の 中 枢 (高位 の 中 枢 ) の 機能 が 正 
常 な 場合 と 考 う べき で あり , 頭 端 切除 虫 や サン ト = ン 第 
『 期 の 場合 は , 頭 部 の 中 枢 が 全く な いか , 相当 ひど く マ 
ヒ し て いる 場合 と 考え られ る の で ある 。 

動 ( 前 池波 動 も 含め て ) は , 少く と も , 二 種 の 場合 に 
る も の で ある と いえ る 。 

その 一 つ は , 頭 部 中 枢 の 機能 が 正常 な 場合 に , 環境 条 
件 が 異常 と な り , その 刺 載 に より , 頭 部 中 枢 の 機能 が 上 昌 
て お とこ る も の で あり , 境 の に 対す る の 正 
常 な 反応 と 見 な し うる 場合 で ある 。 

他 の 一 つ は , 頭 部 中 枢 の 機能 が 全く 欠 除 し て いる か , 
は げ し く マ ヒ し て いる 場合 で ある 。 と の 場合 は , 下位 の 
中 枢 様 の も の ,。 ある い は 筋 の 自律 性 が 表面 化し て いる 場 
合 と 考え られ る 。 
いずれ こし て も , ガラ ス 管 内 静止 水中 の 環 虫 の 運動 と 
て は , 正常 な も の と は いえ な い が , 正常 びな いと いつ 
も , これ に は , 上 述 の よう な 二 つ っ つの 意味 が あぁ ある わけ で 
る 。 すなわち , 陣 境 条件 が 正常 で な い 場 合 と お ける 貴 
虫 の 正常 な 反応 と し て の 運動 と いう 意味 と , 環 虫 自体 が 
正常 で は な い 場 合 に お と る 運動 と いう 意味 と ご ある 。 

腸管 内 :-= お ける の 運動 は , に と と つて の 好適 な 
運動 と いう べき で あつ て , ガラ ス 管 内 静止 水中 と いう 条 
件 は , に と つて は , 決し て 好適 な で ある と は い 
えな いし , そこ に お ける 運動 が , 遇 虫 の 自然 な , 正常 な 
運動 で ある と は いえ な い 。 従 つ て , 腸管 内 に お ける 運動 
= こ > ガラ ス 管 内 に お ける 運動 と は , 別種 の る も の と 考え ね 


ガラ ス 管内 静止 水中 と いう 下 で 
hak pH 6.5 前 後 の 1 食塩 水中 と いう 条件 が , 
っ 月 正常 な 条件 で ある と いう だ け で ある 。 
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水中 と の 遇 虫 の 運動 の 差異 は , 主として , 何 に よる も の 
と 考え られ る か と いえ ば , それ は , 次 の 点 に ある も の と 
思わ れる 。 すなわち , 腸管 は , 上 下 , 和 斜 , 水平 と あら ゆめ 
る 方 向 を も ち , ゆる や か に , ある い は は げ し く , 複雑 
な いわ ゆる 映 動 運動 を 行 つ て お り , 従 つ て , 直径 も た 
え ず 変り , 管 評 る 複雑 な 運動 を し て いる 。 その 中 の 液 
も ,。 それ に 伴 つ て , 複雑 な 運動 を し て いる 。 と と ろ が か が, 
ガラ ス 管 は , 水平 で る あり, 直径 は 変ら ず , し か も 上 門 虫 
の 体長 に 対し て 適当 で あり , 液 は うど ご か な い 。 と この よう 
な 差異 が , 遇 虫 の 運動 に 対し て , 決定 的 な 差異 を も た ら . 
す も の と 考え られ る 。 伏見 らち (1958 a) が の べ て いる よ 
うに , 38°C, pH 6.5 下 に お いて , ゆる や か に 後方 波動 
を 描い て いる 虫 も , 管 を 垂直 に 近く し た り , 液 に 流れ を - 
お と させ る と , た ち ま ち , 前 進 波 を 示し だ し , 壁 に 体 を . 、 
つつ ぱつ て , すべ りお ちまい と する か の よう で あり , あ . 
る い は , わずか な が ら 前 進 さ え 示 す の で ある 。 従 つて , 
管 壁 が 複雑 に うごき , 液 が 複雑 に 流れ る 陣 境 下 で は , ど 
ん な 運動 を 示す か は , 推察 する と こと さえ 難 か し い の で ああ. 
る 。 

上 述 の よう に , 32C, pH 6.5 下 に お ける 環 虫 の 運動 
が , 頭 部 中 枢 の 機能 が 正常 な 場合 に お ける , 環境 の 異常 
に 対す る 正常 な 反応 で ある か ら と いつ て , その 運動 の 中 
の 前 進 運 動 の み を クロ ー ズ アッ プ し , それ を 簡単 に 腸管 
内 の 運動 に むす び つ け て し まう こと と は 合理 的 と は 云え な 
い 。 

腸管 と 大 体 同 質 の 材料 で 出来 , 腸管 と 同様 な 運動 を す 
る 管 中 に お ける 運動 で は な い 以 上 , ガラ ス 管 中 に お ける 
運動 は は , あく まで も , ガラ ス 管 中 に お ける も の で あ 
り , 腸管 内 の 運動 と は , 一 応 別 の も の と 考 う 5 べき で あ 
る 。 を し て そう いう ガラ ス 管 内 に お いて は , 舞 虫 の 前 進 : 

運動 は , 前 述 の よう な 二 つ の 意味 に お いて , 正常 な も の 
で は な いと いう わけ で ある 。 

本 報告 の 要 堅 は, 1958 年 4 月 , 日 本 寄生 虫 学 会 第 27 
回 総会 に て 発表 され た . 

本 報 の 報告 に 当り , 御 御 校 た ヾ いた 部 長森 
下 教授 , 実験 上 種々 御 助 力 , 御 助 言 を 惜しま れ な か つた 
伏見 純一 博士 な らち ら び に , プ タ の 採取 に 熱心 た 協 
され た 本 研究 部 の 田島 氏 に 感謝 の 意 を 表し ます . 
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Summary 


Fushimi and Ohata (1958) described the results of 
‘observations on the behaviours of ascarids in a glass 
tube and an influence of santonin upon that. 

In this case, the value of pH of the liquid in a 
‘glass tube was about 6.5. But the range of pH 
value of the human small intestine, in which ascarids 
live, is so wide that the observation on the behaviours 
‘of ascarids under the various varlues of pH is necessary. 

Then the author made the observations on the 


ascarids behaviours under the following values of pH. 
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That is, pH 2, 4, 6.5, 8 and 10. 

The results of the observations are shown in 
Table 1. 

From these results, it can be said that the behavi- 
ours of ascarids in a glass tube under the pH values 
ranging from nearly 3 to about 8 are generally 
same. But in case of pH 2, the ascarids show the 
remarkable forward wave, forward movement and 
fierce tangled movement, and in case of pH 10, such 
a inclination is same but the degree of such move- 
ments is low. 

According to Karr et al. (1935), the range of pH 
of the human small intestine covers 2.64-7.9, and 
the pH of stomach can be regarded as 4-5. If it 
can be said that the pH range of pig small intestine 
and stomach coincides with that of human ones, it will 
be able to say that the ascarids are adapted remarkably 
to the pH value of their parasitic circumstances. And 
it has become more firm that the forward wave and 
forward movement of ascarids are not normal funda.- 
mental movements but the abnormal ones appeared 
as the environmental condition are not adequate for 
ascarids in a glass tube. 


1 

| 


昭和 34 年 10 月 


(1959) 


保阪 幸男 飯島 


野外 棲息 地 に お ける ぇ ょ ヤ ャ イリ ガイ の 
発育 状況 に つい て 


佐々 木 孝 
山梨 県 立 医 学研 究 所 , 国立 予防 衛生 研究 所 寄生 貝 部 


県 保健 所 


ミヤ イリ ガイ に 関す る 研究 は , 最近 特に 室内 に お いて 


それ が 成 ん に 行わ れる 様 に な り ,。 それ に と も な い 室 内 に 


お ぉ ける 上 貝 の 生存 期間 , 産卵 及び 上 解 化 後 の 稚 具 の 発育 状態 
な どの 報告 も 見 られ る よう に な つた 。 し か し 野外 に お け 
る それ ら に つい て の 実態 に 関す る 壇 献 は 案外 少 い 。 
野外 に お ける ミヤ イリ ガイ の 生存 期間 及び 産 九 な ど に 
つい て の 調査 研究 は 杉浦 (1929,1981), McMullen et al 
(1951), 津田 (1952 う , 川本 (1954), 飯島 (1959) ら の 
種々 の 報告 が ある 。 又 稚 具 の 発育 に つい て も McMullen 
(1951 う , 川本 (1954), 飯島 (1959) な どの 報告 が ある 
が , と これら は 自然 棲息 地 で 各 期 間 に 採 集 し た 由 の 大 き さ 
を 計測 し それ に より 推定 し た も の で あつ て , 同一 の 中 に 
つい て その 発育 状況 を 観察 し た も の で は な い ょ う で あ 
る 。 そこ で 筆者 ちら は 自 然 楼 息 地 の 4 ヶ所 に 同一 地域 より 
採集 し た ミヤ イリ ガイ の 稚 具 を 放ち , その 同一 四 を 出来 
る 限り に お いて 毎回 計測 する 様 に 心がけ , その 発育 状況 
を 日 を 追 つ て 観察 し て みた 。 


まず 野外 の 実験 地 と し て 山梨 県 の ミヤ イリ ガイ 棒 息 地 
に お いて 土壌 の 性 質 が 異 り 土 , 土 , 土 及 び に 
相当 する 下記 の 4 ヶ所 を 選定 し た 。 : 

1. 中 郡 若草 村 鏡 中 条 区 内 の 潮 (土質 は 土 

2.。 中 巨摩 郡田 富村 小 井川 地区 内 の 潮 抹 (土質 は 砂 寺 ) 

Yukio HOSAKA** TOSHIHIKO IIJIMA*, TAKASHI 

SASAKI*, Isao HASHIMOTO** & TSURU- 

DA***. The growth of Oncomelania nosophora in 

the natural habitat (*Yamanashi Prefectural Medi- 

cal Research Institute, Kofu, **Department of Para- 
sitology, National Institute of Health, Tokyo, *** 
Nirasaki Health Center, Nirasaki.) 


(昭和 34 年 5 月 10 日 受領 ) 


3. 中 巨摩 郡 八田 村 御 影 地区 内 の 潮 拭 (土質 は 壌 土 ) 

4. 町 地区 内 の 溝 (土質 は 士 ) 

各 実 験 Ri りり 周囲 数 平方 米内 の ミヤ イリ ガ 
イ を 数 回 と わた つて 人 金 部 採集 し , その 中 央 に 木 板 で 作 つ 
た 長 さ 1m ge 高 さ 50cm の 枠 を 約 10cm 地下 に 埋 
め て 置き , その 後 更に ab と の 枠 内 と 中 が 
棲息 し て いな いと と を 確 め た 。 次 に 6 月 下旬 に 至り 前 記 
3 mm の も の を 100 こ 前後 の 4 つの グル ー プ に 分 ち , 各 
実験 地 の 木 枠 上 生 と に その 1 グル ー プ ずつ を 放つ た 。 

貝 の 発育 状況 の 観察 は 前 述 の よう に 各 実 験 地 と も 10 日 
目 毎 に 第 70 日 まで , それ 以後 は 第 90 日 ,。 第 100 日 , 第 
120 日 , 第 150 日 及び 第 180 日 に それ ぞ れ 発見 出来 た 内 

全部 採集 し て 実験 室 に 持ち 帰り, その 貝 の 殻 長 を 計 
測 し て 再び 各々 の 実験 地 枠 内 に 放つ た 。 角 長 の 計測 は 4 
mm 位 ま で の 幅 は と これ を 解剖 顕微 鏡 ( 約 16 倍 ) の 鏡 机 上 
に お いた マイ クロ メー ター の 上 で 0.01mm まで 記録 し , 
と れ よ ょ より 大 きい と 思わ れる 貝 は ノギス 又は 知覚 計 を も つ 
て 0.1mm まで 正確 に 記録 し た 。 

な お 前 記 所 定 の 期日 に は 内 の 採集 と 同時 に 気温 , 水温 
を 測定 し 叉 時 々 その 実験 地 の 土 壌 及び 水 の pH を 測定 し 


{Co 


成績 及び 考察 


まず 各 実 験 地 の 各 計測 時 に お ける 上 貝 の 長 の 度数 分 布 

の 型 に つい て 観察 する た め に , 由 その 0.3~0.5 
mm 毎 に 分 ち , その 大 きき に 相当 する 上 躍 数 を 全 中 数 に 対 
する 比率 で 現し て みた 。 そ の 一 部 分 を 図 で 示す と 第 1 図 
の よう に な る 。 上 貝 の 衣 長 分 布 曲 線 は , と この 図 に 示さ な か 
つた 各 実 験 地 の 各 計測 時 期 に お ける それ を も 含め て , い 
づれ の 場合 も 一 族 性 で あり , ほとんど 正 規 分 布 曲 線 に 一 
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第 1 表 各 実 験 地 に ける 各 計 測 時 の 中 の 殻 長平 均 と その 標準 偏 差 


3 6 8 


4 5 
長 (mm) 


B 意 実 地 の 各 計測 時 に ける 上 中 


致す る と みて よい も の で あつ た 。 
次 に 所 定 の 期日 に 計測 し た 上 中 の 毅 長 に つい て 各 実 験 地 


( 98 ) 


実験 開始 後 - 若 草 村 実験 地 田 富 村 実 験 地 八田 村 実 験 地 竜 岡町 実験 地 
ロ ーー ーー 
実験 開始 日 101 2.53 0.28 99 2.54 0.27 100 2.54 027 
第 70 日 48 6.93 0.56 64 6.45 0.62 70 5.68 0.64 60 5.64 0.86 
第 90 日 056 65 6.06 0.56 58 6.09 0.52 
第 150 日 39 6;95 0.52 159 16.67 0.45 53 5.98 0.59 積雪 た あめ 上 を 採集 出来 ず 
第 180 日 52 6.03 0.57 48 5.85 0.53 
% 
20 Wm 
30 
20 
4 6 8 100 150 980 
第 1 図 A 若草 村 実 験 地 の 各 計測 時 に お ける 内 の 毅 第 2 図 各 実 験 地 の 上 中 の 発育 状況 ( 各 値 は 実験 地 列 
長 分 布 の グループ の 平均 値 を 示す ) 
ロー ロロ 若草 村 実 験 地 , 人 - - - - 人 ム 田 富村 実験 地 
メー 一 X 竜 岡町 実験 地 , 〇 - - - - 〇 信田 村 実 験 地 
50 
: 別に その 平均 及び 標準 含 差 を 計算 する と 第 1 表 の 様 に な 
sk る 。 第 2 図 は と の 毅 長 平均 を 継 軸 に と り , 横 軸 に 各 計 測 
日 数 を と つて 図 を 画 い た も の で ある 。 
20F と れ ら の 成績 と ょ れ ば 各 実 験 地 に 最初 放置 され た 稚 具 


は 殻 長平 均 約 2.5mm の も の で あり , と これが 第 50 日 まで 
は 比較 的 速 か に 発育 し , 若草 村 実 験 地 の も の は 衣 長 平均 
6.56mm に , 田 富 村 実 験 地 の も の は 5.91mm に , 八田 村 
実験 地 の も の が 5.29mm に な り , 竜 岡町 実験 地 の そ れ は 
5.46mm に 達し た 。 と の 間 の 発育 速度 を 計算 し て みる と 
若草 村 実 験 地 の そ れ は 週 平均 約 0.56mm, 田 富 村 実験 地 
週 平均 約 0.47mm, 八田 村 実 験 地 週 平均 約 0.89mm, 江 岡 
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町 実験 地 の そ れ は 週 平均 約 0.40mm で あつ た 。 第 50 日 以 
後 は その 発育 速度 が や や 低下 し , 第 90 日 まで に 若草 村 実 
験 地 の 上 中 の 殻 長 は 平均 7.08mm と な り , 田 富村 実験 地 
の それ は 6.77mm, 八田 村 及 竜 岡町 実験 地 の そ れ は それ 
ぞ れ 6.06, 6.09mm と な つた 。 と の 第 50 日 より 第 90 日 
まで の 間 の 発育 速度 は 若草 村 実 験 地 の も の が 週 平均 0.08 
mm, 田 富 村 実 験 地 週 平均 0.15mm, 八田 村 実 験 地 週 平均 
0.13mm, 竜 岡町 実験 地 の そ れ は 週 平均 0.1Ilmm で あつ 
た 。 第 90 日 以後 は ほとん ど 発 育 を 停止 し , 若草 村 及 び 田 
富村 実験 地 の 平均 は , 八田 村 及 び 竜 岡町 実験 地 
の それ に 比 し や や 速い 。 第 90 日 まで の 衣 長 発育 速度 を 最 
初 より 通算 する と , 若草 村 実 験 地 の そ れ が 最も 速く 週 平 
均 約 0.85mm 田 富 村 実 験 地 の そ れ は これ に 次 ぎ 過 平均 約 
0.84mm で あり , 八田 村 と 竜 岡町 実験 地 の そ れ は 同様 に 
週 平均 約 0.27mm で あつ た 。 

と の 様 に 第 90 日 まで の の 発育 速度 は 実験 地 に よ 
り 相 違 が ある が , その 原因 と つい て は 明か で は な い 。 し レ 
か し こと の 場合 に 使用 し た 稚 具 は 同一 場所 か ら 採 集 し て 各 
実験 地 に 分 けら れ た も の で あり , その 棲息 密度 も 各 実 験 
地 と も ほ ざ さく 同 様 で ある と と , 又 4 つの 実験 地 の 気 温 , 地 
表 温 , 水温 , 土壌 の pH 及び 水 の pH 等 は ほとん ど 和 注目 
すべ き 差 は な い 事 等 より ,。 お そら く ミ ヤ イ リガ イ の 食物 
と な り 得 る も の に 地域 的 な 差 が あぁ あり, それ が 上 由 の 発育 に 
影響 し た の で は な か ろう か と 想像 され る 。 


ミヤ イリ ガイ の 発育 に つい て , 川本 (1954) は 自然 楼 
に お いて 長平 均 0.89 mm 位 の 稚 が 始め は 週 平 
均 0.45mm 発育 し , 以後 その 速度 は や や 低下 し た が 長 
5.38 mm 位 ま で に 発育 する 間 を 通算 する と 週 平均 0.25 
mm の 速度 で 発育 し た と 報告 し て いる 。 XX McMullen 
ら (1951) は 同様 に 野外 に お ける 最適 状態 の 由 の 芝 長 発 
育 速 度 は 月 平均 1.5mm で ある と 報告 し , と これ を 週 平均 
に 換算 する と 約 0.85mm と な る 。 と れ ら の 報告 と 前 述 の 
筆者 ちら の 成績 と を 比較 する と 川本 の 成績 は 筆者 ら の 成績 
の 発育 速度 の 遅い 実験 地 の そ れ と 一 致し , 又 McMullen 
ら の それ は 筆者 ちの 発育 速度 の 速い 実験 地 の そ れ と 一 致 
し て いる と みて よい 。 沿 飯島 (1959) の 調査 も これ ら と 
ほとんど 一 致し た 成績 を 示し て いる 。 


要 約 


山梨 県 の ミヤ イリ ガイ 楼 息 地 に お いて 4 ヶ所 (若草 村 , 
田 富村 、 八 田村 及び 竜 岡町 ) の を 選び , その 一 部 に 
木 板 で 作っ つた 枠 を お き と れ を 実験 地 と し , と これ に 同一 の 
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地域 より 採集 し た ミヤ イリ ガイ の 稚 上 中 を 放ち その 発育 状 
況 を 観察 し 次 の 結果 を 得 た 。 

1. 各 実 験 地 に 放つ た 平均 約 2.5mm の の 以後 
第 90 日 C7 月 上 旬 よ り 10 月 上 旬 ) まで の 発育 速度 は , 最 
高 が 若草 村 実 験 地 の 週 平均 約 0.35 mm, 次 いで 田 富村 実 
験 地 の 週 平均 約 0.84mm で あり , 八田 村 及 び 竜 岡町 実験 
地 の そ れ は 週 平均 約 0.27mm で あつ た 。 

2.。 八田 村 及 び 竜 岡町 実験 地 の 上 中 の 発育 速度 に 比 し , 
若草 村 及 び 田 富村 実験 地 の そ れ は や や 速く , 由 の 発育 未 
度 に は 地域 的 差 が ある 様 で ある 。 


稿 を 終る に あたり 御 校 開 を た まわ つた 国立 予防 衛生 研 
完 所 寄生 虫 部 長 小宮 義孝 博士 に 感謝 の 意 を 表す る . 


1) 飯島 利 放 (1959) : 日 本 佳 血 吸 虫 の 中 間 和 宿主 ミヤ ャ イ 
ガイ 個体 群 の 自然 に 消長 に 関す る 生 
態 学 的 研究 , 寄生 虫 学 雑誌 , 8(4) , 586-600. 一 2) 川 
本 二 (1954) : 宮入 本 血 吸虫 中 間 宿主 ) の 生 
物 学 的 研究 , 第 1 編 , 第 2 編 , 京都 府立 医科 大 学 雑 
誌 , 55 (6) , 865-890. 一 3) 菊地 滋 (1951) : 山梨 県 の 
宮入 由 に た ついて, 日 本 寄生 虫 学会 記事 , 20 年 , 29-30 
—4) McMullen, D. B. et al (1951) : Observations 
on the habits, ecology and life cycle of Oncomela- 
nia nosophora, the molluscan intermediate host of 
Shistosoma japonicum in Japan., Amer. J. Hyg., 54 
(3), 402-415. —5) McMullen, D. B. et al, (1951) : 
Seasonal studies of Shistosoma japonicum in the 
intermediate host Oncomelania nosophora, Amer. J. 
Hyg., 54 (3) , 416-430. 一 6) 杉浦 三郎 (1929) : 日 本 
佳 血 吸 虫 中 間 宿 主 宮入 内 の 生物 学 的 研究 (第 1 報 ), 
東京 医事 新 誌 , 2688, 1833-1838. 一 7) 杉浦 三郎 
(1931) : 日 本 佳 血 吸 虫 中 間 和 宿主 宮入 内 の 生物 学 的 研 
( 第 2 報 ), 1-2, 東京 医事 新 2742, 2024-2028. 
2743, 2087-2091. 一 8) 津田 栄 造 (1952) : 日 本 佳 血 
中 間 宿主 宮入 中 撲滅 に 関す る 研究 , (1-3), 東 
京 医事 新 誌 , 69(1) , 45-48. 一 9) 津田 栄 造 (1652) : 
日 本 住 血 吸 虫 中 間 和 宿主 宮入 内 の 撲滅 に 関す る 研究 , 

(4-5) , 東京 医事 新 誌 , 69(2), 29-31. 一 10) 津田 栄 
造 (1952) : 日 本 住 血 吸 虫 中 間 宿 主 宮 入 只 の 撲滅 に 関 
する 研究 (6) , 東京 医事 新 誌 , 69(3) , 27-29. 一 11) 

Chi, L. W. et al. (1957) : Studies on reproduction 
and growth of Oncomelania quadrasi, O. n0s0- 
phora and O, formosana snail hosts of Schistosoma 
japonicum. Amer. J. Trop. Med. Hyg., 6(5), 949 
-959, 
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Summary 


The growth of Oncomelania nosophora in their 
natural habitats (Wakakusa, Tatomi, Hatta & Ta- 
tsuoka) in Yamanashi Prefecture was observed. 

During the 90 days (from July to October) the 
snails in each habitat were found to increase in 
shell length as follows. 


寄 学 雑誌 ・ 第 8 巻 ・ 第 5 


l. Wakakusa habitat : about 0.35 mm per week 
2. Tatomi habitat : about 0.34 mm per week 
3. Hatta & Tatsuoka habitat : about 0.27 mm per 
week 
Thus the range of growth rate per week was 0.27- 
0.34 mm in shell length, althogh its local difference 
existed among the snail groups of each habitat, 
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虫 Carrier の 的 研究 (第 5 報 ) 
自覚 症状 及び 一 般 前 症状 の 発現 機構 の 解析 


崎 達 久 見 晴彦 田 久 子 
国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 
小 野 田 孝 義 
東京 都 町 田 保 健 所 
(昭和 34 年 5 月 20 日 受領 ) 
達 を 対象 に し た 研究 と , 集団 検診 こ ょ つて 発見 し た 釣 虫 
は し が き 保有 者 (必ず し も 症状 を 自覚 し て いな い ) を 対象 と し た 


私 孝 は 既に 4 回 に 豆 つ て 釣 虫 Carrier の 臨床 的 研究 に 
る 発表 を 行 つ て きた (石崎 ちら, 1955, 1956, 1957, 
1959)。 そ の 結果 釣 虫 寄生 と 釣 虫 症 の 発現 と の 間 に は 身体 
の 釣 虫 に 対す る 反応 が 関与 し , その 反応 は 一 面 に お いて 
防衛 力 と な る が , 他 面 に お いて は 釣 虫 に 対す る 感受 性 と 
な つて 現れ る と 考え られ る と と , と の 身体 の 反応 を 介し レ 
て 釣 虫 症 が 発現 或 い は 抑制 され る と と を 主張 し て きた 。 

と の 論文 で は 自覚 症状 及び 一 般 症 状 (舌苔 ・ 胸 腹部 の 
打 聴 診 及 び 触 診 所 見 ・ そ を その他 ) う の 発現 に つい て 上 記 の 視 
野 か ら 解 析 を 試み た 結果 を 報告 する 。 と の 解析 方 法 は 症 
状 発現 を 寄生 虫 数 或 は 委 血 の 有無 に より 分 析 し , 他方 に 
お いて 既出 の デー タ も 利用 し て 各種 の 臨床 検査 成績 を 現 
象 証明 の 裏付け と し た 。 検査 成績 の 中 で は 和 密 田 (1959) 
の 自律 神経 平衡 検査 の 結果 を 重要 現 し て 利用 し た 。 


文献 の 考 


釣 虫 症 の 自覚 症状 に つい て は 既に 沢山 の 文献 が あり , 
その 総 て に つい て 比較 し た り , 批評 を 加え る と と は 本 論 
文 の 目的 で は な い 。 そ を と で 最近 約 10 年 間 の 我国 の 研究 報 
告 の 傾向 を 要約 し て みる と , 病院 及び 診療 所 を 訪れ た 患 
者 の 内 , 他 の 原因 を 除外 し 純粋 に 釣 虫 症 と 考え られ る 人 

TATSUSHI ISHIZAKI*, HARUHIKO KUTSUMI*, 

HIsAKO KUBOTA*, TosHIio OGINO*, YOSHITA- 

KA KOMIYA* & TAKAYOSHI ONODA** ; Clinical 

studies on the hookworm carriers (5) Analysis of 

outbreak mechanism of symptoms and signs (Depart- 


ment of Parasitology, National Institute of Health, 
Tokyo* ;: Machida Health Center, Tokyo**) 


研究 に 分 れる 。 

検討 に 便利 な ょ うに , 上 記 2 群 の 研究 報告 か ら 主 な 自 
覚 症状 を 取り 出し 各 研 究 者 別に その 主張 する 症状 に 〇 印 
を つけ て 示し た 一 覧 表 が 第 1 表 で ある 。 表 の 説明 に 先 立 
ち 各 文献 を 古い 順に 列記 し て みる と , 患者 を 対象 と し た 
研究 で は 北山 1950, 妹尾 1950, 嶋田 1952, 池 浦 1952, 石原 
ら 1952, 竹内 ら 1952, 星 ら 1958, 中 尾 ら 1953, 財 津 1953, 
高野 1958, 岡本 1958, 山崎 ら 1954, 財津 1954, 茅 根 ら 
1954, 森 水 1954, 山崎 1955, 岩田 らち 1956, 藤沢 1958, 柳 
屋 1958, 釣 虫 保有 者 を 対象 と し た 研究 で は 里見 ら 1951, 
小宮 ら 1953, 今 園 ら 1958, 小笠 原 1953, 石崎 らち 1955, 富 
士 田 1955, 石崎 ら 1956, 岩田 ら 1956, 鈴木 ちら 1956。 小宮 
1956, 石崎 ら 1957, 梅谷 1958, 島田 らち 1958, 柳沢 1958, 
石崎 1958 で ある 。 

と の 表 を みて 気付 く こ と は 患者 を 対象 と し た 群 で も 釣 
虫 保有 者 を 対象 と し た 群 で も 各 研 究 者 が 共に 注目 し て い 
る 症状 は 全身 , 心 , 腹痛 で あり いづ も 
古来 か ら 知ら れ た 主 徴 で あぁ る 。 

次 に と この 表 で 注目 する と と は 研究 対象 と より 差 が 出 て 
いる と と で ある 。 患者 を 対象 と し た 報告 で は 微熱 , 耳 
鳴 , 食 思 不振 が 何人 か に ょ つて 取上げ られ て いる の に , 
釣 虫 保有 者 を 対象 と し た も の に は 殆ど と れ ら が 報告 さ 
れ て いな い 。 も し と れ ら が 本 当 に 釣 虫 保有 者 に は 現れ 難 
いと すれ ば 恐らく 対象 の 差異 を 現す で あろ う 。 

他方 , 異 噂 症 , 無 症状 者 の 発見 は 釣 虫 保有 群 を 対象 と 
し た 報告 の 特徴 で ある 。 

次 に 主要 凛 献 に つい て 解説 を 加え る と , 石原 ちら, 森 
水 , 岩田 らち, 中 尾 ら , 藤沢 , 覆 屋 の 研究 で は 症状 発見 に 
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1 表 献上 の 症状 分 類 表 
対 研 へ 徴 系 系 消 化 系 
名 感熱 痛 鳴 眠 痛 進 れ 性 常 整 振 吐 
患 池 
者 妹 尾 
象 山 
た 中 尾 
島 田 ら 
内 5 O ニ 
財 津 
ホホ も の 
谷 
5 O ニ 0 O18 る 


両 群 比 較 同 差 差 


〇 印 は 該当 する 項目 を 認め た も の 
s 


ーー 様 に 努力 が は ら わ れ 神 経 , 循 杜 , 消化 器 系 及び 全身 的 
症状 の 出現 率 が 報告 され て いる 。 通 覧 し て 全身 倍 怠 ( 下 
肢 も 合 む う 微熱 , 頭痛 又は 頭重 , 心 , 腹痛 
と くに 上 腹痛 , 食 恩 不 良 , 消化 異常 等 が 主 な も の で ある 。 


と れ ら の 文献 で は 委 血 と の 関連 は 論 及 され て いる が , 虫 
種 ・ 虫 数 と の 関係 は 必ず し も 明らか で な い 。 次 に 山崎 は 
と れ ら を 区 別して 報告 し て お り , マビ = 釣 虫 患者 で は 大 
部 分 が 症状 を 有 し , 上 記 三 系 統 の 症状 が 過半 数 に 出現 す 
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] 


34 年 10 月 (1959)】 


る と いつ て いる 。 別 な 観点 で は 財津 は 腹痛 及び 圧痛 点 だ 
け , 妹尾 は 循 寺 系 障害 だ け の 詳細 な 報告 を し て いる 。 

上 記 の 報告 で 残念 な 事 と は 患者 と 対比 し 得る 対照 群 の 
得 ら れ な いと と で ある が , と の 点 釣 虫 保有 者 を 対象 と し 
た も の で は 集団 検診 の 性 質 上 対照 群 ( 非 寄 生 健康 者 ) の 
設定 され た 報告 が 散見 する 。 し か し この 場合 は 対象 の 大 
部 は 軽 感染 者 で 所 調 無自覚 症 の 人 達 が 多い と と と , 重症 
有紀 至 多 数 感染 者 を 極 く 少数 し か 発見 出来 な い の が 欠点 
で , その た め 第 1 表 下 欄 の よう に 主要 症状 の 数 は 減少 し 
て いる 。 ち 感 , 心 , 腹痛 , 頭痛 , 上 そ 
れ で ある 。 

異 噌 症 は 出現 上 類 度 の 低い も の で ある が , 多数 を 扱う 集 
団 検診 の 性 質 上 発見 され る 。 

上 記 の 諸 文 献 を 通じ て 感 ぜ られ る と と は 症状 は 把握 し レ 
て いる が 羅列 に 過ぎ ず , 対照 群 を 設け て 比較 し な が ら 義 
状 発現 機構 を 論じ た も の は 一 つも 見 当ら な い 。 

そこ と で Craig Faust (1951) の 著書 か らち 外国 の 学者 
の 定説 と 考え られ る 部 分 を 転載 する と , 各 症 状 は すべ て 
委 血 の 程 度 に こ ょ り 軽 ・ 中 ・ 重 症 に 分 類 し , 軽症 で は 無 症 
状 に 近く , 中 等 症 以上 で 全身 微熱 , 循 消化 
器 系 , 神経 系 。 皮膚 の 症状 を の べ て いる が , 重症 者 で は 
自律 神経 系 の 失調 を 強調 し , 栄養 状態 と 委 血 の 関係 を 重 
拘 し て いる の が 目立つ 。 貝 種 と よる 差 は 起 貧血 力 の 差 だ 
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け を の べ て お ぉ り , 症状 発現 要因 と し て は 貝 数 , 感染 期 
間 , 患者 の 抵抗 力 , 再 感 染 或 い は 重 感 染 の 有無 を 問題 に 
し て いる 。 

私 達 は 自覚 症状 や 一 般 症状 を すべ て 和 血 と 結び つけ る 
考え 方 に は 反対 で ある 。 筆 血 発 現 も 含め て すべ て の 症状 
を 同格 に 釣 虫 に 対す る 身体 の 防衛 反応 と 関係 ず け て 一 元 
的 に 論じ , 結果 と し て 委 血 の 重要 性 を 再 検討 すべ き で あ 
る 。 


調査 対象 及び 調査 方 法 


1. 対象 と 時 期 

昭和 32 年 春 及 び 秋 に , 東京 都 南 多摩 郡 忠生 村 小 山田 の 
農業 従事 者 ( 釣 虫 感染 率 15.822 一 飽和 食塩 水 浮 海 法 ) の 内 
鋼 虫 卵 陽性 で 集団 駆虫 に 集 つ た 者 209 名 , 及び 木曽 地区 
(同感 梁 率 4.72%%2 う の 集団 駆虫 者 44 名 と 更に 木曽 地区 の 釣 
虫 卵 ・ 遇 虫 卵 共 に 陰性 の 健康 者 157 名 に 対し 自覚 症状 及 
び 一 般 症 状 を 詳し く 調 べた 。 し か し 20 歳 以下 及び 70 歳 以 
上 の 人 を 険 外 し , 慢性 疾患 , 両 多 虫 混合 感染 者 , 後 検便 に 
ょ より 完 全 駆 虫 に 近い と 見 仔 し 得 な い 者 を 集計 か ら 除 外し レ 
た の で 実際 に 集計 し ,. 集計 の 対象 と な つた も の は Ne- 
cator americanus 単独 寄生 者 193 名 と 対照 群 と し て 選 
ん だ 健康 者 157 名 (年 齢 その 他 の 制限 前 に 同じ ) で ある 。 
完全 駆虫 判定 は 排出 虫 数 50 匹 以下 は 後 検便 (8 週 後 ) 


第 2 表 対象 人 員 の 年 齢 性 別 と 寄生 虫 数 


数 総 


年 計 
1-3 4-10 11-32 33-100 101-313 314-1000 計 
a 5 4 4 4 0 3 20 
5 3 1 1 0 
男 3 4 5 3 3 2 20 
31—4 43 
2 0 0 23 
男 2 4 6 2 2 § 17 
2 
3 5 2 0 0 
7 5 2 3 1 24 
42 
i 7 8 1 2 2 0 18 
i 5 3 2 0 0 14 
26 
女 3 3 3 3 0 0 12 
20 24 23 13 9 7 
16 15 3 0 81 
総計 39 28 12 7 177 
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で 虫 卵 陰性 者 , 50 克 以上 で は 小宮 ら (1955) の 報告 を も 
と に し 80 2 以上 駆虫 され た と 見 叙 し て 全部 集計 に 加え 
。 

鶴田 (1959) の 自律 神経 平衡 調査 の 対象 は 木曽 地区 住 
民 109 名 (内 釣 虫 寄生 者 20 名 う 及び 根岸 地区 住民 116 名 
(内 釣 虫 寄生 者 27 名 ) で ある 。 年 齢 その 他 の 制限 は 前 述 
の 通り で ある 。 

2. 調査 方 法 

A. 問診 , 打 聴 診 共 に 石崎 が 行 つ た 。 問診 は 型式 を 一 


【 寄 生 虫 学 雑誌 ・ 第 8 巻 ・ 第 5 号 - 


定 に し 最近 2 ヶ年 間 の 自覚 症状 を 間 者 が 項目 別に 出 問 し 
た 。 成績 は 十 , 土 。 一 に 分 け 集 計 に は 十 だ け を 採用 し 
た 。 又 意志 の 不 徹 底 を 懸念 し , 同じ 症状 を 数 種 の 別 の 言 
葉 で 開き 直し た 。 調査 項目 は , 頭痛 又は 

重 , 心 怪 克 進 , 冷え 性 , 腹痛 , 消化 不良 (ガス 多発 , 腹 
鳴 等 ), 便 通 不 整 (下痢 又は 便秘 等 ), 心音 不純 又は 雑音 , 

肝 風 大 , 舌苔 の 有無 で ある 。 優 考 出 問 事項 は 既往 症 ( 結 
核 , 腎炎 , 喘息 , 心 疾 患 。 リウ マチ 等 ), 飲酒 量 , 喫 途 
量 , アレ ルギー 素質 の 家族 歴 で ご, と これら は 対象 選定 に 役 


表 対象 人 員 の 年 別 と 血色 素 量 


素 量 (gldl) 
年 性 計 
21—30 40 
39 
1 2 14 
24 
2 2» 10 
ee 1 2 3 1 15 
1 
31—40 
1 2 20 
1 6 3 
2 2 
61—7 17 
1 2 
1 8 


昭和 34 年 10 月 (1959)] 


立た せ た 。 

B. 血色 素 量 算定 は 耳 採 血 0.02cc, 塩酸 Hematin 
法 発 色 , 蒸溜 水 を 加え 全量 5 cc で 日 立 光電 比 色 計 波長 
470mz で 定量 し た 。 

C. 虫 数 は , テト レン 15 球 頓服 後 下 剤 硫 苦 20 g 又は フ 
ェ ノ バリ ン 38 錠 を 与え , 便 を 採集 し , 濾 便 法 で 虫 体 を 採 
取 し て 貝 種 及び 虫 数 を 算定 し た 。 

D. 自律 神経 平衡 測定 は Wenger (1943) 法 の 改良 法 
( 沖 中 ら , 1950 ; 葛 谷 ちら, 1951 ; 白石 。1954 ; 白石 ら , 
1955) で 行 つ た 。 詳細 は 竹田 (1959) の 論文 を 参照 し て 
いた さき た い 


EE. 第 4 報 既 載 の 成績 も 必要 に 応じ て 引用 し た 。 
調査 成績 


1. 対象 人 員 の 性 , 年 齢 , 虫 数 , 及び 血色 素 量 分 布 
と の 種 の 研究 に は 性 , 年 齢 の 影響 が 大 な の で , 先 づ 対 
象 の と これら に 関す る 分 布 を 知る 必要 が ある 。 と れ を 示し 
た も の が 第 2, 第 8 表 で ある 。 

年 齢 的 に は 釣 虫 保有 者 群 も 対照 群 る 略 同 様 に 又 普 遍 的 
に 分 布 , 性 的 に も 男女 略 同 数 で ある 。 寄生 虫 数 分 布 は 男 
性 と に ゃ ゃ 濃厚 感染 の 傾向 を 示す が , 性 ・ 年 齢 的 に 特別 に 
配慮 する 程 の もの で な い 。 血 色素 量 分 布 は 男女 聞 に 差 あ 
り , 年 齢 的 に 60 歳 以上 に 差 が ある が , と の 制限 内 で は 均 
等 に 分 布 し て いる と 考え て よ か ろ 5 う 。 

2. 集計 処理 上 の 配慮 

自覚 症状 の よう に 主観 的 要素 の 大 きく 影響 する も の は 
客観 的 取扱 い が 困 難 で ある 。 そ を と で 各 項 目 の 検 討 に 先 立 
ち 5, (a) 年 齢 ・ 性 別 の 影 細 は 血色 素 量 12~14 g/dl の 箇 
の , (b) 血色 素 量 の 変化 と に ょ る 影響 は 20~40 歳 
の 群 で 先 づ 相関 の 有無 を し ら べ , も し 年 齢 性 別 の 影響 が 
大 で あれ ば 各 項 目 を 年 齢 性 別 で 区 別して 比較 検討 し , 差 
が な けれ ば 合計 し て 比較 し た 。 と の 場合 その 差異 を 推計 
学 的 に 検定 し て よい か 否 か ふ の 疑 問 が 起 る 。 私 達 は これら 
項目 の 母 集団 盆 布 が 必ず し も 推理 出来 る と 言い 得 な い 
(作用 する 要因 が 多 す ぎる うた め に 推計 学 的 検定 を 中 止 レ 
た 。 従 つ て 結論 は 推論 に 止 り 。 断言 は 差し 控え る 。 但し 
議 り を 最少 限 に 止め る た め , 結果 と し て 取上げ た 項目 は 
還 続 的 に 増加 或 は 減少 の 傾向 を 示し た も の の み で ある 。 
3. 寄生 虫 数 と の 相関 を 考え うる 症状 

自覚 症状 で (男性 ), 息切れ , 冷え 性 (男性 
感 , 腹痛 , 消化 異常 , 一 般 症 状 で 舌苔 , 肝 腫 が 虫 種 に 比 
例 し て 増加 の 傾向 を 示し た 。 成績 は 第 1 図 , 第 2 図 に 示 
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第 1 虫 数 ( 横 軸 : 対数 目盛 ) と 症状 出現 率 
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第 2 図 虫 数 ( 横 : 対数 目 と 状 出現 率 


肢 昌 : 女性 で は 動揺 が ひど く , 男性 だ け に 一 定 の 傾向 
を みた 。 男性 に 就 い て 云え ば 肢 時 の 出現 率 は 虫 数 100 
匹 以下 で は 対照 群 男 性 平均 値 と 差 な く ,。 100 匹 以 上 で 
増加 , 800 匹 以 上 で は , 半数 が これ を 有する (対照 群 20 
%)。 

人 息切れ: 性別, 年 齢 に 拘ら ちず 同じ 傾向 あり 。 貝 数 100 
匹 以下 で 出現 率 は 対照 群 平 均 値 と 大 差 な い が , 100 匹 以 
上 で 増加 , 800 匹 以上 で 3882 を 示し た (対照 群 約 17%)。 

冷え 性 : 女性 で は 変化 が ひど く , 男性 だ け に 一 定 の 傾 
向 を みた 。 男 性 に つい て 云え ば 虫 数 10 匹 以上 で 増加 の 傾 
向 を 示す が 100 匹 以上 で は 602%2 の 出現 素 で あつ た (対照 
群 22%)。 

位 宮 感 : 性 別 , 年 齢 に 拘ら ちず 同じ 傾向 あり , 但し 性 別 
に より 傾向 に 差異 が ある 。 男 性 群 で は 虫 数 30 匹 以上 で 増 
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加 の 傾向 , 100 匹 以上 で 60~70% の 出現 率 で あぁ る (対照 
群 262%)。 女性 群 で は 既に 10 匹 以下 で 増加 傾向 , 30 匹 以 
上 で 出現 率 54% で 増加 が 著しく な る 。 100 匹 以上 で は 殆 
ん ど 全 部 が 位 怠 感 を 訴え る 。 

腹痛 : 性 別 年 齢 に 拘ら ず 同 じ 傾 向 で ある 。 貝 数 10 匹 以 


上 で や や 増加 傾向 , 100 匹 以上 で 増加 率 が 高い 。 100 匹 
以上 で 5622, 83800 匹 以 上 で 7022 の 出現 率 で ある (対照 群 
8522)。 


: 性 別 年 齢 に 拘ら ちず 同 じ 傾向 で 
100 以上 で 502% 出 


消化 異常 ( 放 展 多発 ) 
ある 。 貝 数 30 匹 以上 で 増加 傾向 , 
現 で ある (対照 8 

舌苔 : 両性 共 虫 数 に 比例 し て 増加 傾向 ある が 両性 間 の 
差 は 大 きい 。 男 性 群 は 100 匹 以下 で は 対照 群 と 殆 ん ど 同 
じ の 出現 率 , 100 匹 以上 で 90 2 の 出現 素 で ある (対照 群 52 
26)。 女性 群 は 10 匹 以上 で 増加 傾向 あり (但し 男性 の 対 
照 値 以下 う , 100 匹 以上 で 742 の 出現 素 で ある (対照 群 25 

肝 腫 : 軽 感 染 者 が 大 部 分 の た め 肝 腫 出現 率 は 低 か つ 
に 。 性 別 , 年 齢 に 拘ら ず 通 算 し た 。 3800 匹 以上 で 802% の 
出現 で ある (対照 

小 括 : 上 記 8 項目 を みる と 性 別 , 年 齢 に 拘ら ず 同 じ 傾 
向 の も の と , 男性 だ けが 相関 関係 を 示す も の と ある 。 臣 
量 や 冷え 性 と いう の は 女性 で は 本 質 的 に 出現 し 易い 症状 
な の で , 釣 虫 より は 他 の 原因 に よる も の が 多発 し て 釣 虫 
と の 関係 が わか ら な いと 考え て も よい と 思わ れる 。 又 一 
般 的 に 症状 は 虫 数 が 多い 群 に 出現 し 易く な つて お り , 軽 
感染 で は 対照 群 と 出現 率 が 同等 で ある 。 と れ は 釣 虫 に 対 
する 身体 の 防衛 力 の た め に 症状 が 抑制 され た か , 感受 性 
(一 元 的 に は 防衛 力 と 同一 ) の 関 値 に 達し な いた め に 開 
状 が 出現 し な いと 考え て よい 成績 で あろ う 。 

4. 血色 素 量 減少 と 比例 し て 増加 する 症状 

自覚 症状 で 冷え 性 (男性 ), 感 , 心 進 又は 
怪 う , 頭痛 又は 頭重 , 便通 不 整 ; 一 般 症 状 で 舌苔 (男性 ), 
心音 異常 の 7 項目 で あつ た 。 

成績 は 第 3 図 , 第 4 図 の 通り で ある 。 

冷え 性 : 女性 群 は 変化 が 大 きく , 男性 群 だ けが 一 定 の 
傾向 を みた 。 男 性 に 就 て 云え ば 各 血 の 程度 に つれ て 冷え 
性 出現 率 は 大 きく な る 。 こ れ は 対照 群 で も 全く 同様 で あ 
る 。 唯 , 寄生 者 群 の 出現 率 は つね に 対照 群 よ り 高い 。 

位 六 感 : 性 別 , 年 齢 に 拘ら ず 同 じ 傾向 あり 。 寄生 者 
群 , 対照 群 共 に 筆 血 側 に 出現 し 易い よう に みえ る が 著 明 
で な い 。 こ の 場合 も 寄生 者 群 の 出現 率 が 対照 群 よ り 常 に 
高い 。 
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第 3 図 血色 素 量 ( 横 軸 : g/dl) と 卒 状 出 現 率 
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第 4 図 血色 素 量 ( 横 軸 : g/dl) と 盲 状 出現 率 


心 尾 元 進 ( 動 怪 ) : 性 別 , 年 齢 に 拘ら ず 同 じ 傾 向 を 示 
し , 寄生 者 群 , 対照 和 群 共に 各 血 側 に 出現 率 の 増加 が み ら 
れる が , その 程度 は 常に 寄生 者 群 が 高い 。 双 と の 傾向 は 
血色 素 量 12 g/dl 以下 の 群 で 著 明 で ある 。 

頭痛 又は 頭重 : と の 項 は 大 体 不 規則 な 結果 で ある が , 
女性 の 寄生 者 群 で 出現 率 と 委 血 の 程度 の 間 に 閉 し い 相 関 
関係 が ある よう に みえ た の で 採録 し た 。 男性 群 で は 出現 
率 は 寄生 者 群がっ つね に 対照 群 よ り 高い 。 

舌苔 : 女性 群 で は 変化 が 大 きく , 男性 群 だ け に 同一 傾 
向 が られ た 。 但し 男性 で も 年 齢 の 影響 が 大 で ある の で 
40 歳 以下 と 41 歳 以上 の 群 に 分 け て 作図 し た 。 い づれ も を も 寄 
生 者 で は 程度 に つれ て 出現 率 が 増加 し , 対照 
ょ りつ ね に 高い 出現 率 を 示し た 。 

便通 不 整 : この 項 は た し か に 穫 血 の 程度 に 応じ て 出現 
率 が 増す が , これ は 性 別 , 年 齢 に 拘ら な い ば か りか , 多 
虫 寄 生 の 有無 と も 関係 が な い 。 即 ち 寄 生 者 群 の 出現 曲線 
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と 対照 群 の それ と が 全く 一 致し て いる 。 

心音 異常 : こと の 項 も 前 項 と 全く 同様 で 委 血 の 程度 に 応 
じ て 出 現 率 が 増す が , 釣 虫 寄生 の 有無 と も 年 齢 , 性 別 と 
る 関係 が な い 。 

小 括 : 上 記 て 7 頃 目 を みる と 自覚 症状 と 舌苔 は つね に 寄 
に 応じ て 高い 出現 率 を 示し て いる 。 こ と の 中 で 位 含 感 , 冷 
は の 増加 と る 正 比 例 し て 症状 出現 が 
加 を 示し た 事 と 考え て 。 上 記 5 頃 目 は 委 血 ば か り で な く 
釣 虫 寄生 の 影響 も 加わ つて いる と こと を 示す も の で あろ 
う 。 心音 異常 と 便通 不 整 は 寄生 者 群 と 対照 と 
全く 同一 の 曲線 を 示し て お り , 全く 委 血 に 附 了 し た 症状 
で ある と 考え る 。 

5. 無 症 状 釣 虫 保 有 者 に 就 て 

多 虫 保有 者 を 対象 と し た 報告 で は 無 症状 の 釣 虫 保有 者 
の 存在 が 重要 視 き され て いる 。 私 達 も 可 成 多い 率 で 是 を 認 
め た 。 を そ を と で 私 達 の 調査 し た 箇 囲 で の 無 症状 者 (分 析 要 
因 で ある 委 血 は 除外 し て ) 出現 率 を 虫 数 及び 血色 素 量 分 
布 で 検討 し て みた の が 第 5 図 で る ぁ る 。 
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carrier $ control 


carrier 


carrier 


1410 20031721000 10 11 12 15 16 


第 5 図 数 (対数 目 及び 血色 素 量 (g/dl) と 無 
状 者 出現 率 


虫 数 と 無 症状 者 出現 率 : 年 齢 分 布 で は 特に 差 が な か つ 
た の で 性 別に 分 け て 論ずる と , 男性 群 で は 4 巨 以下 で は 
50% で 虫 数 の 増加 と 共に 減少 し 30 匹 以上 1,000 匹 未 満 で 
は 10 内 外 で ある 。 女性 群 で は 4 匹 以下 で 25, 虫 数 増 
加 し て も 大 体 15 内 外 で ある が 100 匹 以上 で は 無 症 状 は 
一 人 も いな く な つた 。 i 

と の 様 な 人 達 の 存在 は 身体 の 防衛 力 こ ょ る 症状 抑制 を 
考え な けれ ば 説明 出来 な いと と で , 貝 数 の 増加 で とこ の 人 
達 の 比率 が 蘭 減 する と と は 釣 虫 対 身体 防衛 カ の 相互 関係 
を 示す も の で ある ろう 3。 

血色 素 量 の 変化 と 無 症状 者 出現 率 : 対照 群 , 寄生 者 群 

共に 無 症状 者 (男女 合計 う の 出現 率 は 面 色 素 量 の 低下 と 
比例 し て 減少 する 。 な お 正常 血色 素 量 の 範囲 (13g/d1) で 
は 無 症状 者 の 比率 は 対照 群 (男女 合計 ) 352, 寄生 者 君 
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第 6 図 自律 神経 機能 (S は P は 側 
と 出現 率 


25% で 約 10 の 開き が ある 。 

と れ は 釣 虫 症 に 出 易い 症状 は 実は 非 特 異 症状 で あり , 
可 成 の 人 が 何等 か の 自覚 症状 を も ち , 特に 釣 虫 と 無関係 
に 筆 血 だ け で も 症状 が 出る と こと を 示す 。 し か し レ つ ね に 
生 者 群 の 方 が 無 症 状 者 が 少 い の は 釣 虫 寄生 に よ ょ る 症状 指 
加 が ある か ら で あ る 。 

考 接 


と の 章 を 通 覧 レ し て みる と 虫 数 と 関連 の ある 症状 群 , 各 
血 と 関連 ある 症状 群 , その 両者 と 関連 の ある 症状 群 と あ 
り 。 すべて の 症状 を 各 血 だ け で 説明 し レ ょ うと する 考え 方 
は 行き 過ぎ の よう に 思わ れる 。 

よく 見 る と 消化 器 系 症状 の 内 , 腹痛 , 消化 異常 , 舌 
苔 , 肝 腫 が 虫 数 と 関連 が あり , また 便通 不 整 が 筆 血 と 関 
連 が あつ た 。 と れ は 出現 曲線 の 性 質 か ら 委 血 と の みみ 関係 
が ある こと と を 示し , 恐らく 衝 血 に と ょ る 二 次 的 の も の で あ 
ろう 。 症状 の 内 , 心 進 , 心音 異常 は 関 
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連 が あり , 息切れ だ けが 虫 数 と 関連 が あつ た 。 と と ろ が 
神経 系 症状 は 虫 と , 頭痛 乃至 頭重 が 血 と 関連 
が あり 関係 は 複雑 ご ある 。 全 身 症 状 と し て 億 感 , 冷え 
症 , それ に 消化 器 系 の 舌苔 が 両方 の 因子 と 関連 が ある の 
も 興味 が ある 。 な お と れ ら の 症状 を 上 記 の よう に 簡単 に 
割 切 つて 考え る べき も の で な い の は 当然 で , 上 記 の 多少 
の 混乱 は その た め の も の で ある が 概念 を 得る た め に 和 敢 え 
て 論 及 


症状 出現 と 自律 神経 平衡 の 関係 


窪田 は 秋季 (木曽 地区 ) に 109 名 ( 釣 虫 寄生 者 20 名 ), 
冬季 (根岸 地区 ) に 116 名 ( 釣 虫 寄生 者 27 名 ) に つき 因 
子 分 析 法 で 自律 神経 平衡 因子 得点 を 算出 し た 。 そ の 因子 
平均 値 は 秋 で は x ぇ ー0.006 土 0.782 ; 冬季 で は x 
ニ 十 0.782 土 1.022 で あつ た (但し 標準 偏差 の 負 の 符号 
は 交感 神経 側 , 正 の 符号 は 副交感 経 神 側 を 意味 する )。 
個人 因子 得点 を 基準 に 秋 ・ 冬 季 別 に , 対照 群 を 略 同数 
の 8 群 に 分 け て , 各 和 群 内 の 自覚 症状 各 項 目 の 出 現 率 を 比 
較 し て みた (第 6 図 。。 ヒ スト グラ ム は 多 虫 非 寄生 者 (私 
達 の 所 調 対 照 群 ) で , 黒点 を 結ん だ も の は 釣 虫 寄生 者 で 
ある 。 後者 は 例 数 が 少な いた め 中 心 値 を 基 に し て 2 群 に 
分 けた 。 

副交感 神経 優越 側 に 増加 する 症状 は 対照 で 肩 , 
腹痛 , 汗 か き , 息切れ , 便秘 で あり , 多 虫 寄生 者 で の 変 
化 も 略 同様 で ある が , 肩 奨 り だ け は 対照 群 と 反対 に 副 交 
感 側 に 減少 し て いた 。 

交感 神経 優越 側 に 増加 する 症状 は 対照 群 で は 肢 晶 , 動 
舌 あり, 多 寄生 者 で の 傾向 も 同様 で ある 。 
と の 結果 か ら み る と , 多 虫 症 に みる 自覚 症状 の 大 部 分 
は 自律 神経 機能 と 何等 か の 関係 が 推察 で きる 。 対照 群 は 
健康 者 と 認め られ な が ら 時 に 上記 の 症状 を 自覚 する の 
で , と これ を 単純 に 自律 神経 平衡 と 関係 あり と 仮定 する な 
ら ば , 銘 虫 に ょ つて 起 さ れる 症状 も 同 傾向 を 示す が 故 
に , や は り 之 を 自律 神経 平衡 と 結び つけ て 考え る こと こと が 


出来 る 。 

第 6 図 で みる よう に 取出 され た 8 項目 の 内 5 項目 まで 
は 副交感 側 優先 群 に 多発 する 症状 で あぁ あり, 腹部 臓器 は 一 
交感 神経 支配 の 優先 する 臓器 で あり , 釣 虫 の 直接 の 刺 埋 
が 腸管 に ある こと な ど を 考慮 する と , 前 章 の 成績 , と く 
に 貝 数 と 関連 し た 症状 の 解釈 に 多 虫 寄生 に 直接 起因 する 
自律 神経 刺 戦 症状 の 概念 を 導入 し て ゃ も 無理 で は な いと 者 
える も の で ある 。 


【 寄 生 虫 学 雑誌 ・ 第 8 巻 ・ 第 5 号 


総括 と 結論 


都 下 農村 の 集団 検診 で 得 た 20~70 歳 の Necator 単独 
寄生 者 198 名 及び 同村 の 寄生 虫 卵 陰性 の 20~70 歳 の 健康 
者 157 名 を 対象 に 自覚 症状 と 一 般 他 覚 症状 を し ら べ た 。 
結果 は 常 に 対照 群 の 出現 率 と 比較 し て 判断 し た 。 対象 
の 年 齢 , 性 別 , 寄生 虫 数 構成 は 比較 的 普遍 的 に 分 布 し て 
いた 。 集計 を 成 可 く 容 観 化 する た め 各 種 の 考慮 が な さ 


1.。 数 と の 相関 を 考え うる 症状 は (男性 ), 切 
れ , 冷え 性 (男性 ), 倍 感 , 腹痛 , 消化 異常 , 舌苔 , 肝 
腹 で , 略 100 匹 以下 の 寄生 で は 出現 率 は 対照 群 と あま り 
差 が な い 。 

2.。 血色 素 量 減少 に 応じ て 増加 する 症状 は 冷え 性 ( 男 
性 ), , 心 , 頭 は 頭重 , 便通 不 整 , 
(男性 ), 心音 異常 で , 略 血色 素 量 12g/dl 以下 で 増加 が 著 
明 に な る 。 と の 傾向 は 保有 者 群 も 対照 群 も 同 じ で ある 
が , 出現 率 は 常に 前 者 が 高い 。 

38. 無 症 状 釣 虫 保有 者 は 虫 数 の 増加 と 共に 減少 する が 
男性 群 で は 300~1,000 匹 の 多数 寄生 者 群 で 10 に 無 症 
状 者 が みち られ た 。 と の 無 症 状 者 出現 率 は 寄生 者 群 対 照 群 
共に け で も 減少 する が , その 減少 し 方 は 虫 寄生 
者 群 に 著 明 で ある 。 

4.。 同 地 区 で 同時 に 調査 し た 自律 神経 平衡 滑 定 の 結果 
に よる と , 釣 虫 症 に 出 易い 症状 は 副交感 神経 優先 者 に も 
出 易 い 症 状 で あつ た 。 

5。 上 記 の 成績 より , 概念 的 に 云う と 消化 器 症 状 と 虫 
数 , 循 症状 と , 全身 症状 及び 神経 症状 は 両者 と 
関連 する も の と 考え られ , それ ら が 副交感 神経 優越 症状 
で ある と こと ろか ら 一 元 的 に 釣 虫 対人 体 反 応 の 結果 を 多角 
的 に 観察 し た も の と 考え て よい と 思う 。 前 報 の y-Glo- 
bulin 増加 と 症状 の 増加 の 関連 も 之 を 裏書 し , 私 達 は と 
れ ら を 感受 性 の 面 か ら 見 た 人 体 反 応 と 考え た い 。 但し 和光 
血 と 相関 を 示す も の は 二 次 的 に 感受 性 と つなが る も の と 
判断 する 。 

稿 を 終る に 臨み 御 援助 と 御 助 言 を いた だ いた 東大 物 療 
内 科大 鳥 良 雄 教授 に 感謝 の 意 を 表し ます 。 同時 に 旧 忠 生 
村 保 健 衛生 関係 役員 及び 民間 団体 諾 氏 に 謝意 を 表し ま 
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Summary 
A field survey with regard to symptoms and signs 
of hookworm carrier was done in comparison with 
control group of those negative for any parasitic ova 
in feces. All efforts were done for preventing sta-- 
tistical biases. 
l. Symptoms and signs related with the number 
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of infected hookworms were as follows ; vertigo (male 
only), tachypnoes by light work, sensitivity to cold 
temperature (male only), fatigue, abdominal pain, 
disorder on digestion, coating of tongue (male only) 
and liver swelling. The ratios of those items were 
markedly increased in the groups of those having 
over 100 hookworms. 

2. Symptoms and signs related with the hemo- 
globin content in blood were as follows; sensitivity 
to cold temperature (male only), fatigue, palpitation, 
headache or heaviness of head, irregularity of stool, 
coating of tongue (male only) and abnormality of 
heart sounds. The ratios of those items were 
markedly increased in the groups of those having 
under 12 g/dl of hemoglobin in blood. 

3. Over half of examined hookworm carriers were 
free from any symptom, and the incidence ratio of 
of non symptom cases was negatively related to the 
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number of infected hookworms and also to the 
hemoglobin in blood. But, even in the groups of 
those having 300 to 100 hookworms, 10 per cent of 
them had no symptom subjectively. 

4.. From the results of investigation of the balance 
in the autonomic nervous system, symptoms in ho- 
okwom carrier are similar to those of person who 
has parasympathicotonia. 

5. It may be concluded that abdominal symptoms 
are directly related to hookworm inhabitation, 
symptoms of circulartory system to anemia, general 
and nervous symtems to both of the number of ho- 
okworms and anemia. All.of these symptoms are 
explained to show a figure unified of body reaction 
against hookworm, because of evidences of autonomic 
balance of nervous system and Y-globulin increase in 
serum relating to incidence ratio of symptoms. 
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位相 差 顕 微 鏡 に ょ る Plasmodium inui の 
形態 学 的 観察 特に 生態 観察 に つい て 


許 太 
京都 府立 医科 大 学 微 証 物 学 教室 (主任 鈴木 成美 教授 ) 


(昭和 34 年 6 月 


1 日 受領 ) 


特 別掲 


言 
マラ リヤ 原虫 の 生活 史 に 関す る 研究 は その 赤 外 型 の 問 


題 に 関連 し て , こ > 380 年間, 驚く べき 進展 を 示し て , 人 類 
に 多大 の 知見 を 加え た が , これ ら の 研究 と に お いて 原虫 の 
形態 の 観察 は 勿論 生活 史 の 追究 上 決定 的 な 意味 を 有する 
ぁ の で ある 。 原虫 の 観察 は ほとん ど 全 部 古典 的 な 方 法 , 
即ち ギ ム ザ 或 は その 他 の 染色 法 に ょ る 標本 で 観察 され 
た 。 生物 学 一 般 に お いて , 生物 の 死体 に よる 保存 標本 で 
の 観察 は 勿論 重要 な 一 事項 で ある が , 同時 に 生存 時 に お 
いて その 形態 な いし 生態 を 観察 する こと も 赤 等 閑 に 附 す 
る と と の 出来 な い ,。 し か も 生物 学 的 に 興味 の ある 事項 で 
ある 。 微 生物 学 に お いて も 例外 で な く , こ の 故に 染色 標本 
と 共に 多数 の 生態 観察 が 行わ れ て 来 た 。 し か し これら は 
使用 する 器具 と し て の 顕微 鏡 の 性 能 に 制約 され , 時 に は 
必ず し も 万 全 と は いえ な い 。 第 二 次 大 戦後 Zernike の 発 
明 に か > ゝ わる 位相 差 顕 微 鏡 が 一 般 に 知ら れる や , と の 方 
面 に 関心 を 抱く も の 競っ つて こと の 研究 に 従事 し , 先 人 未踏 
の 境地 も 次 第 に 開拓 され る に 至 つ た 。 マ ャ ラリ ヤ 原 虫 は 位 
相差 頭 徴 鏡 出現 以前 に お いて も , 生態 観察 な な され て い 
た が , 了 芽 視 野 も し く は 明 視 野 に お ける 無 染色 標本 に お い 
て 行わ れ も て いる の で その 詳細 を 尽 じ 難い 。 位 相差 徴 錯 
出現 後に お いて , これ に よる マラ リヤ 原虫 の 生態 観察 の 
研究 は 余り 多く な いよ う で ある 。 1952 年 に 公 に され た 水 
平 氏 の 著書 で は 位相 差 顕微 鏡 下 の マラ リヤ 原虫 像 の 所 見 
に つき , 疹 抹 乾 燥 標本 に お いて Ethylenglycol 原液 で 封 


し , ある い は 原虫 保有 血液 を Etleylenglycol や 血 身 


て 稀釈 し た も の に つき 多少 触れ て いる 。 また 1947 年 に 


Taiyo KYO : Morphological observation on Plas- 
modium inui by means of phase-contrast microscope 
(Department “of Microbiology, Kyoto Prefectural 
University of Medicine) 


(111 ) 


Richard, 1949 年 に Trager が マラ リヤ 原虫 を 胃 中 


ある も の や 疹 抹 標 本 に つい て みて いる と 報 ぜ られ て い 


る 。 1952 年 Coudert & Chastel は Plasmodium berghet 
の 位相 差 顕微 鏡 所 見 を 発表 し て いる が 原著 を 入手 出来 な 
か つた 為 詳 細 を 知る こと が 出来 な か つた こと は 残念 で あ 
る 。 1950 年 Trager は 鳥類 マラ リヤ 原虫 , Plasmodium 
lophurae の 細胞 外 培 養 の 研究 に その 所 見 を 位相 差 顕 微 
鏡 で 観察 し て いる 。 こ と この も の は 著者 の 計 壇 し た 猿 類 ま た 
は 人 類 マ ラリ ヤ 原 虫 の 宿主 内 に お ける 生態 観察 と は や > 
趣 を 異 に し て いる の で 詳細 は 割 族 する と こと ゝ する 。 1956 
年 Stobb & Rind が Plasmodium viwvax の 位相 
鏡 所 見 を 詳細 に 豆 つ て 発表 し て いる 。 と こと の 種 の 参考 文献 
の 逐 し い 現 状 に お いて は , 氏 等 の 論文 は 著者 に と つて 非 
常に 参考 と な つた の で ある が , 細部 に 豆 つ て は 氏 等 と 見 
解 を 異 に する 部 分 も あり , 詳細 と に こつ いて は 本 論 に お いて 
論述 し た い 。 

著者 は マラ リヤ 原虫 の 生存 時 に お いて 位相 差 頭 微 鏡 下 
に 観察 する こと が 出来 た ら 多 興味 ある 所 見 が 得 ら れる 
で あろ うと 思 殿 し, その 準備 に 着手 し た 。 し か し 著者 の 
居住 せる 場所 が 台湾 の 辺 野 な 地域 で る つた 為 準 備 に 長期 
の 時 間 を 要 し , 装置 の 完備 せる 頃 に は DDT の 残留 噴霧 
実施 の 結果 マラ リヤ 患者 は 消失 し , 残念 な が ら 人 類 マ ラ 
リヤ に つい て 観察 を 実施 する こと が 出来 な か つた の で 猿 
類 マ ラリ ヤ 原 虫 Plasmodium inuz を も つて 代替 し , 多 - 
少 の 所 見 を 得 た の で 次 に 記述 し 並び に 卑 見 を 述べ る こと 
> し た 。 原虫 は 台湾 省 立 開 疾 研究 所 の 好意 に より 同 所 に 
保存 せる 株 の 分 与 を 受け 著者 の 所 有 猿 Macacus cyclo- 
2s に 接種 せる も の で ある 。 記 し て 謝意 を 表す 。 


実験 材料 の 一 般 


1) 実験 動物 
野生 の 若き Macacus cyclopis の 捕獲 せる も の を 馴 致 
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第 1 表 猿 マ ラリ ャ 原虫 の 種 属 大 別 (Sinton 多 Mulligan の 表 ) 
原虫 の 種類 P, kochi P, inui P, knowlesi P, semnopitheci = 
東洋 産 の Colo- 
主として アフ リカ とし て 東洋 産 の Macacus cyclop 
産 の 下級 類 下級 猿 Silenus とら 検 きれ 
自然 Cercopithecus 及 (Macacus) 及び 同 前 
¢ び Papio 属 の 猿 Cercocebus 属 の 猿 か ら 報 告 さ れ た の 
み で ある 
末 析 血 液 た 見 発育 初期 の 栄養 型 発育 各 型 が 見 られ 発育 各 型 が 見 られ 栄養 型 の みか 見 られ 発育 各 型 が 見 られ 
られ る 原虫 の の み 見 らち られ, 分裂 る る 分 裂 体 は 見 ちら れ な る 
発育 各 型 体 は 見 られ な い い 
寄生 球 の 膨大 , , 斑点 膨大 ず , 色 を 膨大 ず , す 膨大 する も 斑点 は 膨大 ず , 時 に 
座 化 等 を 見 な い 示す と と あり , 斑 る と と が ある 。 し 見 ちら れ な い 色 を 示す と と 稀 に 
点 常 な ら ず ば し ば 算 曲 を 示す . あり , 斑点 な し 
特殊 染色 に ょ つて (Giemsa 染色 ) 
の み 斑 点 を 見 る 
無 性 発 育 Sch- 不 明 48 時 問 24 時 間 不 明 48 時 間 と 思 われ 
izogonic cycle る 
に 要する 時 間 
他 の 同種 又は * 不 能 能 能 不 能 可能 と 推定 され 
異種 の 下級 猿 る 
に 接種 感染 の 。 
能 
第 2 表 Malamos u. Nauk の 分 類 表 
P, kocki P, inui P, bransilianum 本 実験 た 使用 を る 原虫 
1. 主として ょ し て 
Cercopithecus, Papio Silenus (Macacus) Mycetes, Ateles Cebus Macacus cyclopis is" 
属 に 発見 され て いる Cercocebus Brachyurus 属 て 検出 され た 
2. 分 裂 型 を 末 本 血 液 た 認 通常 総 て の 発育 過程 を 末 本 通常 総 て の 発育 過程 を 末 本 発育 各 型 を 末 椅 血液 た 認 あめ 
め な い 血液 た 認め る 血液 た 認め る る 
3. 赤血球 膨大 せ ず , 補色 膨大 し 補色 , 斑点 を し ば し し ば し ば 膨大 補色 す . 班 点 膨大 し な い . 息 色 し な い . 
特に 斑点 を 認め な い ば 認め る を 認め な い むし ろ 称 に 測 色 を 量 す る と 
と が ある . 斑 点 を 認め な い 
4. 染色 質 通 常 少 量 染色 質 常 に 多量 . 通常 染色 質 中 等 量 染色 質 多量 
5. 病原 性 弱 し . 病原 性 不定 , 時 に 重症 . 病原 性 中 等 慶 病原 性 弱 し 
6. 他 の 下 等 猿 類 へ の 感染 他 の 下 等 猿 類 へ の 感染 可能 自然 感染 の 認め ち れ る 中 部 他 の 下 等 猿 類 へ の 感染 は 可 
まだ 不可 能 南部 アメ リカ の 猿 類 の み 感 能 と 推定 され る 


染 能 


し て 使用 し た 。 実験 前 約 1 個 月 飼養 し て 余 病 な き を 


3 め , 叉 血液 の 抹 標本 に つき 精査 し て 血球 中 に 何等 病変 
: 或 は 寄生 性 微生物 の 存在 し て いな いと と を 確認 し た 上 実 


験 に 供 。 


2) 観察 原虫 
前 述 の ど とく 台 


湾 省 立 刀 疾 研究 所 に 保存 され て いる 


Plasmodhm inui の 或 る 株 の 分 与 を 受け , これ を 使用 し レ 
た 。 由来 猿 類 そ マラ リヤ 原虫 は 異名 同種 , 或 は 同名 異種 , 

相 錯 続 し , し ば し ば 研究 者 を し て , 自己 所 有 の 上 原虫 の 分 類 
学 的 位置 を 判断 する の に 少な か ら ず 困難 を 感 ぜ し め る も 


の が ある 。 著者 が 実験 に 使用 さる も の は 


に 上 述 研究 所 


に お いて lasmodium inui と 同定 され た も の で ある が , 
一 応 と の 点 に つき 紅 か の 考察 を 試み て みよ う 。 猿 類 て ラ 
リヤ 原虫 の 種別 と に っ つい て は 多く Sinton & Mulligan の 
分 類 表 お ょ び Malamos und Nauk の 分 類 表 が 用 いら れ 
る ょ よう で ある 。 横川 氏 は 台湾 産 黒 肢 猿 に 検出 し た 2 種 の 
マラ リヤ 原虫 の 種別 に っ いて は , Sinton Mulligan の 
分 類 表 に し た が い , 氏 が 台湾 Macacus cyclopis 


に 発見 し た る 一 種 の マラ リヤ 原虫 に つい は 


Malamos 


und Nauk の 分 類 表 と し た が つて いる 。 両氏 の 論文 原 首 
ょ より と の 2 表 を 照合 する に , 原虫 の 特徴 の 記載 に 多少 の 
くい ちがい は ある よう で ある が , 今 両 表 を と ゝ に 引用 し 
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第 3 表 Malamos u. Nauk の Plasmodium inuz の 分 類 表 


P, nui P, P, inui . semino- 本 実験 た 使用 
sens. stric. var. cyn0molgi var. gonderi P. knowlesi itheci る 原 
lopis Silenus (=Ma- S, irus S. rus Pygathrik sp. Macacus cyclo- | 
cacus) (=M, cyno- Cercocebus S, rus s に い て 検 
寄 nemestrinus molgus) fuliginosus 出さ れ た | 
自 然 S. rhesus C. aethiopicus | 
S. latiotis 
tcheliensis 
地理 的 分 布 , スマ トラ イ 出さ れ た 
トン キン 
48 時 間 48 時 48 時 間 24 時 間 推定 48 時 間 
) 複 ( 小 な る 核 あり 副 あり 副 核 あり あ り 副 核 あり | 
副 核 な し) | 
われ シ b アメ ー バ 型 僅少 又は な し 多 数 多 数 僅少 叉 は な し な し 多 数 
y ツ ②⑦ 軍 胞 し ば し ば 存在 初期 た 存在 初期 に 存在 稀 な も し ば し ば 存在 
多量 ( , 中 等 量 ( 色 , 少量 ( 黄 緑 一 多量 ( 一 多量 ( 淡 色 , 多量 ( 黄 一 黄 
れ ソン 名 素 微細 , 早期 た 比較 的 末期 に 出 褐色 , 早期 に 黒色, 早期 出 徴 細 ) 緑 一 褐色 , 粒 
出現 ) 現 ) 出現 ) 現 ) 大 , 比較 的 早 
ト 期 に 出現 ) 
ーー e) 分 裂 体 12~16 8~16 8~16 8~16 (一 般 に 10) 分 列 体 出現 せ ず 12~16 
生 、 大 きい 赤血球 大 正常 赤血球 より 正常 赤血球 よ ょ 正常 赤血球 ょ り 正常 赤血球 より 赤血球 大 
大 り 大 か に 大 
多量 ( 福 (補色, 黒 多量 (褐色 量 ( 福 , 黒 多量 (黄色 黒 多量 ( 
体 、 色 , 彼 細 ) 色 粒 大 ) 粗大 ) 中 等 大 色 , 中 等 大 ) 色 , 中 等 大 ) 
膨 膨大 きず , 変形 膨 大 膨大 きず 
赤 著 
認め c) 点 不 し ば し ば 出現 実験 的 感染 に 不 皆無 ( ギ ム ザ ) 
の み 出 現 
不定 , 多く は 軽 不定 , 軽症 は 自然 寄 た に い 重症 , 致命 的 軽症 殆 ん ど 
病 原 性 無 症状 て は 軽 M. rk- 無 症状 
い esus に は 致命 的 
他 の 下級 猿 た 容 他 の 下級 猿 た 容 他 の 下級 猿 た 他 の 下級 猿 た に 容 他 の 猿 類 に 感染 他 の 下級 猿 類 
実験 易 し ば し ば 重 容易 人 類 に は 易 , 人 類 及 び 不可 能 に ゃ らく 可 
: は 可 A 症状 を 示す 不可 能 Gibbon に も 可 能 , 人 類 に は 
能 不明 
て 本 実験 に 使用 する 原虫 の 種 属 と 対し 多少 の 考 を 払う 寄生 する 有 P. pitechi, Macacus 猿 に 寄生 する P nui と 
る が , と と しょう (第 1 表 , 第 3 表 ) 。 knowless は P, vivax に 類似 し , brasiliense は 
順 マ フ 上 記 両 表 と 本 原虫 と を 照 合 す れ ば , 記載 に 多少 の 差異 P. malariae に 類似 し ha られ て いる 。 | 
an の は ある が , Sinton 多 Mulligan の 表 の 戸 aug と ょ よく 上 表 を 比較 参照 する に , 肥 gnuz sens. stric. が 本 原虫 
ハ ら れ 一 致し て いる 。Malamos u. Nauk は Sinton & Mulligan に ょ よく 酷似 する も な お 一 , 二 の 点 で 十分 に 一 致し て いる | 
2 種 の が PP, knowlesi を 別に 一 種 た と た て た の を 選 muz の 変種 と わい えな い 。 し か し 本 原虫 の 分 類 上 の 位置 を 追究 する | 
an の と し て 選 mg の 下 に 統括 し た 為 差異 を 生じ た も の と 思 の が が 目的 で な い の で , 選 muz の 一 変種 と し て 用 いる こと | 
clopis われ る 。 更に Malamos u. Nauk の 選 nxuz の 変種 分 と に し , 内 本 原虫 は , その 赤血球 内 発育 園 に 要する 時 | 
amos 類 表 と 照合 すれ ば と の 消息 が 商 明瞭 に な る と 思わ れる の 間 , お よび その 他 の 所 見 に ょ より, 双 色 素 符 粒 の 色調 , 彼 | 
原 者 て 次 に 掲げ ょ う (第 8 表 参 照 2。 な お チン パン ジー 及び 寄生 赤血球 の 状態 本 原虫 を M. zhesws に 接種 せる も | 
多少 の ゴリ ラ に は Pfalciparum に 類似 する P reichenowi 症状 軽微 で あつ た と と な どか ら そ それぞれ 横 川 氏 の 検出 そ | 
引用 し が 感染 する も の が あり ,。 ボル ネオ 産 の オラ ン ウ ー タ ン に る P, taiuanesis n. sp. 及び 猪木 氏 の 記載 に な る P tnxz 
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var. cyclopis Inoki, Tamura, Makiura u. Honda と は 
別種 な らん こと を 人 附 記 する の み に 止 め よ う 。 


P. inui の 流血 中 発育 較 に 要する 時 間 


猿 類 マラ リヤ 原虫 は 多く の 場合 。 流 面 中 に 同時 に 無 性 
各 型 を 検出 する こと が 出来 , 臨床 上 に も 多く 
は 何等 著 明 の 症状 な く 慢 性 に 経過 する の で , 原虫 の 発育 
園 所 要 時 間 を 定め る こと は 往々 に し て 困難 を 感ずる 。 本 
例 に お いて も そう で あつ て , し か し 原虫 の 種別 の 決定 , 
双 こ の 次 に な さる べき 位相 差 視 野 に お ける 観察 の 参考 に 
供する 為 に も , 発育 圏 を 確認 し て お く こ と と は 種々 便宜 の 
得 ら れる 場合 が 多い の で , 次 の よう な 方 法 で 観察 する と 
と に し た 。 即ち 4 昼夜 に 責 り 8 時 間 毎 に 採血 し , これ を 
ギ ム ザ 染色 標本 に し て , 各 標 本 に 対し , 殿 も 白血球 の 分 
類 を な す が 如 く ,。 原虫 200 個 を 数 え , この 間 に 出 現 せ る 
原虫 の 各 型 の 百分率 を 算出 し , その 結果 を 曲線 図表 に 表 
し て みた 。 そ の 結果 は 第 1 図 に 示す 。 血 液 疹 抹 染 色 標本 
に 出現 する 原虫 の 中 , アメ ー バ 型 と 生 克 母体 と は , 原虫 
の 発育 圏 を 知る に は 余り 明瞭 で な いよ うぅ に 思わ れる が , 
輪状 体 と 分 体 と は 曲線 の 昇降 が 明瞭 で , し か も 両者 の 間 


時 * 時 


1003 | 
95|| 1|95 
TT HH 90 
85 | | 85 
50 50 
35 HH/ A) ) | 35 
wm | 


前 人 後 
第 


輪状 (A) (A) アメ ー バ 
第 1 図 cyclops 流血 中 に 出現 する 
e 各 型 の 時 間 的 推移 


に は , ある 程度 まで 相関 関係 を 有 し て いる と と が うか が 
われ る 。 恐らく アメ ー バ 型 や 生 硫 母体 の 発育 に 要する 時 
間 ゃ 流血 中 に 滞留 する 時 間 が 割合 に 長く , と これ に 比 し , 

輪状 体 や 分 列 体 は 割合 に 短 時 間 中 に 他 和 形態 の も の に 変化 
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移行 する が 為 で あろ うと 推察 する 。 

今 輪状 体 に つい て みる に , 最高 出現 率 を 示し た の は , 
第 1 日 目 の 午前 9 時 及び 第 8 日 目 の 午後 6 時 で あつ て , 
夫々 58% を 示し , この 二 っ の 山 の 間 に は さま れ て いる が 
如く 第 2 日 目 の 午 後 6 時 と 第 4 日 目 午後 3~ 6 時 に それ 
ぞ れ 各 一 つの 小山 を 形成 し て いる 。 と これ に 対応 し て 分 理 
体 の 方 は 輪状 体 に 先 ん ず る と と 大 約 8 ~ 9 時 間 で それ ぞ 
れ 第 2 日 目 正 午 , 第 4 日 目 正 午 た , 小山 を , 第 8 日 目 の 
午前 9 ~12 時 に 最高 出現 率 を 示し て いる 。 第 1 日 午前 9 
体 の 山 は , この 時 が 第 1 回 目 の 採 血 で ある 為 確 認 す る と 
と が 出来 な か つた が , 採血 最終 回 。 すなわち 第 5 日 の 年 
前 9 時 に は 分 裂 体 の 出現 率 は 上 昇 を 示し , 来る べき 輪状 
体 の 最高 頂点 に 対応 し て 次 第 に 山 を 形成 し つ ゝ ある 状態 
に ある こと と が が 推測 され る 。 上 記 の よう な 状態 か ら 推 断 す 
oe 大 部 分 が 大 約 57 時 間 毎 に 分 裂 す る も の 

一 部 48 時 間 毎 に 分 裂 す る も の と が 混合 し て いる ょ よう 
に 思 われ る 。 48 時 間 分 裂 の 方 は 成 書 に も 記載 され て いる 
通り で 双曲線 を 見 て も 山 の 高 さ が ほぼ 同じ く 問 題 は 存 レ 
な いよ うに 思わ れる が , 57 時 間 分 裂 の も の は , や はり 48 
時 間 分 裂 の も の が , 何 代 か の 継 代 培 養 と , 長期 の 感染 の 
為 , 各 原 虫 間 に 世 代 毎 に 多少 と も 時 間 的 の ずれ の ある の 
が 次 第 に その ずれ が 大 きく な つて 相 混 合 し た も の と 思わ ゎ 
れる 。 血 中 に 各 型 の も の が 同時 に 容易 に 検出 され る と と 
か ら も その ょ うぅ に 推測 され て , 見 か け 上 57 時 間 の 態 を 量 
し て いる の が 実は や ゃ や はり 選 viwax の よう に 48 時 間 の 飲 
育 國 を 有する も の と 推察 され る 。 す な ね わ ち 本 原虫 の 末 構 
血液 内 に お ける 一 発育 圏 の 所 要 時 間 は 48 時 間 と 見 館 す べ 
きも の で あら うぅ うと 思う 。 


P. inui の 血液 塗 抹 ギ ム ザ 染色 標本 所 見 


末 に 出現 する 原虫 の 型 は , 輪状 体 アメ ー バ 
形 , 分 裂 体 , 生 殆 母 体 等 各 型 共同 一 標本 中 に 容易 に 検 紀 
する こと と が 出来 る 。 被 寄生 赤血球 は 膨大 し た り , 宰 色 す 
る こと と な く 極 く 稀 で ある が 却 つ て 濃 染 し て いる と 過 わ れ 
る も の る も 出現 する 。 但し 原虫 が よく 発達 そる 分 裂 体 及 び 
生殖 母体 に まで 発育 すれ ば , 赤血球 も 補色 を 呈す る に 至 
る 。 シ コ フ ネ ル 氏 斑点 や その 他 類 似 の 琉 点 は 認め られ な 
い 。 染色 質 は 多量 で 濃 紫 紅色 を 呈し, 原形 質 は 灰 青 色 に 
染色 され る 。 一般 に 黄色 な いし 黄 緑 色 か ら 黄 褐色 に 至る 
まで の 色調 を 量 す る 色素 知 粒 を 有 し 上 且 粗大 で ある 。 

幼 若 な 輪状 体 で は 極め て 微細 な 塵 垢 様 の 頼 粒 が 灰 青色 
の 原形 質 の 中 に 見 出さ れる が , 微細 な 旋 に その 色調 を 確 


| | 
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く 明瞭 で し ば し ば 
個 られ る 。 アメーバ 型 輪状 体 , 或 は それ 以上 


こと は 困難 で ある 。 質 は 大 き 


頼 粒 も か な り 大 きく な つて , 黄色 
が 出来 る (附図 


stake も の で は , 
緑 色 で ある こと を 確 る こと 

‘D1 ,2, 8 参照 )。 
メー で は 染色 質 豊 富 明 で , 十 発育 せる * 
の ご は, も 粗大 ご 形 る 不 規則 な り , 原 形 
質 中 に も 空 胞 の ある の も し ば し ば 見 出さ れる (附図 CT】 


体 は 成 し た も の ご は の 数 は 割合 少く 見 られ 
,。 粗大 で 虫 体 の 中 央 部 , 或 は 一 聞こ と 偏 し て 集合 する 
こと が 多く , 時 に 帯 黄 補 緑色 の 班 と し て し レ か 認め られ な 
いも の も 少な く な い (附図 【T〕 5 参照 )。 
体 の 染色 質 は 成 た も の で は , 12~16 個 で あつ 
(附図 【T〕 5 参照 
生 母体 は 虫 体 や 小さく 色 質 は 大 きく , 
状 , 原形 は 紅 味 を 帯び , は 雌性 の も の に 
比 し 小さ く 上 且 に 体 部 の 辺 緩 に 多く 分 布 し て いる 。 雌性 
生 古 母体 に お いて は , 原形 質 は アメ ー バ 型 や 分 裂 体 と 同 
じ く 青 色 で は 雄性 の も の に 比 し 小さ く 且 粒状 
を , 色素 粒 は や ゝ 大 きく 布 状 態 や ゝ で を 
中 に は 粗大 な の み が 体 に つて まばら に 
j さ れ て いる も の も 少 迷 認 め ち られ た (附図 【1〕 6~ 


PP. inui の 位相 差 顕微 鏡 観 察 方 法 及 び 器 具 


(1) 観察 方 法 
Rates, こ 区 分 し て 観察 し た 。 

) 原虫 を 実験 猿 の 耳 血液 を 1 採 取 
し ガ ラス を か ぶせ 周 ワセリン で て 位相 差 
微 下 に 検 する 。 

| 動 実験 を 開腹 し 注射 針 ご 深く 補 し 

- 出 する 血液 を T) の 如く 処理 し て 観察 と 供する 。 

実験 有 出 し , 出 直 後 まだ 新鮮 な 中 に 
その 一 小 細 有 片 を 同様 に 処理 し て 観察 に 供する 。 


) 処方 は 次 の 通り で ある 。 

食 塩 0.88 g 

ソー ダ 1.50g 

正常 血液 と 等 張 を 示し , 実験 前 無 無 
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色 生 鯉 標本 と 比較 し , 血球 , 原虫 と も 最も 正常 な 形態 を 
保持 し 得る こと を 確 め 得 た 。 

染色 時 の 形態 と 比較 する 為 , 同時 に 採取 し た 材料 を 倫 
抹 乾 燥 後 ギ ふ ザ 氏 法 に て 染色 せる 標本 を 併用 し た 。 

実験 

上 記 呈 の 観察 に は ッ ツア イス ・ ウ イン ケル 工場 出品 の え 
ン ダー ド 位 相 並び と と これ に 附 
置 及び カメ ラ を 用 いた 。 附属 の 対物 レン ズ は 
Positive med. 100※x ( 油 ) ご ある 。 な お 提 用 接眼 レ 
ンズ は 10 ゞ x, 撮影 装置 の 倍率 0.5X, 従 つ て ネガ の 像 は 
ees - れ を 約 8.5 倍 に 引 伸 し て 得 た の が 附図 
CE 〕 の 像 で , 総合 倍率 約 1750 倍 で ある 。 出来 
上 大 約 12mm で ある 。 

は 附属 の 電気 光 装 置 を 用 いた 。 と こと の 装置 
の 関 光 時 間 は we sec。 で ある 。 な お 本 装置 に は 標本 の 
恒温 装置 も 附属 ゝ た が , 血球 び 及 原虫 共 室 温 の 程度 
ご も る, 観察 長き に 失 し な い 限 り 和 形態 を 表 す こと が 認め ら 
れ な か つた の を 比較 考察 し て 確 め 得 た の で 本 装置 は 使用 
せ ず に 観察 を 進め た 。 

IV) の 観察 に は 日 本 光学 製 型 双 眼 微 鏡 及 
ざ び 附 属 位 相差 装置 , 撮影 装置 を 使用 し た 。 倍 率 は 対物 レ 
ンズ 100X ( 油 接眼 レン ズ 撮影 装置 の 倍率 
0.5x で 約 2.5 倍 と に と な る まで 引 伸 を 行い , tester: 
を TT) の 時 と 同様 約 12mm 保持 する 様 に し て 比較 検討 k 
便宜 を 得る ょ うに し た 。 附図 [KW〕 〔V〕 の 写真 は か く 
し て 得 ち られ た ぁ の で ある 。 

観察 結果 

I) 実験 の 末 中 に お ける 原虫 の 観察 

位相 差 視野 に お ける 原虫 の 状態 を 概括 的 に 述べ る と , 
赤血球 の 暗い 陰影 の 中 に 原虫 は 明 い 光史 部 と し て 認め ら 
れ た 。 赤血球 と の 境界 を な す 辺 緩 は 十分 明確 で な いけ れ 
ども 割合 に 明瞭 で ある 。 貝 体 は 一 様 の 明る さき で な く , 体 
部 の 中 央 部 や , 辺 縁 部 で も 王 粒 を 含ま な い 部 分 の 中 , あ 
る も の は 此 分 か 暗く 観察 され た 。 こ と これ に 反し 辺 縁 部 , 或 
差異 が ある らし く , 多く の 場合 明る く 見 える 。 貝 体 は 多 
く の 場 合 。 自己 の 有する 王 粒 こ に ょ つて の みな ら ず , 赤 血 
球 内 の 成分 液 の 流動 か , 或 は ei 
動か と に と よる も の か , か すか に 振動 を な し て いる 。 と こと の 現 
祭 原虫 の 幼 若 な 程 明らか で , 
や 比重 も それ だ け 少 な く , 貝 体内 外 の こう し た 影響 を 
け 易 いも の と 思わ れる 。 こ とこ とれ は 原虫 の 固有 運動 di 


られ な い 。 
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虫 体内 部 に 和束 粒 の 認め られ た 場合 は 死滅 せ ざる 限り , 
常 活 分 子 運動 を 認め る 。 は か な り 大 きく , 見 
か け 約 直径 リ ;ー リ : mm 未満 の 暗 点 と し て 認め られ る 
運動 は 極め て 活 著者 は と の を 静止 の 状態 に 
お いて 扱 影 せ ん も の と 試み , 撮影 照明 に 関 光 時 間 seo 
sec. の 電気 フラ テッ シ ユ 装置 を 使用 し た が , eis 
も の より も その 数 は 造 か に 減少 し て いる 。 こ と れ ら の 吾 導 
と 思わ れる 。 

核 や それ らし き 部 分 は 認め られ な い 。 、 ザ 染色 標本 
視野 に お ける 生鮮 標本 で は 何等 を の 痕跡 を も 認め る と と 

Stobb & Rind に ょ れ ば 位相 差 視野 で は 不明 瞳 な が ら 
核 を 認め る と 記載 され て いる 。 但し 氏 等 の 記載 で て は その 
位置 を 指摘 し て いな い 。 又 所 抱 の 附図 写真 に も 核 を 思わ 
stds し な い 。 著者 の 観察 で は , 輪状 体 で は 
その 輪状 虫 体 の 一 部 は , 時 に は その 存在 さえ 認識 レ 
対 的 と その 対向 側 は 太く 幅広 
く 明 る く て いる 。 こ と の 明 は 一 見 この 部 に 核 の 存 
在 を 示す が 如く 思わ れる が , ギ ム ザ 染色 標本 と 比較 対照 
すれ ば , 核 内 部 の 構成 の 一 部 と 思わ れる 染色 質 の 存在 は 
輪状 虫 体 の 細部 に あり , 広 部 は 青 灰 色 の 原形 質 部 で あ 

. 従 つて 位相 差 視 野 に お いて の み 輪 状 虫 体 の 広 部 に 述 
a いる と 推 断 す る に は 少な か ら ざ る 困難 を 感 ず 
る 。 双 アメ ー バ 型 で は 多く は 虫 体内 部 の 一 側 に 偏 し て 和 題 
料 を 含有 し , その 対向 側 に は 征 粒 が な く て , し か も 明る 
く 絢 いて いる 部 分 が ある 。 と の 部 は 愉 も 核 の 存在 を 示す 
が 如く 思わ れる が , 確実 に 核 と 間違い な いと 推 断 すべ き 
何等 の 根拠 を 持つ こと が 出来 な い 。 

し ば し ば 一 赤血球 の 中 に 虫 体 が 2~ 8 個 の 各 独 立 し た 
円 形 な いし 形 の 光 し て 見 えた り , 或 は 不 整 形 
の 体 の 中 に , 愉 中 空 を 思わ せる 円 形 の 光 が あぁ あつ 
て ,。 その 中 に 矯 粒 ある 如く 見 える こと が ある が , これ は 
虫 体 が 立体 的 に 厚 味 を 有する か , 或 は 虫 体 が 立体 的 に 屈 
曲 し て , 深度 の 浅い 位相 差 レ ンズ で は その 全体 に ピン ト 

を 合せ る と こと が 出来 ず に 出来 た 光学 的 断面 で ある と 考え 
られ る 。 

し か レー 赤血球 内 に 原虫 が 2 個 以 上 重複 寄生 を な すこ 
と も 稀 で な く , この 時 は 貝 体 の 運動 , 変形 を 待つ か , 或 
は 顕微 鏡 の ピン ト を 種々 に 変化 せ も しめて, 各 分 離し た 貝 
体内 に 確か に 連絡 の な いと と を 確 め て 定め る (附図 CT 
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15~17 : 附図 28,29. 附図 22,28 参 照 )。 

幼 若 な 輪状 体 は 他 の 型 の 原虫 より も 貝 体 は や ゝ 較 く 認 
め ら れる 。 貝 体内 に は 逢 粒 は 全然 認め らち られ な く , 赤血球 
の 一 部 に 定着 し た ま > 前 記 の 振動 様 の 微動 を な す 。 同 有 
運動 は 認め らち られ な い 。 染色 標本 で 見 られ る 形 そ の ま ゝ に 
見 られ , その 状態 倫 も 水平 氏 が その 著書 に お いて 形容 せ 
る 如く , ドー ナツ 型 の 如き 観 を 星 す る 。 成 長 す る に 従っ 
て , 原形 質 の 幅 は 増大 し , 体 部 の 明度 も 増加 し , 且 体 内 
に 微細 座 様 の 頼 粒 が 活 決 な 分 子 運 動 を な す の が 見 られ 
る ド う に な る 。 

ょ く 成 長 し た 輪状 体 に お いて は 輪状 の 原形 質 部 の 幅広 
く 。 明度 は 殆 ん ど ア メー バ 型 と 比 し て 変ら な い 。 原形 質 
部 中 に は , 微細 な と 混 て 粗大 な が 出現 し て , 
や が て は 全部 が 粗大 な 頓 粒 に と 占め られ る よう に な る 。 但 
し 題 粒 の 数 は アメ ー バ 型 に と 比 し な お 著しく 少数 で ある 。 
普通 栄養 空 と 称 さ れ て いる 中空 部 と に は の 存在 を 見 
な い 。 

輪状 体 は 赤血球 の 一 側 に 偏 し て 存在 し , 多く は 赤血球 
の 辺 縁 部 に 接近 する 側 に お いて 細 狭 と な る が ,。 一 部 反対 
に 細 狭 部 を 赤血球 の 中 心 部 と 向け て いる も の を も 少な か ら 
ず 見 られ る 。 

し か し 染色 標本 で 見 られ る 染色 質 は 恐らく と の 細 狭 部 
に 存在 する と 思わ れる が , 位相 差 視 野 で は 染色 標本 で 見 
られ る 染色 質 。 な いし は 核 に 該当 する と 思わ れる 部 分 は 
見 出さ れ な い 。 

叉 栄養 空 胞 を な し て いる 輪状 体 の 中 央 空 部 の 明度 は 赤 
血球 の 他 部 と は 大 き な 差 異 は 認め られ な い ( 附 図 [IT]10 
~12 参 照 )。 

アメ ー バ 型 程 に 発育 を と げた 原虫 で は 毎 常 その 体内 に 
1~2~3 個所 に 限局 し て が 運動 する 。 粒 は アメ 
ー バ 型 の よく 発達 せる 虫 体 の 辺 緑 部 に 限ら れ て 存在 し , 
時 に は か な り 広 範囲 と 下る こと も ある が , 大 体 に お いて 
その 存在 個所 は ほ く ゞ く 限 局 さ れ て いて , 貝 体 の 中 央 部 に 箱 
粒 の 見 られ る と と ge た と え 一 原虫 体内 に 2 個所 以 

に 頓 粒 群 が 存在 し て も , 各 和 群 相 互 の 間 で 和 頼 粒 が 流動 し 
た り 混 合 し た りす る 現象 は 見 られ な い 。 ア メー バ 型 の 虫 
体 は 頼 粒 の 存在 し な い 一 側 , 又は 体 部 の 中 央 部 に 近い 部 


分 に お いて , 他 部 に 比 し 著しく 明る い 部 分 の 存在 する の 
を 認め る 。 恐らく 核 な いし 染色 質 の 存在 する 場所 で あろ 
うと 思わ れる が , 周囲 と の 移行 が 潤 進 的 で 判然 た る 境界 


な く , 明らか に それ と 断定 する こと は 出来 な い 。 従 つて 
染色 標本 で は 原形 質 中 和 題 粒 の 存在 し て いる の と は ほ く 反 
対 倒 の 方 に 染色 質 が 見 られ る が , 位相 工 視 野 下 で は 該 部 
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に 該当 する 場所 に は それ らし レ しき, 或 は > 部 と 思わ れる 部 
を 判然 と 指摘 する とこ ぅ は 染色 標本 
ts る が , 位相 差 視 野 下 の 生 鮮 標本 で は 見 
れ な い (附図 14~17 参 照 )。 

アメ も 記 振動 様 微動 を 虫 体 の 辺 緑 各 部 に 
て 認め る こと が 出来 る 。 但 し 前 述 通 り の 有 
と わ 考 えら れ な い 。 マ ラリ ヤヤ 原虫 の アメ ー バ 様 同 有 運 動 
は 古来 記 載 され て 来 た が , 著者 の 観察 さる 運動 は 叩か 今 
まで 述べ ら 4 [て 米 た この と 趣 を 異 と する よう に 思わ れる 。 
アァ メー バ 型 原虫 は 不 規則 な か な うり 長 い 間 お いて 
激しい 一 の 運動 そ す る 。 か く て 貝 体 の 
部 は いき な り 突 出し , 或 は 阪 縮 す る 。 突出 或 は 収縮 し て 
形 を 変え eg 或 は その ま ゝ の 形 を つ ゞ くけ, 或 は 徐 
ER 収縮 , 若しくは 伸 出 し て , も と の 形 に 復元 
的 的 運動 の に お いて , いわ 
な ア 7 な す の で ある (附図 


本 ご は 輪状 体 アメ ー バ 型 と 上 成長 する に 従っ 
体 の する の 色調 も 強く な り , 数 も 多く 大 き 
さぁ 増し て いる 。 従 つて 毎 常 アメ ー パ 型 を 輸 状 体 よ り る ふる 
玉 長 の 進ん だ も の と し て 考え られ 得る が , 位相 差 視野 下 
の 生 鯉 標 本 で は 必ず し も そう で は な い 。 し ば し ば 短 粒 の 
な い , 或 は あつ て te 上 時 な いよ うな 微細 な も の し か 
体内 に 認め られ な い に も 拘ら ちず 体 は 既に アメーバ 状 
反し , 木 だ 輪状 を し て いる に ちず, 体内 に か な うり 
り 大 き な が 活 な 分 子 運動 を し て い 
る の が 見 られ る と こと が ある 。 こ と これ は 原虫 が 未だ 輪状 体 を 
示す 程 成長 し な く て も 輪状 体 を 呈す る 前 に 一 時 期 ア メー 
バ 型 を 呈し 固有 運動 を 示す 時 期 が ある も の と 思わ れる 
原虫 成長 を 判断 する の 一 つ に 
と は 著者 も 考え る と と ろ で ある が , 生鮮 標本 で アメ ー バ 

型 を 毎 常 輪状 体 よ り も 成長 し た も の と し て 取扱 うこ と は 
必ず し る も 常に 受 当 で ある と 考え る と と は 出来 な いも 

思わ れる (附図 【T〕 12, 13 参照) 。 

位相 分 体 を 識別 する こと は 困難 で ある 。 ギ 
スム ザ 標 本 ご は 美 嘱 と 染め 出さ れる 染色 質 を 第 一 の 識別 点 
と し て 分 裂 体 を 識別 する の で ある が , 位相 差 視 野 で は 流 
色 質 に 該当 すべ き 部 が 見 られ な い 為 , 他 型 の も の と の は 


つき り し た 点 な く に 原虫 の 大 き さ 運動 性 


と し て , 鑑別 を 原虫 の 血液 中 え の 出 現 
を 調べ , その 時 間 的 関係 に 基 い て 採血 する 等 , 百 方 手 を 
を ね た けれ ども , 同時 作成 せる ギ 


ム ザ 染色 標本 で は 容易 分裂 体 を 検出 し 得 た の に も 拘ら 
位相 ご は 遂に 明確 に これ と 了 断定 し 得る 客観 的 
条件 を 具備 せる も の を 検出 し 得 な か っ つた 。 陰 一 言 出来 ろ 

と は ,。 ギ ム ザ 標本 で は 分 列 体 は , dre: 
で て では, 多く の 場合 色素 畑 粒 は 一 個所 に 集合 し , その 周 
美 質 を 有 な る Merozoites が 菊花 状 な いし 
茶 実 状 に 配列 され て 見 える が , 位相 工 視 野 で は , これ に 
匹敵 する よう な 集合 を で の 中 見 
様 な もの を , 少な く と を る 著 者 の 観察 せる 条件 下 で は 見 出 
な か つた と と ぞ ある 。 

分 に 比 す れ ば , 生 母体 の 判定 は 割合 に 容 
位相 視 野 ご は 生 母 体 は 円 形 は や ゃ ゝ 
え , 赤血球 と か や ゝ 小 で ある 。 粒 は 活 な 
子 運 動 を 営ん ぐい る が 雌雄 共に 余り 密 で は な い 。 多 く の 
場合 。 赤血球 を ほ さ 一 様 に 充 す 。 貝 体 の か な り 大 
面 積 を 占め で 割合 に 明る く , 粒 の な い 部 分 認め 
る 。 こ れ を 標本 と 対 較 す る この 
部 が 染色 質 な いし 核 の 存在 個所 で ある と 推定 され る 。 こ 
の 部 の 大 き な ぁ の は 体 部 の 箱 粒 に 粗大 な も の が i 4 
に の 分 布 も で , 雄性 生 克 と 小さ 
な も の は 条 粒 粗大 ご 割合 に 密 に 分 布 し , 雌性 生 硫 母 床 と 
才 え られ る 。 雄 性 生 殆 母体 で は 虫 体 部 に ほ ゞ 平均 し て 分 
布 し て いる 舌 粒 の 外 に 核 の 存在 個所 と 思わ れる 大 き な 類 
円 形 の 明 部 の 近傍 に 特に 小さ な 円 形 に 限局 し て , 密 に 環 
粒 が 分 子 運動 を 営み っ > ゝ 集合 し es と れ が 如何 な る 
意義 を 有する か は 不明 で ある が , 雌性 生殖 母体 で は 見 ら 
れ な か つた CH [TJ 18~21 人 参照 )。 

生 克 母体 の みみ におい て 核 の 所 在 と 思わ れる 明 部 を 認め 
る こと が 出来 , 叉 この 部 に は 血 粒 が 存在 し な い の で ある 
が , この 明 部 ぁ 強く 光 を 折 する 光 と いう で な 
上 メー バ 型 の の 存在 し な い 体 部 比 し 
明る いと いう 程度 で あり , の 区 し し 
- 区 別 出来 な い の は 如何 に も た 
で ある 。 

生 殆 母体 は 輪状 体 と 同様 周 有 運動 を 有 し レ し ない 。 又 体 部 
の 振動 様 懲 動 ぁ 極め の めく か すか で ある 。 

以上 の 如く 位相 工 視 野生 鮮 標本 に お いて 見 られ た 原虫 
に つい て は 染色 質 * Roa 明らか に する と と は 出来 
な か つた けれ ども ぁ も , 生き た 原虫 の 運動 状態 や 題 粒 の 状態 
に っ き 興味 の 見 を 得る こと が 出来 た 。 以 上 の 
所 見 は 全部 室温 の で ある 。 (本 
微 鏡 装 置 に は 熱 遮 断 装 置 を 施さ な か つた の で 双 明 光源 に 
よる 標本 上 の 温 属 OE て いな い 。 


rs 
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従 つ て 厳密 な 意味 で は 室温 と は いえ な いけ れ ど も , その 
影響 は 小さ な も の と 考え て と これ を 無視 し た 。 叉 観察 時 の 


室温 は は この 外 に も 


恒温 装置 を 施 上 の 温度 を 88C に 一 定 し た 場 


合 に つ し とる 観察 し て い る が , この 場合 に お け る 原虫 の 
状態 も 又 上 記 と et か つた こと と を 人 附 言 し た い 。 
原虫 の 寄生 部 位 いて は まだ 十分 に され 
た 所 まで 探究 され て いな いよ う で ある 。 著者 も 叉 この 点 
に 十 し て 観察 し た が 十分 な 結論 を 得る と こと ころ まで 


こ に いない 。 血液 生鮮 標本 を 観察 し iis 
つて 時 ズ 縦 断面 を 見 せる も の ゝ ある と と 
時 縦断 面 を も と の 位 


に \ は 
血球 2 に 
や が 転 し て 


置 に 戻る こと の ある と こと - と は 生 人 も ば し ば 経験 する と こ 
ろ で あこ と こと この 時 た 原虫 の 寄生 : し - し た を あの が 


hia 見 せ た 赤 血球 中 に 原虫 を 見 る こと が し ば し ば * 
に よっ つて も まで 原虫 の 寄生 部 位 を 知る 
と が 出来 る の で ある が , 出現 頻度 が 低く , 令 観 侍 せ る 数 
も 少 い の で 確定 的 な 判断 を 下す こと が 出来 な い 。 叉 大 
部 分 が 最も 出現 率 の 高い アメ ー バ 型 に 見 られ , 輪状 体 そ 
の 他 の 型 の も の に つい て は 見 る こと が 出来 な か つた の で 
原虫 全般 に つい て る ゃ 何 か の 結論 を 下す と と は 許さ れ な 
い 。 し か し 少な く と も アメ ー バ 型 に つい て いう な ら , 
毎 常 赤血球 の 中 に お いて の み 見 らち られ, 赤血球 表面 上 た に 原 
貝 の 全部 或 は 一 部 を 見 る こと は 出来 な か つた 。 従 つて ア 
メー バ nt 赤血球 の 内 部 に 侵入 寄生 し て 
いる も の と 推 断 し て よい も sgt ite 

の >。 が この 観察 結果 は の 観 


と 推論 の 基礎 と な る も SS ぁ る の で 要点 を 次 に 要約 し 


1. 原虫 の 中 輪状 体 , アメ ー バ 型 , a 血球 の 
噌 影 の 中 に 明る い 光 交 部 と し て 検出 3 と が 出来 た 
が , 著者 の 勢力 に も 拘ら ず 分 列 体 を 確認 する と と が 出来 
つっ つた 

に 分 子 運 動 を な し , 
に 和 群集 し , 中 央 部 に は 見 られ な し 
粒 は 見 られ な い 。 輪状 体 で る 舌 粒 を 有 す 


十分 に 発育 すれ ば , 体内 に は 色素 頼 粒 が 活 
粒 の 分 布 は 原虫 体 の 周辺 近く 

る も の 稀 で な 


く 。 こ と この も の は 頼 粒 の な いも の より 成長 の 進ん だ も の と 
わ 


アメ ー バ 型 で は 粒 の 群 が つ の 
な し 8 和 見 られ 2 ら で カ が , 各 
た り の 交換 を 見 る こと は な 


で な く 。 
群 の 間 で ey 
い 。 
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4. 輪状 体 は 普通 固有 運動 は 見 られ な い 。 但し きだ 輸 
状 を さ な い ぁ の は 一 時 期 偽 足 を 有 レ て アメ 
ー バ 型 を る も の が ある と 思わ れ , この も の は ょ 

< せる アメ ー バ 型 と 同性 質 の アメ ー ペ バ 状 運動 を な す 。 
く せ る 輪状 体 で アメ 移行 し レ し つ > あ る も 

交 偽 足 を 出し 固有 運動 が 認め られ る 

5。 アメ な ア メー 運動 と , 間 
性 の 急激 な 一 疹 動 の 運動 と が 混在 する 。 

6. な いし 

と れ と 思わ れる 構造 は 生殖 母体 に 至 つ て は じ め て うか が が 
われ る 。 但し 明 豚 で な く , 僅か に 推 断 さ れる 程度 で ぁ 


並 ) 質 細 片 の 浮 砂 液 及 び 
に と よる 観察 

閉 者 は 先 に Macacus cyclopis に 寄生 せる P tnut を 
その 血 に お いて 位相 鏡 に よっ つて その 生 
を 観察 し た が , ま a 人 分裂 体 の 様態 を Ne ら か に する を る 
と が bona っ た の で , 実験 猿 に 開腹 術 を 行い , その 肝 
を し て その 実質 を 前 実験 に 用 いた に 懸 濁 
し め , 射 針 に よ つ て 深く , 流出 する 血液 

を 同じ く 笑 釈 液 中 に 稀釈 し て 無 染色 生鮮 標本 を 作成 し と 
燥 せる ギ ム 。 より 作 
に お いて る, 標本 中 に 多数 の ャ マラ リヤ 色 素 を 信 食 せる 大 
る こと と は 勿論 の と 
も の で も , 
リヤ 色 素 塊 を 認め 得 て か く て 得 た 材料 に つい て は , 十分 
tor tect 【 義 を 持た すこ とこ と が 出来 る も の と 
信ずる (附図 参照 )。 

を ぁ の と 何等 異な る こと な く , ギ ム ザ 染色 標本 で は , 輪状 
アァ メ ー バ 型 , 分 体 , 生 母 体 等 を 認め 得 た に 拘ら 

, 生鮮 無 染 色 標 本 で は , 輪状 体 』 ア メー バ 型 , 生 克 母 

を 認め 得 た の み で , 又 そ の 状態 も 未 本 流血 中 の も の と 
何 つこ と と な く , 人 体 は つい に 依然 と し て 検 
出す る こと が 出来 な か つた 。 

IV) 出 猿 の 末 流血 中 と お ける 原虫 の 観察 

有 を 別 出さ れ た 実験 の 末 血液 中 で は 急速 に 原 
es 遂に 赤血球 1000 個 中 に 450 個 前 後 の 原 虫 を 
数 える に 至 つ た の で こと これ を 耳 某 より 採血 , 前 実験 と 同様 


様 


昭和 34 年 10 月 (1659)】 


第 4 表 分 裂 体 出現 率 比 較 表 


時 回 ギ ム ず 位相 


第 1 5.2% 4.9% 11.3% 10.7% 
oz 


2 7.8% 7.7% 13.4% 12.7% 
第 
= 4 3.1% 2.6% 8.3% 7.4% 
日 
4.3% 3.1% 9.5% 8.3% 


の 法 に ょ つて , 位相 下 に 標 
は 有 を 出 る より 得 た も の と , 輪状 体 ア 
メー 型 生 克 体 等 何等 な い が こ * に 上 記 
の 何れ の 型 に も 属さ ず し か も 明らか に 原虫 と 思わ れる 暴 
様 た 原虫 体 が 多数 認め られ た 。 原虫 を その 成育 状態 か ら 
従来 の 如く 輪状 体 。 ア メー バ 型 , 分 , 及び 生 
に 分 類する な ら ば , この も の は 今 まで 観察 され た 輪状 
体 , アメ ー バ 型 , 生殖 母体 の 何れ に も 属す る 様 な 特徴 を 
を な えて いな い の で 結局 今 ま で 識別 する こと の 出来 な か 
+ る も の と 考え ざる を 得 な い 。 試 み に 原 
100 個 に 対す る この も の 出現 を 出 猿 と 普通 
の 両者 に つき 採血 計算 し , これ と 成 
本 の 分 体 の 出現 を 数 回 比較 に 毎 常 よく 
する の を 認め た (第 4 表 ) 。 

こ ゝ で この も の を 分 列 体 と 断定 し ,。 少し くそ の 様相 を 

この ぁ の は 静止 し て 周 有 運動 を 示さ な い 。 

人 金 た 円 形 を な す も の ぁ も 可 成 認め られ る が 多く は 一 部 

に を 有する 不 完全 形 を 星 し (附図 46, 47 
参照 )。 時 に 弦 が 外出 に すこ し 張り 出し た 半月 形 を 星 す 
る ゃ の ゃ 少 か らち ず 見 られ る (附図 【V〕 48)。 完全 円 形 を 
な し た ゃ の は その 外側 に 一 部 , 不 完全 円 形 の も の は その 
に 半月 形 せる も の は その 部 に 赤 の 

と 思わ れる も の を 認め る 。 円 形 及 び 不 完 金 円 形 を な 
せる も の は その 中 央 部 に , 又 半 月 形 を な せる も の は 赤 血 
< と の 境界 中 央 部 に 明る く 光 線 を 必 する 
部 分 が ある が , 周囲 の 部 と の 境界 は 十分 に 明 須 で は な 
は , 不 規 則 な 形状 の マラ リヤ 色素 が 極 


て 明確 な 境界 線 に 吊 さ れ て 散布 し , 大 き さ は まち まち 
"ある が , 一 体 に 今 まで 観察 し て 来 た 他 型 の 原虫 に 比 レ 
極め て 大 きい も の が 混在 し て いる 。 形 の 大 き な も の は 主 
体 の 最 及び 中 央 と の 境界 近く 散在 し その 
半 に 割合 と 小さ な も の が 不 規 則 に 散在 す る 。 時 に この 両 
者 の 区 別 が 判然 と し て 知る 二 重 の 同心 円 を 見 る よう な 様 
を な し た も の が ある 。 こ れ ら の 色素 塊 は 今 ま で 観察 し 
て 来 た 型 の も の に 比 し 形 の 著しく 大 きい の が 混在 する 
が , 数 は 少 い 。 人 分子 運 動 は 不 活 浴 で 時 に は 全く 静止 し て 
運動 を 示さ な い 粒 を き 有 す る 体 を 見 る こと は 
め て し ば し ば で ある (附図 【VJ 46~50 参 照 )2。 但し 中 
に 大 き さ ア メー バ 型 な いし 成長 
る 輪状 体 の も の と ら な い 粒 と し て 活 に 分 

OR も の も 認め られ る (附図 【V』 46 
条 ,50 参照 )。 こ れ は 恐らく 全部 の 原虫 が 明 部 に 分 子 運動 
を なす る の で ある が , 明 部 と に お ける 属 せ 
る 光 絢 に 妨げ られ て , 時 に 見 えな く な る の で あろ うと 想 
像 され る (附図 【V]1 49 う 。 この 明 部 に 時 に 明確 な 境界 
を 有 し 著しく 光 和 交 す る か 時 に は 反対 に 暗黒 を 星 す る 色素 
塊 の 集積 し て いる の を 見 る こと が ある 。 こ れ は 恐 と 
中 で は 最も 成 る 分 列 体 で あぁ あろ うと 思わ れ 
る (附図 【V〕 51, 58 参 照 ) 。 

以 to 幌 野 に お ける 分 裂 体 の 様態 で ある が , こ 
こ - に 注意 すべ きこ と は 原虫 体 の 分 裂 が そ eh 
見 られ な いこ bs ギ ム ザ 染色 標本 で は 美麗 な 紅 紫 
出 され る 染色 質 が 分 し て 菊花 状 な いし 
排列 も し て いる 

+ る の で ある が , 以上 の 位相 差 視 野 下 の 観察 に 基 - 
ら ば ぱ ば , 原形 質 部 の 分 烈 は 認め られ な い の で ある か ら , 科 
色 標 本 に お ける 印象 を も つて , 原虫 の 分 裂 は 行わ れ て い 
る と 考え る の は 早計 の よう で ある 。 元 来 位相 差 視 野 下 に 
お いて は 原虫 の な いし こ 該 当 す る 部 を 識別 す 
る こと が 出来 な い の で ある か ら 分 列 体 に お いて も その 述 
部 な いし 染色 質 部 を te の は 当然 で を 
う 。 従 つて 位相 工 視 野 下 に ある 所 見 を 以 っ て 核分裂 や 縮 
色 質 分 烈 の 存否 を 給 了 ずる こと と は 当 を 得 た も の で な いと 考 
える の で ある が 少く と も 原形 質 部 の 分 裂 は 行わ れ て いな 
いと 言え る と 思う 。 又 核 部 の 分 裂 に つい て も 染色 標 

っ と の 考え に 対し て は 優 疑 的 な 態度 を 取ら ざる を 得 な 
い 。 何と な れ ば 行わ れ て いた ない 原形 す 
る な ら ば , 染色 質 が 核 の 構成 要素 の 一 で ある ろ と し て も , 
その 人 せ る 状 は を 意味 する も の で な さく, 
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i 示し た も の と 考え る 方 が より 
と 考え らち られ る か ら 

然 ら ば , 以前 の 実験 観察 に お いて 何故 に この よう な 原 
虫 体 を 見 な か つた の で あろ うか ,。 今 に し て 思え ば , こと の 
よう な 原虫 体 を 見 な か つた の で な い の で ある 。 そ の 固有 
運動 を 有 さ な い 体 と , 分 列 な 
部 に まれ た 運動 が 微 か 又は 欠如 し て いた 
が 為 に , 又 出 現 せ る 数 が 少 か っ つた の で ti 
い , 恐らく は 観察 中 に 死 江 せ る 原虫 体 で あろ うと 考え で 
看過 し て いた こと と を 人 附 言 し た い 。 


総括 
者 は Plasmodium inui Macacus cyclopis に 
種 し て , その 末 血液 中 に , 次 に を し て す 
る 血液 中 に , を し て 実質 中 に 
出 末 流血 中 に , 原虫 を 求め て これ を 位相 
微 鏡 下 に 捉え ギ ム ザ 染色 比較 対 な が ら , こ 
な し た 。 位相 下 に 見 ら 
る 原虫 は 特異 な 運動 を な し 貝 体 内 に 活 浴 な 分 子 運 動 を 
ated 見 る の が 普通 で ある が , 輪状 体 の 知 有 運動 は 
で な く 母体 及び 分 体 に は 有 運動 は 認め ら 
れ な い 。 人 分裂 体 の 和 頼 粒 は 著しく 大 き な も の を る も 含み 分 子 
運動 は 極め て 不 活 浴 又は 見 られ 
に 人 至 つ て や ゝ それ と 思わ れる 部 分 を よう や くに し て 認め 
られ る 程度 に 見 られ , 普通 は その 存在 を が 
の 痕跡 を さえ 見 る こと が 出来 な い 。 rob は 分 
裂 せ る 核 の 存在 を 見 る こと は 出来 な い が , 原形 質 部 に お 
いて も 人 分裂 せる 状態 を 見 る こと は 出来 ず traiye vas 
液 中 に お いて は 原虫 の 分 列 , 細 球 え の 寄生 等 の 現象 は 
行わ れん な いも の と 思わ れ , 原虫 の 分 裂 , 並 に 新 血 球 へ の 
侵 衣 は 一 観 宗 例 数 が 少 い 為 断 定 的 な 判断 を 避け る が 恐 ら 
く 有 臓 を も 含め 一 少く と も 末 醒 血液 以外 の ある 特定 の 場 
所 に いい て 行わ れる も の と 考え られ る 。 
と の 観察 結 tai まで の Schizogony に 関す る 古典 | 的 
な 記載 に 一 部 反する も の で , 近年 マラ リヤ 原虫 の 生活 
史 の 研究 は 殆 ん ど 赤 型 の 研究 に 注意 が 払わ れ , 赤 外 型 
を 除外 し た 従来 の Schizogony の 記載 に 対し て は 完全 な 
も の と 考え られ て いた が , 赤 内 型 の 生活 史 の 記載 に 対し 
て も 何等 か の 改変 な いし は 追加 の 必要 ある も の と 信 ず 
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考 

マラ リヤ マヤ 原虫 は 周知 の 如く , 1880 年 フラ ンス の 軍医 
Alphonse Laveran (に よ つ て マラ リヤ マ 熱 の 病原 原虫 と し 
て 発見 され て 以来 , その 生活 史 の 研究 は 殆 ん ど 完 壁 に 達 
し て いた 。 併 し 原虫 が 人 体内 に 侵入 せる 後 の 発育 た 関し 
て は , マラ リヤ の 特効薬 で ある キ ニ =ー ネ が マラ リヤ の 此 
案 を 予防 し 得 な いこ と や ゃ , マラ リヤ の 長期 潜伏 及び 再発 

iis ど に つい て 明快 な 説明 が 得 ら れ な か つた こと と な 

"が つい に 従来 の Schaudin 以来 の 説 を 一 部 否定 レ 
マラ リヤ イヤ 原虫 に は 赤血球 侵入 以前 に 一 定 の 特異 な 発育 変 

め る と の 赤 外 型 の 学説 を 用 脱 し て , 
に 近年 マラ 学 に する 知見 は 期 的 な 進 を と げ る 
に 至 つ た 。 例 えば ビ ャ ラリ イヤ 原虫 に お どけ る 代謝 の 研究 は 最 
初 Christophers Fulton (1988) に より 赤血球 より 遊 
離し た 下 knowlesi に つい て 行わ れ , Coggeshall(1941) 
は 類 の knowlesi, inut K P, cynomolgi, 
鳥類 の P cathemerium P, lophurae の 酸素 
取 に つい て 研究 し て お り , Velick (1942), Weudel 
(1934), Moulder & Evans (1946), Morrison & Jeskey 
(1947) も マラ リヤ 原 虫 の 蛋白 合成 に つい て 述べ , Speck, 
Moulder & Evans (1948) は P. gallinaceum を 用 い , 
Bovarnick, Lindsay & Hellerman (1946) は P, lophu- 
rae い 原 虫 の 関 する 解 cycle 及び 酸化 系 を 測定 
し , Cyanide, Atabrine 父 は quinine は 本 呼吸 を 阻止 す 
る と 共に ブ ド の 附 用 を する と 云う 。 そ の 
Geiman ら (1948) は 宿主 赤血球 内 に お ける P know- 
lesi の 94 時間 の 生活 史 に お ける 発育 増 入 に 必要 な 代謝 反 
応 を 模式 化し て お むり, Mekee & Geiman (1948) は P 
knowlesi vwo (に vitro の 増 Methionine 
の 必要 性 を 強調 し こい る 。 

次 に マラ リア 原虫 の 赤血球 外 培 栗 に つい て は , Bess 
& Gohns (1912) は vvasx, P, falciparum Chr- 
stophers & Fulton (1939), Geimum ら (1946, 1948) 
は knowlesi Trager (19483) は P, lophurae を そ 
れ ぞ れ 培 養 し えた と こと を 述べ , 最近 Jacobsen (1951) は 
P, knowlesi の in vitro の 培養 を 試 無 性 生 克 
(Asexual cycle) 上 物理 化学 的 要求 性 と 代謝 の 関係 を 図 
式 化 し , Geimam (1951) は PP knowlesi, P, cynsmo: 
及び vivax の gn vitro の 培養 , な か ん ずく 単純 
培地 に 肝臓 エキ ス 。 ア 
し た 完全 合成 培地 に つい て 報告 し て いる 。 今後 この 種 の 
研究 が マラ リヤ 学 特に 抗 マ ラリ ast 
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も た ら す も の と 思わ れる 。 

叉 英国 軍医 S. P. James (19831) は 数 年 に 豆 り 多数 の 
麻 患者 に 試み られ た マラ リヤ 感染 の 経過 を 各種 の 観 
点 か ら 検 討 し て , 過去 に お ける Schaudin の 考 か ら は 実 
験 臨床 に お ける 種々 な 現象 を 説明 する こと が 出来 ず , 
Sporzoites は 直接 赤血球 を 侵さ ず に , 結合 組織 綱 
皮 細 胞 の 中 に 洪 か も の で あろ うと 提 涼 し , と の 考え は 
Raffaele が 1934 年 か ら 1936 年 に 豆 つて , カナ リヤ の Pla- 
smodium elongatum の 発育 を 半 明 せる 中 に 網状 内 皮 細 
胞 の 中 に 大 形 の 無色 素性 の Schizonts が 存在 する こと を 
指摘 する こと に よ つ て 大 な る 支持 を 得 た の で ある 。 和 続い 
て 1937 年 James は Tates と 共に Plasmodium galli- 
naceum に こよ ょ つて 鳥類 の 脳 毛細 管 の 網状 内 皮 細 胞 に 前 赤 
血球 期 (Pre-erythrocytic stage) の Schizogony の 存 す 
る こと を 記述 し , “Exoerythrocytic Form” な る 名 称 を 
提唱 する に 至 つ て , 本 問題 は 其 界 の 注目 を 浴び , つい に 
ほほ 閲 明 さ れる に 至 つ た 。1944 年 に 発表 され た Huff & 
Coulston の Plasmodium gallinaceum の 研究 は 大 き な 
規 な 条件 を 保持 し 且つ 詳細 を 極め , Sporozoites 
が 幼 唱 の 体内 に 侵入 し て か ら 後 の 発育 の 経過 を 逐一 追及 
し た で ある 。 等 に よれ ば 皮下 に され た 
Sporozoites は Lymphoid-macrophage system の 細胞 に 
摂取 され て 次 第 に 発育 し , 氏 等 の いう Cryptozoic gen- 
eration を 営 。 OR よ つ て 生ずる Merozoite 即 
ち Cryptozoic merozoite は その 附近 に ある Lymphoid- 
macrophage system の 細胞 又は 他 の 臓器 に 移動 し て 内 皮 
細胞 祥 は 大 喰 細胞 に 侵入 する 。 こ と これ を 氏 等 は Metacry- 
ptozoic generation と 称し て いる 。 即ち sporozoite が 赤 
血球 感染 を 起す まで に は 二 世 代 を 要 し それ ら の 一 世代 に 
要する 時 間 は 赤血球 内 発育 と 等 し く 概 ね 36 時 間 を 要する 
こと が 推定 され て いる oe その後 Cryptozoic merozoite は 
Metacryptozoite と し て Metacryptozoic schizogony を 継 
gphestsens ら ず 赤血球 内 に も 侵入 する も の と 考 えら 

, 叉 赤血球 起源 の pn も , 内 皮 細 胞 に 寄生 する 
と と が 明らか に され た 。 こ と の ds 
関す る 研究 は 進展 し て その 知見 は 大 い に 具 備 す る に 至 
た の で ある 。 

し か し 猿 類 及び 人 類 の マラ リヤ 原虫 に つい て は , 実験 
動物 が 入手 し に くい の と Anopheles の 育成 が 容易 で 
な い 為 ,。 や ゝ も すれ ば 遅れ が ち で あつ た が , 1948 年 に 至 

, Shartt, Garnham & Malamos は Plasmodium 
cynomolgt を 用 いて , 初め て 結論 的 な 結果 が 得 ら れる に 
到 つ た 。 氏 等 は Plasmodium cynomolgi の Sporozoite 


769 


は 到 に よ ょ つて 猿 の 体内 に 注入 し た 後 は , 肝 実 質 の 実質 細 
胞 の 中 に 赤 外 型 と し て 大 型 無 染色 素性 の Schiozonts の 
存在 を 見 , それ 以外 の 諸 臓 器 に は これ を 見 な か つた と 主 
張 し , 叉 biopsy に よ つ て 赤 外 型 の 発育 の 過程 を 詳細 に 
観察 し た 。 と の 実験 は その 後 , Hawking に よ ょ つて 確認 
され , Shortt 及び Garnham 並び こそ の 協同 研究 者 達 は 
と の 結論 を 人 類 マ ラリ ヤ に まで 延 長 し , Plasmodium 
vwax を 用 いて の 実験 で は , biopsy に よっ つて 得 ち れ た 計 
細胞 の 実質 細胞 の 中 に Plasmodsum viwvax の 前 赤血球 期 
(Pre-erythrocytic stage) の Schizonts の 存在 する の を 証 
明 し , 且 そ の 発育 過程 を 明らか に し た 。 その 後 Plas- 
modium cynomolgi と Plasmodium viwvax の 前 赤血球 
Schizonts の 記述 が Shortt 及び Garnham に よ つ て 述べ 
られ , 如 上 の 結果 が 更に 確認 され る に 至 つ た 。 彼 ら は こと 
れ を 又 組 織 期 で Tissue stage) と 呼ん で いる 。 

1951 年 に 至 つ て Plasmodium falcibarum の 前 赤血球 
期 の 発育 過程 が Shortt 及び その 協同 研究 者 達 に よ ょ つて 
記載 され , Plasmodium falciparum に お いて る も る 肝 実 質 
細胞 に その 前 赤血球 期 Schizonts の 存在 を 認め , 且 そ の 

こと 反し 横川 氏 等 は 1942 年 自然 感染 の Macacus 

atin に 検出 され た 選 taiwanese Yokogawa に つき 
探索 せる 所 和 被 検 猿 の 脳 の 毛細 管内 皮 細 胞 に 無色 素性 の 
Schizont 及び , の 疹 標 本 お いて 毛細管 に 赤 
型 の 血球 か ら 遊 離し た も の と 殆 ん ど 選 ぶ と こと ころ の な い 人 入 
育 各 期 の Schizont を 証明 し , 原虫 の 赤 外 型 発育 は 細 綱 
系 の 細胞 双 は 血管 内 皮 細 胞 に お いて 行わ れ , 赤 外 型 
Schizont に は 有色 素性 及び 無色 素性 の 二 型 ある こと を 指 
摘 し , 前 者 は Sporozoit 又は Merozoite か ら 由 来 す る も 
の で あり , 後者 は 赤 内 型 の アメ ー パ バ 型 又は 分 裂 体 に 由来 
する も の と な し , 同氏 の 構想 の 下 に な る 独特 の 原虫 発育 
環 の 存在 を 主張 し た 。 又 Africa 及び Casini は それ ぞ 
れ 1944 年 , 及び 1939 年 に Plasmodium falciparum を 夷 
患 脳 の 毛細 管内 皮 細 び 肝 , 抹 標 本 に お い 
て , それ ら の 遊離 型 が 認め られ た と 報告 し て いる 。 1950 
年 に 発表 され た Telcherow & Tadorowa は Vmwax 
malaria の 45 例 か ら 得 られ た biopsy specimen 及び 感染 
猿 の 肝 の 412 連 続 切 上 感 に つい て 研究 し た も の で ある が , 
人 類 の 1 例 で は 巨大 な Schizont が 1 個 見 られ , 又 猿 肝 
か ら は 巨大 Schizonts が 2 個 見 出さ れ , 此 等 は 何れ も 納 
状 内 皮 細 胞 の 中 に 見 出さ れ た も の で あつ て , Shortt 及び 
Garnham に ょ つて 記載 され た ょ うに , 肝 実 質 細 胞 の 中 
に は 見 出さ れ な か つた と 人 述べ て いる 。 
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猿 類 及 び 人 類 マ ラリ ヤ 原 虫 の 赤 外 型 に つい て は , どう 
や ら 肝 実質 細胞 に ゃ る と 考え られ る に 落着 いて いる ょ よう 
で ある 。 し か し E. W. Dennis & D. A. Berberian が 
その 著書 で , “ 猿 類 及び 人 類 マ ラリ イヤ 原虫 の 赤 外 型 発育 
が 肝 実 質 細胞 に 限定 され て いる と いう 命題 が な しろ ょ より 
疑問 で ある 。 過去 10 年 間 人 類 ャ マラ リヤ の 赤 外 型 Schizont 
と し て 診断 され た マラ リヤ 患者 の 組織 或 は 骨髄 に お いて 
観察 され た 無色 素性 巨大 小 体 の 報告 は 少く と も 80 は あ 
る 。 こと これら の 報告 は 勿論 疑 し いも の で あろ う 。 し か し そ 

に 記載 され 又 図 示さ れ た 小 体 は 極め て Schizont を 隊 7 
示す る も の で あり , 又 色 素 の 欠如 は 赤 外 型 原虫 に 特有 の 
も の で ある ” と 述べ 更に “Shortt & Garnham は Cyn- 
omolgi 及び Vivax malaria の 再発 型 を 肝 内 に お ける 原 
虫 発 育 の tissue cycle の 残留 に ある と し た 。 し か し 再発 
の 諸 現 人 象 は 肝 及 び 骨髄 を も 含め て 身体 各部 の 細 綱 内皮 
細胞 の 中 に ある 赤 外 型 か ら 起り 得る こと を 叶 示 し て い 
る ” 。 と 主張 し て いる 。 も し この 観点 より すれ ば , 横川 
氏 等 の 見 解 は 今後 の 赤 外 型 ) 及び これ に 関連 する 諸 問 是 
の 解明 に つい て , 極め て 示唆 に 富ん だ 注目 すべ きも の と 
思わ ね ば な ら な いで ある ろう 3。 

本 来 赤 外 型 な る 名 称 は 上 述 と お いて も 明らか な 如く , 
Malaria sporozoite が 設 体 内 を 離れ て , 寄生 動物 体内 に 
侵入 し た 後 , 赤血球 を 直接 侵 衣 す る 以前 に 特殊 の 生活 吹 
を 持ち , これ が マラ リヤ ヤマ 病 の 潜伏 や 再発 に 関係 ある る も の 
と 考え られ て , この 時 期 と ある 原虫 に 与え られ た 名 称 で 
ある 。 従 つて 棋 川 氏 等 の いわ ゆる 分 裂 体 や アメ ー パ 型 に 
基 因 する , すなわち 氏 等 の 云う 赤 内 型 よ り 発生 する る も の 
に つい て は この 名 称 を 冠 す る の は 必ず し も 朋 当 で な いと 
考え る が , この 交 味 で の , Shortt 多 Garnham の 赤 外 型 
肝 実 質 細 胞 説 は 或 は 実証 済 み の ぁ の で あろ う 。 し か し 
若 し 赤 外 型 を 只 単 な る 寄生 部 位 に こよ ょ る 原虫 の 区 別 と いう 
意味 に 取る な ら , 著者 が 本 論 に お いて 述べ た ょ うに , 分 
列 型 以後 の 原虫 に も 。 な お 仙 等 か の , 今 な お 不明 で ある 
が , より 複雑 な 生活 史 を 有 し レ し て, 特有 の 発育 過程 を 辿る 
も の と 設定 する な ら ば , 横川 氏 等 の 所 説 は Shortt & 
Garnham 等 の 赤 外 型 肝 実質 細胞 説 と は 又 別に , 価値 ち 
る も の と 評価 され ね ば な ら な い 。 て ゝ > に お いて 人 分裂 体 以 
後 の 原虫 の 発育 過程 に 関す る 著者 の 見 解 に は 著しく 横川 
氏 等 の 所 謗 と の 間 に 一 致す る 部 分 の ある こと を 示唆 する 
も の で ある と 考え る 。 但 し 横川 氏 等 は 分 裂 体 の ほか に も 
アメ ー バ 型 も 又 赤 外 型 を 作る も の と 考え 。 叉 分 裂 体 よ り 
生じ た Merozoite の 中 一 部 生 殆 母体 に 発育 する 部 を 除 
き , 残部 の 一 部 は その ま > 赤血球 を 侵し , 一 部 は 赤 外 型 
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と な る と 主張 し て いる が , アメ ー バ 型 応 つい て は 婦 く 扶 
き , 末 村 血 液 に お いて 分 裂 体 の 分 裂 が 見 られ な か つた 著 
者 の 位相 差 視 野 に お ける 観察 に も と づき , 分 裂 体 以 後 の 
発育 過程 に , ある 特殊 な 発育 過程 を 設定 する とこ と に ょ っ 
こ , 恐らく は 生 殆 母体 と し て 発育 する 部 を 除い た 残部 の 
も ぁ も の は こと と ど と く あ る 特殊 の 発育 思 程 を と る 可能 性 の あぁ 
る ぁ の と 想像 し 得る と 信ずる 。 


掴 筆 す る に 当り , 本 論文 の 前 半 実 験 に お いて 種々 装置 
や ゃ 試薬 の 装備 に 努力 され , 終始 応援 激励 指導 を 惜しま な 
か つた 省 立 高 医院 山 分 院 院 長 生 博士 , 及び 原虫 
の 寄贈 , 実験 猿 の 貸 上 与 。 その他 種 々 な 雑事 に つき 非常 な 
便宜 を 与え られ た 台湾 省 立 症 疾 研究 所 所 員 各 位 , 特に マ 
ラリ ヤ 学 を 専攻 えれ て その 豊富 な 学識 と 体験 た に 基 ずい て 
種々 な 中 を 寄せ られ を た 当時 の 同 研究 所 研究 主任 
謝 臣 博 士 ( 現 高 医 学院 寄生 学 ) に 腔 謝意 
を 表わし , を も わ ず , か に 御 指 導 を , 本 
の 御 校 を 賜 つ た 師 鈴木 成美 教授 た に で 謝 の 意 を 
捧げ る. 

又 後 半 実 験 に つき 終始 御 指導 賜 つ を 恩師 鈴木 成美 教 
授 , 並び に 応援 と 激励 , 友情 を 示す と と を 惜しま な か つっ 
た 本 教室 第 7 研究 太 郎 以下 教 員 兄 に 
の 謝意 を , 特記 し て 敬意 を 捧げ る. 
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Summary 


The process of observation for Plasmodium inui 
was divided into four portions as follows : 

(1) The author inoculated this parasite to nor- 
mal macacus monkey (M. cyclopis), drew some 
peripheral. blood, put a drop of blood on the slide 
glass, then mixed with a diluent especially prepared, 
covered this material with cover glass, around which 
one pasted with vaseline, and observed immediately 
using the phase contrast microscope or the Giemsa’s 
stained films. (2) By laporatomy, one obtained 
blood by puncture of the spleen and observed the 
blood specimen using the same procedure as (1). 
(3) One extirpated the spleen of the same monkey, 
and observed its small piece using the same procedure 
as (1). (4) Also the peripheral blood of the 
monkey which underwent splenectomy was observed 


using the same procedure. 

It is commonly observed that trophozoites of P, 
nut in the phase contrast field appeared clearly as 
round or oval bodies, slighty more refractile than the 
substance of the erythrocyte, having many granules 
with very active molecular movement. Though 
inactive in amoeboid movement, plasmodia do so- 
metimes violent proper movemnt. Generally, ring- 
form movement can not be recognized or it can be 
observed as very slight one. The gametocytes do 
not show amoeboid movement, but posses abundant 
fine granules. The nucleus can not commonly be 
discerned, but there is a luminous part which is 
judged as nuclear site in the well matured amoeboid 
form or gametocyte, and the border line is obscure. 
The granule can not always be observed in this part, 

In the cases (1), (2) and (3) one could not 
observe typical ‘'' rosette ’”” form of merocyte. In the 
case (4), that is, in the monkey which underwent 
splenectomy, increased the parasitemia up to 40 
parasites per 100 erythrocytes. At this time one 
could detect typical merocyte rosette resembling 
vwax, 

These segmenters differed from previously observed 
mature schizont in cases (1), (2) and (3) in 
respect that these were irregular round in shape, having 
no proper movement, and the inner granules tended 
to clump into one or exceedingly large, irregular 
masses, having no or slight molecular movement. 
In the center of parasite, there was an obscured 
bordered luminous part, in which a few small 
granules, having active molecular movement may be 
observed. 

In this part, the clumping of pigment mass may 
sometimes be found, but small granules could not 
be recognized in this segmenter stage. The nucleus 
not be discerned, one could not judge whether these 
merocytes were in the condition of the nuclear 
division or not. The liberation of merozoites could 
not be found. 

Judging from the evidence above mentioned, it 
seems that there are no rupture of merocytes and no 
penetration phenomenon of merozoites liberated from 
the mature schizont in the peripheral blood stream. 

This conclusion will be able to apply to every 
malarial parasite, at least to P, vwax,. One can 
believe that the rupture of merocyte liberating 
merozoites and invasion of the other erythrocyte to 
start the erythrocytic or schizogonic cycle will be 
happening on the certain other tissue cells than the 
peripheral blood vessel. So the previous descriptions 
concerning erythrocytic life cycle in man need to be 
corrected and supplemented. 
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[I] ギ ム ザ 染色 像 (1~9) :1~2. 輪状 体 . 3~4, ア 
メー 型 . 5, 分 体 , 6~9, 生殖 母体 , 6, 幼 生殖 
母体 , 7~8, 雌性 生殖 母体 , 9, 生殖 母体 . 

[II) 位相 差 像 (10~24) : 撮影 条件 光源 : 電気 フラ ッ 
シュ 装置 , 時 間 : sec. 対物 H. 100X 接 眼 10 
x, 撮影 装置 倍率 0.5X, 3.5 倍 引 伸 . 縮合 倍率 約 1750 
倍 。 フィ ルム , Trixi, 10. 原虫 が な で ある 為 , 
状 体 内 の 題 粒 の 存 上 正 は 少く と も と これ を 認め る と と は 出来 
な い . 輪状 体 は 俗 も ドー ナッ の 如く 見 える . 11, 輪状 体 
は 幅広 く く を 屈折 し 内 部 に 多数 の 細 鹿 の 
料 が 分 子 運 動 を な し て いる が 写真 が は うま く 撮 れ て いな 
い . 12, 題 粒 が 数 価 撮 影 き まれ て いる . 実際 に は を ゃ つと 多 
見 える が うま 撮影 きん てい ない . 13. 体内 
を 見 ず , 又 繊 細 幼 若 な 感じ で ある に る も 拘ら ず 既 に 偽 足 を 
出し て アメ ー 様 運動 を 示す . 恐らく 輪状 体 か ら ア メー 
べ 型 へ の 移行 型 で な く 輪 状 体 より 功 若 な 段階 の も の が 輪 
状 体 に 移行 し つ > あ る も の と 考え られ る . 輪状 部 を 有 そ せ そ 
ず ー 見 題 粒 の な い 幼 若 繊 細 な アメ ー 人 べべ 状 の も の で し か る も 
緩慢 な 固有 運動 を な す も ゃ も の も 見 られ た .。 14~17. アメ ー 
べ バ 型 の 種々 相 を 示す . 18~20. 生殖 母体 , 21, 雌性 
生 母体 , 生殖 母体 で は 性 た に いて は 粒 分 布 は 余 
り で な く 割合 に 小さい. 雌性 で は は 大 で 分 
$ 割合 に 密 で ある 。 又 核 部 或 は 染色 質 が 存在 し て いる と 
思わ れる 明 部 は 雄性 で は 大 きく , 雌性 で は 小さ い に 。 と の 
外 に 生殖 母体 で は この の 近傍 に 特に 小 円 
形 に 密集 し つ ゝ 分 子 運動 を 営ん で いる 部 分 が ある . 写真 


⑧ 棒 は 質 が 存在 


すき る と 思 明 
9—$ 空 て いる の を 示す 


で は 実感 と すこ と し 異 る の で 第 19 図 に つき 写生 図 と 模型 
図 と を 次 に 漆 え る . 22~23. 1 個 の 赤血球 に 2 個 の 原虫 
が 重複 害 生 し て いる の を 示す . 24, 被 寄 生 赤 血球 の 縦 面 
像 . 原虫 は 赤血球 内 部 膨大 せる 一 側 に 存在 する . 

[II) 原虫 の 運動 (25~32) 撮 影 条 件 その 他 II. に 同じ , 
①. 25 っ 26 っ 27. 同一 原虫 を 連続 撮影 し て アメ ー ペ 型 
の な アメ ー 運動 を 示す . アメ ー 型 原 虫 は と の 
外 に に つて 徴 弱 な 振動 様 の 運動 が 見 ち れ 
る . と これ は 原虫 自体 の 或 は 赤血球 内 に 含ま ん て いる 不可 


附 図 説 明 
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視 の 微粒 の 分 子 運 動 に よる も の か それ と る も 赤血球 の 内 状 
の 流動 に よる も ゃ の か 不明 で ある が 原虫 自体 の 固有 較 動 
と は 考え られ な い . 写真 で は この 運動 は 撮影 され て いな 
い が 原 虫 と 赤血球 と の 境界 の ボケ ヶ は こと の 運動 に よる も の 
と 思わ れる ." 叉 写真 の 原虫 は 題 粒 が 3 個所 に 分 れ て 集 Y 
写真 で は 1~ 2 の 徴 か な 黒点 或 は 線 条 陰影 と な っ て 撮影 
され て いる .28 っ 29 っ 30 っ 31 っ 32, 同一 原虫 を 1 ~ 2 分 章 
隔 で 連続 し て 5 枚 撮 影 し て その 運動 状態 を 示す . 28~30 
まで は 緩慢 な アメ ー バ 様 運動 を 示し て いる が , 30~3 
に お いて 原虫 は 突発 的 発作 的 な 激しい 一 挙動 の 運動 を な 
す . 写真 に 示し た の は 貝 体 が 激しく 収縮 し て 三 つ の 円 
な つて 撮影 され 収縮 を る 他 の 体 部 は 対物 レン ズ の 焦 虚 譲 
度 の 関係 で 撮影 きれ て いな い . 32. に 至 つ て や ゃ や ょ 原形 
復 し た と と ころ で ある . 

[IV〕 有 り 得 た る 材料 に 見 られ た 細 綱 系 細胞 
へ ~35) . 撮影 条件 : 千代 田 顕 鏡 用 1 sec. 物 
DM 100X, 接眼 15x, 撮影 装置 0.5X, 引 伸 約 2.5% 
倍 率 1800Xx, ミニ = ュ コピ フイルム, 33, 
に 見 られ も の. 34, 35, 湧 出 中 た に 見 られ だ も 
の . 共に 細胞 内 に 多量 の マラ リャ 色素 塊 を 含有 する . 

[VJ 別 出 の 末 中 に 見 られ た 分 . (36 
44) 撮影 条件 IV. に 同じ , が 分裂 て いる と は 
われ な い . 露出 時 間 の 長い の に 比 し 貝 体内 の 題 粒 が ま t 
撮影 きれ て いる の は 粒 の 分 子 運 動 が ある か 
皆無 で ある と と を 示す . 37, の 貝 体 中 央 部 に 暗 点 が 1 マ 
2 個 撮 影 き され て いる . 分 子 運 動 の 活 潤 な 小 題 粒 の 存 歪 を 
示す . 実際 に は も ゃ も つと 多い が 撮影 され て いな い , 36, ば 
原虫 の 重複 寄生 を 示す . 上 方 の 輪状 アテ メー ババ 型 の アメ ぇ ー 
べべ 了 形状 部 に は 分 子 運 動 の 活 潤 な 題 粒 が 多数 存在 し て い だ 
が 撮影 きれ て いな い . 本 項 の 他 の 写真 と 比較 の 為 掲 示し 

[VI] ギ ザ 染色 標本 に 見 れる 分 体 (45~53), 
と 対比 する 為 掲示 し た . 染色 質 を 無視 する な ら そ の 形状 
が 如何 た に V の 諸 写 真 と 相似 し て いる か に 注目 され た k. 

[VII) 抹 無 染 色 標 本 た に た け る 原虫 の 位相 
(プロ ピレン ・ グ ダグ リコ ー ル 封入 ) (54~63), 54, 55, 輪状 
体 , 56, 輪状 体 と アメーバ 型 57~62, 分 体 , 63, 
性 生殖 母体 . 死 本 で ある が 染色 質 は 54~56 に 
れる よう に 一 般 の 先 入 印 象 に 反し て 折 く 抜い て 見 える 
と の 概念 で 57~62 まで の 分 体 を 見 る な ら 色 
あめ られ な いか て 不 で ある . の 分 は 上 
な い . V, VI と 対比 すれ ば 形状 の 極 あ て 相似 する の = 壮 
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昭和 34 年 10 月 (1953)] 


並び に 運命 


柳井 


は じ め に 


報告 は 比較 的 少く し か も る , 諸家 に より , 
こ 見 解 が も た れ て いる 。 そ を と で この 問題 を ハッ キリ 
させ る た め , は 系 的 な 実験 的 條 た 。 前 
こ お い て は , マウ ス の 腹腔 内 に , 人 各種 山 虫 卵 を 注入 し た 
場合 に つい て , と これ ら 異 所 に お ける 貝 卵 の 態度 や 運命 , 
及び , 宿主 の 反応 等 に つい て 観察 し た 結果 を 人 述べ た が , 
今回 は , 第 2 報 と し レ し て マウ ス の 脳 に 各種 遇 虫 卵 を 注入 し 
し た 所 見 に つい て 報告 3 
が 組織 内 迷 入 し 時 に 脳 へ も 侵入 
こと が ある と いう と と は , すず で に よ ぐ られ た 所 で 
ある が , 机 (1959) は 文献 上 迷 入 1,898 例 を 分 類 し て , 
て の 30 例 が 頭 部 に 迷 入 し , うち 2 例 が 脳 ( 側 脳 室 , トル 
= 款 ) に 侵入 し て いた と 述べ て いる 。 

脳 が 人 体 に お ける 最も 枢 要 な 器 宮 で あり , と こう いう 部 
位 に 侵入 し た 遇 虫 に よる 傷害 の 顕著 な こと は , 当然 で あ 
る と し て も ,。 そこ と て 当然 産 九 され た 虫 卵 自体 が 如何 な る 
態度 を と る か の 問題 に も 大 き な 関 心 が も た れる 。 

近 来 , 臨床 的 に も , 寄生 映 虫 卵 入 と 脳 と の 関係 が と 
> に 注目 され つつ ある 。 肺 吸虫 の 成虫 と , その 卵 , 及び 
よ つ て お と る の 病変 は 以 前 
ょ り 詞 々 論 ぜ られ た が , 近年 診断 法 の 進歩 と , 脳外科 分 
野 の 発達 に 伴い , これ ら の 摘発 名 度 は 増加 する 傾向 に あ 
。 叉 この 手術 材料 か ら 種 々 の 病理 解剖 的 知見 や 統計 的 
Wes 報告 され る よう に な つた 。 
no YANAI: Studies on the' behaviour and fate 
of various ascarid eggs placed outside intestine of 
host (2) Experiment with eggs placed in the brain 
of mouse (Department of Parasitology, Research 
Institute for Microbial Diseases, Osaka University) 


外 に 置か れ た 各種 の 態度 
に 関す る 研究 
(2) 脳 内 に 投与 ミ れ た 場合 


掲 載 


(1279 


大 阪 大 学 微生物 病 研 究 所 寄生 虫 原虫 学部 (部 長 森下 薫 教 授 ) 
(昭和 34 年 6 月 26 日 受領 ) 
特 別 


人 逢 来 か ら の 部 誠人 例 , 及び 最近 の 手術 材料 か ら の 統計 的 
観察 で は , これ ら 脳 病変 部 か ら 母 虫 が 見 だ され る こと は 
極め て 少く , 病変 部 に は 虫 九 の み が 認 め ら れる と と が だ が 多 
い 。 細川 (1957〕 の 脳 肺 吸虫 症 の 手術 例 及 び 六 献上 105 
例 の 統計 的 観察 で も , 脳 に 虫 体 の 見 出さ れ た も の は , 借 
々 5 例 に 過ぎ ず , 光 野 (1955) も 赤 脳 日 本 住 血 吸虫 症 に 
つい て 現在 迄 の 内 外 の 多数 の 報告 例 の うち , 脳 内 に 虫 体 
の 発見 され た も の は 皆無 で ある と 記し て いる 。 

一 方 , この 様 な 両 種 の 卵 に ょ る 脳 の 病理 的 所 見 に つい 
て , 考え ね ば な ら ぬ と と は , 光 野 も 指摘 し て いる よ 5 
よる 組織 病変 と , それ 程 で も な いと 考え られ る 肺 吸虫 婦 

, 一 見 同じ も の と し て 誤診 きれ 易い と いう と と で を 
と の よう に , 脳 に お ける 寄生 虫 九 に ょ る 病変 が , 単に 病 
理 方 面 の 興味 に の み に と < くま ら ず , 臨床 的 に とも 訂 々 論じ 
られ て くる よう に な る と , か か る 場所 に おか れ た 環 虫 卵 
が , 他 の 寄生 虫 卵 と の 関連 性 に お いて も , 如何 な る 態度 
を と る か と いう こと と に 興味 が も た れる 。 又 著者 が 前 報 に 
お いて , 観察 し た よ ょ うに, 実験 的 に と マウス の 腹腔 内 に 六 
入 し た 遇 虫 卵 は , 時 に 脳 等 へ も 侵入 する が , と この よう な 
こと は 臨床 的 に も 又 有 り 得 る こと か も 知れ な い 。 

特に 非 固 有 和 宿主 で ある マウ ス の 脳 に 貞 虫 卵 を 投与 し 
て , その 組織 学 的 所 見 を 追究 する こと は , た さか か る 部 
お ける 運命 等 を 組織 学 的 に 追究 す る と 
を 間接 的 に 類推 する 基礎 資料 を 提供 する も の と し て も 意 
pes: と 思わ れる 。 

に お いて , 著者 は , マウ ス の 脳 に 豚 , 犬 , 馬 等 各 
ET 報 と 同様 
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に , マウ ス 体 内 に お ける 虫 卵 の 移行 の 事実 と , 虫 卵 の 発 
育 並 びに 運命 等 に つい て 検索 し , 更に と と これ と 並行 し て , 
脳 の 連続 組織 切片 標本 を 作製 し , これ ら の 詳細 に つい て 
観察 する と 共に , 上 記 の よう な 観点 か ら 遇 虫 卵 に よ つ て 
お こと る 脳 の 組織 病変 に つい て 検討 する こと と し た 。 


実験 材料 及び 方 法 


虫 卵 材料 及び 実験 動物 は , 大 体 第 一 報 と 同様 で ある 。 
すなわち , 実験 動物 に は マウ ス を 用 い , 貝 卵 材料 は 同様 
に , 豚 , 犬 , 馬 等 各種 の 受精 単細胞 期 あら か じ 
め 脱 便 白 膜 し た も の を , 生理 食塩 水 0.1cc 中 に 約 8,000 
浮 し めで て 調 た 。 

と れ ら の 濃厚 な 液 を マウ ス の 右 眼 上 り 3 
~ 4 mm 後 上 方 の 一 定 部 位 か ら , 脳 内 に 注入 する の で あ 
る が , と れ が 毎 常 大 体 脳 実質 の 一 定 部 位 こ 入り 得る や うぅ 
に リリ: 注射 針 を 2.5mm の 長 さ に 切り 取り , 余 端 を 鈍 に し レ 
て , 著者 は あら か じ め , マウ ス の 昼 体 に つい て 習熟 し 
た 。 注射 量 は 上 記 虫 卵 浮 洲 液 を 0.083~0.05cc す な わ ち , 
1,000 ~1,500 ヶ 見 当 で ある 。 

検査 方 法 は , この よう に し て 右側 大 脳 の 脳 実質 中 に 
入 さ れ た 虫 卵 を 追 つ て , 時 間 的 に 観察 する の で ある が , 
脳 は 実質 臓器 で あり , 又 色 調 も 環 虫 卵 と 類似 する の で , 
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環 果 膜 下 腔 に お ける も の 以外 は , 腹腔 内 の 場合 の 様 に , 
大 体 を 強 拡 大 ルー ペ に ょ つて 観 祭 する と と は 出来 な い 。 
そ と で 脳 内 の 虫 卵 は , も つ ぱ ら 第 1 報 に 記載 し た 様 な 圧 
平 標 本 に ょ り 検 査 し , 次 いで 細部 に わた つて は 達 続 組織 
切片 標本 を 作製 し て 検索 し た 。 

先 づ 撲殺 し た ャ マウス の 頭 部 の 表皮 及び 頭蓋 骨 を 剥 脱し 
て 脳 に 達し , 脳 表面 及び 附近 の 多 昧 膜 下 腔 を 観 祭 し た 
後 , 出来 る だ け 細 部 に わた つて 解剖 学 的 部 位 を た し か め 
征 ら , 脳 組 織 の 一 部 を 生 材料 の まま 摘出 し , 二 枚 の 載せ 
ガラ ス に より 圧 平 し て , 日 常 入 々 が 検便 で 行なう よう な 
方 法 で 顕微 鏡 下 に 虫 卵 を 検索 する の で ある 。 と の ょ うに 
し て , 脳 全 体 に 及 ん で 検査 し た 後 , 頭 の 
下 腔 を 強 ルー ペ 又 は 解剖 鏡 に ょ つて 観察 する 。 

次 に , 更に 頭 以外 の , 胸部 , 腹部 等 の 主 と 
て 軟 組織 を 同様 に 摘出 し , 圧 平 し て 検査 し , 更に 肺 臓 , 
肝臓 等 の 内 臓 諸 臓 器 に 各 及び , 殆 ん ど マ ウス の 全体 に ゎ 
た つて 検索 する 。 特に 銀 部 で は , 虫 卵 の 見 出さ れる 部 位 
を 特に 注意 し て 観察 し た 。 

叉 一 方 脳 内 の 虫 卵 の 細部 に つい て は , それ と は 別個 に 
連続 組織 切片 標本 を 作製 し て , 病理 組織 学 的 観察 を 行っ 
た 。 すなわち , 脳 を 傘 角 上 部 載 域 の 部 で 切断 し , ホル マ 
リ シン 固定 後 全体 を 夫々 水平 断面 , 及び 前 額 断 面 の 2 方 向 


第 1 表 豚 虫 単 胞 卵 


時 時 間 48 時 


72 時 間 


12 日 15 日 22 日 40 日 


卵 の 移 例 数 
位 及 び 発育 3 


| その 人 


左側 大 脳 
- 


脳 。 脳幹 部 
頭蓋 の 下 = せ 


部 部 ・ 後 部 


「++| ++ を 


| 
| 
| 


8~16 16 


| 


+ + + + 
ーー ーー 一 + ー ーー ーー 
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表 犬 虫 胞 期 生 


卵 の 移 
行 部 位 及 び 発 育 A 


日 時 24 時 間 48 時 間 72 時 間 


1 


2 


左側 大 + 
脳 校 部 + 
部 


+++| 


附近 
喉頭 ・ 気 軟骨 
小 部 。 前 頭 部 ・ 後 頭 部 


++| キ + キキ キキ | 


| 
+++ +++ + 


8~16 16 16 16 


第 3 表 馬 単細胞 期生 


cc 以上 注射 する と , 外 死 する も の が 多 : 


日 時 24 叶 間 48 時 間 72 時 間 6 日 


く ,。 そ と で 少く と も る 24 時 間 以 上 生存 し 
得 た も の の み に つ いて 検査 し , 成績 と 


卵 の 移 例 数 
行 部 位 及 び 発 


1 


発育 過程 判定 の 基準 は , Brown: 
伏見 の 方 法 に よ ょ つた, 即ち 単細胞 期 , 
初期 期 , 後期 実 期 , 時 , 運 : 
動 仔 虫 期 の 5 期 に 分 け , と これ に 変性 婦 
を 加え て 表現 し た 。 


・ 喉 ・ 気 附 近 
その 他 の 軟組織 
胸 筋 部 ・ 腹 筋 部 
四肢 筋 部 
内 臓器 


実験 


発 
仔 虫 形成 率 (%) 


生鮮 材料 に よる 観察 を , 単 
50 胞 期 生 18 例 , 犬 単細胞 期生 


か ら , 型 の 如く 連続 組織 切片 標本 を 作り , 了 EF 染 色 (へ 
マト キシ リン ・ ェ エ オジン), ギ ム ザ 染色 を ほど と し , 検査 
し た 。 沿 と れ は 生鮮 材料 と 同様 に 時 間 的 に 計 14 例 , 約 
8,500 ) 枚 の 標本 0 に つい て 行 つ た も の で ある 。 

マウ ス の 腔 内 に と の 様 な 濃厚 な 液 0.05 


例 , 単細胞 期生 6 例 , 合計 40: 

例 に っ いて 実験 し て , その 成績 を 第 1 ~ 8 表 に 示し た 。 
双 の 実験 と 併行 し て , 別個 に 豚 単細胞 期生 を 
注入 し た 脳 の 連続 組織 切片 標本 か ら , 24 時 間 目 , 48 時 隊 
目 , 72 時 間 目 , 5 日 目 , 12 日 目 , 45 日 目 と 時 間 的 に 水平 
断面 , 前 額 断 面 の 2 方 向 か ら その 組織 学 的 観察 を 行い 。 
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て その 所 見 に つい て 記載 し た 。 

沿 こ の 生 鮭 材料 か ら 得 た 成績 で は と これ ら 各 種 遇 虫 卵 相 
互 の 問 に は , 第 一 報 と 同様 の 一 つ 傾向 と 共通 点 が あり , 
と れ ら を 全体 と し て も 一 応 成 績 と し て 編 め 得る こと か 
ら , 先 づ 豚 映 虫 単細胞 期生 卵 の 成績 と つい て 述べ , その 
他 の 場合 は , と これ と 比較 し て た さく 特徴 だ け を 記載 する こと 

A. 生 材料 と よる 観 

24 時 間 目 

マウ ス の 右側 脳 外 奏 表面 に は , 注射 部 位 こ 一 致し て 小 
出血 班 が ある 。 こ と の 出血 は , 注射 局所 だ け で な く , 選 々 
右脳 半球 全面 に わた つて 点 状 に 散在 し て いる 。 

脳 実質 を 部 分 的 に 
注射 局所 の 出血 は 常に 多数 の 卵 を 認め る 。 
卵 は た さと の 部 分 だ け で な く , 右側 脳 半球 の 殆 ん ど 総 ベ 
て の 部 分 か ら 証 明 し , 更に 又 , 全 例 共 反 対 仙 の 左脳 半球 
か ら も 汎 く 多数 の を 証明 し た 。 深部 の 脳 核 , 間 
脳 , 及び 脳幹 部 と も 見 られ , 1 例 に は 傘 和 髄 に も 認め られ 
た 。 球 に 証明 し た が , 小脳 に は 1 例 も 認め られ な 
か つ 

頭蓋 腔 内 の 多 販 膜 下 腔 を 広く 精査 する と 注射 部 位 の 出 
血 夷 附近 に は 小数 の 虫 卵 の か た まり が ある が , 一 般 に 脳 
外 奏 を 広 い 下 腔 に は , の か た まり を 認め 
る こと と は 少 い 。 と れ に 反し 頭蓋 底 の 丈 販 膜 下 腔 に は , 2 
例 に 多数 の 虫 が 集 て いる 。 板 か ら を 
膜 上 に 多い 。 

更 に 虫 頭蓋 腔 内 だ け で な く , 1 例 に は 部 組 
織 中 に も 証明 し た 。 こ と れ は 深部 の 喉頭 及び 気管 軟骨 附近 
の 織 中 に 10 数 小 集団 を な し て 見 られ , 
( 項 部 ) の 筋肉 中 に も 数 ケ が 認め られ た 。 

て の 他 の 軟組織 , 即ち 胸 筋 , 腹筋 , 四肢 筋 部 等 も 同様 
に 検査 し た が 虫 卵 は 認め ちら れ な か つた 。 又 肺 臓 , 肝臓 
等 の 臓器 中 に も 虫 卵 は 認め られ な い 。 

生 標本 で は , 虫 卵 及び その 集団 周囲 は , 脳 及 び 逢 部 共 
に 注射 に よる 出血 以外 は , 顕微 鏡 下 に 特別 の 病 的 反応 は 
認め られ な い 。 

は 未だ 全部 単細胞 期 ある 。 

48 時 間 目 。 

脳 実質 の 征 平 標本 で は , 3 例 共 24 時 間 目 と 同様 に , 虫 
卵 は 右側 脳 半球 の 各部 位 か ら 見 出 だ さ れ た の み で な く , 

左側 脳 半球 , 脳 核 , 脳幹 部 等 か ら 汎 く 見 出さ れ , 又 2 例 
に は 胸 も 認め られ た 。 
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頭 で は , 部 軟組織 に 1 例 , 同様 に 深部 の 気 
附近 か ら 小 こ が , 他 の 例 に は 
ら は 見 出 だ さ れ な か つた な た 。 併 し 1 例 は 胸部 筋肉 中 に 見 出 
ら も , 更に 腹腔 (腹膜) か ら も る 多数 の を 認め た 。 
に その 肺 臓 は 高度 に 充血 し て 暗 紅 色 を 呈し , 圧 平 標 本 で 
片 肺 か ら 10 数 ヶ の 虫 卵 を 検出 し た 。 そ の 切片 標本 は , 全 
体 に 高度 の 細胞 浸潤 を と も な う 急性 肺炎 像 を 示し , 特に 
虫 卵 周 強い 細胞 浸潤 を 示し て いる 。 

こと の 時 期 の 虫 卵 は , きだ 殆 ん ど 単 細胞 期 卵 で ある が , 
早い も の は 2 細胞 に 分 裂 し て いる 。 

72 時 間 目 

24 時 間 目 , 48 時 間 目 と 同様 に 脳 の 各部 位 。 及び 頭 鞭 護 
内 面 の 脳 膜 多数 の を 認め , 更に 一 部 は 
較 組 織 中 に も 移行 し て いる 。 又 1 例 は 腹筋 部 に も 認め ら 
れ た 。 


こ , 争 部 の も の は 喉頭 及び 気管 軟骨 に 沿 つ て 見 出 
だ さき され る と と が 多い 。 喉頭 及び 気管 軟 骨 を , 食道 及び て 


の 周囲 軟組織 と 共に , 注意 し て 摘出 し , 圧 平 し て 鏡 検 す 
深部 の や , 静脈 や 神経 等 の 附 

の 没 下 組織 の 中 に , 数 ケー10 数 ケ か た まり , 又は 1 
と れ ら の 
束 に 沿 つ て 数 株 状 に 連 ら な つて いる と こと も ある 。 又 更 
に 舌 根 部 か ら , 咽頭 附近 等 に も 認め られ , 又 て その他 の 前 
, 項 部 , 部 等 か ら も 同様 に し て を 証明 し 得 


虫 卵 は , 単細胞 期 卵 及び 2~4 細胞 期 選 の も の が 見 ら 
れる 。 

5 日 目 

虫 は 同様 に 脳 の 各部 位 , 内 面 の 脳 膜 び 
舌 部 軟組織 中 に 見 出 だ さ れる が , 1 例 に は 相当 数 の る の 
が 争 部 に 移行 し て いる 。 

こと の 例 で は , 咽頭 附近 に 10 数 ヶ , 喉頭 及び 気管 軟骨 附 
近 の 軟組織 中 に 数 10 ヶ , その 他 の 前 銀 部 に 数 ケ ヶ , 又 後 規 
部 に も 数 ケ の 貝 卵 を 発見 し た 。 併 し その 他 の 胸 筋 や 腹筋 
等 の 軟組織 , 及び 内 臓 臓 器 等 に は 虫 卵 を 認め な か つた 。 
軟組織 中 の 虫 卵 集団 の 周囲 と は, 鏡 下 に や ず 
ん だ , 王 粒 状 物 が 出現 し , 不明 瞭 な 限界 を 示し て いる 。 
叉 脳 組織 中 の 虫 卵 附近 に も , この 様 な 不明 瞭 像 が 見 られ 
る も の が ある 。 

日 目 

実験 例 4 例 共 , 注入 し た 虫 卵 の 大 部 分 は , 脳 の 各部 位 
及び 頭 内 面 の 膜 に 認め られ , 2 例 は 同様 の 
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中 に 認め れ た 。 
生 脳 を 圧 平 し た 集団 の まわ り は , 普通 は 多 


の の ある 半 色 の 組 み で あり 。 何ら の 
反応 物 も 見 る こと が 出来 な い 。 併 し と の 頃 に な る と 貝 婦 
集団 の まわ り に は , 暗 灰 色 不 透明 の 部 分 が 出現 し て いる 
と と が 刻々 で あり , 又 細 い 毛 様 血管 が 比較 的 著 明 に 認め 
られ る こと と が ある 。 織 の 卵 集団 に も 同 
様 な , 不明 瞭 知 粒 が 出現 し て いる 。 

と の 様 な 虫 卵 集団 内 の 虫 婦 に は , 生存 し て 種々 の 生理 
的 発育 過程 に ある 虫 卵 が 大 部 分 で ある が て その他 に 種々 の 
程度 の 変性 卵 も 比較 的 顕著 に 出現 し て くる 。 即 ち , 未だ 
単細胞 の まま の も の , 2 へ ~4 細胞 に 発育 し て いる 環 虫 卵 
の 中 に 卵細胞 に 大 小 の や 胞 状 物 が 出現 し , 
し て 化し 卵 変形 し て , 内 容 が 
縮 , 崩壊 し て いく 様 な 虫 卵 が 相当 数 認め られ る 。 

12~i5 日 目 

脳 内 の 各部 位 及び 頭 に は 尚 相当 数 の 
め ら れる が , 妥 部 軟組織 中 に は 1 例 も 虫 卵 を 認め 得 な か 

12 日 目 の も の の 頭 甘 底 内 面 の 鞍部 の 脳 膜 上 に は 粟 粒 大 
の 白斑 あり , この 中 に 多数 の 含ん で いる 。 

圧 平 標本 に お いて , 脳 実 質 内 の 虫 卵 集団 を と りか と むず 
暗 灰 色 不 透明 に 見 える 反応 物 は や や 明瞭 に 認め られ , 虫 
卵 集団 を 限局 する や うな 島 央 状 に 見 える 。 双 この 附近 の 
毛細 血管 も 新生 増殖 し て , 相当 顕著 に 現われ る 。 

虫 卵 の 中 に は 8 細胞 に 所 発育 し て いる も の も ある が , 
種々 の 変性 卵 像 も 著 明 に 増加 し , 叉 全体 と し て 見 出 だ さ 
れる 貝 卵 数 の 減少 も 目立つ 様 で ある 。 

22 日 目 

同様 に の 各部 位 頭蓋 内 面 等 に 相当 数 の 認 
め ら れる 。 小数 の も の が 軟組織 及び 胸 筋 に 和 め 
られ , 尚 横隔膜 に も 認め られ た 。 

脳 租 内 の 虫 卵 周 囲 の 暗 灰 色 反 応物 は , と の 時 期 で は , 
きしろ 不明 瞭 で あり , 毛細 血管 の 出現 も 著 明 で な い 。 

虫 卵 は , 単細胞 , 2 へ ~8 細胞 , 更に 14~16 細 胞 , 即ち 
初期 実 期 発育 し た も の も 認め られ る が , 々 の 
変性 卵 も 多く , 中 に は 崩壊 し , 著しく 縮小 し た 卵 衣 の み 
と な り , や う や く 凡 形 を 示す や うな 痕跡 と し て 認め られ 
る も の も 少く な い 
40 日 目 

虫 卵 は , た ぶ ゞ 右側 脳 半球 の 注射 部 位 附 近 の み に 認 め ら 
れ , 脳 の 他 部 位 に は 認め られ ず , 頭蓋 底 内 面 の 脳 膜 鐘 
及 頭 外 の その 他 の 軟組織 中 に も 認め られ な 


い 。 

脳 内 の は , 2 ~8 細胞 , 初期 実 期 に 育 し 
も の , 及び 種々 の 変性 九 が 多少 認め られ る が , ch 
卵 周 囲 の 反応 形成 物 は 殆 ん ど な く , 正常 な 脳 物質 で 
り , 拡張 し た 毛細 血管 も 殆 ん ど 認 め る と と が 出来 な い 。 

マウ ス の 右 上 の 一 定 部 位 か ら 、 犬 単細胞 期生 
卵 を 同様 に 約 1000 ~1500 ヶ 脳 内 に 注入 し て , 24 時 間 目 , 
48 時 間 目 , 72 時間 目 , 5 日 目 , 6 日 目 , 8 日 目 , 10 日 
目 , 15 日 目 , 60 日 目 と 観察 し て 第 2 表 の 様 な 所 見 を 得 
た 。 すなわち 貝 卵 の 移行 部 位 や , 卵 の 発育 及び 死滅 等 に 
関す る 虫 卵 の 運命 に つい て は , 豚 遇 虫 卵 の 場合 と 殆 ん ど 
同様 で ある 。 

尚 犬 興 虫 卵 に ょ る 脳 内 に お ける 病変 は , 圧 平 標本 ご は 
腹腔 内 に 見 られ た 様 な 可 成 り 顕 閉 な 限局 性 傾向 の ある 特 
徴 あ る 病変 と し て 認め る と と は 出来 ず 。, 不明 除 で 。 陣 
虫 卵 の 場合 と 判然 と 区 別 し 得 な い 様 な も の で あつ 
(1)〉 虫 卵 の 移行 部 位 に つい て 

24 時 間 目 以後 に お ける 卵 の 移行 部 位 は , の 
場合 と 殆 ん ど 同 様 で ある 。 すなわち , 右側 脳 半球 の 注射 
局所 の み な ら ず , 同 側 及 び 他 側 の 両 大 脳 全 域 , 及び 有 晃 
核 , 間 脳 , 脳幹 部 , 及び 真髄 等 か ら 汎 < 虫 卵 は 見 出 だ さ 
れ , 更に 膜 下 ご は , 頭 脳 に 多数 の 
虫 が 殆 ん ど 毎 常 見 出 だ さ 
卵 は 見 出 だ さ れ て お り , 24 時 間 目 で は 後 争 筋 に 小数 認 
気管 軟骨 附近 の 部 織 中 , 及び 更に 胸 筋 , 腹筋 上 
肢 筋 等 の 軟 組 載 中 か ら 相 当 数 が 見 出 だ さ れ た 。 殊 に 6 日 
目 , 8 日 目 の 各 1 例 は 晃 組 織 内 より も むし ろ と れ ら の 部 
位 こ より 多く 見 出 だ さ れ な だ 。 

(2) 貝 卵 の 発育 に つい て 

上 記 の 如 伺 な る 部 位 で も 発育 する が , 豚 遇 虫 卵 の 場合 
より も 非常 に 早く , 24 時 間 目 に 2~4 細胞 , 48 時 間 目 に 
8 細胞 , 4 日 目 に は 8 細胞 初 期 実 期 に し て い 
る 。 

脳 組織 に お いて も , 腹腔 内 と 同様 に 犬 遇 虫 単細胞 期 卵 
の 発育 は , 初期 菜 実 期 迄 で , それ 以後 の 発育 は 導 に 見 る 
と と が 出来 な か つた 。 

(3) 虫 卵 の 運命 に つい て 

生鮮 脳 組織 の 圧 平 標 本 で , 6 日 日 , 8 日 目 , の も の の 
虫 卵 集団 の まわ り に は , 暗 灰 色 不 透明 の 吾 粒 状 物 が 相当 
顕著 に 現われ , 附近 の 毛細 血管 も 拡張 , 増殖 し て 著 明 こ 
認め られ る 。 


(131 ) 


の 
こ 見 出 | 

か 
| 
<。 
特に 

部 
出 
す 
: の 
更 
の 前 
し 
見 ら ‘ 
及び 
の 

腹筋 
を 
られ 
| - 


780 


と の 中 の 貝 卵 の うち に は , 初期 又 実 期 迄 の 種々 < の 生理 
的 発育 過程 に ある も の が 大 部 分 で ある が , 又 相 当 数 の 種 
々 の 変性 も 認め る 。 すなわち, 卵細胞 に 大 小 の や 
空 胞 状 物 が 出現 し て , 色調 も 混濁 し , 或 は 透明 化し て , 
中 に 形 に 変形 する も の が 現われ , 豚 の 変性 卵 
と 区 別 が つき 難い 。 8 日 目 の も の は こと の 様 な 変性 卵 が 脳 
組織 だ け で な く , 頭 著 外 の 軟組織 中 に も 相当 多数 に 見 出 

日 時 の 経過 と共に, 全体 と し て 見 出 だ さ れる 貝 卵 数 は 
著 明 に 減少 し , 変性 九 が 比較 的 増加 する 。60 日 目 の も の 
は , 脳 組 織 に だ け , わ づ か に 初期 期 た し た 
と , 小数 の 変性 を 認め た が , 他 の 部 位 に は は 
認め られ な か つた 。 

『. 馬 単細胞 期 

馬 単細胞 期 も 同様 に マウス の 右 眼 上 の 一 定 
部 位 か ら 約 1,000 ヶ 脳 内 に 注入 し て , 24 時 間 目 , 48 時 間 
目 , 72 時 間 目 , 6 日 目 , 8 日 目 と 観察 し て , その 所 見 を 
第 8 表 に 示し た 。 と れ ら 6 例 に つい て の 上 成績 で は 頭 著 内 
で は , 虫 卵 は 同様 に 全 例 共 , 脳 の 各部 位 及 び 頭 蓋 底 内 面 
の 脳 膜 に 認め られ る が , と の うち 232 例 に 頭蓋 外 
の 及び 気管 軟骨 附近 の 軟組織 中 に 小数 の 虫 が 
認め られ た 。 

マウ ス の 脳 内 に お ける 発育 は , 腹腔 内 に 見 
られ た 場合 と 同様 に , 72 時 間 目 に 2 2, 6 日 目 に 40%, 
8 日 目 に 50% の 割合 に 仔 虫 包 蔵 卵 を 完成 し て いる 。 又 卵 
内 の 仔 虫 も 72 時 間 目 の も の は , 粗大 王 粒 状 物 に と ょ よ つて 充 
た され , まだ 何ら の 排列 を 示さ な い が , 6 日 目 , 8 日 目 
と 経つ に し た が つて , 整然 た る 排列 を 示す 細 小 題 粒 と な 
り , 体 の 両端 に 透明 な 部 分 が 現われ , 室温 と に お いて も 活 
発 な 運動 を 示す に 至る 。 脳 内 及び 頭蓋 腔 内 外 の 組織 を 圧 
平 標本 等 に より 検査 し た が , 今 迄 の 検索 で は 自ら 脱 殻 レ 
崇 化 し 得 た 仔 虫 を 1 例 も 認め る と と が 出来 な か つた 。 

B. 組織 切片 標本 に よる 

マウ ス の 脳 の 切片 標本 で は , 水平 断面 で も 前 額 断 面 で 
も , 脳 実質 内 の 海馬 足 や , 脳 核 及び 間 脳 附近 に は , 種々 
の 腔 隊 が 認め られ る が , と れ は 主として 両側 の 側 脳 室 , 
第 8 脳 室 及 び 第 4 脳 室 等 の 腔 隙 が , 種々 の 断面 で 切ら れ 
て 現われ た も の で あり , 双 マ ウス の 脳 で は 脳 外 春 の 半球 
問 裂 が 海馬 に 沿 つ て 深く 切れ 込み , 又 脳 底部 か ら 間 脳 や 
脳幹 の まわ り を に むか つて 腔 が 回 し て 入り と 
ん で お ぉ おり, これら が 組織 固定 等 の 人 工 的 操作 に ょ る , 脳 
組織 の 葵 縮 に と も な つ て 一 層 目 立つ て 見 える の で ある 。 

記載 の 都合 上 , 後者 の 脳 室 以 外 の 断面 に 現われ る 載 肝 
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に 囲ま れ た 膝 を , 以後 脳 実質 間 腔 , 略し て 「 実 
質問 腔 」 と 呼ぶ こと に する 。 

マウ ス の 右側 脳 実質 ヽ へ, 単細胞 期 を 注入 し 
て , 連続 組織 切片 標本 に より 観察 する と , いずれ の 場合 
に も , これ らい ずれ か の に 多数 の を 認め る 。 
すなわち , 右側 脳 実質 に 注入 され た , これ ら の 
室 及 び 脳 実質 問 腔 に その 多数 が 移行 し て 認め られ る の で 
ある 。 

今回 の 観察 で は , 色 及 び ギ ム ザ 染色 の に つ 
いて , 組織 学 的 所 見 を 検討 する の で ある か ら , 反応 中 の 
グリ ア 細 胞 と 間 昧 葉 性 細胞 と の 確 然 た る 区 別 の 不可 能 な 
場合 も ある こと こと を 了 予め 断つ て 置く 。 

24 時 間 目 

右側 脳 実 買 に は , 注射 部 位 に 多数 の 銅 虫 卵 を 入れ る 出 
血 巣 と , 注 対 に ょ る 破壊 組織 欠損 部 が ある 。 と この 出血 用 
び 多 数 の 軸 虫 卵 は 脳 実質 の みな ら ず 右側 脳 室 に も 及 ん で 
お り , 尚更 に 左側 脳 室 に て いる 。 

脳 実質 中 の 崩壊 部 分 に は , 欠損 部 を 中 心 に , 多量 の 出 
血 と 著 明 な 線維 素 の 析出 が あり , 脳 組 織 は 壊死 に 陥 い 
り , 核 の 多く は 濃縮 し , 或 は 崩壊 消失 し て いる 。 と こと の ょ 
うな 病巣 中 に 多数 の 虫 卵 が 混入 し て いる 。 人 附近 の 正常 な 
脳 組 織 も 粗 造 化し , 網状 を 旦 し 所 調 浮 腫 状 と な る 所 が あ 

病巣 の 細胞 浸潤 は , まだ 一 般 に 著 明 で な い 。 併 し 多数 
の 虫 卵 の 中 に は , 既に 浸潤 細胞 に よ ょ つて 包囲 され て いる 
も ゃ も の も ある 。 と れ ら の 細胞 は 主として 多 型 核 白 血球 で , 

て の 他 球 , 単 , 少数 の 組織 球 性 細胞 も 加わ る 
が , 好 酸 球 は 稀 で ある 。 細胞 は 必ず し ゃ も の まわ 
り だ け で な く , 赤血球 の 集団 内 及び 壊死 巣 内 に る 見 られ 
る 。 附 近 の 小 は 多少 , 可 成 り 
性 細胞 浸潤 を 示す も の が ある 。 尚 グリ ア 細 胞 の 増生 は 

ん ど み られ な い 。 

側 脳 室 に 変化 を 示す も の で は , 脳 実質 の これ ら の 病 菓 
と つら な つて 室 間 に 多量 の 赤血球 と 線維 素 血 性 の 浸出 物 
を 含み , と この 中 に 筒 虫 卵 が ある 。 と の 脳 室 中 の 虫 卵 及 び 
出血 中 の 浸潤 細胞 も , 脳 実質 中 の 其 れ と 同じ で ある 。 
脳 室 中 の 狭い 部 分 で は , 海馬 回 や 脳 実質 の 神経 細胞 悦 
と 並行 し て , 貝 卵 が 脳 室 上 皮 細 胞 層 に 挟ま れ , 1 列 に 数 
珠 状 に 並ぶ 所 が 必 々 見 受け られ る が , と の 様 な 所 で も 災 
胞 浸潤 は 一 般 に 少な く , 脳 室 上 皮 細 胞 に も 著 変 が な い 。 
る も の は が 脈絡 業 の 中 に 入 し て , 脈絡 組織 に 
ょ つて 包囲 され る 様 な 像 を 示す と と ころ が ある 。 に こと の 辺り 
で は 類 円 形 淡 染 性 の 比較 的 明瞭 に 綱目 状 を 量 す る 核 を る 
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ち , 比較 的 原形 質 に 富ん だ 細胞 が 遊離 し て いる 。 と れ は 
脈絡 膜 内 皮 細 胞 の 脱落 し た も の で は な いか と 思わ れる 。 

48 時 間 目 

脳 実質 内 の 虫 を 壊死 及び 出血 に は , 24 時 間 
目 よ り 生 々 多数 の 浸潤 細胞 が 出現 し て , と この 赤血球 の 大 
集団 を 限局 する 様 な 像 を 示し て くる 。 貝 卵 は , 比較 的 と 
の 出血 の 辺 集まり , 細胞 の 中 に は を 包囲 
殻 を 侵す も の が ある 。 

と れ ら の 細胞 は , 多 型 血球 が 主 で ある が , 
その 他 核 の 濃 染 し た 円 形 叉 は 不 整 形 , 時 に 紡 舞 形 の 原形 
質 に 芝 し い 組織 球 性 細胞 も 多数 に 見 うけ られ る 。 単 核 
球 . 泊 巴 球 , 形質 細胞 も ある が , 好 酸 球 は 極め て 少 い 。 
の 附近 に は , グリ ア 細 胞 が 多少 増 て いる と ころ 
が ある 。 脳 組織 内 に ある 赤血球 は 多少 補色 融解 し て 認め 
られ る も の が 多い 。 

脳 室 腔 内 に お ける 変化 も , 脳 実質 内 の 病巣 に 見 られ た 
変化 と ほぼ 同様 の 所 見 を 示し て いる 。 

72 時 間 目 
脳 実質 中 の 出血 , 壊死 等 に ょ る 病巣 は , 著しく 出現 レ 
た 浸 江 細 胞 に よ ょ つて 完全 に 包囲 そら れ , 赤血球 の 大 集団 
を と りか とむ 比較 的 暗 界 鋭 利 な 浸潤 細胞 層 を 形成 する 。 
多数 の が と の 層 に 集 ま つて, と これ ら は この 層 
着 す る か 又は この 中 に 拉 入 し た 様 な 形 で 見 出 だ さ れる 。 
と れ ら の 貝 卵 は 特に 著しく 浸 半 細胞 に 囲ま れる も の と , 
叉 全然 細胞 反応 を 示さ な いも の と が ある 。 

こと の 細胞 層 及 びとの 部 分 に ある 卵 を 細胞 の 
大 部 分 は , 上 記 の 濃 染 し た 核 を 有する 組織 球 性 細胞 で あ 
。 そ の 他 小 数 の 多 型 白 , 単 球 , 球 等 が 認 
め ら れる が , 好 酸 球 は 極め て 稀 で ある 。 グ リア 細胞 の 増 
殖 は 著 明 で は な い 。 附近 の 脳 実 買 の 小 血管 は 充血 し , 可 
成り 著 明 な 周 の 細胞 が 認め られ る 。 

と の 例 で は , 脳 室 腔 内 に は 既に 赤血球 は な く , 離 す 
る 虫 卵 に も 細胞 浸潤 は 殆 ん ど 認 め ら ちら れ な い 。 

5 日 目 

5 日 目 に な る と , 脳 内 の 虫 刀 は , 一 般 に 著しく 多数 の 
胞 に よ ょ つて か と まれ , 附近 の 小 管 も 充 拡張 
し , 脳 組織 の 反応 像 が 著しく な る 。 
水平 断面 の 或 る 例 で は , 深部 の 脳 核 附 近 に 多数 の 浸潤 
細胞 に より と り 囲 まれ た 虫 卵 集団 と , 組織 欠損 と が みみ ら 
れ , 同様 に 両側 の 側 脳 室 , 第 8 脳 室 , 第 4 脳 室 等 に も 貝 
卵 が 認め られ る 。 そ の 他 右 脳 外 変 の 脳 実質 の 所 々 に も 貝 
卵 集団 が ある 。 と れ は 恐らく 注射 針 の 通 つ た 附近 と 思わ 
れる 。 
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脳 実質 内 の 虫 卵 集団 及び 周囲 の 脳 組織 に 当 潤す る 多数 
の 細胞 は , 主として 核 の 濃 染 し た 組織 球 性 細胞 で , 少数 
の 氷 巴 球 , 形質 細胞 も 混入 する が , と の 時 期 で は 多 型 校 
白血球 は 殆ど み ら れ な い 。 赤血球 も 沿 残 つて いる が , 
一 部 は 融解 し , 或 る る の は ェ オ ジン の 染色 性 を 失い , 裕 
虚 に 見 える 。 と の 部 分 の 神経 細胞 は 殆ど 消失 し て い 
る 。 と これら 浸 潤 細 胞 層 の まわ り に は , 類 円 形 の や や 大 き 
な , 淡 染 性 核 の グリ ア 細 胞 が 多少 増殖 し て いる 。 

間 脳 と 脳 外 春 の 接する 脳 実質 問 腔 の 変化 で は , 多数 の 
虫 卵 が 索 状 に 並列 し て , 組織 球 性 細胞 に ょ つて 囲ま れ 
る 。 と の よう な 変化 は 海馬 足 の 内 側 に 和 , 下 
腔 に 達し レ し て いる 。 と の 辺り の 虫 卵 の 或 る も の に は , 極め 
て 多数 の 細胞 が 集 , 境界 鋭利 な 結節 状 を す 
る も の も ある 。 又 全然 細胞 浸潤 を 示さ な いも の も ある 。 
と の 部 の 軟 膜 血管 及び 脳 実質 面 管 は , 増殖 充 面 し , 血管 
に は 著しい 細胞 を 示し て いる 。 

海馬 足 の 神経 細胞 層 の 或 部 位 で は , と これら の 貝 卵 及び 
胞 よ ょ つて 圧迫 され , 一 部 神経 細胞 が 消失 し て , 
神経 細胞 層 が そこ で 切断 せら れ た 様 な 像 を 呈す る ころ が 
ある 。 強 拡大 で は 淡 染 性 の 核 小 体 の 明瞭 な 大 円 形 の 神経 
細胞 の 並ぶ 海馬 回 が , この 部 位 で は 殆 ん ど 消 失 レ し て 粗 造 
な 淡 染 性 を 示す 壊死 巣 に 化し て いる 。 そ の 両側 の 神経 細 
胞 は , 笛 慢 性 無 構造 の 暗 紫 色 に 濃 染 する 所 調 核 濃縮 像 を 
し て いる 。 

脳 室 中 の 虫 卵 は , 腔 内 に 遊離 する も の と , 室 壁 に 附 着 
する も の と が ある 。 遊 離す る も の に は , 細胞 反応 は 左 程 
著しく な い が , 附 着 し て いる も の の 中 に は , か な り 王 着 
に 浸潤 細胞 に より 囲ま れ て いる も の が ある 。 や は り 同 様 
の 組 織 球 性 細胞 を 主 と す る 間 用 葉 性 細胞 で , 附近 の 脈絡 
及び 質 は 増殖 充 し て いる 。 

9 日 目 
松 果 体 を 通る 脳 の 前 額 断 面 に お いて , 肉眼 的 に 海馬 足 
に 接し て 栗 粒 大 の 結節 が 認め られ る 。 鏡 検 す る と , 結 第 
は 脳 実質 か ら 脳 室 腔 内 に わた る 増殖 性 の 肉芽 組織 で あ 
り , その 中 に 所 々 虫 卵 が 認め られ る , と の 肉芽 組織 の 基 
底 は 一 側 の 脳 実質 に 連なり , その 頂点 は , 脳 室 腔 内 の 脈 
絡 組織 に 連 な つ て いる 。 

と の 貝 卵 結節 を 形成 する 細胞 は , 主として 濃 染 性 不 整 
形 核 の 組織 球 性 細胞 と , や ゃ ゃ 淡 染 性 核 の 線維 芽 細 胞 で , 
その 他 に 多 型 核 白 血球 , リン パ 球 , 形質 細胞 が 加わ る 。 
又 上 皮 様 細胞 も あり , 又 生 々 巨大 な 細胞 も 認め られ る 。 
億 し 好 酸 球 は 極め て 稀 で ある 。 

肉芽 組織 の 生 中心 は , に の ぴた 小 血 管 が 枝 状 
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に 連 な り , そ の まわ り に 上 記 の 多数 の 細胞 浸潤 が ある が , 
虫 卵 は 比較 的 辺 縁 部 に 集 ま つ て いる 。 こ の 周縁 部 の 所 々 
に は 特に 著 明 な 細胞 の 集 首 が あり , 一 見 リン >* 演 胞 を 思 
わせ る が , こと の 様 な と と ろ で は , 核 濃縮 , 核 破 壊 を 来 
し , 其 の 核 は 粉末 と し て みみ られ る 細胞 も 少な く な い 。 

と の 様 な 肉芽 組織 内 の 虫 卵 に は , 種々 < の も の が 見 られ 
る 。 2~ 4 細胞 に 発育 し た も の , 単細胞 の まま の も の , 
著しく 変形 し 型 は 半月 型 に ゆめ か が ん で 認め られ た 
, 金 米 の 如く し て いる も の 等 種々 で ある 。 又 
細胞 が 種々 の 程度 の 変性 に 陥り 染色 性 を 失い , 細胞 構造 
不明 と な つて いる も の , 又は 著しい 細胞 に ょ っ つて 
卵 細胞 が 全く 消失 し て 卵 衣 だ けが 認め られ る も の 等 が あ 
る 。 

と の 様 な 種々 の 状態 に ある 貝 卵 周 囲 及 び 虫 卵 内 に 見 ら 
れる 細胞 浸潤 の 程度 は , 極め て 著 明 な も の か ら , 殆 ん ど 
侵さ れ て な いも の に 至る 迄 さま ざま で ある が , 一 般 に 
生 卵 に お ける より も , 或 る 程度 の 変性 卵 に お いて , と の 
細胞 浸潤 は 著 明 で ある 。 

生 卵細胞 は , オ ジン に 淡く 染まる 微細 
状 物 を 含む 細胞 質 と , 円 形 叉 は 椿 円 形 で 比較 的 構造 が は 
つき り し た , 核 小 体 を 含む や や 染色 性 に 逐 し い 細 胞 核 と 
が ある 。 と の や うな 構造 は , 単細胞 の も の で も , 2~4 
細胞 に 発育 し た も の で も , た と え 卵 形 の 如何 に か か わら 
ず 認 め ら れる も の で , 一 般 に この 様 に は つき り と し た 構 
造 を 示す や うな も の で は , 卵 暖 内 に 反応 細胞 が 侵入 し て 
いる と と は 極め て 稀 で ある 。 こ れ に 反し て 凡 細 胞 構 造 が 
不明 瞭 と な つた も の , すなわち , 卵細胞 の 核 構造 が 不明 
な り , 濃縮 , 核 破壊 , 又は し た や うな る の, 
叉 細胞 質 の 染色 性 も 失わ れ て ェ オ ジン に 染まり 悪く な つ 
た 様 な 虫 婦 に は , 多少 に 拘ら ちず 細胞 が 侵入 し て いる 。 時 
に は 非常 に 多数 の 細胞 が 侵入 し て , この 変性 し た 卵細胞 
に 完全 に と つて か わる も の も 少な く な い 。 と の 様 な 変性 
卵 の 周囲 は , 強い 細胞 浸潤 を 伴 な う の が 普通 で ある 。 

と の 肉芽 組織 か ら 脳 実質 へ の 移行 部 分 で は 浸潤 細胞 は 
閣 次 数 を 減じ て 行く 。 と の 部 位 及 び 附 近 の 脳 室 上 皮 細 胞 
層 下 で は , 淡 染 性 の 目立つ 核 を も つ , グリ ア 細 胞 の 増殖 
が 見 られ る が , 肉芽 組織 内 に お ける グリ アァ 細胞 の 態度 に 
関し て は 鑑別 が 困難 な た め 判 然 と し な い 。 

と の 節 附 近 の 実質 血管 , 脈絡 膜 血管 , 軟 
管 等 は , 増殖 拡張 し , 売 血 も 著 明 で , 又 血 管 壁 の 細胞 浸 
潤 も 著しい 。 

脳 室 腔 内 に 遊離 する 虫 卵 の まわ り に も , 多かれ 少 か れ 
同様 な 間 有 床 葉 性 細胞 の 反応 が 見 られ る 。 脳 室 壁 に 附 着 し レ 
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て いる 卵 は ), と これら の 細 胞 に よ つて , 実質 内 に 
圧入 され た 様 な 形 を と つて いる も の が ある 。 と の 辺り で 
は , 脳 室 上 皮 細 胞 は 一 部 消失 レ し, 上 皮 組 織 下 に 軽度 の クタ 
リア 細胞 の 増加 が 認め られ る 。 

12 日 目 

と の 時 期 で は , まだ 貝 九 周囲 の 肉芽 組織 の 増殖 , 及び 
新生 血管 の 拡張 及び 充血 が 極め て 著しい が , 叉 特 に 変性 
卵 が 崩壊 吸収 され て いく 機転 を みる と と が 出来 た 。 

脳 実質 肉 の 虫 卵 集 団 を と りか と むむ 前 記 肉 芽 組 織 と は , 
まだ 多 型 校 白血球 の 集団 も み ら れ る こと と が ある 。 好 酸 球 
は や は り 極 め て 少 い 。 と これ ら 間 時 工 性 細胞 の まわ り に 
は , グリ ア 細 胞 の 増殖 の 著 明 な 場所 る も る ある が , や はり 其 
だ 箇 弱 で ある 。 を し て こと の 附近 に は 新生 血管 の 拡張 及び 
充血 が , 尚 可 成り , 状 の 血管 に は 紡 形 の 
織 球 性 細胞 が 多数 に 集 欠 し て いる 。 

室 腔 中 の 虫 で , 腔 内 に て いる に は , 
近 の 脈絡 業 及 び 脳 実質 血管 享 か ら , tosis 
糸状 に 伸び て 虫 卵 に 達し て いる 。 そ を し て この 卵 は 同様 の 
間 性 の 細 
血管 や 細胞 を と る も な つて いる と と が 比較 的 多い の が 此 の 
時 期 の 特徴 で ある 。 

脳 室 壁 に 附 着 し て いる 虫 卵 は , 相当 顕著 な 浸潤 細胞 , 
は 肉芽 組 と よ つ て と りか と まれ , は これ ら に 
つて 脳 実質 内 に 押し 込め られ た 様 な か た ち に 見 える も の _ 
が 一 段 と 多い 。 

と れ ら の 肉芽 組織 内 に お ける 貝 卵 は , この 時 期 に は 相 
当 特 異な 像 を 示す 。 2 ~ 8 細胞 に 発育 し て いる も の , 人 
育 し な い も の , 卵 に 著 明 に 細胞 が し て いる も 
の , 叉 浸入 し て いな いも の 等 種々 で ある が , と これら の 中 
に 腎臓 形 或 は 半月 形 に 変形 し た 卵 毅 の み と な り , た ゞ 
まり の 悪い 淡 江 色 或 は 淡 紫 色 の 粗大 滴 状 の も の を 含ん だ 
も の と し て 見 出さ れる も の が ある 。 尚 この 附近 に は , 蝶 
が 求 心 性 に 著しく 縮小 し て , リリ:~ リ な り 円 い 性 
の み が 同 陶器 様 光沢 の あぁ る 
様 の も の と 化し ,。 中 心 部 に は , わずか に 淡紅 色 の 滴 状 物 
て 5~10 ミ クロ ン の 小さ な 円 い 光線 属 折 性 の 滴 状 結晶 状 
物 と 化し て いる も の が ある 。 と の 滴 状 結晶 状 物 は , この 
上 時期 の 連続 切片 で , 変性 虫 卵 の 種々 の 過程 の も の を 妖 一 
追究 する こと に よ ょ つて , 貝 卵 に 由来 する こと が 確か め ら 
れる 。 と れ ら の 壊死 又は 遺 残 虫 九 は , 新生 肉芽 の 活動 が 
著しい 浸潤 細胞 巣 よ り も むし ろ 生 々 静止 し た 線維 化 さ れ 
つっ つ あ る 組織 内 に 見 出 だ さ れる 。 
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側 脳 室 中 の 虫 卵 で , 海馬 足 神経 細胞 層 に 接し た 部 分 に 
お ぉ ける 変化 は , 前 述 し た 脳 実質 問 腔 に 見 られ た 変化 と 同 
拉 に と , その 一 部 の 神経 細胞 層 は 消失 し て いる 。 

脳 外 奏 の 軟 膜 血管 も 一 般 に 売 血 拡 張 し , 脳 溝 内 の 小 血 
舌 の 増殖 も 著 明 で ある 。 又 脳 実質 問 腔 の 所 々 に 認め られ 
る 貝 卵 も , 同様 の 間 腺 葉 性 細胞 の 反応 下 に ある 。 

45 日 目 

全体 と し て 見 出さ れる 短 虫 卵 は 極め て 少 い 。 前 額 断 面 
の 1 例 に お いて , 右脳 実質 中 に 残存 する 10 数 個 の 虫 卵 を 
見 出し た が , 虫 卵 周 団 に は 既に 浸潤 細胞 も 肉芽 組織 も な 
く , 殆 ん ど 正 常 な 脳 組織 で ある 。 た ゞ こと の 貝 卵 の 内 外 に 
は 多少 同様 な 組織 球 性 細胞 の 浸潤 が ある 。 虫 卵 の すべ て 
は , 既に 壊死 に 陥 つて , 卵細胞 は 染色 性 の な い 無 構造 の 
不明 と な つて いる 。 は 浸潤 細胞 に つて その 
ん ど が 置換 すら れ , 卵 形 を し た 浸潤 細胞 の か た まり と し 
て 見 出さ れる 。 けが 光線 を 必 し て 卵 の 名 残 
を と め て いる 。 

と の 附近 に は 12 日 目 に 見 られ た 様 な 滴 状 結晶 状 物 も な 
く , 何ら ちの 病 的 組織 像 も 見 出さ れ な い 。 たく ゞ 遺 残 し て い 
る 虫 卵 附近 の 血管 は 多少 拡張 し て いる 程度 で 血管 杏 の 細 
胞 浸 潤 も 弱い 。 グ リア 細胞 の 増加 , 好 酸 球 も 認め られ な 
い 。 

脳 室内 及び 脳 実質 問 腔 に も 虫 卵 は 認め られ ず , 又 脳 全 
体 と し て の 血管 反応 像 も 殆 ん ど 正 常に 近い 。 

総括 及び 考察 

1.。 虫 卵 の 移行 に つい て 
(1) の 見 出さ れ た 
マウ ス の 右 眼 費 上 の 一 定 部 位 か ら , 右側 脳 実質 中 に 注 
入 さ れ た 虫 卵 を 追 つ て , その 生鮮 材料 か ら ,。 時間 的 に 主 
と し て 圧 平 標本 及び その 他 の 検査 方 法 に より 検索 し た 。 
て そし て 貝 卵 の 発見 し 得 た 範囲 は , 頭蓋 腔 内 で は , 注射 部 
位 の 右側 脳 半球 の 全域 の みな ら ず , 唄 球 を 含む 他 側 脳 半 
球 の 全域 , 更に 深部 の 脳 核 , 間 脳 , 部 , 至る 
卵 を 証明 し , 更に 殆 ん どす べ て の 例 の 頭 
の 下 腔 か ら , 多数 の 虫 卵 を 証明 し た 。 頭 外 
で は , 特に 争 部 の 咽頭 , 喉頭 , 気管 軟骨 附近 の 軟組織 か 
ら 多 数 の 虫 卵 を 見 出し , 更に その 他 の 部 位 の 争 部 軟組織 
や , 上 肢 筋 , 胸部 筋肉 ) 腹筋 部 等 か ら も 見 出さ れ た 。 ま 
た ある も の は , 肺 臓 や 肝臓 等 の 内 臓 か ら も 認め られ た 。 
(2) 脳 内 の 虫 
上 記 の ょ うに 圧 平 標本 に と よ ょ り 脳 の 各部 位 か ら 検 出さ れ 
たべ 虫 卵 は , 脳 の 連続 組織 切片 標本 に と ょ る 所 見 か ら , その 
ん どす べ て が , に 移行 し て いる も の で ある 
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と と を 知 つ た 。 すなわち , 両側 の 側 脳 室 及 びそ の 他 の 脳 
系 及び 上 記 各 処 の 実質 ( ) 間 か ら 多 数 の 
が 認め られ た 。 

(83) 頭 甘 腔 内 に お ける 移行 に つい て 

頭 甘 腔 内 で は , 虫 卵 は 注射 局所 の 脳 実質 の 他 , 上 記 の 
ょ うに , すべ て の 脳 室 系 ,。 及び 脳 実質 問 腔 を 含む 各 処 の 
下 腔 , 特に 頭蓋 の 横 に は , 殆 ん ど 常 に 多数 
の 卵 が 集 し て いる 。 

著者 (1959) は , さき に 下腹 部 膜 腔 内 に 注入 し た 貝 多 
が , 大 部 分 上 行 し て 模 隔 膜 下面 の 腹膜 敏 通 中 に 移行 する 
機転 に 関し , 腹腔 ( の 流れ と 密接 に 関係 する と 
報告 し た が , 頭蓋 腔 内 に お ける 虫 卵 の 移行 に も , 同様 に 
リコ ー ル の 流れ と 和 密接 な 関係 が ある と と が 考え られ る 。 

リコ ー ル の 流れ に 関し て , 古く か ら 多 く の 研 究 が な さ 
れ て いる が , 現在 最も 多く は , 脳 室 の 脈絡 業 か ら 生 成 さ 
れ , 第 4 脳 室 の 壁 に ある 孔 か ら 出 て , 大 部 分 は 脳 底 に 治 
つて 前 方 に 進み 脳 底 横 に 達し , 更に 一 部 は 大 脳 表 面 の 交 
上 膜 下 腔 に ひろ が る と 考え られ て いる 。 

切片 標本 で みる と , マウ ス の うす い 脳 外 論 中 に , 広く 
脳 室 や , 脳 実質 問 腔 が ひろ が つて いる た め , 注射 時 に は 
虫 卵 は 容易 と , と これ ら の リコ ー ル 中 に 裕 孔 又は 流出 する 
こと と が 考え られ , と この よう に し て 侵入 し た 虫 卵 の 一 部 
が , の 下 腔 に 集 ま つ て くる の で は な い 
か と 考え られ る 。 

(4)〉 頭 外 へ の 移行 に つい て 

頭蓋 腔 以外 で 見 出 だ さ れ た 虫 卵 は , 40 例 中 18 例 に お い 
て , 天 部 の 咽頭 , 喉頭 及び 気管 軟骨 附近 の 軟組織 中 に , 
11 例 に お いて , その 他 の 織 中 に 比較 的 多数 の 
貞 虫 卵 を 認め , その 他 胸 筋 部 か ら 5 例 , 腹筋 部 か ら 6 
例 , 内 臓 諸 了 臓器 か ら 2 例 の 虫 卵 を 認め て いる 。 と こと の 様 な 
と と か ら , 脳 内 に 注入 され た 虫 卵 が , 何ら か の 機転 に よ 
つて , 頭蓋 腔 外 へ も 移行 し 得る こと が 考え られ , 特に 問 
部 に 多く 移行 し て お る と と は 注目 に 価 す る 。 

この 頭蓋 腔 外 へ , 不動 性 の 虫 卵 が 如何 な る 経絡 を 通 つ 
て 移行 する か , と 云う こと が 問題 て ある 。 貝 卵 の 場合 , 
一 応 血 行 を 介する 場合 と リ を 介する 場合 
の 2 方 向 が 考え られ る が , 脳 組織 は 特に 毛細 血管 富ん 
実質 臓器 で ある か ら , 注射 時 の 損傷 部 か ら の 血管 内 侵 
入 も 充分 考慮 せな ね ば な ら 如 。 又 その他 の 何ら か の 機転 に 
よる 血行 路 も 考え られ る が , 貝 卵 の 見 出 だ さ れ た 分 布 , 
特に に 多い 事 , 更に 頭 の 下 に 多数 の 
卵 が 集 ま つ て いる と と な ど ょ り し て , マウ ス の 場合 洪 
巴 (リコ ー ル ) の 排出 路 と 何ら か の 関連 が ある の で は な 
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いか と 思え る の で ある 。 

(リコール) の 排出 路 に 関し , 解剖 学者 Key, 
Retzius (1875) 以来 多 の 研究 者 に より , 人 又は その 他 の 
動物 に つい て 種々 報告 せ て られ て いる が , 著者 は 遇 虫 卵 の 
移行 の 問題 を , 末 及び 卵 を 用 いて , マウ ス に 
つい て 更に 実験 を 追加 し , これ ら が 静脈 外周 の 
組織 及び 鼻 粘 膜 に 集 き まつ て くる と と を 見 た 。 と これら の 詳 

は 後 報 に 報告 し て 批判 を 得 た く 思 っ て いる 。 

2。 虫 卵 の 発育 に つい て 

豚 , 犬 馬 各 種 虫 単細胞 期 マウ ス の に お け 
る 発育 は , 腹腔 内 に お ける 発育 と 同様 で あつ た 。 す な ね わ 
ち , 及び 犬 虫 単細胞 期 ) いずれ も 初期 実 
期 迄 の 発育 を 示し , 馬 単細胞 期 の み が 2 ~50 
割合 と お いて 運動 仔 虫 期 卵 を 完成 し た 。 と の 運動 仔 虫 期 
る, 多 少 の 成 思わ せる ょ うな 形態 的 変化 を 遂げ 
得 た が , 脳 内 で , 自ら 脱衣 得 た も の は な 

83.。 運命 に つい て 
(1) 生鮮 材料 か ら の 観察 

第 1 報 に お いて マウ ス の 腹腔 内 に 注入 し た 遇 虫 卵 は , 
間もなく 生体 の 此 盛 な 反応 機転 に よ つ て 被 包 せら れ , 貝 
ぞ 結 節 を 形成 する 。 と れ を 著者 は 臓器 に 固着 し た 増殖 性 
の 小 丘 状 白 , 遊離 し た 型 の 虫 と に 分 
類 し た 。 そ こと で お も に と の 結節 内 に 見 られ る 貝 卵 の 形態 
に つい て 6 期 の も の を 分 け , と これ ら に つい て 結局 は , 談 
性 , 崩壊 し て 普 に 吸収 され る と 云う 虫 卵 の 運命 に つい て 
論じ た が , 脳 内 に お ける 虫 卵 も , 大 体 こ れ と 同様 の 経過 
を と る も の と 考 へ られ る 。 

脳 の 生魚 材料 で は , 腹腔 内 に 見 られ た 様 な 顕著 な 虫 卵 
結節 を 認め る と こと が 出来 な か つた が , "7~8 日 の 貝 卵 
(集団 ) の まわ り に は , 圧 平 標本 で 暗 灰 色 不 透明 の 反応 
物 を 認め , と この 中 の 虫 卵 像 に と に は, 種々 の 発育 過程 に ある 
あの の 他 に , 種々 の 程度 の 変性 卵 像 が 認め られ , 尚 附近 
に は 比較 的 著 明 な 毛細 血管 の 増殖 が みみ られ た 。 又 12 日 目 
の も の の 底 の 膜 下 腔 に は , 粒 大 の 虫 卵 結節 を 
認め て いる 。12~15 日 と 経過 する に つれ , 脳 内 の 変性 卵 
像 も , 周囲 反応 像 も や や 著 明 に な り , と の 頃 で は 器質 化 
の 機転 が 極め て 顕著 で ある よう に 思わ れ た 。 

と の 圧 斑 標本 か ら み た 組織 内 虫 卵 の 変性 形態 は , 同様 
に 卵細胞 の 頼 粒 化 , 胞 形 成 , 透明 化 , 変形 , 壮 縮 , 転 
位 , 崩壊 等 に 分 類 し て 表現 し 得る 。 

C2) 組織 学 的 所 見 か ら の 観察 

連続 組織 切片 標本 に ょ り 時 間 的 に 観 察 する と , 注入 さ 
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れ た 単細胞 , 脳 内 で 発育 する 一 方 , 変性 し , 
崩壊 , 吸収 され て いく 過程 を 詳細 に 追究 する こと と が 出来 
る 。 

そこ と で 実際 に 組織 内 に 現われ る 虫 卵 の 形態 に つい て , 
著者 は 虫 卵 の 所 見 を , その 概観 か ら 次 の 4 期 に 分 け て 控 

(C1) 単細胞 期 

(2) 分 列 

変性 崩壊 期 

(4) 

虫 卵 は 必ず し も 以上 の 如き 経過 を と る も の で は な く , 
変性 崩壊 期 へ は 単細胞 期 か ら も 分 裂 期 か ら も 移行 し 得 

24~72 時 間 目 の 間 は , と この (1) (2)〉 期 の も の が 大 
部 分 で (8) 期 の も の を 見 る と と は 稀 で ある が , 5~9 
日 と 経過 する に つれ て , 急激 に と この (3) 期 の も の が 増 
加 し て くる , れ ら の 卵 に 集 細胞 反応 も 
に 著 明 な も の が 現われ る 。 

と の 生理 的 発育 段階 に ある 生 卵 と , 種々 の 過程 の 変性 
卵 と を 組織 学 的 に 明快 に 区 別 し た 報告 は 見 な い が , 著者 
は や は り 一 般 の 生活 細胞 と 同様 , で も 卵細胞 の 
と 細胞 質 の 変化 に と ある の で は な いか と 思う の で ある 。 事 
実 細胞 の 核 構造 が 不明 と な り , 濃縮 , 破壊 消 
失 し た や うな も の , 及び 細胞 質 の 染色 性 が 変調 し て ェ オ 
ジン に 染まり 難く な り , 不明 瞭 と な つた 様 な 虫 卵 に は , 
多少 に 拘ら ず に は 細胞 が し て いる 。 と れ に 反 
し , 卵細胞 構造 の は つき り し た 貝 卵 に は , 如何 に 変形 レ 
た も の で も , 又 た と へ 周囲 細胞 浸潤 の 著しい 虫 卵 で も , 
卵 角 内 に 侵入 し た 細胞 を 見 る こと は 極め て 少 い 。 又 - 務 
に 変性 卵 の 周囲 細胞 浸潤 層 は 生 卵 の 場合 に と 比 し て 著 明 で 
ある 。 

と の 変性 崩壊 期 に と ある 虫 卵 像 に は , 多種 多様 の も の が 
みみ られ る , 或 る も の は , 卵 毅 内 に 多数 の 細胞 が 侵入 し て 
変性 し た 卵細胞 に 完全 に と と つて か わり , 卵 明 内 に 遊離 し 
た 浸潤 細胞 核 と な る 。 双 この 細胞 核 が 一 極 の 周囲 浸潤 細 


・ 胞 層 と 連なり , 時 に は 卵 は , これら の 浸潤 細胞 に て 完全 


に 埋め られ , た さく 卵 明 だ けが 光線 を 屈折 し て 認め られ る 
と と も ある 。 

卵 明 期 の 虫 卵 は 12 日 目 の 所 見 に み ら れ る 。 多く の 場 
合 , 肉芽 組織 の 活動 が 生 々 静止 し た 線維 化 さ れつ つ あ る 
組織 内 に , 著しく 圧縮 され て 腎臓 型 又は 半月 型 に 変形 し 
た 卵 明 期 の も の が , た さく 不明 瞭 , 淡紅 色 の 染まり の 悪い 
滴 状 粒子 を 含ん で 認め られ , 円 型 又は 円 形 の 
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, 求 心 に 著しく 縮小 し て リ リ : 大 の 円 い 均質 性 の 
も の と な り , 尚 と の 附近 に は と れ が 更に 縮小 し て 小さ な 
円 い 滴 状 結晶 状 物 と な つた も の が 多数 に 認め られ る 。 と こと 
の や ゃ うな 滴 状 結晶 状 物 に 至る 迄 の 種々 の 変性 過程 の 虫 卵 
を 逐一 追 守 し て , その 間 に 殆 ん ど 完 全 な 移行 像 が 認め ら 
れる こと よ ょ より, この も の は 虫 卵 が 消失 する 最終 過程 の も 
の と 考え られ る (Plate 1, a~1, 参照 ) 。 

4。 脳 の 組織 病変 に つい て 

上 記 の 様 に マウ ス の 脳 に 濃厚 な 液 を 注入 
し て 遷 皿 され る 脳 組織 の 病変 を , 時 間 的 に 連続 組織 標本 
に ょ つて 観察 する 場合 。 と の 反応 像 を , 大 体 次 の 8 つの 
場合 に 分 け て 観察 する と と が 出来 る 。 

(1) 遇 虫 卵 浮遊 液 を 注入 する 時 の 機械 的 外力 に よ 
脳 組織 の 破壊 欠損 及び 出血 , omen 
織 の 二 次 的 な 反応 。 

(2) の 浮遊 液 を 注入 する 際 の 物理 的 
圧力 こ ょ る 脳 組織 の 受身 の 変化 。 

(3) 脳 組 織 内 に 多数 に 存在 する , 映 虫 卵 に 対す る 組 
織 反 応 。 

すなわち , 実 質 内 に 浮 液 を 注入 する 際 の 出 
血 , 破壊 及び 圧力 等 に よ つ て , その 部 の 脳 組 織 な 壊死 に 
陥 い り , こと の 出血 巣 , 壊死 梨 を めぐ つて 当然 組織 反応 が 
お ぉ こと る 。 双 この 際 注 入 さ れ た 貝 卵 に 対し て も 間もなく 反 
応 細胞 が 集まる , し た が つて , 注入 初期 の 病理 組織 像 に 
は , と これら の 反応 像 が 混 然 と し て 見 られ る が , 時 間 の 推 
移 と 共に , 虫 卵 (集団 ) に は 多数 の 細胞 が 集まり , これ 
ら 病 巣 は 次 第 に 増殖 し た 販 閉 な 細胞 浸潤 巣 に よ つ て 全く 
れる に 致 る 。 

桜 林 (1955) は , 日 本 住 血 吸 虫 卵 に ょ る ウサ ギ の 諸 臓 
みみ られ た 組織 病変 を 出 型 増殖 型 泌 性 細胞 浸 
潤 巣 の 基本 型 に 分 け , これ に その 混合 型 と 陳 旧 化 (線維 
化 ) し た も の を 含め て 5 型 に 分 類 し , 詳細 に 観察 し て 記 

, 大 体 同様 に , 増 殆 型 と 浴 出 型 の 2 つの 基本 型 が あ 

り 。 更に その 弄 混合 。 線維 化し た も の を て 
5 型 の 基本 型 に 分 類 し て 表現 出来 る と 思わ れる の で , と 
の 表現 し て みた 。 

: 出 型 一 主として 白血球 の 壊 を 主 変化 
も の 。 

『 型 増殖 型 一 主 と し て 組織 球 性 細胞 が 増殖 し レ , 限局 
性 結節 を 形成 する も の 。 

『 型 : 上 記 2 型 の 混合 型 と 見 條 す べき も の 。 

lV 型 : 油 慢 性 細胞 浸潤 巣 で , 限局 性 傾向 の 殆ど ど み ら 
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れ な いも の , 増殖 型 へ の 移行 型 と も 見 館 すべ きも の で , 
叉 殆 ん ど 無 反応 の も の も ある 。 

V 型 : 線維 化 の 著しい も の 
等 で ある 。 

I 型 は , 主 に 脳 の 破壊 病巣 に 著 明 な 白血球 浸潤 を 伴う 
も の で , 極め て 早期 の も の に みみ られる, 白血球 の 種類 
は , 中 性 多 型 核 白 面 球 が 大 部 分 を し め , 多少 の 浮腫 を と 
も な う 。 て の 他 洲 巴 球 , 単 核 球 等 を 含む が 好 酸 球 は 極め 
て 稀 で ある 。 時 間 の 経過 と 共に , と の 病巣 に は , 濃 染 性 
の 円 型 双 は 不 整 型 核 を 有する 組織 球 性 細胞 が 多数 に 現 わ 
れ , と の 病巣 を 限局 する 様 な 形 を 示し て くる が , 尚 白 血 
球 の 浸潤 崩壊 も 著 明 で あぁ ある 。 と れ ら は, すなわち , 二 型 
の 混合 型 に 相当 する 。 

I 型 は , 虫 卵 (集団) 周 団 に 主 に と の 組織 球 性 細胞 及 
び 線 維 芽 細 胞 等 が , 顕著 に 増殖 し て , 次 第 に 肉芽 組 織 を 
形成 し , 限界 明確 な 結節 を 形成 する 。 上 記 の 5 日 目 , 9 
日 目 , 12 日 目 等 に み ら れ る 著 明 な 組織 病変 で ある 。 と の 
病巣 内 の 虫 卵 が 次 第 に 変性 し , 崩壊 , 吸収 され て いく 過 
程 と つい て は 既に 述べ た 。 尚 と の 時 期 の 虫 九 で は , 或 る 
も の は その 周辺 に 限局 性 を 示さ な い 。 泌 慢性 細胞 浸潤 巣 
を 形成 し て いる と と ろ も 刻々 あり , 又 全 災 無 反応 に 近い 
虫 卵 も 存在 する 。 す な わ ち 了 IMV 型 に 属す る も の で 』『 型 と の 
pntaps 又は 初期 像 と も 考え られ る も の で ある 

は 上 記 病 変 の 線維 化し た 状態 で , 肉芽 組織 の 活動 


第 4 表 豚 生 卵 注 入 に ょ る 脳 の 組織 病 
病変 
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は 次 第 に 静止 し , 細胞 数 を 減じ , 通常 の 上 痕 化 の 過程 を 
と る も の と 考え られ る 。 貝 卵 の 状態 は , 崩壊 期 , 卵 毅 期 
と な つた も の が 多く , この 期 の 虫 卵 に つい て は 上 記し た 
如く で ある 。 

と の 様 な 各 型 の 組織 病変 を , 著者 は 時 間 的 経過 を 追 つ 
て 観察 し た の で ある か ら , 著者 が 得 た 成績 で は , 出現 す 
る 各 型 の 時 間 的 推移 が 割合 こ に は つき り と し て いる 。 そ と 
で その 主 な 組織 病変 を 第 4 表 の 如く 著者 は 8 期 に 分 け て 
表示 し て みみ た 。 

こと の 様 な 経過 を と つて , 脳 内 の 虫 九 (集団 〉 は 主 と し 
て I 型 (増殖 型 ) の 組織 反応 に より , 結局 は 処理 され る 
が , これ に 与 か る も の は 組織 球 性 細胞 を 主 と す る 間 葉 
系 の 細胞 で あり , 一般 に グリ ア 細 胞 の 反応 は 著 明 で は な 
い 。 

第 TT 期 で は , 増殖 し た 肉芽 組織 に より 貝 卵 結節 を 形成 
する が , と の 結節 附近 の 脳 実質 血管 , 脈絡 膜 血管 軟 肛 
血管 等 は 充血 , 拡張 し 又 増 殖 も 著 明 で あり , 血管 周囲 の 
細胞 浸潤 る 極め て 著しい 。 

室 内 離 する に , 脈絡 業 脳 実質 か ら 細 い 
糸 様 の 毛細 血管 が 上 記 の 主として 組織 球 性 細胞 を 伴 つ て 
伸び て お り , 虫 卵 を に 致 し め る が この 様 な 像 
か ら , 著者 は と の 種 細 胞 は , 血管 又は 血管 壁 附 近 か ら 由 
< し た も の で は な いか と 思う の で ある 。 細川 (1957〉 ら 
は 肺 成虫 及び ょ る 内 組織 病変 に 現われ る 細 
胞 は 主として プラ スマ 様 細胞 で ある と し て いる 。 

こと の 様 な 病巣 , 及び その 附近 の 神経 細胞 は 普通 崩壊 消 
失 し , これ は 特に 海馬 足 神経 細胞 層 に 接し た 部 分 に お い 
て 著 明 に 現われ る 。 すなわち , と こと に 接し た 脳 室 内 或 は 
脳 実 質問 腔 に 虫 卵 が 集 療 し た も の で は , こと の 部 に お いて 
神経 細胞 層 の 一 部 が 消失 レ し, 切断 され た 様 な 像 を 示し て 
いる 。 

従来 寄生 虫 卵 と による 組織 病変 の ー つ の 特徴 と せら れ た 
好 酸 球 や 巨 細 胞 の 出現 は , 著者 の 成績 で は 極め て 迄 な も 
の で あつ た 。 

むす び 

マウ ス の 右 眼 費 上 の 一 定 部 位 か ら , 脳 内 に 豚 , 犬 , 還 
等 各種 短 虫 単細胞 期生 卵 を 注入 し て , 生 鯉 材料 か ら , と 
れ ら 貝 卵 ③ 態 度 並 びに 運命 に つい て 検索 する と 共に , 用 
環 虫 卵 注入 例 に つい て , 時 間 的 に 連続 組織 切片 標本 を 作 
製 し , 虫 卵 に よる 脳 の 組織 病理 学 的 検討 を 行 つ た 。 

(1) 貝 卵 の 移行 に つい て : 頭蓋 腔 内 で は , 虫 卵 は 脳 
実質 か ら , 脳 室 腔 及び 髄 膜 腔 の リコ ー ル 系 に 移行 し , 多 
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数 の も の が 底 の 下 腔 に 集 ま つ て いる 。 
外 で は , 天 部 殊 に 咽頭 , 喉頭 , 気管 軟骨 附近 の 軟組織 証 
に 多く 認め られ , その他 の 争 部 軟組織 , 胸 筋 部 , 腹 筋 部 , 
及び 肺 臓 , 肝臓 等 の 諸 臓 器 に も 虫 卵 が 認め られ た 。 

(2) 卵 の 発育 に つい て : 脳 で も , 及 び 犬 
単細胞 期 初期 期 , の み が 運 動 仔 
に 育 し た 。 

(38) の 運命 に つい て : 投与 され た 各種 単 
胞 期 九 は , 脳 内 で 一 応 上 記 の 発育 を 示す が , と これら は 時 
晩 被 包 を られ , 多く は 虫 卵 結節 を 形成 し , 結局 は 変性 骨 
壊し て 吸収 され る 。 と れ ら の 過程 に つい て , 圧 平 標本 
組織 標本 と の 所 見 を 併せ 観察 し , 特に 崩壊 , 吸収 され る 
過程 の 卵 暖 期 の も の に つい て , くわ し くそ の 所 見 を 記載 

(4) 脳 の 組織 病変 に ついて: 虫 注 に ょ る 
組織 病変 の 反応 の 主体 を な す も の に は , 破壊 病巣 と 虫 昨 
(集団 ) に ょ る 病変 が ある 。 そ と に 現われ る 種々 の 病 終 
を , 増殖 型 と 浴 出 型 の 基本 型 に 分 け , その 移行 型 。 混 倖 
型 及び 陳 旧 化し た も の が こと れ に 人 附 堕 し て いる 。 と れ ら を 
合わ せ て 5 型 に 分 類 し た 。 双 と れ ら 病変 は , 時 間 的 綴 衝 
を 追 つ て 変化 する が , その 病 像 を , 上 記 の 基本 型 と , 吾 
と し て 出現 する 細胞 と か ら , 3 期 を 区 別 し , これ ら に うう 
いて 若干 の 考察 を し た 。 と よる 脳 の 病変 は , 主 
て 間 性 細胞 の 増殖 こと よる も の で , グリ ア 細 胞 の 関 
は 著 明 で な い 。 

終り に 臨み , 御 指 導 , 御 校 関 を た まわ つた 恩師 森下 華 
教授 た に は 申す まで も ゃ なく, 病理 所 見 に 関し , 終始 御 教鞭 
御 いた ヾ いた 本 研究 部 の 荘 保 忠 三 郎 士 並び 
御 助 言 を いた いた 本 学 宮地 授 に 衣 感謝 の 意 を 
げ 御 な る 御 助 言 を いた ヾ さい た 伏見 純一 
士 に 謝意 を 表す る . 
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Summary 


In the previous paper the author reported the 
result of the observation on the behaviour and the 
fate of various ascarid eggs inoculated into peritoneal 
cavity of mice. The present paper deals with the 
findings about the eggs inoculated into the brain of 
mice. 

The eggs of monocellular stage of swine, canine 
and equine ascarid worms were used in this experi- 
ment, being inoculated into the the right hemisphere 
of the brain by way of direct intracerebral injection. 
The animals were sacrified at various intervals after 
egg inoculation, and the brain and other tissues were 
examined both in fresh condition pressed with glass 
and in sections. The findings thus obtained are as 
follows. 

1) Migration of eggs : Within the cranial cavity, 
the eggs are carried from the brain parenchyma into 
the liquor system in the ventricles and the meningeal 
room, and a considerable number of them are found 
accumulating in the subarachnoinal room at the base 
of cavity. Some eggs are also found in the tissues 
outside of the cranial cavity, namely in the loose 
tissues around the neck, especially of pharynx, larynx 
and bronchus. Furthermore, there are some eggs 
reaching far the loose tissues of thoracic and abdo- 
minal muscles, or lung and liver. 

2) Development of the eggs: In the brain, the 
eggs of swine and canine ascarid worms showed 
development from the monocellular stage to the early 
morula, while those of equine ascarid worm can 
reach embryonated mature stage. 

3) Fate of the eggs: The eggs in the Lrain are 
destined to be packed by the granulating tissues of 
mesenchymal origin, and finally to be disintegrated 
and absorbed. Careful observations were made regard- 
ing this process, as shown in the Table I. 

4) Histopathological changes: They can be dif- 
ferentiated into two categories; the pathological 
changes due to the mechanical damages following 
the injection of eggs and the changes caused by eggs 
themselves. Histologically, however, they can be 
divided into five fundamental types; 1) infiltrative, 
2) productive, 3) transitional, 4) combined, and 5) 
sclerotic in characters. Whole course of pathological 
processes in my Ccases are divided into three stages, 
each involving two or three types with various in- 
tensities respectively. 
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写 真 説 明 
(特に 記載 の な い 場 合 は 豚 で ある ) 
plate I. 10. \ 脳 室 腔 中 に ける 卵 (5 日 目 ) 脳 に 附 
1. 気管 軟骨 附近 に 移行 し た 環 虫 卵 , 8 日 目 矢 印 は 11, ) する 貝 卵 は 脳 実質 中 に 圧入 され た 様 な 形 を と 
, 圧 平 標本 る も ゃ の が 多い 。 
2. 脳 内 で 初期 実 期 た 発育 し た , 22 日 12. 実質 問 に 移行 し た 卵 た より, 海馬 足 神 
目 , 圧 平 標本 経 細 胞 層 は 一 部 消失 し , そ と で 切断 され た 様 な 
3. 脳 内 で 仔 虫 包 蔵 卵 を 完成 し た 馬 環 虫 卵 , 6 日 像 を 示す , 矢印 は 消失 し た 神経 細胞 層 (9 上 目 ) 
目 , 圧 平 標本 plate III. 


a ~1 脳 内 で , 崩壊 , 吸収 さ て いく 豚 
虫 卵 の 種々 形 ( 熊 倍率 は 大 体 等 し い ) 
a~b 分裂 期生 
c~i 崩壊 期 
j~1 卵殻 期 卵 (Plate III. の 18, 19 像 参照 ) 
plate 
4. } 24 時 間 目 , 脳 実質 内 病巣 中 の 申 虫 卵 
5. 細胞 は と し て 多 形 血球 
6. 脳 内 に ける 卵 (48 時 間 ) 
7. 脳 ょ より 肺 組織 中 に 移行 し た 環 虫 卵 (48 時 間 目 ) 
8. 細胞 に ょ り 包 囲 限 局 さ れ た 病巣 (72 時 間 
目 ) 虫 卵 は 周辺 部 に 集まる 
9. 脳 実質 中 及び 実 質問 腔 ける 卵 , 卵 周 


囲 漫 性 細胞 ある (5 日 目 ) 矢 印 は 脳 
実質 問 腔 


13. 虫 卵 結節 と の 基底 は 脳 実質 に 連なり , その 
頂点 は 脈絡 組織 に 連なる (9 日 目 ) 

14. 卵 結節 (12 日 ) 

15. 間 肥 葉 系 細胞 浸潤 層 下 の グリ ア 細 胞 の 増殖 を 
示す (12 日 ) 

16. 脳 腔 内 の 虫 卵 を 処理 する , 毛細 血管 綱 と 
球 細胞 (12 日 目 ) 

17. 16 像 の 脳 室 に 着 する 卵 目 ) 

18. \ 期 の 卵 (12 日 目 ) 求 心性 に 縮小 し , 

吸収 され る 過程 を 示す , 矢印 は 生 正 虫 卵 , 右 

上 は , 拡張 し た 小 
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舞 虫 体腔 液 成 分 に ょ よる ア レル ギー の 
実験 病理 学 的 研究 
(3) 性 時 の 組 学 的 変化 に つい て 


赤 


大 阪 医科 大 学 病 理学 教室 (指導 浜本 犬 二 教授 ) 
(昭和 34 年 6 月 26 日 受 預 ) 
特 


第 1 報 に お いて は 皮膚 反応 を , そし て 第 2 報 に お いて 
は , 家 束 の 一 側 腎 に 実験 的 に 発現 せしめ た 堅 炎 の 形態 像 
を 指標 と し て , 著者 は , 遇 虫 体腔 液 , 体腔 液 蛋白 質 成 分 
及び 多糖 類 成 盆 に よる 活動 性 アナ フィ ラキ シー の 形態 学 
的 変化 の 特長 を 詳細 に 研究 し , 此 等 銅 虫 抗原 の 免疫 学 的 
性 質 と アレ ルギー 性 組織 障 末 の 特長 に つい て , 多く の 新 
知見 を 得 , 又 所 調 貞 虫 アレ ルギー の 病態 機構 を , 主 と し 
て 病理 学 的 な 立場 か ら , 解明 と 裏付け を 行 な つ て 来 た 。 
本 報 に お いて は , 此 等 の 研究 を 更に 押し 進め , 又 災 虫 抗 
原 に よる アァ レル ギー 性 病変 の み で な く , その 下 作 用 を も 
合せ て 考慮 に 入れ , いわ ば 総括 的 に , 此 等 三種 類 の 遇 虫 
抗原 の 頻 回 静脈 内 注入 (活動 性 免疫 ) を 行なっ つた 家 兎 の 
各 臓 器 組 織 に お ける ァ レ ルギー 性 機 序 に 基 ず く 増 殖 性 炎 
症 性 変化 と , 夫々 の 場合 に 示さ れ た 形態 学 的 特長 を 更に 
追求 な みた 。 

ちな み に , 人 為 的 に 大 量 の 成熟 を 投与 し た 所 
' 環 虫 感染 動物 の 病理 学 的 変化 は , 既に 加藤 (1938) の 長 
期間 に わた る 系 統 的 詳細 な 研究 を 初め と し て , 最近 で 
は , 松村 ・ 由 上 (1957) 等 の 主として 。 アレ ルギー 性 変 
化 を 重要 視 し た 研究 等 が ある 。 そ を し て , 此 等 の いわ ば 和 里 
虫 感染 症 の 病理 と も 云う べき 乃至 は , 環 虫 症 の 発症 機 
転 を 究め る 業 積 は , 又 そ れ な り に 大 い に 上 貴重 な 成果 で あ 
る 。 

し か し , それ に も まし て 基本 的 な 研究 と し て , 事 虫 抗 
原 感 作 に ょ つて , 当然 生体 内 に 欠 起 され る で あろ う 3 組織 


TAKAO AKAMATSU : Experimental pathological 
studies on the allergy by the ascarid cavity fluid 
and its fractions (8) Histological changes in immu- 
nized rabbits (Department of Pathology, Osaka 
Medical College, Takatsuki, Osaka prefecture) 


病変 は , 抗原 の も つ 特 な 性 か ら も 虫 感染 
動物 に 表 わ れ た 種々 な 病変 の 裏付け と 解析 を 要求 する 意 
味 か ら も , 又 更 に , 他 抗 原 感 作 に よる 形態 学 的 変化 と 対 
比 し て みて も , それ 自身 充分 興味 ある 叉 必要 な 研究 で も 
ある と 思わ れる 。 

幸い に し て 著者 は , 今回 行なっ つた 活動 性 免疫 時 に お い 
て , 家 可 各 臓器 組織 に 種々 の 特異 的 な 変化 を 見 出し , 此 
れ を , 過去 二 回 に わた つて 解明 し て 来 た 成 果 に も と ずい 
て 考察 し た 結果 , 各種 体腔 液 抗原 の 性 状 に 応じ た アレ ル 
ギー 性 病変 は 勿論 , 此 等 遇 虫 抗原 の 一 つの 特性 と も 思わ 
れる 溶血 作用 と 関連 し た 変化 に とも, 多く の 示 吹 に 富む 所 
見 を 見 出し 得 た 。 


実 試 材料 及び 方 法 


1. 使用 動物 : 体重 2 kg 前 後 の 健康 成熟 家 
2。 使用 抗原 : 第 1 報 , 第 2 報 に お いて 述べ た と 同様 , 
豚 遇 虫 より 採取 し た 体腔 液 並 びと こそ の 蛋白 質 成 分 分 及び 
多糖 類 成 分 で ある (作製 法 は 第 一 報 と 同様 な る 為 省 略 )。 
3.。 免疫 方 法 : 体腔 液 は , 家 麹 1 羽 当 り 0.25cc を 1 回 
注射 量 と し , 此 れ を 生理 的 食塩 水 に て 4 倍 に 稀釈 , 総量 
を 1cc と し , 週 3 回 の 割合 で 合計 8 回 乃至 10 回 , 耳 静 脈 
より 注入 し た 。 又 蛋白 質 成分 及び 多糖 類 成 分 は , 体腔 液 
の 倍 量 を 使用 し た 。 

最終 免疫 後 8 日 乃至 10 日 目 に , 家 全 採 血 乃 は 
気 栓 寒 に と より 必殺 し , 各 臓 器 組 織 は , オル ト 固 定 乃 至 ホ 
ル マ リ ン 固 定 を 行ない , 形 の 如く パラ フ マ ィ ン 包 埋 の 後 薄 
切 し , へ マト キシ リン ・ エ オマ ジン 重 染色 , PAS 染色 , 
ワイ ゲル ト 氏 弾力 線維 染色 , アザ ンマ ロロ リー 染色 , 好 銀 
線維 染色 , 及び 鉄 染色 (ベル リン 青 法 ) を 施し て 鏡 検 観 
察し た 。 

猫 一 部 動物 で は , 各 抗 原 注入 毎 に , その 直後 , 30 分 
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後 , 1 時 間 後 , 3 時 間 後 , 6 時 間 後 , 8 時 間 後 , 24 時 間 後 
48 時 間 後に 対 側 耳 静 脈 よ り 所 用 の 血液 を 採取 し , 赤血球 
数 , 白血球 数 の 測定 及び 白血球 百分率 を 測定 し た 。 双 , 
名 群 よ り , 動物 2 羽 宛 を 選び , 層 殺 時 採取 し た 血清 か 

ら , Thones-Aschafenburg 氏 法 に ょ り 血 清 鉄 量 の 測定 を 
も 行 な つ た 。 

叉 , 体腔 液 免疫 群 よ り 2 例 を 選び , 層 殺 24 時 間 前 0.5 
% ト リ ペ パン 青 溶液 20cc を 耳 静 脈 よ り 注 入 し , 各 組 織 成 分 
の 色素 摂取 状態 を 観察 し た 。 

実験 成績 

4。 一 般 所 見 

名 抗原 免疫 群 と も , 所 調 シ ョ ッ ク 死 と 思わ れる 様 な 急 
激 な 死亡 例 は 一 例 も 無い 。 然し , 体腔 液 免疫 和 群 で は , 使 
用 動物 15 羽 中 2 羽 が 免疫 途中 で 衰弱 死亡 し , 又 令 白質 成 
分 免疫 群 で は , 使用 動物 6 弱 中 1 羽 が 同様 に 免疫 作 中 で 
衰 弱 死亡 し た が , 多糖 類 成分 頻 回 注射 群 で は , 全 例 共 頻 
回 注射 に 耐え た 。 

時 生存 し た 全 動 物 の 中 に は , 末期 に は , 
に る いそ うし , 可 成 り の 体重 減少 を 認め た も の も 数 例 


B. 体腔 液 免疫 群 

(1) 及び 造血 臓器 

心臓 は , 肉眼 的 に は 殆 ん ど 変化 が な い 。 組織 学 的 に 
も , 一 般 に 認 を べき 変化 と 逐 し い が , 少数 例 に お いて 
は , 心筋 に 軽度 の 乃至 は 状 変 性 を 認め た も 
の が ある 。 そ の 他 に は , 先 状 動脈 周囲 の 軽度 の 浮腫 及び 
血管 周囲 問 質 に 単 球 様 乃 至 は 組織 球 様 の 大 型 の 単 核 細胞 
の 少数 の 浸潤 が 見 られ た も の も ある 。 又 No.14, No.16 
に お いて は , 心筋 間隙 に 限局 性 の 線維 増生 が あり , 線維 
芽 細 胞 乃 至 は 時 に Myozyten に 酷似 し た 大 型 単 核 細胞 
の 結節 状 の 浸潤 が 少数 見 られ る こと が ある 。 そ し て , 比 
の 様 な 所 で は , 心筋 細胞 は , 所 々 で , 増生 し た 結合 織 の 
為 に 離 断 さ れ , 島 腐 状 に 取り 残さ れ た 心筋 細胞 は , 強く 
好 酸 性 を 増し , 核 濃縮 乃至 は 消失 が 認め られ る 。 又 唯一 
例 で は ある が , No.21 で は , 少数 の 多核 白血球 及び 単 球 
並び に 小 円 形 細胞 の 浸潤 を 伴 な うぅ う 軽度 の 心 外 膜 炎 が あ 
り , 同 部 は , や や 線維 化 と 傾き 軽度 に 肥厚 し て いる 。 
次 に 大 動脈 に は 著 変 な く , 腸 臓 に お いて は , 肉眼 的 に 
軽度 の 腫 大 を 認め る も の 或 は , 腫 大 の 殆 ん ど 認 め ら れ な 
いる も の 等 様々 で ある 。 組織 学 的 に は , 一 般 に 共通 し た 所 
見 と し て , 白 髄 の 発育 が 可 成 り 良 好 で , 芽 中 心 る 極度 に 
肥大 し て いる も の も あり , 又 時 に は ,。 二 次 小節 の 形成 を 
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認め る も の も ある 。 赤 和 髄 で は , 軽度 の うつ 血 及 び 洞 の 軽 
度 の 拡張 を 見 る も の も 少数 例 あ る が , 此 の 様 な 所 見 を 
欠如 する も の も 多い 。 洞 内 皮 は 軽度 に 腫 大 せる も の も 多 
一 般 に 細 網 内 皮 系 細胞 は 可 成 り 増生 し て いる 。 
叉 , 諸々 た に へ モジ デリ ン の 沈着 を 多数 に 認め , 前 記 綱 
内 系 細胞 由来 と 思わ れる 大 喰 細胞 が , 此 等 の へ モジ デリ 
ン 短 粒 を 食 喰 し て お り , 又 赤 血球 食 喰 CErythrophagie) 


も 可 成 り の 頻度 で 認め られ る 。 獲 動物 に ょ よ つ て は , 洞 内 


に , 集 錠 性 乃至 びまん 性 の 軽度 の 多核 白血球 及び 形質 細 
胞 を 入れ て いる 。 艇 外 造 血 巣 は 殆 ん ど 認 め な い が , 時 に 
少数 の 骨髄 巨核 球 を 洞 内 に 見 る こと が ある 。 顔 , 鉄 染色 
で は , 程度 の 差 は あぁ る が , 人 金 例 と も 非常 に 高度 に 鉄 反応 
が 表 わ れ , No.23, No.24 で は 特に 著しい 。 
骨髄 ( 大 髄 骨 ) で は , 一 般 に 混合 血 で , 全体 と し て は , 
造血 能 の 了 學 進 は さほど 著 明 で は な い が , 中 に は , 巨核 球 
の 増殖 が 可 成 り 著 明 な も の も ある 。 そ し て , 一 部 巨核 球 
は , 軽度 の 食 喰 能 を 示す も の も ある 。 そ の 他 動 物 に ょ 
て は , 赤血球 系 造血 の 軽度 の 了 元 進 を 示す も の , 又 白 血 

や 増生 傾向 を 有 し て いる 。 猫 少数 例 に お いて は , 骨髄 に 
ぁ る ぁ へ モジ デリ ン の 沈着 を 見 る も の も ある 。 

(2) 呼吸 

気管 等 は 著 変 を 見 な い 

愛 障 で は, 肉眼 的 に は , 著 変 を 認め な いも の が 多数 で 
ある が , No.14 に お いて は , 限局 性 の 小 出 血 巣 を 認め 
組織 学 的 に は , 肺 は , 最も 特異 的 と 思わ れる 所 見 を 認 
め た 臓器 の 一 つ で あぁ あり, そし て , 最も 高度 な 病変 は , 肺 
の 血管 系 に 見 られ る 。 然 も 動脈 系 の 変化 が 高度 で ある 。 
即ち 変化 の 初期 像 と 思わ れる も の で は , 動脈 内 皮 細 胞 
は , 強く 増生 腫 張 し , 時 に は , 此 の 様 に 増生 し た 内 皮 に 
好 酸 球 乃 至 偽 好 酸 球 が 集 欠 し , 所 調 疹 出 性 動脈 内 膜 炎 と 
も 名 付け 得る 様 な 形態 像 を 示す 所 も 少数 ある 。 此 れ が , 
や や 慢性 に 経過 し た と 思わ れる も の で は , 強い 器質 化 が 
起 つ て お り , 動脈 内 膜 は , 線維 性 に 肥厚 し , 所 に ょ つて 
は , 殆 ん ど 血 管内 腔 を 閉 放 せ ん ば か り の も の も ある 。 此 
の 様 な 変化 は , 程度 の 差 は ある が , 多かれ 少く な か れ 本 
群 の 殆 ん ど 全 て の 動物 に 表 わ れ た 特異 的 な 変化 で ある 。 
その 中 で も No.10 に お いて は , 更に 変化 が 高度 で , 此 の 
様 な 炎症 性 反応 が 中 膜 更に 外 膜 に 波及 し 所 調 動 脈 炎 の 像 
を て いる 所 も ある 。 No.12, No.17, No.21 の 3 
例 に お いて は , 動脈 内 に , 可 成 り 成 熟し た 血栓 を 認め , 
それ に 近接 する 内 皮 細 胞 に も 増生 肥大 が 認め られ た 。 獲 
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血栓 は , 静脈 内 に も 認め られ る と と が 稀 に ある 。 そ の 他 , 
多く の 血管 で は , 血管 周囲 性 の 浮 蜂 が あり , 高度 の も の 
で は , 血管 外 膜 が 可 成 り 膨 化し て いる 。 又 浮腫 と 相 並 ん 
で 血管 周囲 に 少数 の 多核 白血球 の 浸潤 及び 単 球 の 浸潤 を 
, 結節 性 動脈 周囲 炎 
と 酷似 し た 変化 を 示す 。 疾 , No.14 に お いて は , 所 々 に 
oii) 肺 胞 内 に も 少数 の 赤血球 の 浸出 を 見 る 
所 も ある 。 叉 一 部 動物 で ご は, 胞 隔 の 肥厚 及び 軽度 の 無 気 
肺 を 見 る が , 逆 に 軽度 の 肺 気 嘩 を 認め る も の も ある 。 
猫 , 層 殺 前 24 時 に トリ ペン ブラ アウ 耳 静 脈 内 注入 を 行 な 
つた も の で は , 前 記 の 増生 し た 動脈 内 皮 細 胞 に , 色素 の 
摂取 像 が 見 られ た 。 

(38) 消化 器 

肝 も 又 。 多く の 特異 的 な 所 見 を 認め た 臓器 の 一 つ で あ 
る 。 然 し 肉眼 的 に は , 殆 ん ど 変 化 は な い 。 組織 学 的 に 興 
味 あ る 所 見 と し て は , 小葉 内 の 所 々 に 見 られ る 単 珠 様 細 
胞 結 節 で ある 。 即ち , 極 く 初期 像 と 思わ れる も の で は ば は, 
軽度 に 拡張 に し た 類 洞 に 少数 の , 核 は 円 形 乃 至 類 円 形 , 
に 形 乃 至 紡 状 クロ マチ ン 量 は 豊富 で 比較 的 
質 , 核 小 体 不明 瞭 , 細胞 体 の 比較 的 乏しい や や 小形 の 単 
核 細胞 の 集 笠 が 見 られ る に 過ぎ な い 。 し か し , 此 れ が 療 
分 発達 し た も の で は , や や 大 形 に 発達 し た 単 核 細 胞 が , 
十 数 個 乃 至 数 十 個 集 欠 し , その 旋 に 周囲 の 肝 細 胞 は 圧 排 
され て いる 。 そ し て 時 に は , 結節 の 中 に , 数 個 の 肝 細 胞 
を 見 る 様 に な る 。 此 の 様 に し て , 結節 状 に 増生 し た 単 核 
細胞 に 取 囲 まれ た 肝 細 胞 は , 壮 縮 し , 好 酸 性 を 増し , 校 
は 濃 縮 乃至 消 失 し て お り , 殆 ん ど 壊 死に お ち 入 つて いる 
も の も ある 。No.24 に お いて は , 此 の 傾向 が 更に 強く , 
肝 細 胞 は , 可 成 り 広 汎 な 壊死 に お ち 入 り , 強く 増殖 し だ 
前 記 単 核 細胞 は , 壊死 巣 の 周辺 部 及び 内 部 に 不 規則 な 集 
団 を つ くり, 核 は , 紡 至 円 形 を , 愉 結核 
結節 に 見 る 様 な 類 上 皮 細 胞 様 の 形態 を 有する 様 に 見 える 
も の も 多い 。 洗 , 初期 結節 で は , 一 見 し て , 結節 構成 細 
胞 中 に , 星 細胞 を 思わ せる 細胞 成分 が 混在 し て いる 事 が 
多い (が , と れ が 単に 偶 在 性 の も の か 或 は , 結節 構成 細 
胞 が 星 細胞 由来 の る もの で ある と する 一 つの 根 処 を 示す も 
の か は よく 解ら な か つた ) 又 , 銀 線 維 染 色 で は , 此 等 単 
核 細 胞 は , 好 銀 線維 と は , 一 応 無関係 に 見 える 。 獲 結節 
の 出来 る 位置 に は 一 定 し た 傾向 が な い 。 そ の 他 に , 肝 細 
胞 の 高度 広汎 な 混濁 腫 張 , 或 は , 中 心 帯 肝 細胞 の 葵 縮 , 
空 泡 変性 乃至 脂肪 変性 , 細胞 体 の 極度 の 淡 明 化 等 を 見 る 
と こと が ある 。 

星 細 胞 は , 程度 の 差 は ある が , 一 般 に 増生 肥大 し , 時 
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に は , 胞体 内 と に へ モジ デリ ン 王 粒 を 食 喰 し て いる と と も 
ある 。 間 質 は , 一 般 に 増生 し , 小 円 形 細胞 の 浸潤 を 伴 な つっ 
て いる 。 そ し て , No.24 に お いて は , 此 の 傾向 が 更に 著 
し く , 所 に より , 一 部 肝 細 胞 を 巻 込む 様 に 結節 状 に 増生 
し , 附近 の 肝 細 胞 に は 変性 乃至 壊死 を 認め る と こと も ある 。 
その 他 , 更に 興味 ある 所 見 と し て は , No.10, No.12, 
No.14, No.15 等 に は , 類 洞 内 の 所 々 に , 骨髄 巨核 球 の 
出現 が ある 。 然し, 此 等 の 巨核 球 は , 概ね 壮 縮 性 で , 校 
も 濃縮 傾向 が 強い , 騰 及 び 消 化 管 に は , 特異 的 な 所 見 は 
な い 。 

(4) 泌尿 生殖 

皿 は , 肉眼 的 に は 著 変 は な い 。 組織 学 的 に も , 或 は と 
期待 し た 程 の 変化 は 見 出し 得 な か つた けれ ども , No.12 
No.16, No.28 に お いて は , 少数 な が ら , 所 々 の 糸 入 体 
に , 高度 の 及び 荒 認め た 。 即ち, 此 の 様 な 
は , 既に 管 腔 は 全く 閉 し , は 強く 肥 
し か も 相互 間 は レ , 全体 に し て いる 。 
系 と ボウ マン 氏 上 皮 の 着 も 普遍 的 に 認め られ , 
ウマ ン 氏 井上 皮 の 増生 , 特に 層状 の 線維 性 増殖 る 認め ら 
れる 。 此 の 様 な 糸 秋 体 の 周辺 で は , 配下 の ネフ ロン に 上 
皮 の 選 平 化 , 腔 の 軽度 の 拡張 等 が 見 られ , 内 腔 に 硝子 様 
円 柱 を 入れ る 所 も ある 。 

その 他 の 部 位 で は , 細 尿 管 の 変化 は 極め て て 乏しい 。 
勝 腕 及び 生 殆 器 に は 著 変 は な い 。 

(5) 内分泌 

ー 般 に 変化 に 芝 し い 。 但 し , 副 堅 では, 少数 例 に お い 
て , 皮質 の リポ イド 含量 の 低下 , 皮 髄 境界 部 の 充血 等 を 
見 る 事 が ある 。 

(6 ) 神経 系 

特異 的 な 所 見 は な い 

(7) 免疫 経過 中 に お ける 末 醒 血液 像 の 変動 

その 概要 は 第 1 表 に 示 様 に , 各 感 作 毎 に , その 直前 
及び 直後 並び に 以後 経時 的 に 採取 し た 未 村 血 液 像 に お い 
て は , 白血球 百分比 に と お いて , 興味 ある 変動 を 示し た 。 
即ち , 注射 直後 に は , 末 醒 血 中 の 偽 好 酸 球 は , 急激 な 小 
少 を 示し , その 百分比 は , 4 2 乃至 7 2 和 達 する 。 以後 
は , 除 々 に 破 復 の 傾向 を 示し , 38 時 間 後 に は , 偽 好 酸 球 
と 泊 巴 球 の 比 は 完全 に 逆転 し , 遂に , 注射 前 より 増 多 傾 
向 を 示す 。 し か し , 早い も の で 24 時 間 後 , 遅く と も 48 時 
間 後 に は , 元 の 状態 に 民 復 する 。 猫 , 好 酸 球 も , 億 好 酸 
球 と 略 同様 な 経過 を と る 様 で ある 。 白 血球 絶対 数 で は , 
と の 様 な 変動 は 余り 典型 的 で は な く , 末 醒 血液 中 の 白 血 
球 増 多 は , 実際 は , 注射 後 3 時 間 前 後 , つま り , 百分比 
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に お いて も , 偽 好 酸 球 増 多 を 示す 時 に 一 致し て 起 つ て 来 胞 の 種類 は , 少数 の 多核 白血球 を 混在 し た , 単 球 乃至 は 
て いる 。 つ まり, 注射 直後 に 見 られ る 。relative Lymp- 組織 球 様 の 大 型 単 核 細胞 で ある 。 そ を し て , 此 の 様 な 変化 
hozytose は , あく 工 球 減少 に 伴 な う も の で , は , 典型 的 と は 云わ な い , 所 結 第 性 動脈 周囲 
と し て の 白血球 増 多 を 示す も の で は な く , 真 の 白血球 増 多分 に 類似 性 を 求め 得る 変化 で ある と 思わ れる 。 

多 は , 3 時 間 に 見 られ , 百分比 に お ける , 位 工 球 増 多 に その 他 , 動物 と よ つ て は , 胞 隔 の 軽度 の 肥厚 , 及び へ 
平行 する も の で ある 。 猫 赤 球 数 は , 免疫 回 数 に 応じ て モジ デリ ン の 沈着 等 が 認め られ る 。 

傾向 を 示す 。 し か し 赤血球 は 認め られ な い 。 (83) 消化 器 


(8 ) その 他 の 検査 所 見 

1. 血清 鉄 量 , No.24, 314 Y, No. 
183, 398Y で 可 成 の 増量 を 示す 。 

C. 蛋白 質 成 分 免疫 群 

本 群 の 変化 は , 前 記 体腔 液 免疫 群 に 
お ける 所 見 と 可 成 り 類 以 し た 変化 を 示 
す の で 簡単 に 述べ る 。 

(1) 循 及び 造血 臓器 

心臓 は , 前 群 と 同様 , 一 般 に 特異 的 
な 所 見 に 芝 し い が , No. 2 に お いて は 
心筋 間 障 に , 限局 性 や ゃ 粗 な 結合 織 の 
増生 が あり , 一 部 心筋 細胞 の 変性 及び 
大 型 大 単 核 細 胞 の 少数 の 浸潤 が 認め ら 
れ た 。 猫 , 此 の 部 分 は , PAS 染色 で 弱 
陽性 で ある 。 そ の 他 に 前 群 と 同様 , 軽 
度 の 周 管 性 浮竹 及び 周 管 性 の 少数 の 単 
球 浸潤 等 が ある 。 大 動脈 に は 著 変 な 
く , お いて は , 前 記 , 体腔 液 
疫 群 と 大 同 小 異 の 変化 を 示す 。 即ち , 
油 胞 の 肥大 , 軽度 の レ チ ク ロ ー ゼ , 高 
度 の へ モジ デ ロー ジス 及び 赤血球 食 
喰 , 叉 , 洞 内 多核 白血球 及び 形質 細胞 
の 増加 , 巨核 球 の 出現 等 で ある 。 獲 , 
鉄 染色 で は , 赤色 人 秋 に お いて , 高度 に 
陽性 に 出現 する 。 

骨髄 で は , 軽度 の 造血 管 の 元 進 等 , 
前 群 と 略 同 様 の 所 見 を 示す 。 

(2) 呼吸 器 

肺 は , 肉眼 的 に は , 特記 すべ き 所 見 
に 乏しい が , 組織 学 的 に は , 程度 の 差 
ある が 上 和 群 と 同様 , 血管 内 皮 細 胞 の 
増生 , 内 膜 の 肥厚 , 血栓 形成 , 血管 周 
囲 性 浮腫 等 が 認め らち られ る 。 し か し , そ 
れ に まし て 本 群 に や ゃ ゃ 特 軸 的 な 所 見 と 
し て は , 肺動脈 周囲 の 細胞 浸潤 が 可 成 
り 高度 に 認め られ る 事 で あり , 浸潤 細 
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の 差 は あぁ あれ, No.18, No. 8 を 除く , 他 の 4 例 に 見 られ , 
就 中 , No.19 に お いて は 高度 で , 可 成 り 高度 な 肝 細 胞 の 
尻 局 性 壊死 を 伴 な つて いる 。 星 細胞 も , 一 般 に 肥大 増生 
し , 多く は , へ モジ デリ ン 征 粒 を 食 喰 し て いる 。 そ の 他 
に , 肝 細 胞 は , 可 成り びまん 性 の 変化 と し て , 主として 
小葉 中 心 帯 細胞 の 縮 変性 等 が 見 られ , 小 週 
辺 帯 肝 細 胞 の 好 酸 性 の 増加 , 又 逆 に 胞体 の 極度 の 淡 明 化 
乃至 は 王 粒 状 変 性 等 が 見 られ る 。 間 質 は , 各 例 共 可 成り 
増生 し , 小 円 形 細胞 の 浸潤 を 伴 な つて いる 。 次 に 騰 に は 
著 変 な く , 消化 管 系 に も 著 変 は な い 。 

(4) 泌尿 生 器 

皿 肉眼 的 に 著 変 を 認め ず , 組織 学 的 に も, 
は , 全体 と し て 略 正常 構造 を 保持 し て いる も の が 大 部 分 
で ある 。 然し , 所 に ょ つて, 所 々 の 糸 和 勿体 に , や は り , 
前 群 と 同様 , 壮 縮 , 荒 泥 を 見 る も の が あり , 多く の 場 
合 ボウ マン の 線維 性 及び ボウ マン 氏 
状 の 増生 を 見 る 。 細 管 は , 前 記 の を 見 る 所 
で は , 軽度 の 壮 縮 が あり 又 , 軽度 の 間 質 の 増生 を 伴 な う 
所 も ある けれ ども , 全体 と し て は , さほど 変化 は 高度 で 
な い 。 痴 , 少数 例 に お いて は 細 尿 管 上 皮 の , 軽度 の び ま 
. ん 性 の 混濁 星 張 を 認め た 。 

(5) 内 分 泌 臓 器 前 群 と 略 同様 。 

(6) 神経 系 殆 ん ど 変 化 が な い 。 

(7) 免疫 経過 中 に お ける 未 構 血液 像 の 変動 前 群体 
牙 液 免疫 群 ) と 同様 な 経過 を 示す 。 

(8) う その 他 の 検査 所 見 

1.。 血清 鉄 量 , No.4, 3847, No.1 463Y 

D. 多糖 前 成分 回 注射 

(1) 循 器 及 び 造 血 器 

心臓 は 一 般 に 変化 に 乏しい が , No.7 に お いて は , 一 
部 心筋 細胞 に , 軽度 の 映 様 変性 が ある 。 骨 和 髄 で は No. 5 
に 著 明 な 好 酸 性 白血球 系 の 造血 能 の 誠 進 を 認め た 。 
肝 臓 に お いて は , 特異 的 な 所 見 を 欠く も の か 多い が , 
No. 7 に お いて は , 洞 内 に , 多核 白血球 の 軽度 の 増量 を 
認め た 。 又 鉄 反応 は , 軽度 に 陽性 を 呈し た 。 

(2) 呼吸 器 

肺 で は , 前 二 群 に 比 し , 極め て 変化 に 逐 し く , 本 実験 
に 特異 的 な 病変 と 思わ れる も の は 発見 で き な か つた 。 わ 
ず か に , 一 部 動物 に お いて は , 胞 隔 の 軽度 の 肥厚 を 認め 
た に すぎ な い 。 

(C3) 消化 器 

肝臓 は , 肉眼 的 に は , 著 変 は な い 。 和 組織 学 的 に は , 肝 
細胞 に 軽度 の びまん 性 の 実質 変性 を 認め る も の が 多い 。 
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その 主 な も の は , 軽度 の 空 胞 変性 及び 混濁 腫 張 , 並び 
に 場所 こよ ょ より, 細胞 体 の 淡 明 化 等 で ある 。PAS 染色 で 
は , 殆 ん ど 変 化 な く , 勿論 。 グリ コー ゲン 天 粒 の 増量 も 
認め な い 。 そ の 他 , 膝 及 び 消 化 管 に は 変化 が な い 。 
(4) 泌尿 生殖 器 及 び (5) 内 分 泌 臓 器 (6 う 神経 系 に 
も 著 変 は な い 。 

C7) 免疫 経過 中 に お ける 末 村 血 液 像 の 変動 は , 第 1 表 
に 見 る 様 に , 余り 定型 的 で て なく, 一 定 し た 経過 を 示し に 
くい が , それ で も , 軽度 な が ら 前 二 群 で 認め た 様 な 変動 
傾向 を 示す 時 も あり , 又 軽 度 の 白血球 増 多 も 見 られ , 此 
の 中 に は , 好 酸 球 の 増量 が 前 二 群 に 比 し て 高度 な 点 が 注 
目 さ れる 。 赤 血球 数 に は 著 変 は な い 。 

(8) 未 々 清 鉄 量 は , No. 6 に お いて 298 Y, No. 7 
で は 318 y で , 軽度 の 増量 を 示す 。 


考 接 


著者 は 既に 第 一 報 に お いて , 貴 虫 体腔 液 の 多糖 類 成分 
は , 微弱 な が ら も 苦 起 能力 を 有する が , それ 自身 単独 で 
は 抗体 を 産生 し 得 な い 所 調 Hapten で ある こと と を 指摘 し 
た 。 

本 実験 に お いて , 多糖 類 成分 頻 回 静脈 内 注入 群 に は , 
体腔 液 乃 至 は 令 白質 抗原 を 使用 し た も の に 比 し , 各 臓 器 
組織 の 変化 が 極め て 逐 し いと と は , 他 抗 原 使 用 の 場合 に 
は , 恐らく 家 兎 生体 内 で 操 返し 招来 され た で あろ うと 思 
われ る アレ ルギー 性 機 序 に も と ずく 炎症 性 反応 が , 全く 
欠如 し て いた と と を 示す も の で ある ろう 。 即ち, 皮膚 反応 
を 指標 と し た 研究 に お いて 指摘 し た 多糖 類 上 成分 が Hap- 
ten な る 事実 は , 本 実験 に と よ つ て も 裏書 き さ れ た も の と 
思わ れる 。 し か し 軽度 で は ある が , 一 部 肝 に 見 られ た 実 
質 変性 は , 多糖 類 抗原 の 家 体 に 対す る る 程度 の 
物 的 作用 を 示す 一 つ 表 われ で は な いか と 思わ れる 。 

Wolman(1956 う , は , 一 種 の 多 和 体 で ある Dextran 及 
び Levan を 用 い , 此 れ を 家 加 静 脈 内 に 頻 回 注入 し た 所 , 
腔 に は 網 内 系 細胞 増生 を , 又 有 時 で は 星 細胞 の 増生 と 胞 
体 の 泡 深 状 変化 を 認め た と 報告 し て いる が , 著者 の 実験 
で は , 此 の 様 な 変化 は 殆 ん ど 認 め ら れ な か つた 。 此 の 事 
は , Wolman の 使用 し た 多糖 体 が , その 性 状 か ら 見 て , 
生体 に 対し 強い 異物 と し て 働い た , 食 喰 能 有 
する 此 等 網 内 系 細胞 の 増生 と 変性 を 招い た も の と 思わ れ 
る 。 ち な み に 此 の 実験 で は , 肝 に グリ コー ゲン の 増量 
は , 全く 認め られ な か つた と 述べ て いる 。 

猫 本 実験 に お いて , に 鉄 反 応 陽性 粒 の 出現 が 
略 正 常 範囲 で あり, 又 血 清 鉄 量 の 増加 も さ 程 強く な か つ 
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た と と は , 多糖 類 成分 が , 体腔 液 や 側 白 質 成 分 の 様 な 深 
血 作用 を 有 し な いと と を 想像 せしめ る 一 つの 間接 的 な 裏 
付け と な る と 思わ れる 。 

双 部 動物 に お いて , 骨 好 酸 性 白血球 造血 
及び 末 柄 血 の 軽 度 の 好 酸 球 増 多 を 認め た が , 此 れ は , 皮 
膚 反応 で ご も そう で あつ た 様 に , 本 成分 が , 好 酸 球 増 多 を 
促進 する 物質 で ある か も 知れ な いと と を 想像 せしめ る も 
の で ある が , 現在 の 所 で は , 断定 する 材料 に 乏しい 。 

次 に , 体腔 硫 及び 蛋白 質 成 分 の 頻 回 静脈 内 注入 を 行 な 
つた 家 軟 に お いて は , 先述 の 様 に , 腸 , 肺 , 肝 等 に 高度 
次 いで , , , 心 等 に も 軽度 の 所 
見 が 認め られ た 。 此 の 様 な , 一 見 複雑 多岐 に わた る 組織 
病変 を 考 究 す る に 当 つ て は , 貴 虫 体腔 液 抗原 の も つ 複 雑 
な 性 質 を 大 い に 考 慮 し な けれ ば なら 刀 。 即ち , 一 般 の ア 
ナ フ ィ ラキ シー 性 組織 病変 に 及ぼ す 此 等 抗原 の 免疫 学 的 
な 性 質 は , 既に 第 一 報 及 び 第 二 報 で 詳し く 述 べた 所 で あ 
る が , 本 実験 に 現われ た 種々 な 組織 病変 は , 体腔 液 の も 

て の 性 質 , 及び 基 れ に ょ つて 惹 起 さ れ た と 思わ れる 種 
抗体 反応 )〉 と , 既に 中 島 (1954) 及び 飯尾 (1927) 等 に 
溶血 作用 に ょ つて 惹起 され た 数 種類 の 変化 を 包含 し て い 

此 等 の 中 で , 全般 の 変化 を 支配 し て いる の は , 勿論 生 
体内 で 苦 起 され た アレ ルギー 性 反応 に も と ずく , 主 と し 
て 増殖 性 の 炎症 性 変化 で ある 。 此 等 に 属す る 変化 と し 
て は , 主 に 肺 血管 系 に 認め られ た 高度 の 増殖 性 動脈 内 膜 
炎 , 及び 血栓 形成 , 血管 周囲 性 浮腫 , 血管 周囲 性 の 細胞 
潤 並び に は ある が , 血管 周囲 炎 は 結節 性 動脈 
周囲 炎 様 変化 , 又 有 寺 に お いて は , 種々 な 段階 の 単 球 様 細 
胞 結節 の 出現 及び 肝 細 胞 の 限局 性 壊死 , 叉 有 に お ける レ 
チク ロー ゼ 及 び 白 の 肥大 , に お ける 軽度 の 局所 性 
皿 等 が 主 な も の で あろ 。 

此 の 中 , 肺 
体腔 液 抗原 の も つ , Serotrop 型 抗原 及び histiotrop 型 
抗原 両 因子 に 

即ち , 前 記 , 動脈 周囲 炎 様 変化 乃至 は 結節 性 動脈 周囲 

焦 様 変化 は , 元 来 が 組織 親和 性 抗原 抗体 反応 を 起す 抗原 
こ 血 管内 に 注入 され た 場合 に 起 る 

血管 周囲 間 質 結合 織 の 炎症 性 反応 を 示す も の で あり , 此 
等 釧 虫 抗原 の 中 , histiotrop 型 抗原 抗 体 反 応 に よ つ て も 
べら さ れ た 一 つの ア レル ギー 性 組織 病変 の 一 型式 を 示す 
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も の と 考え られ る 。 

そし て , 極 く 初期 に は , 多核 白血球 の 血管 周囲 組織 え 
の 浸 六 と し て 表 わ れ た も の が , 時 間 の 経過 と 共に , 単 球 
乃至 は 組織 球 性 の や や ゃ 大型 単 核 球 の 集積 と な り , 又 此 れ 
が 操 返 し 増強 され た り し て , 所 調 結 役 性 動脈 周囲 炎 に 
似 の 炎症 形態 を と つて 来 た も の と 思わ れ , 此 の 様 な 炎症 
過程 は , 既に , 第 一 報 の 皮膚 反応 に お ける アナ フィ ラキ 
シー 性 病変 に お いて も ,。 一 部 観察 され た 所 で ある 。 
By 此 の 様 な 血管 系 病変 が , 主 に 肺 に 著 明 で , 他 臓 器 

それ 程 著 明 に 認め られ な い の は , 頻 回 の 抗原 注入 を 耳 

行なっ た 関係 で 最も 抗原 度 の 高い と 思わ れ 
る 肺 に , 高度 に 発現 し た も の と 思わ れ , その 多く が , 肺 

又 , し ば し ば 見 出さ れる 血栓 形成 は , 全身 性 シェ ワル 
ッ マ ン 現象 発現 時 に お いて も , よく 認め られ る 所 で あ 
り , 又 必 ず し も 抗原 抗体 反応 が 必須 の 条件 で は な い が , 
此 の 場合 こ に は , 肺 の 血管 内 皮 細 胞 の 増生 及び ショ ッ ク タク 時 

びに 血 流 の 緩徐 化 等 が , 此 の 血栓 形成 に 好都合 な 条件 

on こも の と 考え られ る 。 次 に , 本 実験 に お いて , 比 
較 的 特異 的 な 興味 ある 所 見 の 一 つ に , 増殖 性 動脈 内 膜 炎 
と も 名 付け 得る 様 な , 血管 内 皮 細 胞 の 高度 の 増殖 及び 此 
ヒ は , 先 の 血栓 形成 と 合せ て , 所 調 , Thromboembolic 
i Gr sclerosis と 云わ れる も の に , 一 連 の 類似 性 を 示 
す が , 本 現象 の 発現 機 序 に 就 い て は , 次 の 三 要 素 を 考慮 
する 必要 が ある 。 

即ち , 第 一 に 血管 の 通過 障害 , 第 二 に 血管 内 溶血 刺 
戦 , そし て 第 三 は , 血管 内 性 抗原 抗体 反応 で ある 。 
第 一 の 項目 と に つい て は , 田川 195⑦ は , 人 為 的 に 完 
全 結 夫 を 施し た 動脈 の 内 皮 細 胞 は , 極 く 早期 より 肥大 増 
生 し , し か も , 食 喰 能 さ え 有 する 様 に な る 事 を 観察 し て 
いる が , 一 般 に , 種々 の 原因 に よる 血管 通過 障害 が , 内 
皮 細 胞 の 肥大 増生 を 招来 する こと は ょ く 知 られ た 事実 で 
あり , 著者 の 実験 の 場合 に は , 肺 血管 の 所 x 々 に 見 られ た 
血栓 が ー つ の 誘因 に な つて いる と と は 見 逃 を な い 事実 で 
あろ う 。 即 ち , 先述 し た 血栓 形成 と 血管 内 皮 細 胞 の 増生 
と は , お 互い に 原因 た り 又 結果 た り 得 る も の で あろ う 
然し , 以上 は , い は ば 二 次 的 な 誘因 と な る も の で あつ 
, それ に 対し , 一 次 的 な 原因 と 見 人 し 得る の は , 次 の 
っ ぞ ある 。 

即ち , 第 二 の 項 目 に つい て は , ある 種 の 溶血 歌 例え ば 
フェ ニール ヒド ラマ ジン 等 の 血管 内 注入 又は , 大 量 の 溶 上 
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次 液 の 1 回 血管 内 注入 等 に ょ よ つ て も , ある 程度 の 内 皮 増 
生 を 来 す 事実 が あり , 此 れ に 関連 し て , 環 虫 体腔 液 及び 
蛋白 質 抗原 の 溶血 作用 が , 血管 内 皮 細 胞 の 肥大 増生 を 促 
進 す る 因子 と し て 重要 な 役割 を 演じ て いる 。 最後 に , 第 
三 の 項 目 に と に ついては, 既に 第 一 報 及び 第 二 報 で も 操 返 し 
述べ た 様 に , Serotrop 型 抗 原 の 性 質 上 ( 此 の 場合 蛋白 質 
成分 は 関係 が な い )〉, その 反応 の 場 を 血管 内 皮 に 求め た 旋 
の 結果 で ある 。 

以上 の 事 か ら , 此 等 肺 血管 系 に 見 られ た 内 皮 細 胞 の 肥 
大 増生 は , 決し て 一 元 的 に 説明 出来 る る の で は な いと 思 
われ る が , 蛋白 質 成 分 免疫 群 で は , 1) 及 び 2 の が その 原因 
と 考え られ , 体腔 液 免疫 和 群 で は , 以上 の 二 つ に 更に 8 う の 
要素 が 強く 関係 し , 可 成 り 高度 広 泊 な 変化 を も た らし た 
も の で ある と 思わ れる 。 

次 に , 肝臓 に 見 られ た 種々 の 変化 の 中 , 比較 的 特異 な 
興味 ある 所 見 は , 種々 な 発育 過程 を 示 し た 単 球 様 細胞 結 
. 節 の 出現 と 肝 細 胞 の 限局 性 壊死 で ある 。 

此 の 様 に , 肝 に 撰 択 的 に 表 わ れ る 結節 性 変化 は , チ フ 
ス 性 病変 に 特異 的 な 変化 と され て いる 所 の チマ ス 小 結節 
が ある 。 

本 結節 の 原因 的 要 案 に 就 い て は , 未だ 定説 が な く , 古 
く か ら 次 の 8 つが その 相 因 と され て いた 。 即 ち 1) 血 栓 。, 
細 は 細菌 栓 に よる 毛細 の 閉 , 作用 , 
:8) 菌 作用 で ある 。 然し, その 何れ も が 確固 た る 証 こ も な 
く , い は ゞ 憶測 の 域 を 出 な か つた が , 最近 武田 (194 の 
は , その 発生 病理 の 研究 に お いて, 初 感染 で は , 単に 
物 炎 型 で ある に 対し , チラ フス 菌 で 免疫 後に 再 注入 する と 
典型 的 な チン フス 結節 に な る こと と を 報告 し , 本 結節 の アレ 
ルギー 説 を 提唱 し , その 原因 的 要素 に 可 成 り 明 確 な 証 さ 
を 与え て いる 。 そ し て , 著者 も の 考え に 全く で 
あり , 多く の 病原 性 細菌 に 比 し , チ フ ス 菌 が 此 盛 な 抗体 
産生 能力 を 有する 事実 , 又 武 藤 (1942) が 結節 形成 過程 
に 認め た 様 な 結節 性 動脈 周囲 炎 に も 比 す べき 結節 性 毛細 
欧 管 周囲 炎 と 云う 様 な , 血管 周囲 増殖 形式 が 其 の 基本 型 
と 考え られ る と と 等 と 考え 合せ , 本 実験 に お ける 種々 な 
実験 条件 及び 組織 病変 か ら 照 合 し て みて も , 此 の 様 な 結 
節 の 成因 を 一 種 の アレ ルギー 性 起源 を 有する 乃至 は , 少 
く と も アレ ルギー 性 変化 の 関 己 し た 変化 で ある こと と の 可 
能 性 を 示し て いる も の と 考え られ る 。 た さく 然し , 結節 に 
随伴 し て し ば し ば 認め られ る 所 の 肝 の 限局 性 壊死 巣 の 成 
因 に 就 い て は , チマ ス 性 病変 に お いて は , 一 元 説 及び 二 
元 説 が あり 未だ 決定 的 で は な い が , 著者 の 実験 に お いて 
は , 小結 節 の 種々 な 発育 段階 を 系 統 的 に 観察 し た 結果 で 
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は , 少な く と も 一 元 的 に 招来 され た 二 次 的 な 変化 で あぁ る 
と 考え て いる 。 つ まり , 結節 の 発達 に つい て , 結節 構成 
細胞 は , 前 洞 内 に 売 満 し , 同 部 で の 血 流 の 阻害 及び 血 流 
停止 を 来たし , 此 れ が 肝 細 胞 の 変性 及び 壊死 に 発展 し た 
も の と 思わ れる 。 

即ち , 初期 の 極め て 小さ な 結節 に 止ま る 間 は , 何処 に 
も 壊死 の 出現 を 見 な い が , 結節 が 大 きく な る に つれ て , 
その 中 に 囲 続 さ れ た 肝 細 胞 に 変性 及び 壊死 が 見 られ る 様 
に な り , 結節 の 発育 と 肝 細 胞 壊死 の 捧 が り は , よく 平行 
し て 行く , 勿論 , 壊死 が 高度 な も の で は , それ に 対す る 
二 次 的 な 細胞 反応 が 加わ り , 結節 は 複雑 な 構成 を も っ つて 
くる 様 に な る 。 

最後 に 問題 に な る の は , 結節 の 構成 細胞 に つい て で あぁ 
る が , 此 の 様 な 結節 が , 肝 に 特異 的 に 出現 する の は , 恐 
らく は 肝 自 体 の も つっ 形態 学 的 特長 を 大 い に 考 慮 し な けれ 
ば な ら 次 。 即ち 網 内 系 細胞 の 一 種 で ある 星 細胞 の 存在 
と , 類 洞 と 呼ば れる 高度 の 血管 綱 の 発達 で ある 。 環 虫 体 
腔 液 及 びそ の 蛋白 質 抗原 の も つ 組 織 親 和 性 抗原 は , 組織 
球 系 乃至 網 内 系 細胞 に 食 喰 性 抗体 と し て 吸着 され , その 
機能 克 進 と 増生 を 招く 事 は 既に 述べ た が , 此 の 結果 が 肝 
の レ チ ク ロ ー ゼ と し て , 又 肝 に お いて は , 量 細 胞 の 肥大 
増生 と な つて 表 わ れ た も の と 考え られ , 此 の 意味 に お い 
て , 結節 形成 に , 此 等 網 内 系 細胞 の 関 犬 が 当然 考え られ 
る 所 で ある 。 

然し レ , 此 等 結節 の 主要 構成 細胞 に つい て は , チ フ ス 結 節 . 
を 例 に と る と , 此 れ を 単 球 由来 の も の と する も の , 或 は 
組織 球 性 乃至 は 網 内 系 細胞 に 由来 する も の の 二 通 り の 考 
え 方 が あぁ る 。 此 の 事 は , 単 球 , 組織 球 , 網 内 系 細胞 と 去 
う 一 連 の 形態 学 的 に も 機能 的 に も 酷似 し た 細胞 系 に つい 
て の 人 第 別 上 の 困難 さ に 起因 し て お り , 著者 の 実験 に お い 
て も , 発現 し た 小結 節 の 構成 細胞 に つい て は , その 性 格 
を 明確 に 決定 し 得る 様 な 細胞 学 的 な 根 処 は 遂に 得 ら れ な 
か つた 。 そ し て , 著者 の 為 し 得 た 形 能 学 的 検索 の 範囲 で 
は , あく 迄 単 球 様 細胞 で あつ て , それ が , 単に 血液 単 球 
由来 の も の か 或 は 所 調 Mono-histiozyt8r な も の か 乃至 は 
各 細 胞 の 変態 せる も の か は 決定 し 得 な いま ま に , 此処 で 
は , この 様 な 結節 の 出現 が 認め られ た と と を 新た に 記載 
する に と くめ , 今後 と の 問題 の み を と りあ げた 研究 成果 
と まち た いと 思う 。 し か し な が ら , 現在 迄 に 行 な つ て 来 
た 数 々 の 実験 成績 と 考え 併せ , 叉 , 本 結節 の 出現 が , 一 
種 の アレ ルギー 的 要因 を 有する も の と 考え る 事 , 肝 の 形 
態 学 的 な 特長 び に 使用 抗原 の 性 質 等 か ら 考 えて , 憶測 
的 で は ある が , 星 細 胞 の 関 純 が 少な か ら ぬ 意義 を も つも 
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の で は な いか と 考え て いる 。 ちな み に , 赤崎 (1954), 
長谷 川 (1952) 等 は , 所 調 チ フス 細胞 の 細胞 学 的 な 性 格 
は , 網 内 系 の それ に よく 上 類 以 し , 他方 肝 星 細胞 か ら チ フ 
ス 細 胞 え の 変態 過程 も 追求 出来 た 事 か ら , チ フ マス 細胞 は 
少く と も る 大 部 分 か 網 内 系 細胞 に 由来 する も の と 考え て い 
る 。 

次 に , 同じ く 肝 類 洞 内 又は 腸 洞 内 等 に 散見 され る 骨 髄 
巨核 球 の 出現 は , マウ ス 等 の 殆 ん ど 巨 核 球 を 常 在 せしめ 
る 動物 は 別 と し て , 此 の 様 に し ば し ば , 体腔 液 類 回 注射 
群 に そし て 時 に 政 白質 成分 頻 回 注射 群 に 出現 する と と 
は , 少し く 意 義 あ る 事 と 思わ れる 。 

然し , 通常 で は 減 多 に 捉え る こと の な い 人 体 組織 に お 
いて も , 何ら か の 条件 下 く は 疾病 と おい て, 末 
中 に 巨核 球 の 出現 を 見 る こと は ,。 し ば し ば 報告 され て い 
る 所 で あり , 此 の 中 , 血液 由来 の 疾病 を 除外 し て も , た 
と えば 全身 感染 症 等 に お いて , 末 村 血 中 の 巨核 球 の 出現 
が 認め られ て お り , 非 特異 的 な 刺 埋 に と に よ つ て も , 比較 的 
末 醒 血 中 に 出現 し 易い も の の 様 で ある 。 

叉 実験 的 に も , 中 野 (1959) の 家 麹 の 実験 的 溶血 性 委 
血 , 又 岡 田 (1959) の 赤血球 抗原 を 使用 し た アナ フイ ラ 
キャ シー 性 病変 に お いて も , 肝 , 肝 , 肺 等 に 巨核 球 の 出現 
が 認め られ て いる 。 

逢う し て 見 る と , 或 る 種 の アレ ルギー 性 条件 下 に お い 
て は . 巨核 球 の 出現 が 比較 的 容易 に 捕捉 され る 欄 で あ 
る 。 そして, 著者 の 実験 に お いて も 又 然 り で ある 。 

然し , 本 実験 に お いて は , 使用 し た 抗原 に 溶血 作用 が 
あり , 叉 中野 , 岡田 等 の 実験 で は , 赤血球 抗原 が 使用 さ 
れ て いる 為 に , 血管 内 で 強い 溶血 現象 が 惹起 えさ れ て いる 
と と も る 見逃せ ない 事実 で ある 。 つ まり , 末 村 血 中 に お け 
る 巨核 球 の 出現 は (それ が 局所 性 造血 で ある か , 骨 第 か ら 
の 遊 出 で ある か は 別に し て ) 免疫 乃至 は , アナ フイ ラキ 
シー に ょ つて 招来 され た も の か , 或 は , 血管 内 溶血 刺 埋 
(それ が 自家 血球 で あつ て も 又 異 種 血 球 で あつ て も ) に 
ょ る も の か は 未だ 何れ と も 断定 出来 な い , 此 の 問題 に つ 
いて は , いずれ 数 多く の 実験 成績 を 集め 稿 を あら た め て 
詳し く 報 告 す る つも り で ある 。 

, 有 に お ける 網 内 系 細胞 の 増生 及び 特に 見 られ る 巨 
核 球 の 出現 は , 既に 有 時に お いて 詳 述 し た と 同様 な 意義 を 
も つも の と 解 秋 され る 。 た さく 体腔 液 類 回 注射 群 に 閉 明 
に , そし て 蛋白 質 成分 回 注射 に も 可 成 り の 程度 に 
陽性 の 出現 を 見 た と こと は , 同 群 家 見 られ た 血清 
鉄 量 の 増量 と 相 修 つ て , 此 等 抗原 注入 に ょ つて 生体 内 溶 
血 が も た らち ら さ れ た と と の 間接 的 な 証 こ と で ある と と を 物語 


っ で て いる s 
その 他 に , 肢 洞 の 拡張 が 何れ の 動物 に 於 いて も 著 明 で 
な か つた と と は , 岡田 (1959) の , 膝 洞 の 拡張 は , 免疫 


時 に は 認め られ ず , アナ フイ ラキ シー 時 の み に 認 め ら れ 
る と 蓋 う 報 告 と よく 一 致す る 。 

骨 に 見 られ た 一 部 動物 の 軽度 の 造血 能 は , 
末 構 血 中 の 巨核 球 出 現 を 促 が し た と 同様 な 因子 と 軽度 の 
溶血 性 和 洗 血 が も た ら さ れ た 結果 で は な いか と 思わ れる 。 

最後 に 。 お ける 変化 で ある が , 体腔 液 及 び 
成分 を 使用 し , に 実験 的 に せしめ た 活動 性 アナ フ 
イィ ラキ シー に お いて は , 高度 の nephritische glomerulo- 
nephritis が 発現 する こと は , 前 報 で 詳 述 し た 。 此 れ と 
同様 な 機 序 に お いて , 本 実験 に お いて も , 何ら か の 形 で 
炎 が 発現 する と こと が 期待 され た の で ある が , 結 
果 か ら 見 る と , あま り 満 足す べき 成績 は 得 ら れ な か つ 

然し , 一 部 動物 と 見 られ た 様 に , 諸々 の 糸 乱 体 は , ボ 
ウマ ン 氏 の , 委 血 , 高度 の 荒 認め 
られ , その 配下 ネフ ロン が , 可 成 り 壮 縮 に お ち 入 つた 比 
較 的 慢性 経過 を 示す 局所 性 の 像 が 認め られ 
た 。 此 の と と は , 既に 肺 病 変 を 考 技 する に 当 つ て も 述べ 
た と と で ある が , 堅 に 和 声 し た 抗原 の 濃度 の 低下 乃至 は 
量 的 不足 の 為 か , 案外 に 高度 の 変化 を 量 し な いで , 単に 
少数 の 体 に 軽度 の 局所 性 を 発現 し た に と 
くま つた も の と 思わ れる 。 但し , 稀 に 健康 家 束 に お いて 
も , 偶 在 性 に と の 様 な 縮 状 の を 認め る と こと が あ 
る が , 本 実験 の 場合 こ に は , その 数 的 関係 乃至 は 形態 学 的 
な 変化 等 か ら 見 て , や は り 活 動 性 免疫 に よる 為 の も の と 
解釈 され る 。 そ の 発現 機 序 に つい て は , 第 2 報 で 詳 述 し レ 
た と 同様 で ある 。 

次 に , 心臓 に お いて は , 一 部 家 兎 に 間 質 の 増生 と 大 型 
単 核 細胞 の 出現 を 伴 な う 興 味 あ る 変化 が 認め られ た が , 
と れ を アレ ルギー 性 機 序 の 介 在 し た 変化 と 見 て も , 何 分 
に も 数 的 に 不足 で あり , 考 接 する 材料 に 逐 し いう ら み が 
ある 。 

猫 最 後に , 免疫 中 に 経過 観察 し た , 末 醒 血液 像 の 変動 
特に 白血球 の 変動 は , 多糖 類 成分 頻 回 注入 群 で は 定型 的 
で は な い が , 蛋白 質 成 分 及び 体腔 液 類 回 注入 群 に お いて 
は , 一 般 の ショ ッ ク 時 に 認め られ る 血液 像 の 変動 に よく 
一 致し て お り , 矢 張 り 抗 原 注入 の 度 に , 家 兎 生体 内 で あ 
る 程度 の ショ ッ ク 状 態 が 誘発 され た も の と 考え られ る 。 
た さく 此処 で 注目 すべ き は , 過去 に , 等 物質 に よる 
血液 像 の 変動 を と り 上 げた 多く の 人 達 が , 注入 後 3 時間 
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乃至 6 時 間 後に 起 る 白血球 増 多 を 共通 し て 認め な が ら , 
注射 直後 に 起 る , 一 過 性 の 多核 白血球 の 著 明 な 減少 を 比 
電 的 看過 し て いる 事 で あり , 此 の 点 を 考慮 に 入れ て と 
そ , 各種 アナ フィ ラキ シー 時 に お ける 末 醒 血液 像 の 変動 
と よく 一 致す る も の と し て , 本 現象 を , 環 虫 物質 に よる 
ァ アレ ルギー 性 起源 を も つ 変 化 と し て 容認 出来 る も の と 考 
えら れる 。 と の 様 な , 題 粒 白 血球 減少 機 序 に つい て は , 
現在 で は , 分 布 の 変化 , 即ち 白血球 が 体内 臓器 特に 肺 臓 
に 早期 に 抑留 され る 事 が 知ら れ て お り , 特に 肺 が 選択 的 
に 好 中 球 系 を 抑留 する 事実 も 確認 され て いる 。 

叉 , 多糖 類 成分 弟 回 注入 群 に お いて は , さほど 定型 的 
で な い に し て も 。 あ る 程度 の 多核 白血球 増 多 を 示し , そ 
の 中 に は , 好 酸 球 が 可 成 り 増 量 を 示し て いる と と は , 骨 
和 の 此 等 細胞 系 の 造血 と 相 ま つ て 興味 ある 所 見 と 
思わ れる 。 


1) 体腔 液 , 体腔 液 白 質 成分 及び 
類 成分 の 頻 回 静脈 内 注入 (活動 性 免疫 ) を 行 な つ た 家 兎 
の 各 臓 器 組 織 に お ける 変化 を 病理 組織 学 的 に 検索 し , 又 
免疫 経過 中 に お ける 末 簡 血液 像 の 変動 の 経時 的 観察 並び 
に 血清 鉄 量 の 測定 を 行なっ つた 。 

2) 体腔 液 免疫 和 群 に お いて は , 肺 に お いて , 動脈 内 皮 
細胞 の 高度 の 肥大 増生 及び 内 膜 の 肥厚 , 血栓 形成 , 血管 周 
囲 浮腫 , 血管 周囲 炎 等 の 高度 の 変化 を 認め , 叉 肝 に お い 
て は , 演 胞 の 肥大 , レ チ ク ロ ー ゼ , へ モジ デ ロー ジス 
等 , 双 計 に お いて は , 単 球 様 細胞 結節 の 出現 及び 此 れ に 
伴 な う 肝 細胞 の 限局 性 壊死 , 星 細胞 の 肥大 増生 , 類 洞 内 
骨 秀 巨核 球 の 出現 , 間 質 の 増生 , 或 は 実質 変性 等 を 認め 
た 。 そ の 他 , お いて は , 軽度 の 局所 性 炎 , 
骨髄 で は , 軽度 の 造血 能 進 が 認め られ た 。 , 末 
ro は , 軽度 の 各 血 及び ショ ッ ク ペク 状 態 を 暗示 す 
叉 鉄 量 は 増量 を 示し 

» 蛋白 質 成分 免疫 群 に お い て も , 程度 の 差 は ある 

が 。 体腔 液 免疫 群 と 略 同 様 な 所 見 を 認め た 。 

4) 然し , 多糖 類 成分 頻 回 静脈 内 注入 群 で は , 肝 に 軽 
度 の 実質 変性 と , 一 部 動物 の 好 酸 性 白血球 造血 能 の 了 進 
及び 球 の 軽度 の 増 多 を 認め た 。 

5) 以上 の 結果 か ら み て , 多糖 類 成 分 は , ヘ へ プ テン で 
あつ て , 家 更 生体 内 で , アレ ルギー 機 序 に も と ずく 病変 
を 発現 せしめ 得 ず , わずか の 毒 作用 の み を 示し た も の と 
思わ れる 。 
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6) 此 れ に 反し レ , 蛋白 質 成分 免疫 群 に お ける 変化 は , 
組織 親和 性 抗原 抗体 反応 を 起す 抗原 に よ ょ つて 招来 され た 
血管 外 性 抗原 抗体 反応 に も と ずく 変化 と , 頻 回 の 生体 内 
溶血 現象 に 由来 する 変化 を 包含 し て いる 

『.。 又 体 腔 液 免疫 群 で は , 更に その 上 に , 血管 内 性 抗 
原 抗体 反応 に も と ずく 変化 を 合併 し て いる 。 

8) 以上 , 虫 体腔 液 , 体腔 液 便 白 質 成 分 及び 多糖 類 
成 女 に よる 活動 性 免疫 時 の , 各 臓 器 組織 の 形態 学 的 変化 
の 特長 を 明らか に し , いさ さか の 考察 を 加え て , 夫々 の 
病態 機構 に つい て , 免疫 形態 学 的 に 詳し い 解 析 を 行なっ 
で 。 

掴 筆 た 当り , 終始 御 指導 並び に 御 校 開 を 賜 わ や つた 浜本 
教授 に 心 より 深謝 致し ます . 本 論 は , 第 14 
回 日 本 寄生 虫 学 会 西日本 支部 会 に た 於 いて 発表 し た . 
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Summary 


Continuing the investigation of the previous reports, 
the author divided the fluid of pig ascaris into two 
fractions, which was protein fractions and polysac- 
charide ones. 

The results of histological examination in sensitized 
rabbits with polysaccharide fractions revealed only 
a slight degeneration of liver cells and an increase 
of the eosinophilic leucocytes both in peripheral blood 
and bone marrow, but in sensitized rabbits with 
protein fractions and body fluid, revealed the remar- 
kable changes as follows; hyperplasia of arterial 
endothels, thrombosis, perivascular edema and inflam- 
mation of perivascular connective tissues in lung; 
and hemosiderosis, reticulosis and hyperplasia of 
follicles in spleen, and the appearance of mono- 
histiocyte-like cell nodes with necrosis of liver cells, 
hyperplasia of connective tissues, degeneration of liver 
cells, and megakaryocytes in sinusoides of liver. 
And sometimes, in kidney developed a slight degree 
of focal glommerulonephritis and in bone marrow 
developed a slight increase of hematopoesis with 
many megakaryocytes. 

Consequently, the polysaccharide fractions were 
hapten and by these fractions no allergic reaction 
was arised, but it showed only a few changes by 
the poisonic actions. 

On the other hand, the findings in sensitized 
rabbits with protein fractions showed the changes 
by both poisonic actions, above all, frequent hamolytic 
actions of them and the extravascular antigen-antibody 
reaction. Then the findings in sensitized rabbits 
with body fluid showed the changes by the intravas- 
cular antigen-antibody reactions besides above men- 
tioned facts. 
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附 図 説 明 


1) 肺 , 動脈 及び 静脈 の 血栓 (血栓 直下 の 動脈 内 皮 7) ~9) 肝 , 単 球 様 細胞 結節 の 種々 相 
細胞 に 増殖 が 見 ちら れる ) 7) 初期 像 と 思わ れる も の 
体腔 液 免疫 , H・E 染色 , 100x 体 免疫 群 , H・E 染色 , 200x 
2) 肺動脈 内 皮 細 胞 の 増殖 及び 血管 周囲 組織 の 細 8) や 高度 な も の 
胞 潤 体腔 液 免疫 群 染色 , 400x 
蛋白 質 成 分 免疫 群 , 有 H・E 染色 , 400x 9) 更に 高度 な も の で 肝 細 胞 の 壊死 を 伴 な つて いき 
3) 肺 , 動脈 内 皮 の 肥厚 及び 高 周囲 浮腫 体腔 液 免疫 群 , 染色 , 200x 
白 質 成分 免疫 群 H・E 染色 , 200x 10) 著 明 な 鉄 反 応 陽性 粒 の 出現 
4) 肺 , 著 明 な 内 膜 の 肥厚 体腔 液 , 染色 , 200x 
・ 体腔 液 免疫 群 , 有 H・E 染色 , 100X 11) 骨 艇 , 巨核 球 は 増生 傾向 を 示し , 多核 血球 を 
5) 肺 , 著 明 な 結節 状 の 動脈 周囲 炎 食 喰 し て いる 
体腔 液 免 , , 100x 体腔 液 免疫 , ・E 染色 , 10,00x 
6) 肝 洞 内 に 見 られ る 骨 巨核 球 12) 骨 高度 な 好 酸 球 系 細胞 の 増殖 
体腔 液 免疫 , ・E 色 , 400X 多糖 類 成 分 免疫 群 , 染色 , 400x 
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肺 吸虫 Paragonimus westermaniz の 生物 学 的 研究 


(1) モク タク ズ ガ = 体内 の メタ セル カリ ア の 新 間 集 法 と 本 法 に よ 
ルカ リア の 分 に い て 


る スタ セ ネ 


千葉 大 学 医学 部 医 動 物 学 教室 (指導 横川 宗 尋 教授 


( 昭 34 年 7 


特 別 


症 は に お いて は 広く 病 的 に み ら れ 
ei 全国 ご 30 万 人 以 と 推定 せら れ て いる 。 本 
は ウェ ステ ルマン 吸虫 Paragonimus westermani 
ょ りお こと され , を の 部 位 は 主 と し 
ある 。 従 つ て その 症状 は 血 は 徴 と し て , 

線 で は の を それ と 極め て 類似 し た 
する 。 従 つ て 本 症 と 結核 と の 混同 は 我々 の 想像 以上 の ぁゃ 
の が ある 。 

又 虫 体 は 肺 臓 以外 の 諸 臓 器 に と 迷 入 し , 或 は その 貝 卵 の 
栓 雪 と より 種々 の 障害 を ひき お こと す が , 特に 脳 , 背 髄 内 
へ の 体 入 は 虫 卵 槍 は な る 症状 を ひき お 
と す 。 本 症 の 感染 は その 第 2 中 間 和 宿主 で ある , モク ズ ガ 
= Eriocheir japonicus,, サリ J リガ = Potamon dehaani, 
及び アメ リカ ザリガニ Procambarus clarkii な どの 体内 
の 本 種 え タ セ ルカ リア の 摂取 に より お と る が , その 感染 
源 と し て も ぁ つ と も 重要 な の は モク ズ ガ = で ある 。 

騙 が 国 で は この モク タク ズ ガ = は 生食 され る こと は な い 
が , 各地 で 種々 の 調理 法 に より も つと を も 情 々 食膳 に 供 せ 
られ て いる 

952) 我が国 に お ける 本 症 の 主要 感染 
経路 と し て は , モク ズ ガ = を オ ボ セ ロ 汁 。 或 は カ = 汁 と し レ 
て 調理 する 際 に , モク ズ ガ = 体内 の メタ セル カリ ア が , 
手 , マナ イタ , 癒 丁 な ど に 附 着 し た り , 或 は 和 飛散 し , こ 
れ が 直接 或 は 間接 に 摂取 され る こと と を 実験 的 に 証明 し , 
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(1951) 等 は モク ズ ガ = を モリ ご つて 採集 し た 
り ,。 これ を も て 遊ぶ 際 に 体内 え タ セル カリ ア が 肢 の 切断 
端 い は モリ の 上 刺 品 か ら 流 出し , これ が 手指 其 の 他 を 介 
し て 感染 する と 報告 し て 居る 。 モ クズ ガニ = 体内 の メタ セ 
ルカ リア の 分 布 状況 に 関し て は 1942) 及び 横川 
( 宗 ) (1950) を 始め これ 迄 に も 数 多く の 報告 が あり , 
管内 の 他 モ クズ ガニ = の 体 部 筋肉 は 肢 の 筋肉 に 

寄生 し , 1 匹 の を モク ズ ガ = に 1,000 ヶ ケ 以 上 の メタ セル カ 
リア の 寄生 の 見 られ る と と も 少く な いと 云 は れる 。 然し 
モク ズ ガ = 体内 の メタ セル カリ ア を 検査 する 場合 , 鈴 血 
管内 寄生 の も の を 検出 する の は 容易 で ある が , 体 部 筋肉 
或いは 肢 の 筋肉 内 の と これ を 検出 する に は いち いち , 甲 北 
ろ 為 , 長 時 間 を 要 し , 必ず し も 正確 に 検出 し 得 な いき ら 
い が あ つた 。 て て と で 著者 は モク ズ ガ = 体内 の 筋肉 寄生 の 
メタ セル カリ ア を 容易 に , し か も 正確 に 検出 する 方 法 に 
つい て 種々 検討 を 加 へ , こと こ に 新しい メタ セル カリ ア 江 
集 法 を 考案 する と と が 出来 た 。 本 法 に 依 れ ば 身体 各部 の 
艇 肉 内 の メタ セル カリ ア を 確実 に 検出 し 得る と 共に , メ 
タ セ ルカ リア を 一 時 に 多数 集め る こと も を 出来 る の で , 単 
< モク ズ ガ ー ニ 体 内 の メタ セル カリ ア 検 査 法 と し て の みみ で 
な く , メタ セル カリ ア 間 集 法 と し て も 役に立つ と 思 は れ 
る の で , 以下 に を の 方 法 を 報告 する と 共に , 本 法 に よる 
モク ズ ガ ニ = 体内 の メタ セル カリ ア 分 布 状 況 と これ まで 
の 方 法 に よる を れ と を 比較 考察 し た 結果 に つい て 報告 す 


実験 材料 


流行 地 の 河 川 で 採集 し た モク ズ ガ = を 細 する 
た め の 肉 挽 器 は , 肉屋 用 の 大 型 (10 号 ) (材料 投入 口 委 
9 Xx11 cm, 出口 径 7.7 cm) の も の を 用 い , 濾過 用 に 20 
mesch 及び 40 mesch の 粗 及 び 細 の 2 種類 の 金属 性 の フ 
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用 いた 。 尚 実験 に 供 せ られ た モク ズ ガ = は 静 
岡 産 (三島 , 松崎 仁科) 及び 宮崎 県 産 の も の で 無傷 の 
供 採 集 せ られ た も の 258 匹 に 就 い て 検査 し た 。 


実験 方 法 


カニ = 体内 に お ける メタ セル カリ ア の 検出 方 法 と し て 始 
め て 肉 挽 器 に より カー= 体 部 筋肉 を 細 挫 し メタ セル カリ アプ ア 
を 分 離 し た の は 衣笠 勝 (1948) に し て , 氏 は 台北 帝国 大 
学 医学 部 寄生 虫 学 教室 に お いて 台湾 産 サ ワ ガ = の メタ セ 
ルカ リア を 検出 し た 。 然し 同氏 は 単に 寄生 ガサ = を 多数 の 
無 感 染 ガ =2e ら スク ー リ = ニング する 日 的 で 用 いた も の 
で , 従 つ て 其 の 方 法 も 肉 換 器 に て , 一 時 に 多数 の カニ = を 
細 挫 し た 後に 之 を 大 型 硝 子 円 筒 に 入れ 清水 を 注ぎ , 硝子 
に て , 分 ~1 時間 静止 の 後 , 上 サイ マオ 
ン に て 除き 更に 水 を 注 加 し て 前 の 如く 反復 せる 後に , 沈 
済 を ルー ペ に て 検 レ し メタ セル カリ ア の 有無 を 調べ た 。 

著者 は 氏 の 肉 挽 器 の 使用 に 着目 し , 之 に 改良 を 加 へ 種 
々 試み , 本 法 と 従来 の 手 に よる 分 離 方 法 と の 比較 を 試 
み , その 優秀 性 を 認め た の で 以下 に 報告 する 。 

検査 に 供する モク ズ ガ = は づ 甲 は が し , び 
肝 , 生 殖 器 等 の 内 臓 は あら か じ め と り 除 いた 後 , これ を 
了 の 材料 投入 口 に 入れ , 少量 の 水 を 注ぎ 肉 
の ハン ドル を 静か に 廻 転 す る 。 肉 換 器 の 出口 の 下 に は あ 
ら か じ め 径 11.0cm, 高 さ 6.0cm の 膝 高 シヤ ャ ヤー レ を あて 
が つて 置く 。 ハ ンド ルル 回 転 中 は 時 々 水 を 注ぎ , 細 捧 を 円 
滑 に する と 共に 圧 出 され た メタ セル カリ ア が 傷付け られ 
る の を 防ぐ と 同時 に 既に 細 挫 され た 材料 が 出口 か ら 流 れ 
出る の を 容易 に し た 。 約 100 回 転 し た 所 で , ハン ドル を 
逆 回 転 し , 材料 投入 口 の 方 に 逆 送 され た 材料 が 未だ 充分 
細 捧 され て 居 な い 場 合 は 更に 約 50 回 転 し て 細 捧 を 終る 。 
か くし て 人 後 材料 投入 口 より 中 等 量 の 清水 を 注ぐ と 共に へ 
ンド ル を 回 転 し て 細 挫 せら れ た 内 容 物 を 出来 る だ けけ 多く 
流出 させ る 。 次 いで 肉 挽 問 を 取付 台 か ら 外 し て 水道 蛇口 
の 下 に 運ぶ 。 此 の 際 肉 抑 問 の 中 に 残 溜 し て 居 た 水 と 共に 
ヌメ ヌ タ セル カリ ア が 流出 する 恐れ が ある の で 洗面 器 の 中 に 
入れ 運 般 する 。 か く て 水道 て 水 を の 材 
料 投入 口 か ら 注 ぎ 征 ら 肉 挽 器 を 分 解す る 。 分 解 後 も 数 回 
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水 を 注ぎ 残 溜 え メタ セル カリ ア の な い 様 に 注意 し た 。 沿 
の 出口 に せら れ た 板 の 孔 に 細 せら れ た 材料 
が 宏 つ て いる と と が ある の で , 之 を 適当 の 太 さ の 棒 で 笑 
き 出 し た 。 か か る 操作 の 後に 予め 用 意 さ れ た 別 の 洗面 器 
に 洗 づ 金網 を 入れ , その 上 か ら 先 に 細 挫 せら れ た 洗面 器 
及び 腰 高 シャ ー レ 内 の 材料 , 及び 肉 挽 器 分 解 時 の 洗 浴 液 
を 流し 込ん で 濾過 し た 。 濾過 の 際 水 中 に 金網 を 八分目 位 
沈め て , 左右 に 振 枚 し 征 ら , 上 下さ せ た 。 金網 を 水面 上 
に 引き 上 げ る 時 に 圧力 が 加 は る 様 に 急 に 引き 上 げ る 。 か 
か る 動作 を 数 回 操 返 し て 濾過 を 終る 。 そ の 後 濾液 を 静止 
する と と $4~5 分 , 上 清 を 静か に 捨て る (メタ セル カリ 
ァ の 比重 は 1.148, 清水 中 に お ける 沈下 速度 は 20cm を 
386 ~388 ) この 沈 を 更に 細か な 金網 (40 mesch) を 
用 いて , 前 と 同様 な 操作 で 濾過 する と , 殆 ん ど 大 部 分 の 
甲殻 細 片 は と り 除 か れる 。 と の 濾液 の 入 つ た 洗面 器 の 上 
清 を 捨 る 。 新 た に 水 を 加 へ 携 振 後 4 ~5 分 静 置 し 上 清 を 
捨て る 。 こ の 操作 を 8 ~ 4 回 操 返す と 後に 洗面 器 に 残る 
の は , 少量 の 水 と 細 控 筋肉 片 と メタ セル カリ ア と な る 。 
を ピペット に て 少量 宛 中 型 シ ヤー レ に 移し , 双 
鏡 下 (Xx 5 ~x10 う に 置き シヤ ー レ を 水平 に 円 を 描く 様 
に 各 転 させ る と , 筋肉 片 及び メタ セル カリ ア は シヤ ー レ 
の 略 中 央 に 集合 する 為 に メタ セル カリ ア の 採取 が 容易 と 
な る 。 メタ セル カリ ア は か か る 材料 中 で は 凡 て 水中 に 遊 
離 の 状態 に ちあ る の で 採集 は 毛細 管 ピ ペッ ト を 以 て し た 。 

沿 筋 肉 細 片 が 採集 の 邪魔 に な る 場合 に は 解剖 針 を 以 て 
選別 し た 。 乏 を 図示 すれ ば 第 1 図 の 如く で ある 。 

沿 用 後 の は 刀 熱湯 中 に 数 分 つけ て か ら 洗 
し , 残 湾 の 残ら ざる 様 に 注意 する と 同時 に , 後 の 使用 時 に 
その 材料 の メタ セル カリ ア の 混入 する の を 防い だ (メタ 
セル カリ ア の 熱 に 対す る 抵抗 は , 70°C 1 分 に て 内 容 油 混 
死滅 する ) う 。 尚 本 操作 に 依っ つて 得 た メタ セル カリ ア は 何 
れ も 正 常 の 形態 を 備 へ , 脱 電 実験 に と 用 いて も , 手 で 分 離し 
て 得 た も の と 全く 相違 な く 。 何 等 機械 的 損傷 を 受け る こと 
と が な い 事 を 認め た 。 又 細 控 或 は 濾過 中 に メタ セル カリ 
ア の 消失 も 考 へ られ る が , 之 の 点 に 関し て は 次 章 に 述べ 
て ある が , 従来 の 手 に 依る 分 離 法 よ り は 其 の 検出 率 の い 
いこ と か ら , そ を それ程 閉 し いと は 考 へ られ な い 。 本 法 を 用 
いる 際 , 一 時 に 多数 の カ = を 細 抗 1. 油 過 する と き は , か 
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つっ て 残 洗 の メタ セル カリ ア の 検出 に 困難 を 来 
す の で , 単に メタ セル カリ ア の の 目的 の は , 1 
へ 3 匹 宛 行う 方 が 能率 的 で ある 。 1 匹 の カ = で も 朋 
遇 , の 筋肉 と 別々 に 処理 する と き は メタ セル カリ ア の 損 
失 は 殆 ん ど な い の で 他 の 方 法 と の 比較 に 便 で ある 。 


1) 本 法 ! メタ セル カリ ア の モク クズ ガー = 体内 分 布 
状況 
1 胴 筋 肉 内 に お ける メタ セル カリ ア の 寄生 数 
上 胴 筋 肉 内 メタ セル カリ ア 寄 生 の 最も 多 か つ た 解 は , 静 
県 松崎 産 の 横 経 44mm 277 , 次 いで 同 松崎 
産 の 45mm の 255 箇 , 宮崎 産 の 48mm? の 258 箇 で あ 
生産 角 一 匹 平 均 胴 内 メタ セル カリ ア 寄 生 
(を 見 る と , 松崎 は 検査 蟹 数 16 匹 で スタ セル カリ ア 導 
1,790 , 一 匹 平均 28.85 人 最も 多く , 次 いで 三島 (B) 
の 23.85 簡 , 三島 CA う の 8.45 箇 , 宮崎 の 7.44。 仁科 2.11 
箇 で 総 平均 13.98 箇 で あつ た 。 各 モク ズ ガ = を 体 の 中 心 
部 か ら 左 右 に 分 け て , 別々 に 本 法 に より 処理 し , その 胴 
論 肉 内 の メタ セル カリ アア 数 を 左右 別に 対比 する と 第 1 表 
DMIK, 1.8: 1 , 三島 (B う の 1.4: 1, の 外 は 
に お いて 左 1.02 て 右 と な り , 胴 筋 肉 内 
こ お い て は メタ セル カリ ア の 分 布 は , 左右 殆 ん ど 同 数 に 


近く , 其 の 総数 は 左側 1,821 簡 に 対し 右側 は 1,718 で を 


っ つっ た (第 表 

% 脚 筋 肉 内 に お ける メ ぇ メタ セル カリ ア の 分布 状況 

脚 部 に お いて メタ セル カリ ア 寄 生 の 最も 多 か つ た 蟹 は 
の 48mm 187 次 し 183 
商 , 松崎 45 mm の $ 181 簡 で あつ た 。 各 産 地 別 に 脚 部 
85.95 箇 を 最高 と し , 次 いで 三島 (B) の 21.50 簡 , 三 
CA) の 5.75 箇 , 宮崎 の 5.26 箇 仁科 1.56 で あつ 

之 を 左右 別に 対比 する と 仁科 右 1 に 対し て 左 1.2, 松 
B) 1.1: 1, 宮崎 1.01: 1, で あつ て 総計 左側 1,278 
し て 右側 1,428 で 対比 1 : 1.1 で あ り 左 右 殆 ん 
ど 大 差 が な い 。 左側 右側 共に 略 均等 に 分 布 し て 居 た (第 
1 表 う 。 

え スタ セル カリ ア の 寄生 状況 

寄生 状況 に つい て は 従来 の 方 法 通 り 解 下 
こ 手 に よる 分 離 方 法 に よ つ た 。 即ち 各 継 を 頭 側 よ り I, 
|, ……VWM の 順に 左右 別々 に 検査 し た 結果 は , 左右 共 第 
最も 寄生 多く 左 右 殆 ん ど 同 数 に 近く 今 
多く の 実験 者 の 報告 と 同様 で あつ た (第 1 表 )。 尚 之 を カ 
は 人 メタ セル カリ ア の 寄生 な きも の 83 例 を 選 
何れ も 第 中 心 と し て 寄生 数 が 少 ぐ な つて 


第 1 表 モク タク ズ ガ = 体内 各部 に 広 け る メタ セル カリ ア の 分 布 状況 


右 右 左 右 左 右 計 
20 18 91 78 59 56 
° 16 6 52 4l 37 32 105 79 
64 58 188 139 155 145 407 342 
849 860 1821 1,786 1,298' 1,423 3,968 4,069 
1,702 3,607 2,721 
2.1 (1.6) 


各 欄 ) は 左右 の 対比 , 最 下 の ( ) は 1 と し た 時 の 各部 の 
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第 2 表 左右 何れ か の 側 の 触 に た メタ セル カリ ア の 寄生 な き 場 合 の 反対 側 押 た に た 於 ける 寄生 状況 
宮 11 0 4 4 0 0 1 1 0 
計 33 | 3 5 9 6 l 3 5 3 5 0 
2 第 3 表 モク ズ ガ 体内 各部 に ける 寄生 
④ 各 体 部 に お ける 寄生 メタ セル カリ ア 数 の 比率 タ セ ルカ リア 数 の 比率 
a) , に お ける メタ セル カリ ア 寄生 数 の 比 
率 。 地 域 脚 ( 胴 脚 ) 備考 
以上 は 婚 体 内 各部 に お ける メタ セル カリ ア の 寄生 状況 
を を 別々 に 検討 ! し た - 結 果 ・ ある が ’ 著者 は 之 を 総括 的 に 比 — 島 (A) (1) (4.4) (3) 攻 
較 討 し た 。 メ タ セ ルカ リア の 内 分 布 の 調査 で は 先 292 93 69 
家 の 多数 の 報告 が ある が 横川 ( 宗 ) 1951) は モ G42 G1 
は 50 匹 の に つい て , 体 肉 , 脚 , 肝 , 消化 
器 の 順 ご ある と 報告 し た 。 高橋 (1952 う は つい て , 1221 た 
@ (1.5) 1.0) 時 
足 艇 , 体 筋 , 肝 , 心 , 下野 (1957) 
1709 3607 2721 
の 報告 は 肢 , 次 いで 体 肉 , 肝 の 順 と な つて 計 2 
RO 方 法 に よる 検査 成績 で は 胴 に 最も 多く の 表 で 表 は す と 第 4 表 の 如く な る 。 即 ち 検 相 角 数 258 匹 


第 8 表 の 如く , 
胴 は 1.5~4.4 倍 と 


合 各地 産 と も , 


次 いて 
を 1 と し た 


な り , は 1>~3.1 倍 の 寄生 数 を 示し た 。 こと の 成績 
を 総括 する と 災 1 に 対し て , 胴 は 2.1 倍 , 脚 は 1.6 倍 と 


な つ な た 。 即ち 甲 外し て の メタ セル カリ ア の 寄生 
数 る 見れ ば , 約 2 倍 , 脚 こ は 約 5 倍 の 生 あ る 
も の と 中 推 定 出 来る 。 従 つて 一 匹 の 角 体 内 の 寄生 メタ セ 


レ 


ルカ リア 数 を 概算 出来 る こと に な る 。 


2 た 


b) 十 脚 ) と の メタ セル カリ ア 寄 生 数 の 比率 
メタ セル カリ ア を 熊 か ら 分 離す る 場合 。 甲殻 を 外 で 
ば , 鍋 内 に お ける メタ セル カリ ア 寄 生 状況 は 一 目 せ らち 
る 。 天 ら ば 錠 内 寄生 に 対し て 他 の 部 位 に は , どの 位 の メ 
タ セ ルカ リア の 寄生 が ある か は 前 述 し た 如く (第 3 表 ), 
各地 と も 2.5~7.5 倍 平均 し て 8.7 倍 の 


メタ セル カリ ア の 寄生 が ある と 考 へ て よい 。 選 を 更に 別 


中 126 匹 に 陽性 で 49% の 陽性 率 で あつ た が , 急 及 他 の 部 
位 共 1 ~10 箇 迄 の 寄生 , 11~50, 51~100 101~200, 以 
下 同 様 の 区 分 で 比較 する と , 132 匹 は 外 に も 他 の 部 位 に 
低く メタ セル カリ ア の 寄生 が な く , 1 ~10 人 の 寄 
生 の 場合 , 他 の 部 位 に 1 ~10 箇 の も の は 35 匹 , 11~50 箇 
は 26 匹 , 51~100 箇 は 1 で あつ て , 内 11~50 箇 
も 凡 て 対角線 を 大 きく 右 方 に ずれ て 居る 。 即 ち 此 の 表 か 
ら も 寄生 数 か ら 全 の 寄生 総数 を 略 し 得る 。 


てき は , に メタ セル カリ ア の 寄生 
。 他 の 部 位 に メタ セル カリ ア の 寄 本 を 見 た の は 1~ 
11 ~50 箇 が 2 匹 あ つた 事 で , と れ は 


9 当 
ィ 


寄生 の み ら れ な か つた 解 の 約 19 っ て 居る 
, メタ セル カリ ア の 寄生 が な い は 他 の 部 位 に 


も 寄生 は な いと 断じて も 略 ぼ 間違い な いと され て 居 た 説 
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第 4 表 メタ セル カリ ア の 錠 内 寄生 数 と 他 の 部 位 


解剖 針 を 以 て 分 離 な だ な 。 


寄生 数 と の 比較 第 1 例 , 第 2 例 共 , 右 財 鍋 の メタ セ 

人 内 寄生 他 の 部 位 ルカ リア 数 は 左側 の それ ょ より 少 い に も 
a 10 50 100 200 300 400 500 600 に 依る 分 離 法 より 多く の メタ セル カリ 
15g を 分 離し 得 た 。 第 11 例 は 両側 共 

同数 寄生 で ある が , 右側 筋肉 内 52 箇 に こ 

対し , 左側 46 で や は り に よる 

採集 法 の 方 が 多 いこ と 示し て 居る 。 
51~100 8 11 例 全 を 通じ て , に よる 
101~200 P 1 1 数 が 手 に よる 分 離 数 を 下 下 つた も の は 
134 184-9 258 1 例 も な か つた 。 合計 に お いて 右側 


を 訂正 する 必要 が ある 。 

尚 同 表 で 次 に 注目 すべ き 点 は , 鈴 内 に メタ セル カリ ア 
の 寄生 が あつ て , 他 の 部 位 に 寄生 な きも の が 少数 穫 ら , 
2 例 を 数 へ た 事 で ある 。 と こと の と と も と れ ま で 知ら れ て 居 
な か つた 事実 と 思 は れる (第 4 表 )。 

c) 本 法 と 従来 の 検査 法 と の 比較 

前 節 の 如く 著者 の 方 法 に こよ り 蟹 体内 メタ セル カリ ア の 
條 布 状況 を 調べ た 結果 左右 に 略 同 数 近い 寄生 数 を 示し て 
いる こと と が 明らか と な つた 。 そ と で 著者 は 一 匹 の 蟹 を 左 
右 に 2 分 し レ , 右側 は 肉 挽 器 に ょ り 人 分離, 左側 は 手 に よる 
人 離 法 を 用 いて その 寄生 数 を 比較 し た 。 そ の 結果 は 第 5 
表 の 如く で ある 。 但 し 欠 は 両側 共 双 眼 顕 微 鏡 下 に お いて 


第 5 表 本 法 と 手 に 依る 葉 集 法 と の 比較 


右 ( ) 左 ( 手 ) 

2 13 19 40 55 
4 1 4 0 1 6 
5 1 
6 2 
7 
8 1 1 
10 
計 54 131 139 122 
合計 54 270 59 216 


器 に ょ る 成績 は 52 箇 に 対し て 筋肉 
内 寄生 メタ セル カリ ア 270 箇 で あつ た が , 左側 手 に よる 
分 離 法 で は 鈴 内 寄生 59 箇 で 右側 より メタ セル カリ ア の 寄 

が 多い に も 拘ら ちず 筋肉 内 か ら 分 離し 得 た も の は 216 穫 
で 約 60 箇 の 差 が あつ た 。 

又 手 に 依る 分 離 法 は 肉 換 器 に 依る 分 離 法 に 比べ 少く と 
ぁ $2 倍 か ら 3 倍 近 く の 時 間 を 要 し , し か も 手技 が 僅 雑 で 
ある 。 以 上 の 成績 か ら 手 に 依る 分 離 法 より も , 肉 挽 器 に 
依る 分 離 法 が その 検出 数 に お いて 造 か に すぐ れ て いる と 
は 云 へ な い が , 少く と も 従来 の 手 に よる 分 離 法 よ り 常 に 
上 邊 つて いる 点 , 及び その 所 用 時 間 が 比較 に な ら ぬ 程 短 
時 間 で 済む こと を 考 へ れ ば , 本 法 は 極め て 優秀 な 方 法 と 
云 へ る 。 特 に 一 時 に 多数 の メタ セル カリ ア を 必要 と する 
実験 に 際 し て は , 最も る 簡便 且つ 迅速 で 確実 な 意 集 方 法 で 
ある 。 


従来 蟹 体内 の 筋肉 か ら メタ セル カリ ア を 分 離す る に 
は , 解剖 頭 微 鏡 下 で いち いち その 有無 を 観察 し 年 ら 解 剖 
針 で 分 離す る 方 法 が と られ て 居 た 。 然し 此 の 方 法 は 鍋 以 
外 の 体 肉 部 , 其 の 他 の 検査 に は 適当 で は な い 。 そ を と で 著 
者 は 衣笠 勝 氏 の 肉 的 器 使用 法 に 着目 し , 之 に 改良 を 加 
へ , 細 控 筋肉 片 を 濾過 し た と と ろ , 容易 に 且つ 迅速 確実 
に 多数 の メタ セル カリ ア を 検出 し 得る こと が 分 つた 。 そ 
と で 肺 吸虫 感染 地 の 河 川 よ り 採集 し た モク ズ ガ = 258 匹 
に 就 い て , この 新しい 方 法 に より 蟹 体 内 各部 の メタ セル 
カリ ア の 分 布 状態 を 調査 し た 結果 は , 従来 諸家 の 発表 し 


た 成績 と 比較 し て か な り 興 味 あ る 成績 を 得 た 。 


モク ズ ガ = 体内 各部 に お ける メタ セル カリ ア の 分 布 は 
従来 は 鈴 , 胴 , 脚 , の 順 で ある と され て 居 た が , 新 募 集 
法 に よ る 成績 で は 胴 , 脚 , 順 で あつ た 。 寄生 1 
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に 対し て 他 の 筋肉 部 に は 2.5~7.5 倍 , 平均 し て 8.? 倍 
の 寄生 を 示し , 脚 に は 約 1.5 倍 , 胴 に は 約 2.5 倍 の 寄生 
が ある と と が 分 つた 。 と の 事 か ら 甲 殻 を 外し て 欠 血 管内 
の メタ セル カリ ア 寄 生 数 を 一 見 すれ ば 蟹 体 内 本 部 の メタ 
セル カリ ア の 寄生 数 は 凡そ の 概算 を な し 得る も の と 思 は 
れる 。 双 従来 欠 に メタ セル カリ ア の 寄生 な き 場 合 は , 他 

の 体 部 に も 寄生 は な いも の と さき され て 居 た が , 著者 の 方 法 
で 検査 し た 結果 で は , 欠 に 陰性 の 場合 で も , 胴 脚 に メタ 
セル カリ ア の 寄生 の あつ た も ぁ もの は 可 成 り の 率 に の ぼり , 
幼 に 寄生 の み ら れ な か つた 蟹 の 約 19 あ に 当 つ て 居 た 。 こ と 
れ は 総 検査 角 数 に 対し て も 10% の 高 率 で あつ た 。 と の 事 
に 寄生 な きも の は 他 の 
部 位 に も 寄生 な し と 速 断 す る の 誤り を 指摘 する も の で あ 
負 に メタ セル カリ ア の 寄生 が あつ た が 他 の 部 位 に 寄生 
の な か 
セル カリ ア は 寄生 し て 居る も の と 考え て 殆 ん ど 差 3 bi 
は れる 。 

最後 に 本 法 と 従来 の 方 法 と の 比較 を 試み た の 

本 法 に 依る 検出 成績 が , 従来 の 方 法 に よる 護 績 より り 
下 四 っ, た も の は 1 例 も な か つた 。 と れ に 加え て 時 間 的 節 
約 は 比較 に な ら な い 程 で あり , 面 か も 本 法 に より 齋 集 し 
た メ ぇ メタ セル カリ ア は , 機械 的 に 何等 の 損傷 を 被る こと が 
な いか ら , の 脱 試験 こ 使 用 する も 何等 の 
障 も 来 さ な か つた 。 

以上 の か ら 本 は 且つ 迅速 , 確実 な る メタ 
セル カリ ア の 則 集 法 で あり , 殊 に 一 時 に 多数 の メタ セル 
カリ ア を 必要 と する 時 に は 優秀 な る 効果 を 発揮 し 得る も 
の と 思 は れる 。 


著者 は 静岡 県 各地 , 宮崎 県 の 肺 吸虫 症 流 行 地 の 河川 か 
ら 採 集 し た 258 匹 の を クズ ガー= 体 内 に お ける メタ セル カ 
リ ア の 分 布 状 況 を , 肉 挽 器 に ょ る 新しい 卓 集 法 に より 検 
出 調査 し た 結果 , 下記 の 如き 成績 を 得 た 。 

1) 感染 率 は 最低 27%2, 最高 100% で 平均 49 あ で あつ 

2) 蟹 を 左右 に 切 半 し その メタ セル カリ ア の 寄生 状況 
を 比較 し た 結果 は , 伺 れ の 体 部 に も 左右 に 殆 ん ど 同 数 近 
い 人 分布 を 示し た 。 

8) 蟹 体 内 各部 の メタ セル カリ ア の 寄生 比率 は 胴 , 
脚 , 継 の 順 と な り , 各地 の 蟹 共 こ の 順位 は くず れ な か つ 
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た 。 又 胴 に は 急 の 約 2.5 倍 , 脚 に は 錦 の 約 1.5 倍 の メタ 
セル カリ ア の 寄生 を 見 , 錦 血管 内 の メタ セル カリ ア 寄 生 
数 を 見 れ ば , 蟹 体内 全部 の メタ セル カリ ア 寄 生 概数 を 見 
当 付 け す て 殆 ん ど 誤 りな か つた 

4) 内 に TOMER 
生 を 見 た も の は 26 例 あり , に 寄生 の み ら れ な か つっ 
と 対し て も 10 高 で 

逆 に 継 に メタ セル カリ ア の 寄生 ある に 拘ら ず 他 の 体 部 
に 寄生 な きも の は , 誠に 少数 で 2 例 の み で あつ た 。 

5) 新 則 集 法 と , 従来 の 手 に 依る 人 分離 方 法 の 比較 で 
は , 11 例 共に 新 法 に 依る 成績 が 優れ , 寄生 は 従 

来 の 手 に 依る 方 法 の 側 に 多 か つ た に 拘ら ず , その 総合 成 
績 で は , 約 60 箇 新 北 集 法 の 方 が 上 加 つ た 。 

稿 を 終る に 臨み , 御 指導 御 校 開 を 賜っ つた 横川 教授 に 湊 
其 な る 謝意 を 表す る と 共に 本 研究 た 対し 終始 御 協 力 を 頂 
いた , 千葉 大 学 医 動 物 学 教 室 吉 村 助 教授 以下 教室 員 各 位 
に 感謝 致し ます . 材 料 を 提供 し て 下さ つた と 勝 
先生 , 鈴木 重 一 先生 , 宮崎 県 衛生 部 の 皆様 に 厚く 御礼 申 
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termanii 最新 人 体 寄 生 虫 学 提要 , 114-120. 


Summary 


Despite the large amount of work on the distribution 
of metacercariae of lung fluke, Paragonimus wester- 
mani in Eriocheir japonicus, the second intermediate 
host of the fluke, the method commomly employed 
for collection of metacercaria in the crab is time- 
consuming and no good for collecting them in the 
muscle of crabs. The present studies were, therefore, 
undertaken in an attempt to device a new simplified 
and effective procedure for collection of metacercaria 
by the use of meat-grinder. The soft tissue of crabs 
without exoskelton was minced in a meat-grinder. 
Minced soft tissue was then filtered through the metal 
sieves with 20 mesh and then with 40 mesh again. The 
filtrate was washed repeatedly with water by sedimen- 
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tation. Large number of metacercariae would be 
contained in the final sediments. Intact metacercariae 
thus obtained may be used in various investigations, 
excystation, development and culture of these juueniles. 

The rsults obtained from the comparison of newly 
deviced method with commonly employed one were 
as follows : 

1) The incidence of metacercaria in some parts 
of crabs examined was arranged in the following 
order : trunk (cephalothrax and abdomen) > foot > 
gill. Ratio of number of metacercaria collected in 
each part of crabs was as follows: trunk : foot : gill 
= 

2) Out of 258 crabs examined, 10% of them were 
negative for metacercaria in the gill and simulta- 
neously positive in other parts than the gill. 

3) Only two cases of crabs were positive in the 
gill and simulteneously negative in other parts. 

4) In the case of 11 crabs examined by both newly 
deviced method and commonly employed one the 
number of metacercaria detected by the former was 
larger than that by the latter. 
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肺 吸虫 Paragonimus westermanz の 生物 学 的 研究 


(2) 肺 吸虫 被 の 抗 に い て 


津 田 


千葉 大 学 医学 部 医 動 物 学 教室 ( 列 導 横川 宗雄 教授 
(昭和 34 年 7 月 2 日 受領 ) 
特 


最近 横川 ( 宗 ) (1955~1957) ら の 肺 吸虫 症 皮 内 反応 
の 発表 以来 。 各地 で 集団 検査 が 実施 され , その 結果 本 症 
の 意外 に 広汎 な る 分 布 並 びに 風土 病 的 慢 延 状況 が 卒 次 明 
. ら か に せら れる に 至 つ た 。 

それ と 同時 に 肺結核 症 と の 混同 が 意外 に 多く , 又 脳 肺 
吸虫 症 に つい て も 改め て 認識 せら れる 様 に な つた 。 従 つ 
て 本 症 流 行 地 に あぁ あつ て は , 其 の 感染 予防 対策 は 頓 に 重要 
視 せ ら る る に 至 つ た 。 と と こと ろ が 本 症 の 感染 予防 に 対し , 
も つと も 重要 な 手がかり と な る べき 肺 上 骸 虫 被 雷 幼虫 の 抵 
抗 に 就 い て は , つと に 安藤 1915 う , 中 川 (1916) 横川 
( 定 ) (1919), 小林 (1921) 等 , 最近 に 至り 大 島 (1956), 
下野 (1957) 等 の 報告 が ある と は 云 へ , 何れ も 断片 的 な 
も の で , 系 統 的 な 研究 は 殆 ん ど な さ れ て 居 な い 。 

著者 は さき に モク ズ ガ = 体内 に お ける 肺 吸 虫 
の 新 幕 集 法 及 び 本 法 に ょ る 体内 分 布 状態 に 就 い て 報告 し 
た が , 本 段 で は , 此 の 方 法 に 依っ つて 分 離 採集 し た 多数 の 
メタ セル カリ ア に 就 い て , 物理 化学 的 作用 に 対す る 抵抗 
を 検 杜 し , 2~8 の 興味 ある 知見 を 得 た の で 以下 に 報告 
する 。 

実験 材料 及び 実験 方 法 


1. 実験 材料 

実験 に 用 いた ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 被 概 幼 虫 は , 静岡 
県 , 宮崎 県 , 愛媛 県 産 の モク ズ ガ = 体内 か ら 肉 挽 器 に よ 
り 9 り 分離 採集 し た も の , 及び 女体 内 に 寄生 の 位 の も の で あ 
る 。 実験 に 当 つ て は 分 離 採集 し た 被 電 幼 虫 は 可 及 的 に 分 
離 直 後 の も の を 用 いる こと に し た が , 一 部 の も の は 分 離 
MORIMICAiI TSUDA Biological studies on Para- 
gonimus westermani (2) On the resistance of the 


metacercariae of Paragonimus westermani (Depart- 
ment of Parasitology, School of Medicine, Chiba 


University) 


(164 ) 


後 保存 液 * 中 に 浸漬 水 室 中 に 冷蔵 し た も の を 用 いた 。 油 
等 の 被 虫 は 実験 直前 に 解剖 鏡 下 で , 虫 が 
有 の 色素 を 有 し レ , 明らか に 其 の 運動 の 認め られ た も の の 
し た 。 被 面 に 附 着 し た 筋肉 残 湾 等 は 水 
洗 , 或 は 解剖 より 完全 を 取り 除き , 雑 物 に ょ 
る 検査 成績 の 不正 確 さ を 極力 避け , 正確 を 期し た 。 

2。 メス メタ セル カリ ア の 使用 数 

各 検 査 項目 に 就き , 10 箇 宛 の メタ セル カリ ア を 使用 し 
た 。 横 川 ( 定 〕 (1919) 等 と に よれ ば メタ セル カリ ア は 
熊 体内 へ の 感染 後 の 経 山 日 数 に 依り , 其 の 大 いさ , 被 埋 
壁 の 厚 さ , 湖 透 性 等 に か な り の 差 が あり , 従 つ て 外 囲 の 
理化 学 的 害 作用 に 対し て 。 それ ぞ れ 抵抗 力 を 異 に する と 
報告 せら れ て 居る 。 そ と で 著者 は 実験 た に 供する メタ セル 
カリ ア に つい て は , その 大 いさ , 貝 体 の 色素 の 状態 等 出 
来る だ け 近 似 の も の を 選択 する こと に 益 力 し た 。 

3。 検査 項目 

温度 (高温 , 低温 ), 著 燥 に 対す る 抵抗 , 水中 , 湿潤 に 
お ける 生存 日 数 , 調味 料 ( 幽 油 , ソー ス , 食塩 , 食酢 , 
車 消 て アル コー ル , 昇 , クレ ゾー ル , 
酸 (塩酸 硫酸 , 硝酸 , ) な どの 他 ホ ル マ リ 
ン ,。 アン チ フ マオ ルミ ン に 対す る 抵抗 を 検査 し た 。 

4. 検査 方 法 及 び 観 宗方 法 

以上 の 検査 項目 に つい て , 短 時 間 に そ の 上 成績 の 判定 し 
得る 検査 に あつ て は , ブロ ッ ク シ ャ ー レ 内 に て 解剖 頭 徴 
鐘 刻々 に 変化 する 被 び 体 の 形態 的 変化 , 着色 
色素 の 変化 , 虫 体 の 濁 , 崩 解 等 を 直接 観察 し , 実験 経 
過 の 長 時 間 , 長 時 日 を 要する 場合 は , 小 試験 管内 に 用 意 
* 保存 液 

8。 動物 生理 の 実験 (名 


ザ リ ガ が ガー= 人 等 張 液 授 出 中 時 男 ) 昭和 24.9 


本 液 た 保存 する と き は 4°C で は 少く と ゃ 一 ヵ月 以上 は 
感染 可能 の 状態 で 保存 され る. 
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和 34 年 10 月 <1959)】 


され た 溶液 中 に メタ セル カリ ア を 浸漬 し , その 際 管 内 溶 
液 の 水分 燕 発 に よる 濃度 の 変化 , 或 は 頑 雑 物 の 混入 等 を 
防止 する た め , 秘 槍 を 施し , 実験 目的 に 従い , 之 を 室温 
に 放置 , 或 は 氷室, 冷蔵 庫 等 に 入れ , 観察 日 時 は 夫々 の 
項目 に 依り 適宜 設定 し た 。 
実験 結果 判定 の 旋 の メタ セル カリ ア の 生死 の 拭 別 は , 
内 虫 体 の 運動 止 , 及び , を 解剖 顕微 鏡 下 に 直 
充分 メタ セル カリ ア の 生死 の 判別 に 役立つ た が , 一 部 の 
検 性 で は , 之 の み に て は 生死 の 判別 の 困難 な る 場合 に 遭 
た 。 即ち 例 へ ば , 薬液 後 る 時 間 後に は 体 は 
運動 を 倍 止 し た が , 虫 体 の 油 濁 が 全く 認め られ な い 場 合 
が あつ た 。 か か る 場合 に は 先 づ , 最初 に 顕微鏡 下 (x 
400 ) に カバ ー グ ラス を か け 観 侍 し た 。 之 の み に て 微細 
な 虫 体 の 運動 を 認め る と と も あり , 或 は 腸管 内 の 内 容 の 
移動 を 認め る こと も あつ た 。 と の 際 メ タ セ ルカ リア を 傷 
付け な い 程 度 に カバ ー グ ラス を 圧する 時 は , 虫 体 は 往々 
に し て 運動 を 開始 し た 。 双 この 外 え メタ セル カリ ア を 単に 
清水 に 移し て 観 察 する と , 被 放 内 の 虫 体 は 暫時 の 後に 運 
動 す る 場合 が 訂 々 あつ た 。 或 は 清水 に 移し た 後に 40C 前 
後に 加 温 する と き は , も し 生存 し て 居れ ば 活 塗 な る 運動 
い 場 合 は , pH 8.4 の タイ ロー ド 液 に 浸漬 389C の 映 
6 し た が , 
脱 必要 と し た も の は な か つた 。 


実験 成績 


1.。 メタ セル カリ ア の 温度 に 対す る 抵抗 
中 川 (1918), 及び 下野 1957) 等 に ば カ = を 55'C 
20 分 者 れ ば 体内 メタ セル カリ ア は 総 て 死 減 する と 報告 し 
横川 ( 宗 ) (1955 等 は 自然 状態 に 近い を 得る 
, pH 8.4 の タイ ロー ド 液 と メタ セル カリ ア を 
し , 39C の 中 に 6 ~10 時 間 入 れ て 脱 せしめ, 
大 島 (1956) は 温度 に メタ セル カリ ア の 脱 45"C 
し , 50C に な れ ば 脱 早い が 直ちに 死 する と 報 
じ て 居 る 。 
"著者 は メタ セル カリ ア の 高温 と 対す る 抵抗 に 就 
, 一 応 45C の 線 に 断面 を 設定 し , 乏 よ り 以上 の 温 
度 , 35C, 50C, 60C, 70C, 100C に 就 い て 検査 し た 。 
ー10°C~ 13°C, 一 に 
+ る 検査 を 行 つ た 。 即ち , 中 シヤ ー レ 内 区 ブロ ッ ク シ 
トー レ を 入れ , プロ ッ ク シ ヤー レ 内 に は 所 定 温度 の 水 を 
入れ た 。 叉 別に 予め 所 定 の 温度 に 温め られ た 水 を 中 シヤ 
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ー レ 内 に 注 加 し た 。 そ の 高 さ は ブロ ッ ク シ ヤー レ の 約 */s 
と し た 。 暫時 の 後に メタ セ ル カリ ア を プロ ッ ク シ ヤー レ 
内 に 投入 , 之 を 解剖 顕微 鏡 下 に 置き 観察 し た 。 

温度 を 一 定 に 保つ た め に 別に 熱湯 を 用 意 し 中 シヤ ー レ 
内 に 入れ た 温度 計 の 指示 に 従い 乏 を 注 加 し た 。 熱湯 注 加 
の 際 は , 出来 る だ け ブ ロッ クシ ヤー レ よ り 離 れ た 場所 を 
選び 少量 宛 な が ら 注 加 し た 。 45°C, 50°C, 60 
"C, "0°C, に 作用 させ た 結果 は 次 の 通り で あつ た 。 

45°C の 場合 5 分, 10 分, 15 分 , 20 分 , 30 分 作用 させ た 
が , 後 の 後に 被 の 体 は 何れ も 猛烈 な る 運 


. 動 を 開始 し , 其 の 状況 は 苦 で 瞬時 も 運動 を 停止 


する と と は な か つた 。 80 分 後 も 死 減 する も の は な く , 活 
洗 な る 運動 が 見 られ た 。 尚 15 分 以後 に と な る と 一 部 の も の 
は 被 破 つ て 体 は 一 部 顔 を 出す が , 完全 に 脱 
に は 至ら な か つた 。 之 を 後に 脱 井 試験 を 実施 し た 結果 
は , 10 時 間 後 の 成績 で は 何れ も その 85 2% は 脱 費 し た 。 然 
幼虫 の 飼育 成績 で は 3 日 に 人 部 
死 減 し た 。50°C に は 1 分 , 3 分 , 5 分 と 作用 させ た 。 1 
は 至ら な か つた 。 後 の 脱 で も 夫々 8 匹 , 6 匹 か が 
井 し た 。 5 分 作用 させ る と , 遂に は 貝 体 は 運動 を 停止 レ 
て 了 ふ が , 未だ する に は 至ら な い 。 後 の 脱 
の 結果 で は 何れ も が 脱 概 せ ず 虫 体 は 油 濁 し て 居 た 。 
60°C に は 3 分 作用 させ た が , 既に 運動 を 止 し , 
検査 は 不 成 功 で , 虫 体 は 濁 し て 居 た 。 

70C に は 1 分 作用 させ た が , 一 部 の も の は 被 旨 が 破 殖 
し て 内 容 脱 出し , その 他 の も の も を も 内 容 浪 濁し た (第 1 


図 ) 。 
9K. 
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第 1 図 メタ セル カリ ア の 高温 に 対す る 抵抗 


メタ セル カリ ア を 保存 液 に て 水 室 0C~ 
に 入れ た 場合 は 長期 に 責 り 生 存 可能 で , 4 ヶ月 後 も 尚 感 
染 可 能 で あつ た 。 又 下野 (1957) 等 は 0C~ 2 °C に て 毎 
日 水 を 取り 替 へ た 場合 は 60 日 に 至る も 死滅 する も の は な 
いと 報告 し て 居る 。 

著者 は メタ セル カリ ア を 一 10°C~ 一 13°C の deepfreezer 
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は 凍結 し て 居 た が , 之 を 室温 に 放置 融解 後 は 虫 体 は 明 ら 
香 , 及 び 38 日 作用 させ た も の は , 貝 体 は 何れ も 油 濁 し , 
3 日 目 の も の は 内 容 脱 出す る も の が 多 か つ た 。 

之 を 一 40C の 冷蔵 庫 に 入れ 30 分 後に 取り 出し た 成績 で 
は , 管内 溶液 は 章 結 し , 虫 体 は 既に 獣 濁し て 居 た 。60 分 
後 の も の も 同様 で あつ な た 。 

蟹 体内 寄生 の 位 の メタ セル カリ ア に 就 い た 成績 
は 下記 の 通り で あつ た 。 

水 を 入れ た 洗面 器 を ヒー ター に か け , そ 
を 入れ 予め 50C, 7Y0C, 100°C に 温め て 置き , その 中 に 
角 を 投入 , それ ぞ れ 830 分 , 5 分, 1 分 , と 作用 させ た 後 
に 取り 出し て 検査 し た 。 

50°C30 分 の 場合 , 9 箇 メタ セル カリ ア の 中 3 

は 被 概 のみ を 認め た が , 脱 松 か 内 容 脱出 か は 不明 で あつ 
六 。 残り の 6 箇 は 油 濁 し て 居 た 。 脚 内 の も の は 5 箇 共 に 
胴 の 筋肉 内 の も の は , 15 箇 中 み 9 箇 6 
箇 て 居 た 。 

70°C 5 分 後 の 成 績 で は 幼 に は メタ セル カリ ア を 検出 出 
来 ず , 脚 に は 2 箇 み の も の と , 1 箇 し た 
メタ セル カリ ア を 認め は 5 の み と 箇 の 
え メタ セル カリ ア を 

100 1 分 の 場合 蟹 の 甲 既に 赤 し た 。 は 


第 1 表 メタ セル カリ ア の 高温 た 対す る 抵抗 


50°C 30 分 3 6 9 6 5 
100°C 3 4 

体 後 の : ( 体 内 寄生 の 億 ) 


水中 , 中 に 


ける メタ セル カリ ア の 生存 日 数 


2 箇 , 脚 に は 4 箇 の 油 濁 え タ セ ルカ リア を 認め , 胴 に は 
3 箇 拉 み と 7 箇 メス タ セ ルカ リア を 検出 し 
た (第 1 表 )。 

次 に の 甲 を 外し , に ぇ メタ セル カリ ア の 寄生 あぁ 
る も の の み を 選別 し , 鍋 及 び 内 臓 を 除去 し た 後に, 氷室 
(0.°C~ 2"C) 内 に 入れ 一 定期 間 後 之 を 取出 し て 検査 し 
た 。 下野 (1957) 等 の 報告 に よれ ば , 常温 の 場合 は 14 日 
は 筋 内 共に 全部 生存 , 21 日 目 に は の 極 く 一 部 
は 生存 し , 筋肉 内 の も の は 全部 死 減 し , 80 日 目 で は 麻 敗 
の 為 に 検査 不能 と 云 は れ て 居る 。 著 者 の 例 で は 22 日 目 に 
2 匹 の モク ズ ガ = か ら 38 箇 の メタ セル カリ ア を 検出 し レ , 
何れ も 生 , 23 日 目 に は 1 匹 の 蟹 か ら 13 箇 , 24 日 目 に は 32 
匹 の 熊 か ら 10 箇 の メタ セル カリ ア を 検出 , 830 日 目 の も る の 
で は 3 箇 生 , 45 日 目 の も の は 5 匹 の 蟹 か ら 全 々 検出 出来 
ず , 52 日 目 に 1 箇 , 65 日 目 に は 7 匹 全 部 が 陰性 ご あっ 
た 。 (第 2 表 ) 

2 表 0°~2°C に 於 ける 筋肉 内 生 メタ セ 
ルカ リア の 生存 日 数 


区 分 検査 陽性 セル カリ ア 
22 日 2 2 3 
23 日 1 1 13 
24 日 2 2 10 
29 日 2 1 3 
36 日 5 3 14 
45 日 5 0 0 
52 日 10 1 1 
65 日 0 0 


2。 メタ セル カリ ア の 水中 に お ける 生存 日 炒 : 

下野 (1957) 等 の 報告 で は メタ セル カリ ア を 普通 水中 
に お いて 毎日 水 を 取 替 へ た 場 FO CE 
50 日 で 全部 死 減 し た と 云 は れ て いそ 著者 は メタ セル 
カリ ア 10 箇 を 小 試験 管 に 入れ , ガー ゼニ こ ta こ 著 を 
し て 紐 で し ば り , 大 な る 野外 の 貯水 槽 に 入れ た 。 こ の 了 貯 
水 槽 は 僅か 年 ら 水道 水 が 入 る 様 に た な っ つて 居る 。 貯水 横 の 
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水 さ ガー ゼ を 通し て 試験 管内 の 水 と 交流 する 様 に し た 。 
春季 と 夏季 の 2 回 と 同一 の 実験 を 行 つ た が , 夏季 に 行 つ 
た も の で は メタ セル カリ ア は 意外 に 早く 死滅 し た 。 即ち 
2 日 目 こ は 貯水 内 ゾー リ や 菌 が 試験 管内 に 混 
入 し , 8 日 目 各 は 人 金 部 生 で あつ た が , 4 日 目 に は 9 箇 油 濁 
し , 一 部 は 内 容 脱 出し た も の が あつ た 。5 日 目 に は 残り 
全部 る 死 減 し た (9 月 )。 然るに 春季 3 月 の 実験 で は と こ 
れ ょ りや や 長く 10 日 目 に 至り 全部 死 減 し た 。 水温 は 夏季 
は 20C 前 , 春季 は 10°C 前 後 で , 10 以下 で あぁ つ 
た (第 3 表 )。 

8. 湿潤 に 対す る 抵抗 

中 シヤ ャ ー レ 内 に 水 を 入れ , 脱脂 纏 を その 中 に 浸し , そ 
の 上 に 適当 な 大 き さ の 濾紙 を 置き , 更に 黒い 紙 を 置き メ 
タ セ ルカ リア を の せ た 。 水 は 濾紙 を 尊 く 没 し 加減 に 入 
て , 中 シヤ ー レ の 落っ つ を し , 毎日 湿潤 の 程度 を 観 祭 し , 
水 を 注 加 し た 。 そ の 結果 は 7 日 に 2 箇 , 11 
日 目 こ に 1 箇 , 17 日 目 に は 残り 全部 が 油 濁 し た 。 検査 期日 
は 9 月 下旬 より 10 月 上 旬 で あつ た 。 と こと の 場 合 先 の 水中 に 
波 潰し た 実験 より 長い 期間 生存 し て 居 た (第 3 表 )。 

4.。 に 対す る メタ セル カリ ア の 抵抗 

毛細 管 ピ ペッ ト に て ブロ ロック シヤ ー レ 内 に メタ セル カ 
リア を 10 箇 入れ た 後 , これ を 解剖 顕微鏡 下 に 運び , ピ ペ 

ご 大 部 分 の 水分 を 除去 し た 後 , 濾紙 に て 残り の 水分 
を 吸出し た 。 か ゝ る 操作 を 施す と , 殆 ん どの 水分 は 除外 
せら れ ,。 ブロ ッ ク シ ヤー レ 内 に は メタ セル カリ ア の み と 
る 4 る 状態 に お いて は 3 ~ 4 分 後に は , メタ セル 
カリ ア 同 志 が 接触 する 面 ,。 或 は ブロ ッ ク タク シヤ ー レ と の 接 
面 2 始め , 5 分 後に は 被 の 虫 体 は 運動 を 停止 
し , 被 雷 は 益々 陥没 を 深め て , 遂 と は 全く 空気 の 抜け た 
分 こし て 杖 と な つた 。 か か る 状態 と な つた も の に 水道 
し た が , その 時 は 既に 虫 体 は 汐 濁 し て 居 た 。 "7 分 を 経過 
する と 早い も の は 被 紹 が 破れ て 内 容 が 脱出 し 始め た 。 内 
容 脱 出 孔 は 乾燥 開始 時 に 陥没 し 始め た 部 分 と 一 致し て 居 
一 部 の メタ セル カリ ア で は 画 と 反対 の 側が 
いこ 陥没 し た も の を 認め た が , 接触 面 程 の 党 い 切 痕 に は 
な ら な か つた (第 2 図 )。 

5. 食塩 水中 に お ける メタ セル カリ ア の 生存 日 数 
3.022。 5.0%, の 食塩 水 に 浸漬 し て その 生存 日 数 を 調 
査 し た 。 de で あり , 食塩 水 は 交 換 せ ず , 容 
益 は 密栓 し て 水分 蒸発 に よる 濃度 の 変化 を 避け , 室温 に 
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放置 し て 観察 し , 死 減 せる も の は その 都度 除去 し た 。 


0.4 2 の 食塩 水 で は 3 日 目 , 8 日 目 , に 各 1 箇 の メタ を 

セル カリ ア が 自然 脱 て に 運動 し て 居 た 。23 日 
初め て 1 の メタ セル カリ ア が し , 日, 835 
日 。 45 日 目 に 各 1 箇 宛 沿 濁 死 減 し , 60 日 目 に 4 箇 残 つた 
が , 何れ も 固有 色素 を 有 し , 明らか に 運動 が 認め られ 

0.852% の 場合 87 日 目 に 初め て 1 箇 た が , 60 日 
に 至る も 残り 9 筒 は 生存 し て 居 た 。 其 の 間 に こ 自 然 脱 奏 し レ 
た も の は な か つた 。 

1 場合 20 日 , 22 日 日, 28 日 , に 各 1 箇 
し 。, 60 日 目 に は 半数 の 5 簡 が 生存 し て 居 た 。 と の 場合 も 
自然 脱 な か つた 。 

8 2 の 場合 に は 7 日 目 に 1 箇 , 10 日 目 に 2 箇 , 11 日 世 
に 3 箇 12 日 目 に 残り 4 も 全部 死 し た 。 

5 の 場合 に は 第 1 日 目 の 終り に 既に 6 箇 , 第 2 日 目 
に は 残り 全部 が 死 減 し た 。 

6。 メタ セル カリ ア の 帽 油 に 対す る 抵抗 

原液 , 80%, 2022, に 対す る 抵抗 を 調べ た 。 使用 し た : 
は キッ コー マン で あつ た 。 

メタ セル カリ ア を 原液 に る と 約 30 秒 で メタ 
セル カリ ア の 一 は 陥没 し た が その 程度 は 
の 時 と 異 り , ゴム の の 僅か に 抜け た 程度 で あ 
り , 10 分 後 も 陥没 の 程度 は 変化 し な か つた 。 老 油 原液 の 
為 に 着色 強く , 内 容 の 状態 は 判然 と し な い が , 運動 は 浸 
漬 後 間 も な く 停 止 し , 10 分 後 そ の メタ セル カリ ア を 清水 
に 移し た が , 全部 内 容 は 油 濁し て 居 た 。 清水 に 移し て 5 
分 後に は 被 妥 は 破れ て 内 容 は 脱出 し た 。 

3022 の に し た 場合 , 後 2 ~7 分 の 間 に 運 
動 停止 し , の 虫 体 は し , 虫 体 の 表面 が 
凸 不平 に な つた 様 に 見 える 。 浸漬 後 10 分 に し て 清水 に 
す と , 7 分 経過 後に 5 箇 は 運動 を 開始 し , 8 分 に し て & 
箇 , 10 分 と し て 残り 2? 簡 も 運動 を 開始 し た 。 
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虫 体 の 縮小 する 程度 は , 被 旨 の 内 容 の 殆 ん ど 半 分 位 各 
の 様 に 見 えた 。 同様 方 法 に 依り 20 分 , 80 分 , 迄 の 浸 漬 で 
は その 人 後 清水 に 移す と 全部 が 問 も な く 運 動 を 開始 し た 
が , 浸漬 後 1 時 間 経 過 後 の も の で は その 人 後 清 水 に 移す 
と ,。 1 箇 が 内 容 油 濁 し , 浸漬 後 2 時間 の も の で は 10 箇 共 
内 容 の を 示し , 清水 に 移し て 暫 の 後に は , 被 
一 部 は 破 裂 し て 内 容 が 脱出 し て 了 つ た 。 即ち 30 分 迄 は 生 
存 し て 居る が , 1 時 間 か ら 2 時間 和 包 に 全部 死 減 し た 。 

20% 疾 油 に メス メタ セル カリ ア を 浸漬 し て 密栓 し 室温 に 放 
置 し た 。 そ の 結果 2 日 目 和 は 全部 生存 し , 3 日 目 に 1 箇 
は 自然 脱 要 し て 盛ん に 運動 し て 居 た 。 更に 5 日 日 に は 3 
然 脱 し , その 他 3 箇 は 既に 体 し , .6 日 目 で 
残り 3 箇 も 全部 油 濁 し て 了 つ た 。 即ち 身 油 の 中 で は , 原 
液 の 場合 は 10 分 以内 に 死 減 し , 8026 で は 2 時 間 以 内 に 会 
2 いも の で は 5 乙 生 存 し て 居 た 

, 其 の 間 半 数 近く 自然 脱 た 。 脱 た も の は 

7。 スタ セル カリ ア の ソー ス に 対す る 抵抗 

原液 及び 302% 液 で 検 査 し た 。 そ を の 結果 は 下記 の 通り で 
ある 。 

メタ セル カリ ア を ソー ス 原 液 に 浸漬 する と , 早い も の 
は 2 分 後に 被 電 内 の 虫 体 は 縮小 し 始め る が , 全部 が 縮 少 
し 終る に は 6 分 を 要 し た , その 間 に 運 動 を 停止 する が , 
被 杏 の 陥 目 は 認め られ な か つた 。 10 分 後に メタ セル カリ 
ア を 取出 し 清水 に 移す と , 縮小 し た 虫 体 は 膨 化 し て 来る 
が , 既に 浪 濁 を 認め , 運動 する も の は な く , や が て 被 
の 一 部 は 破れ て 内 容 の 脱出 を 見 る に 至 つ た 。 そ の 状態 は 
先 の の 場合 と な か つた 。 

8026 の ソー ス に メタ セル カリ ア を 浸 潰 する と , 7 分 頃 
か ら 貝 体 は 縮小 し 始め る , これ も 喘 油 80% の 場合 と 同様 
で ある が , 20 分 , 30 分 ,。 1 時 間 , 3 時間, 浸 潰 後 清水 に 
と , 8 日 後に 全部 死 減 し た が , 基 の 間 に , 3 日 日 1 人 箇 , 
6 に 。 自然 し て に 運動 し て た 。 
ソー ス 30% に 対す る メタ セル カリ ア の 態度 は , 20% 此 油 
区 対す る それ に 相当 し た 。 

8。 メタ セル カリ ア の 食酢 に 対す る 抵抗 

原液 , 50%%, 802%2, 202g, 102%%, 溶液 を 使用 し た 。 
原液 及び 50% 液 の 場合 も メタ セル カリ ア の 態度 は 同様 
で あつ た 。 即ち 3 分 で 運動 は 停止 し て 了 つ て 油 濁 を 開始 
し た 。5 分 後に 清水 に 移し て も 運動 する も の は 皆無 で あ 


30% の 場合 は 緩慢 な る 運動 を 続け た が , 5 分 後に は 運 
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動 は 認め られ な く な つた 。14 分 後に は 1 箇 が 濁 し , 
後 も 清水 に 移す と 同様 に 運動 を 開始 し た が , 12 時 間 後 と 
は 更に 1 箇 混 濁し , 24 時 間 後 に は 全部 死滅 し た 。 

20% の 場合 も 6 時間 迄 の 観 祭 で は 凡 て 生存 し て 居 た 
が , 12 時 間 後 か ら 少 数 の も の は 油 濁 し 始め , 24 時 間 後に 
は 全部 死 減 し た 。 

1026 の 食酢 に メタ セル カリ ア を 浸 漬 す る と 2 日 目 に は 
半数 が 浪 濁 し , 3 日 目 に は 残り 全部 が 死 減 し た 

9. 

5%, 1%, 0.5%, に 対し て 検査 し た 。 重 
に 対し て は 比較 的 抵抗 が 強い 様 に 思 は れる 。 即ち 5 % の 
重 草 水中 で は メタ セル カリ ア は 1 週間 は 凡 て 生存 し て 
た 。 83 2 の も の で は 15 日 目 に 4 簡 が 混濁 し , 20 日 目 迄 に 

後に 顔 く 6 箇 混 濁し た が , 0.5% に な る と 30 日 に 至る も 
すべ て 室温 と に お いて , 和 容 器 は 密栓 し て 行 は れ な だ 。 尚 経過 
観 祭 途 上 に お いて 自然 脱 費 し た も の は 1 簡 も 認め られ な 
か つた 。 

メタ セル カリ ア を "0 アル コー ル に 浸漬 し た 場合 , 1 
始め た 。 その後 虫 体 , 被 杖 共に 膨 化 し 始め , 7 分 に し て 
1 箇 , 11 分 に し て 残り 全部 が 内 容 脱出 し て 了 っ つた 。 

5022 ア ルコ ー ル に 浸漬 する と メタ セル カリ ア は , 1~ 
2 分 で 運動 を 停止 し , 70 ア ルコ ー ル で は 認め られ な か 
つた が , の 体 は や や 縮小 し , 虫 体 の 表面 に 愉 
発汗 し た 様 な 水滴 (?) 粒 が 附 着 し で て 来 た 。 乏 の 水滴 様 
附 着 物 は 虫 体外 か ら 附 着 し た も の か , 或 は 虫 体 内 部 か ら 
湊 出 し て 来 た も の か は 不明 で あぁ あつ た 。 そ の 時 間 は 50%7 
ルコ ー ル に 浸漬 後 1~ 8 分 で あつ た 。 て その後 虫 体 は 膨 化 
し 始め 830 分 に し て 和 被 維 の 一 部 は 破れ て 内 容 が 脱出 し た 
(第 3 図 )。 

7026, ア ルコ ー ル 共に 貝 体 の は , 3 ~ 


5 條 で あつ た 。 
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1526, 5 26, の アル コー ル に し た 場合 , 先 
時 間 づ 802% の も の で は 2 日 目 に , 15%% の も の で は 3 日 目 に , . 硫酸 に 対す る メタ セル カリ ア の 抵抗 
後 5 2% の も の で は 5 日 目 に 全部 が し た が , "5 % の アル 
ュー ル の 場合 その 浪 濁 は 虫 体 の 一 部 と に の み 限 局 し , 未だ 溶 夏 に 浸漬 する と , 早い も の は 約 半 数 が 3 分 に て 運動 を 
居 た 全体 に は 混濁 は 波及 し て 居 な か つた 。 佑 止 し た が , 遅い も の は 68 分 , を 要 し た 。 運動 停止 後 は 
後に 11. 塩酸 に 対す る メタ セル カリ ア の 抵抗 直ちに 油 注 を 開始 し た 。 
0.2 %, 19%, 2% 硫 で 検査 し た 。 然るに 1 %% 液 で は 検査 当日 沿 濁す る も の は な く , 2 日 
ct 0.2 2 塩酸 の 場合 メタ セル カリ ア は 種々 な る 態度 を と 目 に 6 箇 , 3 日 目 に 2 箇 , 4 日 目 に 1 箇 , 5 日 目 に 至り 
つっ た 。 即ち 浸漬 後 最も 早い も の で は 2 時 間 後に 運動 を 停 。 全部 死 洲 し た 。 
止 し た も の が あり , 3 時間 後 は 3 箇 が 濁 し た が , 遅い 0.2 2%2 の 場合 に は 3 日 目 迄 変化 な く 4 日 目 に と 5 箇 , 5 
表 も の で は 24 時 間 後に 始め て 運動 を 停止 し , 虫 体 は 運動 佑 "日 目 に 3 箇 , 6 日 目 に 残り 2 箇 も 浪 注 し た 。 
% の 0 止 後 は 問 も な く 混 濁し て 了 つ た 。 即ち 2 時 間 か ら 24 時 間 14. 石炭 酸 に 対す る メタ セル カリ ア の 抵抗 
て 屋 の 間 に 全 部 が 死滅 し た 0.3 %, 0.12 に て 検査 し た 。 
に 1 % 塩 酸 に メタ セル カリ ア を 浸漬 し た 場合 早い も の は 0.3 2 石炭 酸 に メタ セル カリ ア を 浸 潰 する と , 2 分 後 
90 10 分 に て 運動 を 停止 し , 80 分 後に は 3 箇 , 150 分 迄 に 4 に 既に 運動 を 停止 する も の が 見 られ , 7 分 後に は 大 半 が 
る も 部 の メタ セル カリ ア が 運動 を 停止 し た 。 貝 体 の 混濁 は 運 浪 濁 し , 15 分 で 全部 が 浪 濁 し て 了 つ た 。 
胡 は 動 停止 後 1~ 2 分 後に 認め られ た 。 1 の 塩酸 の 場合 も 0.1 2 石炭 酸 溶 の 場合 早い も の は 5 分 で 運動 を 停止 
eR メタ セル カリ ア の 死 減 時 間 に は 10 分 ~ 150 分 と 其 の 抵抗 し , 遅い も る の で も 15 分 後に 運動 を 停止 する が , 之 を 清水 
れ 1 な 度 に か な り の 差 が 認め ち れ た 。 に 移す 時 は 再び 運動 を 開始 する の が 認め られ た 。 4 時間 
se Sit 早い も の 浸漬 の も の も 清水 中 に 移す と 再び 運動 を 開始 し , 6 時間 
は 5 分 , 遅い も る の で も 26 分 後に は すべ て の メタ セル カリ 以上 浸漬 の も の に 始め て 沿 濁す る も の が 出現 し , 20 時 間 
アァ は 運動 を 停止 し て , 其 の 後 間 も な く 浪 濁 し た (第 4 後に は 全部 死 流し て 了 つ た (第 5 図 )。 
図 )。 生 
様 20 86 86 100120 160 180 第 5 図 石 に 対す る メタ セル カリ ア の 抵抗 
0 第 4 図 塩酸 に 対す る メタ セル カリ ア の 抵抗 3 
lh 15.. 昇 来 に 対す る メタ セル カリ ア の 抵抗 
彫 化 12. 硝酸 に 対す る メタ セル カリ ア の 抵抗 12, 0.52% 液 で は 殆 ん ど 同 様 の 結果 で た あつ た 。 4 
し た 4%, 2%, 0.2% 検査 し た 。 分 人 部 し た 。 0.124。 0.32 場合 も 10 
4 2 硝酸 に し た 場合 早い も の は 1 分 , 遅い も の 内 に た (第 6 図 )。 
$x で も 7 分 後に は 油 濁 し た 。 此 の 場合 メ え タ セル カリ ア の 固 
有 の 赤 が は れつ つ に 変化 し た 。 
2 % の 場合 も 早い も の は 8 分 , 遅い も の は 30 分 後に 河 
濁し た 。 其 の 状態 は 4 % の 場合 と 同様 で あつ た 。 セ 
る に 1 % の 溶 に な る と 生存 時 間 は 急 に 延長 し て , 
検査 当日 に 死 減 す る も の は な く , 2 日 目 に 5 箇 , 3 日 目 . 3 
に 38 箇 , 4 日 目 に 至り 残り 2 人 箇 が 油 濁 死 減 し た 。 を 
0.2 % の な る と 日 目 は 全く 変化 な く 4 日 目 6 図 昇 に 対す る メタ セル カリ ア の 抵抗 
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16. クレ ゾー ル に 対す る メタ セル カリ ア の 抵抗 

1%, 0.5%, 0.82%, 0.1% 液 て 検査 し た 。 

1% ク タク レゾ ル メタ セル カリ ア を る と 1 ~ 

8 分 後に 運動 を 停止 し , 4 ~5 分 後に は 内 容 滞 濁し て 了 
つた 。 次 いで 膨 化 し 始め 導 に は 内 容 が 脱出 し た 。 

0.5 クレ ゾー ル 液 に メタ セル カリ ア を 浸漬 する と 1 
へ ~ 8 分 で 運動 を 停止 し , 10~15 分 で 内 容 は 混濁 し て 了 つ 
た 。 

0.8 %, 0.12% ク レゾ ー ル 場合 , 0.82 ら ば 5 
分 以内 に 運動 を 停止 し , 0.12% な ら ば 10 分 以内 に 何れ も 
運動 を 停止 し て 。 その後 間もなく 浪 濁 し て 了 つ た (第 7 
図 )。 


第 7 図 クレ ビー ル に 対す る メタ セル カリ ア の 抵抗 


17。 フ オル マリ ン に 対す る メタ セル カリ ア の 抵抗 
0.5 %, 1.0%, 8.0%, 5.0%, 10.0% つい 
て 検査 し た 。 
最低 濃度 の 0.5 2 の 場合 は 7 分 に て 運動 を 停止 し た 
が , 最高 濃度 の 10%% の 場合 は 1 分 以内 に 運動 を 停止 
た 。 然るに 其 の 後 虫 体 の 注 濁 は 全く 認め られ ず , あ た か 
も 生存 し て 居る も の の 如く で ある が , と れ を 清水 に 移す 
も 運動 は 全く 認め られ な か つた 。 貝 体 は 被 井 一 杯 に 拡 が 
つた 様 に 見 え , 光 を 加 温 す る も 運動 は 全く 認め られ な 
い 。 之 を 1 週間 後 及び 4 週間 後に 再び 検 杜 す る も , 貝 体 
の 赤 味 が か つた 色素 は や や 補色 し た か の 感 が ある が , 油 
濁 は 依然 と し て 認め られ ず , 外観 か ら は 生死 の 判定 に 人 迷 
う 程 で あつ た 。 然し 脱 検 依る も 脱 る も の は 全 
く な か つた の で , 此 の 場合 は 運動 停止 と 同時 に 死 減 し た 
も の と 考え ざる を 得 な か つた 。 

と の 点 に 関し て は O. K. Khaw (1984 一 85) が フォ オル 
マリ ン 10 で は 2 週間 も 生存 する と 云 つ て いる が , 恐 ら 
く 氏 は と の 外観 の み か ら 生 存 と 認定 し た も の と 思 は れ 
る 。 れ に し て も フ マオ ル マ リ ン で 貝 体 の が 全く 
認め ちら れ な い 点 は 甚だ 興味 ある 点 で ある (第 8 図 )。 

18. アン チ フ オル ミン に 対す る メタ セル カリ ア の 抵 
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第 8 図 フォ ル マ リ ン に 対す る メタ セル カリ ア の 抵抗 


826, 5% の アン チ ホ ルミ ン を 使用 し た 。 メタ セル カ 
リア を 8.02%6 の アン チ フ オル ミン 溶液 中 に 浸 潰 する と , 
早い も の で は 15 分 後に 運動 を 停止 する が , 遅い も の で は 
60 分 を 要 し た 。 運動 停止 後 の 虫 体 は 間もなく 浪 濁 し た 。 
其 の 後に 被 旨 の 一 部 が 破壊 せら れ た が , 早い も の で は 浸 
潰 後 47 分 , 遅い も の で も 117 分 で 被 有 の 一 部 が 破壊 せら 
れ た 。 死 減 し た 虫 体 は 破壊 孔 が 大 きい 為 に 自然 脱 要 の 場 
合 と 違 つ て 容易 に 脱出 し て 了 う 。 死 減 虫 体 脱出 後 の 被 概 
は 3 時 間 後 に は 完全 に 溶解 し て 了 つ た 。 即ち アン チ フ オォ オ 
ルミ ン は 被 する が , 8 場合 虫 体 に 
る 時 間 的 経過 に は 15~60 分 の 差 が あり , 又 被 豪 の 一 部 に 
破壊 孔 を 造 する に は 4 分 の が あつ た が , 一 
上 且 死 虫 体 の 腕 出 し た 後 の 完全 に し て 了 ふ 
の 時 間 は 殆 ん ど 一 定 で あつ た 。 

死 減 虫 体 の 破壊 孔 は 一 定 の 場所 が ある の か 否 か は 全く 
不明 で , 二 箇 所 が 破れ る と こと は な か つた 。 自然 脱 乾 機転 
に お いて , 一 定 の 場所 が あつ て , それ が 何ら か の 機転 
ょ つて 破壊 を そら れる の か , 或 は 虫 体 より 特殊 の 酵素 様 物 
質 を 排出 し て 被 者 の 不 特定 部 分 を 破壊 する の か の 疑問 は 
未だ 解明 せら れる に 至 つ て 居 な い が ア ンチ フ オ ルミ ン を 
用 いて 被 概 を 溶解 し て も , 其 の 場所 が 特定 の 場所 か 否 か 
は 不明 で あつ た 。 沿 内容 脱 出 の 状態 は 第 10 図 の 如 し 。 

5 96 アン チ フ オリ ミン に た メタ セル カリ ア を し 
た 場合 , 早い も の は 浸漬 後 間 も な く 運 動 を 停止 し た が , 
遅い も の は 50 分 後に 運動 停止 を 認め た 。 

被 後 早い も の は 2 分 で その 一 部 が 破壊 
せら れ , 死 減 虫 体 は 脱出 し た 。 5 アン チマ オル ミン の 
場合 3 2 溶液 の 場合 と 異 り , 虫 体 の 運動 停止 後 間 も な さく 
被 格 の 一 部 が 破壊 そら れ て 死滅 虫 体 は 脱出 し た が , 死 減 
虫 体 脱出 後 の 残 つた 被 概 を 完全 に 溶解 する に は 5 分 を 要 
し , それ 以上 の 時 間 を 要 し な か つた 。 即ち 一 上 且 破壊 せら 
れ た 被 井 は 5 分 以内 に 完全 に 溶解 せら れ て 了 つ た の に 反 
し , 虫 体 を 内 蔵 す る 被 概 は 抵抗 力 に 非常 な 差 を 有 し て 届 
た (第 9 図 う 。 
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第 9 図 アン チ フ オル ミン に 対す る メタ セル カリ 
ア の 抵抗 


第 10 図 アン チ フ オル ミン に よる 破壊 孔 


19. 石鹸 に 対す る メタ セル カリ ア の 抵抗 

1%, 0.5% の 粉 石鹸 溶液 を 用 いた 。 

1 % の 場合 は , 早い も の は 3830 分 で 運動 を 停止 し 間 も な 
く 油 濁し た が , 遅い も の は 63 分 後に 始め て 運動 を 停止 し 
た 。 と この 際 虫 体 は 
の 輪郭 が ぼや けた 様 な 感 を た 体 は に て 伸び 
切っ て 中 央 附近 か ら 
11 図 )。 


第 11 図 石 に 対す る メタ セル カリ ア の 


0.5 % の 場合 に は 半数 は 53 分 迄 に 運動 を 停止 し た が , 
遅い も の は 110 分 後に 始め て 運動 を 停止 し , その 後 虫 体 
は 間もなく 油 濁 し て 30 分 後に は 内 容 の 脱出 を 見 た (第 12 
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第 12 図 石鹸 に 対す る メタ セル カリ ア の 抵抗 
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考 


種々 の 物理 化学 的 作用 に 対す る メタ セル カリ ア の 抵抗 
性 に 関し 報告 し た が , 同一 の 条件 に あつ て も 或 る 種 の 薬 
剤 に 対し て は その 個体 差 が か な り 著 し い 場 合 が 見 られ た 
が , と これ は 恐らく メタ セル カリ ア の 成熟 度 と 関係 が ある 
様 に 思 は れる 。 と れ 迄 の 諸家 の 報告 の 如く 温度 に 対し て 
は , 50C 以 上 で は , メタ セル カリ ア に 直接 作用 し た 場合 
は , 短 時 間 内 に 死 減 し , 又 筋肉 内 に ある も の で る も 50'C30 
分 聞 で 殆 ん ど 死 減 す る こと が 明らか と な つた 。45°C で は 


. 30 分 作用 させ て も , 直接 死に 至る こと は な い が , その 人 後 


の 飼育 実験 で は 3 日 以内 に すべ て 死 減 する , と と ろ が 40 

CO で は 長 時 間 作 用 させ て も 殆 ん ど 死 減 す る とこ と は な い の _ 
で ご で, メタ セル カリ ア は 高い 温度 に 対し て か な り 敏 感 で あ 
る と 考 へ られ る 。 然し 低温 の 場合 2 で ~ 5 て で は 最も 長 
期間 生存 し , 一 10C~ 一 13°C で 6 時 間 位 の 凍結 で は 容易 
に 死な な いと と が 判 つ た 。 従 つ て 肺 吸虫 感染 予防 の 点 か 
ら は , モク ズ ガ = を 食す る 場合 , 或 は 実験 室内 で の メタ 
セル カリ ア 処 理 も 70°C 以 上 の 高温 と より 処理 する と こと が 
も つと も 望ま し いと 考 へ られ る 。 

次 に 水中 に 遊離 し た メタ セル カリ ア は , 夏季 で は 5 日 
以内 , 春季 で も 10 日 以内 に 死滅 する が , 湿潤 の 状態 に お 
く 時 は , 水中 に 浸 潰 し た 場合 より も むしろ 長く 生存 する 
と と が 明らか と な つた 。 そ の 理由 に つい て は 尚 明 ら か で 
は な い が , 肺 吸虫 感染 予防 上 注目 すべ き 点 で ある と 思 は 
れる 。 尚 乾燥 に 対し て は 極め て 弱い と こと も 重要 な 所 見 で 
ある 。 沿 モク ズ ガ = が 死亡 し て も , 0°C~2*C の 低温 に 
保存 する と き は 筋肉 内 の メタ セル カリ ア は , 約 1 ヶ 月 間 
は 生存 し て 居る こと と が 明らか と な つた 。 と の こと と は , 本 
種 え メタ セル カリ ア を 実験 研究 の た め に 使用 する 共に その 
保存 上 有益 な 所 見 で ある 。 

0.4 ~0.85 の 食塩 水中 及び , 0.5~1.0 重曹 水中 
で は メタ セル カリ ア は 非常 に 長く 生存 し 得る こと が 明 ら 
か と な つた が , と の と と は 大 島 (1954) が 報告 し て 居る 
様 に , 本 種 え メタ セル カリ ア は メジ ウム の 圧 に 
め て 敏感 で ある 事 を 示し て 居る と 思 は れる 。 

調味 料 と ついては, , ソー ス , 共に メタ セル カリ 
ア は 同じ 様 な 態度 を 示し , 又 食酢 に 対す る 態度 も 他 の 調 
味 料 と 様 な 結果 で あつ て , 家 て 普通 に 使用 する 
度 で は , スタ セル カリ ア & es papa: な いと 思 は れ 
る の で , カ = の その 他 の 調理 に よる 生食 は 
険 で ある 。 

と し て は 50 アルコール 溶液 で は 体 は 特殊 
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な 態度 を と り 間 も な く 死 滅する が 石炭 酸 と 対し て 0.1% 
の 濃度 で は 容易 に し な か つた 。 昇 で は 0.12% 
度 で は 

で は 5 分 以内 に 死 減 し た 。 従 つて 消 姓 の 目的 に は 昇 来 , 
クレ ゾー ル を 用 いる と と が よく , 石炭 酸 の 場合 に は 普 

用 いら れる 濃度 より 高い 濃度 を 用 いる こと が 要求 を や ら 
れる 。 

に 対し て は その 濃度 に よ つて 種々 な る 示 す 


と 共に 対し て は 最 \ 次 いで 硝酸 , 硫酸 の 


順 で あつ た が , 一 般 に 酸 に 対し て は 非常 に 強い 態度 を 示 
す 傾 向 が 見 られ た 。 人 a に お ける 遊離 塩酸 は , 
0.15~0.2 2% で ある と され て 居る が , と の 実験 の 結果 か 


ら も , メタ セル カリ ア が た と へ 胃 内 に 2 時 間 以 上 停滞 し 
た と と し て も , 遊離 塩酸 の 為 に は 死 減 し な いと と が 明らか 
ご ある 。 の 時 間 ペン ツ オ ー ル ド 湯 川 氏 
内 食物 滞留 時 間 表 に 依る と , 肉汁 , 米飯 半熟 卵 等 は 2 
時 間 以 内 に 胃 内 を 通過 する , 角 に 比較 的 近い と 思 は れる 
天 3 ~ 4 時 間 に て 内 を 通過 する か ら , 例 へ 
を 食し て も メタ セル 
リア は 胃 内 遊離 塩酸 の 障害 を 被 ら な い 様 に 思 は れる 。 

oii メタ セル カリ ア を 経口 的 に 与 へ 
た 場合 は , 830 分 乃至 1 時 間 で すでに 小腸 内 で 脱 喪 し , 腸 
壁 を 宰 通 し て 腹腔 に 出現 する と と が 明らか に され て 居 
る 。 

マオ ォ オル マ リア に 対し て は メタ セル カリ ア は 死 減 後 
然 変色 なせ ず , 特有 た な 色素 粒 も その あり , 鏡 
た 。 従 つて 
の 観察 の み で は 不 充分 で , 諸 種 の 刺 載 に 対す る 生活 反応 
を 観 察 する 必要 が ある 。Khaw (19834) が 10 2% フ オル マ 
リ ン 中 で 長期 間 生 存する と 報告 し た の は 恐らく 誤り で あ 
ら う と 考 へ られ る が , フォ オル マリ ン の 本 種 メ タ セ ルカ リ 
ア に 対す る 作用 は 甚だ 興味 ある 点 で ある 。 

アン チ フ マオ ルミ ン の 被 受 に 対す る 態度 は メタ セル カリ 
ア が 生存 し て 居る 場合 は , その 死に 至ら す 時 間 に か な り 
の 幅 が 見 られ た が , 一 且 虫 体 の 死 減 を 来 し た 場合 は , そ 
の 被 概 を 沙 解 し て し まう 時 間 は 常に 一 定 し て 居る の を 認 
め た 。 即 ち 虫 体 の 脱出 し て 了 つ た 空 理 は すべ て 3 時 間 以 
内 に 完全 溶解 し て 了 つ た が , こと の アン チラ マオ ルミ ン の 人 彼 
埋 の 溶解 機転 を 追求 する こと に 依り , 本 種 え スタ セル カリ 
ア の 被 紹 の 組成 に つい て も 或 る 程度 の 知見 を 得る こと が 
出来 る の で は な いか と 考 へ られ る 。 双 アン チマ オル ミン 
に よる 卵 の 化 促進 と 同様 , 脱 の 促進 に も 応 
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ま 10 分 以内 に 死滅 し た 。 ク レゾ ー ル は 0.8322 の 濃度 
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用 し 上 る ろか も 知れ な い Yo 
結 
肺 吸虫 メタ セル カリ ア の 抵抗 を 検 査 し て 次 の 知見 を 得 


1) 50'C 以 上 の 熱 に 対し て は 短 時 間 内 に 死 江 し た が , 
で は 30 分 で も 死 す る に は 至ら な い 。 蟹 の 場合 
50C に 30 分 煮 れ ば メタ セル カリ ア は 死滅 する 。 100C ご 

1 分 以内 に 全部 死 洪 し た 。 

2) 0°C~2'C で は 長 時 日 生存 可能 で あり , 筋肉 内 の 
時 間 生 存 可能 で あり , 一 40C で は 30 分 で 既に 死 減 し た 。 

3) 湿潤 , 水中 で は 夏季 春季 で 生存 日 数 に 差 を 生じ 
た 。 加 燥 に 対し て は 最も 弱く 。 メタ セル カリ ア は 槻 状 に 
陥没 し て 数 分 内 に 死滅 し た 。 

4) 食塩 水中 で は 0.852% で は 60 日 包 も 殆 ん ど 大 部 分 の 
メタ セル カリ ア は 生存 可能 で あり , 保存 液 と し て 最適 で 
ある 。 

5) 柴 油 , ソー ス 等 の 調味 料 で は 低 濃度 で は 7 日間 
一 部 の も の は 生存 可能 で あつ た 。 食酢 で は 10 で も 38 日 
間 生 存 し た 。 

6) 重曹 水中 で は 0.526 の も の で は 830 日 に 至る も 死 減 
る も の は な か つた 。 従 つて 重曹 も メタ セル カリ ア 保 存 
と し て 使用 出来 る 。 

7) アル コー ル 中 に は 5% の 場合 4 日 迄 は 生存 し た 。 
でも, 1 日 は 生存 可能 で あつ た が , 502%2, 7022 で は 

5 分 以内 に 死 減 し た 。 

8) 強酸 に 対し て は 塩酸 に 最も 弱く , 2% 民 度 の る 
の で は 24 時 間 で 全部 死 江 し た が , MO ESE 
目 迄 は 生存 し , 硫酸 の 場合 も 同様 で あつ 

内 に し , クレ ゾー ル で は 15 分 以内 に 死 江 た 
が , 石炭 酸 溶 液 で は 20 時 間 を 要 し た 。 

10) 10% フ オル マリ ア に 対し て は 間もなく 運動 を 停止 
し た が , 浪 濁 は 認め られ ず 和 形態 的 に は 全く 変化 が 見 られ 
な か つ な た 。 然 し 脱 電 試験 は 不 成 功 で あつ た と と か ら 死 減 
し た も の と 考 へ られ た 。 

11) 3% 及び 526 ア ンチ フラ オル ミン で は 約 2 時 間 以 内 
に 死滅 する が , 体 死 対す る 作用 は まち まき 

ち で あつ た が , 死 減 後 の 彼 費 は 殆 ん ど 同 時 間 内 に 溶解 

する に 当り 御 指導 と 御 校 賜 つ を, 横川 宗 教 
授 た に 深 其 な る 謝意 を 表す る , 叉 御 協力 を 載 い た 教室 員 各 
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位 びに 鈴木 重 一 先生 , 勝 呂 に 深 其 な る 謝意 を 表 
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Summary 


The accumlation of knowledge about the resistance 
of metacercaria of lung flukes to many kinds of 
substrnce has been reported fragmentally. In the 
present study a further effort was made to detect the 
resistance of metacercaria of Paragonimus westermani 
to the physical and chemical agents. The results 
obtained were as follws : 

1) Metacercariae were killed by heat as high as 
50°C. or more in a short period and survived for a 
long period at 0°-2°C. 

2) They survived for around 10 days in water 
or moistened chamber showing difference of survival 
period between in spring and in summer. 

3) 0.4-0.85% saline and 0.5-1.0% sodfum bicar- 
bonate solution in both of which metacercaria could 
survive long time may serve as media for their mai- 
ntainance, 

4) Anti-metacercarial activity of disinfectants tested 
increased in the following order: phenol<cresol< 
mercury bichloride. Characteristic response occurred 
in metacercaria exposed to 50% alcohol solution. 

5) Relatively high resistance of metacercariae to 
strong acids was observed and metacercariae were 
killed by 0.2% HClIl in 24 hours. 

6) Movement of metacercariae was stopped by for- 
maline in a short period and no morphological changes 
had occurred in two weeks. 

7) Metacercariae were killed by a exposure to 3-5% 
sodium hypochloride within two hours. 

8) The response of metacercaria to a given agent 
was variable under the same outer coditions,. This 
variance is presumablly due to the difference in ma.- 
turity between metacercariae. 
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Paragonimus iloktsuenensis Chen, 1940 (小型 大 
平太 ) の 我国 に 第 1 中 間 主 の 研究 


(1) Assiminea parasitologica Kuroda, 1958 ャ ドリ カ ザン 
ショ ッッ) 並び に Assiminea japonica von Martens, 1877 (カッ ザン 
ショ ッ ツガ ガイ) に 於 ける 小型 大 肺 吸虫 幼虫 の 感 発育 に つい て * 


幸 


京都 府立 医科 大 学 医 動物 学 教 鹿 
(昭和 34 年 7 月 10 日 受領 ) 


特 別 


言 

Paragonimus iloktsuenensis Chen, 1940 (小型 大 平 
吸虫 ) (以下 文中 小型 大 平 と 略称 ) は 1940 年 H. TT. Chen 
( 陳 心 陶 ヨ ) に より 中 国 の 広東 に 於 て 発見 記載 され た 。 本 
種 は 1989 年 宮崎 一 郎 が 日 本 に 於 て 発見 し た Paragoni- 
mus ohirai Miyazaki, 1989 (大 平 肺 吸虫 ) (以下 文中 大 
平 と 略称 ) と 近似 せる 肺 吸虫 で ある が メタ セル カリ ア の 
形態 に 於 て 大 平 は 明らか な 内 膜 を 有する に 反し , 小型 大 
平 は 内 膜 を 欠 除 する 点 か ら 別 種 と され て いる 。 近年 一 色 


(1958, 1958) は 成虫 の 並 びに と に よ つ て も 種 


を 鑑別 し うる と 報告 し て いる 。Chen は 中 国 に 於 て 小型 
大 平 の 発育 史 の 研究 を 行い 第 2 中 間 宿 主 は Sesarma de- 
haant (クロ ベン ケイ ) 入 び Sesarma sinensis て あり , 
ワザ ン シ ョ ヨウ な る 和 名 が 与え られ て いる ) で ある 事 を 明 
ら か に し た 。 其 の 後宮 崎 の 調査 に と より 小型 大 平 は 坊 国 に 
も 分 布 す る 事 が 判明 し , 流行 地 と し て 鹿児島 県 川内 川 , 

大 阪 市 新 川 , 兵 

は 第 2 中 間 宿 主 で ある クロ ベン ケイ か ら 同 吸虫 の メタ 


ルカ リア を 認め た も の で ある 。 し ら に 小 


型 大 平 の 第 1 中 間 宿 主 は 不明 で あぁ つた 。 中 国 に 於 ける 木 


YUKIO YOSHIDA : Studies on the first intermedi- 
ate host of Paragonimus ilocktsuenensis Chen, 1940 
in Japan (1) Experimental infection with the larva 
of P soktsuenensis to Assiminea parasitologica 
Kuroda, 1958 and Assiminea japonica von Mar- 
tens, 1877 (Department of Medical Zoology, Kyoto 
Prefectural Wd of Medicine) 


吸虫 の 第 1 中間 和 宿主 な 既 述 の 如く Assmminea lutea が 法 
定 さ れ て いる が とこ と の 上 貝 は 未だ 日 本 か ら は 見 出さ れ て いな 
。 著者 は 本 邦 に 於 ける 小型 大 平 の 第 1 中 間 和 宿主 を 明 ら 
か に し た いと 考え 先ず 1958 年 以来 我国 小型 大 平 流行 地 に 
於 ける 上 貝 の 分 布 調査 を 行 つ て 第 1 中 間 宿 主として 可能 性 
の ある 上 貝 の 見 当 を つけ 然 る 後 この 貝 に 小型 大 平 の ミラ ッ 
ジウ ム を 感染 せしめ 幼虫 の 発育 状況 を 観察 し た 。 今回 は 
先ず Assiminea parasitologica Kuroda, 1958 (ムシ イヤ 
ドリ カワ ザン ショ ヨウ) 並び に Assiminea japonica von 
Martens, 1877 (カワ ザン シコ ヨウ ガイ ) に 対す る 感染 実 
験 の 成績 を 報告 する 。 こ の 両 種 の 内 は 大 平 の 第 1 中 間 宿 
主として 最近 注目 され た も の で カワ ザン ショ ウ ガ イ は 亡 
田 (1954) , 池田 (1957) に よっ つて 実験 的 に 大 平 の 効 虫 
が 感染 発育 する 事 が 明らか と な り ,。 一 方 ム ふ シ ン ヤ ドリ カリ 
ザン ショ ツウ は 横川 ら (1958) (横川 等 は ウス イロ オカ チ 
グ サ と し て 報告 し た が 1959 年 4 月 ムシ ヤ ド リ カワ ザン 
シヨウ と 種 名 を 訂正 し た ) 及び 吉田 ら (1959) の 研究 に 
よう り 自 然 感染 も 見 つか り 旧 実験 感染 も 成立 し 大 平 の 第 
1 中 間 宿 主 と 決定 され た 中 で あ る 。 こ の 上 貝 は 1958 年 黒田 
徳 米 に よ つ て 新種 の 記載 が 行わ れん た も の で ある 。 
実験 方 法 並 びに 材料 
1958 年 12 月 22 日 。 小型 大 平 の 流行 地 大 阪 市 新 淀川 か ら 
第 2 中 間 宿 主 で ある クロ ベン ケイ を 採集 し その 肝臓 中 か 
ら メ タ セ ルカ リア を 集め 形態 吟味 の 上 20 個 宛 を 白 削 に 投 
与 し た 。 其 の 後 61 日 を 経過 し た 1959 年 2 月 21 日 に 白 内 を 
層 殺 し 肺 の 虫 杏 か ら 多 数 の 貝 卵 を 採集 し 蒸溜 水中 で 28~ 
29C に 保ち 20 日 間 8 月 18 日 こと の 貝 卵 か ら ミ 


肪 の 研究 8, 本 研究 は 省 科学 研究 合 研究 費 に ょ っ て 行っ た 
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ム を せしめ を に 感染 すし め た 。 

に 供し た は 大 阪 市 新 淀川 産 カ ワザ ン シ ョ ヨウ 
ガイ 50 個 , 兵庫 県 円 山川 産 カ ワザ ン シ ョ ヨウ ガイ 50 個 , 同 
川 産 ム シヤ ドリ カワ ザン ショ コウ 50 個 で ご ある 。 こ こと に 新 淀 
川 は 小型 大 平 の 流行 地 で あり カワ ザン ショ ヨウ i 中 セル 
カリ ア の 自然 感染 の 問題 も ある が 現在 迄 の 中 の 検査 成績 
及び 従来 の 党 織 か ら そ の 確率 は 極め て 低い も の と 考え ら 
れる 。 そ れ あ 流 行 地 の カイ が ょ より 感受 性 が 高い 点 も 
入れ も の を 用 いた 。 一 円 山川 産 の 両 種 
員 を 用 いた が こと と こと は 大 平 の 流行 地 で ある が 現在 迄 の 多数 
の カイ の 検 在 に より カワ ザン ショ ヨウ ガイ に は 大 平 幼虫 を 
誠 め ず , ムシ ヤ ド リ カワ ザン ショ ヨウ は 0.048 に 認め た 
ぇ で , 大 平 幼虫 自然 感染 混入 する 険 は 無視 し 
うる と 考え る 。 

ミラ ンジ ウム の 上 貝 へ の 感染 方 法 は 先ず 直径 9 cm, 深き 
dcm の シヤ ー レ に 約 1cm の 深き に 井戸 水 を 入れ ( 井 
戸 水 は な は 25° へ ~80"C に 保温 ) 活 浴 に 運動 する ミラ シ ジ ウ ム 
30 匹 を 投入 し , 後 直 ち に 内 を 10 個 宛 投入 し 3 時 間接 触 
を し め た 。 と この 間 シ ヤー レ の 壁 を は い 上 る 上 貝 は その 都度 
氷 中 に 落し た 。 8 時 間 の 接触 後 員 は 竹 ザ ル 中 に 入れ 飼育 
し を 。 こ の 上 貝 飼育 法 は 既報 吉田, 1959) を 参照 され 度 
い 。. の 飼育 は 室温 で つた が 8 月 18 日 か ら の 比較 的 
期 か ら 初 め た の で 幼虫 光 育 は 長期 間 を 要する も の と 考え 
6 月 8 日 か ら マ 月 8 日 (感染 後 87~ 112 日 )〉 の 間 に 貝 を 
破壊 検 た 。 


) 


成績 並び に 考察 


A. 玉 国 小型 大 平 肺 吸虫 流行 地 に 於 ける Genus Assi- 
minea に 属す る 貝類 の 調査 並び に 第 2 中 間 和 宿主 カ = 類 
の 調査 成績 

我国 の 小型 大 平 の 流行 地 は 宮崎 に より 選 児 島 県 川内 
川 。 大 阪 市 新 淀川 , 兵庫 県 加古 川 の 三 地域 が 知ら れ て い 
る 。 と れ ら 河川 の カ = か ら メ タ セ ルカ リア が 見 つか つて 
いる 附近 の 上 貝類 外 布 を 先ず 調べ る 事 は 本 吸虫 の 第 1 中 間 
和 宿主 の 日 星 を つけ る 上 に 最も ょ い 方 法 と 考え 調査 を 行 つ 


(1 大阪 市 新 淀川 

生 演 川 の 河口 に 近い 地区 に 産 す る クロ ベン ケイ に 於 け 
> 小型 大 平 メ タ セ ルカ リア 寄生 状態 の 調査 は 従来 か な り 
、 わ レ く 行わ も て いる 。 即ち 宮崎 (1945) は 41.62, 田 
の 1948 年 の 検 は 87.42%, 米良 (1951) は 27.9, 
井村 (1957) は 21.4% の 寄生 率 で あつ た 事 を 報告 し 
る 。 著 者 1957 年 以来 この 種 調査 を 行 つ て きた が 軟 在 
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記 得 た 成績 は 第 1 表 に 示す 如く で ある ( カ = の 採集 地区 


は 上 三 大 橋 附 近 か ら 下流 へ 国鉄 鉄橋 附近 迄 の 間 )。 


Table 1 Incidence of metacercariae of Para- 
gonimus loktsuenensis in crabs collected 
from the Shinyodo-River 


Date of exami- Numbers of Numbers of & 


nation crabs examined crabs infected 

July 18, 1957 61 7 14.5 

Aug. 1, 1958 161 43 0.7 

Dec. 22, 1958 55 29 52.7 

Apr. 14, 1959 60 41 68.3 

June 21, 1959 141 39 24;7 
Total 478 159 83:3 


の この 地域 の 岸辺 と は 多数 の カワ ザン ショ ヨウ 
イ が 棲息 する 事 が 知ら れ て いた が 著者 は ムシ ヤ ド リ カワ 
ザン シヨ ツウ の 探索 を 行 つ た 所 , 1958 年 12 月 22 日 の 調査 で 
人 め て と この 上 貝 が 新 淀川 に 分 布 す る 事 を 認め 既に 報告 し た 
(吉田 ・ 他 , 1959) 。 上 躍 分 布 密 度 は カワ ザン ショ ウ ガ イ 
の 方 が は る か に 大 で ある が , 場所 に こよ つて は ムシ ヤ ド リ 
カワ ザン ショ ヨウ の 非常 に 多い 所 も ある 。 

(2) 兵庫 県 加古 川 

宮崎 (1951) は 加古 川 産 ク ロ ベ ン ケイ を 調査 し 92 匹 中 
5 に 大 平 メタ セル カリ ア の 寄生 する 
を 認め 新 分 布地 と し て 報告 し た 。 その後 カ = に 関す る 調 
な 成績 は み ら れ な か つた が 著者 は 1959 年 6 月 , 加古 川 の 
河口 と 近い 山陽 電鉄 鉄橋 附近 の クロ ベン ケイ 18 匹 を 調べ 
その 内 1 匹 に 3 個 の 小型 大 平 スタ セル カリ ア を 見 出し 
(寄生 素 5 .62% う , 少数 の 検査 定 ら 宮崎 の 所 見 を 追認 する 
事 が 出来 た 。 

方 当 河 川 の 中 類 に つい て は 1959 年 3 月 以 向 数 回 の 調 
査 を 行 つ た 所 , カワ ザン シヨ ウ ガ イ ,。 ムシ ヤ ド リ カワ ザ 
ン シ コ ヨゴ ウ 。 クロ クリ イロ カワ ザン シヨ ウ が 豊富 に 分 布 楼 
息 し て いる の を 認め た 。 尚 同 地 区 で Assiminea の 新種 
と 思わ れる 上 貝 を 採集 し た が 和 之 に つい て は 京都 大 学 黒田 徳 
米 氏 より 近く 報告 され る 予定 で ある 。 

(83) 鹿児島 県 川内 川 

宮崎 (1945 う は 川内 川 の クロ ベン ケイ 65 匹 中 14 匹 C21.5 
26) に 小型 大 平 の メタ セル カリ ア を 検出 報告 し て いる 。 
者 者 は 1958 年 1 月 川内 川 に 行き , カ = の 採集 は 出来 な か 
つた が 上 貝 の 分 布 調査 を 行 つ た 所 , カワ ザン ショ ヨウ ガイ , 
ムシ ン ヤ ドリ カワ ザン ショ ツウ, クロ クリ イロ カワ ザン ショ 
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性 
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ザン 
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ウツ の 8 種 を 多数 採集 し 得 た 。 


即ち 以上 の 幅 の 分 布 調査 か ら 小 型 大 平 の 流行 地 に は カ 
ワザ ン シ ョ ヨウ ガイ 及び ムシ ヤ ド リ カワ ザン ショ ウ が 必ず B. 
分 布 し その 他 ク ロク リ イ ロ カワ ザン ショ ヨウ その 他 の 上 貝 も 
その 内 小型 大 平 の 第 1 中 


分 布 す る 事 が 明らか と な つた 。 


間 宿 主として 前 2 者 が 最も 可能 性 の ある 事 が 推定 され た 

の で 先ず 以下 に 述べ る 感染 実験 を 行 つ た 。 

カワ ザン ショ ヨウ ガイ 並び た に ムシ ヤ ド リ カワ ザン 

コウ に 於 ける 小型 大 平 肺 吸虫 の 感 と 発育 に つい て 
既 述 の 方 法 に ょ よ 


March | April 


Fig. 1 


May [ June [ hly 


Maximum and minimum temperature of the breeding room 


during the period of the infection with P, iloktsuenensis 


larvae to the snails 


Table 2 


[寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 8 ・ 第 5 


り 小 型 大 平 の ミラ ンジ ウム を カワ ザン 
シコ ヨコ ウ ガイ 及び ムシ ヤ ド リ カワ ザン シン シ 
ョ ウ に 接触 せしめ , その 後 
つく け 幼 虫 の 発育 を 待 ご た 。 ミ ラ シ マ ジ 
ウム の 感染 日 は 昭和 84 年 8 月 18 日 で 未 
だ 矢 い 季節 の 頃 か ら 初 め 6 月 8 日 か ら 
7 月 8 日 の 間 に 感 染 の 有無 を 検査 し た 
が その 間 の 実験 室内 の 最高 最低 温度 は 
第 1 図 に 示す 如く で ある 。 

と の 両 種 貞 に お ける 小型 大 平 効 虫 の 
感染 発育 状態 は 第 2 表 に 示す 如く , 先 
ず 感 梁 後 87 日 目 に 新 淀川 産 カ ワザ ン シ 


Infection and development of Paragonimus iloktsuenensis larva in snail hosts, 


Assiminea jabonica and Assiminea parasitologica 


Apploximate 
z- Locality of Days after Numbers of Numbers of , 。 numbers of Numbers of 
Name of infection , No. of in- 
snails colle- snails exa- snails infec- IInd genera- cercariae in 
cted mined ted tion redia in a snail 
Sy Shinyodo 87 20 1 5.0 No. 1 3 0 
Ss River 
Maruyama 87 11 0 0 
る River 
Total 61 1 
87 10 7 70.0 No. 1 Up to 100 0 
0 
0 
4 0 
§ #6 
0 
98 2 1 50.0 24 36 
Maruyama 。 
102 1 2 50.0 9 130 83 
19 104 13 
ミ 109 4 3 75.0 n 11 11 0 
12 11 10 
で ”n 13 46 0 
112 10 4 40.0 14 106 
# 19 78 54 
16 30 0 
20 0 
Total 30 56.6 


(176 ) 


| 
in. 


昭和 34 年 10 月 (1959)] 


ョ ウ 20 個 (残り の 380 個 は 飼育 中 に 死亡 し た ) を 検査 し た 
所 , そ の 内 1 個 の 由 か ら 小 型 大 平 の 第 2 代 レ ジア と 考え 

れる も の を 検出 し た が セル カリ ア は 存在 し な か つた 。 
レ ヂ ア の み で は や > 不 確 実 で ある が 後述 の ムシ ヤ ド リ カ 
ワザ ン シ ョ ヨウ か ら 高 率 に 検出 され た 小型 大 平 の 第 2 代 レ 
マ ア と 比較 する と 形態 上 同一 と 考え られ た 。 一 方 円 山川 
産 の カワ ザン ショ ヨウ ツウ 41 個体 C9 個体 は 飼育 中 死亡 ) か ら 
に 効 虫 は 全く 見 出さ れ な か つた 。 

ムン ヤ ド リ カワ ザン ショ を 用 い 
示す 如く 87 日 目 に は 10 個 中 個 か ら 小 型 大 平 の 第 2 
ヂ ア と 考え られ る も の を 検出 し た が 之 は 既 述 の カワ ザン 
ッ ャ ョ ウツ ガイ か ら 検 出し た レデ ヂ デア 及び 後述 の 98 日 以後 の 員 
か ら 検 出し た レデ ヂ デア aii 併 し 87 日 日 
で ご は 未だ 遊離 セル カリ ア は 出現 し て いな か つた 。 感染 後 
98 目 に 2 個 の た 所 1 個 に 小型 大 平 の レデ ボア 
ぇ が セ ルカ リア を 検出 し た 。 以 後 102 日 目 109 日 日 , 

1438 目 に 残余 の ふ ムシ ヤ ド リ カワ ザン ショ ウ を 検査 し だ 

所 , 計 80 個 中 17 個 (56.622) の 高 率 に 感染 発育 が 成立 す 
< 事 が 明らか と な つた 。 そ れ ら 感染 中 中 の 幼虫 の 数 は 表 
通り で ある 。 

RN が ら , カワ ザン ショ ヨウ ガイ は 小型 大 平 の 効 
虫 の 発育 が ご く 低 率 で あり 且 来 だ セル カリ ア の 存在 を 認 
てい ない ので 不 確 実 で ある が ムシ ヤ ド リ カワ ザン ショ 
ウ に 於 て は 高 率 小型 大 平 の 幼虫 を 寄生 せしめ る 事 が 明 
ら か と な つた 。 又 京都 地方 の 8 月 18 日 か ら 6 月 8 日 に 到 

る 日間 に 於 て は 両 種 第 2 代 レデ ア 発育 する が 
4 だ 遊離 セル カリ ア は 生じ な い 。 併 し その 後 11 日 を 経過 
し ゃ 6 月 19 日 に は 遊離 セル カリ ア を 生じ て くる 。 即ち 以 
ける ミラ シ ジ ウ ム か ら セ ルカ リア 
迄 うり 発育 に 要する 日 数 が ほ さ 推定 出来 る 。 併 し 自然 界 
は 初 で は 低 気 温 の 為 母 か ら 産 下 ミ 

< 貝 卵 が 発育 する 事 は 考え 難い の で 自然 界 に 於 ける 新 
年 セル カリ ア 発 育 は 更に 1 ~2 ヶ 月 遅れ る も の と 
定 さ れる 。 併 し 貝 中 で レデ ヂ デア の 越冬 する 可能 性 も あり こ 

の 際 は 当然 早期 に セル カリ ア の 出現 を みる で あろ う 。 

Chen (1940) は 4. tea 中 に 於 ける 小型 大 平 セ ルカ リ 
アァ の 発育 期間 に つい て 次 の 如く の べ て いる 

“Cercaria were observed as early as forty-six days 
after the infection of snails, but most of them were 
found at the end of two months.” 併 し その 間 の 温度 に 
っ つい て は 触れ て いな い 。 当然 温度 が 高けれ ば 発育 期間 る 
短縮 され る ぁ の 

さて こと ゝ に 興味 ある 点 は カワ ザン ショ ヨウ ガイ 及び ムシ 
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ドリ カワ ザン ショ ヨウ に 於 ける 小型 大 平 幼虫 の 感染 率 
(1959) し た 如く 6 月 か ら 10 月 の 候 に 於 て 大 平 の ミラ シ 

クム を 本 報 と 同じ 方 法 で この 両 種 の 由 に 感染 せしめ , 
カワ ザン ショ ヨウ ガイ 2.02%。 ムシ ヤ ド リ カワ ザン ショ ヨウ 
60.82% の 感染 率 を 得 た 。 即ち 大 平 と 小型 大 平 と は 第 1 中 
間 宿 主 も 同じ あり その 中 に 於 ける 感染 発育 態度 
も 殆ど 同じ で ある 。 又 径 知 の 如く 第 2 中 間 宿 主 及 び 終 宿 
主 ! ag る 両 吸虫 の 発育 態度 も ほ く 同 じ で あり これら の 
事実 と 合わ せ て 興味 ある 所 見 と 考え る 。 

C. ムシ ヤ ド リ カワ ザン ショ ヨウ 内 で 発育 し た 小型 太平 
肺 吸虫 の レデ ア 及 び セ ルカ リア の 形態 に つい て 

小型 大 平 の ミラ ンジ ウム を ムシ ヤ ド リ カワ ザン ショ ヨウ 
に 感染 せしめ て 後 98~112 日 目 に 於 ける 上 貝 体 中 の レデ ヂ デア 
同 は , 大 さ は 種々 で ある が 図版 の 第 1 図 及 び 第 8 図 
こ 示 し た 個体 は 長き 幅 咽頭 は 長 さ 
8388.5 z。 腸 の 長 さ は 幅 は 41x で 中 に 38 個 の 上 成 
熟し た セル カリ ア を 蔵 し て いた 。 

この 形態 は Chen (1940) の 記述 し た 小型 大 平 の レデ 
ア に ほ く 一 致す る も の で ある る 。 こ の 小型 大 平 の 第 2 代 レ 
の 点 で ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 の それ 

よ 容 易 に 区 別 出来 る が 大 平 の を それ と は 区 別 す る 点 を 認 

は 出来 な か な だ 。 数 の 第 2 代 レ ヂ ア に つい て 
その 形態 を 吟味 し た が いずれ る ぁ 上 述 の 特徴 を そなえ て い 


セル カリ ア の 形態 も Chen (1940) の 記載 に 一 致し て 
を り , 写真 及び 図 を 図版 の 第 2 図 , 第 4 図 に 示し 上 且 計測 
値 て セル カリ ア 10 個 の 平均 ) を 第 8 表 に 示し た 。 先ず 計 
Chen の 小型 大 平 の 計測 値 と 殆ど 顕著 な 差 は な 
い 。 又 著 者 (1959) の 行 つ た 大 平 の セル カリ ア の 計測 値 
を 比較 の 為 同 表 に 掲げ た が 之 と も 殆ど 差 を 認め る 事 は 出 
来 な い 。 今回 得 た 小型 大 平 の セル カリ ア の 形態 を ウェ = ス 
の それ (宮崎 県 産 カ ワ ナ か ら 検 出せ る 
ゃ の)〕) と 比較 する 時 は 先 人 の 指摘 し た 如く 体 後 端 部 の 体 
毛 が 前 者 で は 比較 的 密生 し て いる が 後者 で は 殆ど 認め 杏 
い 点 で 先ず 容易 に 鑑別 が つく が 小型 大 平 の セル カリ ア と 
大 平 の セル カリ ア を 比較 する 時 は 両者 共 体 後部 体毛 の 密 
生 が 区 別 は 困難 で ある 。 唯 胞 つい て 横川 
(1958 う は 大 平 は 左右 各 側 に 10 個 宛 存在 する 事 を 初め て 明 
ら か に し た が 小型 大 平 の それ は Chen (1940) に ょ る と 

"Approximately fifteen pairs of fram cells are obser- 
ved in the whole body, but the exact relationship can- 


not be worked out.” 


(177 ) 
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Table 3 The size of Paragonimus iloktsuenensis cercariae (Showed simultaneously the Chen’s 
result in P, loktsuenensis cercariae and the present author’s result in P.ohirai cercariae) 


寄 生 学 雑誌 ・ 第 8 ・ 第 3 


P, loktsuenensis P, ohirai 
Parts of cercaria for present investigation Chen (1940) Yoshida (1959) 
longest shortest average average average 
(2) (2) 
i ( length 320 165 249.4 265 230.6 
width 150 80 114.4 102 102.6 
cai 23 14 20.9 23 25 .5 
sd 2 17 18.7 20.5 
66 45 49.2 55.3 
sucker idth 66 49.2 55 53.6 
flength 52 24 33.1 40.7 
55 36 39.1 37 43.7 
stylet length 30 20 24.4 30 27.4 
. . (length 82 42 65.5 75.5 
excretory vesicle} ™ 41 33 36.7 


Table 4 Examination of snails collected from the Shinyodo- 


River where is the endemic area of P, tloktsuenensis 


, 我国 に 於 サ る 小型 大 平 肺 吸 虫 の 第 1 中 間 宿 主 は 

Date of collection Name of snails of snails "ted with P. し て 決定 を みた ムン シン ヤ ド リ カワ ザン ショ ウ が 小 理 

examined loktsuene- 

天平 第 1 中間 宿主 こる な る 事 が 今回 の 

Dec, 22, 1958 japonica 300 0 験 で て 明らか と な つた 。 即ち 小型 大 平 肺 吸虫 の 

Dec. 22, 1958 A. parasitologica 150 0 シ ジ ウ ム を ムシ ヤ ド リ カワ ザン ショ ヨウ に 感染 さ 稚 

June 22, 1959 A. parasitologica 520 0 る と 56.6 % の 高 率 に レデ ヂ デア 及び セル カリ ア を 生 B 


と 記述 され て を り な 事 が 未明 で ある 。 著者 細 胞 

こと つい て 検査 を 行 つ た が 未だ 自信 ある 結果 を 得 て い な い 
来 大 平 と 小型 大 平 と の セル カリ ア に 於 ける 区 別 が 司 能 に 
な る か も 知れ ぬ が そる その他 の 点 に 於 て 著者 は 未だ 区 別 点 を 
認め て いな い 。 

D. 小型 大 平 肺 吸虫 流行 地 の ム シヤ ドリ カワ ザン シヨ 
ウ 及 び カ ワザ ン シ ョ ウ ガイ に 於 ける 本 吸虫 幼虫 自然 感染 


の 検索 
我国 の 小型 大 平 流 行 地 に 於 ける 上 貝 の 分 布 状 況 に つい て 
は 既 述 し た が と の 内 大 阪 市 新海 川 に 於 て 中 中 より 小型 大 


平 幼 虫 の 自然 感染 例 を 検出 すべ く 検 査 を 行い 現在 迄 の 成 
績 を 第 4 表 に 示し た が 未だ 検査 数 少く 自然 感染 例 を 見 出 
し て いな い 。 併 し 既 述 感染 実験 の 結果 か ら 推 し て 大 平 に 
る と 同様 ム シヤ ドリ カワ ザン ショ ヨウ に 将来 く 
自然 感染 が 見 出さ れる で あろ 3 う 3。 


一 方 カワ ザン ショ ガイ に も 低 素 ( 1.6 %) 
し うる 事 が 認め られ た 。 と これ ら 第 1 中 間 宿 主体 内 大 
態 は 大 平 の それ と 非常 と よく 似 
り 双 レ ヂ ア 及び ヤセ ルカ リア の 形態 も ょ よく 似 て を る 事 は 旨 
味 あ る 所 見 で ある 。 

に 当り 思 小林 治 郎 先生 の 御 指導 御 校 を 感 
する . 種々 御 便宜 御 達 を 頂い た 肺 吸虫 研究 

呈 記 : 基 の 後 昭 和 34 年 7 月 17 日 に 大 阪 新 淀川 か らち 近 
し た シヤ 

を 検出 し た . 又 私 信 に ょ れ ば = 

れ た 由 で ある 事 を 補 謀 


集 
の セル カリ ア ・ レ デア 
教授 も 同 貞 か ら 自 然 感 染 を 検出 さ 
する :。 
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Fig.1 Photograph of a IlInd generation redia 
of P, iloktsuenensis 
Fig.2 Photograph of a mature cercaria of P, 
loktsuenensis 
Fig.3 Diagram of a IInd generation redia 
Fig.4 Diagram of a mature cercaria 
Fig. 5 “Photograph of Assiminea japonica 
Fig.6 Photograph of Assiminea parasitslogica 
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Summary 


Assiminea lutea was decided as the first inter- 
mediate host of Paragonimus iloktsuenensis Chen, 
1940 by Chen in China. But the first intermediate 
host of this fluke in Japan was remained unknown. 

The present author carried out the experimental 
infection with miracidia of this fluke to two species 
of snails, Assiminea japonica von Martens, 1877 
and Assiminea parasitologica Kuroda, 1958 which 
distributed abundantly in the endemic area of this 
fluke in Japan. 

On A. japonica, in 1 of 61 snails or 1.6% and 
on A. parasitologica, in 17 of 30 snails or 56.6 巡 
cercariae and rediae were found (See Table 2 
These results on the infection rate were similar to 
that of Paragonimus ohirai Miyazaki, 1939 in these 
snails (Yoshida, 1959). 

The morphology of the rediae and the cercariae 
obtained from these snails was studied, consequently 
the size and the morphology of them were similar 
to that of P, ohirai (See Table 3 and Plate, Fig. 
1-4). 


Abbreviations 
A: Acetabulum 
DPG: Ducts of penetration glands 
EV : Excretory vesicle 
I: Intestine 
OS: Oral sucker 
PG: Penetration gland 
ST: Stylet 
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実験 的 に 有 感染 せ し た 猫 の 
表 腫 病理 組織 学 的 研究 


高 四 郎 | 
九州 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教室 (主任 水島 教授 ) | 

白 川 充 野 | 
久留 米 大 学 医学 部 公衆 生 学 教室 

( 昭 34 和 年 7 月 10 日 受領 ) 

特 別 掲 一 


を 行 つ た 。 
その 結果 , 肉眼 的 と は , 胃 噴 門 部 に 特有 た な 拘 指 頭 大 の 
有 口 虫 Gnathostoma spinigerum Owen, 1836 腫 1 ケ を 認め (写真 2, 8), また 腸 間 節 は 

終 こ お ける 寄生 部 位 の 病変 に つい て は , 従来 。 か な り の 示し て いた が , その 他 の 肺 心 , 肝 , 

Chandler (1925) , 吉田 (1981)〉 ら を 初め , 多少 の 報告 皿 。 騰 横隔膜, 筋肉 , 皮下 組織 。 お よび 脳 な どの 諸 器 

(Daengsvang, 1940 う が 見 Mh 最近 は 磁 部 (1952) 官 に は, 特記 すべ き 変 化 は 認め られ な か つた 。 

ゃ 相良 (19583 う ら の 詳細 な る 研究 が 発表 され て いる 。 そこ と で 先ず , 胃 噴 門 部 の 大 側 に 生じ た 胃 腫 交 に つい | 

FA RR EO Cob0, IM00) Fr つて い て 観察 する と , 胃 腔 内 に か な り 大 き な 突 出 と し て 存在 し | 

る が , その 中 の 1 つの 実験 で , 実験 動物 た る 猫 の 胃 腫 問 て いる が (写真 1 2 う , ここ で 興味 ある こと は , 有吉 宮 | 

の 病理 組織 学 的 検索 の 結果 , 2。 8 の 興味 ある 所 見 を 得 。 口 虫 の 成虫 が , 従来 は , 星 将 腔 内 に 成虫 の 体 は その 影 を 


は し が き 


す る か , また は 体 の 前 半 を 内 に 挿入 し て , 後半 | 
実験 の 材料 , 方 法 並 びに その 成績 ae 胃 腔 内 に 露出 する こと ぷ が 多い iia os | 

, 本 実験 例 で は , 従来 の 所 見 と 趣 を し て , 写真 4 | 

家庭 で 飼育 し て い x こ 体 重 約 1. 8kg の 雌 猫 に , ら か じ ょ うに , 明か 内 に | 
めそ の 検便 に ょ より, すべ て の 寄生 虫 卵 の 陰性 な る こと を gn て , 後半 部 を 腫 問 内 に 没 し こい る と と で ある 。 | 
確 め た 後 , 昭和 80 年 10 月 26 日 , 福岡 県 大 疹 田 市 字 田 隈 の きら に , この 腫 問 を 小 孔 に 治っ つて 縦断 し て , その 内 腔 | 
より 採集 し た カム ル チ チイ argus( 体 を 開い て みる と , その 中 に 成虫 の 2 。 お よび 6 | 
重 780 g) の 筋肉 中 より 取り 出し た 新鮮 な る 有 宮 期 口 虫 の , 合計 8 匹 を 認め る とこ と が で ご きた (写真 2 は ,。 その 腹 | 


の 第 8 24pE を 米飯 に 包み こん で 食べ きせ た 。 
食後 数 分 に と し て 中 気 が 見 られ た が , 喉 吐 する に は 至ら な の 成虫 は , 体 の 後半 部 を 示し て お いた 2。 

か つた 。 その 人 後 家 残飯 を 与え て 飼育 し , その 間 の 症 次 に , その 腫 を 胃 外 面 より と , その 外 壁 より 
状 の 観察 を 行 つ た 次 。 翌 81 年 5 月 1 ie の 突出 る 非常 に 著 明 で , 種 交 の 外 表面 > 暗 赤 色 を 量 し , 
た の 直ちに 解剖 し , 内 諸 器 官 の 精密 な る 検査 か の 大 部 分 た っ て, 大 網膜 の 着 が 認め られ た 


SHIRO TAKAYAMA*, MITSURU SHIRAKAWA* ( 

& HirosHl HIRANO**:; A histopathological in- また この の 直腸 内 に 僅か こ 存在 し て いた 中 | 
vestigation of stomach tumour of a cat experimentally り 。 有 口 虫 の 受精 が 多数 検出 され , 虫 体 の 完 
infected “with Gnathostoma spinigerum, (*Depart- な る 成熟 体 で ある こと と が 確認 され た (写真 4)。 | 


ment of Hygiene and Public Health, Faculty of Medi- 4 | 
cine, Kyushu University, Fukuoka, **Department 更に , 肺 心 肝 , , 虹 巴 節 。 な ら び に 胃 


of Hygiene and Public Health, Kurume University 問 な どの 組織 標本 を 作製 し , 病理 組織 学 的 検査 を 行 つ 
School of Medicine, Kurume) た 。 標本 作製 に 当 つ て , 試験 材料 は すべ て Formalin 周 
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定 , Celloidin 包 埋 の 後 , 12m 切片 と し , Hematoxylin- 
eosin 染色 を 行い , 永久 標本 と し た 。 

その 結果 , 胃 腫 益 以 外 の 諸 臓 器 に は , 特記 すべ き 病 変 


~~ 


に に ついて, その 所 見 を 記載 す 
胃 腫 癌 の 病理 組織 学 的 所 見 
1) 粘 弁 面 で は , 大 部 分 は RE 示さ な い が , 
1 部 に の 形成 , その 下部 で は , 性 の 
球 , プラ スマ 細胞 , お ょ び 組 織 球 の 浸潤 な ど が 見 られ 
る 。 ま た 虫 体 の 存在 に より 空洞 が 形成 され ,。 こと の 宰 洞 は 
濱 瘍 面 に 連絡 し て いる 。 き ら に こと の 容 洞 内 に は 虫 体 が 存 
在 す る た め に , 多数 の 虫 が 認め られ か つ そ 
の は に 陥り 。 そ の 中 に も 
れる 。 き また その 壊死 物質 の 周囲 と に は 幼 若 な 肉芽 組織 が 認 

め ら れる (写真 5,。 6, "7)。 

粘膜 下層 に お いて は , 結 締 織 の 走行 は 不 規則 で か つ 肥 
厚 し , きた 比較 的 に 紋 密 で ある 。 ま た 血管 の 周囲 に は , 
洲 巴 球 , プラ スマ 細胞 の 浸潤 が 非常 に 著 明 で , 部 分 的 に 
は 貝 卵 結 節 も 見 られ る 。 

2) 筋肉 層 で て で は, 結 締 織 ご おき かえ られ , 血管 の 新生 
ぁ 非 常に 著 明 で , 幼 若 な 線維 芽 細 胞 ゃ 線維 細胞 が 多数 見 
られ る が , の 形 は それ ほど 明 で は な い (写真 
8)。 

38) これ ら の 組織 に , 虫 体 の 存在 し た 部 位 
は 全般 に 出血 orn 

また 一 部 で は 壊死 物質 の 部 
皮 腺 組織 の 形成 が 認め っ れる 。 


こ 多 数 の 虫 卵 * 


4) に お いて は , は 不明 , 多数 の 好 中 


球 や 球 が 認め られ こる 。 

の 存在 を 知る こと が で ご で きる (写真 14, 15)。 

5) その 他 , が の 直下 に も 認め られ , 下 
組織 で は , 多数 の 血管 の 新生 と , 洲 巴 球 や 好 中 球 の 浸潤 
が 広範 団 に 認め られ る (写真 14, 15)。 

総括 な ら び に 要約 


著者 あら は , 有 虫 の 第 8 期 を 実験 的 に 猫 に 経 
口 投与 し , 感染 後 の の 胃 病理 組織 学 的 所 見 に , 
興味 ある 特徴 を 認め る こと ぷ が で きた 。 

ル チ イ の 筋肉 中 より 採取 され た 有 


すなわち , カム 
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口 虫 の 第 8 期 の 新鮮 な る も の 8380 を に 与え , その 
後 6 ヶ月 と 5 日 目 に , の 感染 に より 死 し た 。 


来 。 有 は , が 第 8 期 虫 を 食べ て か ら 大 便 
に 虫 卵 を 出す まで に は , 8~5 ヶ ケ月 を 要する と 云わ れ で て 


いる (1955 う が , 本 実験 例 で は 6 ヶ月 の 間 に 胃 腫 韻 を 生じ 
か つ 成 虫 体 の 発育 と 産 可能 と な り 得 こ , 中 ょ 
り 口 虫 の 虫 卵 多数 発見 され, か つ 組織 中 , 
ある い は その 貝 道内 に も , 多数 の 虫 卵 が 認め ら 3 れれ た る 
次 に この 胃 腫 癌 の 特徴 ある 所 見 と し て は , 成虫 の 1 碗 
が 腫 癌 の 小 孔 より 体 の 前 半 部 を 胃 膝 内 に 露出 し , 後半 部 
を 腫 韻 中 に 没 し て いた こと と で ある 。 こ の ょ よ うな 所 見 は 。 
従来 の も の と 全く 異 る も の で , 極め て 興味 深い 何ら か の 
意義 を 有する 例 と 云え よう 。 ; 

また こと の は, 内 部 に は 勿論 , 骨 壁 外側 に も 
し い 突 出 を 示し , 殊 に その 胃 壁 外側 の 突出 部 に は , 大 編 
膜 の 癒着 が 著しく , 腹膜 炎 の 症状 が 認め られ た 。 

に 。 この の 病理 組織 学 的 所 見 を に , 従来 
の 諸家 の 報告 と 殆 ん ど 同 様 で ある が , 要約 する と , 下 棒 
の 寄生 に ょ り , 胃 の 粘膜 下層 の 結合 織 増 区 が 著しく , 也 
癌 腔 内 は 広い 空洞 状 を 呈し て , その 中 に 多数 の 該 寄 生理 


の 卵 や , 上 性 腺 組織 の 新生 を 認め , その 寄生 
は , 壊死 , 肉芽 組織 , ある い 細胞 浸潤 な ど が 著 


明 で , か つ 結 合 織 に 富む 層 を 形成 し て いた 。 
更に 寄生 腔 は を 貫い て 腹 用 通じ , その 結 
大 網膜 の 同時 に , 慢性 の 限局 性 腹膜 の 像 を 


稿 を 終る た に 当り , 御 校 関 を 項 い た 水島 教授 , 並び に 種 
々 御 助 言 を 頂い た 九 大 寄生 虫 学 教室 宮崎 教授 , 及び 久 犬 
病理 学 教室 中 島 助 教授 た に 深 基 の 謝意 を 表す る . 

本 研究 の 要 に つい て は , 昭和 32 年 10 月 22 日 , 第 
10 回 日 本 寄 虫 学会 南 日 本 支部 大 会 に おぉ い て 発表 し た . 
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An experimental study 


チチ の 


Summary 
The authors fed the third stage larva of Grxatho- 
stoma spinigerum Owen, 1836 perorally to a cat, 
and rccognized interesting features from the macro- 


pathological and histopathological points of view on 


the stomach tumour of that infected cat. 

That is, fresh thirty pieces of the third stage larva 
of Grathcstoma spinigerum taken from the muscle 
of Ophicephalus argus (Cantocr were fed to a cat., 
and the cat died following the infection of the 
gnathostome six months and five days after that 
disposition. 

lt is said, by its nature, that it takes three to 
five months for a cat to evacuate the ovum in its 
feces after ingesting the third stage larvas of Gnatho- 
stcma spinigerum, but according to this experiments, 
a stomach tumour grew within six months, the 
growih of its imagines and the oviposition became 
possible, manv ova of Grnathostoma spinige rum were 
iound in the feces and a lot of ova were noticed in 


the tissue of the tumour and its parasite road. 

As for the characteristic views on the stomach 
tumour, one of tMe imagines expose its front half 
body from the small opening of the tumour into 
the stomach and sank its latter half body into the 
tumour. 

These investigations were quite different from the 
customary ones and were able to be said a very 
interesting and significant example. Besides, this 
tumour showed a remarkable projection outside the 
stomach as well as inside the stomach, and especially 
on its projected part outside the stomach, the adhesion 
of omentum majus was remarkable and the symptom 
of peritonitis circumscripta was noticed. 

The histopathological investigation of this stomach 
tumour was almost the same as the reports of the 
customary investigators,. To summarize the results 
of this experiments, because of the parasitism of this 
parasite, the proliferation of the connective tissues in 
the submucous membrane was remarkable, the tumour 
showed a wide sign of cavity, many ova of this 
gnathostomes and the new-growth of epithelial gland 
tissue were found, and on the cavity wall of this 
tumour, necrotic lesion, young granulation tissue or 
cell infiltration were remarkably observed and the 
layer aboundant in connective tive tissue was formed. 

Furthermore, the parasite cavity, penetrating the 
stomach wall, reached the abdominal cavity, as the 
consequence of which, the phenomenon of a chronic 
circumscribed peritonitis as well as the adhesion cf 


omentum maéjus was shown. 
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胃 門 部 の 大 に 頭 大 の 1 が 認め らち られ, その 中 央 部 の 小 より 体 の 前 半 部 が 胃 
内 に し て いる . 

胃 腫 内 を 開い て , 成虫 ( 2 , 6 ) の 寄生 状態 を 示す . 

胃 腫 の 外 表 面 は 暗 赤 色 を し , 腫 大 部 分 た に つ て 綱 膜 の が 認め られ る 。 の と 
外 忌 より の 突出 は 殊 に 著 明 で ある . 

被 検 動物 ( 猫 ) の 直腸 内 中 より 検出 され た 有 の 受精 卵 . 

胃 の 下部 の 性 の 球 , プラ スマ 細胞 , よび 組織 球 の , 空洞 が 形成 され , その 
壁 は 壊死 た に 陥 い り , それ ら の 部 分 に は 多数 の 虫 卵 が 認め られ, か つ そ の 壊死 物質 の 周囲 た に は 幼 若 な 
肉芽 組織 が 認め られ る . 

同 上. 

筋肉 層 で は , 結 締 織 で きか えら れ , 血管 の 新生 も 著 明 で , 幼 若 線維 芽 細 胞 ゃ や 線維 細胞 が 多数 見 ら 
れる が , 線維 の 形成 は それ ほど 著 明 で は な い ぃ い . 

筋肉 組織 で , 虫 体 の 存在 し た 部 位 と の 境界 で は , 全般 に 出血 が 高 訂 で , 所 所 に 虫 卵 が 認め られ , 駐 
一 部 で は 壊死 物質 の 部 分 に 石灰 沈着 が , 又 空 洞 の 部 分 に 多数 の 虫 卵 や 上 皮 性 腺 組織 の 新生 が 認め ら 
れる . 

- 

司 よ 上 。. 

同上 . (写真 11 の 拡大 

。 

面 に いて は , は 不明 上 , 多数 の 好 中 球 や 巴 球 が 認め られ , また 遊走 細胞 の 核 の 
が あつ て 限局 性 腹膜 の 像 を し て いる その 他 , 直下 に は 卵 が 認め られ , 下 組 織 で は , 
多数 の 血管 の 新生 と , 床 巴 球 や 好 中 球 の 浸 澤 が 広範 囲 た 認め らち られる. 

同上 ( 強 拡 大 ). 
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4 ヨー ド チ モー ル 製 剤 に ょ る 多 虫 集団 駆虫 効果 と 副作用 
多 原虫 剤 の 陰 転 率 の 


小 宮 義 孝 小 
久 津 見 晴 小 


林 昭 夫 
鳥 


国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 
(昭和 34 年 8 月 1 日 受領 ) 
特 別掲 


4 ー ド チモール (4 Iodo-3-methyl-1-hydroxy-6-iso- 
propylbenzene) は 林 ら (1958) が これ が 釣 虫 駆除 剤 と し 
て 効果 が ある と し て 発表 し た も の で ある が , また 藤沢 
(1958), 佐々 ら (1958) な ど に よ ょ つて ぁ も 同 剤 を 用 いて の 
臨床 的 な いし 集団 的 な 玩 虫 試験 が 行わ も れ て いる の で ある 

来 の 検査 の 結果 報告 に よれ ば , 本 剤 投与 時 に お ける 
お お むね あり , 効果 の 程度 は か な 
ら ず し ゃ 一 定 し て いな い が , 集団 駆虫 と いう 見 地 か ら 見 
れ ば , 副作用 の 軽 徴 な こと は 一 つの 利点 と な る 。 け だ し 
副作用 が 認め られ な いか , ある い は と れ が 軽微 な る 限 
り その 1 日 当り 使用 増大 する こと と に ょ り , 集団 
虫 効果 を 高め う る 可能 性 が 存する か ら で あ る 。 

発売 され た 本 剤 の 1 回 の 服用 量 と し て は , 発売 頼 粒 と 
し て 成人 で 5~6 g (4 ヨー ド チ モー ル と し て 2.5~ 3 
g), すなわち 大 約 体重 1 kg 当り 100 mg (同上 50 mg) 
つて いる 。 

た も は 集団 駆虫 時 に お いて は , 本 剤 を 用 いて , あ 
得る の ご は な いか と の 考え の も と に , 本 製剤 に よる 多 虫 
集団 試験 を 行 つ て みた 。 


YOsHITAKA KOMIYA, AKI0o KOBAYASHI, HA- 
TSUE OGAWA, HARUHIKO KUTSUMI, KUNIKO 
KOJIMA & MiTsUYyOsHI! KUMADA : The anthel- 
mintic effect and the side reactions of 4-iodo-thymol 
preparation for ancylostomiasis and the examination 
on the ratio of the negative for hookworm ova after 
administration of the chemical (Department of Para- 
sitol っ gy, National Institute of Health, Tokyo) 


方 法 


1。 被 検 対象 と 検便 方 法 

被 検 対象 は 埼玉 県 本 庄 市 藤沢 中 学校 ユ ~3 年 生 の うち 。 
予め 飽和 食塩 水 浮 検 , 卵 陽性 の も の 176 名 
(1959 年 5 月 検査 )。 と の 凡 陽 性 者 に つい て , 約 1 ヵ 月 後 
に , 予め カバ パー・ グ ラス 直接 塗 抹 1 枚 法 (18 X18mm カ 
ペ バー) , セロ ファ > 人 厚 層 塗 抹 法 て 1 回 使用 便 量 約 60~70: 
mg), 飽和 食塩 水 浮 蓄 法 ( 同 使用 便 量 約 500 mg) お よ 
び 濾紙 培養 法 ( 同 使用 便 量 約 250 mg) の 4 法 を も つて 
同時 再 検査 を お こない , その 間 に 生ずる 各 法 の 見 か け 
の 険 性 度 を 検 し て お いた 。 元 来 集団 検便 時 に お ける 各 司 
一 材料 1 回 検 査 で は , いずれ の 方 法 を 単 用 する も その 広 
買 に 対す る 多少 の 見 か け の 陰性 の 措 乱 は 避け られ な いこ と 
と で ある 。 が, 多 虫 剤 効果 判定 時 に 際 し て , いわ ゆる 
少な くす る た め に は , 前 検便 は む な ろう 検 出力 の 低い 検 胡 
で 行 つて 者 の 混在 を 防止 す る と 同時 に , 後 検 
便 に は 検出 力 の 優れ た 方 法 を 併用 し て , 虫 卵 検出 精度 力 
を 出 き る だ け 高 め る こと が 必要 と され る 。 

以上 の 理由 に ょ つて 本 調査 で は , 前 検便 に お いて 浮 
法 な いし 培養 法 の み で 卵 陽性 を 示し た も の は , 笑 薄 感染 
者 と 見 人 て 駆虫 効果 判定 の た め の 用 者 か ら は 
除外 し , また 後 検便 に 際 し て は , 前 記 4 種 の 方 法 を 併用 
し , その いずれ か の 成績 で 卵 陽性 を 見 た も の は , と と ど 
と く 卵 陽性 と し て 取扱 っ つた 。 

2.。 投与 薬剤 

(商品 名 チ モ ラ ン ) で , これ は 題 粒 状 を な し て お り ,。 と 
の 吾 粒 状 製品 中 に は 5022 の 4 ヨー ド チ モー ル を 合 有 し て 
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いる 。 

3.。 投与 の 量 お よび 方 法 と 時 期 

投与 量 は 全 被 検 対象 に 製剤 と し て 8 g&g (4 ヨード チ モ 
ー ル と し て 4 g) を 1 日 2 回 に 均 分 投与 し た 。 こ と これ は 4 
ヨー ド チ モー ル と し て 中 学生 1 ~ 3 年 生 の 平均 体重 1 kg 
当り と すれ ば 約 100 mg 弱 と な る 。 上 記 製 剤 の 1 回 使用 

3。 同 剤 が 歌 性 少な く 且 つ 従 来 の 投与 量 で 副作用 が 軽微 

以上 の よう に 増量 し て みた 。 

分 服 の 時 間 的 間隔 は , 人 金 被 検 群 を 各 級 別 こ 無 作為 に 2 


群 に かち, A 群 は 約 1 時 間 , B 群 は 約 4 時 間 と し た 。 分 


服 の 時 間 的 間隔 の 差 に と より, 駆虫 効果 お よび 副作用 の 飲 
現に 差異 が ある か どう か を 見 よう と し た 意図 の 下 に で あ 
る 。 

投与 は 昭和 34 年 6 月 25 日 に 行わ れ た 。 前 処置 と し て , 
下剤 投与 , 絶食 等 は 之 を 行 つ て いな い 。 投与 は 両 群 と も 
第 1 回 は 大 体 午 前 10~10.80 の 間 に , 第 2 回 の を れ は A 
群 は その 後 約 1 時 間 後 , B 和 群 は 約 4 時 間 後 に 之 を 行っ つ 
た 。 食事 は 薬剤 最終 投与 約 2 時 間 以 後に 錠 を 与え る と と 
seido アル コー ルル 等 を 避け た 外 は 普通 に 与 

こ 。 な お 後 下剤 は 之 を 用 いて いな い 。 


4. 後 検便 

薬剤 投与 後 約 3 週間 , すなわち 同年 7 月 16~20 日 の 間 

5.。 副作用 の 調査 

副作用 項目 は 厚生 省 の 副作用 調査 の 規準 を 参考 と し た 
の と の 区 別 の み を 採用 し た 。 投与 当日 の 副作用 は 筆者 ら 
が 自ら 調査 し た が , 
依頼 し て 之 を 行 つ た 。 

6. 転 の 判定 

と と で 険 転 束 と いう の は , 駆虫 剤 投与 前 虫 九 陽性 者 数 
に 対す る 同 剤 投与 後 の 虫 卵 陰性 者 数 の 百分比 を 云う 。 さ 
いき ん 本 邦 に お いて は , 駆虫 剤 の 駆虫 効果 判定 の 指標 と 
し て も つば ぱら 陰 転 束 を 用 いて いる の で , と こと で も 人 陰 転 率 
を も つて その 効果 判定 の 指標 と し た 。 

し か し 釣 虫 の ご と くそ の 産 婦 数 の 少な いも の に あつ て 
は , 駆虫 剤 投与 前 の 卵 陽性 者 を 撰 択 する 場合 , 軽 感 染 者 
を も 検出 し うる よう な な 検出 力 の 高い 検査 法 を 用 いる と , 
いき お いそ の 中 に は 多く の 軽 感染 者 が 含ま きれ, し た が つ 
て いわ ゆる 「 見 か け の 陰 転 」 の 混在 を 大 な らし め る ( 小 
宮 ら , 1954) う 。 同時 に 駆虫 剤 投与 後 の 後 検便 を 比較 的 検 
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出力 の 低い 方 法 で 行う こと も , 成績 が 「 見 か け の 険 転 」 
の た め に いち じ る し く 携 乱 さ れる 。 と の と と に 関係 し て 
は , いずれ 人 後 章 で 改め て 述べ る と し て , と ここ と では, 以上 こ 
つの 場合 に お ける 見 か け の 陰 転 の 介入 の チ ヤ ンス を 出 き 
うる だ け 防 止 す る 目的 を も つて , 駆虫 剤 投与 前 後 の 検便 
方 法 お よび 卵 陽性 者 の 撰 択 は 次 の ご と く と れ を 行っ つた 。 

すなわち 駆虫 剤 投与 前 の 検便 は , カバ ー・ グ ラス 塗 抹 
法 1 回 セロ 層 抹 1 回 , 飽和 食塩 水 浮 法 2 
回 , 濾紙 培養 法 1 回 を ほ ゞ く 同時 に 行い , 右 の うち , 塗 抹 
法 の いずれ か で 陽性 ご で あり,。 か つ 同 時 に 浮 海 法 叉 は 培 状 
法 で 連続 2 回 陽性 者 の み を 撰 択 し て , と これ を 駆虫 剤 投与 
対象 集団 と な し た 。 そ の 意図 は , 駆虫 剤 投与 母 集団 の 感 
染 度 か ら 出 来る だ け 軽 感染 者 お よび 卵 検出 不安 定 者 を 
除き , いわ ゆる 「 見 か け の 陰 転 」 の 介在 を 防止 する に あ 
る 。 

之 に 反し て , 同様 な 問 図 の る と に , 後 検便 は カバ ー・ 
グラ ス 法 , セロ ファ ン 層 法 , 飽和 食塩 水 浮 
法 お よび 濾紙 培養 法 の 4 法 を も つて ほ ゞ く 同 時 に 行い , そ 
の いずれ の 方 法 を も つて し て る 貝 卵 陰性 の も の の み を 険 
転 者 と し た 。 


試験 成績 


1) 陰 率 

A 和 群 ( チ モ ラ ン 8 g, 1 時 間 間 隔 分 服 群 ) 

前 章 5 に お いて の * 8 こし た が つて 得 た 駅 虫 剤 投 
与 前 卵 陽性 者 24 名 中 , 投与 後に こち ける 卵 陰性 者 12 名 , と 
の 陰 転 50.0% と な る 。 

B 群 ( 同 約 4 時 間 間 訪 分 服 ) 

同様 に し て 得 た 陽性 者 群 85 名 中 駅 虫 剤 授与 に ょ る 卵 陰 
転 者 数 9 名 , この 険 転 束 は 25.722 と な る 。 

いま 前 記 A, の 陰 転 率 法 に よ つ て 検定 
て みる と , 2 二 8.2 と な り , 1022 の 危険 率 に お いて 有意 
差 が 認め られ る 。 

な お 右 の A, 両 の 平均 陰 転 59 名 中 21 名 の 転 
者 で 85.6 と な る (第 1 表 )。 

2) 副作用 


第 1 表 4 ョ ー ド チモール 投与 に た ょ る 陰 転 率 


被 検 人 員 陰 転 人 員 陰 転 率 
A 24 12 50.0 
B 35 9 25.7 
計 59 1 35.6 
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A 群 に お いて 一 作用 を 検 し えた も の 97 例 中 何ら か の 一 
作用 を 発現 し た も の は 65 名 (672%), 一 方 B 群 に お いて 一 
作用 を 検 し えた も の 73 例 中 何ら か の 副作用 を 時 し た も の 
は 99 例 (582%6) また その 程度 の 内 訳 を みる と A 和 群 で は 軽 
症 58 例 に 対し 尋 床 者 7 例 , B 群 で は 同 38 例 対 1 例 で あつ 
て , 副作用 の 頻度 お よび 程度 と も , A 群 に 対し て B 和 群 の 
ほう が 少な いよ う で ある (第 2 表 )。 な お 副作用 の 種類 
別 燃 度 は 第 3 表 に 示す と お り で あつ て , 両 和 群 と を も に 下痢 
が 圧倒 的 に 多く ( 誕 ) 腹痛 , 頭痛 , 頭重 お よび 悪心 が と これ 
に 次 いで いた 。 な お 下痢 を 伴 つ た も の の うち ,。 その 下痢 
回 数 を しらべ た 結果 は 第 4 表 の と お ぉ おり で あつ て , A 群 の 
方 が 回 数 の 多い も の が 多 か つ た 。 


附 , 虫 駆虫 の 転 率 の 検討 
1. 虫 検出 諸 法 と の 検出 力 , 安定 度 


第 2 表 4 ョ ー ド チモール 投与 に よ ょ る 
副作用 の 


被 検 副作用 同 副作用 発現 


者 に 対す る 
人 員 発現 者 数 百分比 者 数 百分比 
A 群 97 65 67 11 
B 生 73 39 53 1 3 


第 3 表 4 ョ ー ド チモール 投与 に よ ょ る 


副作用 の 種類 と 頻度 

頭痛 ・ 頭 17 17 
腹 痛 17 
計 58 1 599 


( 族 ) * 下痢 は ある い は 排便 を 促進 する 意味 か ら 云 えば 
副作用 と は 云え な いか る も 知れ な い 。 が, と と で は 一 応 
副作用 と し て 計上 し た . 
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第 4 表 4 ョ ー ド チモール 投与 時 の 下痢 の 回 数 


回 数 A B 
回 

1 13 22 
2 13 8 
3 14 3 
4 3 0 
5 1 0 
計 44 33 


の 検出 は それ と 比べ て 少量 の 材料 に ょ 
つて は 困難 な る 場合 が 少な く な い 。 云う まで も な くそ れ 
は , 根本 的 に は それ に 比 し て , 1 1 日 当 
の 産卵 量 が いち じ る し く 少 な いと と に 基 因 する 。1 匹 !} 
日 当り の 産卵 量 が 少な けれ ば , 産卵 され た 卵 が 便 中 に 話 
等 を する と し て , 単位 体積 便 中 の 密度 は 
然 小 と な り 。 し た が つて 少量 の 便 を くま な く 検 査 し て 
も , その 便 の 中 に 卵 が 含有 され て いな い 以 上 検出 され で 
と な い の は 当然 で ある 。 

か つて 私 た ち (小宮 ら , 1954 a, b) は 18X18 mm 平 
方 の カバ ー・ グ ラス を も つて する 直接 塗 抹 標 本 の 場合 に 
お ける 少数 感染 時 に お ける 多 虫 卵 の 検出 も れ に 関し て , 
と れ を 理論 的 , 実際 的 に 検討 する と と ころ が あつ た 。 し か 
し さい きん 使用 され て いる セロ ファ ン 厚 層 疹 抹 標 本 検査 
時 に あつ て は , ふつ うう ルーチン 的 に 行わ れ て いる と と ろ 
で は , 標本 1 枚 え の 採 便 量 が 上 記 カ バー・ グ ラス 人 疹 抹 法 : 
の 場合 に と 比 し て 相当 多い ( 約 十 数 倍 以 上 ) の で , その 検 - 
出力 は 前 者 に と 比 し て いち じ る し く 良 い ( 小 宮 ら , 1959)。 
釣 虫 偽 の 更に 鋭敏 な 検出 方 法 と し て は , 集 卵 法 お よび : 
仔 虫 培養 法 が ある が , と の 場合 と お ける その 検出 力 は , 
基本 的 に は 1) 1 回 検査 に 使用 する 便 の 絶対 量 と , 2) 
その 卵 も し く は 仔 虫 回 収 度 如 伺 に か か つて くる 。 し か し 
と の 場合 使用 便 の 絶対 量 は , た と えば 飽和 食塩 水 浮 蓄 法 
お よび 濾紙 培養 法 に お いて も , その 使用 量 に 対す る 厳密 - 
な 取り 決め は な く , と の 両者 に お いて 検 者 に より 200~ 
1,500 mg ぐら い の 差 異 が 存 し うる 。 と の 場合 云う まで 
も な く , 他 の 条件 に し て 同一 な る 限り 。 た と えば 約 200: 
mg を 使用 し た 場合 と 1,000 mg を 使用 し た 場合 と で は 
その 検出 力 と 明らか な る 差異 が 生ずる は ず で ある 。 し た 
が つて 浮 法 も し く は 培養 法 を 用 いた 場合 に は , 1 回 使 
用 便 量 を 明記 する こと と が , その 検出 力 を 推定 し うべ き 其 - 
本 的 な 条件 と な る 。 

か よう な 集 卵 な いし 培養 法 の 場合 に お いて 第 2 に 問題 
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に な る の は , 卵 な いし 仔 虫 の 回 収 率 と その 安定 性 の 問題 
で ある 。 この 見 地 か ら す れ ば 浮 蓄 法 を も 含め た 集 卵 法 
は , その 操作 が 卵 を 浮沈 させ る と いう 物理 的 な 操作 で 
ある の に 反し て , 培養 法 は 卵 の 角 化 , 仔 虫 の 成長 , その 
走 性 を も 含む 云わ ば 生物 的 な 操作 で ある こと と は 充分 に 注 
意 を 要する 。 何と な ら ば ぽ ば , 一 般 に 物理 的 な 操作 時 に 比 し 
て 生物 的 な 操作 時 に こ お い て cag ot 
分 注意 し て も , な お か つ 未 知 因子 sisiei tnt 

め 。 その 安定 性 を 保つ こと が 前 者 - 比 し て 困難 で ある 
ら で あ る 。 

ー 般 に 培養 法 は 集 卵 法 こ 比 し て その 検出 力 が 大 きい と 
いう 風 に 考え られ が ち で ある 。 し か し 以上 に の べた よう 
な 理由 で , 培養 法 が その 検出 力 の 安定 性 を 欠く 点 か ら 
は , 集 卵 法 の 方 が 優 つ て いる 。 人 冬期 集団 検便 時 に あつ て 
は , 集 便 より 操作 開始 まで の 間 に 被 検 材料 が し ぼ ば し ば 実 
冷 に 上 蝶 さ れる 結果 , 培養 法 の 検出 力 が いち じ る し く 低 下 
する と と に つい て は た に 
の 場合 に は 虫 卵 の 一 部 及 は 大 部 分 が 寒冷 の た め 死 江 し て 
昔 化 し な いも の と 考え られ る 

その 著 「 新 し い 生 

て いる こと と は いう まで も な い 」 と 事実 その 第 5 表 
の 2 例 の 事例 で は 釣 虫 の 検出 率 ! sti に くら べ て 培養 
法 の ほう が 優れ た 検出 力 を 示し て いる ( 浮 洲 法 で それ ぞ 
れ 68.52%, 86.222! し て 培養 法 86.02 お よび 94.0%)。 
じ く 佐々 ら の 報告 で は , 虫 
剤 険 転 抹 , 浮 培養 の 3 法 別 に 見 て いる が , 
53.0%, 培養 87.4226 お よび 80.0% と な つて お り , 何れ の 
場合 に ちあ つて も 培養 法 検 杜 に より 険 転 事 が も つと も すぐ 
れ て いる 。 と の 場合 各 検 査 法 に よる 陽性 率 (検出 率 )〉 は 

(100 一 各 法 の 陰 転 束 ) だ か ら , し た が つて 上 記 の 各 
法 の と の 場合 の 陽性 率 は 次 の ご と くさく な る 。 す な ね わ ち , 深 
28 .226 お よび 24.422, 浮遊 45.822 お よび 47.022, 培養 
12.6% お よび 19.9% と な り , こと で は 浮 洲 法 に 対し て 【 
か り で な く ,・ 疹 抹 法 に 対し て も 培養 法 の 検出 力 は 劣 つ て 
出 て いる 。 

佐々 お よび 佐々 ら の 右 の 両 次 の 検 卵 の 時 期 は これ を つ 
ま び ら か に し えな い 。 お そら く は この 両 度 の 検査 の 時 期 
が 季節 的 と 異 つ て いる の で も あろ う 。 が , いずれ に も せ 
ょ , 上 記 の 事例 は 培養 法 の 成績 が 不安 定 た る こと を 示し 
て いる 好 事 例 で ある 。 


し か る に お な 
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集 卵 法 の うち , 飽和 食塩 水 浮 六 法 は , これ に 使用 する 
薬品 お よび 器材 が 少な く て 済む 点 お よび 所 要 時 間 が 比較 
考慮 され て , 特に 釣 虫 卵 検査 の た めこ に は 広く 普及 し て 使 
用 され て いる 。 こ の 方 法 は 培養 法 と ち が つて 物理 的 に 朋 
を 浮上 , 採取 する の が その 骨子 だ か ら , その 安定 性 は 前 
者 に 比 し て 高い 。 

し か し 集め られ た 卵 の 回 収束 が ほ じ で ある と し じ し 疾 
ょ つて 決定 され る 。 使 用 便 量 は 術 者 に より まち まち で 3 
る が , ほ く さく 200 mg 位 の 場合 か ら 1,000 mg ぐら いま で 

の 範囲 ご まち まち で ある よう で ある 。 

次 に 回 収 率 が 条件 の 如何 に ょ つて 動揺 する 。 当 研究 室 
ご 安田 ( 未 発表 ) の 検討 し た と と ころ に ょ れ ば , 回 収 率 は 
1) 試験 管 の 長 さ と 口径 , 2 便 の 溶解 程度 。 3) 卵 採取 
カバ ー・ グ ラス の 清浄 度 , 4) 卵 浮 上 時 間 お よび 5) 便 の 

/ sieatn’ 便 の 採取 より 検 査 まで に こい た る 保存 条件 
ts を の 回 収 率 を 左右 する こと こ St きい 。 この 場合 
の 基本 条件 は , 便 の 湿 温 度 を 一 定 以上 に 保持 する こと に 
ある 。 

が , 以上 の 事 を 考慮 し て も , その 検出 力 の 安定 性 と い 
う 点 で は , 培養 法 に 比 し て 浮 注 法 の 方 が むし ろ 優 れ て い 

る ょ う で ある 。 云う な れ ば 培養 法 は 村 正 の 銘 刀 の ご と き 
も の で ある 。 排出 直後 の 便 な いし 排出 より 検査 に いた る 
た 材料 に つい て 一 定量 以上 を 単位 と 

て の 検査 の 結果 は , きわ め て 優秀 な る 検出 力 を 発揮 す 
る i > が ある が , 逆 の 場合 に は その 検出 力 は ガタ 落ち に 
な る 危険 性 が ある 

2. 査 法 の 見 か け の 険 性 

多 虫 卵 検査 法 の 検出 力 と その 安定 性 が お の お の の 検査 
法 に より 異な つて お り , 集団 検便 時 に お いて は その 一 々 
の 材料 と に つき その 不安 定性 の 要因 を 仔細 に 吟味 し か ね る 
事情 に ある の で , その いずれ の 方 法 に あつ て も , 特に 軽 
感染 者 の 予想 され る 場合 と に は , か な ら ず , 多少 の 卵 の 検 
出 も れ の 事例 が ある の は 止む を 得 な い 。 

と の 場合 「 検 出 も れ 」 と いう の は , 実は 卵 が 便 中 に は 
合 有 き さ きれ て いる に も か か わら ず , 検査 の 結果 は 卵 陰性 に 
出 た 場合 を 称す る の で ある か ら , 云わ ば 「 見 か け の 陰 
性 」 で ある 。 か つて 私 た ち :( 小 宮 ら , 1959) は , 別 の 目 
的 を も 兼ね て , まず 飽和 食塩 水 浮 蓄 法 検査 で 釣 虫 卵 陽性 
と 認め られ た 中 学生 と について, その 約 1 ヵ月 後に カバ パー 
・ グ ラス 直接 塗 抹 法 (18X18 mm カバ ー 使 用 , 同時 1 
枚 検 セ ロフ ァ 層 抹 法 (採取 便 量 約 60~70mg), 
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飽和 食塩 水 浮 海 法 ( 同 約 500mg) う お ぉ お ょ び 培 養 法 ( 同 約 250 
mg) を 用 いて 同時 検査 を 行 つ て みた 。 検査 時 期 は 5 ~ 6 
月 で ある 。 そ の 結果 は 第 5 表 に 示す ご と く で あっ つた 。 


第 5 表 浮 1 回 検査 多 卵 陽性 者 を 
種々 の 方 法 で 再 検査 時 の 見 か け の 陰性 


検 査 法 陽性 者 上 


3 食塩 水 j67 108 64.7 35.3 
4 培養 法 142 113 79.6 20.4 


すなわち あら か じ め 浮 法 で 釣 虫 卵 陽性 で ある と と を 
確 め て お いて , 再 検 査 を し て みる と , こと の 場合 も つと も 
検出 力 が 高く 現れ て いる 培養 法 で すら も , 約 320 の 見 か 
け の 陰性 が 存在 する 。 

と れ が も し , 多 虫 駆虫 剤 の 効果 検査 の た め の 険 転 率 の 
判定 で あつ た と し た な ら ば , どう で あろ うか 。 駄 虫 剤 投 
与 対 象 た る 釣 虫 卵 陽性 者 群 を 予め 飽和 食塩 水 浮 洲 法 を も 
つて 選定 し , 違 虫 剤 投与 後 の 卵 陰 転 状況 を , 仮り に 同じ 
を 以 て 検 し た と すれ ば , と の 場合 は その 陰 転 
率 は 真 の 陰 転 事 よ り も 約 85%, 培養 法 で 人 後 検査 を 行 つ た 
と する も 約 20% 高 率 に 出る こと と な る で あろ う 。 つ まり 
か よう な 場合 と は , と の 「 見 か け の 陰性 」 が その まま 「 見 
か け の 陰 転 」 と な つて 現れ て くる 人 久 険 性 が 伏 在 す る 。 

剤 効果 判定 の 陰 転 「 見 か け の 陰 」 

釣 虫 駆虫 剤 効果 判定 時 に お いて , いわ ゆる 「 見 か け の 
陰 転 の 存在 が ど し ば し ば 真 の 携 する こと に つ 
いて は , すでに 述べ た (小宮 ら , 1954 a, b)。 

いわ ゆる 「 見 か け の 陰 転 」 に よる 真 の 陰 転 束 の 携 乱 程 
度 は , 原則 的 に 云 つ て , 駆虫 剤 を 投与 すべ き 収 検 対象 群 
た る 釣 虫 卵 陽性 者 の うち に , 陰 転 率 決 定 の た め に 行わ れ 
る 後 検便 時 の 卵 検査 の 卵 検出 最 底 限界 すれ すれ の 程度 の 
軽 感染 釣 虫 卵 陽性 者 の 存在 が 多けれ ば , それ だ け 大 と な 
る 。 そし て か か る 程度 の 「 軽 感染 者 の 存在 」 は , 第 1 に 
選別 され た 拡 検 対象 卵 陽性 群 の 便 中 の 路 濃度 (て し た が つ 
て 感染 測度) 如何 に ょ より, 第 2 に 後 検便 の 検出 力 の 如何 
に より , そし て 結局 は 第 1 と 第 2 の 条件 の 相互 関係 に ょ よ 
つて 条件 づけ られ る 。 

し た が つて , か よう な 「 見 か け の 陰 転 」 に と ょ る 真 の 陰 
転 の 携 乱 を で きる だ け 防 止 す る た め に は ,・ 第 1 に は 彼 検 
対象 た る 卵 陽性 者 の 感染 濃度 は これ を 出 き る だ け 高 いも 
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の を 選定 し , 反対 に 後 検便 時 に お いて は て の 路 検 出力 を 
出 き る だ け 高 め る と いう 措置 を 構 ず べき で ある 。 具体 的 
に は 被 検 対象 握 定 時 に は その 検出 力 の きしろ 低い 検査 法 
を 用 いて ある 程度 の 軽 感染 者 は 光 を 除外 する と いう 方 法 
(た と えば 疹 抹 法 ) を と り , 後 検便 時 に は た と えば その 
検出 力 の 高い 浮 法 又は 培養 法 と を 用 すべ きこ と と 
が 要請 され る ( 。 

さて , さき に 記し じ た ょ うに , 私 た ちの 今 次 の 4 ヨー 
ド ・ チ モー ル の 貼 虫 効果 判定 に 際 し て は , 前 述 の よう に 
か な り 陣 格 な 規正 を 行 つ た 上 で , その 陰 転 事 を 決定 し レ 
た 。 し か し これ を 日 常 他 の 人 々 が し ば し ば 行 つ て いる よ 
うに , 例え ば 前 検便 塗 抹 法 ・ 後 検便 塗 抹 法 な いし は , 前 
検便 浮 海 法 ・ 後 検便 浮 海 法 と いう 組合 せ で , 見 か け の 険 
x を 補正 する こと な くそ の まま 決定 し た 陰 転 率 を 見 て み 
る と , 第 6 表 に か か げた よう な きわ め て 多彩 な る 結果 が 
生じ て くる 。 

さき に 私 た ち が 検 し た 4 ヨー ド ・ チ モー ル 製 剤 の 陰 転 
率 は , 厳密 に は 前 述 の よう に 平均 35.6 とい うぅ 低 素 を 
示し て いる が , と の 表 に 表示 され た を それは, その 最高 は 
前 後 検便 と も カバ パー グラ ス 疹 抹 法 で 行 つ た それで, と の 
場合 陰 転 率 は 98.122 に し て お お り , セロ ファ ン 層 抹 
法 で 前 ・ 後 検便 を 行 つ た 場合 の を それでも, 88.22% と いう 
高 率 の 陰 転 率 を 示し て いる 。 と れ は , その いずれ の 背 抹 
法 に あつ て も その 検出 力 は 平均 的 に 集 九 も し く は 培養 法 
(温暖 時 に お ける ) に 比較 し て その 検出 力 が 低い た め , 
虫 剤 投与 前 の 被 検 群 は 比較 的 卵 密度 の 高い も の が 撰 定 
され て いる に も か か わら ず , 後 検査 時 の 検出 力 の 低い こ 
と と 同時 に 第 2 次 の 見 か け の 険 転 に よる 措 乱 が 大 な る た 
め と 考え られ る 。 

し か し た と え 芝 後 検便 を その 検出 力 お よび 安定 度 の 比 
較 的 高い 同 じ 浮 施 法 で 行 つ て いる の に も か か わら ず , 前 
検便 を で 行 つ た 場合 こ に は その 険 転 は 56.42 で あ 
り , 被 検 者 を 浮 法 検査 で 2 回 連続 陽性 の も の と いう 条 

で 撰 定 し た 場合 の それ ,。 47.12% よ り も を も 高 率 に 出 て い 
る 。 と れ は お そら さく, 等 し く 軽 感染 者 が 撰 定 さ れ て いる 


( 許 ) 被 検 対象 群 を か ょ うに 比較 的 感染 濃度 の 高い も 

の の み を 選定 し た と し て も, 私 た ちの いわ ゆる 

第 二 次 の 見 か け の 陰 転 (小宮 らち ,1954) は 防止 で 
き な い 。 し か し 第 二 次 の 見 か け の 陰 転 の 存在 は , 
検 対 象 の 卵 駆虫 剤 の 作用 にょ つて 相当 

減少 し て 初 あ て 出現 し うろ る も の で ある か ら , と 

れ を 第 一 次 の を それ と は 取扱 い を 異 た し て 陰 転 率 
中 に くり 入れ て も , それ ぼ ほど 基 だ し いい 支障 は な 

さき さそう で ある 。 
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第 6 表 前 ・ 後 検査 を 種々 な る 方 法 で 行っ つた 場合 の 陰 転 率 


検 査 方 法 虫 卵 陽 性 者 陰 転 率 
0. 
前 検 査 後 検 査 前 検査 後 検査 百分比 百分比 
カバ ー グ ラス 
同友 回 29 2 934 
同友 回 5 11.8 88.2 
3. 浮 法 1 回 回 140 
セ ァ ど 厚 9 
1 回 72 33 
浮 法 1 回 5 
培養 法 1 回 1 回 90 45 50.0 50.0 
セロ ファ ン 層 
1 回 1 回 69 35 50.7 49.3 
7。 浮 法 1 回 120 483 
8. 浮 湊 2 回 1 87 46 
9. 浮 法 2 回 80 50 . :37:5 
10. は セ フラ ファン 同 上 59 38 


よび 
また は 1 回 


と は 云い 条 , 後者 に あつ て は 連続 2 回 陽性 者 と いう 条件 
に ょ つて その 軽 感染 の 下限 が 決定 され て いる の で , 前 者 
に 比 し て 見 か け の 陰 転 を 招致 すべ き 軽 感染 人 員 が 制限 さ 
れ た と と に も と ずく も の と 考え られ る 。 

4。 駆虫 剤 の 陰 転 素 の 比較 に つい て 

以上 た にょ っ つて, た と えば A と いう 駆虫 剤 を , 別 の 機会 
に 試験 され た 他 の 駆虫 剤 の 陰 転 率 と 軽々 に 比較 する と と 
が , 如何 に 悠 険 で ある か と いう と と が , 容易 に 了解 され 
る こと と 思う 。 た と えば , 本 報 に お ける ょ うに 厳 密 な 検 
討 の 結果 の 陰 転 事 を , か り に カバ ー・ グ ラス 塗 抹 ・ 同 共 
抹 と いう 方 法 で 求め た 他 の 薬剤 B の 陰 転 束 と , その 両 
者 の 方 法 如 何と いう 吟味 な くし て 比較 する と き は , 実 
は ほほ さく 同様 な 駆虫 効果 を 示現 する に も か か わら ず , 本 
剤 は その 陰 転 率 約 86, 之 に 反し て B 剤 の それ は 902% 以 
上 で , その 間 い ち じ る し い 優 劣 が 存する と 判断 し 勝ち で 
ある 。 

だ か ら 駆 虫 剤 の 効果 の 比較 に 当 つ て は , 少な く と を も 最 
低 限度 ,。 その 前 検便 お よび 後 検便 の 方 法 が ほ さ 同一 な も 
の (1 標本 の 採取 便 量 を も 含め て ) た つい て の 比較 の み 
が , や や 比較 可能 で ある と と を 念頭 に お く 必 要 が ある 。 


し か し 更に 深く 考え て みる と , 前 検便 を 一 定 の 検出 カ 
の 検査 法 で 被 検 者 を 撰 定 し た と し て も , 撰 定 され た 被 検 
者 群 の 属す る 母 集団 に お いて , 当該 方 法 の 検出 力 す れ す 
れ の 程度 の 軽 感 染 者 群 が 多 大 の 比率 に お いて 存する 場合 
と 然 ら ざる 場合 と で は , よし 同一 の 方 法 で 後 検 休 が 行わ 
れ た と し て も , と の 両者 の 場合 と お ける 見 か け の 陰 転 の 
携 乱 の 度合 い は 異な つて くる 。 前 者 に お いて その 拉 害 度 
が 高い こと が 予想 され る 。 と うし た 誤差 を 除去 する 1 っ 
の 方 法 は , ある 一 定 の 検出 力 の 安定 し た 方 法 で 被 検 群 を 
撰 定 し , これ を 無 作 意 に 2 分 化し , その 各 群 に A, B の 
薬剤 を 投与 し , その 各々 に つい て の 陰 転 素 を 求め て ; そ 
の 価 を 比較 する と いう や り 方 で ある 。 と の 場合 に は , そ 
の 方 法 お よび 操作 の 如何 に ょ つて は , ある 程度 の 見 か け 
の 陰 転 に よる 結果 の 措 乱 は 生じ うる が , し か し A, B 
両 剤 の 陰 転 事 の 比較 値 だ け は , ほ さ 妥当 に こと れ を 得る と 
と が 可能 で あろ う 。 


以上 の べた と と ろ に より, 陰 転 率 は 駆虫 剤 投与 前 後 の 
検便 方 法 の 如何 。 云い か えれ ば その 方 法 の 検出 力 の 大 小 
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(1959) 
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と 究 定 性 と の 如 伺 に ょ つて , か な り 大 き な 差 が 出 う る も 
の で ある と と は 明 に な つた と 思う 。 本 報 で と りあ つか つ 
た 4 ヨー ド チ モー ル の それ で も , その 陰 転 率 は 検便 方 法 
の 差異 に より 平均 98.12% か ら 385.6%% ま で の 開き が ある こと 
と で 明らか で ある 。 以 上 の 諸 種 の 陰 転 束 の う ち , その も 
っ と も 低い も の , と こと で は , 85.6% が も つと も 厳密 な も 
の で ある が , 陰 転 束 の 求 め 方 を 現在 こと と まで 厳密 に 行う 
た め に は , 駆虫 剤 投与 前 の 卵 陽性 者 を 握 択 する 点 に や や 
困難 が ある 。 そ を それ は 野外 に お ける 釣 虫 感染 者 群 の うち に 
は , その 感染 濃度 が や ゃ 高い も の の 比率 が 必ず し ゃ も 多く 
な く , し た が つて 陰 転 事 の ある 程度 の 究 定 性 を 確保 する 
の に 充分 な 人 数 を 得 が た い , と いう 点 で ある 。 

前 記 佐 々 ら (1958) は , 同じ く 4 ヨー ド チ モー ル の 効 
果 判 定 を , 前 検便 は 浮 , 後 検便 は 抹 , 浮 培養 
に ょ る 同時 検査 の 結果 の 総合 判定 と いう 方 法 を と つて い 
る が , 実際 問題 と し て は と うし た 方 法 は , を し ろ 江 密 に 
近い 方 法 の 1 つ で あろ 3。 

いま , 被 検 対象 を 撰 択 し た 母 集団 釣 虫 感染 者 群 の 感染 
程度 の 分 布 が 佐々 ら の 場合 と 私 た ちの 場合 と が ほ く 同 様 
で あぁ る と の 仮定 の 下 に , 私 た ちの そう し た 方 法 (前 検便 
は 浮 海 法 , 後 検便 総合 判定 に ょ る 陰 転 率 を 見 る と , 平 
均 内 A 群 68.82%, B 和 群 88.8 と な り , その 平均 
値 は 佐々 らち ら の それ に や や 近く な る が , A, B 両 群 の 間 に 
は 危険 素 1 で 明らか に 有意 差 が 認め られ る (第 表 )。 


第 7 表 前 検査 法 後 検査 総合 


判定 時 の 陰 転 率 
陽 性 者 
陰 転 者 ( 率 ) 
前 検査 後 検査 

A 60 22 38 (63.3) 
B 本 60 40 20 (33.3) 
計 120 62 58 (48.3) 


いま 本 試験 の 結果 か らし て , A, BB 両 群 の 試験 結果 の 
比較 を 行え ば , A 群 に あつ て は 陰 転 率 も 可 な り 上 昇 し て 
いる が , 同時 に 副作用 も それ だ けい ち じ る し く 現 れ て い 
る 傾向 に ある 。 と り わ け そ の 一 作用 の 発現 と いう 点 か ら 
見 れ ば , 私 た ち が と と で A 和 群 で 用 いた 程度 の 副作用 の 発 
現状 態 は , 集団 駆虫 施行 時 に お ける ほ さ 限界 線 に 迫 つ て 
いる よう に も 考え られ る 。 本 剤 が 一 般 に その 駄 虫 効果 , 
ピ 作 用 の 発現 状態 か ら 見 て , 集団 駆虫 に 適用 し うる と と 
は 可能 で ある が , な お 将来 本 剤 に 関し て は , その 農 形 方 
法 , 投与 量 , 投与 方 法 等 の 検討 に より , 駆虫 効果 を 落 さ 
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ず に 副作用 の 発現 を 更に 少な くす る 工夫 が 旋 さ れ て し か 
る べき で あろ 5 う 。 

な お 最後 に 以上 述べ た と こと ころ に より , 一 般 に 釣 虫 駆虫 
剤 の 駆虫 効果 を 少な く と も ある 程度 正確 に 評価 し うる た 
め に は , 具体 的 に 次 の 如き 諸点 に 注意 すべ き 必 要 が ある 
で あろ 5 う 。 

1) 虫 卵 ( 仔 虫 ) 検査 に 当 つ て は , か な ら ず その 方 
法 , 時 期 , 採取 便 量 等 を 記載 する こと と 。 

2) 前 検便 は 出来 うれ ば 疹 抹 法 な どの 如き 婦 検 出力 の 
むき しろ 低 き 方 法 を 用 いる と と 。 集 卵 法 ( 浮 洲 法 な ど ) を 
用 いる 場合 に は , 同一 方 法 を 更に 反復 し , 引き つづ き 陽 
性 者 の み を 被 検 対象 と し て 握 択 する 方 法 も 考え られ る 。 

8) 後 検査 は 少な く と も 集 卵 法 ( 浮 注 法 ) も し く は 之 
と 培養 法 を 併せ 行う こと 。 た くし 培養 法 の 場合 に は 検査 
時 期 を 考慮 し , その 安定 性 に つい て 考慮 する と こと 。 も 
つと も 厳密 に 近い や り 方 と し て は , セロ ファ ン 厚 層 疹 抹 
法 , 浮 蓄 法 , 培養 法 を 同時 施行 , その 総合 判定 に ょ り 陰 
転 束 を 決する か , 浮 六 法 を 同一 材料 に つき 約 3 回 反復 そ 
の 結果 の 判定 に よる と と 。 


ま と め 


私 た ち は , 4 ヨー ド チ モー ル の 投与 方 法 に ょ る 駆虫 効 
果 と その 一 作用 の 発現 状態 と の 関係 に つい て 集団 駆虫 試 
験 を 行い 、 あ わせ て 駆虫 効果 判定 の 基準 と し て の 陰 転 率 
と いわ ゆる 「 見 か け の 陰 転 ] に と よる その 搭 乱 と に つい て 
考察 を 行 つ た 。 その 結果 を 要約 すれ ば 次 の ご と く で あ 
る 。 

1) 種々 な る 検査 方 法 で 同 剤 の 陰 転 率 を 見 る と , 平均 
最大 98.1%2, 最少 35.6 と いう 結果 を 得 た 。 右 の うち そ 
の 最小 値 が も つと も 厳密 に 近い 陰 転 率 を 表示 し て いる の 
で , 他 は いずれ も 「 い わ ゆ る 見 か け の 陰 転 」 の 大 な り 小 
な り の 混在 が , その 価 を 大 な らち ら しめて いる も の と 考え ら 
れる 。 

2) 4 ヨード チモール 製剤 の 同 量 ( 対 中 学生 , 全量 製 
剤 と し て 8 g) を 1 日 中 に 1 時 間 お ょ よび 4 時 間 間隔 で 分 
服 せ し め た 場合 前 者 の 方 が その 陰 転 事 は 高い が , 同時 
に 副作用 の 発現 状況 る も や ゃ や ゃ いち じ る し か つた 。 同 剤 は 現 
在 の まま で も , 集団 駆虫 剤 と し て 適用 し レ う る と 考え られ 
る が , 将来 更に その 服用 方 法 等 の 工夫 に より その 陰 転 率 
を 低め る とこ と な し に 一 作用 の 軽減 を 図る 事 が 望ま し い 。 

3) 多 虫 駆虫 剤 効果 判定 の た め の 人 陰 転 率 を 検 す る 場 
合 。 いわゆる 見 か け の 陰 転 の 真 の 陰 転 率 携 乱 の 防止 と , 
陰 転 率 の 正当 な る 評価 の た め の 方 法 に つい て 論議 を 行 つ 


| 
| 
| 
、 
「 れ す 
3 行わ 
12 
: 
か 
B 
| 
後 の 3 


文献 


(1) 藤沢 俊 (1958) : 多 症 の 臨床 的 観察 (4), 
iodo-3-methyl-1-hydroxy-6-isopropylbenzene に つい 
て , 寄生 虫 誌 ,7 (6) , 657-660. 一 2) 林 栄 一 (1958) : 万 
虫薬 に 関す る 実験 的 研究 , 静岡 薬科 大 開 学 5 週 年 記念 
論文 集 96~113. 一 3) 小宮 義孝 ら (1954a, b.) : 直接 
標 本 に ける ・ 多 検出 率 と 駆虫 剤 駆虫 効 
単 検査 に 3 ぉ ける 見 か け の 陰 転 1, 2, 寄生 虫 誌 , 3(3) (4) : 

216-219 : 260-26¢。 一 4) 小宮 義孝 (1955) : 駆虫 
剤 , 診療 , 8(7), 40-48. 一 5) 小宮 義孝 らち (1959): 

セ フアン 厚 層 法 の 検討 寄生 誌 , 8(6), 掲 
載 予 定 . 一 6) 三浦 孝次 ら (1953) : 度 虫 剤 に 関す る 研 
4 報 , Naphtalene 並び に Thymol の ゲン 
導体 の が マ 線 虫 駆除 作用 に 就 い て , 十 全 会 誌 , 55(4), 
577-583。 一 7) 佐々 学 ら (1957) : ・ 及び 
療法 な ど た に ょ る 新しい 寄生 虫 集 団 検 便 法 の 実際 , ペン 
フレ ッ ト , 1-14, 東大 伝 研 , 寄生 虫 部 , 東京 . 一 8 

佐々 学 ら (1958) : 4 ョ ー ド チモール 及び その ピ ペ ラ 

ジン 塩 の 駆虫 効果 に 関す る 研究 , ( 初 報 ), 東京 医事 新 
誌 , 7(9) , 19-24. 


Summary 


In order to know the anthelmintic effect of 4-iodo- 
thymol preparation for hookworm the ratio of the 
negative for hookworm ova after administration of the 
chemical was examined. The examination of the 
ratio of the negative for ova, however, varied mar- 
kedly as the technique of the stool examination varies. 
Whena stool was examined for hookworm ova with 
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a certain technique and was proved to be positive; 
the succesive same test frequently failed to prove them 
when the density of ova in stool was found too small. 
In such cases the stool was falsely judged as the 
negative for ova in spite of the fact that ova exsists 
in stool really. Such negativeness for ova should 
be called as a ‘'“* false negative case ™”. 

In case of the determination of the ratio of the 
negative for ova after the administration of the 
chemical very often this false negative cases disturb 
the real ratio of the negative. This point was 
precisely discussed in this paper and the methods of 
avoiding the effect of the false negative cases upon 
the real ratio was also discussed. 

When the positive for hookworm ova was screened 
with the direct smear technique the ratio of the 
negative amounted to more than 90%, where the 
effect of the false negative cases was realized most 
markedly, whereas the positive for ova was screened 
with a direct smear as well as floatation technique and 
these for ova after the administration of the chemical 
was scrutinized with four technics simultaneously 
the ratio of the negative was proved to be 35.6 學 
which data was considered to be the nearest value of 
the real ratio of the negative. 

When the chemical was administered twice a day 
with an interval of ca. one hour, the ratio of the 
negative for ova was higher but the effect of the 
side reaction was seen to be also.higher, as compared 
with that among those to whom the chemical was 
administered twice a day with an interval of four 
hours. 
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